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(57)【要約】
　吸引システムは、ポンプと、ポンプと通信する制御シ
ステムとを含む。制御システムは、マイクロコントロー
ラと、信号を受信するように構成されたアンテナと、マ
イクロコントローラと通信するポンプ制御ボードとを含
む。アンテナは、マイクロコントローラと通信する。信
号を受信すると、ポンプ制御ボードは、信号に従って負
圧を作り出すようにポンプを作動させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸引システムであって、
　ポンプと、
　前記ポンプと通信する制御システムであって、
　　マイクロコントローラと、
　　信号を受信するように構成された、前記マイクロコントローラと通信するアンテナと
、
　　前記マイクロコントローラと通信するポンプ制御ボードとを備え、
　　前記信号を受信すると、前記ポンプ制御ボードは、前記信号に従って負圧を作り出す
ように前記ポンプを作動させる、制御システムとを備える、吸引システム。
【請求項２】
　前記負圧が、前記信号に応じて可変吸引パターンを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記可変吸引パターンが、第１の吸引レベルと、前記第１吸引レベルよりも大きい第２
の吸引レベルとを含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記可変吸引パターンが、前記第２の吸引レベルよりも大きい第３の吸引レベルを含む
、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記可変吸引パターンが、複数の吸引レベルを含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項６】
　前記可変吸引パターンが、前記複数の吸引レベルの間の即座の移行を含む、請求項５に
記載のシステム。
【請求項７】
　前記可変吸引パターンが、前記複数の吸引レベルの間に吸引を含まない、請求項５に記
載のシステム。
【請求項８】
　前記信号を前記アンテナに送信するように構成された制御装置をさらに備え、前記可変
吸引パターンは、前記制御装置のユーザによって選択可能である、請求項２に記載のシス
テム。
【請求項９】
　前記可変吸引パターンが、処置のタイプに基づいて選択可能である、請求項８に記載の
システム。
【請求項１０】
　前記可変吸引パターンが、血餅のタイプに基づいて選択可能である、請求項８に記載の
システム。
【請求項１１】
　前記制御装置が、前記可変吸引パターンをカスタマイズするように構成可能である、請
求項２に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記制御装置が、コンピュータを含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記制御装置が、スマートフォンを含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記制御装置が、タブレットコンピュータを含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記信号が、無線信号を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　カニューレをさらに備える、請求項１に記載のシステム。
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【請求項１７】
　前記カニューレが、吸引管腔を含む、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記カニューレが、鈍い先端を含む、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記カニューレが、テーパ状の先端を含む、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記カニューレが、スイッチと電気的連通している、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記スイッチが、フットペダルを備える、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記カニューレに連結されたハンドルをさらに備える、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記カニューレが、吸引管腔を含み、前記ハンドルが、前記吸引管腔および前記ポンプ
と連通する真空ポートを備える、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記真空ポートが、ユーザの手によって覆われて流体回路を完成するように構成される
、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記真空ポートが、流体回路を完成させるために、ばね懸架された機械的連結機構およ
び多孔質膜のうちの少なくとも１つによって覆われるように構成される、請求項１６に記
載のシステム。
【請求項２６】
　前記ポンプが、回転ベーンポンプを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記ポンプが、オイルレス・ドライ・ランニング低振動回転ベーンポンプを含む、請求
項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記ポンプが、０．２５Ｌ／分から２８３Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項２６
に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－６９８．４ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有す
る、請求項２６に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記ポンプが、リニアポンプを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記ポンプが、０．９Ｌ／分から３７５Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項３０に
記載のシステム。
【請求項３２】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－３３８ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項３０に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記ポンプが、ダイアフラムポンプを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記ポンプが、０．３８Ｌ／分から９１Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項３３に
記載のシステム。
【請求項３５】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－７４２ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項３３に記載のシステム。
【請求項３６】
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　前記ポンプが、蠕動ポンプを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記ポンプが、０．０００１Ｌ／分から３Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項３６
に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－７６０ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項３６に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記ポンプが、ピストンポンプを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記ポンプが、２．５Ｌ／分から２００Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項３９に
記載のシステム。
【請求項４１】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－７４２ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項３９に記載のシステム。
【請求項４２】
　前記ポンプが、０．２５Ｌ／分から３００Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項１に
記載のシステム。
【請求項４３】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－７００ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項１に記載のシステム。
【請求項４４】
　前記ポンプが、可逆的である、請求項１に記載のシステム。
【請求項４５】
　請求項１から４４のいずれか一項に記載のシステムを使用して脳内出血を治療する方法
であって、
　前記カニューレの端部を頭蓋内に挿入することと、
　前記信号を受信することと、
　前記負圧を使用して前記カニューレを介して血液を吸引することとを含む、方法。
【請求項４６】
　負の吸引パターンを選択することをさらに含む、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記負の吸引パターンを選択することが、所定の負の吸引パターンを選択することを含
む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記負の吸引パターンを選択することが、負の吸引パターンをカスタマイズすることを
含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　動脈瘤を治療するための装置であって、
　折り畳まれた構成から拡張された構成に拡張可能な第１の繊維構造を形成するように織
られた第１の複数のワイヤと、
　折り畳まれた構成から拡張された構成に拡張可能な第２の繊維構造を形成するように織
られた第２の複数のワイヤであって、前記第１の繊維構造の管腔内にある、第２の繊維構
造と、
　第１のバルブと、
　第２のバルブと、
　前記第１のバルブと前記第２のバルブとの間に長手方向にある第３のバルブと、
　前記第３のバルブおよび前記第１のバルブの半径方向内側の第１のネック部であって、
前記第３のバルブは、前記第１のネック部によって前記第１のバルブから長手方向に離間
される、第１のネック部と、
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　前記第３のバルブおよび前記第２のバルブの半径方向内側の第２のネック部であって、
前記第３のバルブは、前記第２のネック部によって前記第２のバルブから長手方向に離間
される、第２のネック部とを備え、
　前記第３のバルブ、前記第１のネック部の少なくとも一部分、および前記第２のネック
部の少なくとも一部分が、前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造を含み、
　前記第３のバルブの気孔率が、前記第１のバルブおよび前記第２のバルブの気孔率より
も低い、装置。
【請求項５０】
　前記第１の繊維構造が、第１の放射線不透過性パターンを含み、前記第２の繊維構造が
、前記第１の放射線不透過性パターンとは異なる第２の放射線不透過性パターンを含む、
請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記第１の繊維構造が、第１の編組角度を含み、前記第２の繊維構造が、前記第１の編
組角度より小さい第２の編組角度を含む、請求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　前記第１の編組角度が、１４５°から１７５°の間である、請求項５１に記載の装置。
【請求項５３】
　前記第２の編組角度が、５０°から１１０°の間である、請求項５１に記載の装置。
【請求項５４】
　前記第２の編組角度が、前記第１の編組角度よりも４０°から１００°小さい、請求項
５１に記載の装置。
【請求項５５】
　前記第２の編組角度が、前記第１の編組角度よりも４５％から７５％小さい、請求項５
１に記載の装置。
【請求項５６】
　前記バルブおよびネック部が、前記第２の繊維構造に対する前記第１の繊維構造の長手
方向の移動を抑制するように構成される、請求項５１に記載の方法。
【請求項５７】
　動脈瘤を治療する方法であって、請求項４９から５６のいずれか一項に記載の装置を動
脈瘤を横切って体内管腔内に展開することを含み、前記装置の展開後、血液が前記動脈瘤
に流入することが抑制される、方法。
【請求項５８】
　放射線不透過性パターンを使用して前記第３のバルブを前記動脈瘤の口を横切って位置
決めすることを含む、請求項５７に記載の方法。
【請求項５９】
　前記動脈瘤が、神経血管系内の動脈瘤を含む、請求項５７に記載の方法。
【請求項６０】
　前記動脈瘤が、腸骨動脈内の動脈瘤を含む、請求項５７に記載の方法。
【請求項６１】
　前記動脈瘤が、内臓腎動脈内の動脈瘤を含む、請求項５７に記載の方法。
【請求項６２】
　前記動脈瘤が、胸部大動脈内の動脈瘤を含む、請求項５７に記載の方法。
【請求項６３】
　左鎖骨下動脈と左頸動脈との間に吻合を形成しないことを含む、請求項６２に記載の方
法。
【請求項６４】
　前記バルブおよびネック部が、前記体内管腔内の前記装置の長手方向の移動を抑制する
ように構成される、請求項５７に記載の方法。
【請求項６５】
　前記動脈瘤の口に近接するエンドリークを抑制することを含む、請求項５７に記載の方
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法。
【請求項６６】
　請求項４９から５６のいずれか一項に記載の装置を製造する方法であって、
　前記第２の繊維構造を前記第１の繊維構造に挿入することを含み、前記第２の繊維構造
は、前記第１の直径よりも大きい第２の直径を有し、
　前記第２の繊維構造を前記第１の繊維構造に挿入した後、前記第２の繊維構造の第１の
部分は、前記第１の繊維構造によって半径方向に圧縮され、前記第２の繊維構造の第２の
部分は、前記第１の繊維構造によって半径方向に圧縮されない、方法。
【請求項６７】
　前記第２の繊維構造の第３の部分が、前記第１の繊維構造によって半径方向に圧縮され
ず、前記第１の部分は、前記第１の部分と前記第２の部分との間に長手方向にある、請求
項６６に記載の方法。
【請求項６８】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造をバルブ状構造に形状設定することをさ
らに含む、請求項６６に記載の方法。
【請求項６９】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造を前記バルブ状構造に形状設定すること
が、前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造をマンドレルの周りに位置決めするこ
とを含む、請求項６８に記載の方法。
【請求項７０】
　前記マンドレルが、複数のピースを含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　前記マンドレルが、単一ピースを含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７２】
　前記マンドレルが、テーパ状部分を含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７３】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造を前記バルブ状構造に形状設定すること
が、前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことを含む、請
求項６８に記載の方法。
【請求項７４】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことが、前記第１
の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りに連続ワイヤを巻くことを含む、請求項７３
に記載の方法。
【請求項７５】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことは、前記第１
の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りに複数のワイヤを巻くことを含み、前記複数
のワイヤの少なくともいくつかは互いに重複しない、請求項７３に記載の方法。
【請求項７６】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことが、ステンレ
ス鋼ワイヤを巻くことを含む、請求項７３に記載の方法。
【請求項７７】
　前記第１の繊維構造を管状構造に形状設定し、前記第２の繊維構造を管状構造に形状設
定することをさらに含む、請求項６６に記載の方法。
【請求項７８】
　前記第１の繊維構造を形成することをさらに含む、請求項６６に記載の方法。
【請求項７９】
　前記第２の繊維構造を形成することをさらに含む、請求項６６に記載の方法。
【請求項８０】
　動脈瘤を治療するための装置であって、
　折り畳まれた構成から拡張された構成に拡張可能な第１の繊維構造と、
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　折り畳まれた構成から拡張された形態に拡張可能な第２の繊維構造であって、前記第１
の繊維構造の半径方向内側にある、第２の繊維構造と、
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造を備えるバルブとを備える、装置。
【請求項８１】
　前記第１の繊維構造が、第１の放射線不透過性パターンを含み、前記第２の繊維構造が
、前記第１の放射線不透過性パターンとは異なる第２の放射線不透過性パターンを含む、
請求項８０に記載の装置。
【請求項８２】
　前記第１の繊維構造が、第１の編組角度を含み、前記第２の繊維構造が、前記第１の編
組角度より小さい第２の編組角度を含む、請求項８０に記載の装置。
【請求項８３】
　前記第１の編組角度が、１４５°から１７５°の間である、請求項８２に記載の装置。
【請求項８４】
　前記第２の編組角度が、５０°から１１０°の間である、請求項８２に記載の装置。
【請求項８５】
　前記第２の編組角度が、前記第１の編組角度よりも４０°から１００°小さい、請求項
８２に記載の装置。
【請求項８６】
　前記第２の編組角度が、前記第１の編組角度よりも４５％から７５％小さい、請求項８
２に記載の装置。
【請求項８７】
　　前記バルブが、前記第２の繊維構造に対する前記第１の繊維構造の長手方向の移動を
抑制するように構成される、請求項８２に記載の方法。
【請求項８８】
　動脈瘤を治療する方法であって、請求項８０から８７のいずれか一項に記載の装置を動
脈瘤を横切って体内管腔内に展開することを含み、前記装置の展開後、血液が前記動脈瘤
に流入することが抑制される、方法。
【請求項８９】
　放射線不透過性パターンを使用して前記第３のバルブを前記動脈瘤の口を横切って位置
決めすることを含む、請求項８８に記載の方法。
【請求項９０】
　前記動脈瘤が、神経血管系内の動脈瘤を含む、請求項８８に記載の方法。
【請求項９１】
　前記動脈瘤が、腸骨動脈内の動脈瘤を含む、請求項８８に記載の方法。
【請求項９２】
　前記動脈瘤が、内臓腎動脈内の動脈瘤を含む、請求項８８に記載の方法。
【請求項９３】
　前記動脈瘤が、胸部大動脈内の動脈瘤を含む、請求項８８に記載の方法。
【請求項９４】
　左鎖骨下動脈と左頸動脈との間に吻合を形成しないことを含む、請求項９３に記載の方
法。
【請求項９５】
　前記バルブが、前記体内管腔内の前記装置の長手方向の移動を抑制するように構成され
る、請求項８８に記載の方法。
【請求項９６】
　前記動脈瘤の口に近接するエンドリークを抑制することを含む、請求項８８に記載の方
法。
【請求項９７】
　請求項８０から８７のいずれか一項に記載の装置を製造する方法であって、
　前記第２の繊維構造を前記第１の繊維構造に挿入することを含み、前記第２の繊維構造
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が前記第１の直径よりも大きい第２の直径を有し、
　前記第２の繊維構造を前記第１の繊維構造に挿入した後、前記第２の繊維構造の第１の
部分は、前記第１の繊維構造によって半径方向に圧縮され、前記第２の繊維構造の第２の
部分は、前記第１の繊維構造によって半径方向に圧縮されない、方法。
【請求項９８】
　前記第２の繊維構造の第３の部分が、前記第１の繊維構造によって半径方向に圧縮され
ず、前記第１の部分は、前記第１の部分と前記第２の部分との間に長手方向にある、請求
項９７に記載の方法。
【請求項９９】
　前記第１繊維構造および前記第２繊維構造をバルブ状構造に形状設定することをさらに
含む、請求項９７に記載の方法。
【請求項１００】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造を前記バルブ状構造に形状設定すること
が、前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造をマンドレルの周りに位置決めするこ
とを含む、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０１】
　前記マンドレルが、複数のピースを含む、請求項１００に記載の方法。
【請求項１０２】
　前記マンドレルが、単一ピースを含む、請求項１００に記載の方法。
【請求項１０３】
　前記マンドレルが、テーパ状部分を含む、請求項１００に記載の方法。
【請求項１０４】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造を前記バルブ状構造に形状設定すること
が、前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことを含む、請
求項９９に記載の方法。
【請求項１０５】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことが、前記第１
の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りに連続ワイヤを巻くことを含む、請求項１０
４に記載の方法。
【請求項１０６】
　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことが、前記第１
の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りに複数のワイヤを巻くことを含み、前記複数
のワイヤの少なくともいくつかは互いに重複しない、請求項１０４に記載の方法。
【請求項１０７】
　　前記第１の繊維構造および前記第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことが、ステン
レス鋼ワイヤを巻くことを含む、請求項１０４に記載の方法。
【請求項１０８】
　前記第１の繊維構造を管状構造に形状設定し、前記第２の繊維構造を管状構造に形状設
定することをさらに含む、請求項９７に記載の方法。
【請求項１０９】
　前記第１の繊維構造を形成することをさらに含む、請求項９７に記載の方法。
【請求項１１０】
　前記第２の繊維構造を形成することをさらに含む、請求項９７に記載の方法。
【請求項１１１】
　動脈瘤を治療する方法であって、
　複数のバルブを備える構造を前記動脈瘤に挿入することを含み、前記複数のバルブの少
なくとも１つのバルブは、前記複数のバルブの別のバルブとは異なる気孔率を有する、方
法。
【請求項１１２】
　前記複数のバルブが、第１のバルブおよび第２のバルブを含み、前記第１のバルブは前
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記第２のバルブよりも低い気孔率を有し、前記第１のバルブは前記動脈瘤の口に近接する
、請求項１１１に記載の方法。
【請求項１１３】
　前記複数のバルブが、第１のバルブと、第２のバルブと、第３のバルブとを備え、前記
第１のバルブは前記第２のバルブより高い気孔率を有し、前記第３のバルブは前記第２の
バルブよりも高い気孔率を有し、前記第１のバルブは、前記動脈瘤の口に最も近接してお
り、次に前記第２のバルブが前記動脈瘤の前記口に近接する、請求項１１１に記載の方法
。
【請求項１１４】
　前記構造が、近位ネック部と、第１のバルブと第２のバルブとの間の中間ネック部とを
備え、前記近位ネック部は、前記中間ネック部から長手方向にずれている、請求項１１１
に記載の方法。
【請求項１１５】
　前記構造が、近位ネック部と遠位ネック部とを含み、前記近位ネック部は、前記遠位ネ
ック部から長手方向にずれている、請求項１１１に記載の方法。
【請求項１１６】
　前記動脈瘤が、神経血管系内の動脈瘤を含む、請求項１１１から１１５のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１１７】
　前記動脈瘤が、腸骨動脈内の動脈瘤を含む、請求項１１１から１１５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１１８】
　前記動脈瘤が、内臓腎動脈内の動脈瘤を含む、請求項１１１から請求項１１５のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１１９】
　ポンプと、
　前記ポンプと連通する制御システムとを備える、
　吸引システム。
【請求項１２０】
　　信号を受信すると、前記制御システムが、前記信号に従って負圧を作り出すように前
記ポンプを作動させる、請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１２１】
　前記負圧が、前記信号に応じて可変吸引パターンを含む、請求項１２０に記載のシステ
ム。
【請求項１２２】
　前記可変吸引パターンが、第１の吸引レベルと、前記第１吸引レベルよりも大きい第２
の吸引レベルとを含む、請求項１２１に記載のシステム。
【請求項１２３】
　前記可変吸引パターンが、前記第２の吸引レベルよりも大きい第３の吸引レベルを含む
、請求項１２２に記載のシステム。
【請求項１２４】
　前記可変吸引パターンが、複数の吸引レベルを含む、請求項１２１に記載のシステム。
【請求項１２５】
　前記可変吸引パターンが、前記複数の吸引レベルの間の即座の移行を含む、請求項１２
４に記載のシステム。
【請求項１２６】
　前記可変吸引パターンが、前記複数の吸引レベルの間に吸引を含まない、請求項１２４
に記載のシステム。
【請求項１２７】
　前記制御システムが、前記信号を受信するように構成されたアンテナを備える、請求項



(10) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

１２０に記載のシステム。
【請求項１２８】
　前記信号を前記アンテナに送信するように構成された制御装置をさらに備え、前記可変
吸引パターンは、前記制御装置のユーザによって選択可能である、請求項１２７に記載の
システム。
【請求項１２９】
　前記可変吸引パターンが、処置のタイプに基づいて選択可能である、請求項１２８に記
載のシステム。
【請求項１３０】
　前記可変吸引パターンが、血餅のタイプに基づいて選択可能である、請求項１２８に記
載のシステム。
【請求項１３１】
　前記制御装置が、前記可変吸引パターンをカスタマイズするように構成可能である、請
求項１２８に記載のシステム。
【請求項１３２】
　前記制御装置が、コンピュータを含む、請求項１２８に記載のシステム。
【請求項１３３】
　前記制御装置が、スマートフォンを含む、請求項１２８に記載のシステム。
【請求項１３４】
　前記制御装置が、タブレットコンピュータを備える、請求項１２８に記載のシステム。
【請求項１３５】
　前記制御システムが、前記アンテナと通信するマイクロコントローラを含む、請求項１
２２に記載のシステム。
【請求項１３６】
　前記制御システムが、前記マイクロコントローラと通信するポンプ制御ボードを含む、
請求項１２３に記載のシステム。
【請求項１３７】
　前記信号が、無線信号を含む、請求項１２０に記載のシステム。
【請求項１３８】
　カニューレをさらに備える、請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１３９】
　前記カニューレが、吸引管腔を含む、請求項１３８に記載のシステム。
【請求項１４０】
　前記カニューレが、鈍い先端を含む、請求項１３８に記載のシステム。
【請求項１４１】
　前記カニューレが、テーパ状の先端を含む、請求項１３８に記載のシステム。
【請求項１４２】
　前記カニューレが、スイッチと電気的連通している、請求項１３８に記載のシステム。
【請求項１４３】
　前記スイッチが、フットペダルを備える、請求項１４２に記載のシステム。
【請求項１４４】
　前記カニューレに連結されたハンドルをさらに備える、請求項３８に記載のシステム。
【請求項１４５】
　前記カニューレが、吸引管腔を含み、前記ハンドルが、前記吸引管腔および前記ポンプ
と連通する真空ポートを備える、請求項１３８に記載のシステム。
【請求項１４６】
　前記真空ポートが、流体回路を完成するために、ユーザの手で覆われるように構成され
る、請求項１３８に記載のシステム。
【請求項１４７】
　前記真空ポートが、流体回路を完成させるために、ばね懸架された機械的連結機構およ
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び多孔質膜のうちの少なくとも１つによって覆われるように構成される、請求項１３８に
記載のシステム。
【請求項１４８】
　前記ポンプが、回転ベーンポンプを含む、請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１４９】
　前記ポンプが、オイルレス・ドライ・ランニング低振動回転ベーンポンプを含む、請求
項１４８に記載のシステム。
【請求項１５０】
　前記ポンプが、０．２５Ｌ／分から２８３Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項１４
８に記載のシステム。
【請求項１５１】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇと－６９８．４ｍｍＨｇとの間の高い負真空吸引圧力を有す
る、請求項１４８に記載のシステム。
【請求項１５２】
　前記ポンプが、リニアポンプを含む、請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１５３】
　前記ポンプが、０．９Ｌ／分から３７５Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項１５２
に記載のシステム。
【請求項１５４】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－３３８ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項１５２に記載のシステム。
【請求項１５５】
　前記ポンプが、ダイアフラムポンプを含む、請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１５６】
　前記ポンプが、０．３８Ｌ／分から９１Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項１５５
に記載のシステム。
【請求項１５７】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－７４２ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項１５５に記載のシステム。
【請求項１５８】
　前記ポンプが、蠕動ポンプを含む、請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１５９】
　前記ポンプが、０．０００１Ｌ／分から３Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項１５
８に記載のシステム。
【請求項１６０】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－７６０ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項１５８に記載のシステム。
【請求項１６１】
　前記ポンプが、ピストンポンプを含む、請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１６２】
　　前記ポンプが、２．５Ｌ／分から２００Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項１６
１に記載のシステム。
【請求項１６３】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－７４２ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
請求項１６１に記載のシステム。
【請求項１６４】
　前記ポンプが、０．２５Ｌ／分から３００Ｌ／分の間の最大流量を有する、請求項１１
９に記載のシステム。
【請求項１６５】
　前記ポンプが、０ｍｍＨｇから－７００ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有する、
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請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１６６】
　前記ポンプが、可逆的である、請求項１１９に記載のシステム。
【請求項１６７】
　請求項１１９から１６６のいずれか一項に記載のシステムを使用して脳内出血を治療す
る方法であって、
　前記カニューレの端部を頭蓋内に挿入することと、
　前記信号を受信することと、
　前記負圧を使用して前記カニューレを介して血液を吸引することを含む、方法。
【請求項１６８】
　負の吸引パターンを選択することをさらに含む、請求項１６７に記載の方法。
【請求項１６９】
　前記負の吸引パターンを選択することが、所定の負の吸引パターンを選択することを含
む、請求項１６８に記載の方法。
【請求項１７０】
　前記負の吸引パターンを選択することが、負の吸引パターンをカスタマイズすることを
含む、請求項１６８に記載の方法。

 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　優先権出願の参照による援用
　２０１７年２月１６日に出願された米国仮特許出願第６２／２９５，６６２号明細書。
それに、またはそこから優先権を介してそれに関連するいずれかの、そしてすべての出願
は、その全体が参照により援用される。
【０００２】
背景
技術分野
  本開示は、一般に、血栓切除および/または血流迂回のような、血管処置において使用
するための装置、システム、製造方法、および方法に関する。いくつかの実施形態は、脳
卒中、末梢血管疾患、冠動脈疾患、伏在静脈移植片疾患、詰まった血液透析移植片、脳静
脈洞血栓症、および深部静脈血栓症の治療のためのアプローチを提供するためのシステム
および方法を血栓に関する。
いくつかの実施形態は、転換を流れ、脳動脈瘤、大動脈瘤、心臓壁の動脈瘤、卵円孔開存
を含む、心房中隔欠損及び動脈瘤、心室中隔欠損及び動脈瘤、冠状動脈の動脈瘤の治療の
ためのアプローチを提供するための破壊のシステムおよび方法をフローに関連する末梢動
脈瘤、腎動脈瘤、および動静脈奇形、脳、脊椎、冠動 脈および末梢血管系の動静脈瘻を
含む血管奇形。
【０００３】
関連技術の説明
  脳卒中は、米国での長期的な障害の１番目の原因であり、全世界において、１年間（19
99年）で440万以上の死亡した２番目の原因である。米国では毎年795,000件以上の新たな
脳卒中が発生している。全脳卒中の約85％は、急性虚血性脳卒中であり、血管の閉鎖また
は血管を閉塞する血栓により生じる。1996年に、FDAは、組換え組織プラスミノーゲン活
性化因子（R-TPA）と呼ばれる血の塊を溶解するための血栓溶解薬を承認した。静脈R-TPA
は、兆候から3時間以内に急性虚血性脳卒中の患者に対するケアを標準とする複数の国家
機関からの診療ガイドラインにもかかわらず、米国では、急性虚血性脳卒中の患者の3～4
％しか、この薬を受け取っていない。静脈R-TPAとは異なり、機械的血栓除去用カテーテ
ルベースの治療は、急性虚血性脳卒中の発症から最大8時間、または超えて使用すること
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ができ、より多くの人々に利益をもたらす可能性がある。地域の脳卒中ネットワークの進
歩により、脳卒中患者数の増加は、動脈内血栓溶解療法および治療へのアクセスを取得す
ることができる。
【０００４】
概要
　本明細書に説明する特定の実施形態は、限定されないが、虚血性脳卒中および脳静脈洞
血栓症、脳膿瘍、脳腫瘍（例えば、軟部腫瘍、線維性腫瘍、および硬質腫瘍）、脳出血（
例えば脳内出血、心室内出血、硬膜下血腫、硬膜外血腫、他の出血）を含む動脈および／
または静脈血餅、ならびに透析ＡＶ移植片または瘻孔における血餅を含む、破片および／
または流体を体から除去するための装置および方法を開示する。いくつかの実施形態は、
例えば、処置、破片、流体、解剖学的構造などに合わせてカスタマイズされたまたはカス
タマイズ可能な、プログラム可能または予めプログラムされた真空ポンプを備える装置を
提供する。
【０００５】
　いくつかの実施形態では、吸引システムは、ポンプと、ポンプと通信する制御システム
とを備えるか、または本質的にそれからなる。制御システムは、マイクロコントローラと
、信号を受信するように構成されたアンテナと、マイクロコントローラと通信するポンプ
制御ボードとを備える。アンテナは、マイクロコントローラと通信する。信号を受信する
と、ポンプ制御ボードは、信号に従って負圧を作り出すようにポンプを作動させる。
【０００６】
　負圧は、信号に応じて可変吸引パターンを含むことができる。可変吸引パターンは、第
１の吸引レベルと、第１の吸引レベルよりも大きい第２の吸引レベルとを含むことができ
る。可変吸引パターンは、第２の吸引レベルよりも大きい第３の吸引レベルを含むことが
できる。可変吸引パターンは、複数の吸引レベルを含むことができる。可変吸引パターン
は、複数の吸引レベルの間の即座の移行を含むことができる。可変吸引パターンは、複数
の吸引レベルの間に吸引を含まなくてもよい。システムは、信号をアンテナに送信するよ
うに構成された制御装置をさらに備えることができる。可変吸引パターンは、制御装置の
ユーザによって選択可能であってもよい。可変吸引パターンは、処置のタイプに基づいて
選択可能であってもよい。可変吸引パターンは、血餅のタイプに基づいて選択可能であっ
てもよい。制御装置は、可変吸引パターンをカスタマイズするように構成可能であっても
よい。制御装置は、コンピュータを含むことができる。制御装置は、スマートフォンを含
むことができる。制御装置は、タブレットコンピュータを含むことができる。信号は、無
線信号を含むことができる。
【０００７】
　このシステムは、カニューレをさらに備えることができる。カニューレは、吸引管腔を
含むことができる。カニューレは、鈍い先端を含むことができる。カニューレは、テーパ
状の先端を含むことができる。カニューレは、スイッチと電気的連通することができる。
スイッチは、フットペダルを備えることができる。システムは、カニューレに連結された
ハンドルをさらに備えることができる。カニューレは、吸引管腔を含むことができる。ハ
ンドルは、吸引管腔およびポンプと連通する真空ポートを備えることができる。真空ポー
トは、流体回路を完成させるためにユーザの手によって覆われるように構成することがで
きる。真空ポートは、流体回路を完成させるために、ばね懸架式機械的連結機構および多
孔質膜のうちの少なくとも１つによって覆われるように構成することができる。
【０００８】
　ポンプは、回転ベーンポンプを含むことができる。ポンプは、オイルレス・ドライ・ラ
ンニング低振動回転ベーンポンプを備えることができる。ポンプは、０．２５Ｌ／分から
２８３Ｌ／分の間の最大流量を有することができる。ポンプは、０ｍｍＨｇから－６９８
．４ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有することができる。ポンプはリニアポンプを
含むことができる。ポンプは、０．９Ｌ／分から３７５Ｌ／分の間の最大流量を有するこ
とができる。ポンプは、０ｍｍＨｇから－３３８ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有
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することができる。ポンプは、ダイアフラムポンプを含むことができる。ポンプは、０．
３８Ｌ／分から９１Ｌ／分の間の最大流量を有することができる。ポンプは、０ｍｍＨｇ
から－７４２ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有することができる。ポンプは、蠕動
ポンプを含むことができる。ポンプは、０．０００１Ｌ／分から３Ｌ／分の間の最大流量
を有することができる。ポンプは、０ｍｍＨｇから－７６０ｍｍＨｇの間の高い負真空吸
引圧力を有することができる。ポンプは、ピストンポンプを含むことができる。ポンプは
、２．５Ｌ／分から２００Ｌ／分の間の最大流量を有することができる。ポンプは、０ｍ
ｍＨｇから－７４２ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有することができる。ポンプは
、０．２５Ｌ／分から３００Ｌ／分の間の最大流量を有することができる。ポンプは、０
ｍｍＨｇから－７００ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有することができる。ポンプ
は可逆的であってもよい。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、脳内出血を治療する方法は、このシステムを使用する。方法
は、カニューレの端部を頭蓋骨内に挿入することと、信号を受信することと、負圧を使用
してカニューレを介して血液を吸引することとを含む。この方法は、負の吸引パターンを
選択することをさらに含むことができる。負の吸引パターンを選択することは、所定の負
の吸引パターンを選択することを含むことができる。負の吸引パターンを選択することは
、負の吸引パターンをカスタマイズすることを含むことができる。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、吸引システムは、ポンプと、ポンプと通信する制御システム
とを備えるか、あるいは本質的にそれらからなることができる。
【００１１】
　信号を受信すると、制御システムはポンプを作動させることができる。ポンプの作動に
より、信号に応じた負圧を作り出すことができる。負圧は、信号に応じて可変吸引パター
ンを含むことができる。可変吸引パターンは、第１の吸引レベルと、第１の吸引レベルよ
りも大きい第２の吸引レベルとを含むことができる。可変吸引パターンは、第２の吸引レ
ベルよりも大きい第３の吸引レベルを含むことができる。可変吸引パターンは、複数の吸
引レベルを含むことができる。可変吸引パターンは、複数の吸引レベルの間の即座の移行
を含むことができる。可変吸引パターンは、複数の吸引レベルの間に吸引を含まなくても
よい。制御システムは、信号を受信するように構成されたアンテナを備えることができる
。システムは、信号をアンテナに送信するように構成された制御装置をさらに備え、可変
吸引パターンは、制御装置のユーザによって選択可能である。可変吸引パターンは、処置
のタイプに基づいて選択可能であってもよい。可変吸引パターンは、血餅のタイプに基づ
いて選択可能である、請求項１２８に記載のシステム。制御装置は、可変吸引パターンを
カスタマイズするように構成可能であってもよい。制御装置は、コンピュータを含むこと
ができる。制御装置は、スマートフォンを含むことができる。制御装置は、タブレットコ
ンピュータを含むことができる。制御システムは、アンテナと通信するマイクロコントロ
ーラを含むことができる。制御システムは、マイクロコントローラと通信するポンプ制御
ボードを含むことができる。信号は、無線信号を含むことができる。
【００１２】
　このシステムは、カニューレをさらに備えることができる。カニューレは、吸引管腔を
含むことができる。カニューレは、鈍い先端を含むことができる。カニューレは、テーパ
状の先端を含むことができる。カニューレは、スイッチと電気的連通することができる。
スイッチは、フットペダルを備えることができる。システムは、カニューレに連結された
ハンドルをさらに備えることができる。カニューレは、吸引管腔を含むことができる。ハ
ンドルは、吸引管腔およびポンプと連通する真空ポートを備えることができる。真空ポー
トは、流体回路を完成させるためにユーザの手によって覆われるように構成することがで
きる。真空ポートは、流体回路を完成させるために、ばね懸架式機械的連結機構および多
孔質膜のうちの少なくとも１つによって覆われるように構成することができる。
【００１３】
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　ポンプは、回転ベーンポンプを含むことができる。ポンプは、オイルレス・ドライ・ラ
ンニング低振動回転ベーンポンプを備えることができる。ポンプは、０．２５Ｌ／分から
２８３Ｌ／分の間の最大流量を有することができる。ポンプは、０ｍｍＨｇから－６９８
．４ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有することができる。ポンプはリニアポンプを
含むことができる。ポンプは、０．９Ｌ／分から３７５Ｌ／分の間の最大流量を有するこ
とができる。ポンプは、０ｍｍＨｇから－３３８ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有
することができる。ポンプは、ダイアフラムポンプを含むことができる。ポンプは、０．
３８Ｌ／分から９１Ｌ／分の間の最大流量を有することができる。ポンプは、０ｍｍＨｇ
から－７４２ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有することができる。ポンプは、蠕動
ポンプを含むことができる。ポンプは、０．０００１Ｌ／分から３Ｌ／分の間の最大流量
を有することができる。ポンプは、０ｍｍＨｇから－７６０ｍｍＨｇの間の高い負真空吸
引圧力を有することができる。ポンプは、ピストンポンプを含むことができる。ポンプは
、２．５Ｌ／分から２００Ｌ／分の間の最大流量を有することができる。ポンプは、０ｍ
ｍＨｇから－７４２ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有することができる。ポンプは
、０．２５Ｌ／分から３００Ｌ／分の間の最大流量を有することができる。ポンプは、０
ｍｍＨｇから－７００ｍｍＨｇの間の高い負真空吸引圧力を有することができる。ポンプ
は可逆的であってもよい。
【００１４】
　このシステムを使用して脳内出血を治療する方法の中には、カニューレの端部を頭蓋骨
に挿入することと、信号を受信することと、負圧を使用してカニューレを介して血液を吸
引することとを含む。この方法は、負の吸引パターンを選択することをさらに含むことが
できる。負の吸引パターンを選択することは、所定の負の吸引パターンを選択することを
含むことができる。負の吸引パターンを選択することは、負の吸引パターンをカスタマイ
ズすることを含むことができる。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、動脈瘤を治療するための装置は、折り畳まれた構成から拡張
された構成に拡張可能な第１の繊維構造を形成するように織られた第１の複数のワイヤと
、折り畳まれた構成から拡張された構成に拡張可能な第２の繊維構造を形成するように織
られた第２の複数のワイヤと、第１のバルブと、第２のバルブと、第１のバルブと第２の
バルブとの間に長手方向にある第３のバルブと、第３のバルブおよび第１のバルブの半径
方向内側の第１のネック部と、第３のバルブおよび第２のバルブの半径方向内側の第２の
ネック部とを備える。第２の繊維構造は、第１の繊維構造の管腔内にある。第３のバルブ
は、第１のネック部によって第１のバルブから長手方向に離間されている。第３のバルブ
は、第２のネック部によって第２のバルブから長手方向に離間されている。第３のバルブ
、第１のネック部の少なくとも一部分、および第２のネック部の少なくとも一部分は、第
１の繊維構造および第２の繊維構造を含む。第３のバルブの気孔率は、第１のバルブおよ
び第２のバルブの気孔率より小さい。
【００１６】
　第１の繊維構造は、第１の放射線不透過性パターンを含み、第２の繊維構造は、第１の
放射線不透過性パターンとは異なる第２の放射線不透過性パターンを含むことができる。
第１の繊維構造は、第１の編組角度を含むことができ、第２の繊維構造は、第１の編組角
度よりも小さい第２の編組角度を含むことができる。第１の編組角度は、１４５°から１
７５°の間であってもよい。第２の編組角度は、５０°から１１０°の間であってもよい
。第２の編組角度は、第１の編組角度よりも４０°から１００°小さくてもよい。第２の
編組角度は、第１の編組角度よりも４５％から７５％小さくてもよい。バルブおよびネッ
ク部は、第２の繊維構造に対する第１の繊維構造の長手方向の移動を抑制するように構成
することができる。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、動脈瘤を治療する方法は、装置を動脈瘤を横切って体内管腔
に展開することを含む。装置の展開後、血液が動脈瘤に流入することを抑制することがで
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きる。方法は、放射線不透過性パターンを使用して第３のバルブを動脈瘤の口を横切って
位置決めすることを含むことができる。動脈瘤は、神経血管系内の動脈瘤を含むことがで
きる。動脈瘤は、腸骨動脈内の動脈瘤を含むことができる。動脈瘤は、内臓腎動脈内の動
脈瘤を含むことができる。動脈瘤は、胸部大動脈内の動脈瘤を含むことができる。方法は
、左鎖骨下動脈と左頸動脈との間に吻合を形成しないことを含むことができる。バルブお
よびネック部は、体内管腔内での装置の長手方向の移動を抑制するように構成することが
できる。方法は、動脈瘤の口に近接するエンドリークを抑制することを含むことができる
。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、装置を製造する方法は、第２の繊維構造を第１の繊維構造に
挿入することを含む。第２の繊維構造は、第１の直径よりも大きい第２の直径を有する。
第２の繊維構造を第１の繊維構造に挿入した後、第２の繊維構造の第１の部分は、第１の
繊維構造によって半径方向に圧縮されてよく、第２の繊維構造の第２の部分は第１の繊維
構造によって半径方向に圧縮されなくてよい。第２の繊維構造の第３の部分は、第１の繊
維構造によって半径方向に圧縮されなくてよい。第１の部分は、第１の部分と第２の部分
との間に長手方向にあることができる。方法は、第１の繊維構造および第２の繊維構造を
バルブ状構造に形状設定することをさらに含むことができる。第１の繊維構造および第２
の繊維構造をバルブ状構造に形状設定することは、第１の繊維構造および第２の繊維構造
をマンドレルの周りに位置決めすることを含むことができる。マンドレルは、複数のピー
スを含むことができる。マンドレルは、単一ピースを含むことができる。マンドレルは、
テーパ状部分を含むことができる。第１の繊維構造および第２の繊維構造をバルブ状構造
に形状設定することは、第１の繊維構造および第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くこと
を含むことができる。第１の繊維構造および第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことは
、第１の繊維構造および第２の繊維構造の周りに連続ワイヤを巻くことを含むことができ
る。第１の繊維構造および第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことは、第１の繊維構造
および第２の繊維構造の周りに複数のワイヤを巻くことを含むことができる。複数のワイ
ヤの少なくともいくつかは、互いに重複しなくてもよい。第１の繊維構造および第２の繊
維構造の周りにワイヤを巻くことは、ステンレス鋼ワイヤを巻くことを含むことができる
。方法は、第１の繊維構造を管状構造に形状設定し、第２の繊維構造を管状構造に形状設
定することをさらに含むことができる。方法は、第１の繊維構造を形成することをさらに
含むことができる。方法は、第２の繊維構造を形成することをさらに含むことができる。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、動脈瘤を治療するための装置は、折り畳まれた構成から拡張
された構成に拡張可能な第１の繊維構造と、折り畳まれた構成から拡張された構成に拡張
可能な第２の繊維構造と、第１の繊維構造および第２の繊維構造を含むバルブとを備える
か、あるいは本質的にそれらからなる。第２の繊維構造は、第１の繊維構造の半径方向内
側にある。
【００２０】
　第１の繊維構造は、第１の放射線不透過性パターンを含み、第２の繊維構造は、第１の
放射線不透過性パターンとは異なる第２の放射線不透過性パターンを含むことができる。
第１の繊維構造は、第１の編組角度を含むことができ、第２の繊維構造は、第１の編組角
度よりも小さい第２の編組角度を含むことができる。第１の編組角度は、１４５°から１
７５°の間であってもよい。第２の編組角度は、５０°から１１０°の間であってもよい
。第２の編組角度は、第１の編組角度よりも４０°から１００°小さくてもよい。第２の
編組角度は、第１の編組角度よりも４５％から７５％小さくてもよい。バルブは、第２の
繊維構造に対する第１の繊維構造の長手方向の移動を抑制するように構成することができ
る。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、動脈瘤を治療する方法は、動脈瘤を横切って体内管腔内に装
置を展開することを含む。装置の展開後、血液が動脈瘤に流入することを抑制することが
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できる。方法は、放射線不透過性パターンを使用して第３のバルブを動脈瘤の口を横切っ
て位置決めすることを含むことができる。動脈瘤は、神経血管系内の動脈瘤を含むことが
できる。動脈瘤は、腸骨動脈内の動脈瘤を含むことができる。動脈瘤は、内臓腎動脈内の
動脈瘤を含むことができる。動脈瘤は、胸部大動脈内の動脈瘤を含むことができる。方法
は、左鎖骨下動脈と左頸動脈との間に吻合を形成しないことを含むことができる。バルブ
は、体内管腔内の装置の長手方向の移動を抑制するように構成することができる。方法は
、動脈瘤の口に近接するエンドリークを抑制することを含むことができる。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、装置を製造する方法は、第２の繊維構造を第１の繊維構造に
挿入することを含む。第２の繊維構造は、第１の直径よりも大きい第２の直径を有する。
第２の繊維構造を第１の繊維構造に挿入した後、第２の繊維構造の第１の部分は、第１の
繊維構造によって半径方向に圧縮されてよく、第２の繊維構造の第２の部分は第１の繊維
構造によって半径方向に圧縮されなくてよい。第２の繊維構造の第３の部分は、第１の繊
維構造によって半径方向に圧縮されなくてよい。第１の部分は、第１の部分と第２の部分
との間に長手方向にあることができる。方法は、第１の繊維構造および第２の繊維構造を
バルブ状構造に形状設定することをさらに含むことができる。第１の繊維構造および第２
の繊維構造をバルブ状構造に形状設定することは、第１の繊維構造および第２の繊維構造
をマンドレルの周りに位置決めすることを含むことができる。マンドレルは、複数のピー
スを含むことができる。マンドレルは、単一ピースを含むことができる。マンドレルは、
テーパ状部分を含むことができる。第１の繊維構造および第２の繊維構造をバルブ状構造
に形状設定することは、第１の繊維構造および第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くこと
を含むことができる。第１の繊維構造および第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことは
、第１の繊維構造および第２の繊維構造の周りに連続ワイヤを巻くことを含むことができ
る。第１の繊維構造および第２の繊維構造の周りにワイヤを巻くことは、第１の繊維構造
および第２の繊維構造の周りに複数のワイヤを巻くことを含むことができる。複数のワイ
ヤの少なくともいくつかは、互いに重複しなくてもよい。第１の繊維構造および第２の繊
維構造の周りにワイヤを巻くことは、ステンレス鋼ワイヤを巻くことを含むことができる
。方法は、第１の繊維構造を管状構造に形状設定し、第２の繊維構造を管状構造に形状設
定することをさらに含むことができる。方法は、第１の繊維構造を形成することをさらに
含むことができる。方法は、第２の繊維構造を形成することをさらに含むことができる。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、動脈瘤を治療する方法は、複数のバルブを備える構造を動脈
瘤に挿入するステップを含むか、あるいは本質的にそれからなる。複数のバルブの少なく
とも１つのバルブは、複数のバルブの別のバルブとは異なる気孔率を有する。
【００２４】
　複数のバルブは、第１のバルブおよび第２のバルブを備えることができる。第１のバル
ブは、第２のバルブよりも低い気孔率を有することができ、第１のバルブは、動脈瘤の口
に近接している。複数のバルブは、第１のバルブと、第２のバルブと、第３のバルブとを
備えることができる。第１のバルブは、第２のバルブよりも高い気孔率を有することがで
きる。第３のバルブは、第２のバルブよりも高い気孔率を有することができる。第１のバ
ルブが、動脈瘤の口に最も近接してよい。次に第２のバルブが、動脈瘤の口に近接してよ
い。この構造は、近位ネック部と、第１のバルブと第２のバルブとの間の中間ネック部と
を含むことができる。近位ネック部は、中間ネック部から長手方向にずれていてもよい。
この構造は、近位ネック部および遠位ネック部を含むことができる。近位ネック部は、遠
位ネック部から長手方向にずれていてもよい。動脈瘤は、神経血管系内の動脈瘤を含むこ
とができる。動脈瘤は、腸骨動脈内の動脈瘤を含むことができる。動脈瘤は、内臓腎動脈
内の動脈瘤を含むことができる。
【００２５】
　本明細書に記載の特定の実施形態は、血栓または血栓を除去するための装置及び方法を
開示する。これらの血栓としては、血液（血管に取り付けられ、例えば、）血餅および塞
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栓（例えば、血餅をフローティング）、ならびに他の破片に限定されるものではない。い
くつかの実施形態は、複数のバルブを含む装置を提供する。体内の血管またはその他の組
織は、部分的または完全に詰まったり、血栓や血栓によってブロックさになることができ
る。いくつかの血塊レトリバーまたはワイヤの先端にレーザーカットハイポチューブを使
用する血栓摘出装置は、市販されているが、本明細書で開示されるいくつかの実施形態で
は、体内の任意の場所で、レーザーカットのストラットを使用せず、効果的かつ効率的に
血栓を捕捉しながら、血管壁にやさしい。一部の装置は、捕捉血栓を助けるためにねじり
ラプス加工（例えば、絞ったりねじれ）することができる。本明細書に記載の特定の実施
形態は、動脈瘤、血管奇形、瘻孔などを治療するための装置および方法が開示されている
。
　本明細書中に記載される装置および方法のいくつかの実施形態は、次の利点の１つ、い
くつか、またはすべてを達成することにより特に有益である。
  膨張性のレーザーカットステントベースの機械的血栓摘出装置とは対照的に脆弱な血管
、に優しい。
　少なくとも部分的にテーパが異なるテーパ血管直径を横切って延在血栓を除去するため
に、単一のテーパー装置の使用を可能にすることができるヒト血管のテーパを模倣する。
　装置の使用不能の長さを可能にすることができる蛇列したヒト血管での展開と検索時に
柔軟である。
　断片的な血栓を除去するために複数の装置を使用することなく、血栓または血餅負担の
長さにカスタマイズ可能な、使用可能な長さを備える。
　血栓を捕捉し、取得するために血栓の周りに繊維構造のねじりガリガリを可能にするこ
とができる繊維構造ベースの機械的血栓摘出装置と、
Ｘ線透視下での視認性を高める放射線不透過性フィラメントまたはワイヤのパターン。
　分岐血管に選択的にフィルタリングするための操作中に特定のセクションの細孔サイズ
を変化させるフィラメントの長手方向の混雑を可能にする。放射線不透過性フィラメント
またはワイヤのパターンは、Ｘ線透視下で測定推定値を提供する。
　放出することができる遠位塞栓やゴミのフィルタリングを提供する。繊維構造は、異な
る金属又は合金の接着によりハイポチューブに結合するためのプロセスを採用する。
　潰れた構成で機械的血栓摘出装置の外径は、例えば、約０．０１２５インチ（約０．３
１７ミリメートル）未満である低い全体的なプロファイルを有する。
　潰れた構成で機械的血栓切除装置は、例えば、約０．０１４インチ（約０．３５５ミリ
メートル）未満の内腔の直径を有するマイクロカテーテルを使用して展開することができ
る全体的に低いプロファイルを有する。
　遠位柔軟性と近位サポートを提供することができる。ハイポチューブの長さ方向に沿っ
てスリットパターンを変化させる。
　遠位柔軟性と近位サポートを提供することができる。ハイポチューブの長さに沿った形
状設定されたプロパティを変更すること。
　血栓のねじりガリガリを実列する機能をサポートすることができる。ハイポチューブ。
遠位柔軟性と繊維構造ベースの機械的血栓摘出装置の安全かつ効果的な展開を可能にする
ための近位のサポートを可能にすることができるマイクロカテーテルの壁、の中核編組と
して組み込まれ、複数の遷移点でレーザーカットハイポチューブ。
　塞栓を捕捉するために別個の塞栓保護部材（例えば、遠位塞栓保護部材）なしで使用す
ることができる。
血流、または他の方法で遠位塞栓の放出から保護するために、血流を妨げる反転すること
なく使用することができる。および／または
　バルーンまたは他の膨張装置なしで使用することができる。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、第１の部分は、管状
部材を含む第２の部分と、第１の部分および第２の部分を結合する結合領域を含む。第１
の部分は、拡張構成に潰れた構成から拡張可能な繊維構造を形成するために織られた複数
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のワイヤを含む。繊維構造は、拡張構成で、５～２０の自己拡張バルブやネック部の複数
備える。５～２０の自己拡張バルブの対は、複数のネックのネックによって繊維構造の長
手方向軸線に沿って離間している。複数のワイヤは、形状記憶ワイヤを含む。
【００２７】
　５～２０の自己拡張型バルブは、第１のバルブ、第１のバルブの遠位の第２のバルブ、
第２のバルブの遠位の第３のバルブ、第３のバルブの遠位の第４のバルブ、第４のバルブ
の遠位の第５のバルブ、第５のバルブの遠位の第６のバルブ、第６のバルブの遠位の第７
のバルブ、第７のバルブの遠位の第８のバルブ、第８のバルブの遠位の第９のバルブ、第
９のバルブの遠位の第１０のバルブを備えることができる。第１及び第２のバルブバルブ
は第１の直径を有することができる。第３及び第４バルブバルブは、第１の直径よりも小
さい第２の直径を有することができる。第５のバルブ、第６バルブ及び第７バルブは、第
２直径より小さい第３の直径を有することができる。第８バルブ、第９バルブ、および第
１０バルブは、第３直径より小さい第４直径を有することができる。いくつか、または第
１，第２，第３，第４，第５，第６，第７，第８，第９、第１０のすべてが、球形であっ
てもよい。いくつか、または第１，第２，第３，第４，第５，第６，第７，第８，第９、
第１０のすべてが、楕円形であってもよい。第２の部分は、長手方向軸を有するハイポチ
ューブを含むことができる。
ハイポチューブは、長手方向に離間した列の第１のパターンと、長手方向に離間した列の
第２のパターンを含むことができる。第１のパターンの列の一部またはそれぞれは、２つ
の切り溝と２つのステムを含む。第１のパターンの列のいくつか、またはそれぞれの２つ
のステムは、円周方向に反対に遭ってもよい。第１のパターンのステムは、第１の円周方
向にオフセットされていてもよい。逆であってもよいいくつかまたは第１のパターンの列
のそれぞれに由来する。第１の周方向にずれていてもよい第１のパターンのステム。
一部または第２のパターンの列の各々は、二つの切り溝二ステムを含むことができる。
２は、円周方向に逆であってもよいいくつかまたは第２のパターンの列のそれぞれに由来
する。
第２のパターンの列は、単独で交互に第１のパターンの列に散在することができる。
第２のパターンのステムは第１円周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてもよ
い。
第１のパターンの長手方向に間隔を置いた列は、ハイポチューブの長手方向軸に対しての
角度であってもよい。
第２のパターンの長手方向に間隔を置いた列は、ハイポチューブの長手方向軸に対しての
角度であってもよい。
第１のパターンの列の一部またはそれぞれにおける２つの切り溝は、丸みを帯びた縁部を
有していてもよい。
第２のパターンの列の一部またはそれぞれにおける２つの切り溝は、エッジを丸めてもよ
い。
  ハイポチューブは、第１パターンの長手方向に間隔を置いた列と第２パターンの長手方
向に間隔を置いた列の第１のピッチを有する第１の部分を含むことができる第２のセクシ
ョンは、第１のパターンの長手方向に間隔を置いた列の第２のピッチを有し、第２のパタ
ーンの長手方向に離間した列、第１のセクションに第２の部分の近位、第１のピッチより
も大きい第２のピッチ、第１のパターンの長手方向に間隔を置いた列の第３のピッチを有
する第３のセクションと、長手方向に間隔をあけ第２のパターンの列、第２部、第２のピ
ッチよりも大きい第３のピッチ、第１のパターンの長手方向に間隔をおいた列の第４のピ
ッチを有する第４のセクションとの縦方向に間隔を置いた列に第３のセクションの近位第
２のパターン、第３セクション、第３のピッチよりも大きい第ピッチに４番目のセクショ
ンの近位。
５～２０の自己拡張バルブの少なくとも２つは、半径方向に拡張された構成で異なる外径
を有してもよい。
５～２０の自己拡張バルブの少なくとも２つは、半径方向に拡張した構成では、異なる形
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状を有することができる。
５～２０の自己拡大バルブの少なくとも一方は、半径方向に拡張された構成の球面形状を
有してもよい。
５～２０の自己拡張バルブの少なくとも一方は、半径方向に拡張された構成で長方形の形
状を有していてもよい。
第１の部分は（例えば、完全に中空）中空であってもよい。
第１の部分は自由に（例えば、何にも結合していない）は、遠位端を含むことができる。
潰れた構成における第１の部分の直径は、０．２５から０．５ｍｍの間であってもよい。
繊維構造は、近位端から遠位端にテーパ状または階段状ことができる。
接合域は、第２の部分の遠位端内の第１の部分の近位端を含むことができる。
接合域は、複数のワイヤの周りにリングまたは円筒を含むことができる。
複数のワイヤは、リングまたはシリンダに溶接されてもよい。
接合域は第１の部分の近位端内の第２の部分の遠位端部を含むことができる。
接合域は第１の部分の近位端の周囲に熱収縮チューブを含んでもよい。
接合域は第１の部分の遠位端内の第２の部分の遠位端部を含むことができる。
第１の部分は自由に（例えば、何にも結合していない）の近位端を含むことができる。
接合域は、銀系鉛フリーはんだを含むことができる。
複数のワイヤは、放射線不透過性ワイヤを含んでもよい。
放射線不透過性ワイヤは、離間またはＸ線下での視認性を高めるために、クラスタ化され
てもよい。
放射線不透過性ワイヤの少なくとも２つは、Ｘ線下での形状記憶ワイヤから視覚的に異な
る少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波を形成してもよい。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波は、血管の長さの測定を容易にすることが
できる。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の交差部は、規則的な間隔で配置されても
よい。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の少なくとも一方は、長手方向に平列な繊
維構造に沿って間隔を置いて配置され、周方向に隣接する放射線不透過性の複数のワイヤ
を含むことができる。
ネック部の複数の第１ネック部はネック部の複数の第２のネックとは異なるパラメータを
有することができる。
異なるネックパラメータは、長さ、直径、および形状の少なくとも一方を含むことができ
る。
第１の部分は、繊維構造の長手方向軸に対して横切る平面に沿ってトリミングされ、複数
本のワイヤの各々の先端部を含む遠位端を含むことができる。
複数のワイヤの各々の遠位端は、繊維構造の長手方向の軸に対して９０°の角度でトリミ
ングすることができる。
第１の部分の遠位端は、複数のワイヤの各々の少なくとも遠位端ポリマーコーティングを
含むことができる。
ポリマーは、放射線不透過性粒子を含むことができる。
第１の部分の遠位端部は、ポリマーの非存在によって維持管腔を含んでもよい。
５～２０のバルブは、繊維構造の長手方向軸に対してシフトされてもよい。
繊維構造は、第１の温度で第１の形状、第１の温度より高い第２の温度で第２の形状、及
び応力誘起マルテンサイトを含む第３の形状を含むことができる。
第１の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
第２の形状は、拡張された構成を備えることができる。
第３の形状は、第１の形状と第２形状と異なっていてもよい。
繊維構造は、シースから展開時に第２の形状に第３の形状から、自己拡張するように構成
することができる。
繊維構造は、第１の温度以下に暴露されると第１の形状に第２の形状から変換するように
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構成されてもよい。
第１の温度が２５℃未満であってもよい。第２の温度は２５℃と３７℃の間であってもよ
い。管状部材は、ワイヤとハイポチューブを含むことができる。
ハイポチューブの内腔を含むことができる。
ハイポチューブは、ワイヤの遠位にあってもよい。
ワイヤの部分は、ハイポチューブの内腔の内部に結合されてもよい。
管状部材は、管状部材の縦軸に沿って異なるオーステナイト仕上げ温度を複数含んでいて
もよい。
管状部材は、管状部材の縦軸に沿って異なる形状セットを複数含むことができる。
管状部材は、管状部材の長手方向軸に沿って複数の異なる材料を含むことができる。
第１の部分は、複数のワイヤ間の細孔を含むことができる。
第２の部分は、ワイヤと、管状要素を含むことができる。
ワイヤは、形状記憶材料を含むことができる。
ワイヤは、第１温度とは異なる第２の温度で第１の温度で第１の形状と第２形状を含む遠
位端を有することができる。
第２の形状は、第１の形状の真っ直ぐの形態であってもよい。
接合域は、可逆的に結合第１の部分および第２の部分としてもよい。
接合域は、複数のワイヤを含むことができ、第１の部分の細孔は、第１の形状における管
状要素を備えたワイヤと係合する。
ワイヤは、遠位端に巻き部分の近位を含むことができる。
コイル巻き部分は、第１の温度でコイルと第２の温度でコイルのまっすぐ形態を含むこと
ができる。
接合域は、近位部分と遠位部分との間にはんだを含むことができる。
接合域は、１８，６００キロパスカル未満の引張強さを有していてもよい。第１の部分の
近位部分は、第１の温度で第１の形状と、第１温度とは異なる第２の温度で第２の形状を
有することができる。
第２の形状は、第１の形状の真っ直ぐの形態であってもよい。
管状部材は、ソケットを含む遠位端を含むことができる。
接合域は、可逆的に結合第１の部分および第２の部分としてもよい。
接合域は、機械的にソケットに押し込ま第１の部分の近位部分を含んでもよい。
ソケットは、少なくともスリットの凹部、および半径方向外側にディンプルを含んでもよ
い。
接合域は半径方向外側管状部材の第１の部分を含むことができる。
接合域は半径方向外側に第１の部分の管状部材を含んでもよい。
第１の部分は、複数の溝を作成する複数のワイヤとの間の孔を含むことができる。
第２の部分は、複数のリッジを含む遠位端を含むことができる。
接合域は、可逆的に結合第１の部分および第２の部分としてもよい。
接合域は、機械的に、複数の溝の中に強制的に複数のリッジを含むことができる。
隆起部は、第２の部分の遠位端の長手軸に対してある角度でねじ山を含むことができる。
隆起部は、第２の部分の遠位端の長手軸に垂直であってもよい。
５～２０の自己拡張型バルブは、第１のバルブ、第１のバルブの遠位の第２のバルブ、第
２のバルブの遠位の第３のバルブ、第３のバルブの遠位の第４のバルブ、第４のバルブの
遠位の第５のバルブ、第５のバルブの遠位の第６のバルブを備えることができる。
第１及び第２のバルブは第１の直径を有することができる。
第３及び第４バルブは、第１の直径よりも小さい第２の直径を有することができる。
第５及び第６のバルブは、第２の直径より小さい第３の直径を有することができる。
接合域は、第１の部分の少なくとも一部内の第２の部分の遠位端部を含むことができる。
血管内に血栓を治療する方法が、装置を提供すること、５～２０の自己拡張バルブの少な
くともいくつかにおいて、潰れた構成から拡張構成へ拡張すること、５～２０の自己拡張
型バルブの少なくともいくつかにおいて、血栓を捕捉すること、を含んでいてもよい。
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血栓を捕捉することは、血栓摘出装置をねじりラスプ加工することを、含むことができる
（例えば、ねじれガリガリにより血栓を包む）。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、血栓の治療方法は、潰れた構成から拡張構成へ血栓摘出装置
の第１の部分の繊維構造の５～２０のバルブのうちの少なくともいくつかのバルブを拡大
することを含む。
複数のワイヤは、繊維構造を形成するように織られている。
複数のワイヤは、形状記憶ワイヤを含む。
繊維構造は、ネックの複数を含む。
５～２０のバルブの対は、ネック部の複数のネックによって繊維構造の長手方向軸線に沿
って離間している。
血栓摘出装置は、管状部材を含む第２の部分と、第１の部分と第２の部分とを結合する結
合領域と、を含む。
この方法はさらに、拡張された構成で、少なくともいくつかのバルブで血栓を捕捉し、血
管から血栓摘出装置を後退させることを含む。
【００２９】
　拡張された構成に、少なくともいくつかのバルブを展開することは、潰れた構成で５～
２０のバルブを囲むマイクロカテーテルを後退させることを、含むことができる。
マイクロカテーテルを後退させることは、少なくとも、マイクロカテーテルの遠位端が血
栓の近位まで、であってもよい。
血管から血栓摘出装置を後退させることは、同様の速度でマイクロカテーテルを後退させ
ることを含んでもよい。
第２の部分は、長手方向に離間した複数の切り溝を含むハイポチューブを含むことができ
る。
長手方向に離間した複数の切り溝は、散在カットパターンを複数含むことができる。
長手方向に離間切り溝の複数のピッチは、ハイポチューブに沿って長手方向に変化しても
よい。
長手方向に離間した複数の切り溝の少なくともいくつかは、丸みを帯びた縁部を含んでも
よい。
血管から血栓摘出装置を後退する血管に負の吸引を適用することを含んでもよい。
拡張構成に潰れた構成から、少なくともいくつかのバルブを展開すると、０％～３０％に
より血管を拡張含むことができる。
血栓を捕捉することは、血栓摘出装置をねじりラスプ加工すること含むことができる（例
えば、ねじりラスプ加工により血栓を包む）。
ねじりラスプ加工は、血管内皮の壁に付着した血栓の一部を除去血栓摘出装置（例えば、
血栓を包む）の先端部に血栓を捕捉、および遠位部分に塞栓を収集する少なくとも一つを
達成することができる。血栓摘出装置。
血栓摘出装置をねじりラスプ加工することは第２の部分を回転させることを含んでもよい
。
ねじれ血栓摘出装置、血栓摘出装置の第２の部分の回転に血栓摘出装置の第１の部分の回
転の比をガリガリの間であってもよいしない１：１（例えば、１：１より大きい又は１未
満：１）。
ねじりラスプ加工する血栓摘出装置が３６０度未満の血栓摘出装置の第１の部分の回転を
もたらす血栓摘出装置は、少なくとも３６０度の第２の部分を回転させることを含んでも
よい。
血管は、脳または脚の血管に血管を含んでいてもよい。
この方法は、さらに、血管内血栓の長さを測定することを含む血管からの血栓の長さを測
定し、血管の外に血栓の長さに血管内血栓の長さを比較することができる。
血管から血栓摘出装置を後退させることは、実質的に一体に血管から血栓を除去すること
含むことができる。
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血管のうちの血栓の長さは、血管から残りの血栓の除去、血管内の血栓の長さ未満である
場合にこの方法は、さらに、備えることができる。
血管からの血栓の長さを測定することは血栓摘出装置のパッケージ上の定規に近接して血
栓を配置すること含むことができる。
この方法は、さらに、血管内の血栓の長さを測定することを含むことができる。
少なくともいくつかのバルブを展開すると、カスタマイズ可能な後退長によって潰れた構
成で５～２０のバルブを囲むシースを後退させる含むことができる。
カスタマイズ後退長さは、少なくとも部分的に血管内血栓の測定された長さに基づいても
よい。
カスタマイズ後退長さは拡大後に、少なくともいくつかのバルブの長さよりも大きくても
よい。
複数のワイヤは、放射線不透過性ワイヤを含んでもよい。
放射線不透過性ワイヤの少なくとも２つは、Ｘ線下で可視の交差点を形成するように構成
されてもよい。
交差点は、おおよその長さの測定値を提供するように構成され得る。
繊維構造は、温度よりも温度以下への暴露時に第２の形状を含むことができる。
第２の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
温度は２５℃であってもよい。温度は１８℃であってもよい。繊維構造は、第２の温度ま
たは第２温度よりも高くへの曝露の際に第３の形状を含むことができる。
第２の温度は３７℃であってもよい。
【００３０】
  いくつかの実施形態では、自己拡大バルブと血管内で血栓を治療する方法は、血栓を血
管の近位ガイドワイヤを前進血管にガイドワイヤを介してガイドカテーテルを前進させる
と、ガイドカテーテルを前進した後に、除去することを含む。ガイドワイヤは、血管から
、血管内の、ガイドカテーテルを通してマイクロワイヤを前進させる。
マイクロワイヤを前進させること（例えば、０．５ｍｍから５ｍｍによって血栓の最遠位
部分を横切る）血栓を横断含まれている。
血管内およびマイクロワイヤの上にマイクロカテーテルを前進させることをさらに含む。
マイクロカテーテルを前進させること、マイクロカテーテルの先端部に血栓を横断含まれ
ている。
方法はさらに、マイクロカテーテル内に導入シースから血栓摘出装置を、マイクロワイヤ
を除去し挿入した後、マイクロカテーテルを進める血管からマイクロワイヤを除去し、後
。
血栓摘出装置は、細長い支持構造体と細長い支持構造体に連結された送達システムを含む
。
長尺状の支持構造は、織物を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
長尺状の支持構造は、少なくとも三つ(例えば、少なくとも４、少なくとも６、少なくと
も１０、５～２０、４～１０)の自己拡張型バルブと、複数のネック部(例えば、自己拡張
型バルブの長手方向の間、または自己拡張型バルブの径方向内方)と、複数の遠位ネック
部（例えば、半径方向内側の最も遠位にある自己拡張型バルブ）と、を含むか、あるいは
実質的にこれらによって構成されていてもよい。
送達システムは、散在カットパターンを、複数の長手方向に離間した切り溝を複数有する
ハイポチューブを含む。
長手方向に間隔を置いた複数の切り溝のピッチは、ハイポチューブに沿って長手方向に変
化する。
長手方向に離間した複数の切り溝の各々は、丸みを帯びた縁部を含む。
方法はさらに、血管内にマイクロカテーテルの遠位端に近接したマイクロカテーテルを介
して血栓摘出装置を前進、マイクロカテーテル内に導入シースから血栓摘出装置を挿入し
た後。
血栓摘出装置を進めること（自己拡張型バルブの最遠位バルブで、例えば）血栓を横断含
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まれている。
方法はさらに、マイクロカテーテルを後退させながら、血栓摘出装置のデリバリーシステ
ムの位置を維持し、血栓摘出装置を進めた。
、マイクロカテーテルの血栓摘出装置の細長い支持構造体の自己拡張型バルブの少なくと
も一部を非被覆されると半径方向に拡張した状態へと半径方向に圧縮された状態から自己
拡張する。
マイクロカテーテルは、いくつかの実施形態では、マイクロカテーテルの遠位端は、血栓
の近位にある少なくともまで後退する。
ガイドカテーテル内に血栓およびマイクロ装置の送達システムを後退させることをさらに
含む。
マイクロカテーテルと血栓摘出装置のデリバリーシステムの後退時には、自己拡張型バル
ブの一部は、半径方向に拡張した状態のままで半径方向に圧縮における血栓摘出装置の細
長い支持構造体の自己拡張型バルブの他状態は、半径方向に圧縮された状態のままである
。
いくつかの実施形態では、すべてのバルブは、部分的に又は完全に後退中に展開される。
他の実施形態では、すべてのバルブは、部分的に又は完全に後退中に圧縮される。
【００３１】
  この方法は、さらに、ガイドカテーテル内に血栓およびマイクロ装置の送達システムを
後退させる前に、ねじれを含む血栓摘出装置をガリガリ、例えば、内皮細胞壁に付着した
血栓の一部を除去し、半径方向に血栓を捕捉することができる。血栓摘出装置の細長い支
持構造体を拡大し、及び／又は半径方向に拡張した長尺状の支持構造に塞栓を収集する。
マイクロカテーテルおよび送達システムを後退させることは同様の速度で、かつ、必要に
応じて血管に負圧を印加しながらおこなってもよい。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
この方法はさらに、細長い支持構造体の一部に血栓を捕捉するなどの血栓摘出装置をねじ
りラスプ加工することを含むことができる。
細長い支持構造体は、半径方向に拡張した状態で、異なる外径を有し、２０バルブの少な
くとも二つ、例えば、５を含むことができる。
長尺状の支持構造をテーパ状にすることができる。
半径方向に圧縮された状態での血栓摘出装置は、厚さ０．０１２５インチ未満であっても
よい。
ねじれ耳障り血栓摘出装置は、内皮の壁に付着した血栓の一部を除去することを含むこと
ができる。
血栓摘出装置をねじりラスプ加工することは、細長い支持構造体の一部に血栓から放出一
つ以上の塞栓を収集含むことができる。
半径方向に拡張した状態へと半径方向に圧縮された状態から長尺状の支持構造の一部を展
開すると、血管を０～３０％拡張することを含むことができる。
１：０．５と１：０．２５との間で、ねじれ血栓摘出装置をガリガリ中、細長い支持構造
体の回転に血栓摘出装置のデリバリーシステムの回転の比は、１：１とすることができる
。
ねじれ血栓摘出装置、細長い支持構造体の回転に血栓摘出装置のデリバリーシステムの回
転の比をガリガリの間であってもよいしない１：１。
【００３２】
  いくつかの実施形態では、バルブが自己拡張して血管内の血栓を治療する方法は、血管
内の血栓を横切るマイクロカテーテルを通して血栓摘出装置を前進含む。
血栓摘出装置は、二つ以上の（例えば、５～２０の、４～１０）自己拡張型バルブと細長
い支持構造体に連結されたデリバリーシステムを含む細長い支持構造を含む。
送達システムは、長手方向に離間した切り溝を複数有するハイポチューブを含む。
方法はさらに、マイクロカテーテルを後退させると、径方向拡張状態に半径方向に圧縮さ
れた状態から、血栓摘出装置の細長い支持構造体の少なくとも一部分  を膨張、ねじれ耳
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障り細長い支持構造体の一部に血栓を捕捉するなどの血栓摘出装置を、及びマイクロカテ
ーテル及び血管内のガイドカテーテル内に血栓摘出装置の送達システムを後退させる。
バルブは、いくつかの実施形態では、自己拡張型であるが、力（例えば、機械的な力）の
列使の際に膨張するバルブは、本明細書に記載の様々な実施形態において、置換されてい
てもよい。
【００３３】
  細長い支持構造体は、半径方向に拡張した状態で異なる外径を有する二つ以上のバルブ
の少なくとも二つを含むことができる。
長尺状の支持構造をテーパ状にすることができる。
ハイポチューブの長手方向に離間した複数の切り溝は、散在カットパターンを複数含むこ
とができる。
ハイポチューブの長手方向に離間切り溝の複数のピッチは、ハイポチューブに沿って長手
方向に変化してもよい。
半径方向に圧縮された状態での血栓摘出装置は、厚さ０．０１２５インチ未満であっても
よい。
ねじれ耳障り血栓摘出装置は、内皮の壁に付着した血栓の一部を除去することを含むこと
ができる。
血栓摘出装置をねじりラスプ加工することは、細長い支持構造体の一部に血栓から放出一
つ以上の塞栓を収集含むことができる。
半径方向に拡張した状態へと半径方向に圧縮された状態から長尺状の支持構造の一部を展
開すると、血管を０～３０％拡張含むことができる。
１：０．５と１：０．２５の間で、ねじれ血栓摘出装置をガリガリ中、血栓摘出装置の細
長い支持構造体の回転に血栓摘出装置のデリバリーシステムの回転の比は、１：１とする
ことができる。
ねじれ血栓摘出装置、血栓摘出装置の細長い支持構造体の回転に血栓摘出装置のデリバリ
ーシステムの回転の比をガリガリの間であってもよいしない１：１。
ねじれ耳障り血栓摘出装置が３６０度未満の血栓摘出装置の細長い支持構造体の回転を生
じ、血栓摘出装置は、少なくとも３６０度の送達システムを回転させることを含み得る。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００３４】
  いくつかの実施形態では、バルブが自己拡張して血管内の血栓を治療する方法は、血管
内マイクロカテーテルを通して血栓摘出装置を前進含む。
血栓摘出装置は、自己拡張型バルブ複数の自己拡張バルブに結合されたハイポチューブを
含む。
半径方向に拡張した自己拡張バルブのうちの少なくともいくつかで血栓を捕捉する、半径
方向に拡張した状態へと半径方向に圧縮された状態から自己拡張バルブのうちの少なくと
も一部を拡張するマイクロカテーテルを後退することをさらに含む。状態、およびマイク
ロカテーテルと血栓摘出装置を後退させる。
【００３５】
ハイポチューブは、長手方向に離間した複数の切り溝を含むことができる。
この方法はさらに、ねじれ耳障りに血栓摘出装置を含むことができる。
ねじれガリガリは血栓摘出装置は、半径方向に拡張した状態での自己拡張型バルブのうち
の少なくともいくつかの中で血栓を捕捉含むことができる。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００３６】
  いくつかの実施形態において、血栓摘出装置は、長尺状の支持構造、送達システム、お
よび送達システムは、細長い支持構造体に結合された接合領域を含むか、または本質的に
それからなる。
長尺状の支持構造は、潰れた状態と拡張状態を有する織物を形成するために織られ、形状
記憶及び放射線不透過性ワイヤを備える。
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長尺状の支持構造は、半径方向内側に遠位の長手方向にネック部の間に半径方向内向きに
自己拡張バルブの、及びより遠位ネック部遠位と、含む、または、本質的に自己拡張膨張
状態でほぼ球形バルブの複数からなる自己拡張型バルブの  －  ほとんどのバルブ。
一実施形態では、バルブの複数の部分を丸くまたは湾曲している五から十五バルブから本
質的になる。
  いくつかの実施形態では、自己拡張型の一般的に球形の複数のバルブは、第１のバルブ
、第１のバルブの遠位の第２のバルブ、第２のバルブの遠位の第３のバルブ、第３のバル
ブの遠位の第４のバルブ、第４のバルブの遠位の第５のバルブ、第５のバルブの遠位の第
６のバルブ、第６のバルブの遠位の第７のバルブ、第７のバルブの遠位の第８のバルブ、
第８のバルブの遠位の第９のバルブ、第９のバルブの遠位の第１０のバルブを備える。
第１及び第２のバルブは第１の直径を有する。
第３及び第４のバルブは、第１の直径よりも小さい第２の直径を有する。
第５のバルブ、第６のバルブ、及び第７のバルブは、第２直径より小さい第３の直径を有
する。
第８バルブ、第９のバルブ、及び第１０のバルブは、第３の直径よりも小さい第直径を有
する。
遠位ネックは、いくつかの実施形態では、コーティングされた遠位端部を含む。
デリバリーシステムは、２つの長手方向に散在および円周方向に互い違い切断パターンを
含むハイポチューブを含むことができる。
切断パターンは、それぞれ、各ハイポチューブの長手方向軸に対して角度をなし２の長手
方向に離間した切り溝を含み、丸みを帯びたエッジを含む複数の列を含むことができる。
切り溝の長手方向の間隔は、ハイポチューブに沿って変化してもよい。
接合域は、いくつかの実施形態において、放射線不透過性マーカーバンドを含む。
【００３７】
  潰れた状態で、細長い支持構造体の外径は０．０１２５インチ未満であってもよい。
潰れた状態で、細長い支持構造体の外径は、０．１～０．９ミリメートルの範囲であって
もよい（例えば０．２５～０．５ｍｍ）。
第１の直径は４．５ミリメートルであってもよい。
第２の直径は４ｍｍであってもよい。
第３の直径は３．５ミリメートルであってもよい。
第４の直径は３ｍｍであってもよい。
長尺状の支持構造は、完全に中空であってもよい。
【００３８】
  いくつかの実施形態において、血栓摘出装置は、細長い支持構造物および送達系を含む
。
長尺状の支持構造は、潰れた状態と拡張状態を有する織物を形成するために織られた複数
のワイヤを含む。
長尺状の支持構造は、拡張した状態で長手方向に離間自己拡張バルブを備える。
送達システムは、それぞれ長手方向に離間した切り溝の列、複数の長手方向に散在カット
パターンを複数有するハイポチューブを含む。
【００３９】
  バルブの複数含むか、又は本質的に１０以上のバルブからなることができる。
バルブの複数の少なくとも２つは、拡張状態の異なる外径を有してもよい。
バルブの複数の少なくとも２つは、膨張した状態で、異なる形状を有することができる。
バルブの複数の少なくとも一つは、膨張状態の球面形状を有してもよい。
バルブの複数の少なくとも一つは、拡張した状態で長方形の形状を有していてもよい。
バルブの複数の間の長手方向の間隔は一定であってもよい。
複数のワイヤは、形状記憶および放射線不透過性ワイヤを含むことができる。
放射線不透過性ワイヤは、Ｘ線下で視認性を向上させるために、クラスタ化されてもよい
。
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潰れた状態で、細長い支持構造体の外径は０．０１２５インチ未満であってもよい。
各列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度を付けてもよい。
切り溝は、丸みを帯びた縁部を含んでもよい。
１０個以上のバルブ（例えば、１５、２０、２５、３０、またはそれ以上のバルブ）のい
くつかの実施形態において提供されるが、１０個未満のバルブは、（例えば、より短い標
的セグメントについて）他の実施形態で提供されている。
長尺状の支持構造は、完全に中空であってもよい。
【００４０】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、または本質的に半径
方向に拡張した状態のバルブ、複数の繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを
含む長尺状の支持構造からなる、ハイポチューブを含む送達システム少なくとも二つの散
在した切り溝の長手方向に離間した列のパターン、および送達システムは、細長い支持構
造体に結合することができる結合領域を含む。
接合域は、いくつかの実施形態において、放射線不透過性マーカーバンドを含む。
【００４１】
  接合域は、送達システムの遠位端内に細長い支持構造体の近位端を含むことができる。
接合域は、送達システムの遠位端上の細長い支持構造体の近位端を含むことができる。
接合域は、送達システムの遠位端上の細長い支持構造体の遠位端を含むことができる。
長尺状の支持構造は、完全に中空であってもよい。
【００４２】
  いくつかの実施形態では、バルブが自己拡張して血管内の血栓を治療する方法は、血管
内に、ガイドカテーテルを通してマイクロワイヤを前進含む。
マイクロワイヤを前進させることマイクロワイヤの先端に血栓を横断含まれている。
血管内およびマイクロワイヤの上にマイクロカテーテルを前進させることをさらに含む。
マイクロカテーテルを前進させること、マイクロカテーテルの先端部に血栓を横断含まれ
ている。
方法はさらに、マイクロカテーテル内に半径方向に圧縮された状態で血栓摘出装置を挿入
し、マイクロワイヤを除去した後、マイクロカテーテルを進める血管からマイクロワイヤ
を除去し、後。
血栓摘出装置は、遠位部分及び遠位部分に結合された近位部分を含む。
遠位部分は、織物を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
先端部は、少なくとも三つ（例えば、少なくとも４、少なくとも６、少なくとも１０、５
～２０、４～１０等）の自己拡張型バルブと、自己拡張型バルブの間及び自己拡張型バル
ブの半径方向内側に設けられたネック部と、を備えている。
近位部分は散在切断パターン、複数の長手方向に離間した切り溝を複数有するハイポチュ
ーブを含む。
長手方向に間隔を置いた複数の切り溝のピッチは、ハイポチューブに沿って長手方向に変
化する。
方法はさらに、血管およびマイクロの遠位端に近接してマイクロカテーテルを通して血栓
摘出装置を前進、マイクロカテーテル内に血栓摘出装置を挿入した後。
血栓摘出装置を進めること、自己拡張型バルブの最も遠位のバルブで血栓を横断含まれて
いる。
方法はさらに、近位にマイクロカテーテルを後退させながら、血栓摘出装置の近位部分の
位置を維持し、血栓摘出装置を進めた。
、マイクロカテーテルの血栓摘出装置の細長い支持構造体の自己拡張型バルブの少なくと
も一部を非被覆されると半径方向に拡張した状態へと半径方向に圧縮された状態から自己
拡張する。
マイクロカテーテルを後退させると、マイクロカテーテルの遠位端は、血栓の近位にある
以上までである。
方法はさらには、マイクロカテーテルを後退した後、ねじれ、内皮の壁に付着した血栓の
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部分を除去する血栓摘出装置の半径方向に拡張先端部に血栓を捕捉し、半径方向に拡張先
端部分に塞栓を収集するなどの血栓摘出装置をガリガリ血栓摘出装置の。
方法はさらには、ねじれた後同様の速度でマイクロカテーテルと血栓摘出装置の近位部を
後退させる、血栓摘出装置をガリガリ。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００４３】
  いくつかの実施形態では、バルブが自己拡張して血管内の血栓を治療する方法では、血
栓を捕捉する、半径方向に拡張した状態へと半径方向に圧縮された状態から、血栓摘出装
置の遠位部分の自己拡張型バルブ、複数の拡大含む。少なくとも半径方向に拡張した状態
の自己拡張型バルブの複数の一部、及び血管から血栓摘出装置を後退させる。
半径方向に圧縮された状態での自己拡張型バルブの複数の周囲のマイクロカテーテルを後
退させることは、半径方向に拡張した状態に自己拡張型バルブの複数の拡大を引き起こす
可能性がある。
【００４４】
  血栓摘出装置の遠位部分は、半径方向に拡張した状態で異なる外径を有することができ
るバルブの複数のうちの少なくとも２つを含む。
血栓摘出装置の遠位部分は先細りしてもよい。
血栓摘出装置の遠位部分は、半径方向に拡張した状態で別の形状を有する自己拡張型バル
ブの複数の少なくとも二つを含むことができる。
血栓摘出装置の遠位部分は、ネック部によって分離自己拡張バルブの複数の少なくとも二
つを含むことができる。
血栓摘出装置は、遠位部分に連結された近位部分を含むことができる。
近位部分は、長手方向に離間した複数の切り溝を含むハイポチューブを含むことができる
。
長手方向に離間した複数の切り溝は、散在カットパターンを複数含むことができる。
長手方向に離間切り溝の複数のピッチは、ハイポチューブに沿って長手方向に変化しても
よい。
長手方向に離間した複数の切り溝の少なくともいくつかは、丸みを帯びた縁部を含んでも
よい。
自己拡張型バルブを複数展開すると、半径方向に圧縮された状態での自己拡張型バルブの
複数の周囲のマイクロカテーテルを後退させる近位に含むことができる。
遠位部分は、５～２０、５～１０、または自己拡張型バルブの他の複数の数を含むことが
できる。
マイクロカテーテルの遠位端が血栓の近位にある少なくともまでマイクロカテーテルを後
退させることであってもよい。
血管から血栓摘出装置を後退させると、同様の速度であってもよいマイクロカテーテルを
後退させることを含む。
血栓を捕捉すると、血栓摘出装置をねじりラスプ加工すること含むことができる（例えば
、ねじりラスプ加工することにより血栓を包む）。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００４５】
  いくつかの実施形態では、バルブが自己拡張して血管内の血栓を治療する方法は、血栓
摘出装置の遠位部分をねじりラスプ加工すること含む。
遠位部分は、自己拡張型バルブを備える。
ねじりラスプ加工することは、少なくとも一方に影響することがある。血栓摘出装置の遠
位部に血栓を捕捉する、血管の内皮壁に付着した血栓の除去部分を（例えば、血栓を包む
）、およびの遠位部分に塞栓を収集血栓摘出装置。
この方法はさらに、半径方向に拡張した状態へと半径方向に圧縮された状態から、血栓摘
出装置の遠位部分の自己拡張型バルブ、複数の拡大含んでもよい。
半径方向に圧縮された状態での自己拡張型バルブの複数の周囲のマイクロカテーテルを後
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退させることは、半径方向に拡張した状態に自己拡張型バルブの複数の拡大を引き起こす
可能性がある。
【００４６】
  ねじれ耳障り血栓摘出装置の遠位部分は、血栓摘出装置の遠位部分に連結された血栓摘
出装置の近位部分を回転させることを含んでもよい。
近位部分は、長手方向に離間した複数の切り溝を含むハイポチューブを含むことができる
。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００４７】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、遠位部分と遠位部分
の近位端に連結された近位部分を含む。
遠位部分は、繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
複数のワイヤは、放射線不透過性ワイヤと、形状記憶ワイヤを含む。
遠位部分は、少なくとも１０の最遠位に縦方向に１０の自己拡張型バルブとの間および半
径１０自己拡張型バルブの内側にバルブ、少なくとも９ネック部、および遠位ネック部遠
位自己拡張型少なくとも１０を含み、自己拡張型バルブ。
近位部分は、長手方向軸を有するハイポチューブを含む。
近位部は、それぞれ２切り溝と２つのステムと各２切り溝と２つのステムを含む長手方向
に間隔を置いた列の第２のパターンを含むｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌｌｙ－離間した列の
第１のパターンを備える。
第１のパターンの列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度をなしている。
第１のパターンの列のそれぞれに２つの切り溝が丸いエッジを持っている。
２は、第１のパターンの列のそれぞれは、円周方向に反対しているにステム（例えば、１
８０°離れた。）。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
第１のパターンの長手方向に間隔を置いた列のピッチは、ハイポチューブに沿って長手方
向に変化する。
第２のパターンの列はハイポチューブの長手方向軸に対して角度をなしている。
第２のパターンの列のそれぞれに２つの切り溝が丸いエッジを持っている。
２は、第２のパターンの列のそれぞれが円周方向に反対しているにステム（例えば、１８
０°離れた。）。
第１のパターンの列が単独で交互に第１のパターンの列が点在している。
第１の周方向とは逆の第２の円周方向にオフセットされた第２のパターンのステム。
第２のパターンの長手方向に間隔をあけ切り溝のピッチは、ハイポチューブに沿って長手
方向に変化する。
遠位部分は、完全に中空であってもよい。
【００４８】
  少なくとも１０の自己拡張型バルブは、第１のバルブ、第１のバルブの遠位の第２のバ
ルブ、第２のバルブの遠位の第３のバルブ、第３のバルブの遠位の第４のバルブ、第４の
バルブの遠位の第５のバルブ、第５のバルブの遠位の第６のバルブ、第６のバルブの遠位
の第７のバルブ、第７のバルブの遠位の第８のバルブ、第８のバルブの遠位の第９のバル
ブ、第９のバルブの遠位の第１０のバルブを備えることができる。
第１及び第２のバルブは第１の直径を有することができる。
第３及び第４バルブは、第１の直径よりも小さい第２の直径を有することができる。
第５のバルブ、第６バルブ、及び第７バルブは、第２直径より小さい第３の直径を有する
ことができる。
第８バルブ、第９バルブ、及び第１０バルブは、第３直径より小さい第４直径を有するこ
とができる。
第２バルブは、概ね球形の形状を有することができる。
第３バルブは、概ね長方形の形状を有することができる。
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第４バルブは、概ね球形の形状を有することができる。
第５バルブは、概ね長方形の形状を有することができる。
第６バルブは、概ね球形の形状を有することができる。
第７バルブは、概ね球形の形状を有することができる。
第８バルブは、概ね長方形の形状を有することができる。
第９バルブは、概ね球形の形状を有することができる。
第１０バルブは、概ね球形の形状を有することができる。
【００４９】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、第１の部分と第１部
分に結合した第２の部分を含む。
第１の部分は、繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
複数のワイヤは、放射線不透過性ワイヤと、形状記憶ワイヤを含み、繊維構造は、バルブ
の複数の半径方向に拡張した状態でネック部を備える。
バルブは、複数のネック、複数の離間している。
第２の部分は、長手方向軸を有するハイポチューブを含む。
ハイポチューブは、切り溝の長手方向に離間した列の少なくとも二つの散在パターンを含
む。
切り溝の長手方向に離間した列のピッチがハイポチューブの長手方向軸に沿って変化する
。
第１の部分は、完全に中空であってもよい。
【００５０】
  複数のバルブは、１０個以上のバルブを含んでいてもよい。
少ないバルブは、いくつかの実施形態に含まれている。
複数のバルブの少なくとも２つは、半径方向に拡張した状態で、異なる外径を有してもよ
い。
複数のバルブの少なくとも２つは、半径方向に拡張した状態で、異なる形状を有すること
ができる。
複数のバルブの少なくとも一方は、半径方向に拡張した状態の球状を有していてもよい。
複数のバルブの少なくとも一方は、半径方向に拡張した状態で長方形の形状を有していて
もよい。
放射線不透過性ワイヤは、Ｘ線下での視認性を高めるために間隔を置いて配置またはクラ
スター化されている。
各列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度を付けてもよい。
列の各々は、二つの切り溝を含み、両者はステム。
列のそれぞれは、円周方向に逆であってもよいでステム（例えば、１８０°離れた。）。
少なくとも二つの散在パターンが円周方向に第１の方向及び円周方向に第１の方向と反対
の第２の方向にオフセットステムを含む第２のパターンのオフセットステムを含む第１の
パターンを含むことができる。
【００５１】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、半径方向に拡張した
状態のバルブ、複数の繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを含む第１の部分
を含む少なくとも二つの散在を含むハイポチューブを含む第２の部分切り溝の長手方向に
間隔を置いた列のパターン、および関節連結第１の部分および第２の部分。
第１の部分は、完全に中空であってもよい。
繊維構造は、複数のネック、ネック複数の離間した複数のバルブを含んでもよい。
【００５２】
  ジョイントは、鉛フリーはんだを含むことができる。
ジョイントは、第２の部分の遠位端内の第１の部分の近位端を含むことができる。
ジョイントは、第２の部分の遠位端上の第１の部分の近位端を含むことができる。
ジョイントは、第２の部分の遠位端上の第１の部分の遠位端部を含むことができる。
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【００５３】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、織物を形成するため
に織られた複数のワイヤを含む。
織物は、１０の自己拡張バルブ、縦方向に１０の自己拡張型バルブの間に９ネック部、お
よび１０の自己拡張型バルブの最遠位の遠位ネック先端を含んでいる。
複数のワイヤは、放射線不透過性ワイヤの複数の形状記憶ワイヤを備える。
織物は、完全に中空であってもよい。
【００５４】
  １０の自己拡張型バルブは、第１のバルブ、第１のバルブの遠位の第２のバルブ、第２
のバルブの遠位の第３のバルブ、第３のバルブの遠位の第４のバルブ、第４のバルブの遠
位の第５のバルブ、第５のバルブの遠位の第６のバルブ、第６のバルブの遠位の第７のバ
ルブ、第７のバルブの遠位の第８のバルブ、第８のバルブの遠位の第９のバルブ、第９の
バルブの遠位の第１０のバルブを備えることができる。
第１及び第２のバルブは第１の直径を有することができる。
第３及び第４バルブは、第１の直径よりも小さい第２の直径を有することができる。
第５のバルブ、第６のバルブ、及び第７のバルブは、第２直径より小さい第３の直径を有
することができる。
第８バルブ、第９バルブ、及び第１０バルブは、第３直径より小さい第４直径を有するこ
とができる。
第１のバルブは、略長方形の形状を有することができる。
第２バルブは、略球形の形状を有することができる。
第３バルブは、略長方形の形状を有することができる。
第４のバルブは、略球形の形状を有することができる。
第５のバルブは、略長方形の形状を有することができる。
第６のバルブは、略球形の形状を有することができる。
第７バルブは、略球形の形状を有することができる。
第８バルブは、略長方形の形状を有することができる。
第９のバルブは、略球形の形状を有することができる。
第１０のバルブは、略球形の形状を有することができる。
第１及び第２のバルブは、第１の直径を有することができる。
第３及び第４バルブは、第１の直径よりも小さい第２の直径を有することができる。
第５のバルブ、第６バルブ、及び第７バルブは、第２直径より小さい第３の直径を有する
ことができる。
第８バルブ、第９バルブ、及び第１０バルブは、第３直径より小さい第４直径を有するこ
とができる。
【００５５】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、半径方向に拡張した
状態でネック部、複数の離間した複数のバルブを含む織物を形成するために織られた複数
のワイヤを含む。
複数のワイヤは、形状記憶ワイヤを含み、放射線不透過性ワイヤをクラスタ化。
織物は、完全に中空であってもよい。
繊維構造は、複数のネック、複数のネックによって離間された複数のバルブを含んでもよ
い。
【００５６】
  放射線不透過性ワイヤは、白金、タングステンを含むことができる。
　形状記憶ワイヤはニッケルチタンを含むことができる。
  複数のバルブは１０のバルブを含むことができる。
  複数のバルブの少なくとも２つは、半径方向に拡張した状態で、異なる外径を有しても
よい。
　潰れた状態の装置の直径は、０．０１２５インチ(約０．３１７ミリメートル）以下と
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することができる。
　複数のバルブの少なくとも２つは、半径方向に拡張した状態で、異なる形状を有するこ
とができる。
　複数のバルブの少なくとも一方は、半径方向に拡張した状態の球状を有していてもよい
。
　複数のバルブの少なくとも一方は、半径方向に拡張した状態で長方形の形状を有してい
てもよい。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、織物を形成するため
に織られた複数のワイヤを含む。この織物は、１ｍｍから３０ミリメートルの間（例えば
、１ｍｍから６．５ミリメートルの間、３ｍｍから４．５ミリメートルの間）の直径を有
する半径方向に拡張された状態と、０．１ｍｍから０．９ミリメートルの間（例えば、０
．２５から０．５ｍｍの間）の直径を有する半径方向に潰れた状態を含む。
いくつかの実施形態では、半径方向に収縮した状態は、半径方向に拡張した状態よりも少
なくとも一次元で、１０～３０倍小さい。
織物は、半径方向に拡張した状態でバルブを備える。
織物は、完全に中空であってもよい。
繊維構造は、複数のネック、ネック複数の離間した複数のバルブを含んでもよい。
【００５８】
  複数のバルブは、１０のバルブを含むことができる。
複数のバルブの少なくとも２つは、半径方向に拡張した状態で、異なる外径を有してもよ
い。
複数のバルブの少なくとも２つは、半径方向に拡張した状態で、異なる形状を有すること
ができる。
複数のバルブの少なくとも１つは、半径方向に拡張した状態の球状を有していてもよい。
複数のバルブの少なくとも１つは、半径方向に拡張した状態で長方形の形状を有していて
もよい。
複数のバルブは、ネック部により離間されてもよい。
【００５９】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、長手方向軸を有する
ハイポチューブを備える。
ハイポチューブは、各２つの切り溝と２つのステムと各２切り溝と２つのステムを含む長
手方向に間隔を置いた列の第２のパターンを含む長手方向に離間した列の第１のパターン
を含む。
第１のパターンの列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度をなしている。
第１のパターンの列のそれぞれに２つの切り溝が丸いエッジを持っている。
２は、第１のパターンの列のそれぞれは、円周方向に反対しているにステム（例えば、１
８０°離れた。）。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
第２のパターンの列はハイポチューブの長手方向軸に対して角度をなしている。
第２のパターンの列のそれぞれに２つの切り溝が丸いエッジを持っている。
２は、第２のパターンの列のそれぞれが円周方向に反対しているにステム（例えば、１８
０°離れた。）。
第２のパターンの列が単独で交互に第１のパターンの列が点在している。
第２のパターンのステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてい
る。
第１のパターンと第２のパターンの長手方向に間隔をあけ切り溝のピッチは、ハイポチュ
ーブに沿って長手方向に変化する。
【００６０】
  ハイポチューブは、第１のセクション、第２のセクション、第３のセクション、第４の
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セクション、第５のセクション、及び第６のセクションを含んでいてもよい。第１のセク
ションは、０．００５インチ(約０．１３ミリメートル）のピッチを有することができる
。
第２のセクションは、０．０１インチ(約０．２５ミリメートル）のピッチを有すること
ができる。
第３のセクションは、０．０２インチ(約０．５１ミリメートル）のピッチを有すること
ができる。
第４のセクションは、０．０４インチ（約１ｍｍ）のピッチを有することができる。
第５のセクションは、０．０８インチ（約２ｍｍ）のピッチを有することができる。
第６のセクションは、０．０１６インチ（約４ｍｍ）のピッチを有することができる。
第１のセクションでは、ハイポチューブの最遠位部分であってもよい。
第１のセクションでは、ハイポチューブの２０％とすることができる。
第２のセクションは、第１部の近位であってもよい。
第２のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第３のセクションには、第２の部分に近接することができる。
第３のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第４のセクションは、第３部に近接することができる。
第４のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第５のセクションでは、４番目のセクションに近接することができる。
第５のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第６のセクションでは、第５部に近接することができる。
第６のセクションは、ハイポチューブの２０％であってもよい。
第１のパターンと第２のパターンをレーザーカットしてもよい。
【００６１】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、長手方向軸を有する
ハイポチューブを備える。
ハイポチューブは、各２切り溝と２つのステムと各２切り溝と２つのステムを含む長手方
向に間隔を置いた列の第２のパターンを含む長手方向に離間した列の第１のパターンを含
む。
第１のパターンの列のそれぞれの２つのステムは、円周方向に対向している（例えば、１
８０°離れたている）。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
第２のパターンの列のそれぞれの２つのステムは、円周方向に対向している（例えば、１
８０°離れたている）。
第２のパターンの列は、第１のパターンの列が点在している。
第２のパターンのステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてい
る。
【００６２】
  第１のパターンは単独の代わりの第２のパターンで分散させることができる。
各列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度を付けてもよい。
第１のパターンと第２パターンの各列の切り溝は、丸みを帯びた縁部を有していてもよい
。
第１のパターンと第２のパターンの長手方向に間隔を置いた列のピッチは、ハイポチュー
ブに沿って長手方向に変化してもよい。
ハイポチューブは、第１部、第２部、第３のセクション、第４のセクション、第５章、第
６章を含んでいてもよい。
第１のセクションは、０．００５インチ（約０．１３ミリメートル）のピッチを有するこ
とができる。
第２のセクションは、０．０１インチ（約０．２５ミリメートル）のピッチを有すること
ができる。



(34) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

第３のセクションは、０．０２インチ（約０．５１ミリメートル）のピッチを有すること
ができる。
第４のセクションは、０．０４インチ（約１ｍｍ）のピッチを有することができる。
第５セクションは、０．０８インチ（約２ｍｍ）のピッチを有することができる。
第６セクションは、０．１６インチ（約４ｍｍ）のピッチを有することができる。
第１のセクションでは、ハイポチューブの最遠位部分であってもよい。
第１のセクションでは、ハイポチューブの２０％とすることができる。
第２のセクションは、第１部の近位であってもよい。
第２のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第３のセクションには、第２の部分に近接することができる。
第３のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第４のセクションは、第３部に近接することができる。
第４のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第５のセクションでは、４番目のセクションに近接することができる。
第５のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第６のセクションでは、第５部に近接することができる。
第６のセクションは、ハイポチューブの２０％であってもよい。
第１のパターンと第２のパターンをレーザーカットしてもよい。
【００６３】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、２つの切り溝と２つ
のステムとをそれぞれ含む長手方向に離れた列の第１のパターンと、２つの切り溝と２つ
のステムとをそれぞれ含む長手方向に離れた列の第２のパターンと、と各２切り溝と２つ
のステムを含む長手方向に離間した列の第２のパターンを含む、ハイポチューブを備える
。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
第２のパターンの列は、第１のパターンの列が点在している。
第２のパターンのステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてい
る。
【００６４】
  第１のパターンの列のそれぞれの２つのステムは、円周方向に逆であってもよい（例え
ば、１８０°離れたている）。
  第２のパターンの列のそれぞれの２つのステムは、円周方向に逆であってもよいで（例
えば、１８０°離れている）。
ハイポチューブは、長手方向軸を有していてもよい。
切り溝の長手方向に離間した列のピッチがハイポチューブの長手方向軸に沿って変化して
もよい。
第１のパターンは単独で代わりに第２のパターンで分散させることができる。
各列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度を付けてもよい。
第１パターンと第２パターンの各列の切り溝が丸いエッジを有することができる。
第１のパターンと第２のパターンをレーザーカットしてもよい。
ハイポチューブは、ステンレス鋼またはニチノールを含んでもよい。
【００６５】
  いくつかの実施形態では、血栓治療装置の製造方法は、形成するために、第１のマンド
レルの周りにワンオーバーワンアンダー一つのパターンに放射線不透過性ワイヤと、形状
記憶ワイヤを編組糸ホイールにスプールを複数配置含む。繊維構造、形状の第２のマンド
レル上に形状設定さ繊維構造を設定する形状、バルブおよびネック部を含む第２のマンド
レル上に形状設定さ繊維構造を確保し、実質的に円筒形状の繊維構造を設定し、形状セッ
トを除去する。第２のマンドレルからの繊維構造。
放射線不透過性ワイヤおよびスプールのうちの少なくともいくつかの形状記憶ワイヤを含
むなど、スプールの少なくとも一部。
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【００６６】
  この方法は、第２のマンドレルを提供することを含むことができる。
この方法は、第２のマンドレルを形成する工程を含んでもよい。
第２のマンドレルは、鎖に沿ってねじ付きバルブを含むことができる。
第２のマンドレル上に形状設定繊維構造の確保が第２のマンドレルのネック部にワイヤを
巻き付ける含むことができる。
第２のマンドレルの形状設定繊維構造の確保がラップバングルおよび／または第２のマン
ドレルのネック部の周りのＣ字形クランプを含むことができる。
放射線不透過性ワイヤは、白金、タングステンワイヤを含むことができる。
形状記憶ワイヤは、ニッケルチタンワイヤを含むことができる。
この方法はさらに、送達システムに形状設定繊維構造を接合含み得る。
デリバリーシステムに形状設定繊維構造を接合するインレイ結合を含んでもよい。
この方法はさらに、ピンチ環またはピンチシリンダにワイヤを配置する、送達システムに
形状設定された繊維構造を接合する前に、含むことができる。
デリバリーシステムに形状設定繊維構造を接合するオーバレイボンディングを含むことが
できる。
デリバリーシステムに形状設定繊維構造を接合する送達システムの遠位端に形状設定繊維
構造の近位端部を接合含んでもよい。
デリバリーシステムに形状設定繊維構造を接合する送達システムの遠位端に形状設定繊維
構造の遠位端を接合含んでもよい。
デリバリーシステムに形状設定繊維構造を接合する接合領域の周囲にチューブを配置する
こと含むことができる。
デリバリーシステムに形状設定繊維構造を接合する切断ハイポチューブに形状設定繊維構
造をはんだ付けする含み得る。
送達システムは、カットハイポチューブを含むことができる。
デリバリーシステムは、第１のパターン及び第２のパターンを含むハイポチューブを含む
ことができる。
この方法は、さらに、各２切り溝を含むと２つのハイポチューブにステムと各２切り溝と
２つのハイポチューブにステムを含む長手方向に間隔を置いた列の第２のパターンをカッ
ト長手方向に間隔を置いた列の第１のパターンをカット含むことができる。
第１のパターンの列のそれぞれの２つのステムは、円周方向に対向している（例えば、１
８０°離れたている）。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
第２のパターンの列のそれぞれの２つのステムが円周方向に対向している（例えば、１８
０°離れている）。
第２のパターンのステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてい
る。
第２のパターンは、単独で交互に第１のパターンが散在している。
第１のパターンを切断し、第２のパターンを切断して第１のパターンと第２のパターンの
列のそれぞれに切り溝の丸みを帯びた縁部を切断含むことができる。
第１のパターンを切断し、ハイポチューブの長手方向軸に対してある角度で第１のパター
ンと第２のパターンの列のそれぞれを切断含むことができる第２のパターンを切断する。
ハイポチューブは、ステンレス鋼を含むことができる。
ハイポチューブは、ニチノールを含むことができる。
第１のパターンと第２のパターンの長手方向に間隔を置いた列のピッチは、ハイポチュー
ブに沿って長手方向に変化してもよい。
【００６７】
  いくつかの実施形態では、血栓治療装置の製造方法は、それぞれが２つの切り溝と２つ
のにステムを含む各２切り溝と２つのハイポチューブにステムを含む長手方向に離間した
列の第１のパターンを切断して長手方向に離間した列の第２のパターンを切断することを
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含む。ハイポチューブ。
第１のパターンの列のそれぞれの２つのステムは、円周方向に対向している（例えば、１
８０°離れたている）。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
第２のパターンの列のそれぞれの２つのステムが円周方向に対向している（例えば、１８
０°離れたている）。
第２のパターンのステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてい
る。
第２のパターンは、単独で交互に第１のパターンが散在している。
【００６８】
  第１のパターンを切断し、第２のパターンを切断して第１のパターンと第２のパターン
の列のそれぞれに切り溝の丸みを帯びた縁部を切断含むことができる。
第１のパターンを切断し、ハイポチューブの長手方向軸に対してある角度で第１のパター
ンと第２のパターンの列のそれぞれを切断含むことができる第２のパターンを切断する。
第１のパターンを切断し、第１のパターンとハイポチューブに沿って縦方向に第２のパタ
ーンの長手方向に間隔を置いた列のピッチを変化させること含むことができる第２のパタ
ーンをカット。
第１のパターンを切断し、レーザーでハイポチューブを切断含むことができる第２のパタ
ーンをカット。
ハイポチューブは、ステンレス鋼を含むことができる。
ハイポチューブは、ニチノールを含むことができる。
この方法はさらに、形状設定繊維構造にハイポチューブを接合含み得る。
形状セット繊維構造にハイポチューブを接合するインレイ結合を含んでもよい。
形状セット繊維構造にハイポチューブを接合するオーバレイボンディングを含むことがで
きる。
形状セット繊維構造にハイポチューブを接合するハイポチューブの遠位端に形状設定繊維
構造の近位端部を接合含んでもよい。
形状セット繊維構造にハイポチューブを接合するハイポチューブの遠位端に形状設定繊維
構造の遠位端を接合含んでもよい。
形状セット繊維構造にハイポチューブを接合する接合領域の周囲にチューブを配置するこ
と含むことができる。
形状セット繊維構造にハイポチューブを接合するハイポチューブに形状設定繊維構造をは
んだ付けする含み得る。
形状セット繊維構造は、複数のバルブを含んでいてもよい。
この方法はさらに、形状設定繊維構造を形成する工程を含んでもよい。
形状セット繊維構造を形成することは繊維構造を形成し、バルブおよびネックを備えるマ
ンドレルに繊維構造を成形するように設定する複数のワイヤを編組含んでもよい。
形状は形状が略円筒状に繊維構造を設定し、バルブおよびネック部を含むマンドレル上で
繊維構造を設定する前に、この方法は、さらに、備えることができる。
マンドレルのネック部にワイヤを巻き付ける含むことができるバルブとネック部を備えた
マンドレル上に繊維構造を設定する形状。
複数のワイヤは、放射線不透過性ワイヤの複数の形状記憶ワイヤを複数含んでいてもよい
。
【００６９】
  いくつかの実施形態では、血管内血栓を治療する方法は、血管内の血栓の長さを測定し
、血管内にマイクロカテーテルを前進させることを含む。
マイクロカテーテルを前進させること、マイクロカテーテルの先端部に血栓を横断含まれ
ている。
マイクロカテーテル内への導入器シースから半径方向に圧縮された状態で血栓摘出装置を
挿入することをさらに含む。
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血栓摘出装置は、自己拡大バルブを複数形成する織り複数のフィラメントを含む繊維構造
を含む。
複数のフィラメントの少なくとも２つは、放射線不透過性材料を含み、Ｘ線下で可視の交
差点を形成するように構成される。
交差点は、血栓摘出装置の拡張長さのおおよその長さの測定値を提供するように構成され
ている。
方法はさらに、血管内にマイクロカテーテルの遠位端に近接したマイクロカテーテルを介
して血栓摘出装置を前進、マイクロカテーテル内に導入シースから血栓摘出装置を挿入し
た後。
血栓摘出装置を進めること自己拡張型バルブの複数の最も遠位のバルブで血栓を横断含ま
れている。
血栓摘出装置の長さをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退させる、血栓摘出装
置を前進した後することをさらに含む。、。
半径方向に拡張した状態へと半径方向に圧縮された状態から、血栓摘出装置、拡大自己の
細長い支持構造体の自己拡張型バルブの複数のマイクロカテーテルから非被覆されると、
少なくとも一部。
マイクロカテーテルを後退させると、血栓摘出装置の長さは、血管内の血栓の測定長さと
少なくとも同じ長さで、少なくともまでである。
から血栓の長さを測定し、血栓摘出装置を使用して、実質的に一体的に血管から血栓を除
去し、非被覆自己拡張型バルブで血栓を捕捉した後、非被覆自己拡張型バルブで血栓を捕
捉することをさらに含む。血管、及び血管からの血栓の長さに血管内の血栓の長さを比較
する。
【００７０】
  この方法はさらに、マイクロカテーテルを後退した後、血栓摘出装置をねじれさせつつ
きしることをさらに含んでもよい。血栓摘出装置をねじれさせつつきしることは、非被覆
自己拡張バルブで血栓を捕捉することを含んでもよい。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００７１】
  いくつかの実施形態では、血管内血栓を治療する方法は、血管内の血栓の長さを測定し
、血栓の近傍に血管内血栓摘出装置（血栓摘出装置の例えば、少なくとも部分）の長さを
拡大することを含む。
血栓摘出装置（例えば、カスタマイズ後退長）の拡大長さは、血管内の血栓の測定長さに
少なくとも部分的に基づいている。
【００７２】
  血管内の血栓の長さを測定することは、コンピュータ断層撮影（ＣＡＴ）スキャンデジ
タル画像計測、ＣＡＴスキャン、血管造影、磁気共鳴イメージング（ＭＲＩ）、血管造影
、血管造影カテーテルの少なくとも一つを含むことができる。
血栓摘出装置または血栓摘出装置の少なくとも一部の長さを拡大することで血栓の測定長
さに少なくとも部分的に基づくことができるカスタマイズ可能な引き込み長さによって、
例えば（血栓摘出装置の周囲からシースを後退含むことができる。血管）。
シースを後退させると、血栓摘出装置の拡張長さよりも長い長さであってもよい。
血栓摘出装置は、繊維構造に織り込ま複数のフィラメントを含み得る。
複数のフィラメントの少なくとも２つは、Ｘ線下で可視の交差点を形成するように構成さ
れた放射線不透過性材料を含んでもよい。
交点は、血栓摘出装置の拡張長さのおおよその長さの測定を提供するように構成すること
ができる。
血栓摘出装置は、自己拡張型バルブを複数含んでいてもよい。
血栓摘出装置の長さを拡張した後に、自己拡張バルブのうちの少なくとも一つは、血栓の
遠位にあってもよい。
血栓摘出装置の長さを拡張した後、バルブの複数の少なくとも２つは異なる外径を有して
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もよい。
この方法は、さらに、血栓摘出装置を使用して血管から血栓の長さを測定し、そして外血
栓の長さに血管内血栓の長さを比較し、実質的に一体的に血管から血栓を除去すること含
んでいてもよい血管。
血管のうちの血栓の長さは、血管から残りの血栓の除去、血管内の血栓の長さ未満である
場合にこの方法は、さらに、備えることができる。
血管からの血栓の長さを測定することは血栓摘出装置のパッケージ上の定規に近接して血
栓を配置すること含むことができる。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００７３】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療する方法は、血管から血栓の長さを測定
し、血栓摘出装置を使用して、実質的に一体的に血管から血栓を除去し、血管内の血栓の
長さを測定し、血管外の血栓の長さと血管内の血栓の長さを比較する。
【００７４】
  この方法は、血管外の血栓の長さが、血管内の血栓の長さよりも短い場合、血管から残
留する血栓を取り除くことをさらに含むことができる。血管内の血栓の長さを測定するこ
とは、コンピュータ断層撮影（ＣＡＴ）スキャンデジタル画像計測、ＣＡＴスキャン、血
管造影、磁気共鳴イメージング（ＭＲＩ）、血管造影、血管造影カテーテルの少なくとも
一つを含むことができる。血管内の血栓の長さを測定することは、コンピュータ断層撮影
（ＣＡＴ）スキャンデジタル画像計測、ＣＡＴスキャン、血管造影、磁気共鳴イメージン
グ（ＭＲＩ）、血管造影、血管造影カテーテルの少なくとも一つを含むことができる。
血管からの血栓の長さを測定することは血栓摘出装置のパッケージ上の定規に近接して血
栓を配置すること含むことができる。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００７５】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療する方法は、マイクロカテーテルの遠位
端に血栓の遠位端を横切る含む血管内のマイクロカテーテルを進め、そして、マイクロカ
テーテルを進めた後、放射状に血栓摘出装置を挿入するステップを含む。マイクロカテー
テルの中に状態を圧縮。
血栓摘出装置は、マイクロカテーテル及び温度以下に暴露されると第２の形状のうち、前
進時に第１の形状を含む織物を形成するために織られた複数のワイヤを含んでいる。
方法はさらに、近位側の部分の位置を維持し、血栓摘出装置を前進した後、マイクロカテ
ーテル内に血栓摘出装置を挿入する血管及びマイクロカテーテル  の遠位端に近接してマ
イクロカテーテルを通して血栓摘出装置を前進し、後血栓摘出装置は、近位にマイクロカ
テーテルを後退している。
マイクロカテーテルから非被覆されると、第１の形状に半径方向に圧縮された形状から織
物の変更。
方法はさらに、マイクロカテーテルを後退させる温度以下で流体を注入した。
温度以下に接触されると、第２の形状への織布の変更。
繊維構造は、第２の形状にあるときにこの方法は更には、ねじりねじり同様の速度でマイ
クロカテーテルと血栓摘出装置の近位部を後退させる、血栓摘出装置をガリガリした後、
血栓摘出装置をガリガリと。
【００７６】
  第１の形状は、複数のバルブを含んでいてもよく、第２の形状は、スパイラルを含んで
いてもよい。
第１の温度が２５℃未満（例えば、１８℃）であってもよい。
織布は、第２の温度以上に曝露される第３の形状を含むことができる。
拡張シリンダを含むことができる第１の形状は、第２の形状は、スパイラルを含んでもよ
く、第３の形状は、複数のバルブを含んでいてもよい。
第２の温度は２５℃より高い（例えば、３７℃）であってもよい。



(39) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

ねじれ耳障り血栓摘出装置は、内皮の壁に付着した血栓の一部を除去血栓摘出装置の径方
向拡張先端部に血栓を捕捉し、血栓摘出装置の半径方向に拡張した遠位部分に塞栓を収集
する少なくとも１つを含むことができる。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
血栓は、マイクロカテーテルの遠位端と遠位端のに近接するまで、
【００７７】
  いくつかの実施形態では、血管内の血栓を治療する方法は、血管内にマイクロカテーテ
ルを介して半径方向に圧縮された状態で血栓摘出装置を進めることを含む。血栓。
血栓摘出装置は、マイクロカテーテルとの温度以上に暴露されると第２の形状のうち、前
進時に第１の形状を含む織物を形成するために織られた複数のワイヤを含んでいる。
方法はさらに、近位にマイクロカテーテルを後退させながら、血栓摘出装置の近位部分の
位置を維持し、血栓摘出装置を進めた。
マイクロカテーテルから非被覆されると、織物の第１の形状に半径方向に圧縮された形状
からの変更と、請求時には温度以上第２の形状への第１の形状から織物の変化にさらされ
ている。
第２の状態で血栓を捕捉することをさらに含む。
【００７８】
  第１の形状は円筒を含むことができ、第２の形状は、複数のバルブを含んでいてもよい
。
第２の形状は、異なる外径、異なる形状、または異なる外径と異なる形状を有することが
できるバルブの複数の少なくとも二つを含むことができる。
第２の形状は、先細りしてもよい。
第２の形状は、ネック部によって分離バルブの複数の少なくとも二つを含むことができる
。
第１の形状は円筒を含むことができ、第２の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
血栓を捕捉すると、ねじり耳障りに血栓摘出装置を含むことができる（例えば、ねじれガ
リガリにより血栓を包む）。
血管は、体内の脳、脚、または他の血管または構造中に血管を含んでいてもよい。
【００７９】
  血栓は、マイクロカテーテルの遠位端と血栓の遠位端部に近接するまで、いくつかの実
施形態では、血管内血栓を治療する方法は、血管及びマイクロカテーテルを介して半径方
向に圧縮された状態で血栓摘出装置を進めることを含む。
血栓摘出装置は、マイクロカテーテルから前進時に第１の形状、第１の温度以下であり、
第２の温度以上に暴露されると第３の形状に暴露されると第２の形状を含む。
方法はさらに、近位にマイクロカテーテルを後退させながら、血栓摘出装置の近位部分の
位置を維持し、血栓摘出装置を進めた。
マイクロカテーテルから非被覆されると、第１の形状に半径方向に圧縮された形状から血
栓摘出装置の変更。
方法はさらに、マイクロカテーテルを後退させる温度以下で流体を注入した。
第１の温度以下と接触すると、血栓摘出装置は、第２の形状に変化する。
方法はさらには、第２の温度以上に曝露されると、血栓摘出装置は、第３の形状に変化す
る。
【００８０】
  血栓摘出装置は、第１の形状、第２の形状、及び第３の形状を含む繊維構造を備えるこ
とができる。
血栓摘出装置は、第１の形状、第２の形状、及び第３の形状を含むレーザ切断構造を含む
ことができる。
少なくとも第１の形状の一及び第２の形状は非円筒形であってもよい。
【００８１】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブに織り管状装置を連結する方法は、ハイポチ
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ューブの遠位端に織られた管状装置の基端部を挿入することを含む。
織り管状装置は、自己拡張バルブを備える。
ハイポチューブは、切り溝を備える。
第１の位置で、かつ織物の間に送達装置からのはんだを提供する複数の切り溝の最遠位切
り溝を通して織り管状装置の基端部に近接してＪ字管を含む送達装置を挿入することをさ
らに含む。、第２の位置に送達装置を移動する管状構造とハイポチューブは、円周方向に
第３に、送達装置を移動させる第２の位置でや織物管状構造とハイポチューブとの間の送
達装置からのはんだを提供する、第１の位置から１８０°離間した。場所は、周方向に周
方向に第１から９０°離間し、第１の位置から第２の位置から９０°離間した第３の位置
に送達装置からのはんだを提供し、織り管状構造とハイポチューブとの間に、第４の位置
に送達装置を移動させます第３の場所からの位置と第２の位置と１８０°から、第４の位
置にして織った管状の構造とハイポチューブの間に送達装置からはんだを提供し、はんだ
を冷却すること。
はんだは、銀系の鉛フリーはんだを含むことができる。
【００８２】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブに織り管状装置を連結する方法は、ハイポチ
ューブの遠位端に織られた管状装置の基端部を挿入することを含む。
ハイポチューブは、切り溝を備える。
少なくとも一つの周方向位置に織られた管状構造とハイポチューブとの間の送達装置から
接合材料を提供することをさらに含む。
接合材料（例えば、はんだ、エポキシ）を提供することは、複数の切り溝の最も遠位の切
り溝を介して織り管状装置の基端部に近接してＪ字管を含む送達装置を挿入するステップ
を含む。
【００８３】
  接合材は、はんだ、エポキシの少なくとも１つを含むことができる。
はんだは、銀系の鉛フリーはんだを含むことができる。
はんだが金系鉛フリーはんだを含むことができる。
接合材を提供することは完全に円弧状の接合材を提供含むことができる。
接合材を提供することは、円周方向に離間した複数の位置で接合材を提供する含み得る。
円周方向に離間した複数箇所で接合材を提供することは周方向に第１の位置から１８０°
離間した第１の位置に送達装置からの結合材料を提供し、織り管状構造とハイポチューブ
との間に、第２の位置に送達装置を動く含むこと、第３の位置に送達装置を動かす、第２
の位置でや織物管状構造とハイポチューブとの間の送達装置からの結合材料を提供するに
は、周方向に配信から接合材料を提供する、第１の位置から第２の位置から９０°離間し
た。第４の場所に送達装置を移動させる第３の場所でと織られた管状の構造とハイポチュ
ーブの間の装置は、円周方向に第３の位置から第１の位置から第２の位置から９０度と１
８０度の間隔をあけて、から接合材料を提供する。第４の場所でや織物管状構造とハイポ
チューブの間の送達装置。
織り管状装置の近位端は、織布管状装置のフィラメントの周りのスリーブや織物管状装置
の露出されたフィラメントを含む遠位部を含む近位部を含むことができる。
円周位置が近位部と遠位部の少なくとも一部を含むことができる。
織り管状装置の基端部は、第１のセグメントに織ら管状装置、織り管状装置の露出したフ
ィラメントを含む第１のセグメントと第２セグメントの遠位のフィラメントの周りのリン
グを含む第１の部分、および第３のセグメントの近位端を含むことができ織管状装置の露
出フィラメントを含む。
円周方向の位置は、第１のセグメント及び第２セグメントの少なくとも一方と第３セグメ
ントの少なくとも一部を含むことができる。
リングは、フィラメントの周りに圧着することができる。
フィラメントは、リングに溶接することができる。
【００８４】
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  いくつかの実施形態では、ハイポチューブに織られた管状装置を連結する方法は、長手
方向の場所で織り、管状装置の内部に、ハイポチューブの遠位端を挿入することを含む、
縦に織られた管状装置とハイポチューブとの間に接合材を提供する。場所。
【００８５】
  この方法はさらに、場所に織ら管状装置の周りのスリーブを配置含んでもよい。
接合材は、はんだ、エポキシの少なくとも１つを含むことができる。
カップリング後、ハイポチューブの遠位端は、織られた管状装置の近位端に近接してもよ
い。
カップリング後、ハイポチューブの遠位端は、織られた管状装置の遠位端に近接してもよ
い。
織り管状装置は、複数のバルブを含んでいてもよい。
カップリング後、ハイポチューブの遠位端は、最も遠位のバルブに近接してもよい。
【００８６】
  いくつかの実施形態では、血栓治療装置の製造方法は、糸ホイールスピンドル上にスプ
ールを複数配置含む。
少なくともスプールの一部は、放射線不透過性ワイヤと、形状記憶ワイヤを含むスプール
の少なくとも一部を含む。
第１心棒上のリングへのワイヤのそれぞれの端部に取り付け、繊維構造を形成する第１の
マンドレルの周りにワンオーバーワンアンダーつのパターンでの放射線不透過性ワイヤと
、形状記憶ワイヤを編組することをさらに含む。
編組は、糸の輪を回転させるスピンドルを回転し、長手方向に離れて糸輪から（例えば、
引く）第１のマンドレルに沿ってリングを拡張のうちの少なくとも１つを含む。
この方法はさらに、形状は第２のマンドレル上に形状設定された繊維構造を設定する形状
、バルブおよびネック部を含む第２のマンドレル上に形状設定さ繊維構造を確保し、実質
的に円筒状に繊維構造を設定し、形状セットを除去することを含む。第２のマンドレルか
らの繊維構造。
【００８７】
  第２のマンドレルは、鎖に沿ってねじ付きバルブを含むことができる。
第２のマンドレル上に形状設定繊維構造を確保することは、ラッピングワイヤの少なくと
も一方、腕輪、および第２のマンドレルのネック部の周りのＣ字形クランプを含むことが
できる。
方法は、第２のマンドレルを形成する工程を含んでもよい。
マンドレルを形成することは鎖に沿ってバルブを糸で結ぶを含むことができる。
鎖に沿ったバルブを糸で結ぶことは、バルブの間にバルブの形状、バルブの大きさ、間隔
を選択することを含むことができる。
マンドレルを形成することは鎖に沿ってバルブの少なくとも一部との間の糸ハイポチュー
ブを含むことができる。
スプールを複数配置すること位置決め互いに隣接する放射線不透過性ワイヤを含むスプー
ルの少なくとも二つを含むことができる。
この方法はさらに、ハイポチューブに形状設定繊維構造を接合含み得る。
繊維構造は、２つの正弦波の放射線不透過性ワイヤと位相が１８０°ずれそれぞれ含むを
含むことができる。
繊維構造は、三正弦波放射線不透過性ワイヤと位相が１２０°ずれそれぞれ含むを含むこ
とができる。
繊維構造は、放射線不透過性ワイヤ、１８０°第１の正弦波からずれた放射線不透過性ワ
イヤを含む第２の正弦波を含む第１の正弦波を含むことができる、放射  線不透過性ワイ
ヤとを含む第３相の正弦波は、７．５°することにより、第１の正弦波からずれます°、
および放射線不透過性ワイヤと相とを含む第４の正弦波  は、７．５°によって第３の正
弦波からずれた。
第２のマンドレル上に形状設定繊維構造の確保が第２のマンドレルのネック部に腕輪を包
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む含むことができる。
第２のマンドレル上に形状設定繊維構造の確保が第２のマンドレルのネック部にＣ字形ク
ランプを包む含むことができる。
【００８８】
  いくつかの実施形態では、血栓治療装置の製造方法で繊維構造を設定する形状、繊維構
造を形成するために、バルブやネック部などのマンドレルの周りにワイヤを編組糸ホイー
ル上のスピンドル上のワイヤのスプールを複数配置含む。マンドレルと、マンドレルから
形状設定繊維構造を除去する。
【００８９】
  第２のマンドレルは、鎖に沿ってねじ付きバルブを含むことができる。
編組は離れて糸輪からの配線のそれぞれの端部に取り付けられたリングを引っ張って備え
ることができる。
この方法はさらに、形状の設定の前に、マンドレル上の繊維構造を固定含んでもよい。
この方法はさらに、マンドレルを形成する工程を含んでもよい。
マンドレルを形成することは鎖に沿ってバルブを糸を含むことができる。
鎖に沿ったバルブを糸は、バルブの間にバルブの形状、バルブの大きさ、間隔を選択する
ことを含むことができる。
マンドレルを形成することは鎖に沿ってバルブの少なくとも一部との間の糸ハイポチュー
ブを含むことができる。
この方法はさらに、ハイポチューブに形状設定繊維構造を接合含み得る。
第２のマンドレル上に形状設定繊維構造の確保が第２のマンドレルのネック部にワイヤを
巻き付ける含むことができる。
第２のマンドレル上に形状設定繊維構造の確保が第２のマンドレルのネック部に腕輪を包
む含むことができる。
第２のマンドレル上に形状設定繊維構造の確保が第２のマンドレルのネック部にＣ字形ク
ランプを包む含むことができる。
【００９０】
  いくつかの実施形態では、血栓治療装置の製造方法は、糸ホイールスピンドル上にスプ
ールを複数配置含む。
少なくともスプールの一部は、放射線不透過性ワイヤを含み、スプールの少なくとも一部
は、形状記憶ワイヤを含む。
スプールの複数の互いに隣接する放射線不透過性ワイヤを含むスプールのうちの少なくと
も２つを配置することを含む配置。
この方法はさらに、繊維構造を形成するために放射線不透過性ワイヤと、形状記憶ワイヤ
を編組含む。
【００９１】
  繊維構造は、２つの正弦波の放射線不透過性ワイヤと位相が１８０°ずれそれぞれ含む
を含むことができる。
繊維構造は、三正弦波放射線不透過性ワイヤと位相が１２０°ずれそれぞれ含むを含むこ
とができる。
繊維構造は、放射線不透過性ワイヤ、１８０°第１の正弦波からずれた放射線不透過性ワ
イヤを含む第２の正弦波を含む第１の正弦波を含むことができる、放射線不透過性ワイヤ
とを含む第３相の正弦波は、７．５°とすることにより、第１の正弦波からずれ、および
放射線不透過性ワイヤと相とを含む第４の正弦波は、７．５°によって第３の正弦波から
ずれた。
この方法はさらに、ハイポチューブに形状設定繊維構造を接合含み得る。
【００９２】
  いくつかの実施形態では、血栓治療装置の製造方法は、少なくとも１つのブッシングと
、少なくとも一つのコレットを使用して、ハイポチューブを保持し、ハイポチューブに切
り溝、複数のパターンを切断含む。
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パターンをカットすることで、ハイポチューブ集束レーザービームを向けると、長手方向
及び回転集束レーザビームは、複数の切り溝を形成するハイポチューブを切断するような
設計にハイポチューブを移動させることを含む。
集束レーザは熱衝撃水たまりを作成する。
熱衝撃パドルは、切り溝幅と、複数の長さよりも小さい。
方法はさらに、ハイポチューブを通して流体を、パターンを切断する時に流れる。
【００９３】
  集束レーザービームを向けることは、複数の切り溝の縁部の内側に熱衝撃パドルを作成
含むことができる。
パターンをカットすると、熱衝撃水たまりを切り取る含むことができる。
集束レーザービームを向けることは、複数の切り溝の縁部に熱衝撃パドルを作成含むこと
ができる。
集束レーザービームを向けることは、複数の切り溝の角部に熱衝撃パドルを作成含むこと
ができる。
設計は、切り溝の複数のエッジを概説含み得る。
設計は、比較的切り溝の複数の対角集光レーザービームを移動含むことがハイポチューブ
の移動を含むことができる。
デザインは、スパイラルを含むことができる。
ハイポチューブを保持することは、ハイポチューブの外径よりも少なくとも０．００１イ
ンチ大きい直径を有することができる開口部を含む少なくとも１つのブッシングを使用し
て含んでもよい。
ハイポチューブを保持することは、ハイポチューブの外径よりも少なくとも０．００１イ
ンチ大きい直径を有することができる開口部を含む少なくとも１つのコレットを使用して
含んでもよい。
ハイポチューブを保持するコレット（複数）の開口部の径を調整含み得る。
流体を流すと、流体を収容するリザーバの高さを調節することを含むことができる。
流体を流すことは、流体とハイポチューブを収容するリザーバとの間の水入口ゲートの高
さを調節することを含むことができる。
【００９４】
  いくつかの実施形態では、血栓治療装置の製造方法は、ハイポチューブに切り溝の複数
の列を含むパターンを切断含む。
パターンをカットすることで、ハイポチューブ集束レーザービームを向けると、長手方向
及び回転集束レーザビームは、複数の切り溝を形成するハイポチューブを切断するように
、ハイポチューブを移動させることを含む。
集束レーザは熱衝撃水たまりを作成する。
熱衝撃パドルは内側に切り溝の複数のエッジである。
【００９５】
  この方法はさらに、ハイポチューブを通して流体を流す含んでもよい。
この方法はさらに、ブッシングとコレットのうちの少なくとも１つを用いて、ハイポチュ
ーブを保持含み得る。
【００９６】
  いくつかの実施形態では、血栓治療装置の製造方法は、ハイポチューブにパターンを切
断し、パターンを切断する時に、ハイポチューブを通って流体を流す含む。
パターンは、各２切り溝と２つのステムと各２切り溝と２つのステムを含む長手方向に間
隔を置いた列の第２のパターンを含む、長手方向に離間した列の第１のパターンを含む。
２は、第１のパターンの列のそれぞれは、円周方向に反対しているにステム（例えば、１
８０°離れた。）。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
２は、第２のパターンの列のそれぞれが円周方向に反対しているにステム（例えば、１８
０°離れた。）。
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第２のパターンの列は、第１のパターンの列が点在している。
第２のパターンのステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてい
る。
【００９７】
  各列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度を付けてもよい。
第１のパターンと第２パターンの各列の切り溝は、丸みを帯びた縁部を有していてもよい
。
第１のパターンと第２のパターンの長手方向に間隔を置いた列のピッチがよいハイポチュ
ーブに沿って長手方向に変化する。
【００９８】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、自己拡張繊維構造を
形成するために織られた複数のワイヤを含む。
複数のワイヤは、形状記憶ワイヤおよび２のオフセットの正弦波で形成する少なくとも二
つの放射線不透過性のワイヤを含んでいる。
【００９９】
  少なくとも２つの正弦波の線の交差部は、実質的に均一な間隔であってもよい。
少なくとも２つの正弦波の少なくとも一方は、放射線不透過性の複数のワイヤを含むこと
ができる。
少なくとも２つの正弦波の各々は、放射線不透過性の複数のワイヤを含むことができる。
少なくとも２つの正弦波は１８０°オフセットされてもよい。
少なくとも２つの正弦波が、１２０°ずれた３の正弦波を含むことができる。
繊維構造は、複数のバルブを含んでいてもよい。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、血管内の測定を容易にするための装置は、自己拡張繊維構造
を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造を自己拡張型は、非圧縮状態で織られた複数のバルブを含む。
複数のワイヤは、形状記憶ワイヤを含み、少なくとも２つの放射線不透過性ワイヤは、Ｘ
線下での形状記憶ワイヤから視覚的に異なる少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦
波を形成する。
少なくとも二つの長手方向にオフセットの正弦波は、血管の長さの測定を容易にする。
【０１０１】
  血管内の測定は、血栓、動脈瘤のネック部、および／または狭窄の長さの長さの測定を
含むことができる。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の交差部は、均一に離間されてもよい。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の少なくとも一方は、長手方向に平列な繊
維構造に沿って間隔を置いて配置され、周方向に隣接する放射線不透過性の複数のワイヤ
を含むことができる。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の少なくとも一方は、長手方向に平列な繊
維構造に沿って間隔を置いて配置され周方向に隣接する２つの放射線不透過性ワイヤを含
んでもよい。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の少なくとも一方は、長手方向に平列な繊
維構造に沿って離間する３つの円周方向に隣接する放射線不透過性ワイヤを含んでもよい
。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の各々は、長手方向に平列な繊維構造に沿
って間隔を置いて配置され、周方向に隣接する放射線不透過性の複数のワイヤを含むこと
ができる。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の各々は、長手方向に平列な繊維構造に沿
って間隔を置いて配置され周方向に隣接する２つの放射線不透過性ワイヤを含んでもよい
。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の各々は、長手方向に平列な繊維構造に沿
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って離間する３つの円周方向に隣接する放射線不透過性ワイヤを含んでもよい。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波は１８０°オフセットされてもよい。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波は、Ｘ線下で可視の少なくとも三つの長手
方向にオフセット正弦波を形成する少なくとも三つの放射線不透過性ワイヤを含んでもよ
い。
３長手方向にオフセット正弦波は１２０°だけオフセットされてもよい。
繊維構造は、第１のセクションにバルブと第２部分を含む第１の近位部を含むことができ
る。
２番目のセクションでは、バルブの複数の半径方向内側であってもよい。
少なくとも２つの正弦波の交差部は、第１のセクションに沿って第１の距離だけ離間され
てもよく、第２の部分に沿って第２の距離だけ離間されてもよい。
第１の距離は、第２の距離よりも異なっていてもよい。
【０１０２】
  いくつかの実施形態では、血管内の測定を容易にするための装置は、自己拡張繊維構造
を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
複数のワイヤは、形状記憶ワイヤを含み、少なくとも２つの放射線不透過性ワイヤは、Ｘ
線下での形状記憶ワイヤから視覚的に異なる少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦
波を形成する。
装置は、均一に第１の距離と均一第１の距離とは異なる第２の距離だけ離れた少なくとも
二つの縦方向にオフセット正弦波を含む第２の部分だけ離れ少なくとも二つの長手方向に
オフセットの正弦波を含む第１の部分を含む。
【０１０３】
  少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の少なくとも一方は、長手方向に平列な
繊維構造に沿って間隔を置いて配置され、周方向に隣接する放射線不透過性の複数のワイ
ヤを含むことができる。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の各々は、長手方向に平列な繊維構造に沿
って間隔を置いて配置され、周方向に隣接する放射線不透過性の複数のワイヤを含むこと
ができる。
【０１０４】
  いくつかの実施形態では、血管内の測定を容易にするための装置は、自己拡張繊維構造
を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
複数のワイヤは、形状記憶ワイヤを含み、少なくとも２つの放射線不透過性ワイヤは、Ｘ
線下での形状記憶ワイヤから視覚的に異なる少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦
波を形成する。
少なくとも二つの長手方向にオフセットの正弦波は、血管内の測定を容易にする。
【０１０５】
  少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の交差部は、均一に離間されてもよい。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の少なくとも一方は、長手方向に平列な繊
維構造に沿って間隔を置いて配置され、周方向に隣接する放射線不透過性の複数のワイヤ
を含むことができる。
少なくとも二つの長手方向にオフセット正弦波の各々は、長手方向に平列な繊維構造に沿
って間隔を置いて配置され、周方向に隣接する放射線不透過性の複数のワイヤを含むこと
ができる。
【０１０６】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、バルブ、複数の繊維
構造を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、最終処理を含む遠位端を含む。
【０１０７】
  終了処理は、ポリマーコーティングを含むことができる。
ポリマーは、放射線不透過性粒子を含むことができる。
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終了処理は、放射線不透過性マーカーを含むことができる。
遠位端は、バルブの複数の半径方向内側であってもよい。
【０１０８】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、近位端、遠位端、少なくとも三つの織布バルブ、及び長手方向軸線を有して
いる。
複数のワイヤの各々の遠位端は、それによって柔軟性の少なくとも一方を提供するように
構成された複数のワイヤの先端をカット生成、繊維構造の長手方向軸に対して横切る平面
に沿ってトリミングされ、リスクを減少させます血管は、装置によって穿刺される。
【０１０９】
  切断遠位端は、治療をさらに対象となることがある。
治療は、溶接および／または研磨を含むことができる。
切断遠位端はないさらなる処理を受ける可能性がある。
切断先端部がほつれないことができる。
装置は、少なくともポリマーコーティングカット遠位端を含むことができる。
ポリマーは、放射線不透過性粒子を含むことができる。
装置は、ポリマーの非存在によって維持内腔を含むことができる。
装置は、少なくともポリマーの一方と切断先端部に連結された放射線不透過性マーカーを
含むことができる。
装置は、切断先端部に連結された放射線不透過性マーカーを含むことができる。
複数のワイヤの遠位端は、繊維構造の長手方向の軸に対して９０°の角度でトリミングす
ることができる。
【０１１０】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、長手方向軸、縦軸に平列な内腔、及び織布バルブを複数備えている。
繊維構造は、近位端および遠位端を含む。
繊維構造の遠位端は、繊維構造の長手方向軸に対して横切る平面に沿ってトリミングされ
、複数本のワイヤの各々の遠位端を含む。
繊維構造の遠位端は、ポリマーコーティングの複数のワイヤと、複数本のワイヤの先端に
連結された放射線不透過性マーカーの少なくとも遠位端からなる群から選択されたエンド
処理を含む。
終了処理は、繊維構造の内腔を維持している。
【０１１１】
  終了処理は、ポリマーコーティング複数のワイヤの少なくとも遠位端を含むことができ
る。
ポリマーは、放射線不透過性粒子を含むことができる。
終了処理は、ポリマーに結合された放射線不透過性マーカーを含むことができる。
終了処理は、さらに、複数のワイヤの遠位端に結合された放射線不透過性マーカーを含む
ことができる。
終了処理は、複数のワイヤの遠位端に結合された放射線不透過性マーカーを含むことがで
きる。
複数のワイヤの遠位端は、繊維構造の長手方向の軸に対して９０°の角度でトリミングす
ることができる。
【０１１２】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、ポリマーコーティングを含む遠位端を含む。
ポリマーコーティングは、放射線不透過性粒子を含む。
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繊維構造の遠位端は、少なくとも部分的に繊維構造の長手方向軸に対して横切る平面に沿
ってトリミングされ、複数本のワイヤの先端によって規定される。
【０１１３】
  装置は、ポリマーコーティングが存在しないことによって維持され、内腔を含むことが
できる。
複数のワイヤの遠位端は、繊維構造の長手方向の軸に対して９０°の角度でトリミングす
ることができる。
【０１１４】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、バルブの間でバルブ
とネック部、複数の繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
ネックは、周方向の繊維構造の周囲にオフセットされている。
【０１１５】
  バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態のほぼ円形の断面を有してもよい。
ネックは、バルブの弦に沿って整列させることができる。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に球形の形状を有することが
できる。
ネックは、球体の弦に沿って整列させることができる。
ネックは、第経度と第２経度の間に１８０度を交互にすることができる。
ネック部は、バルブの各々の間に１２０°の周方向に回転させることができる。
ネック部は、円周方向にバルブの各々の間に９０°回転させてもよい。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に多角形の断面を有してもよ
い。
ネックは、バルブの頂部に沿って整列させることができる。
【０１１６】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、繊維構造を形成する
ために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、第１バルブ、第２バルブと、第１バルブ及び第２バルブとの間のネックを備
えている。
第１のバルブが拡張した状態で、一般的に円形の断面と第１のコードを含む。
第２のバルブが拡張した状態で、一般的に円形の断面および放射状に第１の弦から離間さ
れた第２のコードを含む。
装置は、第１コード及び第２コードに整合長手方向軸を備える。
ネック部は、長手方向軸に沿って整列される。
【０１１７】
  バルブの各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に球形の形状を有することができ
る。
繊維構造は、第１バルブ及び第２バルブを含むバルブを複数備えていてもよい。
バルブの複数の各拡張状態において、ほぼ円形の断面とコードを含んでもよい。
ネック複数のバルブ、複数の間であってもよい。
ネック部に複数の第１および第２経度経度の間に１８０度を交互にすることができる。
ネック複数のバルブ、複数のそれぞれの間に１２０度の周方向に回転することができる。
ネック複数の円周方向に複数のバルブのそれぞれの間に９０°回転させてもよい。
【０１１８】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、バルブ間のバルブやネック部の複数を含む。
ネックは、周方向の繊維構造の周囲にオフセットされている。
【０１１９】
  バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で略半球形状を有することができる。
ネックは、半球の弦に沿って整列させることができる。
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バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に多角形の断面を有してもよ
い。
ネックは、バルブの頂部に沿って整列させることができる。
ネックは、第経度と第２経度の間に１８０度を交互にすることができる。
ネック部は、バルブの複数間の１２０°の周方向に回転させることができる。
ネック部は、バルブの複数の間に９０°の周方向に回転させることができる。
【０１２０】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、長手方向軸線と、複数のバルブを含む。
バルブの複数のバルブは、位相は、繊維構造の長手方向の軸に対してシフトされる。
【０１２１】
  バルブは、１８０°の位相シフト角だけ位相シフトしてもよい。
バルブは、１２０°の位相シフト角だけ位相シフトしてもよい。
バルブは、９０°の位相シフト角だけ位相シフトしてもよい。
バルブは、非対称位相シフト角の複数の位相シフトであってもよい。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に球形の形状を有することが
できる。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で略半球形状を有することができる。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に多角形の断面を有してもよ
い。
装置は、バルブの複数のバルブ、複数の近位の少なくとも二つのバルブの間にネックを含
み、および／またはバルブの複数の遠位にすることができる。
【０１２２】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、繊維構造を形成する
ために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、長手方向軸、第１バルブ、第２バルブと、第１バルブ及び第２バルブとの間
のネックを備えている。
第１のバルブが拡張した状態で、一般的に円形の断面を備えている。
第１のバルブはオフセンター位置に長手方向軸線と交差する。
第２のバルブが拡張した状態で、一般的に円形の断面を備えている。
第２バルブは、中心を外れた位置で縦軸と交差する。
ネック部は、長手方向軸に沿って整列される。
第１及び第２のバルブは異なる半径方向に長手方向の軸からオフセットされている。
【０１２３】
  バルブの各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に球形の形状を有することができ
る。
繊維構造は、第１バルブ及び第２バルブを含むバルブを複数備えていてもよい。
バルブの複数の各々は、中心から外れた位置で縦軸と交差する拡張した状態で、一般的に
円形の断面を含んでもよい。
繊維構造は、さらに、バルブの複数のバルブの対の間のネック部を含むことができる。
縦軸からバルブの複数の半径方向オフセットは、バルブの複数のバルブのペアの間に１８
０°とすることができる。
縦軸からバルブの複数の半径方向オフセットは、バルブの複数のバルブのペア間の１２０
°とすることができる。
縦軸からバルブの複数の半径方向オフセットは、バルブの複数のバルブのペアの間に９０
°とすることができる。
【０１２４】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
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繊維構造は、バルブの間に、長手方向軸、バルブの複数と、ネックを備える。
ネックは、異なる半径方向に長手軸からオフセットされている。
【０１２５】
  バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で略半球形状を有することができる。
ネックは、半球の弦に沿って整列させることができる。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に多角形の断面を有してもよ
い。
ネックは、バルブの頂部に沿って整列させることができる。
ネックは、第経度と第２経度の間に１８０度を交互にすることができる。
ネック部は、バルブの複数間の１２０°の周方向に回転させることができる。
ネック部は、バルブの複数の間に９０°の周方向に回転させることができる。
【０１２６】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、長手方向軸、バルブ複数のバルブとの間にネックを複数備えている。
バルブの複数のバルブは、位相は、繊維構造の長手方向の軸に対してシフトされる。
【０１２７】
  バルブは、１８０°の位相シフト角だけ位相シフトしてもよい。
バルブは、１２０°の位相シフト角だけ位相シフトしてもよい。
バルブは、９０°の位相シフト角だけ位相シフトしてもよい。
バルブは、非対称位相シフト角の複数の位相シフトであってもよい。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に球形の形状を有することが
できる。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で略半球形状を有することができる。
バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に多角形の断面を有してもよ
い。
繊維構造は、さらに、バルブの複数のバルブおよび／またはネック部の遠位複数のネック
の近位を含むことができる。
【０１２８】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、繊維構造を形成する
ために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、第１の温度で第１の形状、第１の温度より高い第２の温度で第２の形状、及
び応力誘起マルテンサイトを含む第３の形状を含む。
【０１２９】
  第３の形状は、円筒形の形状を含むことができる。
応力誘起マルテンサイトは、シースの内側壁によって誘導され得る。
第１の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
第２の形状は、複数のバルブを含んでいてもよい。
第１の温度が２５℃未満（例えば、１８℃）であってもよい。
第２の温度は少なくとも２５℃（例えば、３７°Ｃ）であってもよい。
【０１３０】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、第１の温度で第１の形状、第１の温度より高い第２の温度で第２の形状、及
び応力誘起マルテンサイトを含む第３の形状を含む。
第１の温度が２５℃未満である。第２の形状は、複数のバルブを含む。
第２の形状は、第１の形状とは異なる。
第３の形状は、第１の形状及び第２形状とは異なる。
繊維構造がするように構成されているシースから展開時に第２の形状に第３の形状から自
己拡張。
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繊維構造は、第１の温度以下に暴露されると第１の形状に第２の形状から変換するように
構成されている。
【０１３１】
  第１の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
第３の形状は、円筒形の形状を含むことができる。
応力誘起マルテンサイトは、シースの内側壁によって誘導され得る。
バルブの複数は、少なくとも３つのバルブを備えることができる。
第１の温度が１８未満℃であってもよい。第２の温度は少なくとも２５℃であり得る。
【０１３２】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、第１の温度で第１の形状、第１の温度より高い第２の温度で第２の形状、及
び応力誘起マルテンサイトを含む第３の形状を含む。
第１の温度が２５℃未満である。第２の形状は、複数のバルブを含む。
第２の形状は、第１の形状とは異なる。
第３の形状は、第１の形状及び第２形状とは異なる
【０１３３】
  第１の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
第３の形状は、円筒形の形状を含むことができる。
応力誘起マルテンサイトは、シースの内側壁によって誘導され得る。
バルブの複数は、少なくとも３つのバルブを備えることができる。
第１の温度が１８未満℃であってもよい。第２の温度は少なくとも２５℃であり得る。繊
維構造は、シースから展開時に第２の形状に第３の形状から、自己拡張するように構成す
ることができる。
繊維構造は、第１の温度以下に暴露されると第１の形状に第２の形状から変換するように
構成されてもよい。
【０１３４】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置は、繊維構造を形成する
ために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、第１の温度で第１の形状、第１の温度より高い第２の温度で第２の形状、及
び第２の温度よりも高い第３の温度で第３の形状を含む。
【０１３５】
  第２の形状は、円筒形の形状を含むことができる。
第３の形状は、複数のバルブを含んでいてもよい。
第１の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
第１の温度が２５℃未満（例えば、１８℃）であってもよい。
第２の温度は２５℃と３７℃の間であってもよい。第３の温度は、少なくとも３７℃であ
り得る。
【０１３６】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、第１の温度で第１の形状、第１の温度より高い第２の温度で第２の形状、及
び第２の温度よりも高い第３の温度で第３の形状を含む。
第１の形状は、スパイラルを備える。
第２の形状は、円筒形状を有している。
第２の形状は、第１の形状とは異なる。
第３の形状は、バルブを複数備えている。
第３の形状は、第１の形状及び第２形状とは異なる。
繊維構造は、第１の温度以下に暴露されると第２の形状に第３の形状に変換するように構
成されている。
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繊維構造は、第３の温度への暴露以上シースから配備の少なくとも一方の際に第３の形状
の第２の形状から変換するように構成されている。
【０１３７】
  第１の温度が２５℃未満であってもよい。第２の温度は２５℃と３７℃の間であっても
よい。第３の温度は、少なくとも３７℃であり得る。バルブの複数の５～２０のバルブを
含んでいてもよい。
繊維構造は、完全に中空であってもよい。
第１の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
第３の形状は、円筒形の形状を含むことができる。
【０１３８】
  いくつかの実施形態では、血管内に血栓を治療するための装置を形成する方法は、第１
の温度で構造体の第１の形状を付与するための構造を熱処理を含む。
構造体は、形状記憶材料を含む。
この方法はさらに、構造体に第３の形状を付与するために構造体の処理構造及び熱第２の
形状を付与するための構造を熱処理を含む。
【０１３９】
  この方法は、さらに、形状記憶材料を含む複数のワイヤの少なくとも一部を構造を形成
する複数のワイヤを織る含み得る。
この方法は、少なくとも部分的に形状記憶材料の組成に基づいて、熱処理の温度を選択す
ることを含んでもよい。
第１の形状を付与する構造を熱処理は、１０分～２分間、４００℃と４５０℃の間の温度
であってもよい。
第２の形状を付与するために構造体を熱処理は、１８０分に２０分間５００°Ｃと５５０
°Ｃの温度であってもよい。
第１の形状を付与する構造を熱処理は、１０分で３分間、４００℃と４５０℃の間の温度
であってもよい。
第１の形状を付与する構造を熱処理は、１０分で５分間、５００℃と５５０℃の間の温度
であってもよい。
第２の形状を付与するために構造体を熱処理は、１０分で３分間、４００℃と４５０℃の
間の温度であってもよい。
第１の形状を付与する構造を熱処理は、１０分に３分間５００°Ｃと５５０°Ｃの温度で
あってもよい。
第２の形状は、複数のバルブを含んでいてもよい。
第３の形状は、スパイラルを含んでいてもよい。
【０１４０】
  いくつかの実施形態では、カテーテルは、長手方向軸を有するハイポチューブを含むを
含む。
ハ イポチューブは、作業ルーメン、それぞれ２切り溝と第１円周方向にオフセット２ス
テム、および各２切り溝と２を含む長手方向に離間し、複数の列を含む第２のパ  ターン
を含む、長手方向に離間し、複数の列を含む第１のパターンを含む。第１の周方向とは逆
の第２の円周方向にオフセットステム。
第２のパターンの列が単独で交互に第１のパターンの列が点在している。
第１のパターンと第２のパターンの長手方向に離間切り溝のピッチがハイポチューブの長
手方向軸に沿って変化する。
【０１４１】
  ハイポチューブは、第１のセクション、第２のセクション、第３のセクション、第４の
セクション、第５のセクション、第６のセクションを含んでいてもよい。
第１のセクション０．００５インチ（約０．１３ミリメートル）のピッチを有することが
できる。
第２のセクションは、０．０１インチ（約０．２５ミリメートル）のピッチを有すること
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ができる。
第３のセクションは、０．０２インチ（約０．５１ミリメートル）のピッチを有すること
ができる。
第４のセクションは、０．０４インチ（約１ｍｍ）のピッチを有することができる。
第５のセクションは、０．０８インチ（約２ｍｍ）のピッチを有することができる。
第６のセクションは、０．０１６インチ（約４ｍｍ）のピッチを有することができる。
第１のセクションでは、ハイポチューブの最遠位部分であってもよい。
第１のセクションでは、ハイポチューブの２０％とすることができる。
第２のセクションは、第１のセクションの近位であってもよい。
第２のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第３のセクションには、第２のセクションに近接することができる。
第３のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第４のセクションは、第３のセクションに近接することができる。
第４のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第５のセクションでは、第４のセクションに近接することができる。
第５のセクションは、ハイポチューブの１５％であってもよい。
第６のセクションでは、第５のセクションに近接することができる。
第６のセクションは、ハイポチューブの２０％であってもよい。
第１のパターンと第２のパターンをレーザーカットしてもよい。
カテーテルはさらに、ハイポチューブの外側の少なくとも一部にポリマーコーティングを
含むことができる。
ポリマーコーティングの少なくとも１つのパラメータは、ハイポチューブの長手方向軸に
沿って変化してもよい。
材料、厚さ、およびデュロメーター：パラメータ（複数可）の一つ以上からなる群から選
択され得る。
ポリマーコーティングのパラメータ（単数または複数）の変化は、長手方向に離間切り溝
のピッチの変化に（例えば、実質的に整列した）位置合わせすることができる。
カテーテルはさらに、ハイポチューブの内部の少なくとも一部にポリマーコーティングを
含むことができる。
ハイポチューブは、ステンレス鋼を含むことができる。
ハイポチューブは、形状記憶材料を含むことができる。
切り溝の各々は、丸みを帯びた縁部を含んでもよい。
各列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度をなしてもよい。
ポリマーコーティングは、疎水性であってもよい。
【０１４２】
  いくつかの実施形態では、カテーテルは、長手方向軸、ハイポチューブの外側の少なく
とも一部の径方向の外側をコーティングする第１のポリマー、ハイポチューブの内側の少
なくとも一部の径方向の外側をコーティングする第２のポリマーを含むハイポチューブを
備える。
ハイポチューブは、第１の周方向にオフセットされた２つの切り溝と２つのステムをそれ
ぞれ含む長手方向に離間した複数の列を有する少なくとも一つのパターンを含む。
【０１４３】
  第１のポリマーコーティング（例えば、異なる材料を含む）は、第２のポリマーコーテ
ィングと異なっていてもよい。
第１のポリマーコーティングの少なくとも１つのパラメータは、ハイポチューブの長手方
向軸に沿って変化してもよい。
材料、厚さ、およびデュロメーター：パラメータ（複数可）の一つ以上からなる群から選
択され得る。
パターンは、長手方向に離間した列の複数の長手方向に離間し、複数の列を含む第２のパ
ターンを含む第１のパターンを含むことができる。



(53) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

第１のパターンの列の各々は、二つの切り溝を含んでいてもよい２つは第１の周方向にオ
フセットステム。
第２のパターンの列の各々は、二つの切り溝を含んでいてもよい２つは第１の周方向反対
側の第２の円周方向にオフセットステム。
第２のパターンの列は、単独で交互に第１のパターンの列に散在することができる。
長手方向に離間した切り溝のピッチがハイポチューブの長手方向軸に沿って変化してもよ
い。
第１のポリマーコーティングのパラメータ（単数または複数）の変化は、長手方向に離間
切り溝のピッチの変化に（例えば、実質的に整列した）位置合わせすることができる。
第１のポリマーコーティングは、疎水性であってもよい。
【０１４４】
  いくつかの実施形態では、カテーテルは、長手方向軸と、ハイポチューブの外側の少な
くとも一部の上にポリマーコーティングを有するハイポチューブを備える。
ハイポチューブは、長手方向に離間し、複数の列を含む少なくとも一つのパターンを含む
。
長手方向に離間した列のピッチがハイポチューブの長手方向軸に沿って変化する。
ポリマーコーティングの少なくとも１つのパラメータは、ハイポチューブの長手方向軸に
沿って変化する。
パラメータ（複数可）の材料、厚さ、およびデュロメータの少なくとも一つからなる群か
ら選択され得る。
【０１４５】
  ポリマーコーティングのパラメータ（単数または複数）の変化はｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎ
ａｌｌｙ－離間した列のピッチの変化に（例えば、実質的に整列した）位置合わせするこ
とができる。
長手方向に離間した列の各々は、第１の周方向にオフセット２切り溝と２つのステムを含
むことができる。
ポリマーコーティングは、疎水性であってもよい。
カテーテルはさらに、ハイポチューブの内部の少なくとも一部分の内側ポリマーコーティ
ングを含むことができる。
ポリマーコーティング（例えば、異なる材料を含む）は、内側ポリマーコーティングと異
なっていてもよい。
【０１４６】
  いくつかの実施形態では、装置を熱処理するためのシステムバス媒体を含むように構成
されたチャンバと、チャンバ内の血管と流体室の上流側装置、空気入口ゲートを保持する
ように構成され、ガス源に結合されるように構成バス媒体、空気入口ゲートと室との間の
加熱素子、及び空気入口ゲートと室との間に多孔板を  流動化するために、チャンバ内に
ガスを流する。
チャンバは、取り外し可能なフランジを含む。
血管は、機械的に着脱可能なフランジに結合されている。
【０１４７】
  バス媒体は砂を含んでもよい。
バス媒体は、不燃性の粒子を含むことができる。
多孔板は、発熱体と空気入口ゲートの間であってもよい。
取り外し可能なフランジは、機械的に血管と取り外し可能なフランジを連結腕の通過を可
能にするように構成された導管を含むことができる。
腕の長さの調整は、チャンバ内の血管の高さを調整することができる。
チャンバー内の温度は、加熱装置からの距離に垂直方向に変化してもよい。
システムはさらに、空気入口ゲートに結合された空気流入レギュレータを含んでもよい。
空気流入調整器の高さは、チャンバ内にガスの速度を調整する調整可能であってもよい。
ガス源は、窒素を含むことができる。
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ガス源は、空気を含むことができる。
ガス源は、水素を含むことができる。
ガス源は、一酸化炭素を含んでいてもよい。
【０１４８】
  いくつかの実施形態では、装置を熱処理するためのシステムバス媒体を含むように構成
されたチャンバと、チャンバ内の血管と流体室の上流側装置、空気入口ゲートを保持する
ように構成され、ガス源に結合されるように構成バス媒体、空気入口ゲートと室との間の
発熱体と、少なくとも空気入口ゲートの一方の加熱要素を調整することにより、室内の温
度を調節する温度調節器を流動化するために、チャンバ内にガスを流する。
システムは、さらに、電気的に温度調節器に接続された温度センサを含むことができる。
【０１４９】
  いくつかの実施形態では、システムは、（例えば、装置を熱処理するための）バス媒体
、チャンバ内の血管及び装置を保持するように構成を含むように構成されたチャンバを備
え、アームを機械的に着脱可能なフランジのチャンバを連結する。
チャンバ内へのガスの流れは、バス媒体を流動化するように構成されている。
チャンバは、ハンドルを含む取り外し可能なフランジを含む。
コンテナの高さには、いくつかの実施形態では、調整可能である。
【０１５０】
  アームは、少なくともワイヤの一つ、複数のワイヤと、ハイポチューブを含むことがで
きる。
腕の長さの調整は、チャンバ内の血管の高さを調整することができる。
取り外し可能なフランジの分離チャンバから血管の除去を可能にすることができる。
システムはさらに、取り外し可能なフランジの内面と取り外し可能なフランジ部の外周面
の少なくとも一方に空気シーラントリベットを含んでもよい。
【０１５１】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブを切断するためのシステムは、集束レーザビ
ームを生成するように構成されたレーザを含み、ブッシュは、ハイポチューブを支持する
少なくとも部分的に構成され、コレットは、少なくとも部分的に、ハイポチューブ、流体
フローシステムをサポートするように構成され、かつコンベヤシステムは、長手方向（集
光レーザービームによりハイポチューブの切断中に、例えば）ハイポチューブを前進させ
るように構成する。
コレットは、調整可能な直径の開口部を含む。
流体フローシステムは、水入口手段と流体（集束レーザービームによってハイポチューブ
の切断時に、例えば）ハイポチューブの端部に結合されるように構成された水入口ゲート
を含む。
【０１５２】
  集束レーザビームがカットされるパターンの最も狭い寸法よりも小さい最大幅の寸法を
有していてもよい。
集束レーザビームがカットされるパターンの最も狭い寸法を超えない、１２０％以下大き
い最大幅の寸法を有していてもよい。
ブッシュは、ハイポチューブの外径よりも大きく、少なくとも０．００１インチ（約０．
０２５ミリメートル）の直径を有する開口部を含んでもよい。
コレットは、ハイポチューブの外径よりも大きく、少なくとも０．００１インチ（約０．
０２５ミリメートル）の直径を有する開口部を含んでもよい。
水入装置は、調整可能な高さを有することができる。
水入口ゲートは、調整可能な高さを有することができる。
レーザはＹＡＧレーザを含むことができる。
レーザー１０６０ｎｍ以下の波長を有することができる。
【０１５３】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブを切断するためのシステムは、少なくとも部
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分的に構成された流体フローシステム、縦方向に構成されたコンベヤシステムハイポチュ
ーブを前進し、ブッシングの少なくとも１つ、コレット（ハイポチューブの支持体を含む
、例えば、切断の間にハイポチューブ）。
流体フローシステムは、水入口手段と流体ハイポチューブの端部に結合されるように構成
された水入口ゲートを含む。
【０１５４】
  コレットは、調整可能な直径の開口部を含むことができる。
ブシュは、ハイポチューブの外径よりも大きく、少なくとも０．００１インチ（約０．０
２５ミリメートル）の直径を有する開口部を含んでもよい。
コレットは、ハイポチューブの外径よりも大きく、少なくとも０．００１インチ（約０．
０２５ミリメートル）の直径を有する開口部を含んでもよい。
水入口装置は、調整可能な高さを有することができる。
水入口ゲートは、調整可能な高さを有することができる。
ハイポチューブのたるみがハイポチューブの高さの３％未満となるようにブッシングとコ
レットの複数の長手方向に離間されてもよい。
【０１５５】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブを切断するためのシステムは、調節可能な高
さと水入口ゲートは、高さ調節を有し、流体ハイポチューブの端部に結合されるように構
成されてもよいを有していてもよい水入口装置を含む流体流れシステムを含む（例えば、
ハイポチューブの切断時）。
【０１５６】
  水入口装置は、複数のリザーバを含んでもよい。
複数のリザーバは、垂直に積層され流体接続されてもよい。
水入口ゲートは、水入口装置の高さに基づいて、流体の流れを調整するように構成されて
もよい。
【０１５７】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、近位端、遠位端、近位端から遠位端まで延びる長手方向軸、バルブの複数と
、ネックの複数を含む。
繊維構造は、半径方向に圧縮された状態から半径方向に拡張した状態に拡張可能ある。
複数のワイヤは、形状記憶ワイヤの複数の放射線不透過性の複数のワイヤを含む。
バルブの複数のバルブの対は、複数のネックのネックによって繊維構造の長手方向軸線に
沿って離間している。
繊維構造は、半径方向に拡張した状態にあるとき、ネック部の複数の第１のネックは、少
なくともネック部の複数の第２のネックは異なるネック部パラメータがある。
異なるネックパラメータは、長手方向軸と縦軸にネック径の横に沿ってネック部の長さの
少なくとも１つを含む。
【０１５８】
  バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に球形の形状を有すること
ができる。
ネックの複数の各々は、長手方向軸に沿ってほぼ円筒形であってもよい。
バルブの複数の外径は、遠位端の近位端の間で変化し得る。
繊維構造は、近位端から遠位端にテーパ状または階段状ことができる。
異なるネック部パラメータはネックの長さであってもよい。
異なるネック部パラメータは、ネック径であってもよい。
第１のネック部が三ネック部とは異なるネック長さを有してもよい。
ネック複数の第１のネック長さ、第２のネック長さを有する第２のネック部、及び第３ネ
ック部の長さを有する第３のネック部を有する第１のネックを備えていてもよい。
第１のネックの長さは第２のネック長さより短くてもよい。
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第３ネック部の長さは第２ネック部の長さよりも長くてもよい。
第１及び第２のネックは、ネックの長手方向軸に沿って連続していないものとしてもよい
。
複数のバルブは９のバルブを含むことができ、複数のネックは、第１バルブ及び第２バル
ブの間の第１のネック、第２バルブ及び第３バルブの間の第２のネック、第３バルブ及び
第４バルブの間の第３のネック、第４バルブ及び第５バルブの間の第４のネック、第５バ
ルブ及び第６バルブの間の第５のネック、第６バルブ及び第７バルブの間の第６のネック
、第７バルブ及び第８バルブの間の第７のネック、第８バルブ及び第９バルブの間の第８
のネックを備えることができる。
第１のネックは第１ネック径と第１のネック長さを有してもよい。
第２のネックは、第１のネック径と第１のネック長さを有してもよい。
第３のネックは、第２ネック径と第１のネック長さを有することができる。
第２のネック径は、第１のネック径よりも大きくてもよい。
第４のネックは第１のネック径と第２のネック長さを有することができる。
第２のネック長さは、第１のネック長さよりも長くてもよい。
第５ネックは第１ネック径と第１のネック長さを有してもよい。
第６ネックは第２ネック径と第１のネック長さを有してもよい。
第７ネックは第１のネック径と第２のネック長さを有することができる。
第８ネックは、第３ネック径及び第１のネック長さを有してもよい。
第３のネック径は、第２のネック径よりも大きくてもよい。
【０１５９】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、形状記憶ワイヤの複数の繊維
構造を形成するために織られた放射線不透過性ワイヤの複数を含む。
繊維構造は、半径方向に圧縮された状態から半径方向に拡張した状態に拡張可能ある。
繊維構造は、ネック複数の繊維構造の長手方向軸に沿って離間した複数のバルブを含む。
ネックの複数の少なくとも一つのネックは、ネックの複数の別のネック部とは異なるネッ
クパラメータを有する。
長さ、直径、および形状のうちの少なくとも１つを含むネックパラメータ。
【０１６０】
  バルブの複数の各々は、半径方向に拡張した状態で、一般的に球形の形状を有すること
ができる。
ネックの複数の各々は、ほぼ円筒形であってもよい。
バルブの複数の外径は、繊維構造の第２の端部に繊維構造の第１の端部から変化してもよ
い。
異なるネックパラメータは、長さであってもよい。
異なるネック部パラメータは直径であってもよい。
異なるネック部パラメータは形状であってもよい。
【０１６１】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、繊維構造を形成するために織
られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、放射状圧縮状態から径方向に拡張した状態に拡張可能ある。
繊維構造は、バルブの複数のネック部の複数を含む。
バルブの複数のバルブの対は、複数のネックのネックによって繊維構造の長手方向軸線に
沿って離間している。
ネック複数のネック、複数の第２のネック部の第１のネックは異なるネック長さ、異なる
ネック径、異なるネック形状の少なくとも一つを有する。
【０１６２】
  装置は、脳または脚で血管を治療するための大きさにすることができる。
縦軸に沿って連続しているネック部の複数の少なくとも二つのネックは異なるネック長さ
を有することができる。
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縦軸に沿って連続しているネック部の複数の少なくとも二つのネックは異なるネック径を
有することができる。
異なるネック長さ、および／または異なるネック径を有する少なくとも２つのネック部の
各々は、同一のネックを備えていてもよい、少なくとも一つのネック部を共有し、または
別のネックを備えていてもよい。
第１ネック部と第２のネックは異なるネック長さを有してもよい。
第２及び第３ネック部ネック部異なるネック径を有することができる。
【０１６３】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、縦軸を有する繊維構造を形成
するために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、半径方向に圧縮された状態と半径方向に拡張状態との間で拡張可能ある。
  繊維構造は、半径方向に拡張した状態で、第１のバルブ、第１ネック部、長手方向軸に
沿って第１のバルブと第１のネック部との間の第２のバルブ、長手軸方向に沿って第１バ
ルブと第２のバルブとの間の第２のネック、長手方向軸に対してある角度で第１のバルブ
から延びる横ネック部、及び長手方向軸に対してある角度で第１のバルブから延びる内側
ネック部を備える。
第１のバルブが第１の直径と第１編組角度を持っている。
第１のネックは第２の直径と第２編組角を有する。
第２の直径は、第１の直径よりも小さい。
第２編組角は、第１編組角よりも小さい。
第２のバルブは第３の直径を有している。
第３の直径は、第１の直径よりも大きい。
第２ネック部は、第４の直径を有する。
第４の直径は、第１直径より小さい第３直径より小さい。
横ネックは第１の長さを有している。
内側ネックは第１の長さよりも小さい第２の長さを有する。
【０１６４】
  第１のバルブは、一般的に球形または卵形であってもよい。
第２バルブは、第２編組角よりも大きな第３編組角を有していてもよい。
第１バルブ及び第２バルブのそれぞれは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された
多孔率を有することができる。
第１のバルブは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された多孔率を有することがで
きる。
横ネック部と内側ネック部がそれぞれ異なる平面にあってもよい。
第１の直径は、５ｍｍから６ｍｍの間であってもよく、第２の直径は、３．２５ミリメー
トルから４ｍｍの間であってもよい。
第１の直径は、１８ｍｍから２２ミリメートルの間であってもよく、第２の直径は、１８
ｍｍから２２ミリメートルの間であってもよい。
横ネック部が２．２５ミリメートルと２．７５ミリメートルの間の直径を有することがで
き。２．７５ミリメートルと３．２５ミリメートルとの間の内側ネック部の直径を有する
ことができる。
横方向のネック部を８ｍｍと１２ミリメートルの間の直径を有することができ、８ミリメ
ートルと１２ミリメートルとの間の内側ネック部の直径を有することができる。
【０１６５】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、半径方向に圧縮された状態と
径方向拡張状態との間で変化繊維構造を形成する複数のワイヤを含む。繊維構造は、半径
方向に拡張した状態で、アンカーバルブ、アンカーバルブから延びる第１ネック部アンカ
球から延びる第２のネックとアンカバルブから延びる第３のネックを備えている。
アンカーバルブは、第１の編組角度を有している。
第１のネック部アンカーバルブに近い第１のほぼ円筒形の部分を含む、アンカーバルブに
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遠い第２の概ね円筒形の部分と、第１の概して円筒形の部分と第２の概ね円筒形の部分と
の間に第２のバルブ。
第２ネック部は、第２編組角を有する。
第２編組角は、第１編組角よりも小さい。
第３ネック部は、第３の編組角度を持っている。
第３編組角は、第１編組角よりも小さい。
【０１６６】
  第２のバルブは、第２編組角度と第３編組角度よりも大きい第４編組角度を有すること
ができる。
アンカーバルブ及び第２バルブのそれぞれは、動脈瘤への流れを減少させるように構成さ
れた多孔率を有することができる。
アンカーバルブは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された多孔率を有することが
できる。
少なくとも第１のネック部の、第２のネック、及び第３ネック部が、第１ネック部、第２
ネック、および第３ネック部の他のものとは異なる平面上にあってもよい。
第２のネックは、第１の長さを有し、第３ネック部が第１の長さよりも小さい第２の長さ
を有してもよい。
【０１６７】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、半径方向に圧縮された状態と
径方向拡張状態との間で変形繊維構造を形成する複数のワイヤを含む。
繊維構造は、半径方向に拡張した状態で、第１編組角、第１バルブから延びる第１のネッ
クは、まずバルブから延びる第２ネック部、第未満二編組角を有する第２のネック部を有
する第１のバルブを備える編組角度と、第１バルブから延びる第３ネック部、第１編組角
よりも小さい第３の編組角度を有する第２のネック部を備える。
【０１６８】
  第１ネック部は、第２のバルブを含むことができる。
第１バルブ及び第２バルブのそれぞれは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された
多孔率を有することができる。
第１のバルブは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された多孔率を有することがで
きる。
第１のネック部が第１の長さを有していてもよく、第２のネックは、第１の長さよりも小
さい第２の長さを有していてもよく、第３ネック部は、第３の長さよりも短い長さを有し
ていてもよい。
少なくとも第１のネックの、第２のネック、および第３ネック部が、第１ネック部、第２
のネック部、および第３ネック部の他のものとは異なる平面上にあってもよい。
【０１６９】
  いくつかの実施形態では、血管腔を治療するための装置は、半径方向に圧縮された状態
と径方向拡張状態との間で拡張可能な繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを
含む。
半径方向に拡張した状態の繊維構造は、第１バルブ、第２バルブ、第３バルブ、第１及び
第２のバルブの間の第１ネック部、第２バルブと第３バルブとの間の第２のネック、第３
バルブから延びる第３のネック部、第１バルブから延びる第４ネック部を備えている。
第１のバルブが第１編組角度を持っている。
第１のバルブが第１の直径を有している。
第１のバルブが血管腔から流出を減少させるように構成された多孔度を有する。
第２バルブが第１編組角未満の第２編組角を有する。
第２バルブは第２の直径を有している。
第２バルブは第１バルブと第３バルブの間にある。
第３バルブは第１編組角未満の第３編組角を有する。
第３バルブは、第１の直径よりも小さい第３の直径を有する。
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第１のネックは、第１の編組角度を下回る第４編組角度を持っている。
第１のネックは第１の直径と第２直径より小さい第４直径を有する。
第２ネック部は、第１の編組角度を下回る第５編組角度を持っている。
第２のネックは、第２の直径と第３の直径よりも小さい第直径を有する。
【０１７０】
  繊維構造半径方向に拡張した状態では、第１のバルブと第２ネック部との間の第４バル
ブ、第１バルブと第４バルブとの間の第４ネック部を備えている。
第４のバルブは、第２編組角、第３編組角、第４編組角度、及び第５編組角度より大きい
第６編組角を有することができる。
第４バルブは、第６の直径を有することができる。
第４ネックは第１の直径と第６直径よりも小さい第７直径を有することができる。
第６の直径は、第１直径より小さい第３の直径よりも大きくてもよい。
第４のバルブは、血管腔への流れを減少させるように構成された多孔率を有することがで
きる。
第１バルブ、第２バルブ、および第３のバルブの各々は、赤道軸の直径よりも小さい極性
軸径を有することができる楕円または扁平回転楕円体の形状を有することができる。
第１バルブ、第２バルブ、および第３バルブは、第１バルブ、第２バルブ、および第３の
バルブの極性軸に沿って結合することができる。
請求項１に記載の装置において、繊維構造は、機械的および／または電解的に、結合部に
おける近位部分から取り外し可能であってもよい。
第１の編組角度は９１°と１８０°の間であってもよい。
装置は、着脱可能に繊維構造に結合された近位部分を含むことができる。
第１バルブ、第２バルブ、および第３のバルブの各々は、赤道軸の直径よりも小さい極性
軸径を有することができる楕円または扁平回転楕円体の形状を有することができる。
第１バルブ、第２バルブ、および第３バルブは、第１バルブ、第２バルブ、および第３の
バルブの極性軸に沿って結合することができる。
半径方向に拡張した状態の繊維構造は、第１のバルブと第１ネック部と第バルブとバルブ
の間に第４ネック部の間に第バルブを含むことができる。
第４のバルブは、第２編組角、第３編組角、第４編組角度、及び第５編組角度より大きい
第６編組角、を有することができる。
第４のバルブは、第１の直径よりも小さく、第３の直径よりも大きい、第６の直径をして
いてもよい。
第４のバルブは、血管腔への流れを減少させるように構成された多孔率を有することがで
きる。
第４ネックは第１の直径と第６直径よりも小さい第７直径を有することができる。
【０１７１】
  いくつかの実施形態では、血管腔を治療するための装置は、半径方向に圧縮された状態
と径方向拡張状態との間で変化繊維構造を備える。
繊維構造は、遠位端に、半径方向に拡張した状態で、近位端部から長手方向軸に沿った複
数のバルブを含む。
各バルブは、縦方向にネック部別のバルブから離れている。
バルブの複数の最も近位の球は、血管腔への流れを低減するように構成された多孔度を有
する。
さらに、装置は、最も近位のバルブに関節の近位に繊維構造に結合された近位部分を含む
。
繊維構造は、接合部の近位部から取り外し可能ある。
【０１７２】
  複数のバルブは、最も近位のバルブ、最も近位のバルブから遠位の第２バルブ、第２の
バルブの遠位の第３バルブを含むことができる。
最も近位のバルブは、第１編組角を有していてもよい。
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第２バルブが第１編組角未満の第２編組角度を有することができる。
第３バルブは第１編組角未満の第３編組角度を有することができる。
複数のバルブは、最も近位のバルブ、最も近位のバルブの遠位の第２バルブ、第２のバル
ブの遠位の第３のバルブ、及び第３のバルブの遠位の第４のバルブを含むことができる。
最も近位のバルブは、第１編組角を有していてもよい。
第２バルブは第二編組角度を有することができる。
第３バルブは、第１編組角と第２編組角よりも小さい第３の編組角度を有することができ
る。
第４のバルブは、第１編組角と第２編組角よりも小さい第４編組角度を有することができ
る。
複数のバルブの各々は、赤道軸の直径よりも小さい極性軸径の楕円体または扁平回転楕円
体の形状を有することができる。
バルブは複数の極軸に沿って結合することができる。
請求項１０に記載の装置では、繊維構造は、接合部の近位端部から機械的に着脱可能であ
ってもよい。
請求項１０に記載の装置では、繊維構造は、接合部の近位部から電解着脱可能であっても
よい。
バルブの複数の最も近位のバルブ、最も近位のバルブの遠位の第２バルブ、第２のバルブ
の遠位の第３のバルブを含むことができる。
最も近位のバルブは、第１編組角を有していてもよい。
第２バルブが第１編組角未満の第二編組角度を有することができる。
第３バルブは第１編組角未満の第３編組角度を有することができる。
複数のバルブの各々は、赤道軸の直径よりも小さい極性軸径の楕円体または扁平回転楕円
体の形状を有することができる。
バルブは複数の極軸に沿って結合することができる。
【０１７３】
  いくつかの実施形態では、血管腔を治療するための装置は、半径方向に圧縮された状態
と半径方向拡張状態との間で変形可能な構造を備えている。
構造体は、半径方向に拡張した状態で、バルブを複数備えている。
各バルブは、縦方向にネック部別のバルブから離れている。
バルブの複数の血管腔への流れを阻止するように構成された多孔率を有する最も近位のバ
ルブを備える。
【０１７４】
  構造体は、複数のワイヤを含むことができる。
バルブの複数の最も近位のバルブ、第２バルブの第バルブ先端に最も近位のバルブ、第２
バルブ先端を含むことができる。
最も近位のバルブは、第１編組角を有していてもよい。
第バルブが第１編組角未満二編組角度を有することができる。
第３バルブは第１編組角未満第編組角度を有することができる。
バルブの複数の各々は、赤道軸の直径よりも小さい極性軸径の楕円体または扁平回転楕円
体の形状を有することができる。
バルブは複数の極軸に沿って結合することができる。
【０１７５】
  いくつかの実施形態では、血管を治療する方法は、血管内治療装置の遠位部分を配置す
ることを含む。
遠位部分は、フィラメント間のフィラメントと、複数の細孔を含む。
治療装置は、近位側部分を含む。
近位部は、ワイヤを含む。
ワイヤは、形状記憶材料を含む。
ワイヤは、遠位端を有する。
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ワイヤの遠位端は、第１の温度で第１の形状と第１温度とは異なる第２の温度で第２の形
状を有している。
第２の形状は、第１の形状の真っ直ぐな形態である。
遠位部分は、少なくとも第１の形状ワイヤに巻き込まれているフィラメント間細孔によっ
て基端部に連結されている。
治療装置と治療装置の遠位部分の近位部分を分離することをさらに含む。
【０１７６】
  デカップリングは、第２の温度に第１の温度からのワイヤを変更備えることができる。
第１の温度は２５℃であってもよく、第２の温度は３７℃であってもよい。第１の温度は
２５℃であってもよく、第２の温度は１８℃であってもよい。第１の形状は、先端部が基
端部に連結されている先端部の内径よりも大きな外径を有するボールを含むことができる
。
第１の形状は、半径方向外側のディンプルを含んでもよい。
第２の形状は、直線を含んでいてもよい。
ワイヤは、遠位端に巻き部分の近位を含むことができる。
コイル巻き部分は、第１の温度でコイルと第２の温度でコイルのまっすぐ形態を含むこと
ができる。
デカップリングの間に、ワイヤの近位端は、近位に後退することができる。
遠位部分は、少なくとも複数のフィラメントによって２７００  ｐｓｉの未満の引張強度
を有することができる接合部に半田ワイヤに溶接される基端部に連結されてもよい。
デカップリングは、２７００  ＰＳＩよりも大きいワイヤ上のせん断強度を発揮含むこと
ができる。
デカップリングは、第２の温度に第１の温度からのワイヤを変更備えることができる。
第１の温度は２５℃であってもよく、第２の温度は３７℃であってもよい。第１の温度は
２５℃であってもよく、第２の温度は１８℃であってもよい。第１の形状は、先端部が基
端部に連結されている先端部の内径よりも大きな外径を有するボールを含むことができる
。
ワイヤは、遠位端に巻き部分の近位を含むことができる。
コイル巻き部分は、第１の温度でコイルと第２の温度でコイルのまっすぐ形態を含むこと
ができる。
デカップリングの間に、ワイヤの近位端は、近位に後退することができる。
【０１７７】
  いくつかの実施形態では、血管を治療する方法は、血管内治療装置の遠位部分を配置す
ることを含む。
治療装置は、近位部分および遠位部分を含む。
近位部は、管状部材を備える。
管状部材は、遠位端を含む。
管状部材の遠位端部は、ソケットを含む。
遠位部分は、複数のフィラメントを含む。
複数のフィラメントの少なくとも一つのフィラメントは、形状記憶材料を含む。
少なくとも一つのフィラメントは、第１の温度で第１の形状と第１温度とは異なる第２の
温度で第２の形状を有している。
第１の形状は、セグメントと、管状部材の遠位端のソケット間の相互作用によって基端部
に連結されたセグメントを含む。
第２の形状は、第１の形状の真っ直ぐな形態である。
治療装置と治療装置の遠位部分の近位部分を分離することをさらに含む。
デカップリングは、第２の温度に第１の温度から少なくとも１つのフィラメントを変更す
ることを含む。
【０１７８】
  第１の温度は２５℃であってもよく、第２の温度は３７℃であってもよい。第１の温度
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は２５℃であってもよく、第２の温度は１８℃であってもよい。ソケットは、少なくとも
スリットの凹部、および半径方向外側にディンプルを含んでもよい。
デカップリングする前に、先端部が半径方向外側管状部材であってもよい。
デカップリングの前に、管状部材は、半径方向外側先端部であってもよい。
【０１７９】
  いくつかの実施形態では、血管を治療する方法は、血管内治療装置の遠位部分を配置す
ることを含む。
治療装置は、近位部分および遠位部分を含む。
近位部分は、遠位端を含む。
複数のリッジを備えた先端。
遠位部分は、近位部分の遠位端部から半径方向外側に複数のフィラメントを含み、複数の
溝を作成するフィラメント間細孔。
遠位部分は、少なくとも複数の溝によって複数のリッジに巻き込まれて基端部に連結され
ている。
治療装置と治療装置の遠位部分の近位部分を分離することをさらに含む。
デカップリングは、複数の隆起部及び複数の溝を解きほぐし含む。
【０１８０】
  近位部分および遠位部分を切り離すこと近位部分を回転させる含んでもよい。
隆起部は、近位部分の遠位端の長手軸に対してある角度でねじ山を含むことができる。
隆起部は、近位部分の遠位端部の長手方向軸に対して横方向であってもよい。
隆起部は、近位部分の遠位端の長手軸に垂直であってもよい。
近位部分の遠位端部は、ワイヤを含んでもよい。
隆起部の複数の線から半径方向外向きに延びることができる。
【０１８１】
  いくつかの実施形態では、変化する吸引パターンを用いて血栓を吸引する方法は、脈管
構造内のマイクロカテーテルの遠位端を挿入し、血栓の近位の位置にマイクロカテーテル
の遠位端を前進含む。
この方法は、任意に、少なくとも部分的に血栓をスパンする血栓摘出装置を挿入すること
を含むことができる。
血栓摘出装置は、第１の直径、第２の直径及び第３直径を有する第３のバルブを有する第
２のバルブを有する第１のバルブを備えることができる。
第２の直径は、第１の直径よりも大きくてもよいし、第３の直径は、第２の直径よりも大
きい。
この方法は、血栓を吸引するためにマイクロカテーテルの近位端に吸引力を適用すること
を含んでもよい。
適用される吸引力は、それぞれが特定の時間の期間に適用される変化の吸引強度レベルの
繰り返しパターンを含むことができる。
一実施形態では、繰り返しパターンは、クレッシェンドパターンである。
【０１８２】
  繰り返しパターンは、３つの異なる吸引強度レベルと休止時間の持続時間のための少な
くとも一つの休止を含むことができる。
いくつかの実施形態では、繰り返しパターンの第１の吸引強度レベルの持続時間は、繰り
返しパターンの第２の吸引強度レベルの継続時間よりも長い。
マイクロカテーテルの近位端に吸引力を適用すると、繰り返しパターンを有する吸引を適
用するための自動化された制御ユニットを備えることができる引き起こする。
繰り返しパターンは、第１の強度レベルが第２の強度レベルと、前記より低い第１の持続
時間、第２の持続時間のための第２の強度レベル、および第３の時間期間中に第３の強度
レベルのための第１の強度レベルを含むことができる。第２の強度レベルは、第３の強度
レベルよりも低い。
一実施形態では、繰り返しパターンは、第３の時間期間および第１の持続時間の間に第４
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の時間期間の間休止を含む。
いくつかの実施形態では、繰り返しパターンは、時間期間の各々の間の第４の時間期間の
間休止を含む。
第１の時間期間は、第２の時間期間と第３の時間期間は、均一であってもよいし、変化し
てもよい。
いくつかの実施形態では、第１の強度レベルを１００ｍｍのＨｇ（およその範囲内である
。
１３．３キロパスカル）と３５０ミリメートルＨｇの（約４６．７キロパスカル）、第２
の強度レベル３５１ｍｍＨｇで（およその範囲内である。
４６．８キロパスカル）と５５０ミリメートルＨｇの（約７３．３キロパスカル）、及び
第３の強度レベル５５１ｍｍＨｇで（およその範囲内である。
７３．５キロパスカル）と７６９ミリメートルＨｇの（約１０２．５キロパスカル）。
【０１８３】
  いくつかの実施形態によれば、変化する吸入パターンを含む位置に血管系内にマイクロ
カテーテルの遠位端を挿入を使用して血栓を吸引する方法は、血栓に隣接し、吸引繰り返
し吸引パターンのマイクロカテーテルを介して場所に適用されることを引き起こす。
いくつかの実施形態では、反復吸入パターンは、第１の持続時間のための第１の強度レベ
ルを、第２の持続時間のための第２の強度レベル、第３の時間期間中に第３の強度レベル
、吸引が一時停止された第４の時間期間を含む。
第２の強度レベルは、第１の強度レベルよりも大きくてもよいし、第３の強度レベルは、
第２の強度レベルよりも大きくてもよい。
一実施形態では、第１の持続時間、第２の時間期間と第３の時間期間は、均一である。
反復吸入パターンは、第１、第２および第３の時間期間の各々の間第４の時間期間を有す
る休止を含むことができる。
一実施形態では、反復吸入パターンを順に備え、第１の持続時間のための第１の強度レベ
ル、第４の時間期間の第１の休止、第２の時間期間の間、第２の強度レベル、第４の時間
期間中に第２のポーズ、第３の時間期間中に第３の強度レベル、および第４の時間期間中
に第３のポーズ。
一実施形態では、反復吸入パターン順に、第４の時間の第１の時間期間のための第１の強
度レベルを、第２の持続時間のための第２の強度レベル、第３の時間期間中に第３の強度
レベル、休止期間。
一実施形態では、４つの時間期間のうちの少なくとも一つは、他の３つの時間期間のうち
の少なくとも一方と異なる。
【０１８４】
  吸引変化パターンを用いて血栓を吸引する方法は、マイクロカテーテル、血栓摘出装置
、吸引チューブと、吸引制御部を備えた吸引システムを提供することを含み得る。
吸引システムは、事前設定された反復吸入パターンのうちの一つのユーザ選択時にマイク
ロカテーテルの近位端に連結された吸引チューブを介して血栓摘出装置に近接した場所に
吸引制御ユニットによって適用される吸引力を発生させるように構成することができる。
反復吸入パターンの各々は、吸引が一時停止している第２の強度レベルが第２の持続時間
、第３の時間期間を有する第３の強度レベル、および第４の時間期間を有する、第１の持
続時間を有する第１の強度レベルを含むことができる。
一実施形態では、第２の強度レベルは、第１の強度レベルよりも大きく、第３の強度レベ
ルは、第２の強度レベルよりも大きい。
マイクロカテーテルの管腔の直径は、マイクロカテーテルの遠位端にマイクロカテーテル
の近位端から先細にすることができるか、均一であってもよい。
血栓摘出装置は、ネック部だけ離間５～２０の自己拡張型バルブを含んでいてもよい。
【０１８５】
  いくつかの実施形態では、変化する吸引パターンを用いて血栓を吸引するためのシステ
ムは、近位端、遠位端、および管腔を備えた遠位アクセスマイクロカテーテルを含む。
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遠位端は、血管内の流れの停止を提供するように構成されたバルーンを含むことができる
。
システムは、遠位アクセスマイクロ、近位端、遠位端、および管腔を含む第２のマイクロ
カテーテルのルーメン内に適合するような寸法第マイクロカテーテルを含むことができる
。
システムはまた、使い捨てキャニスターと事前設定された吸引複数のパターンのうちの１
つを有する吸引を提供するために蠕動運動ポンプを制御するパワーエレクトロニクスを含
む蠕動運動ポンプを含むことができる。
事前設定された吸引パターンの複数の特定の吸着パターンは蠕動運動ポンプユニットのコ
ントロールパネルのユーザインターフェース上で選択してもよい。
特定の吸着パターンにより柔軟性及びカスタマイズを提供し、特定の血塊負担またはプロ
ファイルに基づいて選択することができる。
事前設定された吸引複数のパターンの各々は、少なくとも２つの異なる吸入強度レベルと
少なくとも一つの休止期間を含む繰り返し周期パターンを含むことができる。
システムは、さらに、使い捨てキャニスターに接続された吸引チューブ、ガイドカテーテ
ルまたはマイクロカテーテル遠位アクセスまたは第２のマイクロカテーテルの近位端にハ
ブまたはポートに使い捨てキャニスターから延びるように構成された吸引チューブを含む
ことができる。
遠位アクセスマイクロカテーテルは、吸引を容易にするために、散在切断パターンを有す
るハイポチューブ、複数のフィラメント、ポリマーおよび／または他の特徴を含むことが
できる。
別の吸引強度レベルと事前設定さ吸引ｐａｔｔｅｒｓ複数の少なくとも一つの休止期間は
血栓の増加吸引を容易にするために構成されている。
いくつかの実施形態では、システムは、第２の直径であり、繊維構造、第１の直径を有す
る第１のバルブを備える繊維構造、第２の直径と第３の直径を有する第３のバルブを有す
る第２のバルブを備えた血栓摘出装置を含む。第１の直径と第３の直径は第２の直径より
も大きいより大きい。
【０１８６】
  繰り返し周期パターンは、３つの異なる吸引強度レベルを含むことができる。
三つの異なる吸引強度レベルは、クレッシェンド吸入パターンを含んでもよい。
繰り返し周期パターンは、吸引強度レベルのそれぞれの変化の間に少なくとも１つの休止
期間を含むことができる。
一実施形態においては、繰り返し周期パターンは、以下の順序を含む：第１の持続時間の
ための第１の強度レベルを、第２の持続時間のための第２の強度レベル、第３の時間期間
中に第３の強度レベルを、第２の強度レベルが大きいことを特徴とする。第１の強度レベ
ルよりも、前記第３の強度レベルが第２の強度レベルよりも大きい。
一実施形態では、第１の強度レベルを１００ｍｍのＨｇ（およその範囲内である。
１３．３キロパスカル）と３５０ミリメートルＨｇの（約４６．７キロパスカル）、第２
の強度レベル３５１ｍｍＨｇで（およその範囲内である。
４６．８キロパスカル）と５５０ミリメートルＨｇの（約７３．３キロパスカル）、及び
第３の強度レベル５５１ｍｍＨｇで（およその範囲内である。
７３．５キロパスカル）と７６９ミリメートルＨｇの（約１０２．５キロパスカル）。
吸引装置の吸引チューブは１５～１５０ｃｍの範囲の長さを有していてもよい。
吸引チューブは、オン／オフスイッチまたは弁を含むことができる。
一実施形態では、遠位のアクセスのマイクロルーメン及び第２マイクロカテーテルの内腔
は、その長さに沿って実質的に均一である。
一実施形態では、遠位アクセスマイクロ及び／又は第２のマイクロカテーテルの管腔は、
近位端から遠位端まで緩やかなテーパを含む。
繰り返し周期パターンの第１の吸引強度レベルの持続時間は、繰り返し周期パターンの第
２の吸引強度レベルの継続時間より長くてもよい。
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【０１８７】
  いくつかの実施形態では、変化する吸引パターンを使用して吸引する血栓のためのシス
テムは、近位端、遠位端、および管腔を備えたマイクロカテーテルを含む。
  システムはまた、事前設定された吸引複数のパターンのうちの１つを有するマイクロカ
テーテルの内腔を通じて吸引力を提供するように構成された自動化されたモータポンプ及
びパワーエレクトロニクスを含むことができる。
事前設定された吸引複数のパターンの各々は、少なくとも３つの異なる吸入強度レベルと
少なくとも一つの休止期間を含む繰り返しパターンを含むことができる。
異なる強度レベルと事前設定された吸引ｐａｔｔｅｒｓ複数の少なくとも一つの休止期間
は、血栓の増大した吸引を容易にするために構成されている。
システムはまた、マイクロカテーテルの近位端にハブまたはポートに自動化された電動ポ
ンプから延びるように構成された吸引チューブを含むことができる。
自動化された電動ポンプは、蠕動運動ポンプであってもよい。
一実施形態では、繰り返しパターンは、吸引強度レベルのそれぞれの変化の間に少なくと
も１つの休止期間を含む。
一実施形態では、繰り返しパターンは、以下の順序を含む：第１の持続時間、第２の持続
時間のための第２の強度レベル、第３の時間期間中に第３の強度レベルに対する第１の強
度レベルを、第２の強度レベルよりも大きい第１の強度レベル、及び前記第３の強度レベ
ルが第２の強度レベルよりも大きい。
第１の時間期間の持続時間は、第２の時間期間および第３の時間期間は、それぞれ１秒と
３０秒の間であってもよい。
一実施形態では、総吸入時間は１分～１５分の間である。
【０１８８】
  いくつかの実施形態では、変化する吸引パターンを用いて血栓を吸引するためのシステ
ムは、ガイドカテーテル、遠位アクセスマイクロカテーテルまたはマイクロカテーテルを
、（それぞれ、近位端、遠位端、および管腔を含む）を含み、および自動吸引装置が構成
する。ガイドの近位端にハブまたはポートに自動化された吸引装置から延びるように構成
されたガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、または事前設定された吸
引複数のパターンのうちの１つを有するマイクロカテーテルと、吸引チューブの内腔を通
して吸引を提供するためにカテーテル、遠位アクセスマイクロ、またはマイクロカテーテ
ル。
事前設定された吸引複数のパターンの各々は、少なくとも２つの異なる吸入強度レベルと
少なくとも一つの休止期間を含む繰り返しパターンを含むことができる。
いくつかの実施形態では、繰り返しパターンは、吸引強度レベルのそれぞれの変化の間に
少なくとも１つの休止期間を含む。
一実施形態では、繰り返しパターンは、以下の順序を含む：第１の持続時間、第２の持続
時間のための第２の強度レベル、第３の時間期間中に第３の強度レベルに対する第１の強
度レベルを、第２の強度レベルよりも大きい第１の強度レベル、及び前記第３の強度レベ
ルが第２の強度レベルよりも大きい。
持続時間は変更になる場合があるまたは均一であってもよい。
一実施形態では、吸引パターンはクレッシェンド吸引パターンである。
【０１８９】
  いくつかの実施形態では、変化する吸引パターンを用いて血栓を吸引するためのシステ
ムは、吸引用の反復吸入パターンを生成するための外部制御盤を有する移動ポンプを含む
。
システムはまた、使い捨てキャニスターと事前設定された吸引複数のパターンのうちの１
つを有する吸引を提供するために蠕動運動ポンプを制御するパワーエレクトロニクスを含
む蠕動運動ポンプを含むことができる。
いくつかの実施形態では、モバイル蠕動運動ポンプが排気装置に接続されている。
いくつかの実施形態では、システムは、クレッシェンド吸入パターンを含む繰り返し吸入
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パターンを生成するために、パワーエレクトロニクスによって制御され、蠕動運動ポンプ
、ディミヌエンド吸入パターン、クレッシェンドとディミヌエンド吸引パターン、または
他の反復吸入パターンの組み合わせの両方の組み合わせを含んでもよい、所望の強度およ
び／または負の吸引圧力の持続時間を有する。
システムはまた、カスタマイズされた集積回路基板または集積チップを備えることができ
るパワーエレクトロニクスを含んでもよい。
システムはまた、オペレータは、様々な事前設定された反復吸入パターンの間で選択する
ことを可能にする外部制御盤を含んでもよい。
【０１９０】
  いくつかの実施形態では、システムは新しい繰り返し吸引複数のパターンを生成するた
めに、オペレータによってカスタマイズすることができる外部コントロールパネルを含む
ことができる。
新しい反復吸入パターンを複数の各々は、少なくとも２つの異なる吸入強度レベルと少な
くとも一つの休止期間を含んでもよい。
異なる強度レベルのカスタマイズ新しい反復吸引ｐａｔｔｅｒｓ複数の少なくとも一つの
休止期間は、血栓の増大した吸引を容易にするために構成されている。
【０１９１】
  いくつかの実施形態では、血管腔を治療するための移植可能な装置は、拡張状態に圧縮
状態から拡張可能な繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、拡張された状態で、第１バルブ、第２バルブ、第１ネック部、三バルブ、二
ネック部、および繊維構造を通る血液の灌流を可能にするように構成された内腔を備える
。
第１のバルブが第１編組角、第１の直径、第１の形状を備える。
第２バルブは第二編組角度、第２の直径、および第２の形状を備える。
第１のネックは第１バルブと第２バルブの間にある。
第３バルブは第３編組角、第３の直径、および第３の形状を備える。
第２バルブは第１バルブと第３バルブの間にある。
第２ネックは第２バルブと第３バルブの間にある。
第１編組角度、第２編組角、および第３編組角の少なくとも一方は、第１編組角、第２編
組角、および第３編組角の他の少なくとも一つとは異なる。
【０１９２】
  第２編組角は、第１編組角と第３編組角よりも大きくてもよい。
第２直径は第１直径と第３の直径よりも大きくてもよい。
第２の直径は、第１の直径よりも大きくてもよく、第２の直径は、第３の直径より小さく
てもよい。
第２のバルブが細長い場合がある。
第２編組角は、第１編組角と第３編組角より小さくてもよい。
第１編組角度は、第２編組角と第３編組角よりも大きくてもよい。
第２バルブは、第２編組角と第１編組角を有する第２の部分を有する第１の部分を含んで
もよく、第２部分は、第１のバルブに近接してもよい。
第２直径は第１直径と第３の直径よりも大きくてもよい。
形状記憶合金、繊維構造を含むことができる複数のワイヤの少なくとも一方を構成するこ
とができる拡張状態に圧縮した状態から自己拡張する。
少なくとも第１の直径、第２の直径、および第３の直径は、少なくとも第１の直径の他方
、第２の直径、および第３の直径と異なっていてもよい。
繊維構造は、拡張状態に先細りすることができる。
繊維構造は、拡張した状態で非テーパであってもよい。
第１の直径は、第２の直径が５ｍｍから６ｍｍの間であり、そして第３の直径は３．２５
ミリメートルから４ｍｍの間であってもよい２．７５ｍｍから３．２５ミリメートルの間
であってもよい。
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第１の直径は、第２の直径が６ｍｍから１０ｍｍの間であり、そして第３の直径が６ｍｍ
から１０ｍｍの間であり、８ミリメートルと１２ミリメートルの間であってもよい。
少なくとも第１の形状の、第２の形状、及び第３の形状は、少なくとも第１の形状のうち
の他方、第２の形状、及び第３の形状と異なっていてもよい。
少なくとも第１の形状の、第２の形状、及び第３の形状は、球状であってもよい。
少なくとも第１の形状の、第２の形状、及び第３の形状を細長くすることができる。
繊維構造は、さらに、拡張された状態で、第１及び第３ネック部ネック部及び第４ネック
部とネック部の間の第３のバルブとの間に第１バルブが第４ネック部とネック部を含んで
もよい。
第１編組角の少なくとも一方、第２編組角、および第３編組角は９１°と１８０°の間で
あってもよい。
少なくとも第１編組角１、第２編組角、および第３編組角は、血管腔から血流を迂回させ
るように構成することができる。
少なくとも第１のバルブの第２バルブ、及び第３のバルブは、６０％と７８％の間の気孔
率を含むことができる。
少なくとも第１編組角１、第２編組角、および第３編組角が０°と９０°の間であり得る
。
繊維構造の少なくとも一部は、ポリマーコーティングを含むことができる。
第１編組角度、第２編組角、および第３編組角の少なくとも一方の血液の灌流が分岐また
は血管を穿孔することを可能にするように構成されてもよい。
第１バルブ、第２バルブ、および第３のバルブの少なくとも一方は、少なくとも部分的に
血管腔に近接する血管を拡張するように構成することができる。
編組角度第１編組角度、第２編組角、および第３編組角と第１編組角の他の少なくとも一
つの第２編組角の少なくとも一方との間の遷移、および第３の編組角度が緩やかであって
もよい。
第１編組角の少なくとも２つ、第２編組角、および第３編組角は、動脈瘤、複数の血管腔
を含む、動脈瘤、複数の血流を迂回させるように構成することができる。
少なくとも第１のバルブの第２バルブ、及び第３のバルブ１２５と１７５との間インチあ
たりのピックを有していてもよい。
少なくとも１つの第１のネック及び第２ネック部第編組角度の少なくとも一つの第２編組
角、および第３編組角と同一の編組角度を有することができる。
【０１９３】
  血管腔を治療するための移植可能な装置は、拡張状態に圧縮状態から拡張可能な繊維構
造を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、拡張された状態で、第１セグメント、第２セグメント、および繊維構造を通
る血液の灌流を可能にするように構成された内腔を備える。
第１のセグメントは、第１の編組角度を有する。
第２のセグメントは、第２の編組角度を有する。
第２編組角は、第１編組角よりも大きい。
第１のセグメント及び第２セグメントの少なくとも一つは、バルブを含む。
【０１９４】
  第１のセグメントは、バルブを含むことができる。
第１のセグメントは、バルブ及び第２バルブの少なくとも一部を含んでもよい。
第２セグメントは、バルブを含むことができる。
第２セグメントは、バルブ及び第２バルブの少なくとも一部を含んでもよい。
バルブは、一般的に球形であってもよい。
バルブは、一般的に細長くてもよい。
繊維構造は、さらに、拡張された状態で、第１編組角よりも大きな第３編組角、第２のセ
グメントと第３セグメント間の第１のセグメントを含む第３のセグメントを含むことがで
きる。
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繊維構造は、さらに、拡張した状態で、第３編組角、第３編組角よりも大きな第２編組角
、第１のセグメントと第３セグメントとの間の第２のセグメントを含む第３のセグメント
を含むことができる。
バルブを含むことができる第１のセグメントは、第２のセグメントは、第２のバルブを含
んでもよく、第３のセグメントは、第３のバルブを含んでもよい。
第１のバルブは、球状であってもよく、第１の直径を有し、第２バルブは、細長くてもよ
く、第１の直径よりも少ない第２の直径を有していてもよく、第３バルブは、球状であっ
てもよく、第２の直径よりも小さい第３の直径を有することができる。
第１のセグメントは、バルブを含むことができ、第２のセグメントは、第２のバルブを含
んでもよい。
第１のバルブは細長くてもよく、第１の直径を有することができ、第２バルブは球状であ
ってもよく、第１の直径よりも大きい第２の直径を有することができる。
第２セグメントは、第１の周方向側と反対の繊維構造の第２の周面に繊維構造の第１の周
方向側の第１の部分および第２の部分を含むことができる。
第２部分は、第２の編組角度を含んでもよい。
第１の部分は第２編組角よりも小さい第３編組角を含んでもよい。
複数のワイヤの少なくとも一方は、拡張状態に圧縮された状態から、自己拡張するように
構成することができる形状記憶合金、繊維構造を含むことができる。
複数のワイヤの少なくとも一方は、放射線不透過性材料を含んでもよい。
二編組角度は９１°と１８０°の間であってもよい。
第２編組角は、血管腔から血流を迂回させるように構成することができる。
第２セグメントは、６０％と７８％の間の気孔率を含むことができる。
第１編組角は０°と９０°の間であり得る。
第１のセグメントは、血液の灌流血管を分岐または穿孔することを可能にするように構成
されてもよい。
バルブは、少なくとも部分的に血管腔に近接する血管を拡張するように構成することがで
きる。
第１の編組角度と第２編組角度と編組角度遷移が緩やかであってもよい。
【０１９５】
  いくつかの実施形態では、血管治療装置は、膨張状態の圧縮された状態から膨張可能な
繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを含む。
繊維構造は、拡張した状態でバルブ、繊維構造、繊維構造の長手方向軸に対して横方向の
血液の灌流を可能にするように構成された第１の部分を通る血液の灌流を可能にするよう
に構成された内腔、および迂回するように構成された第２の部分を含む。血液が血管腔か
ら離れて流れる。
第２の部分は円周方向に第１の部分の少なくとも一部からオフセットされる。
【０１９６】
  第１の部分は第１編組角を含むことができ、第２部分は、第２の編組角度よりも大きい
第２の編組角度を含んでもよい。
第二編組角度は９１°と１８０°の間であってもよい。
第２の部分は、６０％と７８％の間の気孔率を含むことができる。
第１編組角は０°と９０°の間であり得る。
第２の部分は、ポリマーコーティングを含むことができる。
複数のワイヤの少なくとも一方は、拡張状態に圧縮された状態から、自己拡張するように
構成することができる形状記憶合金、繊維構造を含むことができる。
バルブは、球状であってもよい。
バルブが細長い場合がある。
バルブは、第２の部分を含むことができる。
繊維構造は、バルブを含むバルブ、複数のバルブを複数備えていてもよい。
【０１９７】
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  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置を製造する方法は、バルブ状のマ
ンドレルに第マンドレル延長部を配置するバルブ状マンドレル上の第２のマンドレル延長
部を配置する、バルブ状のマンドレル上に第３のマンドレル拡張を配置し、複数の編組含
む。第１のバルブは、まずネック部、第バルブと第１ネック部との間の第２のバルブ、二
ネック部を備えた繊維構造を形成するバルブ状マンドレル、第１のマンドレル延長、第２
マンドレル延長、および第３のマンドレル延長上の配線第１及び第２のバルブ、横ネック
部、および内側ネック部の間。
第１ネック部、第２バルブ、及び第２ネック部は、長手方向軸に沿って第１のバルブから
延びる。
横方向のネックは、長手方向軸に対して第１の角度で第１のバルブから延びる。
内側ネックは、長手方向軸に対して第２の角度で第１のバルブから延びる。
【０１９８】
  第１のマンドレル拡張機能を配置することはバルブ状のマンドレルの第１のリテーナに
第１スプロケットへの第１のマンドレル延長を連結備えることができる。第２のマンドレ
ル拡張機能を配置することはバルブ状のマンドレルにおける第２のリテーナ第２スプロケ
ットへの第２のマンドレル延長を連結備えることができる。
第３のマンドレル拡張機能を配置することはバルブ状のマンドレルで第リテーナに第スプ
ロケット第マンドレル延長を連結備えることができる。
方法は、第１のマンドレル延長、第２のマンドレル拡張、または他の保持器から第３のマ
ンドレル延長内に結合されていないスプロケットを取り外し、第１のマンドレル延長、第
２マンドレル延長、および第３のマンドレル拡張を配置した後、含んでもよいバルブ状の
マンドレル。
少なくとも第１スプロケットの第２のスプロケット、および第３のスプロケットは、少な
くとも一つのスプロケットに近接するバルブ状マンドレルの表面に対して０°と１８０°
との間で相対回転可能であってもよい。
第１のマンドレル拡張機能を配置することはバルブ状のマンドレルで第１保持具の第１の
マンドレル延長を連結備えることができる。
第２のマンドレル拡張機能を配置することはバルブ状のマンドレルにおける第２のリテー
ナにおける第２のマンドレル拡張を結合備えることができる。
第３のマンドレル拡張機能を配置することはバルブ状のマンドレルで第リテーナ第３マン
ドレル延長を連結備えることができる。
この方法はさらに、繊維構造を熱処理を含むことができる。
第１バルブが第１の直径を有していてもよく、第１の直径よりも小さい第２の直径を有す
ることができる第１のネックは、第２のバルブが第１の直径よりも大きい第３の直径を有
することができ、第２のネックは、第４の直径より少なく有してもよい直径と第３の直径
よりも小さい。
第１のバルブが第１編組角度を有することができ、第１のネックは、第１の編組角度を下
回る第２編組角度を有することができる。
第２バルブは、第２編組角よりも大きな第３編組角を有していてもよい。
第１バルブ及び第２バルブのそれぞれは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された
多孔率を有することができる。
第１のバルブは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された多孔率を有することがで
きる。
横ネックは第１の長さを有し、内側ネック部第１の長さよりも小さい第２の長さを有して
もよい。
第１のバルブが第１の直径と第１編組角度を有することができる。
第１のネックは第１の直径と第１編組角よりも小さい第２編組角よりも少ない第２の直径
を有することができる。
第２バルブは、第１の直径よりも大きな第３の直径を有することができる。
第２ネック部は、第４の直径第２の直径よりも小さいと第３直径未満であってもよい。
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横ネックは第１の長さを有し、内側ネック部第１の長さよりも小さい第２の長さを有して
もよい。
少なくとも第１のマンドレル延長の、第２のマンドレル延長、及び第３のマンドレル延長
部は、バルブを含むことができる。
バルブは、一般的に球形であってもよい。
第マンドレル延長の少なくとも一方、第２のマンドレル延長部および第２のマンドレル延
長部は、円筒形状を備えることができる。
横ネック部と内側ネック部がそれぞれ異なる平面にあってもよい。
【０１９９】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置を製造する方法は、バルブ状のマ
ンドレルにマンドレルの拡張を複数配置し、繊維構造を形成するために、バルブ状のマン
ドレルと、マンドレルの拡張複数の周りに複数のワイヤを編組含む。
マンドレルの拡張の複数の少なくとも２つは、互いに非直線の角度である。
繊維構造は、アンカーバルブ、アンカーバルブから延びる第１のネックとアンカバルブか
ら延びる第２のネックを備える。
第２ネック部は、第１のネック部に非線形角度である。
【０２００】
  マンドレルの拡張機能を複数配置することはバルブ状マンドレルでリテーナにスプロケ
ットにマンドレル複数の延長部のそれぞれを連結する含んでいてもよい。
マンドレルの拡張機能を複数配置することはバルブ状マンドレルでリテーナにマンドレル
の拡張機能のそれぞれを連結備えることができる。
この方法はさらに、繊維構造を熱処理を含むことができる。
マンドレルの拡張複数の少なくとも一つは、バルブを含むことができる。
第１のネックは第１の略円筒形の部分、第２バルブ、及び第２一般に円筒形の部分を含む
ことができる。
まず、一般的に円筒形の部分は、アンカーバルブ及び第２バルブとすることができる。
第２バルブは、第１のほぼ円筒状の部分と、第２の概ね円筒形の部分との間であってもよ
い。
アンカーバルブ及び第２バルブのそれぞれは、動脈瘤への流れを減少させるように構成さ
れた多孔率を有することができる。
アンカーバルブは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された多孔率を有することが
できる。
アンカーバルブは、第１編組角を有し、第２のネックは、第１編組角よりも小さい第２の
編組角度を有することができる。
繊維構造は、さらに、アンカーバルブから延びる第３のネックを備えていてもよい。
アンカーバルブは、第１の編組角度を有していてもよく、第３ネック部は、第１の編組角
度よりも小さい第３の編組角度を有することができる。
少なくとも第１のネック部の、第２のネック、および第３ネック部が第１ネック部、ネッ
ク部二、および第３ネック部の他のものとは異なる平面上にあってもよい。
第２のネックは、第１の長さを有し、第３ネック部が第１の長さよりも小さい第２の長さ
を有してもよい。
【０２０１】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置を製造する方法は、繊維構造を形
成するために、バルブ状のマンドレルと、マンドレルの拡張複数の周りに複数のワイヤを
編組含む。
繊維構造は、第１編組角、第１のバルブから延びる第１のネックと、第１のバルブから延
びる第２のネックを有する第１のバルブを含む。
第２ネック部は、第１の編組角度よりも小さい第２の編組角度を持っている。
【０２０２】
  この方法はさらに、球状マンドレル上に、マンドレルの拡張を複数配置含んでもよい。
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マンドレルの拡張機能を複数配置することはバルブ状マンドレルでリテーナにスプロケッ
トにマンドレル複数の延長部のそれぞれを連結する含んでいてもよい。
マンドレルの拡張機能を複数配置することはバルブ状マンドレルでリテーナにマンドレル
の拡張機能のそれぞれを連結備えることができる。
この方法はさらに、繊維構造を熱処理を含むことができる。
第１ネック部は、第２のバルブを含むことができる。
第１バルブ及び第２バルブのそれぞれは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された
多孔率を有することができる。
第１のバルブは、動脈瘤への流れを減少させるように構成された多孔率を有することがで
きる。
繊維構造は、第１バルブから延びる第３のネックを備えていてもよい。
第３のネックは、第１の編組角度を下回る第編組角度を有することができる。
第１のネックは第１の長さを有していてもよい。
第２のネックは、第１の長さよりも第２の長さをあまり有していてもよい。
第３ネック部は、第２の長さよりも第３の長さ未満を有することができる。
第１ネック部は、第２のバルブを含むことができる。
【０２０３】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための血管装置を製造するためのマンドレル
は、長手方向軸を有する細長いストランド、細長いストランドに結合された第１のバルブ
、長手方向軸に沿って第１のバルブに細長いストランドの先端に連結された第２のバルブ
を備えます細長いストランドを、第３のバルブは、細長いストランド、細長いストランド
の長手方向軸に沿って第３のバルブの細長いストランドの先端に連結された第４のバルブ
の長手方向軸に沿って第２バルブに細長いストランドの先端に連結され、細長いストラン
ドの長手方向軸に沿って第４のバルブの細長いストランドの先端に連結された第５のバル
ブ、細長いストランドの長手方向軸に沿って第バルブに細長いストランドの先端に連結さ
れた第６のバルブ、細長いに結合された第バルブ細長いストランド、細長いストランド、
第バルブに細長いストランドの先端に連結された第バルブの長軸に沿って第バルブに細長
いストランドの先端に連結された第バルブの長手軸に沿って第バルブの鎖末端細長いスト
ランドの長手方向軸線、及び細長いストランドの長手方向軸に沿って第バルブの遠位の細
長いストランドに結合された第１０のバルブに沿う。
第１バルブは、第１の円筒形の穴を含む。
細長いストランドは、第１の円筒形の穴を通って延びている。
第２バルブは、第２の円筒形の穴を含む。
細長いストランドは、第２の円筒形の穴を通って延びている。
第１及び第２のバルブが第１の外径を有している。
第３バルブは、第３の円筒形の穴を備える。
細長いストランドは、第３の円筒形の穴を通って延びている。
第４のバルブは、第４の円筒孔を有している。
細長いストランドは、第４円筒孔を通って延びている。
第３及び第４バルブは、第１の外径よりも小さい第２の外径を有する。
第５のバルブは、第５の円筒形の穴を含む。
細長いストランドは、第５円筒孔を通って延びている。
第６のバルブは、第６の円筒形の穴を備える。
細長いストランドは、第６円筒孔を通って延びている。
第７バルブは第円筒孔を備える。
細長いストランドは、第７の円筒形の穴を通って延びている。
第５のバルブ、第６バルブ及び第７バルブは第２の外径よりも小さい第３の外径を有する
。
第８バルブは第８円筒穴を備えている。
細長いストランドは、第８の円筒形の穴を通って延びている。
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第９のバルブは、第９の円筒形の穴を備える。
細長いストランドは、第９の円筒形の穴を通って延びている。
第１０のバルブは、第１０の円筒形の穴を備える。
細長いストランドは、第１０の円筒形の穴を通って延びている。
第８、第９，及び第１０バルブは、第３外径よりも小さい第４外径を有している。第１、
第２、第３、第４、第５、第６、第７，第８、第９および第１０バルブの少なくとも１つ
は、球形である。
マンドレルを用いて製造血管器具は、血管を治療するように構成されている。
【０２０４】
  第１バルブは、第２のバルブが球状の形状を有してもよい、第バルブは第バルブが球状
の形状を有してもよい、第バルブは第バルブが有していてもよく、楕円形の形状を有して
もよい、長円形状を有していてもよく、楕円形の形状を有してもよい球状、第球が球状の
形状を有することができる、長円形の形状を有してもよい第バルブは、第９のバルブは、
球状の形状を有することができる、第１０バルブは球状の形状を有することができる。
第１のバルブは、球状の形状を有することができる第２のバルブが球状の形状を有するこ
とができる、第３のバルブは球状の形状を有してもよい、第バルブが球状の形状を有して
もよい、第バルブが球状の形状を有してもよい、第６のバルブを有していてもよい球状、
球状の形状を有することができる第バルブは、第球が球状の形状を有してもよい、第バル
ブは、球状の形状を有することができ、第１０バルブは球状の形状を有することができる
。
第１バルブの少なくとも２つは、第２バルブ、第バルブ、四バルブ、第バルブ、第バルブ
、第バルブ、第バルブ、第バルブ、および第１０バルブは、異なる形状を有することがで
きる。
第１のバルブの少なくとも一方、第２バルブ、第バルブ、四バルブ、第バルブ、第バルブ
、第バルブ、第バルブ、第バルブ、および第１０バルブは楕円形の形状を有してもよい。
【０２０５】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための血管装置を製造するためのマンドレル
は、細長いステンレス鋼の鎖を含み、ステンレス鋼バルブは、複数の細長いステンレス鋼
のストランドに結合されている。
細長いステンレス鋼のストランドは、０．１５ｍｍから０．７５ミリメートルの間の外径
を有する。
細長いステンレス鋼のストランドは、ステンレス鋼バルブの複数のそれぞれを通って延び
ている。
ステンレス鋼バルブの複数の少なくとも一つのステンレス鋼球は、２．２５ｍｍから２．
７５ミリメートルの間の外径を有する。
ステンレス鋼バルブの複数の少なくとも一つのステンレス鋼球は、２．７５ｍｍから３．
２５ミリメートルの間の外径を有する。
ステンレス鋼バルブの複数の少なくとも一つのステンレス鋼球は、３．２５ミリメートル
から４ｍｍの間の外径を有する。
マンドレルを用いて製造血管器具は、血管を治療するように構成されている。
【０２０６】
  細長いステンレス鋼のストランドは、長手方向軸を有し、ステンレス鋼バルブ複数の細
長いステンレス鋼のストランドの長手方向軸に沿って整列させることができる。
ステンレス鋼バルブの複数の少なくとも一つのステンレス鋼球は、球状の形状を有するこ
とができる。
ステンレス鋼球を複数の第１のステンレス鋼球、ステンレス鋼球を複数の第２のステンレ
ス鋼球とは異なる形状を有していてもよい。
ステンレス鋼バルブの複数の少なくとも一つのステンレス鋼球を１．５ｍｍから２．２５
ミリメートルの間の外径を有することができる。
ステンレス鋼球を複数の第１のステンレス鋼球は０．２５倍と第ステンレス鋼球の２倍の
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外径と長さのステンレス鋼球を複数の第２の鋼球から離間されてもよい。
第１のステンレス鋼球は、第２のステンレス鋼球に近接することができる。
ステンレス鋼球を複数の第１のステンレス鋼球を０．１５ｍｍから０．７５ミリメートル
の間の直径を有することにより、ステンレス鋼ハイポチューブバルブの複数の第２のステ
ンレス鋼球から離間されてもよい。
細長いステンレス鋼の鎖は分離中間部を含んでもよい。
ステンレス鋼バルブの複数は、６つのステンレス鋼球を含むことができる。
ステンレス鋼バルブ複数の１０ステンレス鋼球を含むことができる。
【０２０７】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための血管装置を製造するためのマンドレル
は、第１のマンドレル片と第２のマンドレル片を備える。
第１のマンドレル片は、第１の細長い鎖および第１の細長いストランドに結合された第１
の複数のバルブを含む。
第１の細長いストランドは非結合、近位端および遠位端を含む。
第１の細長いストランドは、バルブの第１の複数のそれぞれを通って延びている。
第２のマンドレル片は、第２の細長い鎖および第２の細長いストランドに結合された第２
の複数のバルブを含む。
第２の細長いストランドは、近位端および遠位端未結合を含む。
第２の細長いストランドは、第２の複数のバルブのそれぞれを通って延びている。
装置は、第１の細長いストランドの遠位端と第２の細長いストランドの近位端部を連結す
る中間部分を含む。
第１のマンドレルピースは、中間部分の第２のマンドレルピースから分離可能ある。
マンドレルを用いて製造血管器具は、血管を治療するように構成されている。
【０２０８】
  バルブの第２の複数の各々は、バルブの第１の複数のそれぞれの外径よりも大きな外径
を有していてもよい。
バルブの第１複数のバルブの第２の複数の各さは１ｍｍから６ｍｍの間の外径を有するこ
とができる。
バルブの第１複数のバルブの第２の複数の各々を４ｍｍから１０ｍｍの間の外径を有する
ことができる。
バルブの第１の複数の少なくとも一方は、球状の形状を有することができ、バルブの第２
の複数の少なくとも一方は、球面形状を有することができる。
【０２０９】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、ハイポチューブ及びバルーン
を備える。
ハイポチューブは、近位端、遠位端、長手方向軸、及び内腔を含む。
少なくともハイポチューブの部分は、第１パターンと第２パターンを含む。
第１のパターンは、長手方向に離間した列を含む。
第１のパターンの列の各々は、二つの切り溝を備え、両者はステム。
２は、第１のパターンの列のそれぞれにステム反対円周方向にある。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
第２のパターンは、長手方向に離間した列を含む。
第２のパターンの列の各々は、二つの切り溝を備え、両者はステム。
２は、第２のパターンの列のそれぞれにステム反対円周方向にある。
第２のパターンのステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてい
る。
第２のパターンの列が単独で交互に第１のパターンの列が点在している。
バルーンは、半径方向外側のハイポチューブである。
【０２１０】
  ハイポチューブの一部が径方向内側バルーンであってもよい。
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管腔は、第１のパターンの切り溝の少なくとも一部と第２のパターンの切り溝の少なくと
も一部を通ってバルーンと流体連通することができる。
ハイポチューブは、さらに、開口部を含むことができる。
管腔は、開口部を介してバルーンに流体連通していてもよい。
ハイポチューブの部分ではなく半径方向内側バルーンのハイポチューブの一部を含んでも
よい。
ない半径方向内側バルーンのハイポチューブの一部は、バルーンのハイポチューブの近位
の部分を含むことができる。
ない半径方向内側バルーンのハイポチューブの一部がバルーンにハイポチューブの遠位の
部分を含むことができる。
ない半径方向内側バルーンのハイポチューブの一部は、バルーンのバルーンとハイポチュ
ーブの遠位の部分にハイポチューブの近位の部分を含むことができる。
ない半径方向内側バルーンのハイポチューブの一部は、内側コーティングおよび／または
半径方向ないバルーンの内側ハイポチューブの一部に第１のパターンと第２のパターンの
切り溝の切り溝を閉塞する外側コーティングを含むことができる。
ない半径方向内側バルーンのハイポチューブの一部は、第１パターンの切り溝ではなく、
半径方向内側にバルーンのハイポチューブの一部に第２のパターンの切り溝を閉塞するポ
リマーを含んでいてもよい。
ハイポチューブの遠位端は、閉塞を含んでもよい。
装置は、ハイポチューブに非外傷性先端の先端を含んでもよい。
非外傷性先端は、先細の内径と管腔を通って挿入されたカテーテルによって遠位開口部ｏ
ｃｃｌｕｄａｂｌｅを含んでもよい。
装置は、ハイポチューブにストレインリリーフ近位を含むことができる。
装置は、さらに、バルーンと、バルーンの近位端部に近接し、近位放射線不透過性マーカ
ーの遠位端に近接して遠位の放射線不透過性マーカーを含むことができる。
少なくとも遠位放射線不透過性マーカーの近位放射線不透過性マーカは、第１のパターン
または放射線不透過性材料で充填された第２のパターンの切り溝の切り溝を含むことがで
きる。
装置は、さらに、遠位放射線不透過性マーカおよび近位の放射線不透過性マーカーの間に
追加の放射線不透過性マーカーを含むことができる。
付加的な放射線不透過性マーカーは、血管の特徴の測定を提供するように構成された間隔
であってもよい。
第１のパターンの列と第２のパターンの列はハイポチューブの長手方向軸に対して角度を
なしてもよい。
少なくとも第１のパターンの切り溝の一部と第２パターンの切り溝の少なくともいくつか
は、エッジを丸めている可能性がある。
第１のパターンの列と第２パターンの列の間のピッチは、長手方向軸に沿って変化しても
よい。
ハイポチューブは、ステンレス鋼を含むことができる。
ハイポチューブは、ニチノールを含むことができる。
ハイポチューブは、４５ｃｍから１５０センチメートル間の長さを有することができる。
ハイポチューブは、８０ｃｍから１００センチメートル間の長さを有することができる。
ハイポチューブは、８０ｃｍから１５０センチメートル間の長さを有することができる。
【０２１１】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、管状部材を備える。
管状部材は、第２の部分に第１の部分、第１部分と第２の遠位部分、および第３の部分の
遠位を含む。
第２の部分は、長手方向に離間した列を含む各パターンの複数を含む。
列の各々は、二つの切り溝を備え、両者はステム。
複数のパターンの各々は、円周方向にオフセットされている内に生じる。
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複数のパターンのうちの少なくとも二つのパターンの周方向が逆である。
第２部分は、半径方向外側管状部材の膨張可能な要素を備える。
【０２１２】
  管状部材は、複数のパターンの切り溝の少なくとも一部を通って膨張可能部材と流体連
通する管腔を含むことができる。
第３の部分は、複数のパターンを含んでもよい。
第３の部分は、管状部材の閉塞を含むことができる。
第３の部分は、非外傷性先端を含むことができる。
非外傷性先端は、先細の内径と、管状部材の内腔を通って挿入されたカテーテルによって
遠位開口部ｏｃｃｌｕｄａｂｌｅを含んでもよい。
装置は、第１部分に張力緩和近位を含むことができる。
パターンの複数の列は、管状部材の長手方向軸に対して角度をなしてもよい。
パターンの複数の切り溝の少なくとも一部は、丸みを帯びた縁部を有していてもよい。
パターンの複数の列の間のピッチは、管状部材の長さに沿って変化してもよい。
管状部材は、４５ｃｍから１５０センチメートル間の長さを有することができる。
管状部材は、８０ｃｍから１００センチメートル間の長さを有することができる。
管状部材は、８０ｃｍから１５０センチメートル間の長さを有することができる。
【０２１３】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置は、第１のセグメントの第１のセ
グメント及び第２セグメントの遠位を含む。
第１のセグメントは、管状部材の第１の部分を含む。
第２は、管状部材の第２の部分を含む。
管状部材の第２の部分は、半径方向外側管状部材の第２の部分の長手方向に離間した列の
パターンの複数の膨張可能な要素を備える。
列の各々は、二つの切り溝を備え、両者はステム。
複数のパターンの各々は、円周方向にオフセットされている内に生じる。
複数のパターンのうちの少なくとも二つのパターンの周方向が逆である。
【０２１４】
  装置は、さらに、第２のセグメントの第３セグメントの遠位側を含んでもよい。
第３のセグメントは、ハイポチューブの第３の部分を含むことができる。
管状部材の第３の部分は、複数のパターンを含んでもよい。
第３のセグメントは、管状部材の閉塞を含むことができる。
第３のセグメントは、非外傷性先端を含むことができる。
非外傷性先端は、先細の内径と、管状部材の内腔を通って挿入されたカテーテルによって
遠位開口部ｏｃｃｌｕｄａｂｌｅを含んでもよい。
装置は、第１のセグメントの第４セグメントの近位を含むことができる。
第１のセグメントは、張力緩和を含むことができる。
管状部材は、複数のパターンの切り溝の少なくとも一部を通って膨張可能部材と流体連通
する管腔を含むことができる。
パターンの複数の列は、管状部材の長手方向軸に対して角度をなしてもよい。
パターンの複数の切り溝の少なくとも一部は、丸みを帯びた縁部を有していてもよい。
パターンの複数の列の間のピッチは、管状部材の長さに沿って変化してもよい。
管状部材は、４５ｃｍから１５０センチメートル間の長さを有することができる。
管状部材は、８０ｃｍから１００センチメートル間の長さを有することができる。
管状部材は、８０ｃｍから１５０センチメートル間の長さを有することができる。
【０２１５】
  いくつかの実施形態では、血管を治療する方法は、血管を治療するための装置を提供す
ることを含む。
装置は、ハイポチューブとバルーンを備える。
ハイポチューブは、内腔、近位端、遠位端、および長手方向軸を備える。
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少なくともハイポチューブの一部は、長手方向に離間した列の第１のパターンと縦方向に
間隔を置いた列の第２のパターンを備える。
第１のパターンの列の各々は、二つの切り溝を備え、両者はステム。
第１のパターンの列の２つのステムは、それぞれに反対円周方向にある。
第１のパターンのステムは、第１の周方向にオフセットされている。
第２のパターンの列の各々は、二つの切り溝を備え、両者はステム。
第２のパターンの列の２つのステムはそれぞれに反対円周方向にある。
第２のパターンのステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向にオフセットされてい
る。
第２のパターンの列が単独で交互に第１のパターンの列が点在している。
バルーンは、半径方向外側のハイポチューブである。
バルーンは内腔を介して流体を提供することにより、膨張可能ある。
【０２１６】
  方法は、さらに、血管内の装置を追跡備えることができる。
この方法は、さらに、バルーンを膨張させる含んでもよい。
バルーンを膨張させることは、血管形成術を列う含み得る。
バルーンを膨張させると、アテローム切除術を列うこと含むことができる。
この方法はさらに、回転装置含み得る。
バルーンを膨張させると、内部人工器官を拡張含むことができる。
内部人工器官は、ステントを含むことができる。
内部人工器官は、バルブを含むことができる。
カテーテルは、ハイポチューブの遠位端部を閉塞するまで、この方法は、さらに、内腔に
カテーテルを挿入すること含んでもよい。
この方法はさらに、バルーンを膨張させる、カテーテルを挿入した後、含んでもよい。
この方法は、血栓を実列含んでもよい。
この方法は、血栓を吸引含んでもよい。
この方法は、一時的な流れの停止を提供することを含むことができる。
この方法は、遠位塞栓保護を提供することを含むことができる。
バルーンは、薬物コーティングされたバルーンを含むことができる。
バルーンは、薬剤溶出バルーンを含んでもよい。
装置に沿って一定の間隔で放射線不透過性マーカを複数含んでいてもよい。
この方法はさらに、寸法を測定することを含むことができる。
寸法は、血管の直径を含むことができる。
寸法は、血管内の凝血塊の長さを含むことができる。
寸法は、血管内の狭窄の程度を含むことができる。
寸法は、動脈瘤の口の長さを含むことができる。
血管は、末梢血管を含んでいてもよいし、ハイポチューブ４５ｃｍから１５０センチメー
トル間の長さを有することができる。
血管は、冠状血管を含んでいてもよいし、ハイポチューブ８０ｃｍから１００センチメー
トル間の長さを有することができる。
血管は、神経血管を含んでいてもよいし、ハイポチューブ８０ｃｍから１５０センチメー
トル間の長さを有することができる。
【０２１７】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブの改質方法は、ブッシング、コレットの複数
と、ハイポチューブのクランプを使用して、高さのハイポチューブを保持含む。
コレットのブッシングと、複数の高さの３％未満であることがハイポチューブのたるみを
抑制するように配置されている。
ブッシュ、コレットの複数、およびハイポチューブクランプは、高さになる。
ハイポチューブのレーザビームを集束することをさらに含む。
ハイポチューブのレーザービームを集光する期間にハイポチューブにパターンをカット含
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む。
パターンは、長手方向に離間した列の第１の複数のｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌｌｙ－間隔
を置いた列の第２の複数を含む。
長手方向に離間した列の第１の複数の各々は、二つの切り溝を備え、両者はステム。
第１の周方向にオフセットされている縦方向に離間した列の第１の複数のステム。
長手方向に離間した列の第２の複数の各々は、二つの切り溝を備え、両者はステム。
縦方向に間隔を置いた列の第２の複数の長手方向に離間した列は、長手方向に間隔を置い
た第１の複数の長手方向に間隔を置いた列が散在している。
長手方向に離間した列の第２の複数のステムは、第１の周方向反対側の第２の円周方向に
オフセットされている。
方法はさらに、長手方向にハイポチューブクランプを使用して、スパイラルコレクターに
向けてハイポチューブを前進、ハイポチューブにパターンを切削時。
螺旋コレクタ内のパターンを含む螺旋コレクタにガスを流すハイポチューブを巻く方法を
さらに含む。
スパイラルコレクターにガスを流すことハイポチューブを冷却備える。
スパイラルコレクタにガスを流すこと期間の少なくとも一部のためのものである。
【０２１８】
  ハイポチューブを冷却して熱影響を低減すること含んでもよい。
ガスは、空気および／または不活性ガスを含んでもよい。
スパイラルコレクタにガスを流し、２０℃～２５℃の間の温度で、スパイラルコレクタに
ガスを流す含んでもよい。スパイラルコレクタにガスを流すこと期間中であってもよい。
ハイポチューブを保持することはハイポチューブクランプで変数の張力を適用することを
含んでもよい。
この方法は、ハイポチューブに（骨折を含む例えば、）を形成する亀裂を抑制含むことが
できる。
【０２１９】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブの改質方法は、ハイポチューブにレーザビー
ムを集束することを含む。
ハイポチューブのレーザービームを集光する期間にハイポチューブにパターンをカット含
む。
方法はさらに、長手方向に螺旋状のコレクタに向けてハイポチューブを進め、ハイポチュ
ーブにパターンを切削時。
螺旋コレクタ内のパターンを含む螺旋コレクタにガスを流すハイポチューブを巻く方法を
さらに含む。
スパイラルコレクターにガスを流すことハイポチューブを冷却備える。
【０２２０】
  ハイポチューブを冷却して熱影響を低減すること含んでもよい。
スパイラルコレクタにガスを流し、２０℃～２５℃の間の温度で、スパイラルコレクタに
ガスを流す含んでもよい。ガスは、空気および／または不活性ガスを含んでもよい。
スパイラルコレクターにガスを流すこと期間中に発生する可能性がある。
スパイラルコレクターにガスを流すことの持続時間の一部の間であってもよい。
この方法は、さらにブッシング、コレットの複数と、ハイポチューブのクランプを使用し
て、高さのハイポチューブを保持含むことができる。
コレットのブッシングと、複数の高さの３％未満であることがハイポチューブのたるみを
抑制するように構成することができる。
パターンは、長手方向に離間した列の第１のパターンと、長手方向に離間した列の第２の
パターンを含むことができる。
第１のパターンの列は、二つの切り溝を含み、両者はステム。
第１のパターンの列は、ハイポチューブの長手方向軸に対して角度をなしてもよい。
第１のパターンの列の切り溝は、丸みを帯びた縁部を有していてもよい。
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第１パターンの２つのステムは、円周方向に反対であってもよい。
第１のパターンの列の第１のステム周方向にずれていてもよい。
第１のパターンの列のピッチは、ハイポチューブに沿って長手方向に変化してもよい。
第２のパターンの列は、二つの切り溝を含み、両者はステム。
第２のパターンの列はハイポチューブの長手方向軸に対して角度をなしてもよい。
第２のパターンの列の切り溝は、丸みを帯びた縁部を有していてもよい。
第２パターンの列の２つのステムは、周方向の反対であってもよい。
第２のパターンの列は、単独で交互に第１のパターンの列に散在することができる。
第２パターンのステムは、第二周方向にずれていてもよい。
第２の周方向は、第１の周方向とは反対であってもよい。
第２のパターンの列のピッチは、ハイポチューブに沿って長手方向に変化してもよい。
【０２２１】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブの改質方法は、レーザーカットパターンとハ
イポチューブを切断螺旋コレクタにハイポチューブを巻く螺旋コレクタにガスを流すステ
ップを含む。
スパイラルコレクターにガスを流すことハイポチューブを冷却備える。
この方法は、ハイポチューブに（骨折を含む例えば、）を形成する亀裂を抑制含むことが
できる。
【０２２２】
  スパイラルコレクタにガスを流し、２０℃～２５℃の間の温度で、スパイラルコレクタ
にガスを流す含んでもよい。ガスは、空気および／または不活性ガスを含んでもよい。
この方法は、さらにブッシング、コレットの複数と、ハイポチューブのクランプを使用し
て、高さのハイポチューブを保持含むことができる。
コレットのブッシングと、複数の高さの３％未満であることがハイポチューブのたるみを
抑制するように構成することができる。
ブッシング、コレットの複数と、ハイポチューブクランプは、高さに整列させることがで
きる。
パターンは、長手方向に離間した列を含む各パターンの複数を含んでもよい。
長手方向に離間した列の各々は、二つの切り溝を含むことができ、両者はステム。
パターンの存在の複数のそれぞれの中にステムは、周方向にずれていてもよい。
複数のパターンのうちの少なくとも二つのパターンの周方向が逆であってもよい。
【０２２３】
  いくつかの実施形態では、切断されたハイポチューブを製造するための方法は、螺旋状
コレクタにハイポチューブを巻く螺旋コレクタにガスを流すステップを含む。
スパイラルコレクターにガスを流すことハイポチューブを冷却備える。
ハイポチューブは、パターンを切断することができる。
【０２２４】
  スパイラルコレクタにガスを流し、２０℃～２５℃の間の温度で、スパイラルコレクタ
にガスを流す含んでもよい。ガスは、空気および／または不活性ガスを含んでもよい。
この方法は、さらにブッシング、コレットの複数と、ハイポチューブのクランプを使用し
て、高さのハイポチューブを保持含むことができる。
コレットのブッシングと、複数の高さの３％未満であることがハイポチューブのたるみを
抑制するように構成することができる。
ブッシング、コレットの複数と、ハイポチューブクランプは、高さに整列させることがで
きる。
パターンは、長手方向に離間した列を含む各パターンの複数を含んでもよい。
長手方向に離間した列の各々は、二つの切り溝を含むことができ、両者はステム。
パターンの存在の複数のそれぞれの中にステムは、周方向にずれていてもよい。
複数のパターンのうちの少なくとも二つのパターンの周方向が逆であってもよい。
この方法は、ハイポチューブに（骨折を含む例えば、）を形成する亀裂を抑制含むことが
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できる。
【０２２５】
  いくつかの実施形態では、レーザー切断システムによるハイポチューブのレーザー切断
中にスラグを除去するためのシステムは、レーザノズル、ガス冷却装置、水入口調整、及
びスラグ収集装置を備える。
レーザーノズルは、レーザー切断の際に、ハイポチューブの外表面上にガスを流すように
構成されている。
ガス冷却システムは、ガス供給、流体的にガスの供給とレーザノズルを連結する連結部材
と、連結部材に沿って配置されたガス流入弁を含む。
ガス流入弁は、接続部材を介してガス供給源からのレーザノズルに流入するガスを調整す
るように構成されている。
水入口調節器は、水の供給源、水の供給源に結合され、ハイポチューブの端部に結合され
るように構成された水注入管は、複数の水注入管を複数に水を流すように構成された圧力
弁を含み、そして水入口ゲートは、ハイポチューブのレーザー切断時に発生するスラグの
除去を容易にするように構成された速度でハイポチューブの内腔の中に水を注入するよう
に構成される。
外部水入口レギュレータはレーザー切断中にハイポチューブを冷却するように構成されて
いる。
スラグ収集装置を除去し、スラグを収集するように構成されている。
【０２２６】
  ガスは、空気（例えば、周囲空気）を含んでもよい。
ガスは、不活性ガスを含んでもよい。
ガスは、２０℃と２５℃の間の温度を有していてもよい。水噴射管の複数含んでいてもよ
い、から成る、または水の供給源に接続された第１の水噴射管、第２の水噴射管、第３の
水注入管と近接して構成された第４の水注入管から本質的になるハイポチューブの端に。
第２の水注入管は、第１の水注入管と第３の水注入管との間にあってもよい。
第３の水噴射管は第２の水注入管と第４の水注入管との間にあってもよい。
第１の水注入管は、第１の直径を有していてもよい。
第２の水注入管は、第２の直径を有することができる。
第２の直径は、第１の直径より小さくてもよい。
第３の水注入管は、第３の直径を有することができる。
第３の直径は、第２の直径より小さくてもよい。
第４の注入管は、第４の直径を有することができる。
第４の直径は、第３の直径より小さくてもよい。
【０２２７】
  いくつかの実施形態では、レーザー切断システムによるハイポチューブのレーザー切断
中にスラグを除去するためのシステムは、レーザノズル、冷却システム、および流体入口
調節器を備えている。
レーザーノズルは、レーザー切断の際に、ハイポチューブの外表面上にガスを流すように
構成されている。
冷却システムは、ガスの供給、流体ガスの供給とレーザノズルを連結する連結部材と、連
結部材に沿って配置されたガス流入弁を含む。
ガス流入弁は、接続部材を介してガスの供給からのレーザノズルに流入するガスを調整す
るように構成されている。
流 体入口レギュレータは、流体源、流体源に接続されたハイポチューブと、流体注入管
を介して流体を流すように構成された圧力バルブの端部に結合されるように構成された流
体注入管、および構成された入口ゲートを含む。ハイポチューブのレーザー切断時に発生
するスラグの除去を容易にするように構成された速度でハイポチューブの内腔に流体を注
入する。
【０２２８】
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  流体は、エチレングリコールを含んでもよい。
流体は、スラリーを含んでもよい。
流体は水を含むことができる。
流体注入管は、連続する各注入管の直径は、先列する注入管より小さいと直列に配置され
た流体注入管を複数備えていてもよい。
ガスは、空気（例えば、周囲空気）を含んでもよい。
ガスは、不活性ガスを含んでもよい。
ガスは、２０℃と２５℃の間の温度を有していてもよい。
【０２２９】
  いくつかの実施形態では、レーザー切断システムによるハイポチューブのレーザー切断
中にスラグを除去するためのシステムは、冷却システム及び冷却流体入口調節器を備えて
いる。
冷却システムは、レーザ切断装置のレーザーノズルに結合されるように構成されている。
冷却システムは、ガスの供給及びスラグ除去を容易にするような方法でガスの供給からの
レーザノズルに流入するガスを調整するように構成されたガス流入弁を含む。
冷却液入口レギュレータはハイポチューブのレーザー切断時に発生するスラグの除去を容
易にするように構成された速度でのレーザー切断装置によるレーザー切断中にハイポチュ
ーブの内腔の中に冷却流体を噴射するように構成されている。
冷却流体入口レギュレータはレーザー切断中にハイポチューブを冷却するように構成され
ている。
【０２３０】
  ガスは、空気（例えば、周囲空気）を含んでもよい。
ガスは、不活性ガスを含んでもよい。
ガスは、２０℃と２５℃の間の温度を有していてもよい。冷却液入口レギュレータは、連
続する各注入管の直径は、先列する注入管より小さいと直列に配置された注入管を複数含
んでいてもよい。
冷却流体は水を含むことができる。
【０２３１】
  いくつかの実施形態では、血管器具は、ワイヤ、ワイヤのハイポチューブの末端、およ
びハイポチューブに結合された繊維構造を備える。
ワイヤは、第１のオーステナイト終了温度を有し、第１の形状のセットを含む。
ハイポチューブの内腔を含む。
ワイヤの部分は、関節におけるハイポチューブの内腔の内部に結合されている。
ハイポチューブは、第２のオーステナイト終了温度を有し、第２の形状のセットを含む。
第２オーステナイト終了温度は、第１のオーステナイト終了温度とは異なる。
繊維構造は、バルブの複数のネック部の複数を含む。
第１形状セットは、第２形状セットと異なっていてもよい。
【０２３２】
  いくつかの実施形態では、血管器具は、ワイヤと、管状部材を備える。
ワイヤは、第１のオーステナイト終了温度を有し、第１の形状のセットを含む。
管状部材は、内腔を含む。
管状部材は、第２のオーステナイト終了温度を有し、第２の形状のセットを含む。
第２オーステナイト終了温度は、第１のオーステナイト終了温度とは異なる。
ワイヤの部分は、関節における管状部材の内腔の内部に結合されている。
【０２３３】
  管状部材は、第１の長手方向部分と第２の長手方向部分を含むことができる。
第１の縦断面は、第２のオーステナイト仕上温度を有することができる。
第１の縦断面は、第２の形状のセットを含むことができる。
第２の長手方向の断面は、第３のオーステナイト仕上温度を有することができる。
第２の縦断面は、第３の形状のセットを含むことができる。
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第３のオーステナイト終了温度は、第２のオーステナイト終了温度よりも異なっていても
よい。
管状部材は、ワイヤの遠位にあってもよい。
第１形状セットは、第２形状セットと異なっていてもよい。
管状部材は、ハイポチューブを含むことができる。
管状部材は、編組管状構造体を含むことができる。
装置は、管状部材に結合された繊維構造を備えることができる。
繊維構造は、バルブの複数のネック部の複数を含んでもよい。
管状部材は、切断されたパターンを含むことができる。
【０２３４】
  いくつかの実施形態では、血管器具は、管状要素を備える。
管状部材は、長手方向の複数のセクションを含む。
長手方向の複数のセクションは、第１の長手方向部分と第２の長手方向部分を含む。
第１の縦断面は、第１のオーステナイト終了温度を有する。
第２の縦断面は、第１のオーステナイト終了温度とは異なる第２のオーステナイト仕上温
度を有する。
【０２３５】
  長手方向の複数のセクションは、第３の縦断面及び第縦断面を含んでもよい。
第３の縦断面は、第１のオーステナイト終了温度と第２のオーステナイト終了温度とは異
なる第３のオーステナイト終了温度を有することができる。
第４の縦断面は、第１のオーステナイト終了温度、第２のオーステナイト終了温度、およ
び第３のオーステナイト終了温度とは異なる第４のオーステナイト終了温度を有すること
ができる。
第１の縦断面は、第１の材料を含むことができ、第２の縦方向部分は、第１の材料とは異
なる第２の材料を含んでもよい。
第１の縦断面は、材料を含んでもよく、第２の縦方向部分は、同じ材料を含んでもよい。
第１の縦断面は、第１の形状のセットを含むことができ、第２の縦方向部分は、第１の形
状の組とは異なる第２の形状セットを含むことができる。
第１の縦断面形状のセットを含むことができ、第２の縦断面は、同じ形状のセットを含む
ことができる。
第２の長手方向の断面は、第１の長手方向部分の遠位にあってもよい。
第１の縦断面は、トルク伝達を提供するように構成されてもよく、第２の縦方向部分は、
柔軟性を提供するように構成することができる。
第１の長手方向部分と第２の長手方向部分の少なくとも一方は、直線形状に設定された形
状であってもよい。
装置は、管状要素に連結された繊維構造を備えることができる。
繊維構造は、バルブの複数のネック部の複数を含んでもよい。
管状要素は、切断パターンを含むことができる。
【０２３６】
  いくつかの実施形態では、管状装置を熱処理する方法は、第１リールの周りに管状の装
置の一部をスプール含む。
管状装置の第１の長手方向のセクションは、バス媒体を含む熱処理チャンバ内に及び第２
リールに向かって第１リールから延びている。
方法は、第１のオーステナイト終了温度を有するように、熱処理チャンバ内の管状装置の
第１の長手方向断面の熱処理を含む。
第１の縦断面を熱処理は、加熱要素と多孔板を通って熱処理室に流入するガスを含む。
ガスバスメディアを流動化する。
第２リールの周りに管状装置の第１の長手方向断面をスプールすることをさらに含む。
管状装置の第２の縦断面は、熱処理チャンバ内に第１リールと第２リールの方へ延びてい
る。
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方法は、第１のオーステナイト終了温度とは異なる第２のオーステナイト終了温度を有す
るように、熱処理チャンバ内の管状装置の第２の長手方向部分の熱処理を含む。
第２の縦断面を熱処理は、加熱要素と多孔板を通って熱処理室に流入するガスを含む。
ガスバスメディアを流動化する。
第２リールの周りに管状装置の第２の縦断面をスプールすることをさらに含む。
管状装置の第３の縦断面は、熱処理チャンバ内に第１リールと第２リールの方へ延びてい
る。
方法は、第１のオーステナイト終了温度と第２のオーステナイト終了温度とは異なる第３
のオーステナイト終了温度を有するように、熱処理チャンバ内の管状装置の第３の縦断面
の熱処理を含む。
第３の縦断面を熱処理は、加熱要素と多孔板を通って熱処理室に流入するガスを含む。
ガスバスメディアを流動化する。
第２リールの周りに管状装置の第３の縦断面をスプールすることをさらに含む。
管状装置の第４の縦断面は、熱処理チャンバ内に第１リールと第２リールの方へ延びてい
る。
方法は、第１のオーステナイト終了温度、第２のオーステナイト終了温度、および第３の
オーステナイト終了温度とは異なる第４のオーステナイト終了温度を有するように、熱処
理チャンバ内の管状装置の第４の縦断面の熱処理を含む。
第４の縦断面を熱処理は、加熱要素と多孔板を通って熱処理室に流入するガスを含む。
ガスバスメディアを流動化する。
【０２３７】
  管状装置は、ハイポチューブ及びワイヤを含むことができる。
ハイポチューブの内腔を含むことができる。
ワイヤの部分は、ハイポチューブの内腔の内部に結合されてもよい。
管状装置は、ハイポチューブを含むことができる。
管状装置は、織られた管状構造体を含むことができる。
【０２３８】
  いくつかの実施形態では、管状装置を熱処理する方法は、第１リールの周りに管状の装
置の一部をスプール含む。
管状装置は、長手方向の複数のセクションを含む。
管状装置がバス媒体を含む、熱処理チャンバ内に第１リールからと第２リールに向かって
延びている。
この方法はさらに、熱処理チャンバ内の長手方向部分に複数の熱処理を含む。
熱処理後に、縦の複数のセクションの各々は、異なるオーステナイト終了温度を有する。
長手方向の複数の部分を熱処理する熱処理室に流入するガスを含む。
ガスバスメディアを流動化する。
熱間方法はさらに、長手方向の各セクションを処理する第２リールの周りに管状装置をス
プールし、第１リールから管状装置をスプールから外す。
【０２３９】
  長手方向の複数のセクションを処理する熱は、加熱要素を介してガスを流す含んでもよ
い。
長手方向の複数のセクションを処理する熱は、多孔板を通ってガスを流す含んでもよい。
管状装置は、ハイポチューブ及びワイヤを含むことができる。
ハイポチューブの内腔を含むことができる。
ワイヤの部分は、ハイポチューブの内腔の内部に結合されてもよい。
管状装置は、ハイポチューブを含むことができる。
ハイポチューブは、切断パターンを含むことができる。
管状装置は、織られた管状構造体を含むことができる。
長手方向の複数のセクションの少なくとも一つの長手方向部分は、長手方向の複数のセク
ションの別の縦断面とは異なる材料を含むことができる。
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長手方向の複数のセクションの少なくとも一つの長手方向部分は、長手方向の複数のセク
ションの少なくとも別の縦断面とは異なる形状のセットを含むことができる。
長手方向の複数のセクションの少なくとも一つの長手方向部分は、直線状の構成にした形
状であってもよい。
長手方向の複数のセクションは、１と１５との間に長手方向部分含んでもよい。
【０２４０】
  いくつかの実施形態では、管状装置を熱処理する方法が異なる第２のオーステナイト終
了温度を有するように、管状装置の第２の長手方向部分を治療する第１のオーステナイト
終了温度と熱を持つ管状装置の第１の縦方向部分熱処理を含む。第１のオーステナイト終
了温度。
【０２４１】
  第１の長手方向部分と第２の長手方向部分の各々を熱処理する熱処理室にガスを流す含
んでもよい。
ガスは、熱処理チャンバ内の浴媒体を流動化することができる。
方法は、第１スプールとスプールとの間に第２の管状装置をスプール第２の長手方向部分
を治療する第１の長手方向部分と熱熱処理の間に、含んでもよい。
管状装置は、ハイポチューブを含むことができる。
管状装置は、ハイポチューブ及びワイヤを含むことができる。
ハイポチューブの内腔を含むことができる。
ワイヤの部分は、ハイポチューブの内腔の内部に結合されてもよい。
【０２４２】
  いくつかの実施形態では、内腔を治療するための装置は、近位部分、遠位部分、及び可
逆的に近位部分および遠位部分を連結するジョイントを備える。
近位部は、ワイヤと、管状要素を備える。
ワイヤは、形状記憶材料を含み、遠位端を有する。
ワイヤの遠位端は、第１の温度で第１の形状と第１温度とは異なる第２の温度で第２の形
状を有している。
第２の形状は、第１の形状の真っ直ぐな形態である。
遠位部分は、フィラメント間のフィラメントと、複数の細孔を含む。
ジョイントは、複数のフィラメントを含み、フィラメント間の孔が第１の形状ワイヤと管
状部材と係合されている。
【０２４３】
  第１の形状は、先端部の内径よりも大きな外径を有するボールを含むことができる。
第１の形状は、半径方向外側のディンプルを含んでもよい。
第２の形状は、直線形状を含むことができる。
ワイヤは、遠位端に巻き部分の近位を含むことができる。
コイル巻き部分は、第１の温度でコイルと第２の温度でコイルのまっすぐ形態を含むこと
ができる。
ワイヤの遠位端は、第１温度と第２温度とは異なる第３の温度で第３の形状を含むことが
できる。
第３の形状は、第１の形状の拡張形であってもよい。
複数のフィラメントは、バルブや関節の遠位ネックを複数備えた繊維構造に織られてもよ
い。
ジョイントは、近位部分と遠位部分との間にはんだを含むことができる。
ジョイントは、引張強さ未満１８，６００キロパスカルを有していてもよい。
【０２４４】
  いくつかの実施形態では、内腔を治療するための装置は、近位部分、遠位部分、及び可
逆的に近位部分および遠位部分を連結するジョイントを備える。
近位部は、ソケットを含む遠位端を有する管状部材を備える。
遠位部分は、複数のフィラメントを含む。
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複数のフィラメントの少なくとも一つのフィラメントは、形状記憶材料を含む。
遠位部分の近位部分は、少なくとも一つのフィラメントを含む。
近位部は、第１の温度で第１の形状と第１温度とは異なる第２の温度で第２の形状を有し
ている。
第２の形状は、第１の形状の真っ直ぐな形態である。
継手は、機械的にソケットに押し込ま遠位部分の近位部分を含む。
【０２４５】
  ソケットは、スリット、凹み、および／または半径方向外側にディンプルを含むことが
できる。
ジョイントは、半径方向外側管状部材の遠位部を含んでもよい。
ジョイントは、半径方向外側先端部の管状部材を含んでもよい。
近位部は、第１温度と第２温度とは異なる第３の温度で第３の形状を含むことができる。
第３の形状は、さらに機械的にソケットに強制される場合がある。
複数のフィラメントは、バルブや関節の遠位ネックを複数備えた繊維構造に織られてもよ
い。
【０２４６】
  いくつかの実施形態では、内腔を治療するための装置は、近位部分、遠位部分、及び可
逆的に近位部分および遠位部分を連結するジョイントを備える。
近位部は、複数のリッジを含む遠位端を含む。
遠位部分は、複数のフィラメント間のフィラメントと、複数の細孔を含む。
細孔は、複数の溝を作成する。
接合部は、機械的に、複数の溝の中に強制的に複数のリッジを含む。
隆起部は、複数の近位部の遠位端の回転時に複数の溝から離脱するように構成されている
。
【０２４７】
  隆起部は、近位部の遠位端の長手軸に対してある角度でねじ山を含むことができる。
隆起部は、近位部分の遠位端の長手軸に垂直であってもよい。
近位部分の遠位端部は、ワイヤを含んでもよい。
隆起部の複数の線から半径方向外向きに延びることができる。
複数の溝は、可変厚さを有することができる。
複数のフィラメントは、バルブや関節の遠位ネックを複数備えた繊維構造に織られてもよ
い。
【０２４８】
  いくつかの実施形態では、変化する吸引パターンを用いて血栓を吸引するためのシステ
ムは、ガイドカテーテルおよび遠位アクセスマイクロカテーテル、それぞれが近位端と、
遠位端と管腔とを含むを含む。
遠位アクセスマイクロの遠位端は、血管内の流れの停止を提供するように構成されたバル
ーンを含むことができる。
システムは、遠位アクセスマイクロ、近位端、遠位端、および管腔を含む第２のマイクロ
カテーテルのルーメン内に適合するような寸法第マイクロカテーテルを含むことができる
。
いくつかの実施形態では、システムは、ガイドカテーテル、近位端、遠位端部を含む遠位
アクセスマイクロカテーテルのルーメン内に適合するような寸法の遠位アクセスマイクロ
カテーテル、内腔を含むことができる。
【０２４９】
  いくつかの実施形態では、ガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、お
よび／またはマイクロカテーテルは、一時的な流れの停止および／または補助的装置とし
ての血栓吸引の間を提供するために、例えば、バルーン、ガイドカテーテルと同様に用い
てもよい。
  いくつかの実施形態では、カテーテル４５センチ、８０センチメートル間に４５センチ
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、１５０センチメートル間の長さを有することができる（例えば７５センチ）（例えば、
末梢血管系において使用するための）８０センチ、１００センチメートル（例えば、１０
０センチメートルの間）（例えば、冠血管系で使用するための）８０センチ、１５０セン
チメートル間（例えば１２５センチ）（例えば、神経血管系で使用するため）。
ガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、および／またはマイクロカテー
テルは、０．０００７５インチ（約間の壁厚を有することができる。
０．０２ミリメートル）と０．０４インチ（約１ミリメートル）、ガイドカテーテル、遠
位アクセスマイクロカテーテル、および／または第２のマイクロカテーテルの壁内に近位
部を組み込むことを可能にすることができる。
いくつかの実施形態では、ガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、およ
び／または第２のマイクロカテーテルは、約４Ｆｒの（間の内径を有することができる。
１．３３ミリメートル）と７Ｆｒ（例えば、約。２．３３ミリメートル）、５Ｆｒ（約１
．６７ミリメートル）、および（約５Ｆｒとの間の外径。１．６７ミリメートル）と９Ｆ
ｒ例えば（約３ミリメートル）、６Ｆｒ（約２ミリメートル）。
【０２５０】
  いくつかの実施形態では、ガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、お
よび／またはマイクロカテーテル（例えば、ノーカットハイポチューブおよび／または本
明細書に記載のように点在する複数のオフセットパターンで切断ハイポチューブ）、ハイ
ポチューブ及び／又は複数を含んでもよい内向きおよび／または外側にその重合体との組
み合わせで、例えば、補強材としてのフィラメント（例えば、織物、ニット、螺旋状など
）、の。
【０２５１】
  いくつかの実施形態では、ガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、お
よび／またはマイクロカテーテルにおいては、（近位および遠位支持柔軟性を促進するた
めに、例えば）近位部分の操作性の利点を継承し、例えば、近位部で補強されている。
いくつかの実施形態では、ガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、およ
び／またはマイクロカテーテルは、近位から遠位まで変化するパラメータ（例えば、スロ
ットピッチ）を含む。
０．００５インチ（約たとえば、スロットおよび／または螺旋の巻き線間のピッチは次の
ように、遠位端から近位端に、変化してもよい。
０．１３ミリメートル）、０．０１インチ（約０．２５ミリメートル）、０．０２インチ
（約０．５１ミリメートル）、０．０４インチ（約１ｍｍ）で、０．０８インチ（約２ｍ
ｍ）を、０．１６インチ（約４ミリメートル）。
０．００５インチ（約０．１３ミリメートル）：別の例として、スロットおよび／または
螺旋の巻き線間のピッチは次のように、遠位端から近位端に、変化してもよい。
最遠位２０％、０．０１インチ（約０．２５ミリメートル）ため。
次の１５％が、０．０２インチ（約０．５１ミリメートル）。
次の１５％が、０．０４インチ（約１ミリメートル）次の１５％を、次の１５％を０．０
８インチ（約２ｍｍ）を、０．１６インチ（約４ミリメートル）は、次のために（または
ほとんどの）２０％ｐｒｏｘｉｍａｌ－。
内向き及び／又は外向きハイポチューブの一部の実施形態では、ポリマーは、以下のパラ
メーターのいずれかの変化を含んでもよい（例えば、異なる材料デュロメータ、および／
または厚さなどからなる）スロットの変動に合わせ、ハイポチューブの全長にわたってハ
イポチューブまたはハイポチューブの部分縦断面のピッチ。
いくつかの実施形態では、ハイポチューブの内側のコーティングは、外部コーティング（
例えば、異なる材料からなる、厚さ、デュロメーターなど）と同じでも異なっていてもよ
い。
いくつかの実施形態では、コーティング（例えば、材料、厚さ、デュロメーターなどの内
側コーティングおよび／または外側コーティング）のパラメータは、カテーテルの柔軟性
を変化させるために変えることができる。
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変動が代わりにまたはハイポチューブで切断パターン（例えば、相補的に）変化に加えて
もよい。
ポリマーコーティング（例えば、材料、厚さ、デュロメーターなど）のパラメータの変化
は、整列又は実質的に切り溝または列のピッチの変化に位置合わせすることができる。
【０２５２】
  一実施形態では、ガイドカテーテルの管腔、遠位アクセスのマイクロカテーテル内腔、
及び／又は第２のマイクロカテーテルの内腔は、実質的にその長さに沿って均一である。
ガイドカテーテルは、遠位アクセスマイクロカテーテル、および／または第２のマイクロ
カテーテルの内側管腔直径または断面積が実質的に均一である場合、そのような実施形態
では、その後、吸引圧力の変化は、血栓吸引が負の影響を受ける所望達成する。カテーテ
ルの長さ。
一実施形態では、ガイドカテーテルの管腔、遠位アクセスマイクロおよび／または第２の
マイクロカテーテルは、近位端から遠位端まで緩やかなテーパを含む。
このような実施形態では、たびに内腔直径または断面積は、実質的に均一ではない（例え
ば、テーパー状である）は、吸入圧力の変化は、所望の血栓を生じることができ、血液の
速度の二乗の変化をもたらすことができ吸引。
【０２５３】
  いくつかの実施形態では、血管を治療する方法を順次血管系内の所望の位置まで前進さ
せることにより、ガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、および／また
はマイクロカテーテルを配置含む。
いくつかの実施形態では、ガイドカテーテル、マイクロカテーテルの遠位アクセス、およ
び／またはマイクロカテーテル１５センチ０．５ｍｍだけ血餅または病変に順次高度近接
している。
いくつかの実施形態では、血栓の吸引は、遠位アクセスマイクロカテーテルは、マイクロ
カテーテルを介して列われ、および／または血栓負荷の程度に応じて、ガイドカテーテル
されてもよい。
いくつかの実施形態では、血栓の吸引は、血栓（例えば、血餅）の近傍に最も近いカテー
テルまたはマイクロカテーテルを介して列われてもよい。
遠位アクセスマイクロの一部として、バルーンのガイドカテーテル又はバルーンの一部と
してのバルーンが、に血栓５００と順列順流近位の近位に膨張される、いくつかの実施形
態では、血栓の吸引は、流動停止を用いて列ってもよい血栓吸引が列われている間、血栓
が一時的に停止される。
いくつかの実施形態では、血栓の吸引は、任意のバルーン膨張または一時的な流動停止す
ることなく実列することができる。
【０２５４】
  いくつかの実施形態では、血管の治療中に塞栓保護を提供する方法は、血管内にマイク
ロカテーテルを前進させることを含む。
マイクロカテーテルを前進させること、マイクロカテーテルの先端部に血栓を横断含まれ
ている。
マイクロカテーテル内に潰れた状態で繊維構造を挿入することをさらに含む。
繊維構造は、自己拡張型バルブ複数のネック部の複数を含む。
自己拡張型バルブは複数の５～２０の自己拡張型バルブを含んでいてもよい。
自己拡張バルブの複数の各々は、球状の形状を有してもよい。
自己拡張バルブの複数の各々は、長方形の形状を有していてもよい。
自己拡張型バルブの対はマイクロカテーテルの遠位端に近接してマイクロカテーテルを介
して繊維構造を前進さ、ネック部の複数のネックによって離間されている、繊維構造を含
む、請求前進の最も遠位のバルブと血栓を横切ります自己拡張型バルブの複数。
繊維構造の長さをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退繊維構造を前進した後す
ることをさらに含む。
繊維構造の長さをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退させること、少なくとも
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マイクロカテーテルと、自己拡張型の自己拡張バルブの複数の最遠位バルブをバルブの自
己拡張型のうちの少なくとも最遠位バルブをシースから外すことを含む。潰れた状態から
拡張した状態に。
血管から血栓を除去することをさらに含む。
拡張状態では、最も遠位のバルブは、血管から血栓を除去する間に放出血管と塞栓フィル
ターの側壁を並べる。
【０２５５】
  血栓を削除すると、自己拡張バルブの複数の他のバルブを含む、繊維構造の別の長さを
あらわにするためにマイクロカテーテルを後退さらに含むことができる。
マイクロカテーテルから非被覆されると、他のバルブを拡張した状態に潰れた状態から展
開自己ことができる。
他のバルブは、血栓を捕捉することができる。
この方法はさらに、繊維構造ねじり耳障りを含んでもよい。
自己拡張型バルブの複数の最遠位バルブはねじり耳障りための遠位アンカーを提供しても
よい。
血栓を削除すると、自己拡張型バルブの複数の最も遠位のバルブに血栓摘出装置の近位を
配備含むことができる。
血栓摘出装置は、繊維構造とは異なっていてもよい。
血栓摘出装置を展開する血栓摘出装置の遠位部で血栓を横断含むことができる。
この方法はさらに、後および／またはマイクロカテーテルを後退さらに、血管から血栓を
除去する間に、含んでもよい。
さらに、マイクロカテーテルを後退させると、自己拡張型バルブと自己拡張膨張状態に潰
れた状態から自己拡張型バルブの複数の他のバルブを、複数の他のバルブをシースから外
すことを含んでもよい。
拡張した状態での自己拡張型バルブの複数の他のバルブは、残存血栓を捕捉することがで
きる。
繊維構造の長さをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退する血管を拡張含み得る
。
【０２５６】
  いくつかの実施形態では、血管の治療中に塞栓保護を提供する方法は、血管内にマイク
ロカテーテルを前進し、マイクロカテーテル内に潰れた状態で繊維構造を挿入含む。
繊維構造は、自己拡張型バルブ複数のネック部の複数を含む。
自己拡張型バルブのペアは、ネック部の複数のネックによって離間されている。
マイクロカテーテルの遠位端部に近接し、マイクロカテーテルを介して繊維構造を前進す
ることをさらに含む、繊維構造の長さをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退さ
せる、繊維構造を進めた。
繊維構造の長さをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退させること、少なくとも
自己拡張バルブの複数の最も遠位のバルブをマイクロカテーテルと、自己  拡張型の自己
拡張バルブのうちの少なくとも最遠位バルブをシースから外すことを含む。潰れた状態か
ら拡張した状態に。
血管の手順を実列することをさらに含む。
血管の手順を実列すると、繊維構造とは異なる血管装置を使用することを含む。
拡張状態では、自己拡張型バルブフィルタ塞栓複数の最も遠位のバルブは、血管の手順を
実列する間に放出される。
【０２５７】
  この方法はさらに、マイクロカテーテルを後退さらに、後および／または血管の手順を
実列する間に、含んでもよい。
さらに、マイクロカテーテルを後退させると、自己拡張型バルブと自己拡張膨張状態に潰
れた状態から自己拡張型バルブの複数の他のバルブを、複数の他のバルブをシースから外
すことを含んでもよい。



(88) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

拡張した状態での自己拡張型バルブの複数の他のバルブは、残留塞栓を捕捉することがで
きる。
この方法はさらに、繊維構造ねじり耳障りを含んでもよい。
自己拡張型バルブの複数のｄｉｓｔａｌ－最もバルブがねじれガリガリための遠位アンカ
ーを提供することができる。
拡張状態で自己拡張バルブ複数の最遠位バルブは、球状の形状を備えてもよい。
拡張状態で自己拡張バルブ複数の最遠位バルブは長円形を含むことができる。
血管の手順は、血栓を含むことができる。
血管の手順は、血管形成を含むことができる。
血管の手順は、アテローム切除術を含むことができる。
血管の手順は、吸引を含むことができる。
血管の手順は、ステントを含むことができる。
血管の手順は、塞栓コイルの挿入を含んでもよい。
血管の手順は、動脈内血栓溶解を含んでもよい。
血管の手順は、バイパスを含んでもよい。
繊維構造の長さをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退する血管を拡張含み得る
。
【０２５８】
  いくつかの実施形態では、血管の治療中に塞栓保護を提供する方法は、マイクロカテー
テルの遠位端に近接してマイクロカテーテルを介して繊維構造を前進、マイクロカテーテ
ル内に潰れた状態で繊維構造を挿入し、血管内にマイクロカテーテルを前進含む。、マイ
クロカテーテルからと拡張した状態に潰れた状態から自己拡張型バルブを拡大し、血管の
手順を実列する自己自己拡張型バルブをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退さ
せる、繊維構造を進めた。
拡張状態では、自己拡張型バルブフィルタは、血管塞栓手順の実列中に放出する。
【０２５９】
  この方法はさらに、マイクロカテーテルを後退さらに、後および／または血管の手順を
実列する間に、含んでもよい。
さらに、マイクロカテーテルを後退させると、他の自己拡張型バルブと自己拡張拡張した
状態に潰れた状態から、他の自己拡張型バルブをシースから外すことを含むことができる
。
拡張された状態で他の自己拡張型バルブは、残留塞栓を捕捉することができる。
この方法はさらに、繊維構造ねじり耳障りを含んでもよい。
自己拡張型バルブは、ねじり耳障りためのアンカーを提供してもよい。
拡張状態で自己拡張バルブは、球状の形状を備えてもよい。
拡張状態で自己拡張バルブは長円形を含むことができる。
血管の手順は、血栓を含むことができる。
血管の手順は、血管形成を含むことができる。
血管の手順は、アテローム切除術を含むことができる。
血管の手順は、吸引を含むことができる。
血管の手順は、ステントを含むことができる。
血管の手順は、塞栓コイルの挿入を含んでもよい。
血管の手順は、動脈内血栓溶解を含んでもよい。
血管の手順は、バイパスを含んでもよい。
自己拡張型バルブをあらわにするためにマイクロカテーテルを後退することは、血管を拡
張含むことができる。
【０２６０】
  いくつかの実施形態では、フィステルを通る流れを破壊する方法は、ガイドカテーテル
を介してマイクロカテーテルを前進させることを含む。
ガイドカテーテルは、血管系における第１の時点で、遠位端を有する。
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マイクロカテーテルは、遠位端を有する。
ガイドカテーテルを介して操縦可能なマイクロワイヤを前進することをさらに含む。
操縦可能なマイクロワイヤは、マイクロカテーテルの遠位端の遠位に延びている。
方法はさらに、さらに、ガイドカテーテルを通して操縦可能なマイクロワイヤを前進前進
し、血管系における第２の点に操縦可能なマイクロワイヤを操縦した後。
瘻は血管系における第２の点に近接している。
方法はさらに、さらなる前進および血管系における第２の点に操縦可能なマイクロワイヤ
の上にマイクロカテーテルを進め、操縦可能なマイクロワイヤを操縦した後。
方法はさらに、さらに、血管系に第２の点に操縦可能なマイクロワイヤの上にマイクロカ
テーテルを前進操縦可能なマイクロワイヤを除去した後。
血管系における第２の点にマイクロカテーテルを介して流れ攪乱を前進することをさらに
含む。
流れ攪乱は、拡張された状態で、第１バルブ、第２バルブ、第１及び第２のバルブの間の
第１ネック、第３バルブ、第２および第３バルブの間の第２のネック、第４バルブ、第３
バルブと第４バルブの間の第３のネックを備えている。
第１のバルブが第１編組角度を持っている。
第４バルブは第２編組角を有する。
第２のネックは、第１編組角と第２編組角よりも小さい第３編組角を有する。
瘻孔を介して第２のネック部を延長し、第３バルブと瘻の第２の側に第バルブを拡大し、
第１のバルブと瘻の第１の側に第２のバルブを拡大することをさらに含む。
【０２６１】
  血管系の第１の点は、頭蓋底で、内頸静脈とすることができる。
第１の球を拡大し、瘻の一側の第２のバルブが左海綿静脈洞に第１及び第２のバルブを拡
大備えることができる。
瘻の第２の側に第３バルブ及び第４バルブを展開すると、右側の海綿静脈洞に三球及び第
４バルブを拡大備えることができる。
瘻は、頸動脈、海綿瘻の１、冠動脈瘻、心房中隔欠損、心室中隔欠損であってもよい。
第２のバルブは、第４の編組角度を有していてもよく、第３バルブは第５編組角度を有す
ることができる。
第３編組角は、第４編組角度と第５編組角度より小さくてもよい。
第２のネックは、瘻孔の幅に対して１０％と２５％との間のオーバーサイズの外径を有す
ることができる。
第２のネックは、瘻孔の長さの１０％と２５％との間のオーバーサイズの長さを有するこ
とができる。
この方法はさらに、脈管構造内のエントリポイントにガイドカテーテルと拡張器を挿入含
んでもよい。
拡張器は、遠位端を有することができる。
この方法は、さらに、ガイドカテーテルと拡張器に操縦可能なガイドワイヤを挿入含んで
もよい。
操縦可能なガイドワイヤは、拡張器の遠位端の遠位に延びることができる。
この方法はさらに、操縦可能なガイドワイヤを前進ステアリング含むことができる。
この方法はさらに、前進および操縦可能なガイドワイヤを操縦する、操縦可能なガイドワ
イヤ上でガイドカテーテルと拡張器を前進した後に、含んでもよい。
この方法はさらに、拡張器を除去する、操縦可能なガイドワイヤ上でガイドカテーテルと
拡張器を前進した後に、含んでもよい。
この方法はさらに、さらなる血管系の第１の点に操縦可能なガイドワイヤを前進ステアリ
ング、拡張器を除去した後、含んでもよい。
この方法はさらに、さらなる前進および操縦可能なガイドワイヤを操縦、血管系の第１の
点に操縦可能なガイドワイヤ上でガイドカテーテルを前進した後に、含んでもよい。
この方法はさらに、操縦可能なガイドワイヤを除去する、血管系の第１の点に操縦可能な
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ガイドワイヤを介してガイドカテーテルを前進した後に、含んでもよい。
【０２６２】
  いくつかの実施形態では、瘻孔を通る流れを破壊する方法は、瘻孔に近接する血管系内
の点でマイクロカテーテルを通して瘻を横切る流れの攪乱を導入することを含む。
流れ攪乱を展開する、瘻の第１の側にバルブの第１の複数の拡大瘻の第２の側にバルブの
第２の複数の拡大、瘻孔を通ってネック部を延長備える。
瘻の第２の側面は、瘻の第１の側の反対側に縦方向にある。
ネックは第１の複数のバルブと、第２の複数のバルブの間にある。
【０２６３】
  バルブの第１の複数の第１の編組角度を有する第１のバルブを備えることができる。
バルブの第２の複数の第２編組角を有する第２のバルブを備えていてもよい。
ネックは第１編組角と第２編組角よりも小さい第３の編組角度を有することができる。
バルブの第１の複数の第４の編組角度を有する第３のバルブを備えることができる。
バルブの第２の複数の第編組角度を有する第４のバルブを備えることができる。
第３編組角は、第４編組角度と第５編組角度より小さくてもよい。
バルブの第１の複数の第１の直径と第１の直径よりも小さい第２の直径を有する第３のバ
ルブを有する最も近位のバルブを備えることができる。
バルブの第２の複数の第３の直径と第３の直径よりも小さい第４の直径を有する第４のバ
ルブを有する最遠位バルブを含んでいてもよい。
流れ攪乱は、長手方向軸を有していてもよい。
流れ攪乱は、バルブの第１の複数の第２の口の近位を含むことができる。
流れ攪乱は、バルブの第２の複数の三ネック部の先端を含んでもよい。
第２及び第３ネック部ネック半径方向、長手方向軸からオフセットされてもよい。
第２及び第３ネック部ネック部が異なる半径方向に長手軸からオフセットされてもよい。
ネックは、瘻孔の幅の１０％と２５％との間のオーバーサイズの外径を有することができ
る。
ネックは、瘻孔の長さの１０％と２５％との間のオーバーサイズの長さを有することがで
きる。
血管系内の点は、海綿静脈洞であってもよい。
【０２６４】
  いくつかの実施形態では、瘻孔を通る流れを破壊する方法は、瘻孔に近接する血管系内
の点でマイクロカテーテルを通して瘻を横切る流れの攪乱を導入することを含む。
流れ攪乱を展開する瘻の第１の側に第１の球を拡大し、瘻の第２の側に第２のバルブを拡
大備える。
第１のバルブが第１編組角度を持っている。
第２バルブは第２編組角を有する。
流れ攪乱は、第１及び第２のバルブの間にネック部を備えている。
ネックは瘻孔を横断する。
ネックは第１編組角と第２編組角よりも小さい第３編組角を有する。
【０２６５】
  流れ攪乱を展開するさらに瘻の第１の側に第３の球を拡大し、瘻の第２の側に第４のバ
ルブを拡大備えることができる。
第１バルブは、第１の直径を有していてもよい。
第２バルブは第２の直径を有することができる。
第３バルブは、第１の直径よりも小さい第３の直径を有することができる。
第４バルブは、第３の直径よりも小さい直径四を有していてもよい。
流れ攪乱は、長手方向軸を有していてもよい。
流れ攪乱は、第１のバルブに第２ネック部の近位を含むことができる。
流れ攪乱は、第２のバルブに第３ネック部の先端を含むことができる。
第２及び第３ネック部は、長手方向軸から半径方向にオフセットされてもよい。
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第２及び第３ネック部が異なる半径方向に長手軸からオフセットされてもよい。
第２のネックは、瘻孔の幅に対して１０％と２５％との間のオーバーサイズの外径を有す
ることができる。
第２のネックは、瘻孔の長さの１０％と２５％との間のオーバーサイズの長さを有するこ
とができる。
【０２６６】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置を製造する方法は、糸の輪にスプ
ールを複数配置含む。
スプールのそれぞれが、ワイヤを含む。
第１の期間にスプールの複数のそれぞれのワイヤを編組することをさらに含む、繊維構造
の第１の部分を形成する。
第１の期間の間にワイヤを編組することは第１の速度で離れて糸輪からのリングを引っ張
る含む。
糸の輪にスプールのうちの少なくとも一部を再配置する、第１のセグメントを形成した後
にすることをさらに含む。
繊維構造の第２のセグメントを形成するために第２の持続時間の間スプールの複数のそれ
ぞれからワイヤを編組、スプールのうちの少なくとも一部を再配置した後の方法をさらに
含む。
秒の持続時間の間にワイヤを編組することは第１の速度とは異なる第２の速度で離れて糸
輪からのリングを引っ張る含む。
【０２６７】
  第１の速度が第２の速度よりも大きくすることができる。
繊維構造の第１のセグメントの気孔率は、繊維構造の第２のセグメントの気孔率よりも大
きくすることができる。
第１のセグメントの編組角度は０°と９０°の間であり得る。
第２のセグメントの編組角度は９１°と１８０°の間であってもよい。
第２の速度が第１の速度よりも大きくすることができる。
繊維構造の第１のセグメントの気孔率は、繊維構造の第２のセグメントの気孔率よりも小
さくてもよい。
スプールを複数配置し、スプールの複数の少なくとも一部が対称スプールを複数配置含む
ことができ、スプールを複数配置し、スプールのうちの少なくとも一部を再配置の他は不
斉複数配置含むことができる再配置の一スプールの。
スプールを複数配置し、スプールのうちの少なくともいくつかは、非対称スプールを複数
配置含むことができ、スプールを複数配置し、スプールのうちの少なくとも一部を再配列
する他の対称複数配置含むことができる再配置の一スプールの。
糸ホイールは東半球と西半球を含むことができる。
第１の期間および第２の持続時間の少なくとも１つの間のワイヤを編組することは東半球
と西半球の他の回転速度に対して、東半球と西半球の１の回転の変化する速度を含むこと
ができる。
回転速度を変化させる時には、繊維構造は、円周方向に第１の部分の反対側に第１の部分
および第２の部分を含むことができる。
第１の部分の編組角度は、第２の部分の編組角度と異なってもよい。
スプールの複数の少なくとも一つのスプールは、形状記憶材料を含むワイヤを含むことが
できる。
スプールの複数の少なくとも一つのスプールは、放射線不透過性材料を含むワイヤを含む
ことができる。
第１のセグメント及び第２セグメントの一方の編組角度が９１°～１８０°であり、第１
のセグメントと第２のセグメントの他の編組角度が０°と９０°の間とすることができる
。
第１の期間および第２の持続時間の少なくとも１つの間の糸輪から離れてリングを引っ張
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ると糸ホイールと垂直な方向に離れて糸輪からのリングを引っ張る含むことができる。
リングは円形リングを含むことができる。
【０２６８】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置を製造する方法は、糸の輪にスプ
ールを複数配置含む。
スプールのそれぞれが、ワイヤを含む。
第１の期間にスプールの複数のそれぞれのワイヤを編組することをさらに含む、繊維構造
の第１の部分を形成する。
スプール用の複数のそれぞれのワイヤを編組方法はさらに、糸ホイールにスプールのうち
の少なくとも一部を再配置する第１のセグメントを形成した後含み、および、スプールの
うちの少なくとも一部を再配置した後、繊維構造の第２のセグメントを形成するために第
２の持続時間。
【０２６９】
  繊維構造の第１のセグメントの気孔率は、繊維構造の第２のセグメントの気孔率よりも
大きくすることができる。
繊維構造の第１のセグメントの気孔率は、繊維構造の第２のセグメントの気孔率よりも小
さくてもよい。
この方法はさらに、糸ホイールから離れるプラーの引き上げ速度を変化させる、第期間お
よび第２の持続時間の少なくとも１つの間に、含んでもよい。
この方法は、第１の速度とは異なる第２の速度で離れて糸輪からの引き手を引いて、第１
の速度で離れて糸輪からの引き手を引いて、第１の期間中に、含み、及び、第２の期間の
間にすることができる。
スプールを複数配置し、スプールの複数の少なくとも一部が対称スプールを複数配置含む
ことができ、スプールを複数配置し、スプールのうちの少なくとも一部を再配置の他は不
斉複数配置含むことができる再配置の一スプールの。
スプールを複数配置し、スプールのうちの少なくともいくつかは、非対称スプールを複数
配置含むことができ、スプールを複数配置し、スプールのうちの少なくとも一部を再配列
する他の対称複数配置含むことができる再配置の一スプールの。
糸ホイールは東半球と西半球を含むことができる。
第１の期間および第２の持続時間の少なくとも１つの間のワイヤを編組することは東半球
と西半球の他の回転速度に対して、東半球と西半球の１の回転の変化する速度を含むこと
ができる。
回転速度を変化させる時には、繊維構造は、円周方向に第１の部分の反対側に第１の部分
および第２の部分を含むことができる。
第１の部分の編組角度は、第２の部分の編組角度と異なってもよい。
第１の部分の編組角度は９１°と１８０°の間であってもよい。
第２の部分の編組角度が０°と９０°の間であり得る。
スプールの複数の少なくとも一つのスプールは、形状記憶材料を含むワイヤを含むことが
できる。
スプールの複数の少なくとも一つのスプールは、放射線不透過性材料を含むワイヤを含む
ことができる。
第１のセグメント及び第２セグメントの一方の編組角度が９１°～１８０°であり、第１
のセグメントと第２のセグメントの他の編組角度が０°と９０°の間とすることができる
。
プラーは、円環を含むことができる。
【０２７０】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための装置の製造方法は、繊維構造を形成す
る複数のワイヤを編組含む。
複数のワイヤの各々は、糸ホイール上のスプールのうちの一つから延びている。
ワイヤを編組する繊維構造の第１のセグメントを形成するために第１の持続時間の間のワ
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イヤを編組し、繊維構造の第２のセグメントを形成するために、第２の期間の間のワイヤ
を編組含む。
第１の期間の間にワイヤを編組することは第１の速度で離れて糸輪からプラーを引っ張っ
含む。
第１のセグメントは、９１°と１８０°との間の編組角度を有している。
秒の持続時間の間にワイヤを編組することは第１の速度よりも大きい第２の速度で離れて
糸輪からプラーを引っ張っ含む。
第２セグメントは、０°と９０°の間の編組角度を有する。
【０２７１】
  第１の期間は、第２の期間の前にあってもよい。
繊維構造の第１のセグメントの気孔率は、繊維構造の第２のセグメントの気孔率よりも大
きくすることができる。
第１の期間は、第２の期間の後であってもよい。
繊維構造の第１のセグメントの気孔率は、繊維構造の第２のセグメントの気孔率よりも小
さくてもよい。
第１期間と第２期間の少なくとも１つの間にプーラーを引っ張ると、糸の輪に垂直な方向
であってもよい。
この方法は、さらにスプールのうちの少なくとも一部を再配列、少なくとも第１の持続時
間の第２期間の間のワイヤを編組中に含むことができる。
糸ホイールは東半球と西半球を含むことができる。
第１の期間および第２の持続時間の少なくとも１つの間にワイヤを編組することは東半球
の回転１と東半球と西半球の他の回転速度に対する西半球の変化する速度を含むことがで
きる。
回転速度を変化させる時には、繊維構造は、円周方向に第１の部分の反対側に第１の部分
および第２の部分を含むことができる。
第１の部分の編組角度は、第２の部分の編組角度と異なってもよい。
スプールの複数の少なくとも一つのスプールは、形状記憶材料を含むワイヤを含むことが
できる。
スプールの複数の少なくとも一つのスプールは、放射線不透過性材料を含むワイヤを含む
ことができる。
プラーは、円環を含むことができる。
第１のセグメントは、６０％と７８％との間の空隙率を有することができる。
【０２７２】
  いくつかの実施形態では、血管腔を治療するための装置を製造する方法は、糸の輪にス
プールを複数配置含む。
スプールのそれぞれが、ワイヤを含む。
糸ホイールは東半球と西半球を備える。
この方法はさらに、繊維構造を形成する複数のスプールのそれぞれからワイヤを編組含む
。
ワイヤを編組する繊維構造の第１のセグメントを形成するための第１の期間の間のワイヤ
を編組含む。
第１の期間の間にワイヤを編組することは、第１の速度で糸ホイールの東半球を回転させ
る第２の速度で糸ホイールの西半球を回転し、３速でプラーを引っ張っ含む。
１速と２速の少なくとも一方は、第３速以上である。
さらにワイヤを編組する繊維構造の第２のセグメントを形成するために第２の持続時間の
間のワイヤを編組含む。
第２の期間中のワイヤを編組する第４速の少なくとも一方、４速での糸輪の東半球の回転
速度で第糸輪の西半球を回転させ、第６速でプラーを引っ張る含む。と６速未満５速。
この方法はさらに、繊維構造に熱処理を含む。
熱処理後、繊維構造は、拡張状態に圧縮状態から拡張可能ある。
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繊維構造は、拡張状態のバルブを含む。
【０２７３】
  第１の期間は、第２の期間の前にあってもよい。
第１の期間は、第２の期間の後であってもよい。
第１のセグメントは、バルブを含むことができる。
第２セグメントは、バルブを含むことができる。
繊維構造は、第２のバルブを備えることができる。
第１のセグメントは、バルブを含むことができ、第２のセグメントは、第２のバルブを含
んでもよい。
第１のセグメントの編組角度は９１°と１８０°の間であってもよい。
第１のセグメントは、血管腔への流れを減少させるように構成気孔率を有することができ
る。
第２のセグメントの編組角度は０°と９０°の間であり得る。
第２セグメントは、血管を穿孔する灌流を可能にするように構成気孔率を有することがで
きる。
第３の期間は、繊維構造の第３のセグメントを形成するためのワイヤを編組することはさ
らに、ワイヤを編組含んでもよい。
第３の期間の間にワイヤを編組する第８速で糸輪の西半球の回転、第７速で糸輪の東半球
を回転し、第速度でホーンギアを引っ張る含むことができる。
少なくとも第７速と第８速の一方は、第９の速度よりも大きくてもよい。
繊維構造は、第２のバルブと第３バルブを含んでもよい。
第１のセグメントはバルブを含むことができ、第２のセグメントは第２のバルブを含んで
もよく、第３のセグメントは、複数のバルブの第３のバルブを含み得る。
第７速、第８速の少なくとも一方は、第９の速度未満であってもよい。
この方法はさらに、糸ホイールにスプールを複数並べ替え、第１期間および第２の持続時
間の間に、含んでもよい。
第１の期間の間に、第１の速度が第２の速度と同じであってもよい。
第１の期間の間に、第１の速度が第２の速度とは異なる場合がある。
第１のセグメントは、第１の部分の反対側に周方向に第１の部分および第２の部分を含む
ことができる。
第１の部分の編組角度は９１°と１８０°の間であってもよい。
第２の部分の編組角度が０°と９０°の間であり得る。
第２の期間の間、第４速は、第５速と同じであってもよい。
第２の期間の間、第４速は、第５速と異なっていてもよい。
スプールの複数の少なくとも一つのスプールは、形状記憶材料を含むワイヤを含むことが
できる。
スプールの複数の少なくとも一つのスプールは、放射線不透過性材料を含むワイヤを含む
ことができる。
繊維構造を編組することは第１のマンドレルの周りであってもよい。
この方法はさらに、熱処理前の第１の熱処理を含むことができる。
熱処理は、まず、マンドレルとは異なる第２のマンドレル上にあってもよい。
繊維構造を編組するマンドレルの周りであってもよい。
熱処理は、第１のマンドレル上にあってもよい。
この方法はさらに、ポリマーとバルブの一部を被覆する含み得る。
この方法はさらに、一部を被覆する間に繊維構造の少なくとも一部をマスク含んでもよい
。
繊維構造は、マンドレル上にあってもよいしながら繊維構造の少なくとも一部をマスキン
グコーティングを含んでもよい。
一部をコーティングすることは部分をコーティングするスプレーを含むことができる。
一部をコーティングすることは部分を浸漬被覆を含むことができる。
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【０２７４】
  いくつかの実施形態では、血管腔を治療するための装置の製造方法は、繊維構造を形成
する複数のワイヤを編組含む。
複数のワイヤの各々は、糸ホイール上のスプールのうちの一つから延びている。
糸ホイールは東半球と西半球を備える。
ワイヤを編組する繊維構造の第１のセグメントを形成するために第１の持続時間の間のワ
イヤを編組含む。
第１の期間の間にワイヤを編組は、第１の速度とは異なる第２の速度で糸輪の西半球の回
転、第１の速度で糸輪の東半球を回転し、第３の速度で引き手を引っ張ることを含む。
この方法はさらに、バルブを含む拡張した形状を付与するために繊維構造の熱処理を含む
。
【０２７５】
  第１速と第２速の少なくとも一方は、第３速より大きくてもよい。
第１速と第２速の少なくとも一方は、第３速度未満であってもよい。
ワイヤを編組することは、さらに繊維構造の第２のセグメントを形成するために、第２の
期間の間のワイヤを編組含んでもよい。
秒の持続時間の間にワイヤを編組する第４速で糸ホイールの東半球を回転させ、第５速で
糸ホイールの西半球を回転備えることができる。
第１の期間は、第２の期間の前にあってもよい。
第１の期間は、第２の期間の後であってもよい。
第２の期間にワイヤを編組することは、さらに第６速ギヤでホーンを引っ張る含むことが
できる。
第４速は、第２の速度と同じであってもよい。
第４速と第５速は、それぞれ第６速未満であってもよい。
第４速と第５速は、それぞれ第６速よりも大きくてもよい。
第１のセグメントは、バルブを含むことができる。
第２セグメントは、バルブを含むことができる。
複数のバルブはバルブを含んでいてもよい。
第１のセグメントは、複数のバルブの第１のバルブを含むことができ、第２のセグメント
は、複数のバルブの第２のバルブを備えることができる。
複数のワイヤの少なくとも一つのワイヤは、形状記憶材料を含むことができる。
複数のワイヤのうちの少なくとも一つのワイヤは、放射線不透過性材料を含んでもよい。
繊維構造を編組することは第１のマンドレルの周りであってもよい。
この方法はさらに、熱処理前の第１の熱処理を含むことができる。
熱処理は、まず、マンドレルとは異なる第２のマンドレル上にあってもよい。
繊維構造を編組するマンドレルの周りであってもよい。
熱処理は、第１に、マンドレル上にあってもよい。
この方法はさらに、ポリマーとバルブの一部を被覆する含み得る。
この方法はさらに、一部を被覆する間に繊維構造の少なくとも一部をマスク含んでもよい
。
繊維構造は、マンドレル上にあってもよいしながら繊維構造の少なくとも一部をマスキン
グコーティングを含んでもよい。
【０２７６】
  いくつかの実施形態では、血管腔を治療するための装置を製造する方法は、バルブを含
む繊維構造を形成する複数のワイヤを編組含む。
ワイヤの各々は、スプール上にある。
スプールは、糸ホイール上に配置されている。
複数のワイヤを編組した後、繊維構造は、第１の長手方向セグメントを含む。
第１の長手方向のセグメントは、９１°と１８０°の間の編組角度を有する第１の部分と
、０°と９０°の間の編組角度を有する第２部分とを含む。



(96) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

第２の部分は、第１の部分の反対側に周方向にある。
【０２７７】
  繊維構造は、第１の長手方向のセグメントに隣接する第２の長手方向のセグメントを含
むことができる。
第１の長手方向のセグメントは、バルブを含むことができる。
第２の長手方向のセグメントは、バルブを含むことができる。
バルブは、バルブの複数を含んでもよい。
第１の長手方向のセグメントは、第１のバルブを含むことができ、第２の長手方向のセグ
メントは、第２のバルブを含んでもよい。
第２の長手方向のセグメントは、０°と９０°の間の編組角度を有することができる。
第２の長手方向のセグメントは、９１°と１８０°との間の編組角度を有することができ
る。
スプールが東半球と西半球を備える糸ホイール上に配置することができる。
複数のワイヤを編組することは第１の速度で糸ホイールの東半球を回転し、第１の速度と
は異なる第２の速度で糸ホイールの西半球を回転備えることができる。
複数のワイヤの少なくとも一つのワイヤは、形状記憶材料を含むことができる。
複数のワイヤのうちの少なくとも一つのワイヤは、放射線不透過性材料を含んでもよい。
【０２７８】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための構造を形成する方法は、糸の輪の個々
のキャリアから延びる複数のフィラメントを配置含む。
複数のフィラメントの少なくとも一つは、形状記憶フィラメントであり、少なくとも他の
フィラメントの複数の放射線不透過性フィラメントである。
マンドレルを提供するステップをさらに含む。
マンドレルは、長手方向軸と長手方向軸に沿って鎖に結合された複数のボールを有する鎖
を含む。
複数のボールの対は、長手方向軸に沿って離間している。
この方法はさらに、複数のボールの周りにバルブを複数形成し、複数のボールの対の間ネ
ックを形成し、編組中に、含むマンドレルの周りに複数のフィラメントを編組含む。
方法はさらには、複数のフィラメントを編組した後、熱は、マンドレル上の複数のフィラ
メントを処理する。
方法はさらに、マンドレル上に複数のフィラメントを熱処理した後、マンドレルから複数
のフィラメントを除去する。
構造は、複数のバルブとネックを有する、複数の熱処理されたフィラメントを備える。
【０２７９】
  この方法はさらに、マンドレルにフィラメントの編組複数の部分を固定する、熱がマン
ドレル上に複数のフィラメントを処理する前に、含むことができる。
マンドレルにフィラメントの編組複数の部分を確保する腕輪、ワイヤ、および／または接
着剤を使用して含んでもよい。
この方法は、マンドレルの周りに複数のフィラメントを編組複数のフィラメントを再配置
中に含むことができる。
この方法はさらに、マンドレル上プラーにフィラメントの各々の端部に取り付け含むこと
ができる。
複数のフィラメントを編組することは、糸の輪を回転させる個々の担体を回転し、長手方
向に離れて糸輪からマンドレルに沿って延びるプーラーを含んでもよい。
複数のフィラメントを編組することは、糸の輪を回転させる個々の担体を回転し、長手方
向に離れて糸輪からマンドレルに沿ってプラーを延長する少なくとも一つの速度を変化さ
せること含んでもよい。
【０２８０】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための構造を形成する方法は、マンドレルを
提供するステップを含む。
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マンドレルは、長手方向軸と長手方向軸に沿って鎖に結合された複数のボールを有する鎖
を含む。
複数のボールの対は、長手方向軸に沿って離間している。
この方法はさらに、複数のボールの周りにバルブを複数形成し、複数のボールの対の間ネ
ックを形成し、編組中に、含むマンドレルの周りに複数のフィラメントを編組含む。
方法はさらには、複数のフィラメントを編組した後、熱は、マンドレル上の複数のフィラ
メントを処理する。
フィラメントの熱処理された複数のバルブとネックを備える。
【０２８１】
  この方法は、マンドレルの周りに複数のフィラメントを編組複数のフィラメントを再配
置中に含むことができる。
複数のフィラメントを再配置することは、非対称パターンの対称パターンからのものであ
ってもよい。
複数のフィラメントを再配置することは、対称パターンに非対称パターンからのものであ
ってもよい。
この方法はさらに、マンドレルにフィラメントの編組複数の部分を固定する、熱がマンド
レル上に複数のフィラメントを処理する前に、含むことができる。
マンドレルにフィラメントの編組複数の部分を確保する腕輪、ワイヤ、および／または接
着剤を使用して含んでもよい。
【０２８２】
  いくつかの実施形態では、血管を治療するための構造を形成する方法は、織物に複数の
フィラメントを編んマンドレルの周りに繊維を包む、そして熱がマンドレル上で織物を処
理することを含む。
マンドレルは、長手方向軸と長手方向軸に沿って鎖に結合された複数のボールを有する鎖
を含む。
複数のボールの対は、長手方向軸に沿って離間している。
加熱処理された織物は、複数のボールのペア間のボールとネック部の周りの複数のバルブ
を備える。
【０２８３】
  繊維シートを含んでもよい。
この方法は、さらに、熱がチューブにシートを治療、マンドレルの周りに織物を巻き付け
る前に、含むことができる。
熱処理した繊維の長さは、浮遊繊維を含んでもよい。
複数のフィラメントを編成する横糸編みを含むことができる。
繊維は、チューブを含むことができる。
複数のフィラメントを編成すると、インターロックループを形成する工程を含んでもよい
。
この方法はさらに、マンドレルに繊維の一部を確保し、熱は、マンドレルに繊維を処理す
る前に、含むことができる。
マンドレルに繊維の一部を確保する腕輪、ワイヤ、および／または接着剤を使用して含ん
でもよい。
【０２８４】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブを修正するためのシステムは、サブシステム
を保持するハイポチューブ、螺旋ハイポチューブコレクタ、及び冷却サブシステムを含む
。
ハイポチューブ保持サブシステムは、ブッシュ、コレットの複数、および縦方向にハイポ
チューブを前進させるように構成ハイポチューブクランプを備える。
ブッシュ、コレットの複数、およびハイポチューブクランプは、高さになる。
コレットのブッシングと、複数の高さの３％未満であることがハイポチューブのたるみを
抑制するように配置されている。
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スパイラルハイポチューブコレクタはレーザー切断後のハイポチューブを巻くように構成
されている。
冷却サブシステムは、螺旋状のハイポチューブのコレクタに２０°Ｃと２５°Ｃの間の温
度でガスを流すように構成されている。
冷却サブシステムは、螺旋状のハイポチューブのコレクタに冷却システムからのガスの流
れを調整するように構成された弁を備える。
【０２８５】
  冷却サブシステムは、さらに、レーザノズルへと集束レーザビームによって切断された
ハイポチューブに向けてガスを流すように構成されてもよい。
冷却サブシステムは、さらに、レーザノズルへの冷却サブシステムからのガスの流れを調
整するように構成された第２弁を含むことができる。
ガスは、空気（例えば、周囲空気）及び／又は不活性ガスを含んでもよい。
ハイポチューブクランプは、保持されたハイポチューブの可変張力を付与するように構成
することができる。
システムは、ハイポチューブに（例えば骨折を含む）を形成亀裂を抑制するように構成す
ることができる。
【０２８６】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブを修正するためのシステムは、ハイポチュー
ブ保持サブシステム、ハイポチューブ収集サブシステム及び冷却サブシステムを含む。
ハイポチューブ保持サブシステムは、開催ハイポチューブのたるみを抑制するように構成
されている。
ハイポチューブ収集サブシステムは、レーザー切断後のハイポチューブを収集するように
構成されている。
冷却サブシステムは、ハイポチューブ収集サブシステムへの直接ガスに構成される弁を含
む。
【０２８７】
  冷却サブシステムは、さらに、レーザノズルへと集束レーザビームによって切断された
ハイポチューブに向かって直接気体に構成された第２のバルブを備えることができる。
冷却サブシステムは、不活性ガス源を含むことができる。
ガスは、空気（例えば、周囲空気）を含んでもよい。
ガスは、２０℃と２５℃の間の温度であってもよい。ハイポチューブ収集サブシステムは
、レーザ切断後にハイポチューブを巻くように構成さスパイラルハイポチューブコレクタ
を含んでもよい。
ハイポチューブ保持サブシステムは、ブッシング、コレットの複数、及び長手方向にハイ
ポチューブを前進するように構成されたハイポチューブのクランプを含んでもよい。
ブッシング、コレットの複数と、ハイポチューブクランプは、高さに整列させることがで
きる。
コレットのブッシングと、複数の高さの３％未満であることがハイポチューブのたるみを
抑制するように構成することができる。
ハイポチューブクランプは、ハイポチューブに可変張力を付与するように構成することが
できる。
ハイポチューブ保持サブシステムはさらに、コンベヤを含んでもよい。
冷却サブシステムは、熱影響ゾーンを減少させるように構成されてもよい。
システムは、ハイポチューブに（例えば骨折を含む）を形成亀裂を抑制するように構成す
ることができる。
【０２８８】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブを修正するためのシステムは、冷却サブシス
テムを含む。
冷却サブシステムは、第１の弁及び第２の弁を備える。
第１バルブが螺旋ハイポチューブコレクタ内にガスを導くように構成されている。
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スパイラルハイポチューブコレクタはレーザー切断後のハイポチューブを巻くように構成
されている。
第２の弁は、レーザノズルへと集束レーザビームによって切断されたハイポチューブに向
けてガスを方向付けるように構成されている。
【０２８９】
  冷却サブシステムは、不活性ガス源を含むことができる。
ガスは、空気（例えば、周囲空気）を含んでもよい。
ガスは、２０℃と２５℃の間の温度であってもよい。システムは、さらに、螺旋状ハイポ
チューブコレクタを含んでもよい。
冷却サブシステムは、熱影響ゾーンを減少させるように構成されてもよい。
システムは、ハイポチューブに（例えば骨折を含む）を形成亀裂を抑制するように構成す
ることができる。
【０２９０】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブをレーザ切断時にスラグを除去する方法は、
ガス冷却システムを使用して、ハイポチューブの外面に冷却ガスを流すステップを含む。
冷却ガスを流すこと、熱衝撃水たまりを減らすことを含む。
冷却ガスを流すこと、熱影響ゾーンを低減することからなる。
冷却ガスは、２０℃と２５℃の間の温度を有する。速度におけるハイポチューブの内腔に
水を注入する方法はさらに、ハイポチューブの内腔に付着するスラグの一部を阻害する。
冷却ガスを流し、水を注入すると、ハイポチューブの外表面からスラグを除去することを
含む。
収集装置スラグ中に除去スラグを収集することをさらに含む。
この方法は、ハイポチューブのレーザー切断中に列われる。
【０２９１】
  冷却ガスは、空気（例えば、周囲空気）を含んでもよい。
冷却ガスは、不活性ガスを含んでもよい。
この方法はさらに、切断ハイポチューブ収集装置にガスを冷却する流れ含んでもよい。
ハイポチューブの内腔に水を注入する速度を制御するステップを含むことができる。
速度を制御することは、ハイポチューブに遠くにハイポチューブに近接直列に配置された
水注入管を介して複数のハイポチューブの内腔への給水から水を供給する含み得る。
水噴射管の前記複数のそれぞれは、直径を有することができる。
ハイポチューブに対してより近接注水管の複数のそれぞれの直径は、ハイポチューブに離
れた注水管の複数の径よりも小さくてもよい。
複数の噴射管は、実質的に、４つの水注入管、または４つの水注入管だけで構成されても
よい。
【０２９２】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブをレーザ切断時にスラグを除去する方法は、
ガス冷却システムを使用し、ハイポチューブの内腔の中に冷却流体を注入するハイポチュ
ーブの外面に冷却ガスを流すステップを含む。
冷却ガスを流すと、冷却流体を噴射することは、少なくとも部分的に、ハイポチューブの
外面からスラグを除去することを含む。
冷却ガスを流すことは、少なくとも熱衝撃水たまりの一つと熱影響ゾーンを低減すること
からなる。
冷却流体を注入することは、少なくとも部分的に、ハイポチューブの外面からスラグを除
去することを含む。
除去されたスラグを収集することをさらに含む。
【０２９３】
  冷却液は、エチレングリコールを含んでもよい。
冷却流体は、スラリーを含んでもよい。
冷却流体は水を含むことができる。
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この方法は、全体のレーザー切断プロセスの間に連続的に列われてもよい。
この方法は、レーザ切断プロセスの一部の間に列われてもよい。
冷却ガスは、（例えば、２０°Ｃと２５°Ｃの間）空気（例えば、周囲空気）を含んでも
よい。
冷却ガスは、不活性ガスを含んでもよい。
冷却ガスは、（例えば２０°Ｃと２５°Ｃの間）の周囲温度を有していてもよい。
【０２９４】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブのレーザー切断中にスラグを除去する方法は
、レーザノズル内に冷却ガスを流すことを含むハイポチューブの外面に冷却ガスの流れを
導く、そしてにおけるハイポチューブの内腔の中に冷却流体を噴射する。速度。
【０２９５】
  冷却ガス（例えば、周囲空気）及び／又は不活性ガスを放送することができる。
冷却ガスは、（例えば２０°Ｃと２５°Ｃの間）の周囲温度を有していてもよい。
この方法はさらに、ハイポチューブの間隔で順次小径の直列に配置された注入管を介して
、複数の冷却流体を注入することによって速度を制御すること含むことができる。
冷却流体を注入すること全体レーザー切断プロセスの間に連続的に列われてもよい。
【０２９６】
  いくつかの実施形態では、フィステルを通る流れを中断させるための装置は、圧縮状態
と拡張状態を有する織布を含む。
織布は、拡張された状態で、第１バルブ、第２バルブ、第１及び第２のバルブの間の第１
ネック、第３バルブ、第２および第３バルブとの間の第２のネック、第４バルブ、第３バ
ルブと第４バルブとの間の第３のネックを備えている。
第１のバルブが第１編組角度を持っている。
第４バルブは第２編組角を有する。
第２のネックは、第１編組角と第２編組角よりも小さい第３編組角を有する。
第２のネックは、瘻孔を通って延びるように構成されている。
第１及び第２のバルブは、瘻の第１の側になるように構成されている。
第３バルブと第４バルブは瘻の第２の側になるように構成されている。
【０２９７】
  第２のバルブは、第４の編組角度を有することができる。
第３バルブは第編組角度を有することができる。
第３編組角は、第４編組角度と第５編組角度より小さくてもよい。
第２と第３バルブの各々は、赤道軸の直径よりも短い極性軸の直径を有する扁平回転楕円
体を含むことができる。
第２バルブおよび第３バルブは、第２および第３バルブの極軸に沿って接続することもで
きる。
第１及び第４のバルブの各々は、赤道軸の直径よりも短い極性軸の直径を有する扁平回転
楕円体を含むことができる。
第１及び第２のバルブは第１及び第２のバルブの極軸に沿って接続することもできる。
第３バルブ及び第４バルブは、第３バルブと第４バルブの極軸に沿って接続することもで
きる。
第１バルブは、第１の直径を有していてもよい。
第２バルブは、第１の直径よりも大きい第２の直径を有することができる。
第３バルブは第３の直径を有することができる。
第４のバルブは、第３直径より小さい第４直径を有することができる。
第１バルブ、第２バルブ、第３バルブおよび第４バルブの少なくとも長手方向に第１のバ
ルブ、第２バルブ、第３バルブおよび第４バルブの互いにオフセットされてもよい。
【０２９８】
  いくつかの実施形態では、フィステルを通る流れを中断するための装置は、長手方向軸
、圧縮された状態、および拡張状態を有する織布を含む。
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織布は、拡張された状態で、第１のバルブ、第１バルブの近位の第１ネック、第２バルブ
、第２バルブの遠位の第２ネック、第１バルブと第２バルブの間にある第３ネックを備え
ている。
第１ネック部と第２ネック部の各々は、半径方向に長手方向の軸からオフセットしている
。
第３ネック部は、瘻孔を通って延びるように構成されている。
【０２９９】
  第１及び第２のネック部ネック部の各々は、異なる半径方向に長手軸からオフセットさ
れてもよい。
第１のバルブが第１編組角度を有することができる。
第２バルブは第２編組角度を有することができる。
第３ネック部は、第１編組角度と第２編組角よりも小さい第３の編組角度を有することが
できる。
第１バルブ及び第２バルブの各々は、赤道軸の直径よりも短い極性軸の直径を有する扁平
回転楕円体を含むことができる。
織布構造は、さらに、拡張された状態で、第１バルブ及び第３ネック部及び第２バルブと
の間に第３ネック部バルブとの間の第３のバルブを備えることができる。
第１バルブは、第１の直径を有していてもよい。
第３バルブは、第１の直径よりも大きい第２の直径を有することができる。
第２バルブは第３の直径を有することができる。
第４のバルブは、第３の直径よりも大きな第４の直径を有することができる。
第３ネック部を２ｍｍと１６ｍｍの間の直径を有することができる。
第３ネック部を２ｍｍと２６ｍｍの間の長さを有することができる。
【０３００】
  いくつかの実施形態では、フィステルを通る流れを中断させるための装置は、圧縮状態
と拡張状態を有する織布を含む。
織布は、拡張状態、ネック部、ネック部の基端側に連結されたバルブの第１の複数、及び
ネック部の先端側に連結されたバルブの第２の複数で構成されている。
ネックは第１の編組角度を有している。
少なくともバルブの第１の複数の第１のバルブは、第１編組角度よりも大きい第２の編組
角度を有する。
少なくともバルブの第２の複数の第２のバルブは、第１編組角よりも大きな第３編組角を
有する。
【０３０１】
  バルブの第１の複数の第１の直径と第１の直径よりも小さい第２の直径を有する第３の
バルブを有する最も近位のバルブを備えることができる。
バルブの第２の複数の第３の直径と第３の直径よりも小さい第４の直径を有する第４のバ
ルブを有する最遠位バルブを含んでいてもよい。
第３バルブは第４の編組角度を有することができる。
第４バルブは第５編組角度を有することができる。
第１編組角は、第４編組角度と第編組角度より小さくてもよい。
バルブの第１の複数の各々は、赤道軸の直径よりも短い極性軸の直径を有する扁平回転楕
円体を含むことができる。
バルブの第２の複数の各々は、赤道軸の直径よりも短い極性軸の直径を有する扁平回転楕
円体を含むことができる。
バルブの第１の複数の極軸に沿って接続されていてもよい。
バルブの第２の複数の極軸に沿って接続されていてもよい。
バルブの第１の複数のバルブの第１の複数の最も遠位のバルブとバルブの第２の複数の最
も近位の球の極軸に沿った第２の複数のバルブに接続されてもよい。
ネックは、２ｍｍと１６ミリメートルの間の直径を有することができる。
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ネックは、２ｍｍと２６ミリメートルの間の長さを有することができる。
【０３０２】
  いくつかの実施形態では、血管腔または血管奇形を治療するための移植可能な装置は、
拡張状態に圧縮状態から拡張可能な繊維構造を形成するために織られた複数のワイヤを含
む。
繊維構造は、長手方向軸を有する。
繊維構造は、拡張された状態で、第１バルブ、第２バルブ、第３バルブ、第１ネック部、
及び第２のネック部を備える。
第１のバルブは球形状を有している。
第２バルブは、細長い形状を有している。
第２バルブは、第１の周方向の部分と第２の周縁部分を含む。
第１の周方向部分は、第１の編組角度を有する。
第２の周縁部分は、第１の編組角度よりも大きい第２の編組角度を有する。
第２の周縁部分は、第１の外周部の反対側にある。
第３のバルブは、球状の形状を有する。
第２バルブは、長手方向軸に沿った第１バルブと第３バルブの間である。
第１のネックは、長手方向軸に沿った第１のバルブと第２のバルブとの間にある。
第２ネック部は、長手方向軸に沿った第２バルブと第３のバルブとの間である。
【０３０３】
  第１のバルブは、第３編組角を含んでもよい。第３バルブは、第４の編組角度を含んで
もよい。第３編組角は、第２編組角より小さくてもよい。
第４編組角度は、第２編組角より小さくてもよい。
繊維構造は、さらに、拡張した状態で、第３及び第４ネック部を含んでもよい。
第１のバルブは、長手方向軸に沿った第１ネック部と第３ネック部の間であってもよい。
第３バルブは、長手方向軸に沿って第２のネックと第４ネック部の間であってもよい。
第１編組角は０°と９０°の間であり得る。
第２編組角度は９１°と１８０°の間であってもよい。
【０３０４】
  いくつかの実施形態では、血管腔または血管奇形を治療するための移植可能なデバイス
は、拡張状態に圧縮状態から拡張可能な織物構造を形成するために織られた複数のワイヤ
を含む。織物構造は、長手方向軸を有する。織物構造は、拡張された状態で、第一バルブ
、第二バルブ、第三バルブ、第一ネック部、及び第二ネック部を備える。前記第１のバル
ブは球形状を有する。前記第２のバルブは、細長い形状を有する。前記第２のバルブは、
第１の周縁部と、当該第１の周縁部と対向する第２の周縁部を含む。前記第１の周縁部は
、ポリマーを含む。前記第３のバルブは、球状の形状を有する。前記第２のバルブは、前
記長手方向軸に沿う、前記第１のバルブと前記第２のバルブとの間にある。前記第１のネ
ック部は、前記長手軸方向に沿う、前記第１のバルブと第２のバルブとの間にある。前記
第２のネック部は、前記長手方向軸に沿う、前記第２のバルブと前記第３のバルブとの間
にある。
【０３０５】
  前記ポリマーは、非多孔質であってもよい。前記ポリマーは、放射線不透過性材料を含
んでもよい。前記ポリマーは、前記第３のバルブの第１の周縁部の上にコーティングされ
てもよい。前記第２のバルブの第１の周縁部の内面には、前記ポリマーを含まなくてもよ
い。前記織物構造は、拡張状態では、第３のネック部を備えていてもよい。前記第１のバ
ルブは、前記長手方向軸に沿って、前記第１のネック部と第３のネック部との間にあって
もよい。前記第１のバルブ、第２のバルブ、及び第３のバルブのそれぞれは、同じ直を有
することができる。
【０３０６】
  いくつかの実施形態では、血管腔または血管奇形を治療するための移植可能な装置は、
圧縮状態から拡張状態に拡張可能な織物構造を形成するために織られた複数のワイヤを含
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む。前記織物構造は、拡張された状態、第１の長手方向のセグメントと第２の長手方向セ
グメントを含む。第１の長手方向セグメントは、第１の編組角を有する第１の周縁部と、
前記第１編組角より大きい第２の編組角を有する第２の周縁部と、を備える。前記第２の
周縁部は、第１の周縁部の反対側にある。前記第１の長手方向セグメントと第２の長手方
向セグメントの少なくとも一つは、バルブを含む。ルーメンは、長手方向軸と平行な前記
織物構造を、血液の灌流が通過可能に構成されている。
【０３０７】
  前記第一の長手方向のセグメントは、前記バルブを含むことができる。前記第二の長手
方向のセグメントは、前記バルブを含むことができる。前記第１の周縁部は、第１のレー
トで前記第１の周縁部を血液の灌流が通るように構成されてもよい。前記第２の周縁部は
、第１のレートより低い第２のレートで前記第１の周縁部を血液の灌流が通るように構成
されてもよい。前記織物構造は、さらに、拡張した状態で、第三の長手方向のセグメント
を含むことができる。前記第１の長手方向のセグメントは、第２の長手方向セグメントと
第３の長手方向のセグメントの間であってもよい。前記第１の長手方向のセグメントは第
１のバルブを含んでもよく、前記第２の長手方向のセグメントは、第２のバルブを含んで
もよく、前記第３の長手方向のセグメントは、前記第３のバルブを含んでもよい。前記織
物構造は、バルブと第２バルブとの間に長手方向の第１のネック部と、バルブと第３バル
ブとの間に長手方向の第２のネック部と、を含むことができる。前記第２のバルブは、球
場であってもよく、前記バルブ、細長くてもよく、前記第３のバルブは、球形であっても
よい。
  前記第２のバルブは、バルブが第一の直径よりも小さい第二の直径を有することができ
、そして第三のバルブが第二の直径よりも小さい第三の直径を有していてもよく、第一の
直径を有することができる。第二バルブは、球状であってもよく、第一の直径を有してい
てもよく、バルブは細長くてもよく、第一の直径よりも少ない第二の直径を有していても
よく、第三バルブは球状であってもよく、第2の直径よりも小さい第三の直径を有するこ
とができる。第二バルブは、バルブが第一の直径よりも小さい第二の直径を有することが
でき、そして第三のバルブが第二の直径よりも小さい第三の直径を有していてもよく、第
一の直径を有することができる。
【０３０８】
  上記に要約され、さらに詳細に記載された方法は、以下の実施者が撮影した特定のアク
ションを記述する。しかし、それらはまた、他の当事者によってこれらのアクションの指
示を含むことができることを理解すべきである。したがって、このような「ガイドワイヤ
を前進」などのアクションは、ガイドワイヤの前進を指示する」などがある。
【図面の簡単な説明】
【０３０９】
【図１Ａ】血管治療装置の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１Ｂ】血管治療装置の別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１Ｃ】血管治療装置のさらに別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１Ｄ】血管治療装置の他の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図２Ａ】血管治療装置の遠位部分の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図２Ｂ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図２Ｃ】図２Ｂの遠位部の斜視図である。
【図２Ｄ】図２Ｂの遠位部分の別の概略側面図である。
【図２Ｅ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図２Ｅ－２】血管治療装置の遠位部分の更に別の実施形態の斜視図である。
【図２Ｆ】血管治療装置の遠位部分の更に別の実施形態の概略側面図である。
【図２Ｇ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図２Ｈ－１】脳血管系の近位および遠位セグメントの例を示す概略図である。
【図２Ｈ－２】血管治療装置の遠位部分の例示的な実施形態の半径方向の力を示す概略図
である。
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【図３Ａ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図３Ｂ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図３Ｃ】図３Ｂの先端部分の斜視図である。
【図４Ａ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｂ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｃ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｄ】図４Ｃの遠位部分の模式的な近位端の図である。
【図４Ｅ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｆ】図４Ｅの遠位部分の模式的な近位端の図である。
【図４Ｇ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｈ】図４Ｇの遠位部分の模式的な近位端の図である。
【図４Ｉ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｊ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｋ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｌ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｍ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図４Ｎ】血管治療装置の遠位部分の例示的実施形態の例示的平方インチの概略側面図で
ある。
【図５Ａ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図５Ｂ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図５Ｃ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図５Ｄ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図５Ｅ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図５Ｆ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図５Ｇ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ａ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面立面図である。
【図６Ｂ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｃ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｄ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｅ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｆ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｇ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｈ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｉ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｊ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図６Ｋ－１ｉ】血管治療装置の別の例示的な実施形態の概略断面図である。
【図６Ｋ－１ｉｉ】図６Ｋ－１ｉの血管治療装置の側面図である。
【図６Ｋ－２】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－３】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－４】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－５】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－６】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－７】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－８】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－９ｉ】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－９ｉｉ】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－１０】血管治療装置を製造する方法を概略的に示す図である。
【図６Ｋ－１１ｉ】血管系内の動脈瘤を横切って展開された、図６Ｋ－１ｉの血管治療装
置の例示的な実施形態の概略図である。
【図６Ｋ－１１ｉｉ】血管系内の動脈瘤を横切って展開された、図６Ｋ－１ｉの血管治療
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装置の例示的な実施形態の概略図である。
【図６Ｋ－１１ｉｉｉ】血管系内の動脈瘤を横切って展開された、図６Ｋ－１ｉの血管治
療装置の例示的な実施形態の概略図である。
【図６Ｋ－１１ｉｖ】血管系内の動脈瘤を横切って展開された、図６Ｋ－１ｉの血管治療
装置の例示的な実施形態の概略図である。
【図６Ｋ－１２】血管系内の動脈瘤を横切って展開された、血管治療装置の例示的な実施
形態の概略図である。
【図６Ｋ－１３】血管治療装置のさらに別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図６Ｌ】マンドレルの例示的な実施形態の概略図である。
【図７Ａ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図７Ｂ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図７Ｃ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図７Ｃ－２】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図７Ｄ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図７Ｅ】血管治療装置の遠位部分の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ａ】編組装置の例示的実施形態の概略的な側面斜視図である。
【図８Ｂ】編組搬送機構の一例の設定を示す概略図である。
【図８Ｃ】図８Ｂの編組搬送機構の一例の設定における三対のスピンドルの拡大図を示す
概略図である。
【図８Ｄ】マンドレル上で編組された複数のフィラメントを示す概略斜視図である。
【図８Ｅ】血管治療装置の遠位部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ｆ】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す図８Ｅの遠位部分の概略
側面図である。
【図８Ｇ】図８Ｅの先端部を形成するための編組搬送機構の一例の設定を示す概略図であ
る。
【図８Ｈ】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位部分
の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ｉ】図８Ｈの先端部を形成するための編組搬送機構の一例の設定を示す概略図であ
る。
【図８Ｊ】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位部分
の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ｋ】図８Ｊの先端部を形成するための編組搬送機構の一例の設定を示す概略図であ
る。
【図８Ｌ】図８Ｊの先端部の放射線不透過性の複数のフィラメントの一例を示すＸ線写真
である。
【図８Ｍ】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位部分
の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ｎ】図８Ｍの先端部を形成するための編組搬送機構の一例の設定を示す概略図であ
る。
【図８Ｏ】マンドレルの図８Ｍの遠位部分の放射線不透過性の複数のフィラメントを示す
概略斜視図である。
【図８Ｐ】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位部分
の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ｑ】図８Ｐの先端部の放射線不透過性フィラメントの拡大図である。
【図８Ｒ】図８Ｐの先端部を形成するための編組搬送機構の一例の設定を示す概略図であ
る。
【図８Ｓ】図８Ｐの先端部の放射線不透過性の複数のフィラメントの一例を示すＸ線写真
である。
【図８Ｔ－１】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位
部分の更に別の実施例の概略側面図である。
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【図８Ｔ－２】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位
部分の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ｔ－３】図８Ｔ－１及び図８Ｔ－２の先端部を形成するための編組搬送機構の一例
の設定を示す概略図である。
【図８Ｔ－４】図８Ｔ－２の遠位部分の放射線不透過性フィラメントの複数の例を示すＸ
線写真である。
【図８Ｕ】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位部分
の別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ｖ】図８Ｕの先端部を形成するための編組搬送機構の一例の設定を示す概略図であ
る。
【図８Ｗ】図８Ｕの先端部分の拡大図である。
【図８Ｘ】放射線不透過性フィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位部分
の更に別の例示的実施形態の概略側面図である。
【図８Ｙ】図８Ｘの遠位部分を形成するための編組搬送機構の一例の設定を示す概略図で
ある。
【図８Ｚ】図８Ｘの先端部分の拡大図である。
【図９Ａ】一つ以上のフィラメントの一例のパターンを示す血管治療装置の遠位部分の別
の実施形態の一部の概略拡大側面図である。
【図９Ｂ】図９Ａの先端部を形成する例示的実施形態の概略側面図である。
【図９Ｃ】図９Ｂの先端部を形成するために、他の編組搬送機構の別の例示的な設定を示
す模式図である。
【図９Ｄ】図９Ｂの先端部を形成するための編組搬送機構の他の例の設定を示す概略図で
ある。
【図９Ｅ】血管治療装置の遠位部分の熱処理のためのマンドレルの一例の実施形態を示す
概略図である。
【図９Ｆ】血管治療装置の遠位部分の熱処理のためのマンドレルの別の実施形態を示す概
略図である。
【図１ＯＡ】マンドレルから除去された後、管状織物構造の一例を示す概略側面図である
。
【図１０Ｂ】マンドレルから除去された後、管状織物構造の一例を示す概略平面図である
。
【図１ＯＣ】マンドレルの例示的な実施形態の概略的な分解側面図である。
【図１０Ｄ】マンドレルの例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１０Ｅ】マンドレルの周りの管状織物構造の例示的な実施形態を示す概略側面図であ
る。
【図１０Ｆ】マンドレルの周りの管状織物構造の例示的な実施形態を示す概略側面図であ
る。
【図１０Ｇ】マンドレルの周りの管状織物構造の他の例示的な実施形態を示す概略側面図
である。
【図１ＯＨ】遷移角度を有する管状織物構造の例示的な実施形態を示す概略側面図である
。
【図１０Ｉ】遷移角度を有する管状織物構造の別の例示的な実施形態を示す概略側面図で
ある。
【図１０Ｊ】マンドレルの周りの管状織物構造の別の例示的な実施形態の概略側面図であ
る。
【図１０Ｋ】マンドレルの周りの管状織物構造のさらに別の例示的な実施形態の概
【図１０Ｌ】管状織物構造内のマンドレルの除去の例示的な実施形態の概略側面図である
。
【図１０Ｍ】熱処理装置の例示的実施形態の概略部分切欠側面図である。
【図１１Ａ】マンドレルの周りの編組の例示的な実施形態の概略側面図である。
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【図１１Ｂ】マンドレルの周りの編組の別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１１Ｃ】繊維構造を形成する例示的な実施形態の例示的な実施形態の概略側面図であ
る。
【図１１Ｄ】織物構造を形成する編組周りの別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１１Ｅ】血管治療装置の遠位部分の例示的実施形態の斜視図である。
【図１２Ａ】血管治療装置の遠位部分のフィラメント端部処理の例示的実施形態の概略斜
視図である。
【図１２Ｂ】図１２Ａのフィラメント端部処理の正面図である。
【図１２Ｃ】血管治療装置の遠位部分のフィラメント端部処理の別の実施形態の概略斜視
図である。
【図１２Ｄ】図１２Ｃのフィラメント端処理の正面図である。
【図１２Ｅ】血管治療装置の遠位部分のフィラメント端部処理のさらに別の例示的な実施
形態の概略斜視図である。
【図１２Ｆ】フィラメント端部処理のさらに他の実施例の概略斜視図である。
【図１３Ａ】例示的な生物医学的な織物構造に編まれている複数のフィラメントの例示的
な実施形態を示す概略斜視図である。
【図１３Ｂ】別の例示的生物医学的な織物構造に編まれた織物フィラメントの複数の実施
形態を示す概略斜視図である。
【図１４Ａ】血管治療装置の近位部分の例示的な実施形態の部分の一例の概略斜視図であ
る。
【図１４Ｂ】血管治療装置の近位部分の例示的な実施形態の別の例のセグメントの概略斜
視図である。
【図１４Ｃ】血管治療装置の近位部分のさらに別の例示的な実施形態の概略正面図である
。
【図１４Ｄ】バルーンカテーテルの例示的な実施形態の概略側面部分断面図である。
【図１５Ａ】切断パターンの例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１５Ｂ】切断パターンの一部の例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１５Ｃ】切断パターンの一部の別の例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１５Ｄ】互い違いに散在する切断パターンの例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１５Ｅ】互い違いに散在するオフセットされた切断パターンの例示的実施形態を示す
概略図である。
【図１６Ａ】鋭いエッジを含む傾斜したパターンの例示的な実施形態を示す概略図である
。
【図１６Ｂ】丸みを帯びたエッジを含む傾斜したパターンの例示的な実施形態を示す概略
図である。
【図１６Ｃ】鋭いエッジを含む散在された水平オフセットパターンの例示的な実施形態を
示す概略図である。
【図１６Ｄ】丸みを帯びたエッジを含む散在された水平オフセットパターンの例示的な実
施形態を示す概略図である。
【図１６Ｅ】血管治療装置の近位部分の例示的な実施形態の長さに沿ったスリットとステ
ムの一実施形態を示す模式図である。
【図１６Ｆ】血管治療装置の近位部分の例示的な別の実施形態の長さに沿ったスリットと
ステムの一実施形態を示す模式図である。
【図１７Ａ】レーザ切断システムの例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１７Ｂ】スリットのカットデザインの例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１７Ｃ】スリット及び熱衝撃水たまりを含む散在された水平オフセットパターンの例
示的な実施形態を示す概略図である。
【図１７Ｄ】スリットのカットデザインの別の例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１７Ｅ】スリットのカットデザインのさらに別の例示的な実施形態を示す概略図であ
る。
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【図１７Ｆ】スリットのカットデザインの別の例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１７Ｇ】スリットのカットデザインのさらに別の例示的な実施形態の模式図を示す図
である。
【図１７Ｈ】ブッシングの例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１７Ｉ】ライン１７１から１７１に沿う、図１７Ｈのブッシングの概略断面正面図で
ある。
【図１７Ｊ】コレットの例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１７Ｋ】ライン１７Ｋ－１７Ｋに沿う、図１７Ｊのコレットの概略断面正面図である
。
【図１７Ｌ】ブッシングとコレットの配置の例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１７Ｍ】ブッシングとコレットの配置におけるハイポチューブのたるみの例示的な実
施形態を示す概略図である。
【図１７Ｎ】水入口装置の例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１８Ａ】複数のフィラメントを含む、血管治療装置の近位部分の例示的な実施形態の
概略斜視図である。
【図１８Ｂ】図１８Ａの近位部分の概略正面斜視図である。
【図１８Ｃ】複数のフィラメントを含む、血管治療装置の近位部の別の例示的な実施形態
の概略斜視図である。
【図１８Ｄ】放射線不透過性フィラメントの例のパターンを示す血管治療装置の近位部分
の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１８Ｅ】図１８Ｄの近位部分の概略正面図である。
【図１８Ｆ】放射線不透過性フィラメントの例のパターンを示す血管治療装置の近位部の
別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１８Ｇ】図１８Ｆの近位部分の概略正面図である。
【図１８Ｈ】放射線不透過性フィラメントの例のパターンを示す血管治療装置の近位部分
のさらに別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１８Ｉ】図１８Ｈの近位部分の概略正面図である。
【図１８Ｊ】放射線不透過性フィラメントの例のパターンを示す血管治療装置の近位部分
のさらに別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１８Ｋ】図１８Ｊの近位部分の概略正面図である。
【図１８Ｌ】放射線不透過性フィラメントの例のパターンを示す血管治療装置の近位部分
のさらに別の例示的な実施形態の概略側面図である。
【図１８Ｍ】図１８Ｌの近位部分の概略正面図である。
【図１８Ｎ】複数のフィラメントを含む、血管治療装置の近位部の別の例示的な実施形態
の概略側面図である。
【図１９Ａ】血管治療装置の近位部分の例示的な実施形態の長さに沿う、スリットの変形
の実施形態を示す概略図である。
【図１９Ｂ】血管治療装置の近位部分の実施例の長さ方向に沿う、スリットと放射線不透
過性マーカの変形例の実施形態を示す概略図である。
【図１９Ｃ】血管治療装置の近位部の別の例示的な実施形態を示す概略図である。
【図１９Ｄ】加熱処理装置の他の例示的な実施形態の模式的な一部切欠側面図である。
【図１９Ｅ】図１９Ｄの熱処理装置の一部の概略部分切欠側面図である。
【図１９Ｆ】血管治療装置の近位部分のさらに別の例示的な実施形態の模式図を示す図で
ある。
【図１９Ｆ－２】血管治療装置の近位部分の一部の例示的な実施形態を示す概略図で
【図２０Ａ】近位部分と遠位部分との間の接合部の例示的な実施形態を示す概略図である
。
【図２０Ｂ】ライン２０Ｂ－２０Ｂに沿った、図２０Ａの接合部の概略断面図である。
【図２０Ｃ】チューブの領域と比較した、フィラメント領域の概略断面及び例示的な実施
形態である。
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【図２０Ｄ】概略的にハイポチューブに編組チューブを連結する方法を示す。
【図２０Ｅ】概略的にハイポチューブに編組チューブを連結する方法を示す。
【図２０Ｆ】概略的にハイポチューブに編組チューブを連結する方法を示す。
【図２１Ａ】近位部分と遠位部分との間の接合部の別の例示的な実施形態を示す概略図で
ある。
【図２１Ｂ】ライン２１Ｂ－２１Ｂに沿う、図２１Ａの接合部の概略断面図である。
【図２１Ｃ】図２１のインレイ接合方法を示す概略側面図である。
【図２２Ａ】近位部分と遠位部分との間の接合部のさらに別の例示的な実施形態を示す概
略図である。
【図２２Ｂ】ライン２２Ｂ－２２Ｂに沿う、図２２Ａの接合部の概略断面図である。
【図２３Ａ】近位部分と遠位部分との間の接合部のさらに他の例示的な実施形態を示す概
略図である。
【図２３Ｂ】ライン２３Ｂ－２３Ｂに沿う、図２３Ａの接合部の概略断面図である。
【図２３Ｃ】ライン２３Ｃ－２３Ｃに沿う、図２３Ａの接合部３００の概略断面図である
。
【図２４Ａ】近位部分と遠位部分との間の接合部の別の例示的な実施形態を示す概略図で
ある。
【図２４Ｂ】近位部分と遠位部分との間の接合部のさらに別の例示的な実施形態を示す概
略図である。
【図２４Ｃ】図２４Ａと図２４Ｂとの接合部を示す模式図である。
【図２４Ｄ】近位部分と遠位部分との間の接合部のさらに別の例示的な実施形態を示す概
略図である。
【図２５Ａ－１】機械的剥離システムの例示的な実施形態を示す概略図である。
【図２５Ａ－２】図２５Ａ－１の機械的剥離システムの構成要素の例示的な実施形態を示
す概略図である。
【図２５Ｂ】機械的剥離システムの例示的な実施形態の部分断面図の概略図である。
【図２５Ｃ】機械的剥離システムの別の例示的な実施形態の部分断面図の概略図である。
【図２５Ｄ】機械的剥離系の更に別の例示的な実施形態の部分断面図の概略図である。
【図２５Ｅ】機械的剥離系の更に別の例示的な実施形態の部分断面図の概略図である。
【図２６Ａ】近位部分と遠位部分との間の接合部のさらに他の例示的な実施形態の模式図
である。
【図２６Ｂ】近位部分と遠位部分との間の接合部の別の例示的な実施形態を示す概略図で
ある。
【図２６Ｃ】近位部分と遠位部分との間の接合部の別の例示的な実施形態を示す概略図で
ある。
【図２７Ａ】血管系内の血餅のガイドカテーテルの近位端の概略図である。
【図２７Ｂ】血管系において凝固するマイクロワイヤの遠位およびマイクロワイヤの上の
マイクロカテーテルの概略図である。
【図２７Ｃ】血栓の領域における図２７Ｂの拡大図である。
【図２７Ｄ】血管系における凝固するマイクロカテーテルの先端の概略図である。
【図２７Ｅ】導入シースを介してマイクロカテーテルのハブに導入される血管治療装置の
遠位部分の例示的な実施形態を示す概略図である。
【図２７Ｆ】導入シース内の血管治療装置の遠位部分の例示的な実施形態の概略部分断面
図である。
【図２７Ｇ】血管系内の血栓の遠位に展開される血管治療装置の遠位部分の一部の概略図
である。
【図２７Ｈ】血管系に血栓全体に展開されている血管治療装置の遠位部分の概略図である
。
【図２７Ｉ－１】血栓吸引と組み合わせて使用されている血管治療装置の遠位部分の例示
的な実施形態を示す概略図である。
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【図２７Ｉ－２】概略的に吸引するための吸引クレッシェンドパターンの例示的な実施形
態を示す表である。
【図２７Ｉ－３】吸引のための吸引クレッシェンドパターンのための外部制御パネル付き
携帯蠕動運動ポンプの例示的な実施形態を示す概略図である。
【図２７Ｉ－４】吸引ポンプ装置を示す概略図である。
【図２７Ｉ－５】スマートデバイス上のユーザインターフェースの例示的な実施形態を示
す概略図である。
【図２７Ｉ－６】脳出血の吸引のための吸引ポンプシステムの例示的な実施形態を示す概
略図である。
【図２７Ｊ】展開中に、フィラメントの長手方向のバンチングを示す血管治療装置の遠位
部分の概略図である。
【図２７Ｋ】ねじりながらこすられる血管治療装置の遠位部分の概略図である。
【図２７Ｌ】血管治療装置の遠位部分の二方向形状記憶効果の例示的な実施形態を示す概
略図である。
【図２７Ｍ】血管治療装置及び血栓の遠位部の後退を示す概略図である。
【図２７Ｎ】定規に対する血栓長さの比較の例示的な実施形態を示す。
【図２７Ｏ】フィルタデバイスとして機能する血栓摘出装置の遠位部分の概略図である。
【図２７Ｐ】血栓摘出装置の近位部分の二方向形状記憶効果の例示的な実施形態を示す概
略図である。
【図２８Ａ】血管系内の動脈瘤のガイドカテーテルの近位端の概略図である。
【図２８Ｂ】血管系における動脈瘤とマイクロワイヤ上のマイクロカテーテルに対するマ
イクロワイヤ先端の模式図である。
【図２８Ｃ】血管系における動脈瘤とマイクロワイヤ上のマイクロカテーテルに対するマ
イクロワイヤ先端の模式図である。
【図２８Ｄ】血管系内の動脈瘤の遠位のマイクロカテーテルの概略図である。
【図２８Ｅ】血管系内の動脈瘤の遠位に展開された、血管治療装置の遠位部分の例示的な
実施形態の概略図である。
【図２８Ｆ】血管系内の動脈瘤を横切って展開された、血管治療装置の遠位部分の例示的
な実施形態の概略図である。
【図２８Ｇ】血管系内の動脈瘤を横切る、展開図６Ｇの先端部の例示的な実施形態の概略
図である。
【図２８Ｈ】血管系内の動脈瘤を横切って展開し、図７Ｂの遠位部分の例示的な実施形態
の概略図である。
【図２８Ｉ】血管系内の動脈瘤を横切る、展開図６Ａの遠位部分の例示的な実施形態の概
略図である。
【図２８Ｊ】血管系内の動脈瘤を横切って展開し、図６Ｂの遠位部分の例示的な実施形態
の概略図である。
【図２８Ｋ】血管系内の動脈瘤を横切る、展開図６Ｃの先端部の例示的な実施形態の概略
図である。
【図２８Ｌ】血管系内の動脈瘤を横切る、展開図６Ｄの遠位部分の例示的な実施形態の概
略図である。
【図２８Ｍ】血管系内の動脈瘤を横切る、展開図６Ｅの先端部の例示的な実施形態の概略
図である。
【図２８Ｎ】血管系内の動脈瘤を横切る、展開図６Ｆの遠位部分の例示的な実施形態の概
略図である。
【図２８Ｏ】血管系に分岐動脈瘤に展開する、図７の先端部の例示的な実施形態の概略図
である。
【図２８Ｐ】脈管構造における側壁動脈瘤に展開する、図６Ｈの先端部の例示的な実施形
態の概略図である。
【図２８Ｑ】血管系における血管奇形に展開する、図６Ｊの遠位部分の例示的な実施形態
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の概略図である。
【図２９Ａ】瘻孔に展開する、図７Ｃの遠位部分の例示的な実施形態の概略図である。
【図２９Ｂ】心臓壁の動脈瘤内に展開する、図７Ｄの遠位部分の例示的な実施形態の概略
図である。
【図２９Ｃ】心臓の左心耳内に展開する、図７Ｅの遠位部分の例示的な実施形態の概略図
である。
【図２９Ｄ】動脈瘤内に展開された血管治療装置の例示的な実施形態の概略図である。
【図２９Ｅ】動脈瘤内に展開された血管治療装置の別の例示的な実施形態の概略図である
。
【発明を実施するための形態】
【０３１０】
  図１Ａは、血管治療装置１０の一実施形態の概略側面図である。装置１０は、先端部１
００と、基部２００と、先端部１００を基部２００に結合する接合部３００とを備える。
装置１０では、接合部３００は、先端部１００の近位セグメントを基部２００の遠位セグ
メントに結合する。
【０３１１】
  図１Ｂは、血管治療装置２０の他の実施形態の概略側面図である。装置２０は、先端部
１００と、基部２００と、先端部１００を基部２００に結合する接合部３００とを備える
。装置２０では、接合部３００は、先端部１００の遠位セグメントを基部２００の遠位セ
グメントに結合する。基部２００は先端部１００を通って延びている。
【０３１２】
  図１Ｃは、血管治療装置３０のさらに他の実施形態の概略側面図である。装置３０は、
先端部１００と、基部２００と、先端部１００を基部２００に結合する接合部３００とを
備える。装置３０では、接合部３００は、先端部１００の近位端部と遠位端部の間のセグ
メントを、基部２００の遠位セグメントに結合する。基部２００は先端部１００を通って
部分的に延びている。
【０３１３】
  図１Ｄは、血管治療装置４０のさらに他の実施形態の概略側面図である。装置４０は、
先端部１００と、基部２００と、先端部１００を基部２００に結合する接合部３００とを
備える。装置４０では、接合部３００は、先端部１００を、基部２００の遠位端部に隣接
する基部２００のセグメントに結合する。基部２００の遠位端部は、先端部１００の遠位
端部を越えて延びている。
【０３１４】
  装置１０、２０、３０、４０の各々については、本明細書に記載された先端部１００、
基部２００、および接合部３００を含む、多種多様な先端部１００、基部２００、および
接合部３００が可能である。いくつかの実施形態では、先端部１００は、織りネック部に
よって長手方向に離間された織りバルブを備える。いくつかの実施形態では、基部２００
は、長手方向の可撓性が可変であるカットハイポチューブを備える。他の種々の先端部１
００および基部２００も可能である。いくつかの実施形態では、先端部１００は形状設定
繊維構造を有し、基部２００は、送出システムまたはハイポチューブで構成されており、
接合部３００は、マーカバンド領域の接合域を備える。いくつかの実施形態では、接合部
３００での先端部１００および基部２００の結合は、固定されていても可逆的であっても
よい。
【０３１５】
  いくつかの実施形態では、半径方向に潰れた構成の先端部１００の外径は約０．０１２
５インチ（約０．３１７ｍｍ）以下であり、半径方向に拡張された構成では様々な直径を
有している。いくつかの実施形態では、半径方向に潰れた構成の先端部１００は、約０．
１ｍｍ～約０．９ｍｍ（例えば、約０．２５ｍｍ～約０．５ｍｍ）の範囲の直径を有する
。いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成の先端部１００は、約１ｍｍ～約
６．５ｍｍ（例えば、約３ｍｍ～約４．５ｍｍ）の範囲の直径を有する。いくつかの実施
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形態、例えば、先端部１００が、より大きな血管または体内導管における使用のために構
成されまたは意図された実施形態では、半径方向に拡張された構成の先端部１００は、約
５ｍｍ～約４０ｍｍの範囲の直径を有し、半径方向に潰れた構成の先端部１００は、約０
．５ｍｍ～約５ｍｍの範囲の直径を有する。いくつかの実施形態では、半径方向に潰れた
構成の先端部１００の直径の半径方向の拡張された構成の先端部１００に対する直径の比
は、約１．２：１～約１００：１（例えば、約１．２：１～約２０：１、約９：１～約１
５：１）である。
【０３１６】
  図２Ａは、血管治療装置の先端部１０００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の一実施形態の概略側面図である。先端部１０００は、複数の織りバルブ１０
１０と織りネック部１０２０とを備える。先端部１０００は、遠位端に織りネック部６５
を有している。放射線不透過性マーカバンド２５は、本明細書でさらに詳細に説明する基
部２００の遠位端部に結合される。バルブ１０１０は、織りネック部１０２０によって長
手方向に互いに間隔を置いて配置されている。いくつかの実施形態において、バルブ１０
１０およびネック部１０２０は、バルブ１０１０を形成するフィラメントが同一で、ネッ
ク部１０２０を形成するフィラメントと長手方向に連続する一体織物構造である。バルブ
１０１０は略球状または楕円回転体形であるが、バルブ１０１０の近位端および遠位端は
、ネック部１０２０を形成し始めてもよい。バルブ１０１０は、長手方向軸線から半径方
向外方に延びており、近位から遠位に径を増大させており、中間点に到達すると、近位か
ら遠位に直径が減少する。ネック部１０２０は、長手方向軸に沿って円筒状または略円筒
状であるが、ネック部１０２０の端部はバルブ１０１０を形成するために外方に広がって
いてもよい。図２Ａのバルブ１０１０は、先端部１０００が非テーパ状または円筒と見な
してもよいように、実質的に均一な寸法または直径（例えば、約±５％、±１０％、±１
５％、または約２０％以内）を有する。
【０３１７】
  図２Ｂは、血管治療装置の先端部１１００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の他の実施形態の概略側面図である。図２Ｃは、２Ｂの先端部１１００の斜視
図である。図２Ｄは、２Ｂの先端部１１００の他の概略側面図であり、先端部１１００の
写真から導出されたものである。先端部１１００は、複数の織りバルブ１１１０と織りネ
ック部１１２０とを備える。先端部１１００は、遠位端に織りネック部６５を有している
。放射線不透過性マーカバンド２５は、本明細書でさらに詳細に説明する基部２００の遠
位端部に結合される。バルブ１１１０は、織りネック部１１２０によって互いに長手方向
に間隔を置いて配置されている。いくつかの実施形態では、バルブ１１１０およびネック
部１１２０は、バルブ１１１０を形成するフィラメントが同一で、ネック部１１２０を形
成するフィラメントと長手方向に連続する一体織物構造である。バルブ１１１０は略球状
または楕円回転体形であるが、バルブ１１１０の近位端および遠位端は、ネック部１１２
０を形成してもよい。バルブ１１１０は、長手方向軸線から半径方向外側に延びており、
近位から遠位に径を増大させており、中間点に到達すると、近位から遠位に直径が減少す
る。ネック部１１２０は、長手方向軸に沿って円筒状または略円筒状であるが、ネック部
１１２０の端部は、バルブ１１１０を形成し始めるために外方に広がっていてもよい。
【０３１８】
  先端部１１００は、１０のバルブ１１１０、すなわち、３のバルブ１１１２、３のバル
ブ１１１４、２のバルブ１１１６、２のバルブ１１１８を備える。バルブ１１１２はバル
ブ１１１４より小さい直径を有し、バルブ１１１４はバルブ１１１６より小さい直径を有
し、バルブ１１１６はバルブ１１１８より小さい直径を有する。バルブ１１１２は実質的
に均一な直径を有しており、バルブ１１１４は実質的に均一な直径を有しており、バルブ
１１１６は実質的に均一の直径を有しており、バルブ１１１８は実質的に均一な直径を有
する。バルブ１１１０の異なる直径により、先端部１１００は傾斜、例えば、近位端から
遠位端に内向きに傾斜する、または遠位端から近位端に外向きに傾斜すると考え得る。ま
たは、先端部１１００が段状、例えば、近位端から遠位端に内向きに段状である、または
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遠位端から近位端に外向きに段状であると考え得る。その他のおよび反対の構成も可能で
ある。例えば、バルブ１１１０は、内向きに傾斜するまたは遠位端から近位端に段状であ
る、または近位端から遠位端に外向きに段状であってもよい。他の例では、バルブ１１１
０は、先端部１１００の長さに沿ってランダム（例えば、非順次）直径を有することがで
きる。先端部１１００は、実質的に円筒形の箇所および／または遠位方向および／または
近位方向に段状もしくは傾斜する箇所を有してもよい。
【０３１９】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１１１０の外径は、以
下の通りである。３個の遠位極小球面バルブ１１１２は中大脳動脈（例えば、約１．５ｍ
ｍ～約２．２５ｍｍ）のＭ２セグメントのような微小血管セグメントに対して過大に構成
された外径を有する。近位方向の次の３個の小球面バルブ１１１４は中大脳動脈（例えば
、約２．２５ｍｍ～約２．７５ｍｍ）の遠位Ｍ１セグメントのような小血管セグメントに
対して過大に構成された外径を有する。近位方向の次の２個の中球面バルブ１１１６は中
大脳動脈（例えば、約２．７５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）の近位Ｍ１セグメントのような中
血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。近位の２個の大球面バルブ１１
１８は、内頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）の遠位床突起状セグメントのよ
うな大血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。先端部１１００のテーパ
形状は、複数のおよび／または様々な直径（例えば、その大きさが次第に小さくなる血管
系）を有する血管に対して先端部１１００の適正かつ安全な展開を可能にすることができ
る。ある例示の直径は、本明細書中に提供されるが、先端部１１００のいくつかの実施形
態は、上述した値に応じて、バルブ１１１２、１１１４、１１１６、１１１８の直径およ
び／または約±５％、約±１０％、約１５％、または約２０％の任意の値の内にある直径
を含むことができる。
【０３２０】
  図２Ｅは、血管治療装置の先端部１１９００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の
先端部１００のさらに他の実施形態の概略側面図である。先端部１１９００は、複数の織
りバルブ１１１０と織りネック部１１２０とを備える。先端部１１９００は、遠位端に織
りネック部６５を有している。バルブ１１１０は、織りネック部１１２０によって長手方
向に互いに間隔を置いて配置されている。いくつかの実施形態において、バルブ１１１０
およびネック部１１２０は、バルブ１１１０を形成するフィラメントが同一で、ネック部
１１２０を形成するフィラメントと長手方向に連続する一体織物構造である。バルブ１１
１０は略球状または楕円回転体形であるが、バルブ１１１０の近位端および遠位端は、ネ
ック部１１２０を形成し始めてもよい。バルブ１１１０は、長手方向軸線から半径方向外
方に延びており、近位から遠位に径を増大させており、中間点に到達すると、近位から遠
位に直径が減少する。ネック部１１２０は、長手方向軸に沿った円筒状または略円筒状で
あるが、ネック部１１２０の端部は、バルブ１１１０を形成するために外方に広がってい
てもよい。
【０３２１】
  先端部１１９００は、６個のバルブ１１１０、すなわち２個のバルブ１１１４、２個の
バルブ１１１６、２個のバルブ１１１８を備える。バルブ１１１４はバルブ１１１６より
小さい直径を有し、バルブ１１１６はバルブ１１１８より小さい直径を有する。バルブ１
１１４は実質的に均一な直径を有しており、バルブ１１１６は実質的に均一な直径を有し
ており、バルブ１１１８は実質的に均一な直径を有する。バルブ１１１０の異なる直径に
より、先端部１１９００は傾斜、例えば、近位端から遠位端に内向きに傾斜する、または
遠位端から近位端に外向きに傾斜すると考え得る。または、先端部１１９００が段状、例
えば、近位端から遠位端に内向きに段状である、または遠位端から近位端に外向きに段状
であると考え得る。その他のおよび反対の構成も可能である。例えば、バルブ１１１０は
、内向きに傾斜する、遠位端から近位端に段状である、または近位端から遠位端に外向き
に段状であってもよい。他の例では、バルブ１１１０は、先端部１１９００の長さに沿っ
てランダム（例えば、非順次）直径を有することができる。先端部１１９００は、実質的
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に円筒形の箇所および／または遠位方向および／または近位方向に段状もしくは傾斜する
箇所を有してもよい。
【０３２２】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１１１０の外径は、以
下の通りである。２の遠位小球面バルブ１１１４は、中大脳動脈（例えば、約１．５ｍｍ
～約２．２５ｍｍ）のＭ２セグメントのような小血管セグメントに対して過大に構成され
た外径（例えば、約２．５ｍｍ～約３．５ｍｍ、約３ｍｍ）を有し、近位方向の次の２の
中球面バルブ１１１６は、中大脳動脈（例えば、約２．２５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）のＭ
１セグメントのような中血管セグメントに対して過大に構成された外径（例えば、約３．
５ｍｍ～約５ｍｍ、約４ｍｍ）を有しており、近位の２の大球面バルブ１１１８は内頸動
脈（例えば、約３．２５～約４ｍｍ）の遠位床突起状セグメントのような大血管セグメン
トに対して過大に構成された外径（例えば、約４～約５ｍｍ、約４．５ｍｍ）を有してい
る。先端部１１９００のテーパ形状は、複数のおよび／または様々な直径（例えば、その
大きさが次第に小さくなる血管系）を有する血管に対して先端部１１９００を適切かつ安
全な展開を可能にすることができる。ある例示の直径は、本明細書中に提供されるが、先
端部１１９００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じてバルブ１１１４、１１１６
、１１１８の直径および／または約±５％、±１０％、約±１５％、または約±２０％の
任意の値の内にある直径を含むことができる。
【０３２３】
  図２Ｆは、血管治療装置の先端部１２０００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の
先端部１００のさらに他の実施形態の概略側面図である。先端部１２０００は、複数の織
りバルブ１１１０と織りネック部１１２０とを備える。先端部１２０００は、遠位端に織
りネック部６５を有している。バルブ１１１０は、織りネック部１１２０によって互いに
長手方向に間隔を置いて配置されている。いくつかの実施形態では、バルブ１１１０およ
びネック部１１２０は、バルブ１１１０を形成するフィラメントが同一で、ネック部１１
２０を形成するフィラメントと長手方向に連続する一体織物構造である。バルブ１１１０
は略球状または楕円回転体形であるが、バルブ１１１０の近位端および遠位端は、ネック
部１１２０を形成し始めてもよい。バルブ１１１０は、長手方向軸線から半径方向外側に
延びており、近位から遠位に径を増大させており、中間点に到達すると、近位から遠位に
直径が減少する。ネック部１１２０は、長手方向軸に沿った円筒状または略円筒状である
が、ネック部１１２０の端部は、バルブ１１１０を形成し始めるために外方に広がってい
てもよい
【０３２４】
  先端部１２０００は、５個のバルブ１１１０、すなわち、１個のバルブ１１１４、２個
のバルブ１１１６、２個のバルブ１１１８を含む。バルブ１１１４はバルブ１１１６より
小さい直径を有し、バルブ１１１６はバルブ１１１８より小さい直径を有する。バルブ１
１１６は実質的に均一な直径を有し、バルブ１１１８は実質的に均一な直径を有する。バ
ルブ１１１０の異なる直径により、先端部１２０００は傾斜する、例えば、近位端から遠
位端に内向きに傾斜するまたは遠位端から近位端に外向きに傾斜すると考え得る。または
、先端部１２０００が段状、例えば、近位端から遠位端に内向きに段状、または遠位端か
ら近位端に外向きに段状であると考え得る。その他のおよび反対の構成も可能である。例
えば、バルブ１１１０は、内向きに傾斜する、遠位端から近位端に段状である、または近
位端から遠位端に外向きに段状であってもよい。他の例では、バルブ１１１０は、先端部
１２０００の長さに沿ってランダム（例えば、非順次）直径を有することができる。先端
部１２０００は、実質的に円筒形の箇所および／または遠位方向および／または近位方向
に段状もしくは傾斜する箇所を含んでいてもよい。
【０３２５】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１１１０の外径は、以
下の通りである。１つの遠位小球面バルブ１１１４は、中大脳動脈（例えば、約１．５ｍ
ｍ～約２．２５ｍｍ）のＭ２セグメントのような小血管セグメントに対して過大に構成さ
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れた外径（例えば、約２．５ｍｍ～約３．５ｍｍ、約３ｍｍ）を有しており、近位方向に
次の２の中球面バルブ１１１６は、中大脳動脈（例えば、約２．２５～約３．２５ｍｍ）
のＭ１セグメントのような中血管セグメントに対して過大に構成された外径（例えば、約
３．５ｍｍ～約５ｍｍ、約４ｍｍ）を有しており、近位２の大球面バルブ１１１８は、内
頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）の遠位床突起状セグメントのような大血管
セグメントに対して過大に構成された外径（例えば、約４ｍｍ～約５ｍｍ、約４．５ｍｍ
）を有している。先端部１２０００のテーパ形状は、複数のおよび／または様々な直径（
例えば、その大きさが次第に小さくなる血管系）を有する血管に対して先端部１２０００
を適切にかつ安全な展開を可能にすることができる。ある例示の直径は、本明細書中に提
供されるが、先端部１２０００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じてバルブ１１
１４、１１１６、１１１８の直径および／または約±５％、±１０％、約±１５％、また
は約±２０％の任意の値の内にある直径を含むことができる。
【０３２６】
  図２Ｇは、さらに血管治療装置の先端部１２１００、例えば、装置１０、２０、３０、
４０の先端部１００の他の実施形態の概略側面図である。先端部１２１００は、複数の織
りバルブ１１１０と織りネック部１１２０とを備える。先端部１２１００は、遠位端に織
りネック部６５を有している。バルブ１１１０は、織りネック部１１２０によって長手方
向に互いに間隔を置いて配置されている。いくつかの実施形態において、バルブ１１１０
およびネック部１１２０は、バルブ１１１０を形成するフィラメントが同一で、ネック部
１１２０を形成するフィラメントと長手方向に連続する一体織物構造である。バルブ１１
１０は略球状または楕円回転体形であるが、バルブ１１１０の近位端および遠位端は、ネ
ック部１１２０を形成し始めてもよい。バルブ１１１０は、長手方向軸線から半径方向外
方に延びており、近位から遠位に径を増大させており、中間点に到達すると、近位から遠
位に直径が減少する。ネック部１１２０は、長手方向軸に沿った円筒状または略円筒状で
あるが、ネック部１１２０の端部は、バルブ１１１０を形成するために外方に広がってい
てもよい。
【０３２７】
  先端部１２１００は、４個のバルブ１１１０を含む。すなわち、２個のバルブ１１１６
および２個のバルブ１１１８が設けられている。バルブ１１１６は、バルブ１１１８より
小さい直径を有している。バルブ１１１６は実質的に均一な直径を有し、バルブ１１１８
は実質的に均一な直径を有する。バルブ１１１０の異なる直径により、先端部１２１００
は傾斜、例えば、近位端から遠位端に内向きに傾斜する、または遠位端から近位端に外向
きに傾斜すると考え得る。または、先端部１２１００が段状、例えば、近位端から遠位端
に内向きに段状である、または遠位端から近位端に外向きに段状であると考え得る。その
他のおよび反対の構成も可能である。例えば、バルブ１１１０は、内向きに傾斜するまた
は遠位端から近位端に段状である、または近位端から遠位端に外向きに段状であってもよ
い。他の例では、バルブ１１１０は、先端部１２１００の長さに沿ってランダム（例えば
、非順次）直径を有することができる。先端部１２１００実質的に円筒形の箇所および／
または遠位方向および／または近位方向に段状もしくは傾斜する箇所を有してもよい。
【０３２８】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１１１０の外径は、以
下の通りである。２の遠位中球面バルブ１１１６は、中大脳動脈（例えば、約２．２５ｍ
ｍ～約３．２５ｍｍ）のＭ１セグメントのような中血管セグメントに対して過大に構成さ
れた外径（例えば、約３．５ｍｍ～約５ｍｍ、約４ｍｍ）を有しており、近位の２の大球
面バルブ１１１８は、内頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）の遠位床突起状セ
グメントのような大血管セグメントに対して過大に構成された外径（例えば、約４ｍｍ～
約５ｍｍ、約４．５ｍｍ）を有している。先端部１２１００のテーパ形状は、複数のおよ
び／または様々な直径（例えば、その大きさが次第に小さくなる血管系）を有する血管に
対して先端部１２１００を適切かつ安全な展開を可能にすることができる。ある例示の直
径は、本明細書中に提供されるが、先端部１２１００のいくつかの実施形態は、上述した
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値に応じて、バルブ１１１４、１１１６、１１１８の直径および／または約±５％、±１
０％、約±１５％、または約±２０％の任意の値の内にある直径を含むことができる。
【０３２９】
  図２Ｅ～図２Ｇに示す血管治療装置は、先端部１１９００、１２０００、１２１００に
結合された基部２００を含む。基部２００は、第１のセグメント１１９０５と第２のセグ
メント１１９１０とを備える。第１のセグメント１１９０５の遠位端は、先端部１１９０
０、１２０００、１２１００の近位端に結合される（例えば、図１Ａに関して説明される
）が、他の結合配置も可能である（例えば、図１Ｂ～図１Ｄに関して説明される）。例え
ば、図２Ｅ～図２は、ジョイント３７００の先端部１００の遠位端に連結された基部２０
０の遠位端を示している（例えば、図１Ｂに関連して本明細書で説明される）。いくつか
の実施形態では、基部２００の第１のセグメント１１９０５の遠位端は、基部２００の遠
位端でもあり、放射線不透過性マーカバンドを備える。第２のセグメント１１９１０の遠
位端は、第１のセグメント１１９０５の近位端に結合することができる。いくつかの実施
形態では、例えば、図１９Ｆに関して説明したように、第１のセグメント１１９０５は、
ハイポチューブを含み、第２のセグメント１１９１０はワイヤを備える。図２Ｅ～図２Ｇ
に示す血管治療装置のための他の基部２００もまた、可能である（例えば、パターニング
された管状構造体、形状セットの管状構造体、編み構造体、それらの組合せなど）。例え
ば、図２Ｅ－２は、血管治療装置の先端部１２３００のさらに他の実施形態の斜視図であ
る。先端部１２３００は、例えば、図２Ｅに関連して説明した先端部１１９００と同様ま
たは類似であってよい。先端部１２３００の遠位端は、基部２００の遠位端に結合される
。基部２００は、少なくともその先端部に沿ってカットされるハイポチューブを有し、基
部２００の近位の長手方向のセグメントは、任意の方法で切断されない。
【０３３０】
  図２Ａ～図２Ｇは、図２Ａのバルブ１０１０および図２Ｂ～図２Ｇのバルブ１１１０が
実質的に同じ形状であるバルブ形状のパターンの例示的な実施形態を示している。図２Ｂ
～図２Ｇを参照して、バルブ１１１０は、サイズが異なっている場合であっても実質的に
同じ形状パターンが続く。図２Ａ～図２Ｇに示す実施形態では、バルブ１０１０、１１１
０がそれぞれ球面であるが、実質的に同一な他の形状（例えば、長円形）のバルブを含む
先端部１００もまた可能である。
【０３３１】
　図２Ｈ－１は、脳血管系の近位および遠位のセグメントの例を示す、前後方向の概略図
である。図２Ｈ－１では、脳に血液を供給する内頸動脈は、血餅が、虚血性脳卒中を引き
起こす脳血管内の大血管閉塞（ＬＶＯ）または詰まりを引き起こす傾向がある場所と共に
示される。ＬＶＯが発生する可能性のある第１の位置は、頸動脈Ｔ分岐（別名Ｔ－閉塞）
であり、ここでは、内頸動脈が中大脳動脈のＭ１セグメントおよび前大脳動脈のＡ１セグ
メント１２８６０に分岐する（図２Ｈ－１に水平レンガとして示される）。成人における
内頸動脈の平均直径は、３．５ｍｍから５．５ｍｍ、または約４ｍｍの範囲であり得る。
ＬＶＯが発生する可能性がある第２の場所は、中大脳動脈のＭ１セグメント１２８３０で
ある（図２Ｈ－１に波として示される）。成人の中大脳動脈の平均直径は、２．２５ｍｍ
から３．５ｍｍ、または約３ｍｍの範囲であり得る。頸動脈Ｔ分岐部または中大脳動脈の
近位セグメントのＭ１セグメント内のＬＶＯは、近位ＬＶＯとして説明される。
【０３３２】
　ＬＶＯが発生する可能性がある第３の場所は、中大脳動脈の近位Ｍ２セグメント１２８
４０である（図２Ｈ－１にディボットとして示される）。中大脳動脈の近位Ｍ２セグメン
トの平均直径は、１．５ｍｍから２．２５ｍｍ、または約２ｍｍの範囲であり得る。ＬＶ
Ｏが生じる可能性のある第４の場所は、中大脳動脈の遠位Ｍ２セグメント１２８５０、中
大脳動脈のＭ３セグメント、および前大脳動脈のＡ２／Ａ３セグメントである（図２Ｈ－
１に球として示される）。上記の第３および第４の位置におけるＬＶＯは、遠位ＬＶＯと
して説明される。近位および／または遠位ＬＶＯの他の場所も可能である。
【０３３３】
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　図２Ｈ－２は、図２Ｅに示す血管治療装置の遠位部分、例えば図２Ｅに示すような血管
治療装置の遠位部分１１９００、例えば装置１０、２０、３０、４０の遠位部分１００の
半径方向の力を示す概略図である。２つのバルブ１１１４が拡張された状態で３．５ｍｍ
の直径を有し、２つのバルブ１１１６が拡張された状態で４ｍｍの直径を有し、２つのバ
ルブ１１１８が拡張された状態で４．５ｍｍの直径を有し、０．００１インチ（約０．０
２５ｍｍ）の直径を各々が有する４８本のフィラメントを有する場合の遠位部１１９００
の半径方向の力が、図２Ｈ－２にグラフで表されており、この図は、半径方向の力（ニュ
ートン（Ｎ））は、低く、１．５ｍｍから５．５ｍｍの脳血管系内の血管直径を横切って
０から１ニュートンの範囲であり、２．２５ｍｍから５．５ｍｍの脳血管系内の血管直径
を横切って０から０．４Ｎの範囲であり、３ｍｍから５．５ｍｍの脳血管系内の血管直径
を横切って０から０．２Ｎの範囲であることを示す。遠位部分１１９００の小さい半径方
向の力は、遠位セグメントを含む脆弱な脳血管系での使用のための安全プロファイルを可
能にする。１ニュートン未満の小さい半径方向の力は、例えば、フィラメントの数、フィ
ラメントの直径などを維持し、または適切に調整することによって、より大きな直径の装
置によってより大きな血管内で維持することもできる。ｘ軸ラベルの下で、脳血管系内の
血管セグメントに対応する参照血管直径が、図２Ｈ－１に従ってコード化される。遠位Ｌ
ＶＯ内でも、半径方向の力は１Ｎ未満であり、遠位ＬＶＯの適切な安全性プロファイルを
有する。３Ｎより大きい半径方向の力は、血管攣縮、内皮血管損傷、内弾性板の骨折、お
よび血管閉塞を潜在的に引き起こすことが動物実験で示されている。脳血管は、筋肉層が
より小さい（例えば、中膜が薄い、外部弾性層が無い、外膜が少ない）ために冠状血管系
よりも脆性であり、それにより、脳血管を安全に処置するかどうか、および安全に処置す
る方法において、半径方向の力が考慮され得る。
【０３３４】
  図３Ａは、血管治療装置の先端部１２００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の他の実施形態の概略側面図である。先端部１２００は、複数の織りバルブ１
２１０と織りネック部１２２０とを備える。先端部１２００は、遠位端に織りネック部６
５を有している。放射線不透過性マーカバンド２５は、本明細書でさらに詳細に説明する
基部２００の遠位端部に結合される。バルブ１２１０は、織りネック部１２２０によって
互いに長手方向に間隔を置いて配置されている。いくつかの実施形態において、バルブ１
２１０およびネック部１２２０は、バルブ１２１０を形成するフィラメントが同一で、ネ
ック部１２２０を形成するフィラメントに長手方向に連続する一体織物構造である。バル
ブ１２１０は、一般に長円形であるが、バルブ１２１０の近位端および遠位端は、ネック
部１２２０を形成し始めてもよい。バルブ１２１０は、長手方向軸線から半径方向外方に
延びており、近位から遠位に径を増大させており、中間ポイントに到達すると、ある程度
の長さで中間の径に維持され、近位から遠位に直径が減少する。ネック部１２２０は、長
手方向軸に沿って円筒状または略円筒状であるが、ネック部１２２０の端部は、バルブ１
２１０を形成し始めるために外方に広がっていてもよい図３Ａのバルブ１２１０は、先端
部１２００が非テーパ状または円筒状と見なすことができるように、実質的に均一な寸法
または直径（例えば、約±５％、±１０％、±１５％、または約２０％以内）を有する
【０３３５】
  図３Ｂは、血管治療装置の先端部１３００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の他の実施形態の概略側面図である。図３Ｃは、３Ｂの先端部１３００の斜視
図である。先端部１３００は、複数の織りバルブ１３１０と織りネック部１３２０とを備
える。先端部１３００は、遠位端に織りネック部６５を有している。放射線不透過性マー
カバンド２５は、本明細書でさらに詳細に説明する基部２００の遠位端部に結合される。
バルブ１３１０は、織りネック部１３２０によって長手方向に互いに間隔を置いて配置さ
れている。いくつかの実施形態において、バルブ１３１０およびネック部１３２０は、バ
ルブ１３１０を形成するフィラメントが同一で、ネック部１３２０を形成するフィラメン
トに長手方向に連続する一体織物構造である。バルブ１３１０は、一般に長円形であるが
、バルブ１３１０の近位端および遠位端は、ネック部１３２０を形成し始めてもよい。バ
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ルブ１３１０は、長手方向軸線から半径方向外方に延びており、近位から遠位に径を増大
させており、中間ポイントに到達すると、ある程度の長さで中間の径に維持され、近位か
ら遠位に直径が減少する。ネック部１３２０は、長手方向軸に沿って円筒状または略円筒
状であるが、ネック部１３２０の端部は、バルブ１３１０を形成し始めるために外方に広
がっていてもよい。
【０３３６】
  先端部１３００は、１０個のバルブ１３１０、すなわち、３個のバルブ１３１２、３個
のバルブ１３１４、２個のバルブ１３１６、２個のバルブ１３１８を備える。バルブ１３
１２はバルブ１３１４よりも小さい直径を有し、バルブ１３１４はバルブ１３１６よりも
小さい直径を有し、バルブ１３１６はバルブ１３１８よりも小さい直径を有する。バルブ
１３１２は実質的に均一な直径を有しており、バルブ１３１４は実質的に均一な直径を有
しており、バルブ１３１６は実質的に均一な直径を有しており、バルブ１３１８は実質的
に均一な直径を有する。バルブ１３１０の異なる直径により、先端部１３００は、傾斜、
例えば、近位端から遠位端に内向きに傾斜する、または遠位端から近位端に外向きに傾斜
すると考え得る。または、先端部１３００が段状、例えば、近位端から遠位端に内向きに
段状である、または遠位端から近位端に外向きに段状であると考え得る。その他のおよび
反対の構成も可能である。例えば、バルブ１３１０は、内向きに傾斜するまたは遠位端か
ら近位端に段状である、または近位端から遠位端に外向きに段状であってもよい。他の例
では、バルブ１３１０は、先端部１３００の長さに沿ってランダム（例えば、非順次）直
径を有することができる。先端部１３００は、実質的に円筒形の箇所および／または遠位
方向および／または近位方向に段状もしくは傾斜する箇所を有していてもよい。
【０３３７】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１３１０の外径は、以
下の通りである。３の遠位極小長円形バルブ１３１２は、中大脳動脈（例えば、約１．５
ｍｍ～約２．２５ｍｍ）のＭ２セグメントのような小血管セグメントに対して過大に構成
された外径を有する。近位方向の次の３の小長円形バルブ１３１４は、中大脳動脈（例え
ば、約２．２５ｍｍ～約２．７５）の遠位Ｍ１セグメントのような小血管セグメントに対
して過大に構成された外径を有する。近位方向の次の２の中長円形バルブ１３１６は、中
大脳動脈（例えば、約２．７５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）の近位Ｍ１セグメントのような中
血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。近位の２の大長円形バルブ１３
１８は、内頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）の遠位床突起状セグメントのよ
うな大血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。先端部１３００のテーパ
形状は、複数のおよび／または様々な直径（例えば、その大きさが次第に小さくなる血管
系）を有する血管対して先端部１３００を適切にかつ安全な展開を可能にすることができ
る。ある例示の直径は、本明細書中に提供されるが、先端部１３００のいくつかの実施形
態は、上述した値に応じて、バルブ１３１２、１３１４、１３１６、１３１８の直径およ
び／または約±５％、約±１０％、約１５％、または約２０％の間のある値の直径を含む
ことができる。
【０３３８】
  図４Ａは、血管治療装置の先端部１４００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の他の実施形態の概略側面図である。先端部１４００は、複数の織りバルブ１
４１０と織りネック部１４２０とを備える。先端部１４００は、遠位端に織りネック部６
５を有している。放射線不透過性マーカバンド２５は、本明細書でさらに詳細に説明する
基部２００の遠位端部に結合される。バルブ１４１０は、織りネック部１４２０によって
互いに長手方向に間隔を置いて配置されている。いくつかの実施形態において、バルブ１
４１０およびネック部１４２０は、バルブ１４１０を形成するフィラメントが同一で、ネ
ック部１４２０を形成するフィラメントに長手方向に連続する一体織物構造である。ネッ
ク部１４２０は、長手方向軸に沿って円筒状または略円筒状であるが、ネック部１４２０
の端部は、バルブ１４１０を形成し始めるために外方に広がっていてもよい。図４Ａのバ
ルブ１４１０は、先端部１４００が非テーパ状または円筒と見なすことができるように実
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質的に均一な直径を有する。
【０３３９】
  先端部１４００は、１０個のバルブ１４１０、すなわち、７個の略球状のバルブ１４１
２、３個の略長円状バルブ１４１４を点在パターンで備える。遠位から近位に２個のバル
ブ１４１２、１個のバルブ１４１４、２個のバルブ１４１２、１個のバルブ１４１４、２
個のバルブ１４１２、１個のバルブ１４１４と、１個のバルブ１４１２となる。他の点在
パターンも可能である。例えば、点在パターンは、１個のバルブ１４１２、１個のバルブ
１４１４、１個のバルブ１４１２、１個のバルブ１４１４、１個のバルブ１４１２、１個
のバルブ１４１４、１個のバルブ１４１２、１個のバルブ１４１４、１個のバルブ１４１
２、１個のバルブ１４１４でもよい。他の例として、点在パターンは、１個のバルブ１４
１２、２個のバルブ１４１４、１個のバルブ１４１２、２個のバルブ１４１４、１個のバ
ルブ１４１２、２個のバルブ１４１４、１個のバルブ１４１２でもよい。
【０３４０】
  図４Ｂは、血管治療装置の先端部１５００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の他の実施形態の概略側面図である。バルブ１５１０は、織りネック部１５２
０によって長手方向互いに間隔を置いて配置されている。先端部１５００は、遠位端に織
りネック部６５を有している。放射線不透過性マーカバンド２５は、本明細書でさらに詳
細に説明する基部２００の遠位端部に結合される。いくつかの実施形態において、バルブ
１５１０およびネック部１５２０は、バルブ１５１０を形成するフィラメントが同一で、
ネック部１５２０を形成するフィラメントに長手方向に連続する一体織物構造である。ネ
ック部１５２０は、長手方向軸に沿って円筒状または略円筒状であるが、ネック部１５２
０の端部は、バルブ１５１０を形成し始めるために外方に広がっていてもよい
【０３４１】
  先端部１５００は、１０個のバルブ１５１０、すなわち、６個の略球状のバルブ１５１
１、４個の略長円バルブ１５３１を備える。略球形バルブ１５１１は、２個のバルブ１５
１２、２個のバルブ１５１４、１個のバルブ１５１６、および１個のバルブ１５１８を含
む。バルブ１５１２はバルブ１５１４より小さい直径を有し、バルブ１５１４はバルブ１
５１６より小さい直径を有し、バルブ１５１６はバルブ１５１８より小さい直径を有する
。バルブ１５１２は実質的に均一な直径を有し、バルブ１５１４は実質的に均一な直径を
有する。略長円バルブ１５３１は、１個のバルブ１５３２、１個のバルブ１５３４、１個
のバルブ１５３６、１個のバルブ１５３８を含んでいる。バルブ１５３２はバルブ１５３
４より小さい直径を有し、バルブ１５３４はバルブ１５３６より小さい直径を有し、バル
ブ１５３６はバルブ１５３８より小さい直径を有する。バルブ１５１０の異なる直径によ
り、先端部１５００は、傾斜、例えば、近位端から遠位端に内向きに傾斜する、または遠
位端から近位端に外向きに傾斜すると考え得る。または、先端部１５００が段状、例えば
、近位端から遠位端に内向きに段状である、または遠位端から近位端に外向きに段状であ
ると考え得る。その他のおよび反対の構成も可能である。例えば、バルブ１５１０は、内
向きに傾斜するまたは遠位端から近位端に段状である、または近位端から遠位端に外向き
に段状であってもよい。他の例では、バルブ１５１０は、先端部１５００の長さに沿って
ランダム（例えば、非順次）直径を有することができる。先端部１５００は、実質的に円
筒形の箇所および／または遠位方向および／または近位方向に段状もしくは傾斜する箇所
を有してもよい。
【０３４２】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１５１０の外径は、以
下の通りである。２の遠位極小球面バルブ１５１２および遠位極小長円形バルブ１５３２
は、中大脳動脈のＭ２セグメントのような微小血管セグメントに対して過大に構成された
外径を有している。（例えば、約１．５ｍｍ～約２．２５ｍｍ）近位方向の次の２の小球
面バルブ１５１４と小長円形バルブ１５３４は、中大脳動脈（例えば、約２．２５ｍｍ～
約２．７５ｍｍ）の遠位Ｍ１セグメントのような小血管セグメントに対して過大に構成さ
れた外径を有する。近位方向の次の中球面バルブ１５１６と中長円形バルブ１５３６は、
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中大脳動脈（例えば、約２．７５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）の近位Ｍ１セグメントのような
中血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。近位方向の次の大球面バルブ
１５１８と大長円形バルブ１５３８は、内頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）
の遠位床状突出セグメントのような大血管セグメントに対して過大に構成された外径を有
する。先端部１５００のテーパ形状は、複数のおよび／または様々な直径（例えば、その
大きさが次第に小さくなる血管系）を有する血管対して先端部１５００を適切にかつ安全
な展開を可能にすることができる。ある例示の直径は、本明細書中に提供されるが、先端
部１５００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じて、バルブ１５１２、１５１４、
１５１６、１５１８、１５３２、１５３４、１５３６、１５３８の直径および／または約
±５％、約±１０％、約±１５％、または約±２０％の任意の値の内にある直径を含むこ
とができる。
【０３４３】
  先端部１５００は、１０個のバルブ１５１０、すなわち、６個の略球状のバルブ１５１
１、４個の略長円形状バルブ１５３１を点在パターンで備える。他の点在パターンも可能
である。例えば、点在パターンは、１個のバルブ１５１２、１個のバルブ１５３２、２個
のバルブ１５１４、２個のバルブ１５３４、２個のバルブ１５１６、１個のバルブ１５３
６、１個のバルブ１５１８、１個のバルブ１５３８を含むことができる。他の例として、
点在パターンは、１個のバルブ１５１２、２個のバルブ１５３２、２個のバルブ１５１４
、１個のバルブ１５３４、１個のバルブ１５１６、１個のバルブ１５３６、１個のバルブ
１５１８、１個のバルブ１５３８を含むことができる。
【０３４４】
  図４Ｃは、本明細書で述べる任意の実施形態を含む、血管治療装置の先端部２２００、
例えば、装置１０、２０、３０、４０の先端部１００の他の実施形態の概略側面図である
。図４Ｄは、図４Ｃに示す先端部２２００の模式的な近位端面図である。先端部２２００
は、フィラメント１５６を含む複数の織りバルブ２２１０と織りネック部２２２０とを備
える。バルブ２２１０は、織りネック部２２２０によって長手方向に互いに間隔を置いて
配置されている。いくつかの実施形態において、バルブ２２１０およびネック部２２２０
は、バルブ２２１０を形成するフィラメントが同一で、ネック部２２２０を形成するフィ
ラメントと長手方向に連続する一体織物構造である。バルブ２２１０は略球状であるが、
バルブ２２１０の近位端および遠位端は、ネック部２２２０を形成し始めることができる
。ネック部２２２０は、長手方向軸線２２３０に沿って並んでいる。バルブ２２１０は、
長手方向軸線２２４０に沿って並んでされている。長手方向軸線２２４０は、先端部２２
００の中心を通過することができる。長手方向軸線２２３０は、長手方向軸線２２４０か
ら半径方向にオフセットされる。ネック部２２２０は、バルブ２２１０のコードと並んで
いる。ネック部２２２０は、中心または長手方向軸線に沿って円筒状または略円筒状であ
るが、ネック部２２２０の端部は、バルブ２２１０を形成し始めるために外方に広がって
いてもよい。図４Ｃのバルブ２２１０は、先端部２２００が非テーパ状または円筒と見な
すことができるように実質的に均一な寸法または直径（例えば、約±５％、±１０％、±
１５％、または約２０％以内）を有する。
【０３４５】
  図４Ｅは、本明細書で述べる任意の実施形態を含む、血管治療装置の先端部２４００、
例えば、装置１０、２０、３０、４０の先端部１００のさらに他の実施形態の概略側面図
である。図４Ｆは、図４Ｅの先端部２４００の模式的な近位端面図である。先端部２４０
０は、複数の織りバルブ２４１０、２４１５と織りネック部２４２０とを備える。バルブ
２４１０、２４１５は、織りネック部２４２０により互いに長手方向に間隔を置いて配置
されている。いくつかの実施形態では、バルブ２４１０、２４１５およびネック部２４２
０は、バルブ２４１０、２４１５を形成するフィラメント１５６が同一で、ネック部２４
２０を形成するフィラメント１５６と長手方向に連続する一体織物構造である。バルブ２
４１０、２４１５は略球形であるが、バルブ２４１０、２４１５の近位端および遠位端は
、ネック２４２０を形成し始めることができる。ネック２２２０は、長手方向軸線２４３
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０に沿って並んでいる。長手方向軸線２４３０は、先端部２４００の中心を通過すること
ができる。長手方向軸２４３０は、バルブ２４１０のコード、バルブ２４１５のコードに
位置合わせされる。各バルブ２４１０を介したコードは同じである。各バルブ２４１５を
介したコードは同じである。バルブ２４１０を介したコードは、バルブ２４１５を介した
コードとは異なる。バルブ２４１０、２４１５の前後方向の位置を変更させることができ
る。ネック部２４２０は、バルブ２４１０、２４１５の異なるコード間にある。ネック部
２４２０は、中心または長手方向軸線に沿って円筒状または略円筒状であるが、ネック部
２４２０の端部は、バルブ２４１０、２４１５を形成し始めるために外向きに広がってい
てもよい。図４Ｅのバルブ２４１０は、先端部２４００が非テーパ状または円筒と見なす
ことができるように実質的に均一な寸法または直径（例えば、約±５％、±１０％、±１
５％、または約２０％以内）を有する。
【０３４６】
  図４Ｇは、血管治療装置の先端部２５００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００のさらに他の実施形態の概略側面図である。図４Ｈは図４Ｇの先端部２５００
の模式的な近位端面図である。先端部２５００は、細長い支持構造２５２０（ネック、チ
ューブ、スピンドルは、突起、棒、バックボーンなど）に沿って複数の織りバルブ２５１
０を備える。細長い支持構造体２５２０は、長手方向軸線２５３０に沿って並んでいる。
長手方向軸線２５３０は、先端部２５００の中心を通過することができる。バルブ２５１
０は、長手方向軸線２５３０に沿って半球状または略半球状であるが、バルブ２５１０間
の細長い支持構造２５２０は、バルブ２５１０を形成し始めるために外向きに広がってい
てもよい。いくつかの実施形態では、バルブ２５１０は、半球状または略半球状であり、
複数のネック部によって分離されたバルブというよりも単一の細長い支持構造２５２０の
両側に膨出部として見える。先端部２５００が非テーパ状とされ得るように、バルブ２５
１０は、実質的に均一な寸法または直径（例えば、約±５％、±１０％、±１５％、また
は約２０％以内）を有している。
【０３４７】
  先端部２５００は、位相シフトされたバルブ２５１０を備える。バルブ２５１０は、長
手方向軸線２５３０に対して約１２０°の移相角だけ互いに位相シフトされる（例えば、
バルブ２５１６、２５１２、２５１９、２５１５は、バルブ２５１１、２５１８、２５１
４から約１２０°の移相角２５６０だけ位相シフトされ、バルブ２５１１、２５１８、２
５１４は、バルブ２５１７、２５１３、２５２１から約１２０°の移相角２５４０だけ位
相シフトされ、バルブ２５１７、２５１３、２５２１は、バルブ２５１６、２５１２、２
５１９、２５１５から約１２０°の移相角２５５０により位相シフトされる）。先端部２
５００のバルブ２５１０の位相シフトされた構成は、内皮細胞壁（血管の内壁）に付着し
たハード血塊または編成血栓の有効的なねじりラスプ加工および機械的血栓摘出を可能に
することができる。本明細書において、血栓は、通常の意味で用いられ、限定するわけで
はないが、血餅（例えば、血管に付着）、塞栓（例えば、フローティング血餅）、および
血管から除去されてもよい他のデブリを含むものとする。血栓、血餅、および塞栓は、文
脈に応じて交換可能に使用され得る。いくつかの例示的な移相角は、本明細書中に提供さ
れるが、先端部２５００のいくつかの実施形態は、約１５°から約３４５°の間の範囲で
ある（例えば、移相角２５４０、２５５０、２５６０がそれぞれ約１２０°である）値を
有する互いに均一な対称的な移相角を含むことができる。他の例では、先端部２５００の
いくつかの実施形態は、約１５°と約３４５°の間の範囲（例えば、移相角２５４０、２
５５０、２５６０はともに約８０°であり、移相角２５６０は約２００°である）値を有
する互いに異なる非対称な移相角を含むことができる。
【０３４８】
  図４１は、血管治療装置の先端部１９００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の他の実施形態の概略側面図である。先端部１９００は、複数の織りバルブ１
９１０と織りネック部１９２０とを備える。先端部１９００は、遠位端に織りネック部６
５を有している。ネック部１９２０は、長手方向軸に沿って円筒状または略円筒状である
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が、ネック部１９２０の端部は、バルブ１９１０を形成し始めるために外向きに広がって
いてもよい。
【０３４９】
  先端部１９００は、７個のバルブ１９１０、すなわち、２個のバルブ１９１１、２個の
バルブ１９１３、１個のバルブ１９１５、２個のバルブ１９１７を備える。バルブ１９１
１はバルブ１９１３より小さい直径を有し、バルブ１９１３はバルブ１９１５より小さい
直径を有し、バルブ１９１５はバルブ１９１７より小さい直径を有する。バルブ１９１１
は実質的に均一な直径を有しており、バルブ１９１３は実質的に均一な直径を有しており
、バルブ１９１７は実質的に均一な直径を有する。
【０３５０】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１９１０の外径は、以
下の通りである。２の遠位極小球面バルブ１９１１は、中大脳動脈のＭ２セグメントのよ
うな微小血管セグメントに対して過大に構成された外径を有している。（例えば、約１．
５ｍｍ～約２．２５ｍｍ）近位方向の次の２の小球面バルブ１９１３は、中大脳動脈の遠
位Ｍ１セグメントのような小血管セグメントに対して過大に構成された外径を有している
。（例えば、約２．２５ｍｍ～約２．７５ｍｍ）近位方向の次の中球面バルブ１９１５は
、中大脳動脈（例えば、約２．７５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）の近位Ｍ１セグメントのよう
な中血管セグメントに対して過大に構成された外径を有している。近位方向の次の大球面
バルブ１９１７は、内頸動脈の遠位床突起状セグメントのような大血管セグメントに対し
て過大に構成された外径を有している。（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）である。
バルブ１９１０の異なる直径により、先端部１９００は、傾斜、例えば、近位端から遠位
端に内向きに傾斜する、または遠位端から近位端に外向きに傾斜すると考え得る。または
、先端部１９００が段状、例えば、近位端から遠位端に内向きに段状である、または遠位
端から近位端に外向きに段状であると考え得る。その他のおよび反対の構成も可能である
。例えば、バルブ１９１０は、内向きに傾斜するまたは遠位端から近位端に段状である、
または近位端から遠位端に外向きに段状であってもよい。他の例では、バルブ１９１０は
、先端部１９００の長さに沿ってランダム（例えば、非順次）直径を有することができる
。先端部１９００、実質的に円筒形の箇所および／または遠位方向および／または近位方
向に段状もしくは傾斜する箇所を有してもよい。先端部１９００のテーパ形状は、複数の
および／または様々な直径（例えば、その大きさが次第に小さくなる血管系）を有する血
管に対して先端部１９００の適切かつ安全な展開を提供することができる。ある例示の直
径は、本明細書中に提供されるが、先端部１９００のいくつかの実施形態は、上述した値
に応じて、バルブ１９１１、１９１３、１９１５、１９１７の直径および／または約±５
％、約±１０％、約１５％、または約２０％の任意の値の内にある直径を含むことができ
る。
【０３５１】
  ネック部１９２０は第１のネック径１９３１を有する第１のネック部１９２１（遠位ネ
ック部６５）、第２のネック径１９３２を有する第２のネック部１９２２、第３のネック
径１９３３を有する第３のネック部１９２３、第４ネック径１９３４を有する第４ネック
部１９２４、第５ネック径１９３５を有する第５ネック部１９２５、第６ネック径１９３
６を有する第６ネック部１９２６、第７ネック径１９３７を有する第７ネック部１９２７
、第８ネック径１９３９を有する第８ネック部１９２９（近位ネック部）を備える。ネッ
ク径１９３０（１９３１、１９３２、１９３３、１９３４、１９３５、１９３６、１９３
７、１９３９を含む）は、均一または実質的に均一である。先端部１９００は、様々な長
さのネック部１９２０、比較的短い長さを有する４のネック部１９２１、１９２２、１９
２４、１９２７と、比較的に中程度の長さを有する２のネック部１９２６、１９２９、比
較的長い長さの２のネック部１９２３、１９２５を点在パターンで備える。他の点在パタ
ーンも可能である。例えば、点在パターンは、比較的短い長さの４のネック１９２１、１
９２２、１９２４、１９２７、比較的に中程度の長さの２ネック１９２６、１９２９、比
較的長い長さ２ネック１９２３、１９２５を有している。
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【０３５２】
  様々な長さを有するネック部１９２１、１９２２、１９２３、１９２４、１９２５、１
９２６、１９２７、１９２９は、ねじりラスプ加工時にネック部１９２０に隣接するバル
ブ１９１０の制御拡張を提供し、バルブ１９１０の壁面付着を助けるため、および／また
は遠位塞栓を抑制または防止することができる。様々な長さを有するネック部１９２１、
１９２２、１９２３、１９２４、１９２５、１９２６、１９２７、１９２９は、長いネッ
クが最大血餅負担の領域に配置されるようにすることができるので、ネック部１９２０の
様々な長さにバルブ１９１０の起伏部間のソフト血餅または非編成血栓を陥れて効果的な
ねじりラスプ加工を提供することができる。
【０３５３】
  図４Ｊは、血管治療装置の先端部２０００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の他の実施形態の概略側面図である。先端部２０００は、複数の織りバルブ２
０１０と織りネック部２０２０とを備える。先端部２０００は、遠位端に織りネック部６
５を有している。ネック部２０２０は、長手方向軸に沿って円筒状または略円筒状である
が、ネック部２０２０の端部は、バルブ２０１０を形成し始めるために外方に広がってい
てもよい。
【０３５４】
  先端部２０００は、９個のバルブ２０１０、すなわち、３個のバルブ２０１１、２個の
バルブ２０１３、２個のバルブ２０１５、２個のバルブ２０１７を備える。バルブ２０１
１はバルブ２０１３より小さい直径を有し、バルブ２０１３はバルブ２０１５より小さい
直径を有し、バルブ２０１５はバルブ２０１７より小さい直径を有する。バルブ２０１１
は、実質的に均一な直径を有する。バルブ２０１３は、実質的に均一な直径を有する。バ
ルブ２０１５は、実質的に均一な直径を有する。バルブ２０１７は、実質的に均一な直径
を有する。
【０３５５】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ２０１０の外径は、以
下の通りである。３個の遠位極小球面バルブ２０１１は、中大脳動脈（例えば、約１．５
ｍｍ～約２．２５ｍｍ）のＭ２セグメントのような微小血管セグメントに対して過大に構
成された外径を有する。近位方向の次の２個の小球面バルブ２０１３は、中大脳動脈（例
えば、約２．２５ｍｍ～約２．７５ｍｍ）の遠位Ｍ１セグメントのような小さい血管セグ
メントに対して過大に構成された外径を有する。近位方向の次の２個の中球面バルブ２０
１５は、中大脳動脈（例えば、約２．７５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）の近位Ｍ１セグメント
のような中血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。近位方向の次の大球
面バルブ２０１７は、内頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）の遠位床状突出セ
グメントのような大血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。バルブ２０
１０の異なる直径により、先端部２０００は傾斜、例えば、近位端から遠位端に内向きに
傾斜する、または遠位端から近位端に外向きに傾斜すると考え得る。または、先端部２０
００が段状、例えば、近位端から遠位端に内向きに段状である、または遠位端から近位端
に外向きに段状であると考え得る。その他のおよび反対の構成も可能である。例えば、バ
ルブ２０１０は、内向きに傾斜する、遠位端から近位端に段状である、または近位端から
遠位端に外向きに段状であってもよい。他の例では、バルブ２０１０は、先端部２０００
の長さ沿ってランダム（例えば、非順次）直径を有することができる。先端部２０００は
、実質的に円筒形の箇所および／または遠位方向および／または近位方向に段状もしくは
傾斜する箇所を有してもよい。先端部２０００のテーパ形状は、複数のおよび／または様
々な直径（例えば、その大きさが次第に小さくなる血管系）を有する血管に対して先端部
２０００の十分な安全展開を提供することができる。ある例示の直径は、本明細書中に提
供されるが、先端部２０００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じて、バルブ２０
１１、２０１３、２０１５、２０１７、２０１９の直径および／または約±５％、約１０
％、約１５％、または約±２０％のいずれかの値の内にある直径を含むことができる。
【０３５６】
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  ネック部２０２０は第１のネック径２０４１を有する第１のネック部２０２１（遠位ネ
ック部６５）、第２のネック径２０３１を有する第２のネック部２０２２、第３のネック
径２０３２を有する第３のネック部２０２３、第４ネック径２０３３の第４ネック部２０
２４、第５ネック径２０３４を有する第５ネック部２０２５、第６ネック径２０３５を有
する第６ネック部２０２６、第７ネック径２０３６を有する第７ネック部２０２７、第８
ネック径２０３７を有する第８ネック部２０２８、第９ネック径２０３８を有する第９ネ
ック部２０２９、第１０ネック径２０３９を有する第１０ネック部２０４０（近位ネック
部）が挙げられる。先端部２０００は、様々なネック径２０３０、例えば、比較的狭いネ
ック径２０４１、２０３１、２０３２、２０３４、２０３５、２０３７、２０３９を有す
る７のネック部２０２１、２０２２、２０２３、２０２５、２０２６、２０２８、２０４
０、比較的広いネック径２０３３、２０３６、２０３８を有する３のネック部２０２４、
２０２７、２０２９を点在パターンで備える。他の点在パターンも可能である。例えば、
点在パターンは、比較的狭いネック径２０４１、２０３１、２０３２、２０３４、２０３
６、２０３８、２０３９を有する７のネック部２０２１、２０２２、２０２３、２０２５
、２０２７、２０２９、２０４０と、比較的広いネック径２０３３、２０３５、２０３７
を有する３のネック部２０２４、２０２６、２０２８（例えば、変化するバルブ直径間に
比較的広いネック径）を含んでいてもよい。他の例では、点在パターンは、比較的狭いネ
ック径２０４１、２０３３、２０３５、２０３７、２０３９を有する５のネック部２０２
１、２０２４、２０２６、２０２８、２０４０と、比較的広いネック径２０３１、２０３
２、２０３４、２０３６、２０３８を有する５のネック部２０２２、２０２３、２０２５
、２０２７、２０２９（例えば、変化するバルブ直径間に比較的狭いネック径）を含んで
いてもよい。
【０３５７】
  ネック径２０３１、２０３２、２０３３、２０３４、２０３５、２０３６、２０３７、
２０３８、２０３９、２０４１を変化させることで、バルブ２０１０の直径および／また
は様々なネック径２０３０の径が複数のおよび／または様々な直径（例えば、その大きさ
が次第に小さくなる血管系）を有する血管に対して適切に壁に並置でき、ねじりラスプ加
工および／または機械的血栓摘出時に血管の側枝内へと塞栓が浮動することを抑制または
防止することができる。ネック径２０３１、２０３２、２０３３、２０３４、２０３５、
２０３６、２０３７、２０３８、２０３９、２０４１を変化させることで、先端部２００
０はネックの広い直径が分岐点以上血管枝の領域および／または血管径の遷移領域に配置
されるように配置することができ、先端部２０００は、フィルタとして機能して、ねじり
ラスプ加工および／または機械的血栓摘出時に血管の分岐内へ塞栓が浮動することを抑制
することができる。
【０３５８】
  図４Ｋは、血管治療装置の先端部２１００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の先
端部１００の他の実施形態の概略側面図である。先端部２１００は、複数の織りバルブ２
１１０と織りネック部２１２０とを備える。先端部は、その遠位端で織りネック部６５を
備える。ネック部２１２０は、長手方向軸に沿って円筒状または略円筒状であるが、ネッ
ク部２１２０の端部は、バルブ２１１０を形成し始めるために外方に広がることができる
。
【０３５９】
  先端部２１００は、９個のバルブ２１１０、すなわち、３個のバルブ２１１１、２個の
バルブ２１１３、２個のバルブ２１１５、２個のバルブ２１１７を備える。バルブ２１１
１は、バルブ２１１３より小さい直径を有する。バルブ２１１３、バルブ２１１５よりも
小さい直径を有する。バルブ２１１５、バルブ２１１７より小さい直径を有するより。バ
ルブ２１１１は、実質的に均一な直径を有する。バルブ２１１３は、実質的に均一な直径
を有する。バルブ２１１５は、実質的に均一な直径を有する。バルブ２１１７は、実質的
に均一な直径を有する。
【０３６０】
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  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ２１１０の外径は、以
下の通りである。３個の遠位極小球面バルブ２１１１は、中大脳動脈（例えば、約１．５
ｍｍ～約２．２５ｍｍ）のＭ２セグメントのような微小血管セグメントに対して過大に構
成された外径を有する。近位方向の次の２個の小球面バルブ２１１３は、中大脳動脈（例
えば、約２．２５ｍｍ～約２．７５ｍｍ）の遠位Ｍ１セグメントのような小血管セグメン
トに対して過大に構成された外径を有する。近位方向の次の中球面バルブ２１１５は、中
大脳動脈（例えば、約２．７５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）の近位Ｍ１セグメントのような中
血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。近位方向の次の大球面バルブ２
１１７は、内頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）の遠位床状突出セグメントの
ような大血管セグメントに対して過大に構成された外径を有する。バルブ２１１０の異な
る直径により、先端部２１００は傾斜、例えば、近位端から遠位端に内向きに傾斜する、
または遠位端から近位端に外向きに傾斜すると考え得る。または、先端部２１００が段状
、例えば、近位端から遠位端に内向きに段状である、または遠位端から近位端に外向きに
段状であると考え得る。その他のおよび反対の構成も可能である。例えば、バルブ２１１
０は、内向きに傾斜するまたは遠位端から近位端に段状である、または近位端から遠位端
に外向きに段状であってもよい。他の例では、バルブ２１１０は、先端部２１００の長さ
に沿ってランダム（例えば、非順次）直径を有することができる。先端部２１００は、実
質的に円筒形の箇所および／または遠位方向および／または近位方向に段状もしくは傾斜
する箇所を有してもよい。先端部２１００のテーパ形状は、複数のおよび／または様々な
直径（例えば、その大きさが次第に小さくなる血管系）を有する血管に対して先端部２１
００の適切かつ安全な展開を提供することができる。ある例示の直径は、本明細書中に提
供されるが、先端部２１００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じてバルブ２１１
１、２１１３、２１１５、２１１７の直径および／または約±５％、約±１０％、約１５
％、または約２０％の任意の値の内にある直径を含むことができる。
【０３６１】
  ネック部２１２０は、第１のネック径２１３１を有する第１のネック部２１２１（遠位
ネック部６５）、第２のネック径２１３２を有する第２のネック部２１２２、第３のネッ
ク径２１３３を有する第３のネック部２１２３、第４ネック径２１３４の第４ネック部２
１２４、第５ネック径２１３５を有する第５ネック部２１２５、第６ネック径２１３６を
有する第６ネック部２１２６、第７ネック径２１３７を有する第７ネック部２１２７、第
８ネック径２１３８を有する第８ネック部２１２８、第９ネック径２１２９を有する第９
ネック部２１２９、第１０ネック径２１４１を有する第１０ネック部２１４５（近位ネッ
ク部）が挙げられる。ネック部２１２０は、様々なネック径２１３０と様々な長さを有す
る。
【０３６２】
  先端部２１００は、様々なネック径２１３０、例えば、比較的狭いネック径２１３１、
２１３２、２１３３、２１３５、２１３６、２１３８、２１４１の７のネック部２１２１
、２１２２、２１２３、２１２５、２１２６、２１２８、２１４５と、比較的広いネック
径２１３４、２１３７、２１３９の３のネック部２１２４、２１２７、２１２９を点在パ
ターンで備える。他の点在パターンも可能である。例えば、点在パターンは、比較的狭い
ネック径２１３１、２１３２、２１３３、２１３５、２１３７、２１３９、２１４１を有
する７個のネック部２１２１、２１２２、２１２３、２１２５、２１２７、２１２９、２
１４５と、比較的広いネック径２１３４、２１３６、２１３８を有する３個のネック部２
１２４、２１２６、２１２８（例えば、変化するバルブ直径間に比較的広いネック径）を
含んでいてもよい。他の例では、点在パターンは、比較的狭いネック径２１３１、２１３
４、２１３６、２１３８、２１４１を有する５個のネック部２１２１、２１２４、２１２
６、２１２８、２１４５と、比較的広いネック径２１３２、２１３３、２１３５、２１３
７、２１３９を有する５個のネック部２１２２、２１２３、２１２５、２１２７、２１２
９（例えば、変化するバルブ直径間に比較的狭いネック径）を含んでいてもよい。
【０３６３】
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  先端部２１００は、様々な長さを有するネック部２１２０、すなわち、比較的短い長さ
の８個のネック部２１２１、２１２２、２１２３、２１２４、２１２６、２１２７、２１
２９、２１４５と、比較的中程度の長さの１個のネック部２１２８と、比較的長い長さの
１個のネック部２１２５を点在パターンで備える。他の点在パターンも可能である。例え
ば、点在パターンは、比較的短い長さの４個のネック部２１２１、２１２２、２１２３、
２１２４と、比較的に中程度の長さの４個のネック部２１２６、２１２７、２１２９、２
１４５と、比較的長い長さの２個のネック部２１２５、２１２８を含むことができる。
【０３６４】
  ネック径２１３１、２１３２、２１３３、２１３４、２１３５、２１３６、２１３７、
２１３８、２１３９、２１４１を変化させることで、バルブ２１１０の外径および／また
は様々なネック径２１３０が複数のおよび／または様々な直径（例えば、その大きさが次
第に小さくなる血管系）を有する血管に対して適切に壁に並置でき、ねじりラスプ加工お
よび／または機械的血栓摘出時に血管の側枝内へと塞栓が浮動することを抑制または防止
することができる。ネック径２１３０（２１３１、２１３２、２１３３、２１３４、２１
３５、２１３６、２１３７、２１３８、２１３９、２１４１を含む）を変化させることで
、先端部２１００は、ネックの広い直径が分岐点以上血管枝の領域および／または血管径
の遷移領域に配置されるように配置することができ、先端部２１００は、フィルタとして
機能し、ねじりラスプ加工および／または機械的血栓摘出時に血管の分岐内へ塞栓が浮動
することを抑制することができる。様々な長さを有するネック部２１２１、２１２２、２
１２３、２１２４、２１２５、２１２６、２１２７、２１２８、２１２９、２１４５は、
ねじれラスプ加工時にネック部２１２０に隣接するバルブ２１１０の制御拡張を提供する
ことができ、バルブ２１１０の壁面付着を助けるため、および／または遠位塞栓を抑制ま
たは防止することができる。様々な長さを有するネック部２１２１、２１２２、２１２３
、２１２４、２１２５、２１２６、２１２７、２１２８、２１２９、２１４５は、長いネ
ック部２１２０が最大血餅負担の領域に配置されるようにすることができるので、ネック
部２１２０の異なる長さにバルブ２１１０の起伏部間のソフト血餅または非編成血栓を陥
れて効果的なねじりラスプ加工を提供することができる。ネック部２１２１、２１２２、
２１２３、２１２４、２１２５、２１２６、２１２７、２１２８、２１２９、２１４５の
様々な長さおよび／または径２１３１、２１３２、２１３３、２１３４、２１３５、２１
３６、２１３７、２１３８、２１３９、２１４１は、これらの一部または利点のすべての
組合せを提供することができる。
【０３６５】
  例えば、図２Ａ～図４Ｋで図示されているように、および本明細書に記載されているよ
うに、装置１０、２０、３０、４０の先端部１００は、バルブ数量、形状、大きさ、間隔
、長手軸または軸のコードに関しての位相シフト、フィラメントのパラメータ（例えば、
材料、材料比、厚さ、形状など）、異なるネックパラメータ（例えば、ネック径、ネック
長さなど）、編みパラメータ（例えば、パターン、角度、密度、孔径など）、長手軸また
は軸のコードに対するアライメント、およびこれらの組合せなどの種々の異なるバルブパ
ラメータを含むことができる。
【０３６６】
  図２Ａおよび図２Ｂに示す先端部１０００、１１００の各々は、１０個のバルブ１０１
０、１１１０を備える。他の数のバルブ１０１０、１１１０も可能である。例えば、いく
つかの実施形態では、先端部は、１～９個のバルブ、５～２０個のバルブ、４～１０個の
バルブ、３～１５個のバルブ、または１１～３０個のバルブ、３０個を超えるバルブを備
えていてもよい。いくつかの実施形態では、先端部は２個（例えば、図５Ｅに示す）、３
個（例えば、図４Ｃ、図５Ｂ、図５Ｆ、図５Ｇに示す）、４個（例えば、図２Ｇ、図４Ｅ
に示す）、５個（図２Ｆに示す）、６個（図２Ｅ、図２Ｅ－２に示す）、７個（例えば、
図４Ｉに示す）、８、９個（例えば、図４Ｊ、図４Ｋに示す）、１０個（例えば、図２Ａ
～図４Ｂに示す）、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、または２
０個のバルブを備える。いくつかの具現化形態では、例えば、装置は、末梢血管（例えば
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、脚）に用いられるように構成されており、末梢血管において、血餅は２０ｃｍまでまた
は４０ｃｍまでも、１１～３０以上、または４０～６０になり得、バルブが使用できる。
いくつかの実施形態では、１バルブは約０．２ｃｍ～５ｃｍで使用される（例えば、約０
．５ｃｍ～２ｃｍ）。長い先端部１００に沿った多量のバルブは、より短い長さの先端部
１００に沿った少量のバルブより長い血餅を含む血餅長の範囲を治療することにおいてよ
り柔軟性をもたらすことができる。より短い長さの先端部１００に沿ったより少量のバル
ブは、血管（例えば、トルクがバルブの短い長さおよび／またはより少ない量にわたって
広がるので）にマイクロカテーテルおよび／またはより高いトルクを介して先端部１００
のより良好な押込み特性を提供することができる。
【０３６７】
  本明細書においてバルブは、通常の意味で用いられ、限定するわけではないが、丸みを
帯びた（例えば、丸いボール、球体、柱体、またはビーズ）または丸みのない突出または
膨出部を含み、典型的には、必ずしも必要ではないが、支持構造に沿って（例えば、別々
にまたは一体化されて）提供される。バルブは一定の断面を有してもよいし、２種以上の
異なる断面を有していてもよい。バルブは１、２、または２を超える開口端部、または内
部を通る内腔を有していてもよい。バルブ形状は、例えば、上面図、側面図、および／ま
たは断面に対して、少なくとも１つの球体、長円形、卵形、オーバル、楕円形、円柱、螺
旋、螺旋状、三角形、長方形、平行四辺形、菱形、正方形、ダイヤモンド形、五角形、六
角形、七角形、八角形、九角形、十角形、四葉形、台形、不等辺四辺形、その他の多角形
、扁平楕円（例えば、平坦化された球）、長球面（例えば、細長い楕円）、これらおよび
他の形状の曲線状または膨出バージョン、それらの組合せ（例えば、バルブの近位部分と
は異なる形状を有するバルブの遠位部分）などを含むことができる。バルブの異なる形状
は、先端部１００に使用することができる。例えば、図４Ａおよび図４Ｂに示すように、
球状のバルブおよび長円形のバルブは、同じ先端部１００に用いることができる。いくつ
かの実施形態では、異なる形状のバルブが交互になる。いくつかの実施形態では、先端部
１００は、一連の様々な形状のバルブ（例えば、各々が異なる形状を有する２以上のバル
ブを含む）が含まれており、各列は、２、３、４、５、６、７回以上繰り返される。いく
つかの実施形態では、先端部１００は、端部に第１の形状を有するバルブと端管間に第２
の異なる形状を有するバルブを備える。いくつか実施形態では、先端部１００は、遠位部
分で第１の形状を有するバルブおよび近位部分で第２の異なる形状を有するバルブを備え
る。
【０３６８】
  いくつかの実施形態では、バルブは、卵形、オーバルまたは楕円形の形状を含み、先端
部１００の遠位端に対向するバルブのテーパ部は、例えば、小血管への転移点で徐々に小
さくなる血管へのナビゲーションを支援することができる。例えば、テーパ端は、内頸動
脈（ＩＣＡ）からＭ１または脳のＭ１セグメントからＭ２セグメントで先端部１００を助
けることができる。
【０３６９】
  いくつかの実施形態では、バルブの少なくともいくつかは、約１ｍｍ～約８０ｍｍのサ
イズ（拡張形状の外径に対して）を有する（例えば、約２ｍｍ～約１２ｍｍ）である。約
１ｍｍ～約６ｍｍ、約３ｍｍ～約４．５ｍｍ、約０．５ｍｍ～約３ｍｍ（例えば、約３ｍ
ｍ）、０．７５ｍｍ～約３ｍｍ（例えば、約３ｍｍ）、約３．１ｍｍ～約３．９ｍｍ（例
えば、約３．５ｍｍ）、約４ｍｍ～約４．４ｍｍ（例えば、４ｍｍ）、約４．５～約７．
５ｍｍ（例えば、約４．５ｍｍ）の範囲のバルブは、小さな血塊および／または血管（例
えば、脳）で特に有益であり得る。約４ｍｍ～約１０ｍｍ、約５ｍｍ～約４０ｍｍの範囲
内のバルブは、より大きな血塊および／または血管（例えば、脚）に特に有益である。い
くつかの実施形態では、バルブの全ては、約０．７５ｍｍを超える、約１ｍｍを超える、
約１．５ｍｍを超える、約２ｍｍを超える、約２．５ｍｍを超える、または約２．７５ｍ
ｍを超えるサイズ（拡張された構成で外径に対する）を有している。大きなサイズは効果
的に血管壁に係合または並置し、製造が簡単なのでいくつかの実施形態において特に有益
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であり得る。
【０３７０】
  本明細書に記載されたバルブサイズは、折り畳まれた構成での約１．３倍から約１０倍
（例えば、約１．３～約２．５倍、約２．５～約４倍、約４～約７倍、約７～約１０倍お
よびそれに重複する範囲）だけ減少してもよい。いくつかの実施形態では、バルブの折り
畳まれた構成は、送達カテーテル（例えば、マイクロカテーテル）の内径の約５０％～約
８０％である。例えば、マイクロカテーテルは、内径が約０．０１２５インチ（約０．３
２ｍｍ）であるような実施形態では、折り畳まれた状態におけるバルブは、約０．００６
インチ（約０．１６ｍｍ）～約０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）の直径を有することが
できる。いくつかの実施形態では、例えば、小血管で使用するために、バルブは約０．１
ｍｍ～約０．９ｍｍの折り畳まれたサイズを有することができる（例えば、約０．２５ｍ
ｍ～約０．５ｍｍ）である。いくつかの実施形態では、例えば、小血管で使用するために
、バルブは約０．５ｍｍ～約５ｍｍの折り畳まれたサイズを有することができる。
【０３７１】
  いくつかの実施形態では、バルブの寸法は、バルブの形状に基づいて変化する。例えば
、形状が球である場合の直径は異なっていてもよい。他の例では、形状が長円形の場合、
直径および／または長さは変化してもよい。さらに他の例では、形状が多角形（例えば、
三角形）の場合、辺の長さおよび／またはａの頂点の角度を変化させることができる。
【０３７２】
  先端部１００の直径または幅は、先端部１００の長さに沿って変化する。バルブの直径
または幅の例について説明する。いくつかの実施形態において、近位および／または遠位
バルブ間のネックの直径または幅は、拡張された構成では約０．１５ｍｍ～約４．５ｍｍ
（例えば、約０．１５ｍｍ、約０．３５ｍｍ、約０．３８ｍｍ、約０．６５ｍｍ、約０．
４ｍｍ、約０．４５ｍｍ、約０．７５ｍｍ、約１ｍｍ、約１．２５ｍｍ、約１．５ｍｍ、
約１．７５ｍｍ、約２ｍｍ、約２．２５ｍｍ、約２．５ｍｍ、約２．７５ｍｍ、約３ｍｍ
、約３．２５ｍｍ、約３．５ｍｍ、約３．７５ｍｍ、約４ｍｍ、約４．２５ｍｍ、約４．
５ｍｍ、そのような値間の範囲など）の範囲内にあり、約０．１ｍｍ～約０．５ｍｍの範
囲では、折り畳まれた構成では約０．１ｍｍ～約０．３４ｍｍ、約０．２７ｍｍ～約０．
３７ｍｍ、または約０．２５ｍｍ～０．３３ｍｍ（例えば、約０．３２ｍｍ）の範囲であ
る。拡張された構成のネック部の直径は、そのネック部の近位または遠位の、およびその
ネック部に隣接するバルブの直径よりも小さい。例えば、４．５ｍｍの直径を有する大き
な近位バルブの場合、２つの４．５ｍｍバルブの間のネック部は、そのようなネック部が
より遠位の４ｍｍバルブの直径より大きくても、４．２５ｍｍであり得る。いくつか実施
形態では、先端部１００の外径または幅は、折り畳まれた構成での約０．１ｍｍから約０
．３４ｍｍ（例えば、約０．２５ｍｍ～約０．３３ｍｍ）の範囲である。それは、例えば
、０．０１７インチ（約０．４３ｍｍ）の内径を有している現在市販されている最小のマ
イクロカテーテルに入るように十分に小さい。いくつかの具現化形態では、例えば、装置
はより大きな血管に用いられるように構成され、先端部１００の直径または幅が拡張され
た構成で約１ｍｍから約４０ｍｍ（例えば、約５ｍｍ～約２０ｍｍ）の範囲、折り畳まれ
た構成で約０．５ｍｍ～約１０ｍｍ（例えば、約１ｍｍ～約２ｍｍ）の範囲である。
【０３７３】
  ネック部の直径または寸法は同一であっても異なっていてもよい。例えば、ネック部の
直径は、先端部１００の長手方向の長さにわたって変化してもよい。いくつかの実施形態
では、ネック部の直径は少なくとも部分的に一方または両方の隣接するバルブの大きさに
依存する。例えば、再び図２Ｂを参照すると、バルブ１１１８間のネック部１１２０の直
径は、バルブ１１１６間のネック部１１２０の直径よりも大きくすることができ、バルブ
１１１６間のネック部１１２０の直径はバルブ１１１４間のネック部１１２０の直径より
も大きくすることができバルブ１１１４間のネック部１１２０の直径はバルブ１１１２間
のネック部１１２０の直径よりも大きくてもよい。いくつかの実施形態では、バルブの直
径または寸法のバラツキを有するネックの直径または寸法を変化させることで、凹凸パタ
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ーンを変化または維持するのを助けることができ、バルブ１１１０およびネック部１１２
０によって強化された壁面付着によって血栓を捕捉および／または遠位塞栓を阻害または
防止するのを助けることができる。
【０３７４】
  いくつかの実施形態では、先端部１００の遠位端部で始まり、各連続する近位バルブが
他方よりも大きく形成されている。いくつかの実施形態では、２以上のバルブサイズが交
互のパターンであってもよい。一例として、一連の３のバルブサイズは、７回交互させて
合計２１のバルブを得てもよい。いくつかの実施形態では、３以上のバルブサイズは、直
列にされており、各列は、２、３、４、５、６、７回以上繰り返される。いくつかの実施
形態において、より大きなバルブは、先端部１００の端部にあってもよいし、より小さな
バルブは、先端部１００の中間にある。いくつかの実施形態では、より小さいバルブは、
先端部１００の端部にあってもよく、より大きなバルブは、先端部１００の真ん中にある
。いくつかの実施形態では、先端部１００は、長手方向の位置に特定することなく様々な
寸法のバルブを備える。
【０３７５】
  バルブの位置または間隔は、特定の血管サイズおよび／または血餅位置、材料および／
またはサイズに有利となり得る。バルブは接触（例えば、隣接）または非接触であっても
よい。先端部１００は、接触および非接触しているバルブを含むことができる。いくつか
の実施形態では、先端部１００は、全て非接触であるおよび／または１つ以上のネック部
によって離間しているバルブを含む。これらのネック部は、バルブと同じまたは異なる材
料であってもよい。ネック部はまた、バルブとは異なる形状であってもよい。ネック部は
、埋め込まれた、またはマーカやその他の視覚化助剤（例えば、放射線不透過性部分）に
よって被覆することができる。
【０３７６】
  バルブは約０．１ｍｍから約５０ｍｍの距離で分離し、限定されるものではないが、約
０．５ｍｍ～約１ｍｍ、約１ｍｍ～約２ｍｍ、約２ｍｍ～約３ｍｍ、約３ｍｍ～約４ｍｍ
、約４ｍｍ～約５ｍｍ、約５ｍｍ～約８ｍｍ、約８～約１０ｍｍ、約１０ｍｍ～１２ｍｍ
、約１２ｍｍ～約１５ｍｍ、約１５ｍｍ～２５ｍｍ、約２５ｍｍ～約３５ｍｍ、約３５ｍ
ｍ～約５０ｍｍの距離、および重なる部分も含む距離で分離される。先端部１００のバル
ブ間の間隔は、一定であってもよいし、２以上（または全部）のバルブ間の間隔が異なっ
ていてもよい。いくつかの実施形態では、いくつかのバルブが互いに同一の距離だけ間隔
を置いて配置され、一方、他のバルブは、異なる間隔を有している。いくつかの実施形態
において、ネック部の長さは、少なくとも１つの隣接するバルブの長さに少なくとも部分
的に依存することができる。例えば、ネック部の長さは、バルブの近位に、遠位、または
バルブ近位および遠位の平均の長さの約０．２５～約２倍とすることができる。ネック部
は、２のバルブ間で不活性リンク以上であってもよい。例えば、先端部１００が捩りラス
プ加工されると、長いネック部をよりきつく圧搾し回転させて、前後のバルブをさらに膨
らませることを可能にする。ネック部が同じ長さを有し、先端部１００が捩りラスプ加工
されると、ネック部の各々は適度に圧搾され、前後のバルブから適度な半径方向の力が生
成される。
【０３７７】
  いくつかの実施形態において、ネックの長さは、少なくとも部分的にバルブのサイズと
量、先端部１００の所望の長さ、および／または本明細書でさらに説明する遠位ネック部
６５の所望の長さに基づいていてもよい。例えば、先端部１００の所望の長さが約６０．
５ｃｍであり、直径約３ｍｍの３の球面バルブ、直径約３．５ｍｍの３の球面バルブ、直
径約４ｍｍの２の球面バルブ、直径約４．５ｍｍの２の球面バルブが望ましく、長さ約４
ｍｍの遠位ネック部６５との間隔がほぼ等しい場合、最近位バルブにネック近位を含む約
２ｍｍの長さを有することができる。
【０３７８】
  ネック形状としては、例えば、断面に対して、少なくとも１つの円形、長円形、卵形、
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オーバル、楕円形、三角形、長方形、平行四辺形、菱形、正方形、ダイヤモンド形、五角
形、六角形、七角形、八角形、九角形、十角形、四葉形、台形、不等辺四辺形、他の多角
形、これらおよび他の形状の曲線状または膨出バージョン、それらの組合せ（例えば、ネ
ック部の近位部とは異なる形状を有するネック部の先端部）などを含むことができる。ネ
ック部の異なる形状は、先端部１００に使用することができる。いくつかの実施形態では
、ネック部の先端形状は少なくとも部分的に少なくとも１つの隣接するバルブの形状に依
存する。
【０３７９】
  いくつかの実施形態では、先端部１００は、２以上のストランド（例えば、約６ストラ
ンドから約１４４ストランド、約１２ストランドから約１２０ストランド、約１２ストラ
ンドから約９６ストランド、約１２ストランドから約７２ストランド、約４８ストランド
）と組まれ、編まれ、織り込まれてもよい。ストランドは、円形断面、円弧状の非円形断
面（例えば、オーバル、楕円等）、矩形断面（例えば、正方形）、台形断面、およびこれ
らの組合せなどを有するフィラメント、ワイヤおよびリボンなどを含む。いくつかの実施
形態では、先端部１００のストランドの数は、先端部１００の所望の拡張した形状の直径
に少なくとも部分的に基づいている。例えば、いくつかの実施形態では、３２のストラン
ドは、直径２．５ｍｍ以下の範囲の拡張された構成の先端部１００に用いられ、４８のス
トランドは、直径約２．５ｍｍ～約４．５ｍｍの範囲の拡張された構成の先端部１００に
使用され、６４のストランドは、直径約４．５ｍｍ～約６．０ｍｍの範囲の拡張された構
成の先端部１００に使用され、７２のストランドは、直径６．０ｍｍ以上の範囲の拡張さ
れた構成の先端部１００に使用される。いくつかの実施形態において、ストランドは、約
０．０００５インチ（約０．０１３ｍｍ）～約０．０４インチ（約１ｍｍ）（例えば、約
０．０００５インチ（約０．０１３ｍｍ）から約０．００１５インチ（約０．０３８ｍｍ
）、約０．０００８インチ（約０．０２ｍｍ）～約０．０１２インチ（０．３ｍｍ）、約
０．０００８インチ（約０．０２ｍｍ）から約０．００２インチ（約０．０５ｍｍ）、例
えば、約０．００１インチ（約０．０２５ｍｍ）、約０．００１２５インチ（約０．０３
２ｍｍ）の間）の間の直径を有する。被処理血管（群）の直径が増加すると、先端部１０
０の径が大きくなり、フィラメント、フィラメント密度、フィラメント径などの数の少な
くとも１つが増大して、例えば、先端部１００またはその一部の同じ密度、インチ当たり
のピック（またはピクセル）（ＰＰＩ）等を提供することができる。いくつかの実施形態
では、ネック部は、均一なＰＰＩを有している。
【０３８０】
  形状記憶材料を含むフィラメントの厚さまたは直径は、フープ強度等の機械的特性に影
響を与えてもよい。例えば、フィラメントが厚ければ、より多くのフープ強度が付与され
る。放射線不透過性材料を含むフィラメントの厚さまたは直径は、Ｘ線や透視下における
視認性に影響を与えてもよい。例えば、フィラメントが厚ければ、より容易に視覚化する
。いくつかの実施形態では、先端部１００は、第１の直径または厚さを有する形状記憶フ
ィラメントと、第１の直径または厚さとは異なる第２の直径または厚さを有する放射線不
透過性フィラメントを備える。異なる厚さまたは直径は、例えば、フィラメントの意図さ
れる使用に少なくとも部分的に基づいて、フィラメントサイズの調整をすることができる
。例えば、大きなフープ強度は望まれないが、高視認性が所望される場合には、相対的に
低い径の形状記憶フィラメントおよび比較的大きい放射線不透過性フィラメントを用いる
ことができる。他の組合せも可能である。例えば、いくつかの実施形態では、先端部１０
０は第１の直径または厚さを有する第１の形状記憶フィラメントと、第１の直径または厚
さとは異なる第２の直径または厚さを有する第２の形状記憶フィラメントを備える。他の
例として、いくつかの実施形態では、先端部１００は、第１の直径または厚さを有する第
１の放射線不透過性フィラメントと、第１の直径または厚さとは異なる第２の直径または
厚さを有する第２の放射線不透過性フィラメントを備える。
【０３８１】
  いくつかの実施形態では、先端部１００のいくつかの部分が、他の部分に比べていくつ
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かの部分において高密度になるように、装置１０、２０、３０、４０のユーザが先端部１
００の部分を詰込み、圧縮し、または束ねることができるように先端部１００は構成され
ている。これは、例えば、頑固な血餅を取り除いて、塞栓を抑制または防止し、および／
または動脈瘤または動静脈管腔への流れを減少させて血栓症を助けるのに有用であり得る
。
【０３８２】
  先端部１００は、約０．５ｃｍ～約２０ｃｍ（例えば、約１ｃｍから約２０ｃｍ、約５
ｃｍ～約１０ｃｍ、約４ｃｍ～８ｃｍ等）の範囲の長さを有していてもよい。いくつかの
具現化形態では、例えば、装置は、より大きな血管（例えば、脳の外側）に用いられるよ
うに構成され、先端部１００は、約２０ｃｍを超える長さ（例えば、約２０ｃｍ～約５０
ｃｍ）を有していてもよい。先端部１００の長さは、血管の側壁を並置するように構成さ
れた先端部１００の長さにより特徴付けることができる。例えば、先端部１００の長さは
、最近位側のバルブのほぼ中心から最遠位側のバルブの中心によって特徴付けることがで
きる。いくつかの実施形態では、先端部の使用可能な長さは、約５ｍｍ～約６０ｍｍの間
である（例えば、約５５．２５ｍｍ、長さが約５５ｍｍまでの任意の血餅の治療には僅か
に大きなサイズである）。本明細書でさらに説明するように、先端部１００の全長は、す
べての手順で使用される必要はない。
【０３８３】
  いくつかの実施形態において、先端部１００は、約０．０１ｍｍ～約４ｍｍ、約０．０
２ｍｍ～約１ｍｍ、または約０．０２ｍｍ～約０．０５ｍｍ（例えば、０．０２５ｍｍ）
の範囲の壁厚を有していてもよい。壁厚は、本明細書に記載されたストランドの寸法に従
って、１つのストランドの厚さまたは直径と２本のストランド（例えば、ストランドクロ
ス点）の厚さまたは直径との間であってよい。いくつかの実施形態では、先端部１００の
遠位ネック部６５または遠位端は、同一または先端部１００の部分の近とは異なる壁厚を
有していてもよい。例えば、先端部１００の遠位ネック部６５または遠位端は、約０．０
１ｍｍ～約４ｍｍ、約０．０２ｍｍ～約１ｍｍ、または約０．０２ｍｍ～約０．０５ｍｍ
（例えば、約０．０２５ｍｍ）の間の壁厚を有することができるである。いくつかの実施
形態では、先端部１００の遠位ネック部６５または遠位端は、同一または近位先端部１０
０の部分とは異なる数のフィラメントを有することができる。例えば、先端部１００の遠
位ネック部６５または遠位端は、約６～約１４４、約１２～約１２０、約１２～約９６、
または約１２～約７２との間（例えば、約４８）のフィラメントの数を有していてもよい
。いくつかの実施形態では、先端部１００の遠位ネック部６５または遠位端は、同じまた
は、折り畳まれた状態で直径または寸法に対して拡張した状態の直径または寸法と異なる
比率を有することができる。例えば、先端部１００の遠位ネック部６５または遠位端は、
約１：１（例えば、折り畳まれた状態と拡張状態が同じ）と約１０：１（例えば、１．２
：１）の比を有することができる。
【０３８４】
  先端部１００のストランドの少なくとも一部は、形状記憶合金（例えば、ニッケルチタ
ンまたはコバルトクロム）を含むことができる。いくつかの実施形態では、先端部１００
のストランドの約５０％～約９５％（例えば、約７５％）は、形状記憶合金（例えば、ニ
ッケルチタン、コバルトクロムなど）を含み、先端部１００のストランドの約５～約５０
％（例えば、２５％）は、放射線不透過性材料（例えば、白金イリジウム、白金タングス
テンなど）を含む。いくつかの実施形態では、先端部１００は、形状記憶合金（例えば、
ニッケルチタン、コバルトクロムなど）からなる約１ストランドから約１４４ストランド
、約１ストランドから約１２０ストランド、約１ストランドから約６０ストランド、約２
ストランドから約４８ストランド（例えば、約３６ストランドなど）の範囲で構成されて
いる。いくつかの実施形態では、先端部１００は、放射線不透過性材料（例えば、白金イ
リジウム、白金、タングステンなど）を含む約１ストランドから約６０ストランド、約１
ストランドおよび約４８ストランド、約２ストランドから約２４ストランド（例えば、１
２ストランド）の範囲で構成されている。形状記憶フィラメントは、拡張された先端部１
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００の形状に熱処理に役立つ可能性があり、放射線不透過性フィラメントは、先端部１０
０を用いた処理中のＸ線および／または透視下における装置を視覚化するのを助けること
ができる。放射線不透過性のストランドは、Ｘ線や透視下における視認性を向上させる間
隔を置かれ、または、クラスタリングすることができる。例えば、厚肉帯パターンを使用
することができ、これは、円周方向に隣接した放射線不透過性のストランド（例えば、２
～１２の放射線不透過性のストランド）を複数含むことができる。
【０３８５】
  いくつかの実施形態では、先端部１００（例えば、細長い支持構造体および／またはバ
ルブ）は、生体適合性材料または表面処理された生体適合性を生成する材料を含むフィラ
メントを備える。適切な材料は、例えば、白金、チタン、ニッケル、クロム、コバルト、
タンタル、タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、およびそれらの合金、例えば、ニ
ッケルチタン（例えば、ニチノール）、ニッケルチタンニオブ、クロムコバルト、銅－ア
ルミニウム－ニッケル、鉄－マンガン－シリコン、銀カドミウム、金カドミウム、銅－ス
ズ、銅－亜鉛、銅－亜鉛－シリコン、銅－亜鉛－アルミニウム、銅－亜鉛－スズ、白金鉄
、マンガン、銅、白金合金、コバルト－ニッケル－アルミニウム、コバルト－ニッケル－
ガリウム、ニッケル鉄ガリウム、チタンパラジウム、ニッケル－マンガン－ガリウム、ス
テンレス鋼、形状記憶合金などを含むことができる。適切な材料は、ポリ乳酸（ＰＬＡ）
、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）、ポリ乳酸共グリコール酸（ＰＬＧＡ）、ポリカプロラク
トン（ＰＣＬ）、ポリオルトエステル、ポリ無水物、およびこれらの共重合体などのポリ
マーを含むことができる。適切な材料は、合金（例えば、ニチノール、クロム－コバルト
、白金タングステン等）または材料の組合せ（例えば、異なる材料のクラッドあるいはコ
アと組み合わせて放射線不透過性のコアまたはクラッドを有するフィラメント、複数の異
なる材料を含むフィラメントなど）を含むことができる。いくつかの実施形態では、先端
部１００は、ニチノール、白金タングステンを含む。
【０３８６】
  いくつかの実施形態では、編組の前に、フィラメントは、冷間加工される（例えば、熱
処理なし）。いくつかの実施形態では、編組の前に、フィラメントは、直線アニールされ
る（例えば、熱処理を終えて配線として整流）。
【０３８７】
  いくつかの実施形態では、先端部１００の編組パターンとしては、１オーバー１アンダ
ー１、１オーバー１アンダー２、１オーバー２アンダー２、２オーバー１アンダー１、２
オーバー１アンダー２、３オーバー１アンダー１、３オーバー１アンダー２、３オーバー
１アンダー３、３オーバー２アンダー１、３オーバー２アンダー２、３オーバー３アンダ
ー１、３オーバー３アンダー２、３オーバー３アンダー３、２オーバー２アンダー１、２
オーバー２アンダー２、等がある。いくつかの実施形態では、１オーバー１アンダー１の
編組パターンが最も高い半径方向の力と最小の細孔径をもたらすことができる。他のパタ
ーンは、比較的高い細孔径および／または比較的低い半径方向の力をもたらす可能性があ
る。編組パターンは、先端部１００の全長に沿って一定であってもよく、例えば、先端部
１００の縦軸に沿って変化してもよい。例えば、編組パターンは、近位から遠位等、ネッ
ク部とバルブの間で変化してもよい。編み込み時の編込装置またはキャリアブレーダーの
回転および旋回に通常起因する編組パターンまたはフィラメント交差パターンは、編込装
置またはキャリアブレーダーの編組および／または回転および旋回に先立ってスプールま
たは担体にフィラメントを配列することに通常起因する放射線不透過性バンドパターンと
は異なっている。
【０３８８】
  編角は、フィラメントと先端部１００の縦軸や生産軸に垂直な軸との間の角度であり、
約０°～約１８０°とすることができる。図４Ｌは、血管治療装置の先端部４８００、例
えば、装置１０、２０、３０または４０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の
概略側面図である。先端部４８００は、縦軸または生産軸４８４０上に編まれる左傾斜フ
ィラメント４８１５および右側傾斜フィラメント４８２５を含む複数のフィラメントを備
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える。図４Ｍは、血管治療装置の先端部４９００、例えば、装置１０、２０、３０または
４０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部４９００
は、縦軸または生産軸４８４０上に編まれる左傾斜フィラメント４９１５および右側傾斜
フィラメント４９２５を含む複数のフィラメントを備える。各図４Ｌ、４Ｍにおいて、縦
軸または生産軸４８４０に垂直な軸は、編組軸４８５０である。本明細書に記載の編込装
置またはキャリアブレーダーの一部である水平面内におけるホーンギヤの回転の相対速度
と、垂直方向１６４のプラーの動きによって編角を少なくとも部分的に判定できる。左傾
斜フィラメント４８１５、４９１５は、編角（ＢＡＬ）４８１０、４９１０を有し、右側
傾斜フィラメント４８２５、４９２５は、編角（ＢＡＲ）４８２０、４９２０を有してい
る。左傾斜フィラメント４８１５、４９２５の編角４８１０、４９１０は、各左傾斜フィ
ラメント４８１５、４９１５および編組軸４８５０によって形成された鈍角４８１０、４
９１０である。右側傾斜フィラメント４８２５、４９２５の編角４８２０、４９２０は、
各右側傾斜フィラメント４８２５、４９２５および編組軸４８５０によって形成された鈍
角４８２０、４９２０である。図４Ｌに示す実施形態では、編角４８１０は約１２０°で
あり、編角４８２０は約１２０°である。図４Ｍに示す実施形態では、編角４９１０は約
１５５°であり、編角４９２０は約１５５°である。
【０３８９】
  フィラメント４８１５、４８２５、４９１５、４９２５が、対称に配置されている編込
装置またはキャリアブレーダーのスピンドルに装着されたスプールから延在するいくつか
の実施形態においては、ＢＡＬ＝ＢＡＲであり、先端部１００の対称的な細孔径を得るこ
とができる。フィラメント４８１５、４８２５、４９１５、４９２５が、非対称に配置さ
れる編込装置またはキャリアブレーダーのスピンドルに装着されたスプールから延在する
いくつかの実施形態においては、ＢＡＬ、ＢＡＲは、異なることができ、先端部１００の
非対称的な細孔径を得ることができる。
【０３９０】
  組角は、右側傾斜フィラメント４８２５、４９２５と先端部１００の左傾斜フィラメン
ト４８１５、４９１５との間の角度であって、約０°～約１８０°とすることができる（
例えば、約０°～約９０°）。図４Ｌに示す実施形態では、組角４８３０は、約６０°で
ある。図４Ｍに示す実施形態では、組角４９３０は、約１３０°である。
【０３９１】
  いくつかの実施形態では、編角はプラーの垂直方向の円形ホーンギヤまたは糸輪の回転
の速度Ｓｈと動きの速度Ｓｖとの比によって影響され得る（Ｓｈ／Ｓｖ）。例えば、仮に
回転の速度Ｓｈが動きの速度Ｓｖよりも遅い場合（例えば、ホーンギヤ比Ｓｈ／Ｓｖが１
．０未満である場合）には、例えば、図４Ｍに示すように比較的低い編角を取得すること
ができる。別の例として、仮に回転の速度Ｓｈが動きの速度Ｓｖよりも速い場合（例えば
、ホーンギヤ比Ｓｈ／Ｓｖが１．０よりも大きい場合）には、例えば、図４Ｌに示すよう
に比較的高い編角を取得することができる。編角は、血管の壁に作用するように、例えば
、先端部１００の全体的な半径方向の力に影響を及ぼし得る。いくつかの実施形態では、
編角は約４５°～約１７９°、約１３０°～約１６０°（例えば、１５１°）、約９５°
～約１２５°（例えば、約１１１°、約１１２°）等である。約５０°未満の編角は、半
径方向の強度が不足するおよび／または多孔質すぎる可能性がある。いくつかの実施形態
では、先端部１００に沿った、先端部１００が圧縮に抵抗するように作用する半径方向外
向きの力の尺度である平均半径方向抵抗力（ＲＲＦ）、径方向の圧縮力に耐えるように先
端部１００の能力の尺度であるフープ強度、および／または先端部１００がその拡張状態
に展開するように作用する力の尺度である長期拡張力（ＣＯＦ）が、約２ｍｍＨｇ（約０
．２７キロパスカル（ｋＰａ））～約５０ｍｍＨｇ（約６．７ｋＰａ）である。いくつか
の実施形態では、差動力（例えば、ＣＯＦ－ＲＲＦ）は、標的血管を約０％～約３０％（
例えば、約０％～約１０％、約１０％～約２０％、約２０％～約３０％、その重なる部分
）に拡張するのに十分である。いくつかの実施形態では、装置（例えば、１つまたは複数
のバルブ）の力は、血管を貫通せずに血餅を絡ませるのに十分である。
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【０３９２】
  ＰＰＩは、フィラメント材料がどの程度先端部１００の平方インチ（約６．５ｃｍ２）
に存在するのかを反映する例示的なパラメータである。図４Ｎは、血管治療装置の先端部
２７００、例えば、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００の例示的な実施形
態の例示的な１平方インチ（約６．５ｃｍ２）の概略側面図である。図４Ｎは、形状記憶
材料および／または放射線不透過性材料を含み得る複数の交差フィラメント１５６の交点
によって細孔２７１０が形成されている１オーバー１アンダー１編組パターンを示す。Ｐ
ＰＩは約３０ＰＰＩ～約３００ＰＰＩ、約３０ＰＰＩ～約７５ＰＰＩ（例えば、約３２Ｐ
ＰＩ、約５７ＰＰＩ）、約１５０ＰＰＩ～約１９０ＰＰＩ（例えば、約１７１ＰＰＩ）、
約７５ＰＰＩ～約１２５ＰＰＩ（例えば、約１０４ＰＰＩ）、約１４３ＰＰＩ～約１７１
ＰＰＩ（例えば、約１５７ＰＰＩ）、約１２５ＰＰＩ～約１７５ＰＰＩ（例えば、約１４
３ＰＰＩ）等であってもよい。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、これにより
デブリと小血栓の取り残し、捕捉時の除去、および／または下流脈管構造（例えば、脳）
内への放出を抑制または防止することができる。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることが
でき、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管
奇形の血栓症に役立つことができる。低いＰＰＩは大きい細孔径を得ることができ、貫通
血管または小血管内への十分な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血
管の流れを維持することができる。約６０％～約７８％の間の多孔率は、動脈瘤または動
静脈瘻を含む血管奇形への流れを低減し得および／または分枝血管への灌流を可能にする
ことができる。
【０３９３】
  孔の大きさは、フィラメント材料の量を反映する他の例示的なパラメータであり、前記
複数の交差フィラメントの交点により形成された穴または開口または孔のサイズである。
細孔寸法はＰＰＩの当然の結果であるが、ＰＰＩが、平方インチに見つける金属またはフ
ィラメントの量の尺度である点が異なっている。編組パターンが１オーバー１アンダー１
である実施形態では、例えば、再度図４Ｎを参照すると、４つの交差フィラメントは四辺
形（例えば、長方形、正方形、平行四辺形、斜方形、菱形、台形）細孔を形成することが
できる。細孔は血液の灌流を可能にするのに十分大きい（例えば、少なくとも約５ミクロ
ンまたはマイクロメータ（μｍ））～少なくとも約７μｍは赤血球を通過させることを許
可する）が、ストローク強制デブリを捕捉するために十分小さくすることができ、これは
一般的に約２００μｍより大きいサイズを有している。いくつかの実施形態では、先端部
１００は、約０．０２ｍｍ２～約１ｍｍ２、約０．０２ｍｍ２～約０．０５ｍｍ２、また
は約０．０２ｍｍ２～約０．０２５ｍｍ２の直径または寸法（例えば、一辺の長さ）を有
する細孔を備える。
【０３９４】
  いくつかの実施形態では、細孔径が先端部１００全体にわたって実質的に均一である。
いくつかの実施形態では、細孔径が、先端部１００の長さに沿って変化する。例えば、細
孔径は、ネック部に沿って実質的に均一であってよく、バルブに沿って変化してもよい。
別の例として、可変細孔径はネック部から半径方向外方に延びるバルブを考慮に入れても
よく、バルブの最大寸法領域の細孔径を低減することは（例えば、脳へ）デブリが放出さ
れるのを抑制することを助けることができる。
【０３９５】
  先端部におけるフィラメント間の細孔の面積（例えば、ｍｍ２）に対する先端部１００
のフィラメントの直径（例えば、ｍｍ）の比は約１：１（例えば、１ｍｍ）、例えば、先
端部１００の長さに沿った平均であってもよい。いくつかの実施形態では、この比は約１
：０．５、約１：０．６、約１：０．７、約１：０．８、約１：０．９、約１：１、約１
：１．２、約１：１．３、約１：１．４、約１：１．５であってもよい。大小２つの比も
可能である。
【０３９６】
  いくつかの実施形態では、高い編角および／または高いＰＰＩによって増大した外側拡
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張可能な力および／または圧縮抵抗が提供され得る。いくつかの実施形態では、力／抵抗
（例えば、半径方向の力）が標的血管を約０％～約３０％の範囲で拡張するのに十分な範
囲となっている。いくつかの実施形態では、拡張状態の先端部１００の全直径は、標的血
管の直径よりも約０．５ｍｍから約１．５ｍｍ大きい。いくつかの実施形態では、拡張状
態の先端部１００の全直径または寸法は、標的血管の直径に対して約１０％～約５０％だ
け拡大化されており、これは血管の側壁を並置および／または血管を多少広げるおよびデ
ブリが先端部１００の血管壁およびバルブ間に流れることを抑制するのに十分な半径方向
の力を与えることができる。
【０３９７】
  いくつかの実施形態では、先端部１００を形成することは、先端部１００のフィラメン
トの先端を切断すること（例えば、せん断、クリッピング、トリミング、切断等）を含む
。いくつかの実施形態では、先端部１００のフィラメントの切断先端が、さらなる処理も
なく、緩んだままにされている。いくつかのそのような実施形態では、フィラメントの大
きさは、組織を穿刺させない程度に十分に柔軟性なものとする。いくつかの実施形態では
、切断後、先端部１００のフィラメントの先端を様々な方法で処理してもよい。例えば、
先端部１００のフィラメントの先端は、折り返され、溶接（例えば、ボール溶接）され、
（例えば、鈍端側に）研磨され、スリーブに結合され、（例えば、ポリウレタン等のポリ
マー中に）浸漬被覆され、例えば、弓形部材（例えば、図５Ｄに示すように、例えば、放
射線不透過性マーカバンド）に結合（例えば、接着、溶接等）され得、これらの組合せ等
であってもよい。
【０３９８】
  いくつかの実施形態では、先端部１００を形成することは、先端部１００のフィラメン
トの基部を切断すること（例えば、せん断、クリッピング、トリミング、切断、レーザカ
ット、これらの組合せ等）を含む。いくつかの実施形態では、遠位ネック部６５、バルブ
、バルブ間のネック部の長さは所定の長さを有し、最基端側バルブに近接した任意選択の
ネック部の長さは、先端部１００の合計の長さを制御するために使用することができる。
本明細書でさらに説明するように、先端部のフィラメントの基部は、基部２００に結合さ
れてもよい。近位ネック部の長さは、ジョイント３００の長さを考慮に入れてもよい。
【０３９９】
  いくつかの実施形態では、バルブは、先端部１００のネック部と一体である。例えば、
複数の織フィラメントが、バルブに対する近位および遠位間、近位および／または遠位に
バルブおよびネック部を構成してもよい。いくつかの実施形態では、フィラメントは、先
端部１００の先端部分の基部から先端部まで長手方向に連続的に延在してもよい。いくつ
かの実施形態では、フィラメントは、先端部１００の一部に長手方向に連続的に延在して
いてもよい（例えば、１つのバルブと１つのネック部を含む、複数のバルブと複数のネッ
ク部を含む、複数のバルブと１つのネック部を含む、１つのバルブと複数のネック部を含
む等）。
【０４００】
  いくつかの実施形態では、バルブは、細長い支持構造体上、またはそれに沿って連結（
固定的にまたは可逆的に結合）される（ネック部、管、スピンドル、突起、棒、バックボ
ーン、等）。例えば、バルブは、細長い支持構造体に対し、溶接、接着、はんだ付け、浸
漬被覆、溶射、これらの組合せ等を行うことができる。細長い支持構造体は、中空（例え
ば、完全に中空）であってよく、充填されてよく、または部分的に中空であってもよい。
細長い支持構造体は、ワイヤ、織管状部材、ハイポチューブ、これらの組合せ等を含むこ
とができる。いくつかのそのような実施形態では、先端部１００は、単一の細長い支持構
造体であっても、複数の細長い支持構造体（例えば、バルブの間の管状部材の系列）を含
むことができる。
【０４０１】
  図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｅ、図２Ｅ－２、図２Ｆ、図２Ｇ、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、図
４Ｂ、図４Ｉ～図４Ｋは、最も遠位のバルブから遠位方向に延びる任意の遠位ネック部６
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５示している。先端ネック部６５は、円筒状または略円筒状であってもよく、先端ネック
部６５の基部は、最遠位バルブから始めて外方に広がってもよい。いくつかの実施形態で
は、遠位ネック部６５は、拡張された構成では、約０．０１７インチ（約０．４３ｍｍ）
の外径を有し、折り畳まれた構成では、約０．０１２５インチ（約０．３２ｍｍ）の外径
を有する。いくつかの実施形態では、遠位ネック部６５は、拡張された構成では約０．３
５ｍｍ～約０．６５ｍｍの範囲（例えば、約０．４０ｍｍ～約０．４５ｍｍ）の直径を有
する。いくつかの実施形態では、遠位ネック部６５は、折り畳まれた構成では約０．１ｍ
ｍ～約０．３４ｍｍの範囲（例えば、約０．２５ｍｍ～約０．３３ｍｍ）の直径を有する
。例えば、装置がより大きな血管（例えば、脚、脳の外側）に用いられるように構成され
ているいくつかの実施形態では、拡張された構成の遠位ネック部は、約１ｍｍ～約４０ｍ
ｍの範囲の直径を有し、折り畳まれた構成では、約０．５ｍｍ～約１０ｍｍの範囲の直径
を有している。いくつかの実施形態では、折り畳まれた構成の遠位ネック部６５の直径に
対して拡張された構成の遠位ネック部６５の直径の比は、約１．２：１～約１０：１であ
る。例えば、より小さな血管にはより小さな比が有効であり得、例えば、より大きな血管
にはより大きな比が有効であり得る。いくつかの実施形態では、遠位ネック部６５は狭く
、拡張された構成と折り畳まれた構成において同様の外径を有している。遠位ネック部６
５は、約１ｍｍから約５ｍｍの範囲にある長さを有することができる。遠位ネック部６５
の長さは、先端部１００の所望の使用可能な長さ、バルブのパラメータ、および／または
ネック部のパラメータに少なくとも部分的に依存してもよい。例えば、先端ネック部６５
の長さは、バルブ間でのネック部の平均長さの倍数であり得る（例えば、約１．５倍～約
２．５倍、例えば、約２倍）。いくつかの実施形態では、遠位ネック部６５は、遠位ネッ
ク部６５をより非外傷性にすることができるピグテールまたは他の形状を有していてもよ
い。
【０４０２】
  最も近位側のバルブの基端側において、例えば、本明細書でさらに説明するように、図
２Ａ、図２Ｂ、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、図４Ｂ、図４Ｉ～４Ｋは、基部２００およびマ
ーカバンド２５を示している。図１Ａに模式的に示すように最も近位側のバルブに近位の
先端部１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、１５００、１９００、２０
００、２１００に結合されているように図２Ａ、図２Ｂ、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、図４
Ｂ、図４Ｉ～４Ｋに示されるものの、例えば、図１Ｂに概略的に示すように、基部２００
は最遠位バルブの遠位の先端部１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、１
５００、１９００、２０００、２１００に結合されてもよく、例えば、図１Ｃに概略的に
示すように、基部２００は最遠位バルブの遠位および基部２００の先端の近位の先端部１
０００、１１００、１２００、１３００、１４００、１５００、１９００、２０００、２
１００に結合されてもよく、または例えば、図１Ｄに概略的に示すように、基部２００は
最遠位バルブの近位の先端部１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、１５
００、１９００、２０００、２１００に結合されてもよい。
【０４０３】
  図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｅ、図２Ｅ－２、図２Ｆ、図２Ｇ、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、図
４Ｂ、図４Ｉ、図４Ｊ、図４Ｋは、ネック部１０２０、１１２０、１２２０、１３２０、
１４２０、１５２０、１９２０、２０２０、２１５０の縦軸のそれぞれと先端部１０００
、１１００、１１９００、１２０００、１２１００、１２００、１３００、１４００、１
５００、１９００、２０００、２１００が実質的に整列されたまたは実質的に同一である
先端部１０００、１１００、１１９００、１２０００、１２１００、１２００、１３００
、１４００、１５００、１９００、２０００、２１００の一例実施形態を示しており、い
くつかの実施形態では、先端部１０００、１１００、１１９００、１２０００、１２１０
０、１２００、１３００、１４００、１５００、１９００、２０００、２１００によって
血管の側壁上でほぼ均一な半径方向の力を作用させることを可能にしている。いくつかの
実施形態では、再び図４Ｃおよび図４Ｅを参照すると、ネック部２２２０、２４２０の縦
軸２２３０、２４３０は、先端部２２００、２４００の縦軸に関して非整合とすることが
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できる。例えば、先端部２２００、２４００が球形バルブを備える実施形態では、ネック
部２２２０、２４２０の縦軸２２３０、２４３０は球のコードに沿って整列されてよく、
いくつかの実施形態では、先端部２２００、２４００によって治療される血管の側壁に実
質的に不均一な半径方向力を作用させることを可能にし、これは例えば、有用な内皮に付
着した血餅を取り除くのに有用である。以下の実施形態の各組合せが可能である。実質的
に一定の直径および実質的に均一な長さを備える同軸に配列されたネック部と、実質的に
均一な直径および様々な長さを備える同軸に配列されたネック部と、可変の直径および実
質的に均一な長さを備える同軸に配列されたネック部と、可変の径および可変の長さを備
える同軸に配列されたネック部。
【０４０４】
  再度図４Ｅを参照して、先端部２４００が球形バルブ２４１０、２４１５を含むいくつ
かの実施形態では、ネック部の縦軸が球の異なるコードに沿って配列され、例えば、バル
ブの周囲の異なる部分を接続することができる。例えば、ネック部は上部経度と下部経度
との間で約１８０°交番してもよい。他の例では、ネック部は、各バルブとの間に約９０
°、約１２０°等で回転運動が可能である。先端部２５００が三角形のバルブを含むいく
つかの実施形態において、ネック部の縦線は、三角形の異なる軸に沿って整列され、図形
４Ｇを再び参照すると、例えば、各バルブ２５１０との間に頂点を移動することができる
。ネック部位置の位相ずれ、またはバルブ形状の位相ずれとして見て、先端部２５００の
縦軸は頑固なまたは高齢血餅を捕捉するのを助けることができる。本明細書で記載された
移植可能な装置では、半径方向にオフセットしたおよび／または長手方向に整列していな
いネック部は、血栓の形成を促進することができる曲がりくねった経路、を作成すること
を助けることができる。
【０４０５】
  図５Ａは、血管治療装置の先端部１６００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。遠位部分１６００は、拡
張状態で、近位から遠位に半径方向外方に張り出して、その後遠位端まで大径のままであ
る円筒広口繊維構造物を含む。図５Ｂは、血管治療装置の先端部２３００、例えば、装置
１０、２０、３０、または４０の先端部１００のさらに別の例の概略側面図である。先端
部２３００は、拡張状態で、近位ネック部７０およびピークまたは丘２３１０へ半径方向
外向きにおよび谷２３２０に近位から遠位に径方向内側へ交互に拡張し、その後、先端７
５まで大径のままである波状の広口繊維構造物を含む。展開部は、（例えば、図５Ａに示
すように）略半球形、（例えば、図５Ｂに示すように）波形、テーパ状、階段状、および
これらの組合せ等であってもよい。本明細書に記載した遠位部分の最遠位バルブは、縦軸
から半径方向外向きに延びるように適合され得、近位から遠位に径を増大させており、中
間点に到達した後、中間径（例えば、遠位ネック部６５なし）に留まる。先端部１６００
、２３００は、例えば、血餅の略全長に沿う血管の並置側壁および／または動静脈－静脈
管腔のような動脈瘤または血管奇形を有する血管の並置側壁に対し有用であり得、これは
動脈瘤または動静脈管腔および血栓の支援等の血管奇形への流れを低減させることができ
る。
【０４０６】
  図５Ｃは、血管治療装置の先端部１７００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１７００は
、拡張状態では、１つの細長バルブ１７０５、近位ネック部７０、および遠位ネック部６
５を有する。図５Ｄはさらに血管治療装置の先端部１７１０、例えば、装置１０、２０、
３０、または４０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。図
５Ｄに例示された先端部１７１０は、図５Ｃに示す先端部１７００と同様に、１つの細長
バルブ１７０５と、近位ネック部７０および遠位ネック部６５を有している。先端部１７
１０は、遠位ネック部６５の先端に結合された、血管内のバルブ１７０５の位置を決定す
る放射線不透過性マーカバンド１７２０を含む。図５Ｄはまた、本明細書でより詳細に説
明される基部２００の先端に結合された放射線不透過性マーカバンド２５を示している。
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先端部１７００、１７１０は、例えば、血餅の略全長に沿う血管の並置側壁および半径方
向内側に変位しているフィラメントの端部に対し（例えば、組織穿刺のリスクをより低減
するのに）有用であり得る。
【０４０７】
  先端部１００の近位端部および先端部１００の先端の開口または開放端は広い（例えば
、図５Ａの先端部１６００の先端で示すように、図５Ｂの先端部２３００）または狭い（
例えば、図５Ｃの先端部１７００の先端と図５Ｄの先端部１７１０の遠位端によって示す
ように）であってもよい。以下の実施形態の各々は、遠位端に広い開口と近位端に広い開
口を有する先端部１００と、遠位端に広い開口と近位端に狭い開口を含む先端部１００と
、遠位端に狭い開口および近位端に広い開口を有する先端部１００と、遠位端に狭い開口
、および近位端で狭い開口を含む先端部１００が可能である。先端部１００の遠位端にお
いて狭い開口は、ますます小さくなっていく血管へのナビゲーションを助けることができ
、かつ／または非外傷性末端側先端を兼ねていてもよい。先端部１００の近位端において
狭い開口は、基部２００の遠位端への挿入を助けることができる（例えば、図２０Ａ～図
２３Ｃを参照して説明される）。遠位端において広い開口および先端部１００の近位端は
、壁面付着を補助することができる（例えば、塞栓フィルタとして少なくとも部分的に作
用するおよび／または先端部１００が動静脈－静脈管腔等の動脈瘤、血管疾患を治療する
ために使用される場合の先端）。
【０４０８】
  図５Ｅは、血管治療装置の先端部１８００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１８００は、拡張
状態では、１つの一般に球形の遠位バルブ１８０２、１つの一般に近位の細長いバルブ１
８０４と、バルブ１８０２とバルブ１８０４との間のネック部１８０６、近位ネック部１
８０９および遠位ネック部６５を備える。ネック部１８０６は、近位ネック部１８０９と
遠位ネック部１８０８よりも短くなっている。図５Ｅはまた、本明細書でより詳細に説明
される基部２００の先端に結合された放射線不透過性マーカバンド２５を示す。先端部１
８００は、例えば、血餅の略全長に沿う血管の並置側壁に対して有用であり得、遠位塞栓
予防装置として作用することができる遠位バルブ１８０２を設けることができ、半径方向
内側に変位するフィラメントの端部に対し（例えば、組織穿刺のリスクをより低減するの
に）有用であり得る。
【０４０９】
  図５Ｆは、血管治療装置の先端部１８１０、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１８１０は
、拡張状態で、１つの一般に球形の遠位バルブ１８１２と、１つの一般に球形の近位バル
ブ１８１６と、バルブ１８１２とバルブ１８１６との間の１つの一般に細長いバルブ１８
１４と、バルブ１８１２、１８１４間、およびバルブ１８１４、１８１６間のネック部１
８１８と、近位ネック部１８１９と、遠位ネック部６５とを備える。図５Ｆはまた、本明
細書でより詳細に説明される基部２００の先端に結合された放射線不透過性マーカバンド
２５を示す。先端部１８１０は、例えば、血餅の略全長に沿う血管の並置側壁に対し有用
であり得、遠位塞栓予防装置として作用することができる遠位バルブ１８１２を設けるこ
とができ、血餅が予測されるよりも長い場合に必要に応じて配置することができる近位球
形バルブ１８１６を設けることができ、半径方向内側に変位するフィラメントの端部に対
し（例えば、組織穿刺のリスクをより低減するのに）有用であり得る。
【０４１０】
  図４Ａ、図４Ｂ、図５Ｅ、図５Ｆは、図４Ａに示すバルブ１４１２の少なくとも１つが
図４Ａに示す他のバルブ１４１４の少なくとも１つとは異なる形状を有し、図４Ｂに示す
バルブ１５１１の少なくとも１つが図４Ｂに示す他のバルブ１５３１の少なくとも１つと
は異なる形状を有し、図５Ｅに示すバルブ１８０２の少なくとも１つが図５Ｅに示す他の
バルブ１８０４の少なくとも１つとは異なる形状を有し、図５Ｆに示すバルブ１８１２の
少なくとも１つが図５Ｆに示す他のバルブ１８１４の少なくとも１つとは異なる形状を有
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する、バルブ形状のパターンの例示的な実施形態を示している。図４Ｂを参照すると、こ
の別のまたは組合せ形状パターンは、バルブが異なるサイズを有する場合であっても持続
する。図４Ａ、図４Ｂ、図５Ｅ、図５Ｆに示す実施形態では、バルブ１４１２、１５１１
、１８０２、１８１２の一部が球形であり、バルブ１４１４、１５３１、１８０４、１８
１４のいくつかは長方形であるが、他の形状の組合せを有するバルブを含む先端部１００
も可能である。
【０４１１】
  図５Ｇは、血管治療装置の先端部１８２０、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１８２０は
、拡張状態で、一般に細長い遠位バルブ１８２２と、１つの一般に細長い近位バルブ１８
２６と、バルブ１８２２とバルブ１８２６との間の１つの一般に細長いバルブ１８２４、
バルブ１８２２、１８２４間、およびバルブ１８２４、１８２６間のネック部１８２８、
近位ネック部１８２９、および遠位ネック部６５を備える。図５Ｇはまた、本明細書でよ
り詳細に説明される基部２００の先端に結合された放射線不透過性マーカバンド２５を示
す。バルブ１８２４はバルブ１８２２、１８２４よりも長い。先端部１８２０は、例えば
、血餅の略全長に沿う血管の並置側壁に対して有用であり得、遠位塞栓予防装置として作
用することができる遠位バルブ１８２２を設けることができ、血餅が予測されるよりも長
い場合に必要に応じて配置することができる近位バルブ１８２６を設けることができ、半
径方向内側に変位するフィラメントの端部に対して（例えば、組織穿刺のリスクをより低
減するのに）有用であり得る。
【０４１２】
  図６Ａは、血管治療装置の遠位部９０００例えば、装置１０、２０、３０、または４０
の先端部１００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部９０００は、拡張状
態で、複数の織りバルブ９００３、９００５、９００７と、先端部９０００の長さに沿っ
て変化する編角を有するネック部９０２０とを備える。先端部９０００は、拡張状態で、
１つの一般に球形の遠位バルブ９００３と、１つの一般に球形の近位バルブ９００７と、
バルブ９００３とバルブ９００７との間の１つの一般に細長いバルブ９００５と、バルブ
９００３、９００５間のネック部９０１４と、バルブ９００５、９００７間のネック部９
０１６と、広口近位ネック部９０１８と、広口遠位ネック部９０１２とを備える。いくつ
かの実施形態では、先端部９０００は、複数のセグメントを備え、そのうち少なくとも１
つは異なる編角を有する。図６Ａに示す先端部９０００は、比較的低い編角を有する近位
セグメント９００６と、比較的高い編角を有する中間セグメント９００２と、比較的低い
編角９００４を有する遠位セグメント９００４とを有している。いくつかの実施形態では
、セグメント９００４、９００６は、約０°～約９０°の範囲の編角を有していてもよい
（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。下部編角セグメントは一般的に低いＰＰ
Ｉを有し、より多孔質になる傾向がある。低いＰＰＩは、大きい細孔径を得ることができ
、貫通血管、または動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接する小血管内への十分
な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血管の流れを維持することがで
きる。いくつかの実施形態では、セグメント９００２は、約９１°～約１８０°の範囲の
編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２°、約１５１°等）。高い編角
セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、あまり多孔質ではない傾向がある。高いＰＰＩは
小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流れを低減でき
、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができる。先端部９０００が非テー
パ状とされ得るように、バルブは、実質的に均一な寸法または直径を有している（例えば
、個々に約±５％、約±１０％、約±１５％、または約２０％以内）。
【０４１３】
  図６Ｂは、血管治療装置の先端部９１００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部９１００は
、拡張状態では、複数の織りバルブ９１０３、９１０５、９１０７と、先端部分９１００
の長さに沿って変化する編角を有するネック部９１１５とを備える。いくつかの実施形態
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では、先端部９１００は、拡張状態で、１つの一般に球形の遠位バルブ９１０３と、１つ
の一般に球形の近位バルブ９１０７と、バルブ９１０３とバルブ９１０７との間の１つの
一般に細長いバルブ９１０５と、バルブ９１０３、９１０５間のネック部９１１４と、バ
ルブ９１０５、９１０７間のネック部９１１６と、広口近位ネック部９１１８と、広口遠
位ネック部９１１２とを備える。図６Ｂに示す先端部９１００は、比較的低い編角を有す
る近位セグメント９１２０と、比較的高い編角を有する遠位セグメント９１１０とを含む
。いくつかの実施形態では、セグメント９１２０は、約０°～約９０°の範囲の編角を有
していてもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。下部編角セグメントは一
般的に低いＰＰＩを有し、より多孔質になる傾向がある。低いＰＰＩは、大きい細孔径を
得ることができ、貫通血管、または動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接する小
血管内への十分な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血管の流れを維
持することができる。いくつかの実施形態では、セグメント９１１０は、約９１°～約１
８０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２°、約１５１°
等）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、あまり多孔質ではない傾向がある
。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への
流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができる。先端部９
１００が非テーパ状とされ得るように、バルブは、実質的に均一な寸法または直径を有し
ている（例えば、個々に約±５％、約±１０％、約±１５％、または約２０％以内）。
【０４１４】
  図６Ｃは、血管治療装置の先端部９２００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部９２００は
、拡張状態で、複数の織りバルブ９２０３、９２０５、９２０７と、先端部９２００の長
さに沿って変化する編角を有するネック部９２１５を備える。先端部９２００は、拡張状
態で、１つの一般に球形の遠位バルブ９２０３と、１つの一般に球形の近位バルブ９２０
７と、バルブ９２０３とバルブ９２０７との間の１つの一般に細長いバルブ９２０５と、
バルブ９２０３、９２０５間のネック部９２１４と、バルブ９２０５、９２０７間のネッ
ク部９２１６と、広口近位ネック部９２１８と、広口遠位ネック部９２１２とを備える。
いくつかの実施形態では、先端部９２００は複数のセグメントを備え、そのうち少なくと
も１つは異なる編角を有する。図６Ｃに示す先端部９２００は、比較的低い編角を有する
遠位セグメント９２１０と、比較的高い編角を有する近位セグメント９２２０とを含む。
いくつかの実施形態では、セグメント９２１０は、約０°～約９０°の範囲の編角を有し
ていてもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。下部編角セグメントは一般
的に低いＰＰＩを有し、より多孔質になる傾向がある。低いＰＰＩは、大きい細孔径を得
ることができ、貫通血管、または動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接する小血
管内への十分な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血管の流れを維持
することができる。いくつかの実施形態では、セグメント９２２０は、約９１°～約１８
０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２°、約１５１°等
）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、あまり多孔質ではない傾向がある。
高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流
れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができる。先端部９２
００が非テーパ状とされ得るように、バルブは、実質的に均一な寸法または直径を有して
いる（例えば、個々に約±５％、約±１０％、約±１５％、または約２０％以内）。
【０４１５】
  図６Ｄは血管治療装置の先端部９３００、例えば、装置１０、２０、３０、または４０
の先端部１００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部９３００は、拡張状
態で、複数の織りバルブ９３０３、９３０５、９３０７と、先端部９３００の長さに沿っ
て変化する編角を有するネック部９３１５を備える。先端部９３００は、拡張状態で、１
つの一般に球形の遠位バルブ９３０３と、１つの一般に球形の近位バルブ９３０７と、バ
ルブ９３０３とバルブ９３０７との間の１つの一般に細長いバルブ９３０５と、バルブ９
３０３、９３０５間のネック部９３１４と、バルブ９３０５、９３０７間のネック部９３
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１６と、広口近位ネック部９３１８と、広口遠位ネック部９３１２とを備える。いくつか
の実施形態では、先端部９３００は複数のセグメントを備え、そのうち少なくとも１つは
異なる編角を有する。図６Ｄに示す先端部９３００は、比較的高い編角を有する近位セグ
メント９３０６と、比較的低い編角を有する中間セグメント９３２０と、比較的高い編角
を有する遠位セグメント９３０４とを含む。いくつかの実施形態では、セグメント９３２
０は、約０°～約９０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１７°、約２２°
、約４５°等）。下部編角セグメントは一般的に低いＰＰＩを有し、より多孔質になる傾
向がある。低いＰＰＩは、大きい細孔径を得ることができ、貫通血管、または動脈瘤また
は動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接する小血管内への十分な流れを可能にすることができ
、これらの小さいが重要な血管の流れを維持することができる。いくつかの実施形態では
、セグメント９３０４、９３０６は、約９１°～約１８０°の範囲の編角を有していても
よい（例えば、約１１１°、約１１２°、約１５１°等）。高い編角セグメントは一般に
高いＰＰＩを有し、あまり多孔質ではない傾向がある。高いＰＰＩは小さい細孔径を得る
ことができ、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤また
は血管奇形の血栓症に役立つことができる。先端部９３００が非テーパ状とされ得るよう
に、バルブは、実質的に均一な寸法または直径を有している（例えば、個々に約±５％、
約±１０％、約±１５％、または約２０％以内）。
【０４１６】
  図６Ｅは、血管治療装置の先端部９４００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部９４００は、拡張
状態で、複数の織りバルブ９４０３、９４０５、９４０７と、先端部９４００の長さに沿
って変化する編角を有するネック部９４１５とを備える。先端部９４００は、拡張状態で
、１つの一般に球形の遠位バルブ９４０３の、１つの一般に球形の近位バルブ９４０７と
、バルブ９４０３とバルブ９４０７との間の１つの一般に細長いバルブ９４０５と、バル
ブ９４０３、９４０５間のネック部９４１４と、バルブ９４０５、９４０７間のネック部
９４１６と、広口近位ネック部９４１８と、広口遠位ネック部９４１２とを備える。いく
つかの実施形態では、先端部９４００は複数のセグメントを備え、そのうち少なくとも１
つは異なる編角を有する。図６Ｅに示す先端部９４００は、比較的低い編角を有する近位
セグメント９４０４と、中程度の編角を有するセグメント９４０８と、比較的高い編角を
有する中間セグメント９４３０と、中程度の編角を有するセグメント９４０６と、および
比較的低い編角を有する遠位セグメント９４０２とを備える。いくつかの実施形態では、
下部の編角セグメント９４０２、９４０４は、約０゜から約８０゜の範囲の編角を有して
いてもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。下部編角セグメントは一般的
に低いＰＰＩを有し、より多孔質になる傾向がある。低いＰＰＩは、大きい細孔径を得る
ことができ、貫通血管、または動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接する小血管
内への十分な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血管の流れを維持す
ることができる。いくつかの実施形態では、高い編角セグメント９４３０は、約１１１°
～約１８０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２°、約１
５１°等）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、あまり多孔質ではない傾向
がある。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇
形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができる。い
くつかの実施形態では、中間編角セグメント９４０６、９４０８は、約８１°～約１１０
°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約９０°、約１０５°等）。中間編角セグ
メントは、一般的に、適度な細孔サイズを有し、これは細孔径における急激な遷移を回避
し、動脈瘤、血管を横切る流れダイバータの適切な配置におけるオペレータのエラーを考
慮することができる。先端部９４００が非テーパ状とされ得るように、バルブは、実質的
に均一な寸法または直径を有している（例えば、個々に約±５％、約±１０％、約±１５
％、または約２０％以内）。
【０４１７】
  例えば、図６Ａ～図６Ｅを参照して説明された可変多孔率は、本明細書に記載のバルブ
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およびネック部、例えば、本明細書で説明するように図６Ｆおよび図６Ｇに示す複数の織
りバルブと複数のネック部と組み合わせることができる。
【０４１８】
  図６Ｆは、血管治療装置の先端部９５００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部９５００は
織りバルブ９５０３、９５０５、９５０７と織りネック部９５２０を備える。先端部９５
００は、拡張状態で、１つの一般に球形の遠位バルブ９５０３と、１つの一般に球形の近
位バルブ９５０７と、バルブ９５０３とバルブ９５０７との間の１つの一般に細長いバル
ブ９５０５と、バルブ９５０３、９５０５間のネック部９５１４と、バルブ９５０５、９
５０７間のネック部９５１６と、広口近位ネック部９５１８と、広口遠位ネック部９５１
２とを備える。いくつかの実施形態では、先端部９５００は、複数のセグメントを備え、
そのうち少なくとも１つは異なる編角を有する。図６Ｆに示す先端部９５００は、比較的
低い編角を有する近位セグメント９５０６と、比較的高い編角を有する中間セグメント９
５０４、および比較的低い編角を有する遠位セグメント９５０２とを含む。いくつかの実
施形態では、下部の編角セグメント９５０２、９５０６は、約０゜～約９０゜の範囲の編
角を有していてもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。下部編角セグメン
トは一般的に低いＰＰＩを有し、より多孔質になる傾向がある。低いＰＰＩは大きい細孔
径を得ることができ、貫通血管、または動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接す
る小血管内への十分な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血管の流れ
を維持することができる。いくつかの実施形態では、高い編角セグメント９５０４は、約
９１°～約１８０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２°
、約１５１°等）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、あまり多孔質ではな
い傾向がある。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の
血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができ
る。先端部９５００が非テーパ状とされ得るように、バルブ９５１０は実質的に均一な寸
法または直径を有している（例えば、個々に約±５％、約±１０％、約±１５％、または
約２０％以内）。
【０４１９】
  図６Ｇは、血管治療装置の先端部９６００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部９６００は
複数の織りバルブ９６１０と複数の織りネック部９６２０とを備える。先端部９６００は
、拡張状態で、１つの一般に球形の遠位バルブ９６０３と、１つの一般に細長い近位バル
ブ９６０７と、バルブ９６０３とバルブ９６０７との間の１つの一般に球形のバルブ９６
０５と、バルブ９６０３、９６０５間のネック部９６１４と、バルブ９６０５、９６０７
間のネック部９６１６と、近位ネック部９６１８と、遠位ネック部９６１２とを備える。
いくつかの実施形態では、先端部９６００は複数のセグメントを備え、そのうち少なくと
も１つは異なる編角を有する。図６Ｇに示す先端部９６００は、比較的高い編角を有する
近位セグメント９６０４と比較的低い編角を有する遠位セグメント９６０２とを含む。い
くつかの実施形態では、下部の編角セグメント９６０２は、約０°～約９０°の範囲の編
角を有していてもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。下部編角セグメン
トは一般的に低いＰＰＩを有し、より多孔質になる傾向がある。低いＰＰＩは大きい細孔
径を得ることができ、貫通血管、または動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接す
る小血管内への十分な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血管の流れ
を維持することができる。いくつかの実施形態では、高い編角セグメント９６０４は、約
９１°～約１８０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２°
、約１５１°等）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、あまり多孔質ではな
い傾向がある。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の
血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができ
る。
【０４２０】
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  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成においてバルブ９６１０の外径は
次のようになる。遠位中間球形バルブ９６０３は、中大脳動脈（例えば、約２．７５ｍｍ
～約３．２５ｍｍ）の近位ＭＩセグメントのような中間血管セグメントに拡大化するよう
に構成された外径を有し、中間特大球形バルブ９６０５は、内頸動脈の分岐（例えば、約
５ｍｍ～約６ｍｍ）のような血管分岐部の１つの最大直径の約２５％から約５０％に拡大
化するように構成された外径を有し、近位方向に次に大きな細長いバルブ９６０７は、内
頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）の遠位床突起上セグメントのような大きな
血管セグメントに拡大化するように構成された外径を有する。ある例示の直径が本明細書
において提供されるが、先端部９６００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じたバ
ルブ９６０３、９６０５、９６０７の直径および／または上述した値のいずれかの約±５
％、約±１０％、約±１５％、または約±２０％以内にある直径を含んでもよい。
【０４２１】
  図６Ｈは、血管治療装置の先端部１１３００、例えば、装置１０、２０、３０、または
４０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１１３０
０は、拡張状態で、複数の織りバルブ１１３２３、１１３２５、１１３２７および先端部
１１３００の長さに沿って可変の細孔径を有する複数のセグメントを含む複数のネック部
１１３３０を含んでいる。先端部１１３００は、拡張した状態では、１つの一般に球形の
遠位バルブ１１３２３と、１つの一般に球形の近位バルブ１１３２７と、バルブ１１３２
３とバルブ１１３２７間の１つの一般に細長いバルブ１１３２５と、バルブ１１３２３、
１１３２５間のネック部１１３２４と、バルブ１１３２５、１１３２７間のネック部１１
３２６と、広口近位ネック部１１３２８と、広口遠位ネック部１１３２２とを備える。い
くつかの実施形態では、先端部１１３００は、比較的低い編角と相対的に高い多孔率を有
する近位セグメント１１３１５と、比較的低い編角と相対的に高い多孔率を有する遠位セ
グメント１１３０５とを含む。中間セグメント１１３１０は、比較的低い編角を有し相対
的に高い多孔率である縦軸４６４０の一方の側に第１の部分１１３１１と、比較的高い編
角を有し相対的に少ない多孔質である縦軸４６４０の他側の第２の部分１１３１２とを備
え、これは、例えば、繊維構造物１１３００を編組するために用いられる環状ホーンギヤ
または糸輪の２つの半球体の回転速度を変化させることにより得られる。
【０４２２】
  いくつかの実施形態では、糸輪の１８０°回転のための円形ホーンギヤまたは糸輪の回
転速度、例えば、糸輪上のスピンドルの西部半球の回転数（Ｓｈ－Ｗ）が、糸輪の残りの
１８０°回転、例えば、糸輪のスピンドルの東部半球（Ｓｈ－ｅ）と比較して異なってい
る。いくつかのそのような実施形態では、細孔径を縦軸４６４０の両側に垂直面内で変化
させることができる。いくつかの実施形態では、例えば、円形のホーンの西部半球の水平
方向の回転の速度（Ｓｈ－Ｗ）が、プラーの垂直方向の動きの速度（Ｓｖ）よりも速く回
転する場合（例えば、ホーンギヤ比（Ｓｈ－Ｗ／Ｓｖ）が１．０よりも大きい場合）、高
い編角を得ることができる。例えば、中間セグメント１１３１０、の高い編角部分１１３
１２は、約９１°～約１８０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、
約１１２°、約１５１°等）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、あまり多
孔質ではない傾向がある。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動
静脈瘻等の血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つ
ことができる。いくつかの実施形態では、例えば、円形のホーンギヤの東部半球の水平方
向の回転の速度（Ｓｈ－ｅ）が、プラーの垂直方向の動きの速度（Ｓｖ）よりも遅い場合
（例えば、ホーンギヤ比（Ｓｈ－ｅ／Ｓｖ）が１．０未満である場合）、低い編角を得る
ことができる。例えば、中間セグメント１１３１０の第１の部分１１３１１と低い編角セ
グメント１１３０５、１１３１５は、約０゜～約９０゜の範囲の編角を有していてもよい
（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。
【０４２３】
  いくつかの実施形態では、例えば、円形のホーンギヤの水平方向の回転速度（Ｓｈ）は
、円形ホーンギヤの両半球の回転速度が同じ（Ｓｈ－Ｗ＝Ｓｈ－ｅ）であるプラーの垂直
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方向の動きの速度（Ｓｖ）よりも遅い場合（例えば、ホーンギヤ比（Ｓｈ／Ｓｖ）が１．
０未満である場合）、低い編角を得ることができる。下部編角セグメントは一般的に低い
ＰＰＩを有し、より多孔質になる傾向がある。低いＰＰＩは、大きい細孔径を得ることが
でき、貫通血管、または動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接する小血管内への
十分な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血管の流れを維持すること
ができる。いくつかの例示的な実施形態が本明細書において提供されるが、先端部１１３
００のいくつかの実施形態は、可変細孔径、これらの組合せ等を有する１つまたは複数の
セグメントを含んでもよい。先端部１１３００が非テーパ状とされ得るように、バルブは
、実質的に均一な寸法または直径を有している（例えば、個々に約±５％、約±１０％、
約±１５％、または約２０％以内）。
【０４２４】
  本明細書に記載した先端部（例えば、先端部９０００、９１００、９２００、９３００
、９４００、９５００、９６００、１１３００、１１３５０、９９００）のいくつかの実
施形態では、バルブおよび／またはネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力）は、約
０％～約３０％の範囲で標的血管を多少広げるのに十分な範囲であり（例えば、先端部を
血管に固定し、先端部の遠位ドリフトを抑制または防止することができる）、バルブおよ
びネック部の形状は、少なくとも部分的に保持される。本明細書に記載した先端部（例え
ば、先端部９０００、９１００、９２００、９３００、９４００、９５００、９６００、
１１３００、１１３５０、９９００）のいくつかの実施形態では、バルブおよび／または
ネック部の半径方向の力は、血管の側壁に並置するのに十分な範囲であり（例えば、先端
部を血管に固定し、先端部の遠位ドリフトを抑制または防止することができる）、これは
、エンドリークを抑制または防止することができるが、血管を拡張するのには不十分であ
り、バルブおよびネック部の形状は、先端部１１３００の形状が例えば、標的血管の形状
に基づいて、実質的に管状の、テーパ状または非テーパ状であるように、もはや維持され
ない。
【０４２５】
  図６Ｉは、血管治療装置の先端部１１３５０、例えば、装置１０、２０、３０、または
４０の先端部１００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１１３５０は、
拡張状態で、複数の織りバルブ１１３５３、１１３５５、１１３５７とネック部１１３７
０を備える。先端部１１３５０は、拡張した状態では、１つの一般に球形の遠位バルブ１
１３５３と、１つの一般に球形の近位バルブ１１３５７と、バルブ１１３５５とバルブ１
１３５７との間に一般に細長いバルブ１１３５５と、バルブ１１３５３、１１３５５間の
ネック部１１３６４と、バルブ１１３５５、１１３５７間のネック部１１３６６と、広口
近位ネック部１１３６８と、広口遠位ネック部１１３６２とを含む。先端部１１３５０は
縦軸４６４０に沿って位置合わせされる。縦軸４６４０は先端部１１３５０の中央を通過
してもよい。バルブ１１３５５は半球形または縦軸４６４０に沿う一般に半球形であって
もよい。いくつかの実施形態では、バルブ１１３５５は、半球形、台形、一般に半球形、
または一般に台形状であり、バルブ１１３５５は、先端部１１３５０の一側において隆起
として見えるようになっている。
【０４２６】
  いくつかの実施形態において、織りバルブ１１３５５または、先端部１１３５０の一側
に膨出するその一部（例えば、一辺）は、ポリマー１１３６０（例えば、シリコーン、ポ
リウレタン（例えば、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏ
ｎから入手可能なＰｏｌｙｓｌｉｘ）と、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密
度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、高密度ポリエチレン
（ＨＤＰＥ）を含むポリエチレン（例えば、Ｈｕｎｔｓｍａｎから入手可能なＲｅｘｅｌ
ｌ（登録商標））と、フッ素化エチレンプロピレン、ＰＦＡ、ＭＦＡ、ＰＶＤＦ、ＴＨＶ
、ＥＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、ＥＣＴＦＥ、（例えば、ＤｕＰｏｎｔ社製のテフロン（登録商
標）ＦＥＰ）等のフルオロポリマーと、ポリプロピレンと、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフ
タレート）、ＰＢＴ、ＰＥＴＧ（例えば、ＤｕＰｏｎｔ社製のハイトレル（登録商標））
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ＰＴＦＥを含むポリエステルと、熱可塑性ポリウレタンおよびポリエーテルブロックアミ
ド（例えば、コネティカット州、パットナムのＦｏｓｔｅｒ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎか
ら入手可能なＰｒｏｐｅｌｌ（商標））、ポリエーテルブロックアミド（例えば、フラン
ス、Ａｒｋｅｍａ  ｏｆ  Ｃｏｌｏｍｂｅｓから入手可能なＰｅｂａｘ（登録商標）、カ
リフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能なＰｅｂ
ａｓｌｉｘ）の組合せの高分子化合物と、ＰＶＣ、ＰＶＤＣ等のポリエステル硬質ブロッ
クビニル類に結合されたポリエーテル軟質ブロックと、ポリイミド（例えば、フロリダ州
、ＭｉｃｒｏＬｕｍｅｎ  ｏｆ  Ｏｌｄｓｍａｒ社から入手可能なポリイミド）と、ポリ
アミド（例えば、Ｂａｙｅｒから入手可能なＤｕｒｅｔｈａｎ、カリフォルニア州、サン
タクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能なナイロン１２）と、ポリカー
ボネート（例えば、フロリダ州、マイアミのＣｏｒｖｉｔａ  Ｃｏｒｐから入手可能なＣ
ｏｒｅｔｈａｎｅ（商標））ＰＳ、ＳＡＮ樹脂、ＡＢＳ樹脂、ＨＩＰＳなどのスチレン系
誘導体と、コポリマーまたはホモポリマー、ＰＬＡ、ＰＧＡ、ＰＬＧＡ、ＰＣＬ、ポリオ
ルトエステル、ポリ無水物、およびそれらの共重合体などのアセタールと、ＰＥＥＫ、Ｐ
ＥＳ、ＰＰＳ、ＰＳＵ、ＬＣＰ、これらの組合せ等の高温性能ポリマー等）を用いて浸漬
被覆または溶射される。いくつかの実施形態では、ポリマーは、放射線不透過性材料を含
んでもよい（例えば、ポリマー中に分散された放射線不透過性材料の粒子）。いくつかの
実施形態では、浸漬被覆または溶射中に、先端部１１３５０のバルブ部の部分をマスクす
ることは、ポリマーがマスクの領域に堆積することを抑制できる。例えば、心棒に先端部
１１３５０が浸漬被覆または溶射された場合、ポリマーは、先端部１１３５０の内部に堆
積されることを抑制され得、先端部１１３５０の内径を維持できる。
【０４２７】
  いくつかの実施形態では、先端部１１３５０、は、約０度～約９０度（例えば、約１７
°、約２２°、約４５°等）の範囲の比較的低い編角を有する複数の織りフィラメントを
含んでいる。下部編角セグメントは一般的に低いＰＰＩを有し、より多孔質になる傾向が
ある。低いＰＰＩは大きい細孔径を得ることができ、貫通血管、または動脈瘤または動静
脈瘻等の血管奇形部分に隣接する小血管内への十分な流れを可能にすることができ、これ
らの小さいが重要な血管の流れを維持することができる。いくつかの実施形態では、ポリ
マー１１３６０で浸漬被覆または溶射されているバルブ１１３５５が非多孔質であってよ
く、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇
形の血栓症に役立つことができる。先端部１１３５０は、例えば、動脈瘤の血栓症を助け
ることができる側壁脳底動脈瘤にわたる非多孔質ポリマー被覆されたバルブ１１３５５の
展開のために有用であり得る。比較的高い細孔径を有する先端部１１３５０の残りの部分
の、動脈瘤の両側の動脈の展開は、これらの動脈、例えば、前下小脳動脈近位、動脈瘤の
他方側に脳底、および／または優れた小脳動脈の遠位側への血流を可能にし、脳底の吸蔵
および他のブランチおよび／または得られた機能不全を抑制または防止することができ、
脳幹ストローク、アームの麻痺、および／または脚部の麻痺を生じるのを抑制または防止
することができる。先端部１１３５０が非テーパ状とされ得るように、バルブは、実質的
に均一な寸法または直径（例えば、個々に約±５％、約±１０％、約±１５％、または約
２０％以内）を有している。
【０４２８】
  図６Ｊは、さらに血管治療装置の先端部９９００、例えば、装置１０、２０、３０、ま
たは４０の先端部１００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部９９００は
複数の織りバルブ９９１０と複数の織りネック部９９２０とを備える。先端部９９００は
、拡張状態で、１つの一般に球形の遠位バルブ９９０３と、１つの一般に球形の近位バル
ブ９９０７と、バルブ９９０３とバルブ９９０７との間の１つの一般に細長いバルブ９９
０５、バルブ９９０３、９９０５間にネック部９９１４と、バルブ９９０５、９９０７間
のネック部９９１６と、直径９９３０を有する広口近位ネック部９９１８と、直径９９２
５を有する広口遠位ネック部９９１２を備える。いくつかの実施形態では、先端部９９０
０は複数のセグメントを備え、そのうち少なくとも１つは異なる編角を有する。図６Ｊに
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示す先端部９９００は、比較的低い編角を有する近位セグメント９９０６と、比較的高い
編角を有する中間セグメント９９０４と、比較的低い編角を有する遠位セグメント９９０
２を含む。いくつかの実施形態では、下部の編角セグメント９９０２、９９０６は、約０
゜から約９０゜の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５
°等）。下部編角セグメントは一般的に低いＰＰＩを有し、より多孔質になる傾向がある
。低いＰＰＩは、大きい細孔径を得ることができ、貫通血管、または動脈瘤または動静脈
瘻等の血管奇形部分に隣接する小血管内への十分な流れを可能にすることができ、これら
の小さいが重要な血管の流れを維持することができる。いくつかの実施形態では、高い編
角部分９９０４は、約９１°～約１８０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約
１１１°、約１１２°、約１５１°等）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し
、あまり多孔質ではない傾向がある。高いＰＰＩは、小さい細孔径を得ることができ、動
脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血
栓症に役立つことができる。
【０４２９】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ９９１０の外径は次の
ようになる。遠位特大球形バルブ９６０３が横シグモイド脳静脈洞の直径と約２５％～約
５０％に拡大化するように構成された外径を有し（例えば、約８ｍｍ～約１２ｍｍ、約１
０ｍｍ）、中程度に細長いバルブ９９０５は、シグモイド脳静脈洞の直径と約２５％～約
５０％拡大するように構成された外径を有し（例えば、約６ｍｍ～約１０ｍｍ、約９ｍｍ
）、近位方向に次に大きな球形バルブ９９０７は、頭蓋の底部にＳ状静脈洞、内頸静脈と
の接続点に拡大化するように構成された外径を有する（例えば、約６ｍｍ～約１０ｍｍ、
約８ｍｍ）である。ある例示の直径は、本明細書中に提供されるが、先端部９９００のい
くつかの実施形態は、上述した値に応じて、バルブ９９０３、９９０５、９９０７の直径
および／または上述した値のいずれかの約±５％、±１０％、約±１５％、または約±２
０％以内にある直径を含んでよく、先端部９９００がテーパであると考えることができる
。
【０４３０】
　図６Ｋ－１ｉは、血管治療装置１２５５０の例示的な実施形態の概略断面図である。図
６Ｋ－１ｉｉは、図６Ｋ－１ｉの装置１２５５０の側面図である。装置１２５５０は、複
数の織られたバルブおよび織られたネック部を含む。装置１２５５０は、拡張された状態
で、１つの全体的に細長い遠位バルブ１２６０２と、１つの全体的に細長い近位バルブ１
２５６２と、近位バルブ１２５６２と遠位バルブ１２６０２との間の１つの全体的に細長
い中間バルブ１２５８０と、近位バルブ１２５６２と、中間バルブ１２５８０との間の近
位ネック部１２５９０と、中間バルブ１２５８０と遠位バルブ１２６０２との間の遠位ネ
ック部１２５９５とを含む。いくつかの実施形態では、装置は、少なくとも１つが異なる
気孔率を有する複数のセグメントを含む。図６Ｋ－１ｉに示す装置１２５５０は、比較的
高い気孔率を有する近位バルブ１２５６２を備える近位セグメント１２５６０と、比較的
低い気孔率を有する、近位ネック部１２５９０および遠位ネック部１２５９５を伴う中間
バルブ１２５８０を備える中間セグメント１２５７０と、比較的高い気孔率を有する遠位
バルブ１２６０２を備える遠位セグメント１２６００とを含む。高い気孔率を有する近位
バルブ１２５６２および遠位バルブ１２６０２は、動脈瘤の口に近接する枝血管への流れ
を可能にすることができ、それによってこれらの枝血管によって供給される重要な構造を
保護することができる。低い気孔率を有する中間セグメント１２５７０は、動脈瘤内の血
栓を増大させる可能性がある、動脈瘤嚢の口内への流れを低減することができる。いくつ
かの実施形態では、装置は、３つのバルブ１２５６２、１２５８０、１２６０２と、２つ
のネック部１２５９０、１２５９５とを備える。このような特定の実施形態では、外層は
、少なくとも１つのバルブ１２５８２と、２つのネック部１２５９２、１２５９６とを含
み、内層は、層が互いに分離されていても、３つのバルブ１２５６２、１２５８４、１２
６０２および２つのネック部１２５９４、１２５９８を含む。いくつかの実施形態では、
装置は、例えば、図６Ａ～図６Ｊに示すように、単一の層を含む。
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【０４３１】
　いくつかの実施形態では、中間セグメント１２５７０は、３つ以上の層、例えば約２か
ら約１０の間（例えば、約２、約３、約５、約７、約９、約１０、これらの値間の範囲な
ど）の層を含む。これらの層は離散していてよく、または一緒に編まれていなくともよい
。１つのセグメント内の複数の層は、そのセグメントの気孔率を低減することができる。
より小さい気孔率は、動脈瘤または血管奇形の血栓形成を助け得る、動脈瘤または動静脈
瘻などの血管奇形内の流れを低減することができる。装置が３つ以上の層を含むいくつか
の実施形態では、追加の層（例えば、より小さい直径またはより深いネック部、より少な
いフィラメントなど）を収容するように調整することができる。いくつかの実施形態では
、近位セグメント１２５６０および遠位セグメント１２６００は、単一層を含む。近位セ
グメント１２５６０および遠位セグメント１２６００の単一層は、近位セグメント１２５
６０および遠位セグメント１２６００を、中間セグメント１２５７０よりも多孔性にする
ことができる。より大きい孔サイズは、動脈瘤または動静脈瘻のような血管奇形に近接す
る穿孔血管または小血管への適切な流れを可能にすることができ、これらの小さくても重
要な血管に流れを維持することができる。装置１２５５０が例えば図６Ｋ－１ｉおよび６
Ｋ－１ｉｉに示すような２つの層を含むいくつかの実施形態では、内層の気孔率は、フィ
ラメントの数に応じて変化することができ、約５０ミクロンと５００ミクロンの間（例え
ば、約５０ミクロン、約１００ミクロン、約１５０ミクロン、約２００ミクロン、約２５
０ミクロン、約３００ミクロン、約３５０ミクロン、約４００ミクロン、約４５０ミクロ
ン、約５００ミクロン、これらの値間の範囲など）の範囲であることができ、外層の気孔
率は、フィラメントの数に応じて変化することができ、約５０ミクロンから５００ミクロ
ンの間（例えば、約５０ミクロン、約１００ミクロン、約１５０ミクロン、約２００ミク
ロン、約２５０ミクロン、約３００ミクロン、約３５０ミクロン、約４００ミクロン、約
４５０ミクロン、約５００ミクロン、これらの値間の範囲など）の範囲であることができ
る。下記の表において、各孔について、「ｘ」は、編組の長手方向軸に対して横方向の孔
の長さを表し、「ｙ」は、編組の長手方向軸に平行な孔の長さを表す。
【表１】

【０４３２】
　いくつかの実施形態では、内層および外層の編組角度は異なっていてもよい。内層は、
外層よりも大きい編組角度を有することができる。内層は、約１４５°から約１７５°の
間（例えば、約１４５°、約１５５°、約１５８°、約１６０°、約１６５°、約１７５
°、これらの値間の範囲など）の範囲の編組角度を有することができる。より大きい編組
角度セグメントは、通常、より小さい編組角度セグメントよりも小さい直径のバルブおよ
びネック部の二次形状設定により適している。いくつかの実施形態では、外層は、内層よ
りも小さい編組角度、例えば約５０°から約１２０°の間（例えば、約５０°、約７０°
、約９０°、約９２°、約１００°、約１１１°、約１２０°、これらの値間の範囲など
）の範囲の編組角度を有する。いくつかの実施形態では、外層は、内層よりも約５０°か
ら約１１０°（例えば、約５０°、約７０°、約９０°、約１１０°、これらの値間の範
囲など）小さい編組角度を有する。いくつかの実施形態では、外層は、内層よりも約４５
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％から約７５％（例えば、約４５％、約５０％、約５５％、約６０％、約６５％、約７０
％、約７５％、これらの値間の範囲など）小さい編組角度を有する。小さい編組角度セグ
メントは、通常、一次編組の外径が、二次形状設定されたバルブおよびネック部の外径と
等しいか、またはわずかに大きい（例えば、外径がお互いに等しいか、または互いの２５
％以内にある）場合に、バルブおよびネック部への二次形状設定により適している。本明
細書では、いくつかの例の外径、細孔直径、ＰＰＩまたは編組角度が提供されるが、血管
治療装置のいくつかの実施形態は、上記で提供された値および／または任意のそのような
値の約±５％以内、約±１０％、約±１５％、または約±２０％である値による値を含む
ことができる。
【０４３３】
　図６Ｋ－２から図６Ｋ－１０は、カスタマイズされたマンドレルを使用して血管治療装
置を製造する方法を概略的に示す。図６Ｋ－２は、（例えば、比較的小さい外径を有する
）血管治療装置１２６２０の外層１２６４０の管腔を通って前進されるヘアピン様ツール
１２６１０（例えば、３０４ステンレス鋼ワイヤ、ニッケル－チタンワイヤなど）を示し
、ヘアピンループは、（例えば、外層１２６４０よりも大きな外径を有する）血管治療装
置１２６４０の内層１２６３０の近位端を留める。ヘアピン様ツール１２６１０は、次に
、内層１２６３０が外層１２６４０を通って延びるまで、血管治療装置１２６２０の外層
１２６４０の管腔内に引っ張られる。図６Ｋ－３は、外層１２６４０内の内層１２６３０
を示す。内層１２６３０が外層１２６４０（例えば、重複領域）によって拘束される領域
では、内層１２６３０は、内層１２６３０が外層１２６４０によって拘束されない領域よ
りも小さい直径を有する。外層１２６４０は、拘束されたより小さい直径からより大きい
直径まで（例えば、図６Ｋ－３に示すように）テーパ状になることができる。重複領域１
２６５０は、（例えば、図６Ｋ－３に示すように）近位および遠位のより大きい直径の領
域を有する装置の中間の長さとすることができ、または重複領域は、全体的に一方の側に
近接することができる。いくつかの実施形態では、複数の不連続の重複領域が可能である
。そのような実施形態では、外層は、互いに同じであっても異なっていてもよい（例えば
、同一または異なる直径、編組角度、材料などを含む）。
【０４３４】
　図６Ｋ－４は、図６Ｋ－３の血管治療装置１２６２０を部分的マンドレル１２７２０（
例えば、２ピースマンドレルの１ピース）上に位置決めすることを示す。部分マンドレル
１２７２０は、部分マンドレル１２７２０内の溝または開口１２７０５を通って延びるワ
イヤ１２７１５で形成されたリングまたはループを含む。ワイヤ１２７１５は、例えば、
流動砂浴中の二次形状設定のためにマンドレル１２７２０および血管治療装置１２６２０
を吊り下げるために使用することができる。ワイヤ１２７１５は、フック、螺旋、または
他の形状として成形することができる。
【０４３５】
　図６Ｋ－５、６Ｋ－６および６Ｌは、血管治療装置を二次形状設定するための２ピース
マンドレルの例示的な実施形態を示す。図６Ｋ－５、６Ｋ－６および６Ｌの各々は、分解
された側端斜視図および分解側面図を含む。図６Ｋ－６および６Ｌは、さらに端面図を含
む。いくつかの実施形態では、例えば図６Ｋ－５、６Ｋ－６および６Ｌに示すように、２
ピースマンドレルは、第１のピース１２７２０および第２のピース１２７１０を含む。よ
り多くのピースおよび単一ピースマンドレルも可能である。
【０４３６】
　図６Ｋ－５において、第１のピース１２７２０Ａは、血管治療装置の第１の（例えば、
遠位の）セグメントおよび血管治療装置の中間セグメントを成形するように構成されたバ
ルブ１２７００、中間バルブ１２６８０、およびネック部１２６７０、１２６９５、１２
６９０を備える。第２のピース１２７１０Ａは、血管治療装置の第２の（例えば、近位の
）セグメントを成形するように構成されたバルブ１２６６０およびネック部１２６６５を
備える。図６Ｋ－５のマンドレルは、図６Ｋ－６および６Ｌのマンドレルよりも多くのネ
ック部を含む。
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【０４３７】
　図６Ｋ－６において、第１のピース１２７２０Ｂは、血管治療装置の第１の（例えば、
遠位の）セグメントおよび血管治療装置の中間セグメントを成形するように構成されたバ
ルブ１２７００、中間バルブ１２６８０、およびネック部１２６９５、１２６９０を備え
る。第２のピース１２７１０Ｂは、血管治療装置の第２の（例えば近位の）セグメントを
成形するように構成されたバルブ１２６６０を含む。
【０４３８】
　図６Ｌにおいて、第１のピース１２７２０Ｃは、血管治療装置の第１の（例えば、遠位
の）セグメントおよび血管治療装置の中間セグメントを成形するように構成されたバルブ
１２７００、中間バルブ１２６８０、およびネック部１２６９５、１２６９０を備える。
第２のピース１２７１０Ｂは、血管治療装置の第２の（例えば近位の）セグメントを成形
するように構成されたバルブ１２６６０を含む。図６Ｌのマンドレルの第２のピース１２
７１０Ｃは、テーパ状セグメントを含む。いくつかの実施形態では、例えば図６Ｌに示す
ように、テーパ状マンドレルを使用して、血管治療装置のテーパ状構成を達成することが
できる。
【０４３９】
　マンドレルの第１のピース１２７２０およびマンドレルの第２のピース１２７１０の少
なくとも一方は、マンドレルの他方のピースに接続するための接続機構（例えば、ルアー
ロック、ねじ、スナップフィット、摩擦嵌合、ボールおよびソケットなど）を備える。装
置の中間セグメント内の中間バルブ１２６８０が近位セグメント１２６６０および遠位セ
グメント１２７００内のバルブのものより小さい外径を有するいくつかの実施形態では、
血管治療装置の二次形状設定に図６Ｋ－５、６Ｋ－６および６Ｌに示すような２ピースマ
ンドレルを使用することにより、形状設定後にマンドレルの取り外しを助けることができ
る。
【０４４０】
　装置の中間セグメント内の中間バルブ１２６８０が近位および遠位セグメントのものよ
り大きい、またはこれと等しい外径を有するいくつかの実施形態では、血管治療装置の二
次形状設定に図６Ｋ－７に示すような１ピースマンドレルを使用することにより、取り扱
いをより簡単にすることができる。図６Ｋ－７の１ピースマンドレルは、バルブ１２６６
０、１２６８０、１２７００およびネック部１２６９０、１２６９５を備える。いくつか
の実施形態では、マンドレルは、その様々な組み合わせ（例えば、１ピースおよび／また
は２ピースの一部または全てに沿って）内で変化する外径を有するテーパ状構成を有する
ことができる。
【０４４１】
　図６Ｋ－８は、マンドレルの第１のピース１２７２０に接続され、血管治療装置１２６
２０の近位セグメント１２６００、中間セグメント１２５７０、および遠位セグメント１
２５６０内に導入された、２ピースマンドレルの第２のピース１２７１０を示す。
【０４４２】
　図６Ｋ－９ｉは、ワイヤ１２７４０がバルブおよびネック部の周りに巻き付くように、
２ピースマンドレルの上にワイヤ１２７４０（例えば、３０４ステンレス鋼ワイヤ、ニッ
ケル－チタンワイヤなど）を連続的に巻く方法を示し、この方法は、一貫したバルブ形状
を提供し、かつ／またはオペレータにとってより容易になり得る。
【０４４３】
　図６Ｋ－９ｉｉは、２ピースマンドレル上のワイヤ１２７５０（例えば、３０４ステン
レス鋼ワイヤ、ニッケル－チタンワイヤなど）の断続巻き付けの方法を示しており、それ
により、ワイヤ１２７５０のピースがネック部の周りに巻き付き、それによってバルブへ
の損傷を避けることができる。断続的なワイヤの位置決め間に張力を維持することにより
、一貫したバルブ形状を提供することができる。例えば本明細書で説明するように、編組
構造をマンドレルに締め付けるための他の機構も可能である（例えば、Ｃ形状クランプ、
バングルなど）。
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【０４４４】
　図６Ｋ－１０は、２ピースマンドレル上で熱硬化した後の血管治療装置１２６２０を示
す。装置１２６２０は、比較的高い気孔率を有する近位セグメント１２５６０と、比較的
低い気孔率を有する中間セグメント１２５７０と、比較的高い気孔率を有する遠位セグメ
ント１２６００とを含む。近位セグメント１２５６０は、近位バルブ１２５６２を含む。
中間セグメント１２５７０は、近位ネック部１２５９０と、中間バルブ１２５８０と、遠
位ネック部１２５９５とを含む。遠位セグメント１２６００は、遠位バルブ１２６０２を
含む。いくつかの実施形態では、二次形状設定された血管治療装置の遠位端は、血管治療
装置の適切な全長に合わせて縁部１２７２５、１２７３０をトリミングするように後処理
される。
【０４４５】
　図６Ｋ－１１ｉは、血管系の動脈瘤１２７６０を横切って展開された、図６Ｋ－１ｉの
血管治療装置１２５５０の例示的な実施形態の概略図である。大腿動脈肝動脈経路は、３
軸アプローチ（例えば、ガイドカテーテル内の遠位アクセスマイクロカテーテル内の標準
マイクロカテーテル）を使用する手順に使用され得る。標準的なマイクロカテーテルは、
マイクロワイヤを介して動脈瘤１２７６０の遠位に前進させることができる。マイクロワ
イヤを取り外すことができ、血管治療装置１２５５０を、マイクロカテーテルを通して可
変厚さマイクロワイヤの細いセグメントの周りで前進させることができ、それにより、血
管治療装置１２５５０の先端は、マイクロカテーテルの先端になる。次にマイクロカテー
テルは、近位に引き出され、その間マイクロワイヤ位置は、動脈瘤１２７６０の遠位で血
管治療装置１２５５０の遠位部分を展開させるように維持される。装置１２５５０の遠位
セグメント１２６００の遠位端は、血管系の側壁を拡張させ、並置する。小さい抵抗力は
、装置１２５５０の遠位セグメント１２６００の遠位端の近位の後退中、血管側壁に対し
て穏やかになり得る。可変厚さの送達ワイヤと共に、マイクロカテーテルは、一緒に近位
に後退され、それによって血管治療装置１２５５０の遠位セグメント１２６００の遠位端
部を、これが動脈瘤１２７６０の口の遠位端部に近接するが、依然としてその遠位になる
（例えば、隣接する）まで近位に後退させる。次いで、血管治療装置１２５５０の中間セ
グメント１２５７０が動脈瘤１２７６０の口を覆うようにマイクロワイヤ位置を維持しな
がら、マイクロカテーテルが引き出される。血管治療装置１２５５０の遠位セグメント１
２６００および中間セグメント１２５７０の展開は、単一平面または二平面血管造影装置
の下で実行されてよい。低リスクの展開は、例えば図１９Ｆ－２に説明するように、送達
ワイヤの近位端部上の目に見えるマーカーバンドを用いて実行することもできる。この接
合部において、装置１２５５０の中間セグメント１２５７０が（例えば、図６Ｋ－１３、
８Ｆ－９などに関して説明するようなパターンに基づいて）動脈瘤１２７６０の口を横切
って適切に展開されない場合、マイクロワイヤ位置が維持されている間にマイクロカテー
テルを血管治療装置１２５５０上に前進させ、さらにマイクロカテーテル内でマイクロワ
イヤを再捕捉することによって、装置１２５５０をマイクロカテーテル内に回収すること
ができる。例えば、遠位セグメント１２６００とは異なる中間セグメント１２５７０の放
射線不透過性パターンに基づいて、装置１２５５０の展開が適切であると感じられる場合
、オペレータは、マイクロワイヤ位置が維持されている間にさらにマイクロカテーテルを
引き出し、装置１２５５０全体を展開することができる。次いで、可変厚さ送達マイクロ
ワイヤを安全に取り外すことができる。血管治療装置１２５５０の近位セグメント１２５
６０および遠位セグメント１２６００は、高い気孔率を有し、動脈瘤１２７６０の口に近
接する枝血管１２７７０内への流れを可能にし、一方で血管治療装置１２５５０の中間セ
グメント１２５７０は、低い気孔率を有し、動脈瘤１２７６０の口を覆い、例えば、血液
が動脈瘤１２７６０内に流れることを抑制することによって、動脈瘤嚢の血栓形成を助け
る。
【０４４６】
　図６Ｋ－１１ｉｉは、血管系の動脈瘤１２７６０を横切って展開された、図６Ｋ－１ｉ
の血管治療装置１２５５０の例示的な実施形態の概略図である。いくつかの実施形態では
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、６Ｋ－１ｉの血管治療装置１２５５０は、末梢動脈瘤１２７６０（例えば、腸骨動脈瘤
、大腿動脈瘤、膝窩動脈瘤など）を横切って展開される。大腿動脈肝動脈経路は、対側総
大腿動脈からの二軸アプローチ（例えば、ガイドカテーテル内の標準マイクロカテーテル
）を使用する処置のために使用され得る。血管治療装置１２５５０の近位セグメント１２
５６０および遠位セグメント１２６００は、高い気孔率を有し、動脈瘤１２７６０の口に
近接する枝血管１２７７０内への流れを可能にし、一方で血管治療装置１２５５０の中間
セグメント１２５７０は、動脈瘤１２７６０の口を覆い、例えば、血液が動脈瘤１２７６
０内に流れることを抑制することによって、動脈瘤嚢の血栓形成を助ける。
【０４４７】
　図６Ｋ－１１ｉｉｉは、血管系の動脈瘤１２７６０を横切って展開された、図６Ｋ－１
ｉの血管治療装置１２５５０の例示的な実施形態の概略図である。いくつかの実施形態で
は、６Ｋ－１ｉの血管治療装置１２５５０は、内臓動脈瘤１２７６０（例えば、腎動脈瘤
、脾動脈瘤、胃動脈瘤、肝胆道動脈瘤など）を横切って展開される。大腿動脈肝動脈経路
は、対側総大腿動脈からの二軸アプローチ（例えば、ガイドカテーテル内の標準マイクロ
カテーテル）を使用する処置のために使用され得る。血管治療装置１２５５０の近位セグ
メント１２５６０および遠位セグメント１２６００のセグメントは、高い気孔率を有し、
動脈瘤１２７６０の口に近接する枝血管１２７７０内への流れを可能にし、一方で血管治
療装置１２５５０の中間セグメント１２５７０は、動脈瘤１２７６０の口を覆い、例えば
、血液が動脈瘤１２７６０内に流れることを抑制することによって、動脈瘤嚢の血栓形成
を助ける。
【０４４８】
　図６Ｋ－１１ｉｖは、血管系の動脈瘤１２７６０を横切って展開された、図６Ｋ－１ｉ
の血管治療装置の例示的な実施形態の概略図である。図６Ｋ－１１ｉｖの左のパネルは、
左鎖骨下動脈１２７８０から中胸部の上位まで下方に延びる胸部大動脈瘤（ＴＡＡ）を治
療するために、下行胸部大動脈に展開された市販のステントグラフト１２８００を示す。
図６Ｋ－１１ｉｖの左のパネルは、左総頸動脈１２７９０と左鎖骨下動脈１２７８０との
間のバイパス外科的処置を通常必要とする左鎖骨下動脈１２７８０の原点を閉塞する市販
のステントグラフト１２８００の遠位端部を示す。
　図６Ｋ－１１ｉｖの右のパネルは、ＴＡＡ１２７６０を横切って展開された、図６Ｋ－
１ｉの血管治療装置１２５５０を示し、遠位セグメント１２６００は左鎖骨下動脈１２７
８０の原点を横切り、図６Ｋ－１ｉの血管治療装置１２５５０の遠位セグメント１２６０
０の高い気孔率により、左鎖骨下動脈１２７８０の原点を保護している。
　血管治療装置１２５５０の中間セグメント１２５７０は、紡錘形ＴＡＡ１２７６０の口
を横切って示されている。大腿動脈肝動脈経路または外科経路は、１軸または２軸アプロ
ーチ（例えば、ガイドカテーテル内の標準的なマイクロカテーテル、またはガイドカテー
テルを通る）を使用する処置に使用され得る。血管治療装置１２５５０の近位セグメント
１２５６０および遠位セグメント１２６００は、高い気孔率を有し、動脈瘤１２７６０の
口に近接する枝血管１２７８０内への流れを可能にし、一方で血管治療装置１２５５０の
中間セグメント１２５７０は、低い気孔率を有し、動脈瘤１２７６０の口を覆い、例えば
、血液が動脈瘤１２７６０内に流れることを抑制することによって、動脈瘤嚢の血栓形成
を助ける。
【０４４９】
　図６Ｋ－１２は、血管系の動脈瘤１２７６０を横切って展開された、図６Ｋ－１ｉの血
管治療装置１２５５０の例示的な実施形態の概略図である。いくつかの実施形態では、中
間セグメント１２５７０の近位ネック部１２５９０および遠位ネック部１２５９５は、装
置１２５５０の装置内移動（外層および内層の互いに対する摺動）および／または装置１
２５５０の血管内移動（装置１２５５０の血管系内の摺動）を抑制または防止するのを助
けることができる。動脈瘤１２７６０の口の縁部に近接する近位ネック部１２５９０およ
び遠位ネック部１２５９５は、（例えば、動脈瘤１２７６０の口を用いて装置１２５５０
を定位置に固定することによって）血管内移動を抑制または防止するのを助けることがで
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きる。テーパ状血管の壁に近接する近位セグメント１２５６０および遠位セグメント１２
６００は、例えば、血管壁の外向きの半径方向の力により、血管治療装置１２５５０の血
管内移動を抑制または防止することができる。動脈瘤１２７６０の口の縁部に近接する近
位ネック部１２５９０および遠位ネック部１２５９５は、装置内移動を抑制または防止す
るのを助けることができる（例えば、内層が動脈瘤１２７６０の口内およびネック部１２
５９０、１２５９５において外層を押し付けるため）。動脈瘤１２７６０の口に近接する
ネック部１２５９０、１２５９５の低い気孔率は、移行ゾーンでのエンドリークを抑制ま
たは防止することができる。
【０４５０】
　図６Ｋ－１３は、血管治療装置のさらに別の例示的な実施形態の概略側面図である。中
間セグメント１２５７０の血管治療装置の外層１２６４０は、内層１２６３０とは異なる
放射線不透過性パターンを有し、オペレータがより低い気孔率の中間セグメント１２５７
０をより高い気孔率の近位セグメント１２５６０および遠位セグメント１２６００から区
別することを可能にする。いくつかの実施形態では、外層１２６４０および内層１２６３
０は、異なる数の放射線不透過性ワイヤ、異なるヘリカル巻き、異なる周囲バンチング、
より大きい直径の放射線不透過性ワイヤ１２８１０が、放射線不透過性ワイヤ１２８１０
の他のものに対する形状記憶を有するか、または有さない、異なる直径の放射線不透過性
ワイヤ１２８１０、および／または形状記憶ワイヤ１２８２０などを有する。様々な組み
合わせの放射線不透過性パターンを、例えば図８Ｆ～図９Ｄに示すように、異なる層に使
用することができる。重複領域１２５７０の放射線不透過性パターンは、例えば、ユーザ
が動脈瘤の口を横切って装置の重複領域を位置決めするのを助けるために使用され得る。
【０４５１】
  図７Ａは、血管治療装置の先端部１１０００、例えば、装置１０、２０、３０、または
４０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１１００
０は、複数の織りバルブと複数の織りネック部とを備える。先端部１１０００は、拡張し
た状態では、１つの一般に球形の遠位バルブまたは中心アンカーバルブ１１０１２と、１
つの一般に球形の近位バルブ１１０１４と、バルブ１１０１２、１１０１４間のネック部
１１０１６と、近位ネック部１１０１７と、遠位中間ネック部１１０１８と、遠位横ネッ
ク部１１０１９とを含んでいる。バルブ１１０１２は直径Ｄ０を有する。いくつかの実施
形態では、２つのバルブ１１０１２、１１０１４間のネック部１１０１６と、細長い近位
バルブ１１０１４と、近位ネック部１１０１７とで、長さＬ３を有する近位セグメントを
形成する。ネック部１１０１７は、広口と直径Ｄ３を有する。遠位中間ネック部１１０１
８は、比較的短く、長さＬ２を有し、直径Ｄ２を有する。遠位横ネック部１１０１９、は
、長さＬ１であり、直径Ｄ１を有する。
【０４５２】
  いくつかの実施形態では、遠位球形バルブ１１０１２は、比較的高い編角を有し、先端
部１１０００の残りの部分は、比較的低い編角を有している。下部編角セグメントは一般
的に低いＰＰＩを有し、比較的高い多孔率を有する傾向がある。低いＰＰＩは大きい細孔
径を得ることができ、貫通血管、または動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形部分に隣接す
る小血管内への十分な流れを可能にすることができ、これらの小さいが重要な血管の流れ
を維持することができる。いくつかの実施形態では、近位セグメントは、比較的低い編角
を有している。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、比較的低い多孔率を有す
る傾向がある。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の
血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができ
る。
【０４５３】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成においてバルブおよびネック部の
外径は次のようになる。Ｄ１は中大脳動脈（例えば、約２．７５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）
の近位ＭＩセグメントのような中間血管セグメントに拡大化するように構成されており、
Ｄ２は前大脳動脈（例えば、約２．２５ｍｍ～約２．７５ｍｍ）の近位Ａｌセグメントの
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ような中間血管セグメントに拡大化するように構成されており、Ｄ０は内頸動脈分岐部（
例えば、約５ｍｍ～約６ｍｍ）のような血管分岐部の１つの最大直径の約２５％～約５０
％拡大化するように構成され、Ｄ３は、内頸動脈（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）
の遠位床突起上セグメントのような大きな血管セグメントに拡大化するように構成されて
いる。ある例示の直径が本明細書において提供されるが、先端部１１０００のいくつかの
実施形態は、上述した値に応じて、バルブ１１０１２、１１０１４およびネック部１１０
１６、１１０１７、１１０１８、１１０１９の直径および／または上述した値のいずれか
の約±５％、約１０％、約±１５％、または約±２０％以内にある直径を含んでもよい。
【０４５４】
  ネック部１１０１７、１１０１８、１１０１９が同じ平面である図７Ａに示されている
が（例えば、ページまたは画面の平面）、例えば、一定の脈管構造に基づき、ネック部１
１０１７、１１０１８、１１０１９がそれぞれ異なる平面上であってもよい。分岐点に配
置された純ボールとは対照的に、ネック部１１０１７、１１０１８、１１０１９は、後の
手順のための解剖学的構造を保つことができる。例えば、血栓摘出装置は、ネック部１１
０１７を介し、ネック部１１０１８が存在し、および／または、ネック部１１０１９が存
在する血管内に挿入されることも可能である。本明細書に記載した特定の先端部を移植型
内部人工器官、ステント等として説明することができる。基部は、着脱可能なジョイント
（例えば、Ｇｕｇｌｉｅｌｍｉ電解剥離、機械的剥離等）を介して内部人工器官に取り付
けることができる。
【０４５５】
  図７Ｂは、血管治療装置の先端部１１１００、例えば、装置１０、２０、３０、または
４０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１１１０
０は複数の織りバルブと複数の織りネック部とを備える。先端部１１１００は、拡張状態
で、直径Ｄ０を有する１つの一般に球形または卵形の近位バルブ１１１０５と、１つの一
般に細長い遠位バルブ１１１１０と、バルブ１１１０５、１１１１０間のネック部１１１
１５と、直径Ｄ３を有する広口遠位ネック部１１１３０と、近位中間ネック部１１１２５
と、近位横ネック部１１１２０とを備える。いくつかの実施形態において、ネック部１１
１１５、細長い遠位バルブ１１１１０、遠位ネック部１１１３０は、長さＬ３を有する遠
位セグメントを形成する。近位中間ネック部１１１２５は短く、長さＬ２を有し、直径Ｄ

２を有する狭い口を有している。基端側ネック部１１１２０は短く、長さＬ１を有し、直
径Ｄｉを有する狭い開口を有している。
【０４５６】
  いくつかの実施形態では、先端部１１１００は、それぞれが相対的に高い編角を有する
、近位球形もしくは卵形のバルブ１１１０５と、細長い遠位バルブ１１１１０と、バルブ
１１１０５、１１１１０間のネック部１１１１５とを含み、織りネック部の残りを含むセ
グメントは、比較的低い編角を有している。例えば、下部編角セグメントは、約０°～約
９０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。
下部編角セグメントは一般的に低いＰＰＩを有し、比較的高い多孔率を有する傾向がある
。低いＰＰＩは、大きい細孔径を得ることができ、貫通血管、または動脈瘤または動静脈
瘻等の血管奇形部分に隣接する小血管内への十分な流れを可能にすることができ、これら
の小さいが重要な血管の流れを維持することができる。例えば、高い編角セグメントは、
約９１°～約１８０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２
°、約１５１°等）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、比較的低い多孔率
を有する傾向がある。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈
瘻等の血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つこと
ができる。
【０４５７】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブおよびネック部の外径
は次のようになる。近位横ネック部１１１２０は、共通の腸骨動脈（例えば、約８ｍｍ～
約１２ｍｍ）のような大血管セグメントに拡大化するように構成された外径Ｄ１を有し、
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近位中間ネック部１１１２５が共通の腸骨動脈（例えば、約８ｍｍ～約１２ｍｍ）のよう
な大血管セグメントに拡大化するように構成された外径Ｄ２を有し、近位球形バルブ１１
１０５が腹部大動脈の最大直径（例えば、約１０ｍｍ～約４０ｍｍ、約１８ｍｍ～約２２
ｍｍ）の約２０％～約５０％拡大化するように構成された外径Ｄ０を有し、遠位セグメン
トＤ３は腎上部または腎下部腹部大動脈（例えば、約１０ｍｍ～約４０ｍｍ、約１８ｍｍ
～約２２ｍｍ）のような大血管セグメントに約２０～約５０％拡大するように構成された
外径を有している。バルブ１１１０５、１１１１０、ネック部１１１１５、１１１２０、
１１１２５、および遠位ネック部１１１３０は良好な壁付着を提供し、動脈瘤へのエンド
リークの危険性を阻止または防止することができる。先端部１１１００が非テーパ付きで
あると考えることができるように、バルブ１１１０５、１１１１０は、実質的に均一な寸
法または直径（例えば、個々に約±５％、約±１０％、約±１５％、または約２０％以内
）を有している。ある例示の直径は、本明細書において提供されるが、先端部１１１００
のいくつかの実施形態は、上述した値に応じたバルブ１１１０５、１１１１０およびネッ
ク部１１１１５、１１１２０、１１１２５、１１１３０および／または上述した値のいず
れかの約±５％、約±１０％、約±１５％、または約±２０％以内にある直径を含んでも
よい。
【０４５８】
  ネック部１１１２０、１１１２５、１１１３０が同じ平面である図７Ｂに示されている
が、（例えば、ページまたは画面の平面）、例えば、一定の脈管構造に基づき、ネック部
１１１２０、１１１２５、１１１３０がそれぞれ異なる平面上であってもよい。両方の共
通の大腿動脈または両方の共通の腸骨動脈を介して展開を必要とする脈管内または外科体
内プロテーゼとは対照的に、図７Ｂに示す例示的な実施形態は、共通の大腿動脈等の動脈
を介して展開させることができる。本明細書に記載した特定の先端部を移植型内部人工器
官、ステント等として説明することができる。基部は、着脱可能なジョイント（例えば、
Ｇｕｇｌｉｅｌｍｉ電解剥離、機械的剥離等）を介して内部人工器官に取り付けることが
できる。
【０４５９】
  図７Ｃは、血管治療装置の先端部１１４００、例えば、装置１０、２０、３０、または
４０の先端部１００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。図７Ｃ－２は、血管治
療装置の先端部１２２００例えば、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００の
さらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部１１４００、１２２００は、複
数の織りバルブ１１４０５、１１４１５、１１４２５、１１４３５と、バルブ１１４０５
、１１４１５間の織りネック部１１４２２と、バルブ１１４１５、１１４２５間の織りネ
ック部１１４２４と、バルブ１１４２５、１１４３５間の織りネック部１１４２６と、近
位ネック部１１４２０と、織り遠位ネック部１１４２８とを備える。いくつかの実施形態
では、先端部１１４００、１２２００は、拡張状態で、２つの卵形または楕円面または扁
円回転楕円面外バルブ１１４０５、１１４３５と、２つの卵形または楕円面または扁円回
転楕円面内バルブ１１４１５、１１４２５と、バルブ１１４０５、１１４１５間の広口ネ
ック部１１４２２、１１４２４、１１４２６と、ジョイント３００で基部２００に取り付
けられた近位入口の狭いネック部１１４２０と、遠位入口の狭いネック部１１４２８とを
備える。いくつかの実施形態において、バルブ１１４０５、１１４１５、１１４２５、１
１４３５は、極軸の径は、赤道軸の直径よりも短い楕円形または扁平楕円を含む（例えば
、互いに近接して積層された平坦化ディスク）。バルブ１１４０５、１１４１５、１１４
２５、１１４３５との間のネック部１１４２２、１１４２４、１１４２６は赤道軸に接続
するのではなく極軸に接続されてもよい。
【０４６０】
  いくつかの実施形態では、先端部１１４００、１２２００は、長手方向の極軸から半径
方向にオフセットであるおよび／または近位ネック部１１４２０（例えば、図７Ｃ－２に
示すように）長手方向に整合していない遠位ネック部１１４２８を備える。半径方向にオ
フセットしたおよび／または長手方向に整列していないネック部を備える先端部１００は
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、本明細書においてより詳細に説明する。
【０４６１】
  いくつかの実施形態では、先端部１１４００、１２２００は、より多くのまたはより少
ないバルブを含んでもよい。例えば、一辺に１つのバルブのみを含んでよい（例えば、瘻
孔によるジェット効果は、主として、単方向の場合）。他の例では、少なくとも一方の面
は、２個以上のバルブを備えていてもよい（例えば、血流のためのより曲がりくねった経
路を提供し、ジェット効果を抑制または防止および／または血栓形成および／または捕捉
を促進することができるようにするため）。
【０４６２】
  いくつかの実施形態では、先端部１１４００、１２２００は、複数のセグメントを備え
、そのうち少なくとも１つは異なる編角を有する。図７Ｃに示す先端部１１４００は、２
つの内バルブ１１４１５、１１４２５間の広口織りネック部１１４２４を含む中間セグメ
ントを含む。ネック部１１４２４を含む中間セグメントは、比較的低い編角を有しており
、織りネック部１１４２０、１１４２２、１１４２６、１１４２８と織りバルブ１１４０
５、１１４１５、１１４２５、１１４３５は比較的高い編角を有している。図７Ｃ－２に
示す先端部１２２００は、広口織りネック部１１４２４を含む中間セグメントと２つの内
バルブ１１４１５、１１４２５を含む。ネック部１１４２４を含む中間セグメントと２つ
の内バルブ１１４１５、１１４２５は、比較的低い編角を有しており、織りネック部１１
４２０、１１４２２、１１４２６、１１４２８と織りバルブ１１４０５、１１４３５は比
較的高い編角を有している。いくつかの実施形態では、下部の編角セグメントが約０°～
約９０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）
。下部編角セグメントは一般的に低いＰＰＩを有し、比較的高い多孔率を有する傾向があ
る。低いＰＰＩは下慢性外向きの力（ＣＯＦ）を得ることができ、瘻孔内にソフト足場を
形成するまたは２つの中空キャビティ間の異常な連通によって瘻孔内の流れの中断、また
は２つの中空キャビティ間の異常な連通を招き得、これは、瘻孔または２つの中空キャビ
ティ間の異常な連通の血栓症を助けることができる。低いＰＰＩは、空洞瘻孔を囲む壁に
対する内バルブ１１４１５、１１４２５のより良好な順応性および空洞瘻孔を囲む壁との
統合を得ることができる。いくつかの実施形態では、高い編角セグメント（例えば、図７
Ｃ，および７Ｃ－２に示す下部の編角セグメントに対する近位および遠位）は、約９１゜
から約１８０゜の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２°、約
１５１°等）。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、比較的低い多孔率を有す
る傾向がある。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、瘻孔または２つの中空キャ
ビティ間の異常な連通への流れを低減することができ、これは瘻孔または２つの中空キャ
ビティ間の異常な連通の血栓症を助けることができる。比較的小さい細孔径はフィルタと
して機能して、瘻孔または２つの中空キャビティ間の異常な連通に形成される血栓が、そ
うでなければ破損し、通常の脈管構造に入る可能性のある塞栓または小さなデブリを形成
するのを抑制または防止することができる。再び図４Ｉ～図４Ｋを参照すると、大きい細
孔径を有するネック部１１４２４は、可変の長さおよび／または可変の直径を有し得、こ
れはネック部１１４２４が、瘻孔または２つの中空キャビティ間の異常な連通と適合する
ことを可能にし、良好な壁付着を提供し、かつ／または瘻孔または２つの中空キャビティ
間の異常な連通の血栓症を助けることができる。瘻孔のいくつかの例は本明細書において
提供されるが、図７Ｃおよび図７Ｃ－２等に示す先端部１１４００は、身体の全ての瘻孔
または２つの中空キャビティ間の異常な連通に有用であり得る。
【０４６３】
  いくつかの実施形態では、半径方向の拡張された構成で織りバルブの外径は、以下の通
りである。２の内楕円面または回転楕円面バルブ１１４１５と１１４２５は、管腔のオリ
フィスまたは２の中空キャビティ間の異常な連通時の幅の約５０％～約７５％過大に構成
された外側直径を有する。（例えば、約２ｍｍ～約１６ｍｍ、約８ｍｍ）。２つの外楕円
面または回転楕円面バルブ１１４０５と１１４３５は、管腔のオリフィスまたは２つの中
空キャビティ間の異常な連通時の幅の約２５％～約５０％過大に構成された外側直径を有
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する。（例えば、約２ｍｍ～約１６ｍｍ、約８ｍｍ）。中間セグメントのネック部１１４
２４は、管腔のオリフィスまたは２つの中空キャビティ間の異常な連通時の幅の約１０％
～約２５％過大に構成された外側直径を有している。（例えば、約２ｍｍ～約１６ｍｍ、
約８ｍｍ）。中間セグメントのネック部１１４２４は、管腔のオリフィスまたは２つの中
空キャビティ間の異常な連通時の長さの約１０％～約２５％過大に構成された長さを有す
る。（例えば、約２ｍｍ～約２６ｍｍ、約４ｍｍ、約８ｍｍ、約６ｍｍ）である。ある例
示の直径は、本明細書中に提供されるが、先端部１１４００、１２２００のいくつかの実
施形態は、上述した値に応じて織りネック部１１４２０、１１４２２、１１４２４、１１
４２６、１１４２８の直径、織りバルブ１１４０５、１１４１５、１１４２５、１１４３
５の直径、および／または織りネック部１１４２４の長さおよび／または±５％、±１０
％、±１５％、または任意のそのような値の±２０％である直径を含むことができる。
【０４６４】
  図７Ｄは、血管治療装置の先端部１１６００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の
先端部１００のさらに他の実施形態の概略側面図である。先端部１１６００は、複数の織
りバルブ１１６１０と織りネック部１１６２０とを備える。いくつかの実施形態では、先
端部１１６００は、拡張した状態で、遠位バルブ１１６２５、中位バルブ１１６１５、お
よび近位バルブ１１６０５を含む３つの卵型または楕円または楕円回転体形織りバルブ１
１６１０、バルブ１１６２５、１１６１５間の広口首部１１６０４、バルブ１１６１５と
１１６０５間の広口ネック部１１６０２、ジョイント３００の基部に取り付けられた近位
狭口ネック部、および遠位狭口ネック部１１６０６とを備える。いくつかの実施形態では
、バルブ１１６１０は、赤道軸径より小さい極軸径を有する楕円形または扁平楕円である
（例えば、互いに近接して積層された平坦化ディスク）。バルブ１１６１０間のネック部
１１６０２、１１６０４は、赤道軸ではなく、極軸に接続することができる。いくつかの
実施形態では、先端部１１６００は、長手方向軸線から半径方向にオフセットするおよび
／または近位ネック部に長手方向に整列していない遠位ネック部１１６０６を有している
。いくつかの実施形態では、先端部１１６００は、複数のセグメントを有し、そのうち少
なくとも１つは、異なる編組角を有する。図７Ｄに例示された先端部１１６００は、ジョ
イント３００の先端部２００に接続され、比較的高い編角と遠位セグメントを有する近位
バルブ１１６１５と、比較的低い編角を有するバルブ１１６２５およびネック部１１６０
２、１１６０４、１１６０６を備える、近位セグメントを有する。いくつかの実施形態で
は、下部の編角セグメントが約０°～約９０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば
、約１７°、約２２°、約４５°等）。下部編角セグメントは一般的に低いＰＰＩを有し
、比較的高い多孔率を有する傾向がある。低いＰＰＩは、大きい孔径の原因になり得、そ
れにより動脈瘤内にソフト足場を形成することにより、動脈瘤内の流れの分断を引き起こ
し、動脈瘤の血栓症を助けることができる。いくつかの実施形態では、高い編角セグメン
トは、約９１°～約１８０°の範囲（例えば、約１１１°、約１１２°、約１５１°など
）の編角を有していてもよい。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、比較的低
い多孔率を有する傾向がある。高いＰＰＩは、小さい孔径の原因なり得、それにより動脈
瘤への流れを減少し、動脈瘤の血栓症を助けることができる。比較的低い孔径はフィルタ
として機能することができるので、動脈瘤に形成された血栓が通常の血管と断絶したり（
例えば、塞栓または小さなデブリ）と通常の血管に入ったりすることを阻止および防止す
ることができる。
【０４６５】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１１６１０の外径は、
以下の通りである。遠位オーバルまたは楕円バルブ１１６２５は、心臓内の心室壁の動脈
瘤の最大径の約２５％～約５０％小さく構成された外径を有する（例えば、最大径約１０
ｍｍの心室壁の動脈瘤に対して約５ｍｍ～約７．５ｍｍ）。中間長円または楕円バルブ１
１６１５と近位オーバルまたは楕円バルブ１１６０５は、心室壁の動脈瘤のネック部の直
径の約５０％～約７５％のサイズを過大にするよう構成された外側直径を有する近位バル
ブ１１６０５はバルブ１、第１６０５の動脈瘤の脱落の危険性を制限された動脈瘤内に繋
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留心臓の心室に分割されるようになっている。近位オーバルまたは楕円バルブ１１６０５
と中間オーバルまたは楕円バルブ１１６１５は、心室動脈瘤の最大直径以下の外径を有し
ていてもよいが、そうでなければ破壊（例えば、直径約５ｍｍのネック部を有する最大径
約１０ｍｍの心室壁の動脈瘤では約７．５ｍｍ～約８．７５ｍｍ）を引き起こす可能性の
ある動脈瘤壁に全くのまたは限られた大きさの外向きの力が働く。ある例示の直径は、本
明細書中に提供されるが、先端部１１６００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じ
て、バルブ１１６２５、１１６１５、１１６０５の直径および／または約±５％、±１０
％、約±１５％、または約±２０％の任意の値の内にある直径を含むことができるので、
先端部１１６００が傾斜していると考えることができる。
【０４６６】
  図７Ｅは、血管治療装置の先端部１１５００、例えば、装置１０、２０、３０、４０の
先端部１００のさらに他の実施形態の概略側面図である。先端部１１５００は、複数の織
りバルブ１１５１０と織りネック部１１５２０とを備える。いくつかの実施形態では、先
端部１１５００は、拡張した状態で、遠位バルブ１１５１８、第２のバルブ１１５１６、
第３のバルブ１１５１４と、近位バルブ１１５１２とを含む４つの卵型または楕円または
楕円回転体形織りバルブ１１５１０と、バルブ１１５１０間の広口ネック部１１５２０、
ジョイント３００の基部２００に取り付けられた近位狭口ネック部１１５２２、および遠
位狭口ネック部６５を備える。いくつかの実施形態では、バルブ１１５１０は、赤道軸径
より短い極軸径を有する楕円形または扁平楕円を含む（例えば、互いに近接して積層され
た平坦化ディスク）。いくつかの実施形態では、先端部１１５００は、長手方向軸線から
半径方向にオフセットするおよび／または近位ネック部１１５２２に長手方向に整列され
ない遠位ネック部６５を含んでいる。バルブ１１５１０間のネック部１１５２０は、赤道
軸ではなく、極軸に接続することができる。いくつかの実施形態では、先端部１１５００
は、複数のセグメントを含み、そのうち少なくとも１つは、異なる編角を有する。図７Ｅ
の先端部１１５００は、比較的高い編角および遠位セグメントを有する２つの近位バルブ
１１５１２、１１５１４および近位ネック１１５２２と、比較的低い編角を有する２つの
遠位バルブ１１５１６、１１５１８と遠位ネック部６５を含む先端部１１５００の残りの
セグメントを含む近位セグメントを有している。いくつかの実施形態では、下部の編角セ
グメントが約０°～約９０°の範囲の編角を有していてもよい（例えば、約１７°、約２
２°、約４５°等）。下部編角セグメントは一般的に低いＰＰＩを有し、比較的高い多孔
率を有する傾向がある。低いＰＰＩは、大きい孔径の原因になり得、動脈瘤または中空キ
ャビティ内のソフト足場を形成することにより、動脈瘤内の流れの中断を引き起こし、動
脈瘤または中空キャビティの血栓症を助けることができる。いくつかの実施形態では、高
い編角セグメントは、約９１°～約１８０°の範囲の編角（例えば、約１１１°、約１１
２°、約１５１°など）を有していてもよい。高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを
有し、比較的低い多孔率を有する傾向がある。高いＰＰＩは、小さい孔径の原因になり得
、動脈瘤または中空キャビティ内の流れを減少し、動脈瘤または中空キャビティの血栓症
を助けることができる。比較的低い孔径はフィルタとして機能することができるので、動
脈瘤に形成された血栓が通常の血管と断絶したり（例えば、塞栓または小さなデブリ）と
通常の血管に入ったりすることを阻止および防止することができる。
【０４６７】
  いくつかの実施形態では、半径方向に拡張された構成ではバルブ１１５１０の外径は、
以下の通りである。遠位楕円面または回転楕円面バルブ１１５１８は、心臓内の左心耳の
幅の約２５％～約５０％小さく構成された外径を有する（例えば、約８ｍｍ～約３５ｍｍ
、約１７ｍｍ）。第２の楕円面または回転楕円面バルブ１１５１６と第３の楕円面または
回転楕円面バルブ１１５１４は、心臓内の左心耳の幅の約２５～約５０％過大に構成され
た外径を有する（例えば、約８ｍｍ～約３５ｍｍ、約１７ｍｍ）である。近位楕円面また
は回転楕円面バルブ１１５１２は、心臓内の左心耳のオリフィスの幅の約５０％から約７
５％過大に構成された外径を有する（例えば、５ｍｍ～約２０ｍｍ、約１０ｍｍ）である
。先端部１１５００の長手方向軸線の長さは、図７Ｅの破線で示すように、１３ｍｍ～約



(158) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

４５ｍｍ（例えば、約２６ｍｍ）である。ある例示の直径は、本明細書中に提供されるが
、先端部１１６００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じて、バルブ１１５１８、
１１５１６、１１５１４、１１５１２の直径および／または約±５％、約±１０％、約１
５％、または約２０％の任意の値の内にある直径を含むことができ、先端部１１５００が
テーパ状であるとみなすことができる。
【０４６８】
  図８Ａは、編込装置またはキャリアブレーダー１５０の一実施形態の模式的な側面透視
図である。編込装置１５０は、ヤーンホイールまたは編組搬送機構または円形ホーンギヤ
１５２とスピンドル１５３と個々のキャリア１５５を備える。スピンドル１５３は、円形
ホーンギヤ１５２に設けられたスティックである。スプール１５４は、スピンドル１５３
上に嵌合し、それに巻回されたフィラメント１５６を含む中空装置である。個々のキャリ
ア１５５は、スピンドル１５３と、スピンドル１５３上のスプール１５４とを備える。ス
ピンドル、スプール、個々のキャリアは、文脈に応じて交換可能に使用され得る。個々の
キャリア１５５は、先端部１００の織物構造１５８を形成するために一緒に織り込まれる
フィラメント１５６を含むスプール１５４を含む。フィラメント１５６は、各キャリア１
５５からマンドレル１６２を超えてリングまたは垂直プラー１６１に延び、円形ホーンギ
ヤ１５２を回転させ、支軸１５３を回転させ、円形ホーンギヤ１５２からリング１６１を
引き離すことによってマンドレル１６２の周囲に編まれている。１８の支軸１５３または
個々のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０のいくつかの例は、本明細書中
に提供されるが、キャリアのブレーダー１５０のいくつかの実施形態は、上記の値および
／または６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１２０、１４４などの
支軸１５３または個々のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０に従って６～
１４４のスピンドル１５３または個々のキャリア１５５を含むことができる。織物構造１
５８は、プリフォーム点１６０で織られているので、織物構造１５８は矢印１６４の方向
に進む。円形ホーンギヤ１５２は矢印１６６の方向に回転し、スピンドル１５３は、個々
のキャリア１５４の一部であり、円形ホーン１５４内で回転して所望の編組パターンを生
成する。
【０４６９】
  いくつかの実施形態では、マンドレル１６２は、均一な外径を有するロッドまたはチュ
ーブ（例えば、ステンレス鋼を含む）から構成されている。いくつかの実施形態では、マ
ンドレル１６２の外径は、約４ｍｍと約９ｍｍの間（例えば、約６ｍｍ、約６．５ｍｍ）
である。いくつかの実施形態では、マンドレル１６２の外径は、先端部１００を含むこと
ができる最大のバルブよりも約３３％～約２００％大きい。いくつかの実施形態では、フ
ィラメントの直径または幅が小さければ小さいほど、より大型のマンドレル１６２は、後
段の製造における欠陥を低減することができる。
【０４７０】
  図８Ｂは、ブレードキャリア機構２６００の構成例を示す概略図である。ヤーンホイー
ル２６００は、スプール１５５を備えていないまたは個々のキャリア１５４を形成しない
スピンドル１５３と、個々のキャリア１５４を共に形成するフィラメント１５６を含むス
プール１５５を有するスピンドル１５３を備える。図８Ｂでは、暗い影付きの半円は、形
状記憶フィラメントのスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示し、ハッチングの
半円は、放射線不透過性フィラメントのスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示
しており、白抜きの半円は、スプール１５４またはフィラメント１５６を持たないスピン
ドルを示している。図８Ｂに示すヤーンホイール２６００は、１ｏ～７２ｏとラベル付け
された７２個の外側スピンドル７２と、１ｉ～７２ｉとラベル付けされた７２個の内側ス
ピンドルを備える１４４のスピンドル１５３または個々のキャリア１５４を備える。１つ
の外側スピンドルと１つの内側スピンドルは、「ダブルスピンドル対」を形成している。
スピンドル１５４は、影付きに近接して矢印で示す方向に回転する。図８Ｂに示す構成で
は、スピンドル１ｏ、２ｉ、４ｏ、５ｉ、７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１３ｏ、１４ｉ
、１６ｏ、１７ｉ、１９ｏ、２０ｉ、２２ｏ、２３ｉ、２５ｏ、２６ｉ、２８ｏ、２９ｉ
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、３１ｏ、３２ｉ、３４ｏ、３５ｉ、３７ｏ、３８ｉ、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４ｉ
、４６ｏ、４７ｉ、４９ｏ、５０ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５ｏ、５６ｉ、５８ｏ、５９ｉ
、６１ｏ、６２ｉ、６４ｏ、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏ、７１ｉは、形状記憶材料
（例えば、４８のフィラメント１５６は形状記憶材料を含む）を含むスプールを含み、残
りのスピンドルは空である。スピンドルのいずれも放射線不透過性材料を含んでいない。
【０４７１】
  特定パターンは、スピンドル構成とスピンの向きに基づいて識別することができる。例
えば、図８Ｂの編組搬送機構２６００において、スピンドル１ｏおよび２ｉ上のスピンド
ル１５４から延びるフィラメントが、製織中に互いに交差するように、スピンドル１ｏお
よび２ｉは反対方向に回転する。スピンドル２ｉおよび４ｏ上のスピンドル１５４から延
びるフィラメントが、製織中に互いに交差するように、スピンドル２ｉおよび４ｏは同一
方向に回転する。スピンドル４ｏおよび５ｉ上のスピンドル１５４から延びるフィラメン
トが、製織中に互いに交差するように、スピンドル４ｏおよび５ｉは反対方向に回転する
。よって、形状記憶フィラメントの１オーバー１アンダー１編みパターンは、図８Ｂの編
組搬送機構２６００の分析によって識別できる。
【０４７２】
  図８Ｃは、図８Ｂの編組搬送機構２６００の例示的な構成で３対のスピンドル１ｏ、１
ｉ、２ｏ、２ｉ、３ｏ、３ｉの拡大図を示す模式図である。図８Ｂおよび図８Ｃでは、空
の内部軸１ｉと対をなす外側スピンドル１ｏの形状記憶フィラメントを含むスプール１５
４と、次いで内スピンドル２ｉに形状記憶フィラメントを含むスプール１５４と対をなす
空外側スピンドル２ｏと、次いで空の２軸対３ｏ、３ｉと、次いでスピンドル４ｏ、４ｉ
、５ｏ、５ｉ、６ｏ、６ｉ等が対をなしてパターンが繰り返されるため、フィラメント１
５６のパターンは対称である。フィラメント１５６の対称パターンを均一な細孔径に関連
付けることができる。フィラメント隣接度合は、３６０°である、糸ホイール１５２の角
度周をフィラメントスプールの数で割った数として定義することができる。例えば、糸ホ
イール１５２は、４８本のフィラメントのスプールを含む場合には、フィラメント隣接度
合は３６０°／４８＝７．５°となる。フィラメント隣接度合は、例えば、パターンの対
称性の制御を補助するために使用することができる。いくつかの実施形態では、スピンド
ル１５３上にフィラメント１５６を含むスプールのパターンは非対称にすることができ、
これは、編組軸に沿って孔径を変化させることになる可能性がある。
【０４７３】
  いくつかの実施形態において、スプール１５４の配置または互いに隣接するスピンドル
１５３にフィラメント１５６を含むスプール１５４の配置の欠如は、細孔径のような織物
構造物１５８の特性に影響を及ぼすことがある。スピンドル隣接度合は、３６０°である
、糸ホイール１５２の角度周をダブルスピンドル対の数で割った数として定義することが
できる。例えば、糸ホイール１５２は、１４４本のスピンドル１５３または７２の二重ス
ピンドル対を含んでいる場合、スピンドル隣接度合が３６０°／７２＝５°である。いく
つかの実施形態では、空の各ダブルスピンドル対は、細孔を作成する。互いに隣接する空
スピンドル１５４（例えば、互いに隣接する１、２、またはそれ以上のスピンドル対）の
数を増やすことによって、細孔の大きさを増大させることができる。図８Ｄは編込装置ま
たはキャリアブレーダー１５０を使用してマンドレル１６２上に編まれた複数のフィラメ
ント１５６を例示する模式的斜視図である。図８Ｄでは、放射線不透過性フィラメント１
５６の反射率は、形状記憶フィラメント１５６の反射率と対照的であり、環状織物構造物
１５８の十字状の外観をなす。いくつかの実施形態では、互いに隣接するスピンドル１５
３上の特定のタイプの材料のフィラメント１５６を含むスプール１５４の配置は、Ｘ線下
での視認性等の特性に影響を及ぼし得る。フィラメント材料の隣接度合は、３６０°であ
る、糸ホイール１５２の角度周を、特定のタイプの材料のフィラメントの巻き数で除した
値として定義することができる。例えば、糸ホイール１５２は、互いに等間隔の放射線不
透過性フィラメントを含む１２巻きのフィラメントを含む場合には、フィラメント材料隣
接度合は３６０°／１２＝３０°となる。フィラメント材料隣接度合は、Ｘ線下で見るこ
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とができる螺旋の交点の制御を補助するために使用することができる。図８Ｂに示すフィ
ラメント１５６の配置では、いくつかの放射線不透過性フィラメント１５６が、互いに周
方向に隣接または近接しているが、この配置は、いくつかの放射線不透過性フィラメント
をグループ化し、放射線不透過性材料の絡み合いバンドを形成する。例えば、均一に分布
した放射線不透過性材料とは対照的に、放射線不透過性材料のバンドは、特にフィラメン
トが小さい場合には、蛍光透視中に識別がより容易である。
【０４７４】
  いくつかの実施形態では、放射線不透過性材料は、限定はしないが、イリジウム、白金
、タンタル、金、パラジウム、タングステン、スズ、銀、チタン、ニッケル、ジルコニウ
ム、レニウム、ビスマス、モリブデン、これらの組合せなどを含む金属または合金を含み
、これは、介入手順の間に蛍光透視下で先端部１００の視認性を向上させることができる
。放射線不透過性材料は合金（例えば、９２％の白金と８％のタングステン合金）の一部
、コアまたはコアの周りのクラッド（例えば、タングステンコアを有するニチノール）の
一部、それらの組合せ等であってもよい。
【０４７５】
  図８Ｅは、血管治療装置の先端部２８００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部２８００は
、拡張した状態で、近位ネック７０と、形状記憶フィラメントおよび放射線不透過性フィ
ラメントを含む円筒状広口織物構造物７５を含んでいる。織物構造物７５は、近位から遠
位に半径方向外向きに拡張し、そして遠位端まで大径のままである。図８Ｆは、図８Ｅの
先端部２８００の概略側面図であり、放射線不透過性フィラメントの、例えば、Ｘ線下で
のパターン例を示す。先端部２８００は、拡張した状態では、少なくともＸ線の下で「単
純な螺旋」のように見える単一の正弦波形状に交錯した単一の放射線不透過性フィラメン
ト２８２０を含む。放射線不透過のパターンにより、遠位部２８００を備えた装置の操作
者は、少なくともＸ線下で先端部２８００を視覚化して識別することができる。いくつか
の実施形態では、単一の単純な螺旋は、例えば、単純な螺旋が少なくとも部分的に生成す
る谷とピークを先端部２８００の両側に含む。図８Ｆでは、螺旋の交点２８２５、２８３
５、２８４５、２８５５は、先端部２８００が血管造影測定目盛として機能することがで
きるようにし得る距離２８３０、２８４０、２８５０により実質的に均等に間隔を置いて
配置されている。例えば、距離２８３０、２８４０、２８５０は、操作者が血栓、動脈瘤
の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定するのを補助することができる。いくつかの実施形
態では、近位ネック７０に少なくとも部分的に沿う点２８５５、２８５６間の距離２８６
０は、先端部２８００がそれを越えて展開されるべきでない近位ネック７０の識別子とし
て機能し得る、先端部２８００の大径部分の残りの単純な螺旋とは異なる寸法を有してい
る。
【０４７６】
  図８Ｇは、図８Ｅの先端部２８００を形成するためのブレードキャリア機構２８７０の
構成例を示す概略図である。図８Ｇでは、濃色の網掛けをつけた半円は、形状記憶フィラ
メント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、ハッチン
グを施した網掛けをつけた半円は、放射線不透過性フィラメント１５６を含むスプール１
５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、白抜きの半円は、スプール１５４または
フィラメント１５６を持たないスピンドルを示している。図８Ｇに図示の構成においては
、スピンドル２ｉ、４ｏ、５ｉ、７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１３ｏ、１４ｉ、１６ｏ
、１７ｉ、１９ｏ、２０ｉ、２２ｏ、２３ｉ、２５ｏ、２６ｉ、２８ｏ、２９ｉ、３１ｏ
、３２ｉ、３４ｏ、３５ｉ、３７ｏ、３８ｉ、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４ｉ、４６ｏ
、４７ｉ、４９ｏ、５０ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５ｏ、５６ｉ、５８ｏ、５９ｉ、６１ｏ
、６２ｉ、６４ｏ、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏ、７１ｉは、形状記憶材料（例えば
、形状記憶材料を含む４７本のフィラメント１５６）を含むスプール１５４を含み、スピ
ンドル１ｏは、放射線不透過性材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうちの１本
が放射線不透過性材料を含む）を含むスプールを含み、残りのスピンドル１５３は空であ
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る。図８Ｇに示された編組搬送機構２８７０設備は、図８Ｆに関連して説明した放射線不
透過性のパターンを生成することができ、例えば、単一の正弦波または単純な螺旋パター
ンを形成する。放射線不透過性フィラメント１５６は、約５°（３６０°／７２）のスピ
ンドル隣接度合、フィラメント隣接度合約７．５°（３６０°／４８）、および放射線不
透過性フィラメント材料隣接度合約３６０°（３６０°／１）を有する正弦波を形成する
。４８のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５
０のいくつかの例が、本明細書中に提供されるが、キャリアブレーダー１５０のいくつか
の実施形態は、上記の値に従って６～１４４のスピンドル１５３または個別のキャリア１
５５、および／または６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１２０、
１４４等のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１
５０を含んでいてもよく、放射線不透過性フィラメント１５６の数および配置は、例示の
編組搬送機構２８７０の設定で提供されるままであってよい。
【０４７７】
  図８Ｈは、例えば、Ｘ線下での放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す、血管
治療装置の先端部２９００の他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。先端部２９
００は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００であってもよい。先端部２９
００は、拡張した状態で、近位ネック７０と、形状記憶フィラメントおよび放射線不透過
性フィラメントを含む円筒状広口織物構造物７５を含んでいる。織物構造物７５は、近位
から遠位に半径方向外向きに拡張し、そして遠位端まで大径のままである。先端部２９０
０は、拡張した状態では、少なくともＸ線下で「二重螺旋」のような二重正弦波形状に交
錯した２本の放射線不透過性フィラメント２９１１、２９１３を含む。放射線不透過のパ
ターンにより、先端部２９００を備えた装置の操作者は、少なくともＸ線下で先端部２９
００を視覚化して識別することができる。いくつかの実施形態では、二重螺旋は、例えば
、二重螺旋が少なくとも部分的に作成する谷とピークを先端部２９００の両側に含む。図
８Ｈでは、螺旋の交点２９２５、２９３５、２９４５、２９５５、２９６５、２９７５は
、先端部２９００が血管造影測定目盛として機能することができるようにし得る距離２９
３０、２９４０、２９５０、２９６０、２９７０、２９８０により実質的に均等に間隔を
置いて配置されている。例えば、距離２９３０、２９４０、２９５０、２９６０、２９７
０、２９８０は、操作者が血栓、動脈瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定するのを補
助することができる。いくつかの実施形態では、近位ネック７０における螺旋の交点間の
距離は、先端部２９００がそれを越えて展開されるべきでない近位ネック７０の識別子と
して機能し得る、先端部２９００の大径部分の残りの二重螺旋とは異なる寸法を有してい
る。
【０４７８】
  図８Ｉは、図８Ｈの先端部２８００を形成するためのブレードキャリア機構２９９０の
構成例を示す概略図である。図８Ｉでは、濃色の網掛けをつけた半円は、形状記憶フィラ
メント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、ハッチン
グを施した網掛けをつけた半円は、放射線不透過性フィラメント１５６を含むスプール１
５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、白抜きの半円は、スプール１５４または
フィラメント１５６を持たないスピンドルを示している。図８Ｉに示す構成では、スピン
ドル２ｉ、４ｏ、５ｉ、７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１３ｏ、１４ｉ、１６ｏ、１７ｉ
、１９ｏ、２０ｉ、２２ｏ、２３ｉ、２５ｏ、２６ｉ、２８ｏ、２９ｉ、３１ｏ、３２ｉ
、３４ｏ、３５ｉ、３８ｉ、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４ｉ、４６ｏ、４７ｉ、４９ｏ
、５０ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５ｏ、５６ｉ、５８ｏ、５９ｉ、６１ｏ、６２ｉ、６４ｏ
、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏ、７１ｉは、形状記憶材料（例えば、４８本のフィラ
メント１５６のうちの４６本が形状記憶材料を含む）を含むスプールを含み、スピンドル
１ｏと３７ｏは、放射線不透過性材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうちの２
本が放射線不透過性材料を含む）を含むスプール１５４を含み、残りのスピンドルは空で
ある。図８Ｉに示す編組搬送機構２９９０の構成は、図８Ｈに関連して説明した放射線不
透過性のパターン、例えば、二重正弦波または二重螺旋パターンを生成することができる
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。放射線不透過性フィラメント１５６は、約５°（３６０°／７２）のスピンドル隣接度
合、フィラメント隣接度合約７．５°（３６０°／４８）、および約１８０°（３６０°
／２）の放射線不透過性フィラメント材料隣接度合を有する２個の正弦波を形成する。４
８のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０の
いくつかの例が、本明細書中に提供されるが、キャリアブレーダー１５０のいくつかの実
施形態は、上記の値に従って６～１４４のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５
、および／または６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１２０、１４
４等のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０
を含んでいてもよく、放射線不透過性フィラメント１５６の数および配置は、例示の編組
搬送機構２９９０の設定で提供されるままであってよい。
【０４７９】
  図８Ｊは、例えば、Ｘ線下での放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す、血管
治療装置の先端部４０００のさらに他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。先端
部４０００は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００であってもよい。先端
部４０００は、拡張した状態で、近位ネック７０と、形状記憶フィラメントおよび放射線
不透過性フィラメントを含む円筒状広口織物構造物７５を含んでいる。織物構造物７５は
、近位から遠位に半径方向外向きに拡張し、そして遠位端まで大径のままである。先端部
４０００は、拡張した状態では、少なくともＸ線下で「二重螺旋」のような二重正弦波形
状に交錯した２対の放射線不透過性フィラメント４０１１、４０１３および４０１５、１
０１７を含む。放射線不透過のパターンは、先端部４０００を備えた装置の操作者は、少
なくともＸ線下で先端部４０００を視覚化して識別することができる。いくつかの実施形
態では、二重の二重螺旋は、例えば、二重螺旋が少なくとも部分的に作成する谷とピーク
を先端部４０００の両側に含む。図８Ｊでは、螺旋の交点４０２５、４０３５、４０４５
、４０５５は、先端部４０００が血管造影測定目盛として機能することができるようにし
得る距離４０３０、４０４０、４０５０により実質的に均等に間隔を置いて配置されてい
る。例えば、距離４０３０、４０４０、４０５０は、操作者が血栓、動脈瘤の頸部、狭窄
の長さなどの長さを測定するのを補助することができる。いくつかの実施形態では、少な
くとも部分的に近位ネック７０に沿う点４０５５、４０６５間の距離４０６０は、先端部
４０００がそれを越えて展開されるべきでない近位ネック７０の識別子として機能し得る
、先端部４０００の大径部分の残りの二重の二重螺旋とは異なる寸法を有している。
【０４８０】
  図８Ｋは、図８Ｊの先端部４０００を形成するためのブレードキャリア機構４０８０の
構成例を示す概略図である。図８Ｋにおいて、濃色の網掛けをつけた半円は、形状記憶フ
ィラメント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、ハッ
チングを施した網掛けをつけた半円は、放射線不透過性フィラメント１５６を含むスプー
ル１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、白抜きの半円は、スプール１５４ま
たはフィラメント１５６を持たないスピンドルを示している。図８Ｋに示す構成では、ス
ピンドル２ｉ、４ｏ、５ｉ、７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１３ｏ、１４ｉ、１６ｏ、１
７ｉ、１９ｏ、２０ｉ、２２ｏ、２３ｉ、２５ｏ、２６ｉ、２８ｏ、２９ｉ、３１ｏ、３
２ｉ、３４ｏ、３８ｉ、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４ｉ、４６ｏ、４７ｉ、４９ｏ、５
０ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５ｏ、５６ｉ、５８ｏ、５９ｉ、６１ｏ、６２ｉ、６４ｏ、６
５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏは、形状記憶材料（例えば、４８本のフィラメント１５６
のうちの４４本が形状記憶材料を含む）を含むスプール１５４を含み、スピンドル１ｏ、
３５ｉ、３７ｏ、７１ｉは、放射線不透過性材料（例えば、４８本のフィラメント１５６
のうちの４本が放射線不透過性材料を含む）を含むスプール１５４を含み、残りのスピン
ドルは空である。図８Ｋに示す編組搬送機構４０８０の設定は、図８Ｊに関連して説明し
た放射線不透過性のパターン、例えば、二重正弦波または二重の二重螺旋パターンの対を
生成することができる。４８のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキ
ャリアブレーダー１５０のいくつかの例が、本明細書中に提供されるが、キャリアブレー
ダー１５０のいくつかの実施形態は、上記の値に従って６～１４４のスピンドル１５３ま
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たは個別のキャリア１５５、および／または６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、
８４、９６、１２０、１４４等のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有する
キャリアブレーダー１５０を含んでいてもよく、放射線不透過性フィラメントの数および
配置は、例示の編組搬送機構４０８０の設定で提供されるままであってよい。
【０４８１】
  図８Ｌは、図８Ｊの先端部４０００の複数の放射線不透過性フィラメントの例を示すＸ
線写真であり、放射線不透過性フィラメント４０１１、４０１３、４０１５、４０１７は
、二重の二重螺旋または４つの正弦波を形成し、それらの対は約１８０°ずれており、各
対の正弦波は互いに約７．５°ずれている。いくつかの実施形態では、先端部４０００の
放射線不透過性フィラメント４０１１、４０１３、４０１５、４０１７の交差は、大まか
な測定ガイドとして使用することができる。例えば、図８ｌでは、螺旋交点間の間隔は約
２ｍｍであり、これは、血管造影測定目盛として機能することができる。例えば、先端部
４０００は、血栓、動脈瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定するのを助けることがで
きる。
【０４８２】
  図８Ｍは、血管治療装置の先端部４１００のさらに他の例示的な実施形態の模式的な側
面図であり、例えば、Ｘ線下での放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す。先端
部４１００は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００であってもよい。先端
部４１００は、拡張した状態で、近位ネック７０と、形状記憶フィラメントおよび放射線
不透過性フィラメントを含む円筒状広口織物構造物７５を含んでいる。織物構造物７５は
、近位から遠位に半径方向外向きに拡張し、そして遠位端まで大径のままである。先端部
４１００は、拡張した状態において、少なくともＸ線下で「補強二重螺旋」のような一対
のトリプル正弦波形状に交錯した放射線不透過性フィラメント４１１１、４１１３、４１
１５および４１１７、４１１９、４１２１の２つのトリオを備える。放射線不透過のパタ
ーンにより、先端部４１００を備えた装置の操作者は、少なくともＸ線下で先端部４１０
０を視覚化して識別することができる。いくつかの実施形態では、補強二重螺旋は、例え
ば、補強二重螺旋が少なくとも部分的に作成する谷とピークを先端部４１００の両側に含
む。図８Ｍでは、補強二重螺旋に沿った交点４１２５、４１３５、４１４５は、先端部４
１００が血管造影測定目盛として機能することができるようにし得る距離４１３０、４１
４０、４１５０により実質的に均等に間隔を置いて配置されている。例えば、距離４１３
０、４１４０、４１５０は、操作者が血栓、動脈瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定
するのを補助することができる。いくつかの実施形態では、近位ネック７０に少なくとも
部分的に沿う点４１５５、４１６５間の距離４１６０は、先端部４１００がそれを越えて
展開されるべきでない近位ネック７０の識別子として機能し得る、先端部４１００の大径
部分の残りの補強二重螺旋とは異なる寸法を有している。
【０４８３】
  図８Ｎは、図８の先端部４１００を形成するためのブレードキャリア機構４１８０の構
成例を示す概略図である。図８Ｎでは、濃色の網掛けをつけた半円は、形状記憶フィラメ
ント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、ハッチング
を施した網掛けをつけた半円は、放射線不透過性フィラメント１５６を含むスプール１５
４を含む個々のキャリア１５５を示しており、白抜きの半円は、スプール１５４またはフ
ィラメント１５６を持たないスピンドルを示している。図８Ｎに示す構成では、スピンド
ル４ｏ、５ｉ、７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１３ｏ、１４ｉ、１６ｏ、１７ｉ、１９ｏ
、２０ｉ、２２ｏ、２３ｉ、２５ｏ、２６ｉ、２８ｏ、２９ｉ、３１ｏ、３２ｉ、３４ｏ
、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４ｉ、４６ｏ、４７ｉ、４９ｏ、５０ｉ、５２ｏ、５３ｉ
、５５ｏ、５６ｉ、５８ｏ、５９ｉ、６１ｏ、６２ｉ、６４ｏ、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ
、７０ｏは、形状記憶材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうちの４２本が形状
記憶材料を含む）を含むスプール１５４を含み、スピンドル１ｏ、３ｉ、３５ｉ、３７ｏ
、３９ｉ、７１ｉは、放射線不透過性材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうち
の６本が放射線不透過性材料を含む）を含むスプール１５４を含み、残りのスピンドルは
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空である。図８Ｎに示す編組搬送機構４１８０の設定は、図８Ｍに関して説明した放射線
不透過性のパターン、例えば、３重正弦波または補強二重螺旋パターンの対を生成するこ
とができる。４８のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレ
ーダー１５０のいくつかの例が、本明細書中に提供されるが、キャリアブレーダー１５０
のいくつかの実施形態は、上記の値に従って６～１４４のスピンドル１５３または個別の
キャリア１５５、および／または６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６
、１２０、１４４等のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブ
レーダー１５０を含んでいてもよく、放射線不透過性フィラメントの数および配置は、例
示の編組搬送機構４１８０の設定で提供されるままであってよい。
【０４８４】
  図８Ｏは、図８Ｍの先端部４１００の複数の放射線不透過性フィラメントを例示する模
式的斜視図である。先端部４１００は、マンドレル上に複数の形状記憶フィラメントと複
数の放射線不透過性フィラメントを含み、放射線不透過性フィラメントは、補強二重螺旋
を形成するか、放射線不透過性フィラメントは、正弦波トリオの対を形成し、そのうちの
１つは、放射線不透過性フィラメント４１１１、４１１３、４１１５を含む。トリオは約
１８０°だけオフセットされており、各トリオの正弦波は互いに約７．５°だけずれてい
る。いくつかの実施形態では、先端部４１００の放射線不透過性フィラメントの交差は、
大まかな測定ガイドとして使用することができる。例えば、図８Ｏにおいて、螺旋交点の
交差部間の間隔は、約２ｍｍであり、これは、血管造影測定目盛として役立つことができ
る。例えば、先端部４１００は、血栓は、動脈瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定す
るのを助けることができる。
【０４８５】
  図８Ｐは、血管治療装置の先端部４２００、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００のさらに他の例示的な実施形態の概略側面図である。先端部４２００は
、拡張した状態で、近位ネック７０と、形状記憶フィラメントおよび放射線不透過性フィ
ラメントを含む円筒状広口織物構造物７５を含んでいる。織物構造物７５は、近位から遠
位に半径方向外向きに拡張し、そして遠位端まで大径のままである。先端部４２００は、
少なくともＸ線下で「３相螺旋」のような３つの正弦波を形成する３本の放射線不透過性
フィラメント４２１１、４２１２、４２１３を含む。図８Ｑは、例えば、Ｘ線下での図８
Ｐの先端部４２００の放射線不透過性フィラメント４２１１、４２１２、４２１３の拡大
図である。図８Ｑは、フィラメント４２１１、４２１２、４２１３の区別を容易にするた
めに実線でフィラメント４２１１を、破線でフィラメント４２１２を、二点鎖線でフィラ
メント４２１３を示している。いくつかの実施形態では、第１の放射線不透過性フィラメ
ント４２１１は、Ａ相を有する正弦波を形成し、第２の放射線不透過性フィラメント４２
１２は、Ｂ相を有する正弦波を形成し、第３の放射線不透過性フィラメント４２１３は、
Ｃ相を有する正弦波を形成する。一部の実施形態では、３相の螺旋は、３つの正弦波が少
なくとも部分的に作成する谷とピークを先端部４２００の両側に含む。
【０４８６】
  正弦波上の２つの同様に配置された点間の距離（例えば、正弦波と先端部の長さ方向中
心軸との第１の交点と、ピークおよびトラフを形成した後に、正弦波と長さ方向中心軸と
の次の交差点、正弦波の第１のピークと、前記正弦波の次のピークとの間の距離、正弦波
の最初の谷と正弦波の次の谷との間の距離など）は、ピッチまたは周期、または正弦波の
波長またはサイクルと呼ばれる。３相正弦波を含む実施例は、３つのピッチを含む：放射
線不透過性フィラメント４２１１によって形成された正弦波は、ピッチ４２２１を有し、
放射線不透過性フィラメント４２１２により形成された正弦波は、ピッチ４２２２を有し
、放射線不透過性フィラメント４２１３によって形成された正弦波は、ピッチ４２２３を
有する。図８Ｐは、各正弦波の下側ピーク間の距離であるピッチ４２２１、４２２２、４
２２３を示し、図８Ｑは、各正弦波の上側ピーク間の距離であるピッチ４２２１、４２２
２を示している。図８Ｐおよび８Ｑに示す実施形態では、正弦波は、異なる寸法（例えば
、ピッチ）を有してもよいが、放射線不透過性フィラメント４２１１、４２１２、４２１
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３によって形成された正弦波のピッチは、近位ネック７０付近を除いて、実質的に均一な
寸法（例えば、ピッチ）を有する。
【０４８７】
  いくつかの実施形態では、３相の螺旋の隣接する放射線不透過性フィラメントの別の谷
またはピークと、放射線不透過性フィラメント４２１１、４２１２、４２１３のそれぞれ
の谷またはピークとの間の距離は、位相変化と呼ばれている。図８Ｐでは、位相Ａは、位
相Ｂから約７．５°オフセットしており（距離４２３１で示す）、Ｂ相は位相Ｃから約７
．５°オフセットしており（距離４２３２で示す）、Ａ相は、Ｃ相から約１５°オフセッ
トしている（距離４２３３で示す）。図８Ｐは、各正弦波の上側ピーク間の距離として位
相変化４２３１、４２３２、４２３３を示し、図８Ｑは、各正弦波の上側ピークに続いて
中心間距離として位相変化４２３１、４２３２、４２３３を示している。放射線不透過の
パターンにより、遠位部４２００を備えた装置の操作者は、少なくともＸ線下で先端部４
２００を視覚化して識別することができる。図８Ｐおよび８Ｑにおいて、３相の螺旋に沿
った交点は、実質的にその距離４２４１またはその倍数（例えば、距離４２４３は、３つ
の交点間の距離であり、図８Ｓの距離４２４２が２つの交点間の距離であるなど）で均等
に間隔を置いて配置され、これにより、先端部４２００は、血管造影測定目盛として機能
することができる。例えば、距離４２４１、４２４２、４２４３は、操作者が血栓、動脈
瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定するのを補助することができる。いくつかの実施
形態では、近位ネック７０近傍の３相の螺旋に少なくとも部分的に沿う交点間の距離は、
先端部の大径部４２００は、先端部４２００がそれを越えて展開されるべきでない近位ネ
ック７０の識別子として機能し得る、先端部４２００の大径部分の残りの３相の螺旋とは
異なる寸法を有している。
【０４８８】
  図８Ｒは、図８Ｐの先端部４２００の編組搬送機構４２８０の構成例を示す概略図であ
る。図８Ｒでは、濃色の網掛けをつけた半円は、形状記憶フィラメント１５６を含むスプ
ール１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、ハッチングを施した網掛けをつけ
た半円は、放射線不透過性フィラメント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリ
ア１５５を示しており、白抜きの半円は、スプール１５４またはフィラメント１５６を持
たないスピンドルを示している。図８Ｒに示す構成では、スピンドル２ｉ、４ｏ、５ｉ、
７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１３ｏ、１４ｉ、１６ｏ、１７ｉ、１９ｏ、２０ｉ、２２
ｏ、２３ｉ、２６ｉ、２８ｏ、２９ｉ、３１ｏ、３２ｉ、３４ｏ、３５ｉ、３７ｏ、４０
ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４ｉ、４６ｏ、４７ｉ、５０ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５ｏ、５６
ｉ、５８ｏ、５９ｉ、６１ｏ、６２ｉ、６４ｏ、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏ、７１
ｉは、形状記憶材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうちの４５本が形状記憶材
料を含む）を含むスプール１５４を含み、スピンドル１ｏ、２５ｏ、４９ｏは、放射線不
透過性材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうち３本が放射線不透過性材料を含
む）を含むスプール１５４を含み、残りのスピンドルは空である。図８Ｑに示す編組搬送
機構４２８０の設定は図８Ｐに関連して説明した放射線不透過性のパターン、例えば、３
つの位相変化した正弦波や３相の螺旋パターンを生成することができる。４８のスピンド
ル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０のいくつかの例
が、本明細書中に提供されるが、キャリアブレーダー１５０のいくつかの実施形態は、上
記の値に従って６～１４４のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５、および／ま
たは６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１２０、１４４等のスピン
ドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０を含んでいて
もよく、放射線不透過性フィラメントの数および配置は、例示の編組搬送機構４２８０の
設定で提供されるままであってよい。
【０４８９】
  図８Ｓは、図８Ｐの先端部４２００の複数の放射線不透過性フィラメント４２１１、４
２１２、４２１３の一例を説明するためのＸ線写真であり、放射線不透過性フィラメント
４２１１、４２１２、４２１３は、３相螺旋を形成し、放射線不透過性フィラメントは、
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約１２０°ずれた３つの正弦波を形成する。いくつかの実施形態では、先端部４２００の
放射線不透過性フィラメント４２１１、４２１２、４２１３の交差部または交点は、大ま
かな測定ガイドとして使用することができる。例えば、図８Ｓでは、３個の交点間の距離
４２４２は約１ｍｍであり、これにより、先端部４２００を、血管造影測定目盛として機
能させることができる。例えば、距離４２４２は、操作者が血栓、動脈瘤の頸部、狭窄の
長さなどの長さを測定することができる。その他の距離を使用することも可能である（例
えば、２交点（例えば、図８Ｐに示すように）間の距離４２４１、４交点（例えば、図８
Ｐに示すように）間の距離４２４３、１つまたは複数の正弦波（例えば、ピーク、谷など
）の同様の部分間の距離、等）。
【０４９０】
  図８Ｔ－１は放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す、例えば、Ｘ線下での血
管治療装置の先端部４３００のさらに他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。先
端部４３００は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００であってもよい。先
端部４３００は、拡張した状態で、近位ネック７０と、形状記憶フィラメントおよび放射
線不透過性フィラメントを含む円筒広口織物構造物を含む。織物構造物７５は、近位から
遠位に半径方向外向きに拡張し、そして遠位端まで大径のままである。図８Ｔ－１も筒広
口織物構造物の例示的な寸法４３５０（例えば、直径）を図示し、放射線不透過性フィラ
メント（例えば、振幅が２倍、または半径が振幅（例えば、長手軸４３４０から測定され
るような）と等しい）によって生成された正弦波の振幅に相当する。
【０４９１】
  図８Ｔ－２は放射線不透過性フィラメント４３１１、４３１２、４３１３のパターン例
を示す、例えば、Ｘ線下での血管治療装置の先端部４３７０の他の例示的な実施形態の模
式的な側面図である。先端部４３７０は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１
００であってもよい。図８Ｔ－２において、先端部４３７０は、例えば、図２Ｂの先端部
１１００と同様の複数の織りバルブ、織りネック部、近位ネック７０、および遠位ネック
先端６５で構成されている。
【０４９２】
  先端部４３００、４３７０は、拡張した状態で、少なくともＸ線下で、３相の螺旋状に
交錯した放射線不透過性フィラメント４３１１、４３１２、４３１３を含む。フィラメン
ト４３１１、４３１２、４３１３のうちの１つまたは複数は、第２の放射線不透過性のフ
ィラメントで補強されていてもよく（例えば、フィラメント４３１１）、図８Ｔ－３に関
連して本明細書で説明するように、先端部４３００、４３７０は、非補強（例えば、フィ
ラメント４３１２、４３１３）の追加の放射線不透過性フィラメントを含んでいてもよい
。放射線不透過のパターンにより、先端部４３００、４３７０を備えた装置の操作者は、
少なくともＸ線下で先端部４３７０を視覚化して識別することができる。いくつかの実施
形態では、３相の螺旋は、例えば、一対の３相の螺旋が少なくとも部分的に作成する谷と
ピークを先端部４３００、４３７０の両側に含む。図８Ｔ－１において、三重螺旋に沿っ
た正弦波の頂点間の間隔や位相差は、実質的に均等に間隔を置いて配置され、これにより
、先端部４３００は、血管造影測定目盛として機能することができる。例えば、異なる正
弦波の頂点間の距離４３３１、４３３２、４３３５および／または同じ正弦波の頂点間の
距離４３２１、４３２２、４３２３（例えば、正弦波のピッチ）は、操作者が血栓、動脈
瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定するのに役立つことができる。図８Ｔ－１および
８Ｔ－２において、三重螺旋に沿った交点が実質的に均等に間隔を置いて配置され、これ
により、先端部４３００、４３７０は、血管造影測定目盛として機能することができる。
例えば、交点間の距離は、操作者が血栓、動脈瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定す
るのに役立つことができる。いくつかの実施形態では、少なくとも部分的に近位ネック７
０に沿った、遠位ネック６５に沿った、および／またはバルブに沿った距離が、先端部４
３００の残りの対になった３重螺旋とは異なる寸法を有しており、これは、先端部４３０
０、４３７０がそれを越えて展開されるべきでない近位ネック７０、遠位ネック６５、お
よび／またはバルブの識別子としての役割を果たす。
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【０４９３】
  図８Ｔ－３は、図８Ｔ－１および８Ｔ－２の先端部４３００、４３７０のブレードキャ
リア機構４３８０の構成例を示す概略図である。図８Ｔ－３において、濃色の網掛けをつ
けた半円は、形状記憶フィラメント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリア１
５５を示し、ハッチングを施した網掛けをつけた半円は、放射線不透過性フィラメント１
５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、白抜きの半円は、
スプール１５４またはフィラメント１５６を持たないスピンドルを示している。図８Ｔ－
２に示す構成では、スピンドル４ｏ、５ｉ、７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１４ｉ、１６
ｏ、１７ｉ、１９ｏ、２０ｉ、２２ｏ、２３ｉ、２８ｏ、２９ｉ、３１ｏ、３２ｉ、３４
ｏ、３５ｉ、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４ｉ、４６ｏ、４７ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５
ｏ、５６ｉ、５８ｏ、５９ｉ、６２ｉ、６４ｏ、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏ、７１
ｉは、形状記憶材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうちの３９本が形状記憶材
料を含む）を含むスプール１５４を含み、スピンドル１ｏ、２ｉ、１３ｏ、２５ｏ、２６
、３７ｏ、４９ｏ、５０ｉ６１ｏは、放射線不透過性材料（例えば、４８本のフィラメン
ト１５６のうち９本が放射線不透過性材料を含む）を含むスプール１５４を含み、残りの
スピンドルは空である。図８Ｔ－４に示される編組搬送機構４３８０設備は、図８Ｔ－１
および８Ｔ－２に関連して説明した放射線不透過性のパターン、例えば、補強された３相
の螺旋（各放射線不透過性フィラメント対１ｏ／２ｉ、２５ｏ／２６ｉ、４９ｏ／５０ｉ
によって形成された正弦波を含む）および非補強状態の３相螺旋（それぞれ単一の放射線
不透過性フィラメント１３ｏ、３７ｏ、６１ｏによって形成された正弦波を含む）または
補強された３相螺旋を生成することができる。４８のスピンドル１５３または個別のキャ
リア１５５を有するキャリアブレーダー１５０のいくつかの例は、本明細書中に提供され
るが、キャリアブレーダー１５０のいくつかの実施形態は、上記の値に従って６～１４４
のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５、および／または６、１２、２４、３６
、４８、６０、７２、８４、９６、１２０、１４４等のスピンドル１５３または個別のキ
ャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０を含んでいてもよく、放射線不透過性フ
ィラメントの数および配置は、例示の編組搬送機構４３８０の設定で提供されるままであ
ってよい。異なるウェイトもまた可能である。例えば、補強された３相の螺旋は、相毎に
３個以上の放射線不透過性フィラメントを含んでいてもよい。他の例では、非補強３相螺
旋は、例えば、その一対の３相の螺旋における補強された３相の螺旋が、後者の方が相対
的に補強されるように１波当たりにより多くのフィラメントを有している限り、相ごとに
２つ以上の放射線不透過性フィラメントを含むことができる。
【０４９４】
  図８Ｔ－４は、図８Ｔ－２の先端部４３７０の放射線不透過性の複数のフィラメントの
一例を示すＸ線写真である。先端部４３７０は、近位ネック７０と遠位ネック６５を含ん
でおり、放射線不透過性フィラメントが補強された３相の螺旋を形成している複数の放射
線不透過性フィラメントを含む。いくつかの実施形態では、先端部４３７００の放射線不
透過性フィラメント４３１１、４３１２、４３１３、４３１４、４３１５の交差は、血管
造影測定目盛として機能することができる。例えば、交差点間の距離は、先端部４３７０
を備えた装置の操作者が、血栓、動脈瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定するために
役立つことができる。他の特徴も用いることができる。例えば、図８Ｔ－４において、一
対の三重螺旋により測定可能なバルブの幅は約２ｍｍである。
【０４９５】
  図８Ｕは、放射線不透過性フィラメントの、例えば、Ｘ線下でのパターン例を示す血管
治療装置の先端部４３９０の他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。先端部４３
９０は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００であってもよい。先端部４３
９０は、拡張した状態で、近位ネック７０と、形状記憶フィラメントおよび放射線不透過
性フィラメントを含む円筒広口織物構造物を含む。織物構造物７５は、近位から遠位に半
径方向外向きに拡張し、そして遠位端まで大径のままである。
【０４９６】
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  先端部４３９０は、拡張した状態で、少なくともＸ線下で一対の３相の螺旋状に織り交
ぜられる放射線不透過性フィラメント４３１１、４３１２、４３１３を含んでいる。フィ
ラメント４３１１、４３１２、４３１３は、第２の放射線不透過性のフィラメントで補強
されてもよく、さらに先端部４３９０は、補強されていない付加的な放射線不透過性フィ
ラメントを含んでいてもよい。放射線不透過のパターンは、少なくともＸ線下で、先端部
４３９０を含む装置の操作者が、先端部４３９０を可視化し識別することを可能にするこ
とができる。いくつかの実施形態では、一対の３相の螺旋は、一対の３相の螺旋が少なく
とも部分的に作成する谷とピークを先端部４３９０の両側に含む。一対の３相螺旋は、各
補強フィラメントのピッチ（例えば、フィラメント４３１１により生成された正弦波のピ
ッチ４３２１、フィラメント４３１２によって生成された正弦波のピッチ４３２２、およ
びフィラメント４３１３によって生成された正弦波のピッチ４３２３）、および各々非補
強フィラメントのピッチ（例えば、フィラメント４３１４により生成された正弦波のピッ
チ４３４１、フィラメント４３１５によって生成された正弦波のピッチ４３４２と、フィ
ラメント４３１６によって生成された正弦波のピッチ４３４３）を備える。図８Ｕにおい
て、一対の三重螺旋に沿った交点が実質的に均等に間隔を置いて配置され、これにより、
先端部４３９０は、血管造影測定目盛として機能することができる。例えば、交点間の距
離は、操作者が血栓、動脈瘤の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定するのに役立つことが
できる。いくつかの実施形態では、少なくとも部分的に近位ネック７０に沿った、遠位ネ
ック６５に沿った、および／またはバルブに沿った距離が、先端部４３８０の残りの一対
の三重螺旋の寸法とは異なり、これは、先端部４３９０がそれを越えて展開されるべきで
はない近位ネック７０、遠位ネック６５、および／またはバルブの識別子としての役割を
果たす。
【０４９７】
  図８Ｖは、図８Ｕの先端部４３９０の編組搬送機構４３８５の構成例を示す概略図であ
る。図８ｕにおいて、濃色の網掛けをつけた半円は、形状記憶フィラメント１５６を含む
スプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、ハッチングを施した網掛けを
つけた半円は、放射線不透過性フィラメント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキ
ャリア１５５を示しており、白抜きの半円は、スプール１５４またはフィラメント１５６
を持たないスピンドルを示している。図８Ｕの構成においては、スピンドル４ｏ、５ｉ、
７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１４ｉ、１６ｏ、１７ｉ、１９ｏ、２０ｉ、２２ｏ、２３
ｉ、２８ｏ、２９ｉ、３１ｏ、３２ｉ、３４ｏ、３５ｉ、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４
ｉ、４６ｏ、４７ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５ｏ、５６ｉ、５８ｏ、５９ｉ、６２ｉ、６４
ｏ、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏ、７１ｉは、形状記憶材料（例えば、４８本のフィ
ラメント１５６のうちの３９本が形状記憶材料を含む）を含むスプール１５４を含み、ス
ピンドル１ｏ、２ｉ、１３ｏ、２５ｏ、２６、３７ｏ、４９ｏ、５０ｉ、６１ｏは、放射
線不透過性材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうち９本が放射線不透過性材料
を含む）を含むスプール１５４を含み、残りのスピンドルは空である。図８Ｖに示す編組
搬送機構４３８５の設定は、図８Ｕに関連して説明した放射線不透過性のパターン、例え
ば、補強された３相の螺旋（各放射線不透過性フィラメント対１ｏ／２ｉ、２５ｏ／２６
ｉ、４９ｏ／５０ｉによって形成された正弦波を含む）および非補強３相螺旋（それぞれ
単一の放射線不透過性フィラメント１３ｏ、３７ｏ、６１ｏによって形成された正弦波を
含む）または補強された３相螺旋を生成することができる。４８のスピンドル１５３また
は個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０のいくつかの例は、本明細書
中に提供されるが、キャリアブレーダー１５０のいくつかの実施形態は、上記の値に従っ
て６～１４４のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５、および／または６、１２
、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１２０、１４４等のスピンドル１５３ま
たは個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０を含んでいてもよく、放射
線不透過性フィラメントの数および配置は、例示の編組搬送機構４３８０の設定で提供さ
れるままであってよい。異なるウェイトもまた可能である。例えば、補強された３相の螺
旋は、相毎に３個以上の放射線不透過性フィラメントを含んでいてもよい。他の例では、
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非補強３相螺旋は、例えば、その一対の３相の螺旋における補強された３相の螺旋が、後
者の方が相対的に補強されるように１波当たりにより多くのフィラメントを有している限
り、相ごとに２つ以上の放射線不透過性フィラメントを含むことができる。
【０４９８】
  図８Ｗは、補強された三重螺旋および非補強状態の三重螺旋を含む一対の３相の螺旋を
示している。補強三重螺旋は、２つの放射線不透過性フィラメント４３１１によって形成
された第１の正弦波、２つの放射線不透過性フィラメント４３１２によって形成された第
２の正弦波、および２つの放射線不透過性フィラメント４３１３によって形成された第３
の正弦波を含む。非補強３相螺旋は、放射線不透過性フィラメント４３１４により形成さ
れた第１の正弦波、放射線不透過性フィラメント４３１５に形成された第２の正弦波、お
よび放射線不透過性フィラメント４３１６によって形成された第３の正弦波を含む。いく
つかの実施形態では、補強された３相の螺旋内の各正弦波が、補強された３相の螺旋内の
隣接する正弦波から約１２０°ずれており、非補強３相螺旋内の各正弦波は、非補強３相
螺旋内の隣接する正弦波から約１２０°ずれている。
【０４９９】
  図８Ｘは、放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す、例えば、Ｘ線下での血管
治療装置の先端部４６００のさらに他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。先端
部４６００は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００であってもよい。先端
部４６００は、長手軸４６４０に沿って織球状のバルブ４６１７、４６１９、織りネック
部４６３１、近位ネック７０および遠位ネック部６５を備える。先端部４６００は、比較
的低い編み込み角度セグメント４６１１、４６１５を備える。いくつかの実施形態では、
セグメント４６１１、４６１５は、約０°～約９０°（例えば、約１７°、約２２°、約
４５°など）の範囲の編組角を有している。下部編角セグメントは一般的に低いＰＰＩを
有し、比較的高い多孔率を有する傾向がある。より低いＰＰＩは、より大きい孔径を生じ
得、これは、血栓、動脈瘤、または動静脈管腔などの血管奇形に隣接する貫通血管または
小血管内に十分な流れを可能にする可能性があり、これは、これらの小さいが重要な血管
における流れを維持することができる。先端部４６００は、さらに、比較的高い編角セグ
メント４６１３を含む。いくつかの実施形態では、セグメント４６１３は、約９１°～約
１８０°の範囲（例えば、約１１１°、約１１２°、約１５１°等）の編組角を有する。
高い編角セグメントは一般に高いＰＰＩを有し、比較的低い多孔率を有する傾向がある。
高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流
れを低減でき、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができる。
【０５００】
  図８Ａを再び参照すると、少なくとも２つの変数を変更して、多孔率に影響を与えるこ
とができる。（１）マンドレル１６２に沿って垂直方向１６４に縦リングまたはプラー１
６１の動きの速度に対して水平方向１６６にホーンギヤ１５２の回転のために円形ホーン
ギヤ１５２の回転速度を変化させる能力、（２）上下プラー１６１の移動を開始または停
止させる能力、および、一旦停止されると、スプール１５４を並べ替えて１つのスピンド
ル１５３から別のスピンドルにフィラメントを再配置する能力（「スタート・ストップ」
）。これらの変数の１つまたは両方の変化は、例えば、編組角および多孔率に直接影響を
及ぼすことができる。円形ホーンギヤ１５２の水平方向の回転速度Ｓｈが、プラー１６１
の垂直方向の動きの速度Ｓｖよりも速く、ホーンギヤ比（Ｓｈ／Ｓｖ）が１．０よりも大
きい、いくつかの実施形態では、高い編角と相対的に低い多孔率を得ることができる。円
形ホーンギヤ１５２の水平方向の回転速度Ｓｈが、プラー１６１の垂直方向の動きの速度
Ｓｙよりも遅く、ホーンギヤ比（Ｓｈ／Ｓｖ）が１．０より小さい、いくつかの実施形態
では、低い編み込み角度と比較的高い多孔率を得ることができる。
【０５０１】
  いくつかの実施形態では、先端部４６００の放射線不透過性フィラメントの交差部は、
先端部４６００を展開するために、ガイドとして使用することができる。例えば、「周方
向非対称」の放射線不透過性パターンが、高い編組角を含む対称パターンを観察すること
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により、低編組角を含む非対称パターンの観察およびネック部の展開によって織りバルブ
の展開を理解するために、視覚的ガイドとして機能することができる。
【０５０２】
  図８Ｙは、「周方向非対称螺旋」のパターンを示す図８Ｘの先端部４６００の編組搬送
機構４６８０の構成例を示す概略図である。図８Ｙでは、濃色の網掛けをつけた半円は、
形状記憶フィラメント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示して
おり、ハッチングを施した網掛けをつけた半円は、放射線不透過性フィラメント１５６を
含むスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示しており、白抜きの半円は、スプー
ル１５４またはフィラメント１５６を持たないスピンドルを示している。図８Ｙに示す構
成では、スピンドル４ｏ、５ｉ、７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１３ｏ、１４ｉ、１６ｏ
、１７ｉ、１９ｏ、２０ｉ、２２ｏ、２３ｉ、２８ｏ、２９ｉ、３１ｏ、３２ｉ、３４ｏ
、３５ｉ、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４ｉ、４６ｏ、４７ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５ｏ
、５６ｉ、５８ｏ、５９ｉ、６１ｏ、６２ｉ、６４ｏ、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏ
、７１ｉは、形状記憶材料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうちの３９本が形状
記憶材料を含む）を含むスプール１５４を含み、スピンドル１ｏ、２ｉ、２５ｏ、２６ｉ
、４９ｏ、５０ｉ、３１ｏ、３７ｏ、４３ｏは、放射線不透過性材料（例えば、４８本の
フィラメント１５６のうち９本が放射線不透過性材料を含む）を含むスプール１５４を含
み、残りのスピンドルは空である。図８Ｙに示す編組搬送機構の構成４６８０は、図８Ｘ
に関連して説明した放射線不透過性のパターン、例えば、補強された３相の螺旋と非補強
非対称３相螺旋を生成し、例えば、「周方向非対称」放射線不透過性パターンを形成する
ことができる。４８のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブ
レーダー１５０のいくつかの例は、本明細書中に提供されるが、キャリアブレーダー１５
０のいくつかの実施形態は、上記の値に従って６～１４４のスピンドル１５３または個別
のキャリア１５５、および／または６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９
６、１２０、１４４等のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリア
ブレーダー１５０を含むことができる。
【０５０３】
  いくつかの実施形態では、補強された３相の螺旋内の各正弦波は３相の螺旋内の隣接す
る正弦波から約１２０°ずれており、非補強３相螺旋内の各正弦波は、隣接する正弦波か
ら約３７．５°ずれている。補強された３相の螺旋は非補強３相螺旋から非対称にオフセ
ットしている。
【０５０４】
  図８Ｌ、８Ｓおよび８Ｔ－４は、それぞれ、先端部１００の一例および放射線不透過性
フィラメント間の間隔の大まかな、非限定的な寸法を提供するスケールを含む。いくつか
の実施形態では、先端部１００の放射線不透過性フィラメントの交差は、大まかな測定ガ
イドとして使用することができる。例えば、図８Ｓでは、２つの交差毎または２つの螺旋
の交点間の距離は約１ｍｍである。別の例として、図８Ｌでは、すべての１つの交差は約
２ｍｍである。容器内を半径方向に拡張した状態で、先端部１００は、完全な半径方向拡
張を達成することはできないので（例えば、容器の側壁によって制限される）、ガイドは
正確ではないが、例えば、展開長さ、血栓長さ、動脈瘤の頸部、狭窄長さなどについて近
似値を提供することができる。
【０５０５】
  螺旋の交点間の距離がほぼ均一（例えば、約５ｍｍ）である場合には、ユーザは、４個
までの交点を露出させると、先端部１００の約２０ｍｍ（４×５ｍｍ）が露出すると判断
することができる。螺旋の交点間の距離が可変である（例えば、先端部１００の遠位端に
近接して約５ｍｍ、および先端部１００の近位端に近接して約１０ｍｍで、その間に階段
状または中間距離が存在する）場合には、ユーザは、より広い距離の視覚化は、先端部１
００の近位端部の露出に近づいていると判断することができ、これは、例えば、長い凝固
を処置する（例えば、神経および／または末梢血管の長い血栓、重症虚血肢の処置など）
際に有用であり得、および／または、装置展開中に先端部１００の露出をいつ停止させる
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べきかの視覚的ガイドとして機能することができる。
【０５０６】
  例えば、二重螺旋または３相螺旋などの、放射線不透過性フィラメントのいくつかの構
成は、長さの近似のための参照および／または使用がより容易であり得る。いくつかの実
施形態では、二重螺旋は、先端部１００の周囲の一部の周りに集中した、約１の放射線不
透過性のストランド～約１２の放射線不透過性のストランドを含むことができる（例えば
、互いに隣接し、約５つ未満の非放射線不透過性フィラメント、約３つ未満の非放射線不
透過性フィラメント、約２つ未満の非放射線不透過性フィラメントだけ間隔を置いて配置
されている）。いくつかの実施形態では、二重螺旋は、約２本の放射線不透過性のストラ
ンド（例えば、各螺旋に１本のストランド）であり、約４本の放射線不透過性のストラン
ド（例えば、各螺旋に２本のストランド）、および／または、約６の放射線不透過性のス
トランド（例えば、各螺旋を補強するために３本のストランド）、約８の放射線不透過性
のストランド（例えば、各螺旋を補強するために４本のストランド）、約６０の放射線不
透過性のストランド（例えば、各螺旋を補強するために３０本のストランド）などを含む
ことができる単純な二重螺旋を含むことができる。二重螺旋は、例えば、先端部１００の
周囲に互いに隣接する放射線不透過性フィラメント１５６を含む少なくとも２つのスプー
ル１５４を入れることにより作成することができる。周方向の隣接性は、例えば、糸ホイ
ール１５２に非放射線不透過性フィラメントを間に持つことなく隣接するスピンドル１５
３またはスピンドル１５３に放射線不透過性フィラメント１５６を含むスプール１５４を
配置することによっても生じ得る。
【０５０７】
  いくつかの実施形態では、いくつかの実施形態において、３相螺旋は、約３の放射線不
透過性のストランドを含む簡単な３相螺旋を含むことができ、これは、約４の放射線不透
過性のストランドを含むことができる補強された３相螺旋（例えば、相１つを補強するた
めの２本のストランドおよび２つの相のそれぞれについて１本のストランド）および／ま
たは補強された３相の螺旋状を有する周螺旋（約９の放射線不透過性のストランド（例え
ば、３相螺旋を補強するための６本のストランドおよび非補強状態の３相の螺旋のための
３本のストランド）、約１２の放射線不透過性のストランド（例えば、３相螺旋を補強す
るための９本のストランド、および非補強状態の３相の螺旋のための３本のストランド）
、約１５本の放射線不透過性のストランド（例えば、３相螺旋を補強するための１２本の
ストランド、および非補強状態の３相の螺旋のための３本のストランド）、約６０本の放
射線不透過性のストランド（例えば、３相螺旋を補強する各螺旋を補強するための５４本
のストランド、および非補強状態の３相螺旋のための６本のストランド）等を含むことが
できる。いくつかの実施形態では、図８Ｕを参照すると、非補強３相螺旋中の放射線不透
過性フィラメントの数に対する、補強された３相螺旋中の放射線不透過性フィラメントの
数の比は、約２：１、約３：１、約４：１、約９：１などの比を含むことができる。
【０５０８】
  図８Ｚは、放射線不透過性フィラメント４５２０のパターン例を示す血管治療装置の先
端部４５００のさらに他の例示的な実施形態の概略拡大側面図である。先端部４５００は
、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００であってもよい。先端部４５００は
、拡張した状態では、形状記憶フィラメント（図示せず）および放射線不透過性フィラメ
ント４５２０を含む織物構造物を含む。先端部４５００は、長手軸４５４０に沿って、複
数のゾーン４５１０を含む。複数のゾーン４５１０は、第１のゾーン４５１１、第２のゾ
ーン４５１３、第３のゾーン４５１５を備える。第１のゾーン４５１１は、第２のゾーン
４５１３とは異なる編組角を備える。第２のゾーン４５１３は、第３のゾーン４５１５と
は異なる編組角を備える。図８Ｚに示す実施形態では、第１のゾーン４５１１は、第３の
ゾーン４５１５と同じ編組角を含むが、第１のゾーン４５１１は第３のゾーン４５１５と
は異なる編組角を含んでいてもよい。いくつかの実施形態では、放射線不透過性フィラメ
ント４５２０は、「周方向非対称螺旋」４５１０を形成する。
【０５０９】
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  再び図８Ａを参照すると、編組パラメータは、織物構造物１５８の所望の特性、例えば
、編組角、ＰＰＩ、細孔径、多孔率などを生成するために変更することができる。編角に
直接影響を与えるように変更することができる少なくとも２の変数がある。（１）水平方
向１６６のホーンギヤ１５２の完全な回転用のホーンギヤ１５２の回転数と、（２）垂直
方向１６４のマンドレル１６２に沿ったプラーまたはリング１６１の運動の速度。これら
の変数の１つまたは両方の変化は、例えば、編組角に直接影響を与えることができる。円
形ホーンギヤ１５２の水平方向（Ｓｈ）の回転速度が、プラー１６１の垂直方向（Ｓｖ）
の動きの速度よりも速く、ホーンギヤ比（Ｓｈ／Ｓｖ）が１．０よりも大きい、いくつか
の実施形態では、高い編角を得ることができる。円形ホーンギヤ１５２の水平方向の回転
の速度が、プラー１６１の垂直方向の動きの速度よりも遅く、ホーンギヤ比（Ｓｈ／Ｓｖ

）が１．０より小さい、いくつかの実施形態では、より低い編み込み角度を得ることがで
きる。再び図８Ｚを参照すると、先端部４５００の第１のゾーン４５１１は比較的低い編
み込み角度を有し、ホーンギヤ比が１．０未満であることを意味し、先端部４５００の第
２のゾーン４５１３は、比較的高い編角を有し、ホーンギヤ比が１．０よりも大きいこと
を意味い、先端部４５００の第３のゾーン４５１５は、比較的低い編み込み角度を有し、
ホーンギヤ比が１．０未満であることを意味する。
【０５１０】
  例えば、図８Ｇに示す編組搬送機構２８７０によって形成することができる放射線不透
過性パターンの単一の放射線不透過性フィラメント４５２０について示されているが、ホ
ーンギヤ比の変化は、任意の編組搬送機構の構成で複数の形状記憶および放射線不透過性
フィラメントの編組角を変更するのに使用できる（例えば、図８Ｂ、図８Ｉ、図８Ｋ、図
８Ｎ、図８Ｒ、図８Ｔ－３、図８Ｖ等に示す搬送機構の構成）。放射線不透過性フィラメ
ントを含む編組搬送機構の構成において、編角は、編まれている装置の長手方向長さに沿
って変化させてもよい。
【０５１１】
  図９Ａは、１または複数のフィラメント８３２０の例示的なパターンを示す血管治療装
置の先端部８３００の他の例示的な実施形態の一部を示す概略拡大側面図である。先端部
８３００は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００であってもよい。先端部
８３００は、拡張した状態では、形状記憶および／または放射線不透過性フィラメントを
含む織物構造物および複数のゾーン８３１０を含んでいる。本明細書に記載するように、
フィラメント（単数または複数）８３２０は、織布構造の一部であってもよい。いくつか
の実施形態では、複数のゾーン８３１０の少なくとも１つは、複数のゾーン８３１０のう
ちの他のゾーンの少なくとも１つとは異なる多孔率および／または細孔径を有する。図８
Ａを再び参照すると、少なくとも２変数を変更して、多孔率または細孔径のような編組パ
ラメータに直接影響を与えることができる。（１）垂直プラー１６１の移動を開始または
停止させる能力、および、一旦停止されると、スプール１５４を１つのスピンドル１５３
から別のスピンドル１５３に再配置する能力（「スタート・ストップ」）、および（２）
円形のホーンギヤ１５２の一部の回転速度を変化させる能力。いくつかの実施形態では、
垂直プラー１６１の移動が一時的に停止され、フィラメント１５６を含むスプール１５４
は、編組搬送機構１５２上でスピンドル１５３から別のスピンドル１５３に並びかえられ
、異なるパターン（例えば、図８Ｖに示すように対称なものから、図８Ｙに示すように非
対称なものまで）を形成する。編組搬送機構の配置を調整することは、編組軸のどちらの
側でも水平面内で細孔径を変化させることができる。いくつかの他の実施形態では、糸ホ
イール１５２の回転（例えば、１８０°、または糸ホイール１５２の西半球について）の
一部の円形ホーンギヤ１５２の回転速度は、糸ホイール１５２の回転の残りの部分（例え
ば、１８０°、または糸ホイール１５２の東半球について）と比較して異なっており、こ
れにより、長手軸の両側で垂直面内で細孔径および／または多孔度を変化させることがで
きる。
【０５１２】
  図９Ａでは、先端部８３００は第１のゾーン８３１１と、第２のゾーン８３１２と、第



(173) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

３のゾーン８３１５を含む。第２のゾーン８３１３は、第１のゾーン８３１１および第３
のゾーン８３１５よりも高い多孔度および／または大きい孔径を有している。いくつかの
実施形態では、第２のゾーンの多孔率および／または孔径は、編組工程中にスタート・ス
トップと、糸ホイール１５２の一部の回転のうちの少なくとも１つを調整することによっ
て変更することができる。いくつかの実施形態では、フィラメント８３２０は、螺旋が少
なくとも部分的に生成する谷とピークを先端部８３００の両側に含む螺旋を形成する。図
９Ｃでは、第１のゾーン８３１１および第３のゾーン８３１５は、比較的高いＰＰＩを有
し、第２のゾーン８３１３よりも多孔度が低い。高いＰＰＩは小さい細孔径を得ることが
でき、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流れを低減でき、これは動脈瘤または血管
奇形の血栓症に役立つことができる。第２のゾーン８３１３は、比較的低いＰＰＩを有し
、第１のゾーン８３１１および第３のゾーン８３１５よりも多孔度が高い。より低いＰＰ
Ｉは、より大きい孔径を生じ得、これは、血栓、動脈瘤、または動静脈管腔などの血管奇
形に隣接する貫通血管または小血管内に十分な流れを可能にする可能性があり、これは、
これらの小さいが重要な血管における流れを維持することができる。
【０５１３】
  図９Ｂは、図９Ａの先端部８３００を形成する実施形態の概略側面図である。図９Ｂは
、可変孔径を含む先端部８３００にパターンを編み込む編込装置またはキャリアブレーダ
ー１５０を示している。例えば、図８Ａに関して説明したように、編込装置１５０は、糸
ホイールまたは編組搬送機構または円形ホーンギヤ１５２および複数のスピンドル１５３
および個々のキャリア１５５を備える。スピンドル１５３は、円形ホーンギヤ１５２に設
けられたスティックである。スプール１５４は、スピンドル１５３上に嵌合し、それに巻
回されたフィラメント１５６を含む中空装置である。個々のキャリア１５５は、スピンド
ル１５３と、スピンドル１５３上のスプール１５４とを備える。スピンドル、スプール、
個々のキャリアは、文脈に応じて交換可能に使用され得る。個々のキャリア１５５は、互
いに織られて先端部８３００の織物構造物を形成する、フィラメント１５６を含むスプー
ル１５４を含む。各スピンドル対は、外側スピンドル５７１７と内側スピンドル５７１５
とを備える。フィラメント１５６は、長さ方向中心軸４８４０に沿ってマンドレル上で個
々のキャリア１５５からリングまたは垂直プラー１６１に延び、円形ホーンギヤ１５２を
回転させ、回転スピンドル１５３を回転させ、縦方向１６４に円形ホーンギヤ１５２から
リング１６１を引き抜くことによって長手方向中心軸線４８４０に沿ってマンドレル１６
０の周囲に編まれている。先端部８３００は、左傾斜フィラメント（例えば、長手軸４８
４０の左側に示されているフィラメント８３２０）、および右傾斜フィラメント（例えば
、縦軸４８４０の右に示されているフィラメント８３２０）を備える。いくつかの実施形
態では、左傾斜フィラメントは、円形ブレード機構または円形ホーンギヤ１５２の西半球
の個々のキャリア４８１５と相関し、右傾斜フィラメントは、円形ブレード機構または円
形ホーンギヤ１５２の東半球の個々のキャリア４８２５と相関する。４つのスピンドル１
５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０のいくつかの例は、
本明細書中に提供されるが、キャリアブレーダー１５０のいくつかの実施形態は、上記の
値に従って６～１４４のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５、および／または
６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１２０、１４４等のスピンドル
１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０を含むことができ
る。織物構造物８３００は、プリフォーム点１６０で織られるにつれて、織物構造物は、
矢印１６４の方向に進む。円形ホーンギヤ１５２は、長手軸４８４０を中心として水平面
内で矢印１６６の方向に回転し、スピンドル１５３は円形ホーン１５２内で回転して所望
の編組パターンを生成する。
【０５１４】
  図９Ｃは、図９Ａの先端部８３００を形成するためのブレードキャリア機構２６００の
構成を示し、可変孔径を作成するためのパターン例を示す模式図である。図９Ｃでは、濃
色の網掛けをつけた半円は、形状記憶フィラメント１５４を含むスプール１５４を含む個
々のキャリア１５５を示しており、ハッチングを施した網掛けをつけた半円は、放射線不
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透過性フィラメント１５６を含むスプール１５４を含む個々のキャリア１５５を示してお
り、白抜きの半円は、スプール１５４またはフィラメント１５６を持たないスピンドルを
示している。スピンドル１５３または個別のキャリア１５５のいくつかの例は、本明細書
中に提供されるが、スピンドル１５３は、形状記憶材料を含むスプール１５４と、放射線
不透過性材料を含むスプール１５４を含んでよく、空であってよく、対称または非対称の
パターンに配置されてよく、およびこれらの組合せなどであってよい。図９Ｃに示す構成
では、スピンドル１ｏ、２ｉ、４ｏ、５ｉ、７ｏ、８ｉ、１０ｏ、１１ｉ、１３ｏ、１４
ｉ、１６ｏ、１７ｉ、１９ｏ、２０ｉ、２２ｏ、２３ｉ、２５ｏ、２６ｉ、２８ｏ、２９
ｉ、３１ｏ、３２ｉ、３４ｏ、３５ｉ、３７ｏ、３８ｉ、４０ｏ、４１ｉ、４３ｏ、４４
ｉ、４６ｏ、４７ｉ、４９ｏ、５０ｉ、５２ｏ、５３ｉ、５５ｏ、５６ｉ、５８ｏ、５９
ｉ、６１ｏ、６２ｉ、６４ｏ、６５ｉ、６７ｏ、６８ｉ、７０ｏ、７１ｉは、形状記憶材
料（例えば、４８本のフィラメント１５６のうちの４８本が形状記憶材料を含む）を含む
スプール１５４を含み、残りのスピンドルは空である。４８のスピンドル１５３または個
別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５０のいくつかの例が、本明細書中に
提供されるが、キャリアブレーダー１５０のいくつかの実施形態は、上記の値に従って６
～１４４のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５、および／または６、１２、２
４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１２０、１４４等のスピンドル１５３または
個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１５２を含むことができる。
【０５１５】
  図９Ｄは、フィラメント１５６を含むスプール１５４を有するスピンドル１５３が、い
ずれもスピンドル対を形成するように、個々のキャリア１５５を並び替えた後に可変孔径
を作成するための別のパターン例を示す、図９Ａの先端部８３００を形成するためのブレ
ードキャリア機構２６００の別の例の構成を示す模式図であり、これにより空のスピンド
ル対の数と細孔径を増やすことができる。図９Ｄに示す構成では、スピンドル１ｏ、１ｉ
、４ｏ、４ｉ、７ｏ、７ｉ、１０ｏ、１０ｉ、１３ｏ、１３ｉ、１６ｏ、６ｉ、１９ｏ、
１９ｉ、２２ｏ、２２ｉ、２５ｏ、２５ｉ、２８ｏ、２８ｉ、３１ｏ、３１ｉ、３４ｏ、
３４ｉ、３７ｏ、３７ｉ、４０ｏ、４０ｉ、４３ｏ、４３ｉ、４６ｏ、４６ｉ、４９ｏ、
４９ｉ、５２ｏ、５２ｉ、５５ｏ、５５ｉ、５８ｏ、５８ｉ、６１ｏ、６１ｉ、６４ｏ、
６４ｉ、６７ｏ、６７ｉ、７０ｏ、７０ｉは、形状記憶材料（例えば、４８本のフィラメ
ント１５６のうちの４８本が形状記憶材料を含む）を含むスプール１５４を含み、残りの
スピンドルは空である。図９Ｅに示す構成と比較してスピンドル２ｉ上のスプール１５４
がスピンドル１ｉに移動し、スピンドル５ｉ上のスプール１５４がスピンドル４ｉに移動
し、スピンドル８ｉ上のスプール１５４がスピンドル７ｉに移動し、スピンドル１１ｉ上
のスプール１５４がスピンドル１０ｉに移動し、スピンドル１４ｉ上のスプール１５４が
スピンドル１３ｉに移動し、スピンドル１７ｉ上のスプール１５４がスピンドル１６ｉに
移動し、スピンドル２０ｉ上のスプール１５４がスピンドル１９ｉに移動し、スピンドル
２３ｉ上のスプール１５４がスピンドル２２ｉに移動し、スピンドル２６ｉ上のスプール
１５４がスピンドル２５ｉに移動し、スピンドル２９ｉ上のスプール１５４がスピンドル
２８ｉに移動し、スピンドル３２ｉ上のスプール１５４がスピンドル３１ｉに移動し、ス
ピンドル３５ｉ上のスプール１５４がスピンドル３４ｉに移動し、スピンドル３８ｉ上の
スプール１５４がスピンドル３７ｉに移動し、スピンドル４１ｉ上のスプール１５４がス
ピンドル４０ｉに移動し、スピンドル４４ｉ上のスプール１５４がスピンドル４３ｉに移
動し、スピンドル４７ｉ上のスプール１５４がスピンドル４６ｉに移動し、スピンドル５
０ｉ上のスプール１５４がスピンドル４９ｉに移動し、スピンドル５３ｉ上のスプール１
５４がスピンドル５２ｉに移動し、スピンドル５６ｉ上のスプール１５４がスピンドル５
５ｉに移動し、スピンドル５９ｉ上のスプール１５４がスピンドル５８ｉに移動し、スピ
ンドル６２ｉ上のスプール１５４がスピンドル６１ｉに移動し、スピンドル６５ｉ上のス
プール１５４がスピンドル６４ｉに移動し、スピンドル６８ｉ上のスプール１５４がスピ
ンドル６７ｉに移動し、スピンドル７１ｉ上のスプール１５４がスピンドル７０ｉに移動
している。４８のスピンドル１５３または個別のキャリア１５４を有するキャリアブレー
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ダー１５０のいくつかの例が、本明細書中に提供されるが、キャリアブレーダー１５０の
いくつかの実施形態は、上記の値に従って６～１４４のスピンドル１５３または個別のキ
ャリア１５５、および／または６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、
１２０、１４４等のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレ
ーダーを含んでもよく、フィラメント１５６を含むスプール１５４の数および配置は、図
９Ｄの例示の編組搬送機構２６００設定で提供されるままであってよい。
【０５１６】
  いくつかの実施形態では、例えば、図９Ｃに示す構成は、比較的高いＰＰＩおよび比較
的低い多孔率を有する、図９Ｂに示されるような、先端部８３００の編みパターン、例え
ば、先端部８３００の先端部８３１１を生じる可能性がある。先端部８３００の先端部８
３１１の編組の後に「スタート・ストップ」機能が起動し、一旦垂直プラーまたはリング
１６１が停止されて図９Ｄに示す構成でスピンドル１５３間にフィラメント１５６を含む
スプール１５４を並べ替えることができるようになると、さらなる編組は、比較的低いＰ
ＰＩおよび比較的高い多孔率を有する編みパターン、例えば、先端部８３００の中央セグ
メント８３１３を生じる可能性がある。再び先端部８３００の中央セグメント８３１３の
編組の後に「スタート・ストップ」機能が起動され、一旦垂直プラーまたはリング１６１
が停止されて図９Ｃに示される構成においてスピンドル１５３間にフィラメント１５６を
含むスプール１５４を再配置させることができるようになると、さらなる編組は、比較的
高いＰＰＩおよび比較的低い多孔率を有する編みパターン、例えば、先端部８３００の近
位セグメント８３１５を生じる可能性がある。
【０５１７】
  いくつかの実施形態では、図９Ｂおよび９Ｃに戻って参照すると、糸ホイールの１８０
度の回転のための円形ホーンギヤ１５２の回転速度、例えば、水平方向４８１７における
糸ホイール上の個々のキャリア４８１５の西半球の回転速度Ｓｈ－ｗは、糸ホイールの残
りの１８０度回転、例えば、水平方向４８２７における糸ホイールの個々のキャリア４８
２５の東半球の回転速度Ｓｈ－ｅと比較して異なっており、これにより縦軸４８４０の両
側の垂直面内で孔径を変化させることができる。
【０５１８】
  図９Ｃと図９Ｄに示した配置において、例えば、円形のホーンギヤ１５２の西半球の水
平方向４８１７における回転速度Ｓｈ－ｗが、プラー１６１の垂直方向の動きの速度Ｓｖ

よりも速いと、とホーンギヤ比（Ｓｈ－ｗ／Ｓｖ）は１．０より大きく、高い編角を得る
ことができる。例えば、高い編角セグメントは、約９１°から約１８０°の範囲の編組角
を有していてもよい（例えば、約１１１°、約１１２°、約１５１°など）。高い編角セ
グメントは一般に高いＰＰＩを有し、比較的低い多孔率を有する傾向がある。高いＰＰＩ
は小さい細孔径を得ることができ、動脈瘤または動静脈瘻等の血管奇形への流れを低減で
き、これは動脈瘤または血管奇形の血栓症に役立つことができる。
【０５１９】
  図９Ｃと図９Ｄに示した配置において、例えば、円形ホーンギヤ１５２の東半球の水平
方向４８２７における回転速度Ｓｈ－ｅが、プラー１６１の垂直方向の動きの速度Ｓｙよ
りも遅いと、ホーンギヤ比（Ｓｈ－ｅ／Ｓｖ）が１．０以下で、より低い編角を得ること
ができる。例えば、下部編角セグメントは、約０°から約９０°の範囲の編角を有してい
てもよい（例えば、約１７°、約２２°、約４５°等）。下部編角セグメントは一般的に
低いＰＰＩを有し、比較的高い多孔率を有する傾向がある。より低いＰＰＩは、より大き
い孔径を生じ得、これは、血栓、動脈瘤、または動静脈管腔などの血管奇形に隣接する貫
通血管または小血管内に十分な流れを可能にする可能性があり、これは、これらの小さい
が重要な血管における流れを維持することができる。
【０５２０】
  図９Ｅは、血管治療装置の先端部を形成するためのマンドレルの例示的な実施形態、例
えば、図７Ａの先端部１１０００、および／または図７Ｂの先端部１１１００の概略図で
ある。図９Ｆは、血管治療装置の先端部を形成するためのマンドレルの他の例示的な実施
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形態、例えば、図７Ａの先端部１１０００、および／または図７Ｂの先端部１１１００の
概略図である。図９Ｅおよび９Ｆに示された実施形態では、球状マンドレルは、血管治療
装置の先端部１００のいかなるＹ字状の構成に合わせてカスタマイズすることもできる。
【０５２１】
  図９Ｅでは、球根状マンドレルは、球状のバルブまたは中心アンカーバルブ１１２０５
、およびスプロケットを含む複数の保持キャビティを含む。いくつかの実施形態では、保
持キャビティおよびスプロケットは、中心アンカーバルブ１１２０５の実質的に外周全体
に散在し、約０°と約１８０°との間で回転する能力を有している。製造される先端部１
００に依存して、第１のマンドレル延長部１１２１０は、第１のスプロケット１１２１２
に連結され、第２のマンドレル延長部１１２２０は、第２のスプロケット１１２２２に連
結され、第３のマンドレル延長部１１２３０は、第３のスプロケット１１２３２に連結さ
れている。残りのスプロケットは、除去することができる。図９Ｆでは、球根状マンドレ
ルは、球状のバルブまたは中心アンカーバルブ１１２０５と複数の保持キャビティを備え
る。製造される先端部１００に依存して、第１のマンドレル延長部１１２１０は、第１の
スプロケット１１２６２に連結され、第２のマンドレル延長部１１２２０は、第２のスプ
ロケット１１２４２に連結された、第３のマンドレル延長部１１２３０は、第３のスプロ
ケット１１２５２に連結されている。
【０５２２】
  図９Ｅおよび図９Ｆは、３つのマンドレル延長部１１２１０、１１２２０、１１２３０
に関して説明されるが、より多くのまたはより少ないマンドレル延長部もまた可能である
。第１のマンドレル延長部１１２１０は、略球状のバルブと、略球状のバルブの両側に略
円筒状のネック部を含み、これにより、第１のマンドレル延長部１１２１０上に形成され
たネック部を前進させて、略球状のバルブと、略球状のバルブの両側に略円筒状のネック
部を備えることができる。第２のマンドレル延長部１１２２０および第３のマンドレル延
長部１１２３０は、それぞれ略円筒状で、これにより、第２のマンドレル延長部１１２２
０および第３のマンドレル延長部１１２３０上に形成されたネック部は、略円筒状である
ことができる。任意のサイズおよび形状を有するマンドレル延長部は、その上に形成され
るネック部の所望の大きさおよび形状に応じて、中心アンカーバルブ１１２０５に連結す
ることができる。いくつかの実施形態では、マンドレル延長部は、動脈瘤の位置などの病
理学のためにカスタマイズされた先端部１００を形成するように選択することができ、特
定の患者に合うようにサイズを決定することさえできる。
【０５２３】
  再び図７Ａを参照すると、長さＬ１、Ｌ２、Ｌ３、直径Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、中心アンカ
ーバルブＤ０の直径０、および中心アンカーバルブ１１２０５からマンドレル延長部１１
２１０、１１２２０、１１２３０までの角度は、非緊急状況における患者の血管系、血管
の分岐部における動脈瘤の位置、および／または動脈瘤の寸法のような病理と血管径およ
び角度にカスタマイズすることができる。再び図９Ｂを参照すると、球根状マンドレルは
、カスタマイズされた球根状マンドレル上で一次編組用キャリアブレーダーまたは編込装
置に取り付けることができる。いくつかの実施形態では、カスタマイズされた球根状マン
ドレルは、金属または合金（例えば、ステンレス鋼またはニッケルとチタンの合金を含む
）を含むことができる。適切な材料は、例えば、白金、チタン、ニッケル、クロム、コバ
ルト、タンタル、タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、およびそれらの合金、例え
ば、ニッケルチタン（例えば、ニチノール）、ニッケルチタンニオブ、クロムコバルト、
銅－アルミニウム－ニッケル、鉄－マンガン－シリコン、銀カドミウム、金－カドミウム
、銅－錫、銅－亜鉛、銅－亜鉛－シリコン、銅－亜鉛－アルミニウム、銅－亜鉛－スズ、
鉄－白金、マンガン－銅、白金合金、コバルト－ニッケル－アルミニウム、コバルト－ニ
ッケル－ガリウム、ニッケル－鉄－ガリウム、チタン－パラジウム、ニッケル－マンガン
－ガリウム、ステンレス鋼、形状記憶合金等を含むことができる。
【０５２４】
  再び図７Ａを参照すると、中心アンカーバルブ１１２０５上に形成された織物構造物は
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、遠位の略球状バルブ１１０１２を形成することができ、マンドレル延長部１１２１０上
に形成された織物構造物は、バルブ１１０１２、およびネック１１０１６、１１０１７を
含む近位セグメントを形成することができ、マンドレル延長部１１２２０上に形成された
織物構造物は、横方向遠位ネック１１０１９を形成することができ、マンドレル延長部１
１２３０上に形成された織物構造物は、遠位ネック１１０１８を形成することができる。
再び図７Ｂを参照すると、中心アンカーバルブ１１２０５上に形成された織物構造物は、
近接する略球状バルブ１１１０５を形成することができ、マンドレル延長部１１２１０上
に形成された織物構造物は、バルブ１１１１０、およびネック１１１１５、１１１３０を
含む遠位セグメントを形成することができ、マンドレル延長部１１２２０上に形成された
織物構造物は、横方向近位ネック１１１２０を形成することができ、マンドレル延長部１
１２３０上に形成された織物構造物は、近位内側ネック１１１２５を形成することができ
る。本明細書で説明するように、任意のセクションまたは部分の多孔率を変えることがで
きる（例えば、ホーンギヤおよび／またはプラーの速度を変化させる、編組搬送機構設定
を再配置するなど）。
【０５２５】
  管状織物構造物１５８を形成した後、フィラメント１５６を切断することができ（例え
ば、マンドレル１６２の近く）、織物構造物１５８をマンドレル１６２から取り外すこと
ができる。図１０Ａは、マンドレル１６２から取り外された後の、例示的な織管状構造１
５８を示す概略側面図である。織物構造物１５８は、次いで、マンドレル１６２と同じま
たは実質的に同じ外径を有する第２のマンドレル上にスライドされる。織物構造物１５８
および第２のマンドレルが熱処理されてフィラメント１５６の少なくともいくつかに形状
記憶を与える（例えば、少なくとも形状記憶材料を含有するフィラメント１５６）。
【０５２６】
  材料がマルテンサイトからオーステナイトに変態する温度は、その材料の熱処理に少な
くとも部分的に依存し、これは、形状記憶材料の超弾性特性または形状記憶特性に影響を
及ぼすことができる。例えば、ニッケルとチタンとの合金の温度が変化すると、超弾性特
性または形状記憶特性を得ることができる。
【０５２７】
  いくつかの実施態様では、形状記憶合金（例えば、約５５．８重量％～約５７重量％の
ニッケルを含む）の熱処理は、流動砂浴で、雰囲気（例えば、大気）中で約５分～約１０
分（例えば、約７分）、約５００℃から約５５０℃（例えば、約５２０℃）のアニーリン
グ温度で行われる。少なくとも約室温～約体温との間では、織物構造物１５８は、応力誘
起マルテンサイトが存在しない管状形状を維持する。約２０分～約１８０分の比較的高い
（例えば、約５５０℃～約６００℃）アニール温度での熱処理は、織物構造物１５８が形
状記憶効果（例えば、体温程度より大きい）を示す温度範囲を増大させることとなり得る
。約２分～約１０分の比較的低い（例えば、約４００℃～約４５０℃）アニール温度での
熱処理は、織物構造物１５８が、形状記憶効果（例えば、体温程度より大きい）を示す温
度範囲を増大させることとなり得る。いくつかの実施形態では、形状記憶合金、例えば、
より低いニッケル含有量（例えば、約５４．５重量％～５５．３重量％のニッケル）のニ
ッケルとチタンの二元合金またはニッケル、チタン、コバルトの三元合金の熱処理はまた
、比較的低い（例えば、約４００℃から約４５０℃）のアニーリング温度で、約２分～約
１０分の間行うことができ、これによっても、少なくとも約室温から約体温で管状形状を
維持することができる応力誘起マルテンサイトが存在しない織物構造物１５８を得ること
ができる。熱処理温度は特定の形状記憶合金に基づいて調整することができる。例えば、
コバルトからなる三元合金は、比較的低いニッケル形状記憶合金と同様の特性を示すこと
ができる。
【０５２８】
  いくつかの実施形態において、熱処理は、不活性雰囲気（例えば、窒素、水素と窒素の
混合ガス、一酸化炭素、水素、および窒素の混合物など）中、流動砂浴で行われ、これに
より、形状記憶材料の表面酸化（例えば、ニッケルとチタンの合金中でのニッケル酸化物
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の生成）を抑制することができる。いくつかの実施形態では、熱処理を施した後、先端部
は、約１５分から４５分（例えば、約３０分）を水浴（例えば、約２０℃から約２５℃）
に配置される。急速加熱および／または冷却が形状を保持すること（例えば、オーステナ
イト最終温度Ａｆを達成すること）を助けることができる。いくつかのシステムでは、マ
ンドレル１６２は除去することができ、織物構造物１５８をマンドレル１６２上で熱処理
してもよい（例えば、第２のマンドレルに移動させずに）。この初期熱処理を施した後、
織物１５８は、一次ヒートセットまたは形状セット構造と呼ぶことができる。
【０５２９】
  図１０Ｂは、マンドレル１６２から取り出した後に、または２次マンドレルからの織ら
れた管状構造４７００を例示する模式的平面図である。左側の浮遊フィラメント端部４７
１０は、フィラメントの端部４７１０が、更なる処理から恩恵を受けることができること
を示している。例えば、フィラメントの端部のうちの少なくともいくつかは、例えば、弓
形部材（例えば、図５Ｄに示すように、例えば、放射線不透過性マーカバンド１７２０）
に、折り返し、溶接（例えば、ボール溶接）、研磨（例えば、鈍い端側）、スリーブに結
合、浸漬被覆（例えば、ポリウレタン等のポリマー中で）、結合（例えば、接着、溶接な
ど）されるか、これらの組合せなどであってもよい。例えば、圧縮がフィラメントおよび
その間の領域だけに限定されるので、フィラメントの端部処理をしないこと（例えば、放
射線不透過性マーカバンド１７２０、ポリマー等なし）により、先端部１００は、折り畳
んだ時低いプロファイルを持つことができる。放射線不透過性マーカバンド１７２０を含
む実施形態では、放射線不透過性マーカバンド１７２０は、限定はしないが、イリジウム
、白金、タンタル、金、パラジウム、タングステン、スズ、銀、チタン、ニッケル、ジル
コニウム、レニウム、ビスマス、モリブデン、その組合せなどを含む金属または合金を含
むことができる。いくつかの実施形態では、放射線不透過性マーカバンド１７２０は、織
物構造物１５８の自由端部（例えば、バルブを含む先端部１００に作られている）にサン
ドイッチ溶接することができる。放射線不透過性マーカバンド１７２０は、介入手順中に
、先端部１００の先端の視認性を高めることができる。いくつかの実施形態では、フィラ
メントの端部は、さらに処理されない。写真から導出された図１０Ｂは、例えば、先端部
１００とそのフィラメントの大まかな、非限定的な寸法を提供するために米国クオーター
（０．２５ドルまたは２５セント）を含む。いくつかの実施形態では、レーザ切断は、フ
ィラメントのほつれを抑制することができる（例えば、切断プロセスの間に機械的剪断力
を低減することにより）。
【０５３０】
  図１０Ｃは、血管治療装置の先端部１００の熱処理のためのマンドレル１７０の例示的
な一実施形態の模式的な分解側面図である。いくつかの実施形態では、いくつかの実施形
態では、マンドレル１７０は、ストランド１７２および１０個の球面バルブ１７４を含む
。中大脳動脈のＭ２セグメントのような微小な血管セグメントよりも大きなサイズに構成
された外径を有する、３つの遠位極小球バルブ１７６（例えば、約１．５ｍｍ～約２．２
５ｍｍ）。（例えば、約１．５ｍｍ～約２．２５ｍｍ）中大脳動脈の遠位Ｍ１セグメント
のような小さい血管セグメントよりも大きなサイズに構成された外径を有する近位方向に
次の３つの小球面バルブ１７７（例えば、約２．２５ｍｍ～約２．７５ｍｍ）。（例えば
、約２．２５ｍｍ～約２．７５ｍｍ）中大脳動脈の近位Ｍ１セグメントのような中規模の
血管セグメントよりも大きなサイズに構成された外径を有する近位方向に次の２つの中規
模球面バルブ１７８（例えば、約２．７５ｍｍ～約３．２５ｍｍ）。内頸動脈の遠位床突
起上セグメントのような大きな血管セグメントよりも大きなサイズに構成された外径を有
する近位の２つの大きな球面バルブ１７９（例えば、約３．２５ｍｍ～約４ｍｍ）である
。いくつかの実施形態では、マンドレル１７０のバルブのうちの少なくともいくつかは、
約１ｍｍ～約８０ｍｍの大きさを有する（例えば、約２ｍｍ～約１２ｍｍ）。約１ｍｍ～
約６ｍｍ、約３ｍｍ～約４．５ｍｍ、約０．５ｍｍ～約３ｍｍ（例えば、約３ｍｍ）、０
．７５ｍｍ～約３ｍｍ（例えば、約３ｍｍ）、約３．１ｍｍ～約３．９ｍｍ（例えば、約
３．５ｍｍ）、約４ｍｍ～約４．４ｍｍ（例えば、４ｍｍ）、約４．５～約７．５ｍｍ（
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例えば、約４．５ｍｍ）の範囲のバルブは小さな血塊および／または血管（例えば、脳に
おける）で特に有益であり得る。マンドレル１７０のバルブは、約４ｍｍから約１０ｍｍ
、約５ｍｍ～約４０ｍｍの範囲では、大きな血塊および／または血管（例えば、脚におけ
る）に特に有益であり得る。いくつかの例示の直径が、本明細書中に提供されるが、マン
ドレル１７０のいくつかの実施形態は、上述した値に応じて、バルブ１７６、１７７、１
７８、１７９の直径および／またはそれらのあらゆる値の約±５％、約±１０％、約±１
５％、または約±２０％内にある直径を含むことができる。
【０５３１】
  いくつかの実施形態では、球状のバルブ１７６は、近位から遠位に円筒状の穴４９４１
、４９４２、４９４３を含み、球状のバルブ１７７は、近位から遠位に円筒状の穴４９４
４、４９４５、４９４６を含み、球状のバルブ１７８は、近位から遠位に円筒状の穴４９
４７、４９４８を含み、球状のバルブ１７９は近位から遠位に円筒状の穴４９４９、４９
５１を含む。穴４９４０は、例えば、球状のバルブ１７４の中心を通って穿孔することが
できる。円筒状の穴４９４０の外径は、ストランド１７２の外径よりも大きくてよく、球
面バルブ１７４がストランド１７２の端部１７２１上を方向１７２２に螺合するようにし
てもよい。バルブ１７４は、一度に１つ以上穿孔することができる。いくつかの実施形態
では、より小さい血管で展開するように構成された先端部１００のマンドレル１７０のス
トランド１７２の直径または幅は、約０．１５ｍｍ～約０．７５ｍｍ、約０．３５ｍｍ～
約０．６５ｍｍ（例えば、約０．３８ｍｍ）、または約０．４ｍｍ～約０．４５ｍｍの範
囲にある。いくつかの実施形態では、先端部１００のマンドレル１７０のストランド１７
２の直径または幅は、約１ｍｍ～約４０ｍｍ（例えば、約５ｍｍ～約２０ｍｍ）の範囲の
より大きな血管内において展開するように構成される。マンドレル１７０のテーパ形状は
、複数のおよび／または様々な直径を有する血管（例えば、その大きさが次第に小さくな
る血管系）を横切って先端部１００が適切にかつ安全に展開することを可能にすることが
できる。いくつかの実施形態では、マンドレル１７０は、バルブ数量、形状、大きさ、間
隔、長手軸または軸の弦に関する位相変化、材料パラメータ、異なるネックパラメータ（
例えば、ネック径、ネック長さなど）、長手軸または軸の弦への位置合わせ、およびこれ
らの組合せなどの広範囲な異なるバルブパラメータを含むことができる。
【０５３２】
  図１０Ｄは、マンドレル１７０の例示的な実施形態の概略側面図である。いくつかの実
施形態では、マンドレル１７０は、熱処理に用いられるマンドレル１６２と第２のマンド
レルの後に、先端部１００を作るために用いられる第３のマンドレルである。いくつかの
実施形態では、マンドレル１７０は、マンドレル１６２が熱処理に用いられる場合、マン
ドレル１６２の後に、先端部１００を作るために用いられる第２のマンドレルである。マ
ンドレル１７０は、図１０Ｃに示す片の組み立ての後でストランド１７２と複数のバルブ
１７４とを備える。いくつかの実施形態では、ストランド１７２は、ワイヤ（例えば、ス
テンレス鋼またはニッケルとチタンの合金を含む）、ハイポチューブなどを含むことがで
きる。いくつかの実施形態では、バルブ１７４はボールを含むことができる（例えば、ス
テンレス鋼またはニッケルとチタンの合金を含む）。いくつかの実施形態では、ストラン
ド１７２は、約０．００１インチ（約０．０２５ｍｍ）～約０．００１８インチ（約０．
０４５ｍｍ）の外径を有している。バルブ１７４には、バルブ１７４がストランド１７２
に沿って配置することができるように、貫通した穴を有する中実または中空構造を含んで
もよい。バルブ１７４は、接着（例えば、エポキシ）、溶接、はんだ付け、これらの組合
せなどによってストランドに結合することができる。いくつかの実施形態では、バルブ１
７４は、先端部のバルブの所望の外径よりも僅かに小さい（例えば、おおよそ肉厚分小さ
いまたは１～２のストランド厚みだけ小さい）外径を有している。図１０Ｄに示すバルブ
１７４は、３個の略球形の極小バルブ１７６、３個の略球形の小バルブ１７７、２個の略
球形の中規模バルブ１７８、および２個の略球形の大きなバルブ１７９を含み、これによ
り、上述した先端部１１００を形成するのを助けることができる。バルブ１７４の他の選
択および配置、例えば、本明細書で説明する他の先端部または他のタイプの遠位部分も可
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能である（例えば、バルブ１７６とバルブ１７７を省略して、先端部１１９００、１２３
００を形成する、バルブ１７６と、左および中央バルブ１７７を省略して、先端部１２０
００を形成、バルブ１７６およびバルブ１７７を省略して、先端部１２１００を形成する
などが可能である）。いくつかの実施形態において、例えば、ネック部の径を変化させる
ために、マンドレル１７０は、その位置でのネックの所望の内径に対応する外径を有する
バルブ１７４間のハイポチューブを備える。ストランド１７２と任意のネックハイポチュ
ーブに沿ったバルブ１７４の選択および配置により、ほぼあらゆる数量、形状、大きさ、
間隔等のバルブを有する先端部１００を形成することができる。
【０５３３】
  図１０Ｅは、マンドレル１７０の周りに織られた管状構造体１５８の一例示的実施形態
を示す概略図である。図１０Ｅは、２つの近位大バルブ１７９間のワイヤ１８０（例えば
、ステンレス鋼を含む）を使用してマンドレル１７０の周囲に締付けた織物構造物１５８
を示している。織物構造物１５８はまた、他のバルブ１７４間のワイヤ１８０、またはそ
の他の手段を使用してマンドレル１７０の周りに締付けることができる。
【０５３４】
  図１０Ｆは、例示的な実施形態のマンドレル１７０の周りに織られた管状構造１５８を
示す概略側面図である。図１０Ｆは、左側バルブ１７８とバルブ１７７との間、右側バル
ブ１７７と中央バルブ１７７との間、および、中央バルブ１７７と左側バルブ１７７との
間にワイヤ１８０（例えば、ステンレス鋼またはニッケルとチタンの合金を含む）を使用
してマンドレル１７０の周囲に締付けた織物構造物１５８を示す図である。織物構造物１
５８の遠位先端部のほつれ端部４７１０は、ストランド１７２の遠位端の近くである。図
１０Ｃ～１０Ｆに示すマンドレル１７０は、図２Ｂの先端部１１００を形成するために使
用することができるが、マンドレル１７０は、他の先端部１００、例えば、中規模または
大型のバルブを含まないもの（例えば、図１０Ｇに示すような３つのバルブ１７８、１７
９を有する先端部、または任意の所望の形状）を形成するためにも用いることができる。
ワイヤ１８０は、バルブ１７４間の織物構造物１５８に巻き掛けられ、織物構造物１５８
は、バルブ１７４を巻き締める。いくつかの実施形態では、ワイヤ１８０は、バルブ１７
４間の全間隔に密に巻き付けられる（例えば、別々のネックやバルブを形成するために）
。いくつかの実施形態では、ワイヤ１８０は、主としてバルブ１７４間の中間点に巻きつ
けられて、個別のバルブおよびネックなしにより大きくうねったパターンを作成する。個
別のネックおよびバルブ、または顕著なうねりは、緩やかなうねりよりも硬い血餅を処置
する際により効果的であり得る。
【０５３５】
  図１０Ｇは、マンドレル１７０の周りに織られた管状構造１５８の他の実施形態の概略
側面図である。図１０Ｇは、織られた管状構造体１５８の基端部近傍の２つの大きな球面
バルブ１７９間のワイヤ１８０を使用して、中規模球面バルブ１７８と遠位の大きな球面
バルブ１７９との間のワイヤ１８２を使用して、マンドレル１７０の周囲に締め付けられ
た織物構造物１５８を示す。いくつかの実施形態では、ワイヤ１８５は、ストランド１７
２を含む織物構造物１５８の周りにきつく巻き付けられてワイヤ１８０、１８２の領域に
個別の谷を形成し、バルブ１７８および１７９の領域に個別の丘を形成する。
【０５３６】
  図１０Ｈは、高遷移角θｔを示す血管治療装置の先端部５１００の他の実施形態の概略
側面図である。先端部５１００は、拡張した状態で、複数の織りバルブ５１１０、および
バルブ５１０５、５１０７間のネック部を含む。先端部５１００は、例えば、第２の熱処
理中に織物構造物１５８の周囲にワイヤ、バングル等をきつく巻きつけて別個のバルブ５
１０５、５１０７を形成することによって形成されてもよい。図１０Ｉは、低い遷移角θ

ｔを示す血管治療装置の先端部５２００の他の例示的実施形態の概略側面図である。先端
部５２００は、拡張した状態で、複数の織りバルブ５２１０、およびバルブ５２０５、５
２０７の間の凹部を備える。先端部５２００は、例えば、第２の熱処理時中に織物構造物
１５８のネック部の中央の周りにワイヤ、バングル等を巻き付けることによって別個のバ
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ルブ５２０５、５２０７を形成することによって形成されてもよい。先端部５１００、５
２００は、装置１０、２０、３０、４０の先端部１００であってもよい。谷から丘への遷
移角θｔがネック部に対するバルブの膨らみの量を示しており、丘の谷に向かう斜面と中
心長手方向軸４９４０に対して垂直な平面とのなす角度として定義される。いくつかの実
施形態では、角度θｔは、約０°から約９０°の間である。より高い遷移角θｔで、膨出
量が高くなっているが、より低い遷移角θｔで、膨出量が低くなっている。より高い遷移
角θｔは、血管内皮細胞に付着した硬い血餅のねじりラスプ加工（擦り加工）を強化する
ことができる。より低い遷移角θｔは、動脈瘤または血管奇形の治療における気流方向転
換装置または流れ分断器の壁面付着を高めることができる。再び図１０Ｈおよび１０Ｉを
参照すると、遷移角θｔの測定の模式図が示されている。図１０Ｈに図示の実施形態では
、遷移角θｔは、約２０°である。図１０Ｉに示す実施形態では、遷移角θｔは、約７５
°である。
【０５３７】
  図１０Ｊは、マンドレル１７５の周りに織られた管状構造１５８の他の実施形態の概略
側面図である。いくつかの実施形態において、バングルまたはｃ字形クランプ１９０は、
織物構造物１５８をマンドレル１７５の周りに締めるために、ワイヤ１８０、１８２の代
わりに、またはそれらに加えて使用することができる。図１０Ｊは、織られた管状構造体
１５８の一方の端部近傍の２つの大きな球面バルブ１７９間に、ワイヤの代わりに、バン
グルまたはｃ字形クランプ１８７を使用して、管状織り構造１５８の他方の端部近傍に中
規模球面バルブ１７８と大きな球面バルブ１７９間に、ワイヤの代わりに、バングルまた
はｃ字形クランプ１８９を用いて、マンドレル１７５の周囲に締め付けられた織物構造物
１５８を示している。バングル１９０は、バングル１９０が開繊され織物構造物１５８お
よびマンドレル１７５の周囲に巻き付けることを可能にするが、織物構造物１５８のフィ
ラメントが、一般的に、スリット１９１から突き出ることができないほど十分に小さいス
リット１９１を含むことができる。
【０５３８】
  図１０Ｋは、マンドレル５３００の周りに織られた管状構造１５８のさらに他の例示的
な実施形態の概略側面図である。図１０Ｋは、バルブ１７７、１７８の領域に個別の谷と
個別の丘を形成する３つの異なる種類のバングルまたはｃ字形クランプ５３０５、５３０
７、５３０９およびワイヤ５３０３を用いてストランド１７２を含むマンドレル５３００
の周囲に締め付けた織物構造物１５８を示す。いくつかの実施形態において、バングルは
、ネックの長さに近い長さを有している。いくつかの実施形態において、バングルは、複
数のバングルをバルブ１７４間に配置することができるように十分に薄い。図１０Ｋに示
すようないくつかの実施形態において、バングルまたはｃ字形クランプの周方向端部は、
バングル５３０５によって示すように、スリット１９１により円周方向に間隔を置いても
よく、バングル５３０７によって示されるように当接してもよく、バングル５３０９によ
って示されるように、長手方向に重なる、または周方向に重なってもよく、以下同様であ
る。いくつかの実施形態では、ワイヤおよび／またはバングル等の機械的締め具の代わり
に、またはそれに加えて一時的な高温接着剤を使用することができる。
【０５３９】
  左側バルブ１７６または最遠位バルブの左側の織物構造物１５８は、ストランド１７２
に固定されて遠位ネック６５を形成してもよい。バルブ１７４を越えたストランド１７２
の部分は、近位および遠位ネックの長さを決定するのを助けるためにマーカを含むことが
できる。いくつかの実施形態では、遠位ネック６５は（例えば、ストランド１７２を左側
バルブ１７６の左にカールさせることにより）カール、例えば、ピグテール状にカールし
ていてもよい。
【０５４０】
  いくつかの実施形態では、ストランド１７２は、実質的に省略してもよい。例えば、バ
ルブ１７４は、織物構造物１５８の内部に配置することができ、次いでその織物構造物１
５８は、バルブ１７４の各辺の周りに固定される。例えば、外部テンプレートは、適切な
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間隔を確実にするために使用されてもよい。このような方法は、同一のバルブ１７４を使
用して異なるタイプの先端部１００を形成するための適応性を高めることができる。いく
つかの実施形態では、バルブ１７４の周囲では、織物構造物１５８を確保した上でバルブ
１７４からストランド１７２を除去することができる。
【０５４１】
  織物構造物１５８およびバルブ１７４、および任意選択でストランド１７２は、熱処理
されてフィラメントの少なくとも一部（例えば、少なくとも、形状記憶材料を含有するフ
ィラメント１５６）に形状記憶を付与する。いくつかの実施態様では、形状記憶の二次熱
処理（例えば、約５５．８重量％～約５７重量％のニッケルを含む）は、大気雰囲気中（
例えば、周囲空気で流動化した砂浴）、約３分と約１０分との間（例えば、約５分）、約
５００℃から約５５０℃（例えば、約５２５℃）の温度で行われる。本明細書で説明する
ように、例えば、変態終了温度Ａｆは、約１０℃と約１８°の間（例えば、先端部１００
は約１８℃より高い温度で超弾性）であるため、このようなある程度の熱処理工程は、応
力誘起マルテンサイトのない状態では、少なくとも約室温とおおよそ体温との間で先端部
１００（例えば、バルブおよびネック部を含む）の形状を維持することができる。
【０５４２】
  いくつかの実施態様では、形状記憶の二次熱処理（例えば、約５４．５重量％～約５５
．３重量％のニッケルを含む）は、大気雰囲気（例えば、周囲空気で流動化された砂浴）
中、約３分と約１０分との間（例えば、約５分）、約４００℃から約４５０℃（例えば、
約４２５℃）の温度である。本明細書で説明するように、例えば、変態終了温度Ａｆは、
約１０℃と約１８°の間（例えば、先端部１００は約１８℃より高い温度で超弾性）であ
るため、このようなある程度の熱処理工程は、応力誘起マルテンサイトのない状態では、
少なくとも約室温とおおよそ体温との間で先端部１００（例えば、バルブおよびネック部
を含む）の形状を維持することができる。
【０５４３】
  いくつかの実施態様では、形状記憶の二次熱処理（例えば、約５５．８重量％～約５７
重量％のニッケルを含む）は、大気雰囲気中（例えば、周囲空気で流動化した砂浴）、約
３分と約１０分との間（例えば、約５分）、約４００℃から約４５０℃（例えば、約４２
５℃）の温度で行われる。例えば、オーステナイト終了温度Ａｆは、約１０℃と約１８℃
の間から約２５℃と約３７℃の間に増加するため（例えば、先端部１００は約２５℃と３
７℃の間の温度でバルブおよびネック形状にゆっくりと遷移する）、このような特定の熱
処理工程は、応力誘起マルテンサイトのない状態では、少なくとも約室温とおおよそ体温
との間で先端部１００（例えば、バルブおよびネック部なし）の筒状形状を維持すること
ができる。室温および／または体温でのこの二重熱処理と低速形状変換は、一方向形状記
憶効果と呼ぶことができる。
【０５４４】
  いくつかの実施態様では、形状記憶の二次熱処理（例えば、約５４．５重量％～約５５
．３重量％のニッケルを含む）は、大気雰囲気中（例えば、周囲空気で流動化した砂浴）
、約２０分と約１８０分との間（例えば、約２５分）、約５００°から約５５０℃（例え
ば、約５２５℃）の温度で行われる。例えば、オーステナイト終了温度Ａｆは、約１０℃
と約１８℃の間から約２５℃と約３７℃の間に増加するため（例えば、先端部１００は約
２５℃と３７℃の間の温度でバルブおよびネック形状にゆっくりと遷移する）、このよう
な特定の熱処理工程は、応力誘起マルテンサイトのない状態では、少なくとも約室温とお
およそ体温との間で先端部１００（例えば、バルブおよびネック部なし）の筒状形状を維
持することができる。
【０５４５】
  いくつかの実施態様では、形状記憶の二次熱処理（例えば、約５５．８重量％～約５７
重量％のニッケルを含む）は、大気雰囲気中（例えば、周囲空気で流動化した砂浴）、約
３分～約１０分間（例えば、約５分）、約４００℃から約４５０℃（例えば、約４２５℃
）の温度で行われ、これにより、上述した効果を得ることができるのである。いくつかの
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実施形態では、例えば、ある温度で図２７Ｌに示す先端部１００の形状を持たせるために
、三次熱処理を行うことができる。いくつかのそのような実施形態では、形状記憶の三次
熱処理（例えば、約５５．８重量％～約５７重量％のニッケルを含む）は、大気雰囲気中
（例えば、周囲空気で流動化した砂浴）、約３分と約１０分との間（例えば、約５分）、
約５００℃から約５５０℃（例えば、約５２５℃）の温度で行われる。そのような特定の
熱処理プロセスは、応力誘起マルテンサイトがない状態では、先端部１００の螺旋状また
はねじれまたは螺旋形状を約１０℃と約１８℃の間に維持することができ、これは、例え
ば、局部的な温度変化や冷却効果のために冷塩水（例えば、約５℃から約１８℃）を注入
することにより、本体で達成することができる。この３回の熱処理は、２方向性形状記憶
効果と呼ぶことができる。
【０５４６】
  いくつかの実施態様では、形状記憶の二次熱処理（例えば、約５４．５重量％～約５５
．３重量％のニッケルを含む）は、大気雰囲気中（例えば、周囲空気で流動化した砂浴）
、約２０分～約１８０分間（例えば、約２５分）、約５００℃から約５５０℃（例えば、
約５２５℃）の温度で行われ、これにより上述した効果を得ることができるのである。い
くつかの実施形態では、例えば、ある温度で図２７Ｌに示す先端部１００の形状を持たせ
るために、三次熱処理を行うことができる。いくつかのそのような実施形態では、形状記
憶の三次熱処理（例えば、約５４．５重量％～約５５．３重量％のニッケルを含む）は、
大気雰囲気中（例えば、周囲空気で流動化した砂浴）、約３分と約１０分との間（例えば
、約５分）、約４００℃から約４５０℃（例えば、約４２５℃）の温度で行われる。その
ような特定の熱処理プロセスは、応力誘起マルテンサイトがない状態では、先端部１００
の螺旋状またはねじれまたは螺旋形状を約１０℃と約１８℃の間に維持することができ、
これは、例えば、局部的な温度変化や冷却効果のために冷塩水（例えば、約５℃から約１
８℃）を注入することにより、本体で達成することができる。
【０５４７】
  二次および／または三次熱処理温度は、特定の形状記憶合金に基づいて調整することが
できる。例えば、コバルトからなる三元合金は、比較的低いニッケル形状記憶合金と同様
の特性を示すことができる。
【０５４８】
  いくつかの実施形態では、熱処理後、先端部は、約１５分から４５分（例えば、約３０
分）水浴（例えば、約２０℃から約２５℃）に配置される。急速加熱および／または冷却
が形状を保持すること（例えば、オーステナイト最終温度Ａｆを達成すること）を助ける
ことができる。この二次熱処理後、織物構造物１５８は二次ヒートセットまたは形状セッ
ト構造と呼ぶことができる。
【０５４９】
  図１０Ｌは、織られた管状構造１５８からのマンドレルの除去の一実施形態の概略側面
図である。ワイヤ、バングル、接着剤などは、熱処理後に除去され、織物構造物にマンド
レルの形状を付与するようにされている。マンドレルは、第１のマンドレル片５０１０お
よび第２のマンドレル片５０２０を備える。第１のマンドレル片５０１０は、矢印５０２
５によって示されるように、一方側（近位側または遠位側）から除去されているのが示さ
れ、第２のマンドレル片５０２０は、矢印５０３０によって示されるように、他方側から
除去されているのが示される（例えば、第１のマンドレル片５０１０と第２のマンドレル
片５０２０の間の中央部分において分離可能であることによる）。いくつかの実施形態で
は、熱処理の後に、近位方向に近位の４つの球面バルブを含むマンドレル片５０２０を除
去し、遠位方向に遠位の６つの球面バルブ５０１０を含むマンドレル片５０１０を除去す
ることにより、管状織り構造１５８の完全性に損傷を抑えることを抑制することができる
。一体のマンドレルまたは多数個のマンドレルはまた、片側から除去することができる。
マンドレルのいくつかの例が、本明細書中に提供されるが、マンドレルのいくつかの実施
形態は、バルブ数量、形状、大きさ、間隔、長手軸または軸の弦に関する位相変化、材料
パラメータ、異なるネックパラメータ（例えば、ネック径、ネック長さなど）、長手軸ま
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たは軸の弦への位置合わせ、マンドレルの数、それらの組合せなどのような広範囲の異な
るバルブパラメータを含むことができる。
【０５５０】
  円筒状における一次熱処理により、バルブは破損することなく、少なくともマンドレル
１６２の直径に放射状に拡張することができ、二次熱処理により、形状設定を提供するこ
とができる。いくつかの実施形態では、一次熱処理工程を省略してもよい（例えば、織物
構造物１５８は一次熱処理がないとマンドレル１６２、そしてマンドレル１７０（例えば
、ワイヤ、バングル、接着剤等で固定）上にスライドする）。
【０５５１】
  図１０Ｍは、熱処理装置の例示的一実施形態の模式的な部分切り欠き側面図である。い
くつかの実施形態では、熱処理装置は、流動砂浴５４００を備える。流動砂浴５４００は
、外側壁５４１０と内側断熱層５４３０を含んでいる。流動砂浴５４００は、雰囲気での
熱処理のために、外気の流入を可能にするか、不活性雰囲気中における熱処理のために、
選択ガス（例えば、窒素、水素および窒素の混合ガス、一酸化炭素、水素、および窒素の
混合物、これらの組合せなど）の流入を可能にする、狭窄性の空気入口ゲート５４５５を
備える。いくつかの実施形態において、熱処理は、例えば、熱処理中のニッケルとチタン
の合金中でのニッケル酸化物の形成を抑制するために、不活性雰囲気中、流動砂浴５４０
０で行われ、形状記憶材料の表面の酸化を抑制する。
【０５５２】
  いくつかの実施形態では、熱処理装置５４００は、調節可能な高さｈ１を備えた外気流
入レギュレータ５４５０を含み、これは、狭窄性の空気入口ゲート５４５５を通る砂浴５
４００の内室５４１５内への空気の流入速度を調節でき、砂浴５４００に十分な流動状態
を生成する。外気流入レギュレータ５４５０は、地上からの高さｈ１にあり、外気流入レ
ギュレータ５４５０は、高さｈ１を増減することにより調整することができ、接地圧力Ｐ

１、ガス速度Ｖ１を有している。狭窄性の空気入口ゲート５４５５を介して砂浴５４００
の内室５４１５に入るガス５４２５は、地上からの高さｈ２にあり、圧力Ｐ２、およびガ
ス速度ｖ２を有している。単位体積当たりの運動エネルギーの和（１／２ρｖ２）、単位
体積あたりの位置エネルギー（ρｇｈ）、および圧力エネルギー（Ｐ）が同じままである
ので、ガスの密度ρおよび重力ｇ（９８０ｃｍ／秒２）に基づく加速度、砂浴５４００の
内室５４１５に入るガスｖ２の速度は、式１を用いて計算することができる。
  １／２ρｖ１＋ρｇｈ１＋Ｐ１＝１／２ρｖ２

２＋ρｇｈ２＋Ｐ２・・・（式１）
  または、並べ替えると、
  ｖ２＝√［ｖ１

２＋１９６０（ｈ１－ｈ２）＋２（Ｐ１－Ｐ２）／ρ］
【０５５３】
  いくつかの実施形態において、圧力Ｐ１とＰ２が大気圧（Ｐ１＝Ｐ２＝Ｐａｔｍ）と等
しい場合には、狭窄性の空気入口ゲート５４５５の高さｈ２は接地レベル（ｈ２＝０）で
あり、外気流入レギュレータ５４５０のレベルでのガス速度は最初に静止しており（ｖ１

＝０）、砂浴５４００の内室５４１５に入るガスの速度ｖ２は、外部空気流入レギュレー
タ５４５０の高さｈ１に正比例する。外気流入レギュレータ５４５０の高さｈ１を大きく
することにより、ガスの速度ｖ２を大きくすることができ、ｖ２は、式２を用いてｃｍ３

／ｓで計算することができる。
  ｖ２＝√（１９６０×ｈ１）・・・（式２）
【０５５４】
  いくつかの実施形態では、砂浴５４００は、フェイルセーフ温度調節器５４６０および
電力調節器５４６５を含む。フェイルセーフ温度調節器５４６０は、流動砂浴５４００内
の温度を調節するのを助けることができる。例えば、ニッケルとチタンの合金の熱処理の
間、温度が５５０℃を超えると、高いアニーリング温度は、本明細書で検討するＡｆ温度
に悪影響を及ぼし得るため、フェイルセーフ温度調節器５４６０は、空気入口ゲート５４
５５をオフにするか、電力調節器５４６５を介して、発熱体５４４０への電力をオフにす
ることができる。いくつかの実施形態において、電力調節器５４６５は、発熱体５４４０



(185) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

を通って流動砂浴５４００の温度を増加または減少させ得る電気的サージを抑制するため
に、電圧（ＡＣまたはＤＣ電圧）を調整するのを助けることができる。例えば、ニッケル
とチタンとの合金の熱処理時に電気的なサージが発熱体５４４０に影響を与え、温度が５
５０℃を超えると、高いアニーリング温度は、本明細書で検討するＡｆ温度に悪影響を及
ぼし得るため、電力調節器５４６５は、発熱体５４４０への電力をオフにすることができ
る。いくつかの実施形態では、フェイルセーフ温度調節器５４６０および電力調節器５４
６５は、センサ、例えば、温度センサ、圧力センサ、電気センサ、これらの組合せなどに
よって制御され、調整されてもよい。
【０５５５】
  図１０Ｍに示す例示的な実施形態では、空気入口ゲート５４５５を通って入るガス５４
２５は、砂浴５４００の内室５４１５に流入する前に多孔板５４４５と発熱体５４４０を
通過する。発熱体５４４０は、フェイルセーフ温度調節器５４６０および／または電力調
節器５４６５を介して制御および調整することができる。砂浴５４００の内室５４１５は
、砂浴媒体５４２０、例えば、アルミナ（酸化アルミニウム）、ステンレス鋼等の金属ビ
ーズ、およびこれらの組合せ等の乾燥した不活性非可燃性粒子を含んでいる。流動砂浴媒
体または粒子５４２０は、冷却（例えば、塩浴における）に起こることがある凝固やヒュ
ーム（例えば、熱油浴における）が抑制されるように、熱処理温度よりもずっと高い融点
および／または沸点を有していてもよい。
【０５５６】
  図１０Ｍに示す実施形態では、ガス５４２５は多孔質板５４４５および発熱体５４４０
を介して砂浴媒体または粒子（例えば、酸化アルミニウム粒子）５４２０を通過する際に
、砂浴媒体５４２０は、気体流５４２５に分離され、懸濁される、優れた熱伝達特性を有
する沸騰液体の外観を呈する。流動砂浴媒体５４２０が加熱されると、熱が砂浴５４００
全体にわたって迅速かつ均一に分散して、砂浴５４００内のあらゆる装置またはコンポー
ネント５４３５に迅速に移る。
【０５５７】
  いくつかの実施形態において、流動砂浴５４００は、砂浴５４００の天井を覆う着脱可
能なフランジ５４０５を備える。図１０Ｍの着脱可能なフランジ５４０５は、容器のアー
ムまたは熱処理されている装置または構成要素５４３５を搭載したバスケット５４７０の
通過を可能にするハンドル５４８７と１つまたはそれ以上の中空の導管５４７５を有して
いる。容器５４７０は、熱処理されている装置または構成要素５４３５に基づいて、例え
ば、球体、長円形、卵形、卵形、楕円形、螺旋状、三角形、長方形、平行四辺形、菱形、
正方形、菱形、五角形、六角形、七角形、八角形、九角形、十角形、台形、不等辺四辺、
他の多角形、またはこれらおよび他の形状の膨出バージョン、およびこれらの組合せなど
、様々な形状をとることができる。容器５４７０のアームは単フィラメントワイヤ、マル
チフィラメントワイヤ、ハイポチューブ、これらの組合せなどを含むことができる。いく
つかの実施形態では、容器５４７０のアームは、フランジ５４０５の外側に着脱可能な空
気シール材リベット５４８０を介してフランジ５４０５に可逆的に取り付けられており、
この場合、容器５４７０のアームは、フランジ５４０５の内側の中空の導管５４７５を通
過する（この場合には、容器５４７０のアームはフランジ５４０５の内側と外側の両方で
中空導管５４７５を通過しない。空気シーラントリベット５４８０に容器５４７０のアー
ムの可逆的接続点は、ルアーロック機構、ボールとソケット機構、ワイヤとフック機構、
ｃ字形金具とフック機構、およびこれらの組合せなどを含むことができる。着脱可能なフ
ランジ５４０５は、熱処理後に冷却浴内に配置するために、流動砂浴５４００で熱処理さ
れている装置またはコンポーネント５４３５を有する容器５４７０の配置を可能にするか
、および／または流動砂浴５４００からの容器５４７０および装置またはコンポーネント
５４３５の除去を可能にすることができる。
【０５５８】
  図１１Ａは、マンドレル１６２の周囲の編組の例示的な実施形態の概略側面図である。
例えば、図１１Ａは、図８Ａおよび８Ｄに生じるものを模式的に示す。マンドレル１６２
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は円筒形状を付与するために熱処理工程に用いてもよいが、織物構造物は、別のマンドレ
ル上での熱処理のためにマンドレル１６２からスライドしてもよい。
【０５５９】
  図１１Ｂは、マンドレル５６００の周りの編組の他の実施形態の概略側面図である。例
えば、図１０Ｃおよび１０Ｄに関して記載するように、マンドレル５６００がバルブ１７
４とストランド１７２を含んでいる。織物構造物１５８は、例えば、織りバルブ５６１２
、５６１４間の織りネック部５６２０を有する織りバルブ５６１２、５６１４など、織り
工程の間に織りバルブ５６１０が形成されるように、マンドレル５６００の周りに編組し
てもよい。織物構造物１５８は、バルブ形状を付与し、２段熱処理に比べて製造工程を低
減させるように、マンドレル５６００上で熱処理してもよい。織り工程中またはその後に
、例えば、図１０Ｇ、１０Ｊ、１０Ｋに関して説明されるように、バングル、ワイヤ、接
着剤などは、マンドレル５６００に対して織物構造物の部分をより強固に固定するために
用いることができる。いくつかの実施形態では、上述のように、図１１Ｂに示すように膨
らんだマンドレル５６００の周りに編組後の１回の熱処理は、マンドレル１７０の周りに
第２の熱処理と同じパラメータを含んでいてもよい。
【０５６０】
  図１１Ｃは、織物構造物の形成方法の一例の実施形態の概略側面図である。織物構造物
１５８は、血管治療装置の先端部、例えば、装置１０、２０、３０、または４０の先端部
１００を形成してもよい。例えば、図８Ａおよび／または図９Ｂに関して説明したように
、編込装置５７００は糸ホイールまたは編組搬送機構または円形ホーンギヤ１５２、およ
び複数のスピンドル１５３および個々のキャリア１５５を備える。スピンドル１５３は、
円形ホーンギヤ１５２に設けられたスティックである。スプール１５４は、スピンドル１
５３上に嵌合し、それに巻回されたフィラメント１５６を含む中空装置である。個々のキ
ャリア１５５は、スピンドル１５３と、スピンドル１５３上のスプール１５４とを備える
。スピンドル、スプール、個々のキャリアは、文脈に応じて交換可能に使用され得る。個
々のキャリア１５５は、先端部１００の織物構造１５８を形成するために一緒に織り込ま
れるフィラメント１５６を含むスプール１５４を含む。フィラメント１５６は、それぞれ
個々のキャリア１５５から、球状のバルブ（例えば、図１１Ｂのマンドレル５６００）上
でリングまたは垂直プラー１６１に延びて、円形ホーンギヤ１５２を回転させ、スピンド
ル１５３を回転させ、円形ホーンギヤ１５２からリング１６１を引き離す（例えば、垂直
方向１６４）によって、球状マンドレル５７１０の周りに編まれている。いくつかの実施
形態では、リング１６１は、ホーンギヤ１５２からマンドレル５７１０全体を移動させる
ことによりホーンギヤ１５２から引き離すことができる。いくつかの実施形態では、リン
グ１６１は、マンドレル５７１０のバルブ１７４を介してホーンギヤ１５２から引き離す
ことができる（例えば、弾性によりおよび／またはバルブ１７４よりも大きいことにより
）。織物構造１５８は、プリフォーム点１６０で織られているので、織物構造１５８は矢
印１６４の方向に進む。円形ホーンギヤ１５２は水平面内で矢印１６６の方向に回転し、
スピンドル１５３上にフィラメント１５６を含むスプール１５４は円形ホーンギヤ１５２
内で回転して、複数の織りバルブ１７４を含む所望の編組パターンを生成し、これは、こ
の例では２つの大きな球面バルブ１７９、および２つの中規模球面バルブ１７８を有し、
バルブ１７４間にネック部を含む。４つのスピンドル１５３または個別のキャリア１５５
を有するキャリアブレーダー１５０のいくつかの例は、本明細書中に提供されるが、キャ
リアブレーダー１５０のいくつかの実施形態は、上記の値に従って６～１４４のスピンド
ル１５３または個別のキャリア１５５、および／または６、１２、２４、３６、４８、６
０、７２、８４、９６、１２０、１４４等のスピンドル１５３または個別のキャリア１５
５を有するキャリアブレーダー１５０を含むことができる。織物構造物１５８は、バルブ
形状を付与するようにマンドレル５７１０上で熱処理されてもよく、これにより、２段熱
処理に比べて製造工程を低減させることができる。いくつかの実施形態では、上述したよ
うに、図１１Ｃに示すように膨らんだマンドレル５７１０の周りに編組後の１回の熱処理
は、マンドレル１７０の周りに第２の熱処理と同じパラメータを含んでいてもよい。
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【０５６１】
  図１１Ｄは、織物構造物１５８を形成する他の例示的な実施形態の概略側面図である。
織物構造物１５８は、血管治療装置の先端部、例えば、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００を形成してもよい。例えば、図８Ａ、図９Ｂ、および／または図１１Ｃ
に関して説明したように、編込装置５８００は、糸ホイールまたは編組搬送機構または円
形ホーンギヤ１５２と、複数のスピンドル１５３と個別キャリア１５５とを備える。スピ
ンドル１５３は、円形ホーンギヤ１５２に設けられたスティックである。スプール１５４
は、スピンドル１５３上に嵌合し、それに巻回されたフィラメント１５６を含む中空装置
である。個々のキャリア１５５は、スピンドル１５３と、スピンドル１５３上のスプール
１５４とを備える。スピンドル、スプール、個々のキャリアは、文脈に応じて交換可能に
使用され得る。個々のキャリア１５５は、先端部１００の織物構造１５８を形成するため
に一緒に織り込まれるフィラメント１５６を含むスプール１５４を含む。各スピンドル対
５７２０は、外側スピンドルまたは個々のキャリア５７１７と、内側スピンドルまたは個
々のキャリア５７１５を含む。図１１Ｃに関して説明したように、フィラメント１５６は
、それぞれ個々のキャリア１５５から球状のバルブを有する球根状マンドレル５７１０（
例えば、図１１Ｂのマンドレル５６００）の上でリングまたは垂直プラー１６１に延び、
円形ホーンギヤ１５２を回転させ、スピンドル１５３を回転させ、円形ホーンギヤ１５２
からからリング１６１を引き離す（例えば、垂直方向１６４に）ことによって、球根状マ
ンドレル５７１０の周りに編まれる。織物構造物１５８は、プリフォーム点１６０に織り
込まれるにつれて、織物構造物１５８が矢印１６４の方向へ進む。円形ホーンギヤ１５２
は、水平面内で矢印１６６の方向に回転し、スピンドル１５３のフィラメント１５６を含
むスプール１５４が円形ホーンギヤ１５２内で回転して、複数の織りバルブ１７４を含む
所望の編組パターンを生成し、これは、この例では２つの大きな球面バルブ１７９、２つ
の中規模球面バルブ１７８を有し、バルブ１７４間にネック部を含む。織物構造物１５８
は、複数のセグメントを備えていてよく、セグメントのうちの少なくとも１つは、少なく
とも１つの他のセグメントとは異なる孔径を有する。例えば、図１１Ｄに示す織物構造物
１５８では、遠位セグメント５８１０は、比較的高いＰＰＩを有し、比較的低い多孔率を
有し、中間セグメント５８２０は、比較的低いＰＰＩを有し、比較的高い多孔率を有し、
そして、近位セグメント５８３０は、比較的高いＰＰＩを有し、比較的低い多孔率を有す
る。４つのスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー１
５０のいくつかの例は、本明細書中に提供されるが、キャリアブレーダー１５０のいくつ
かの実施形態は、上記の値に従って６～１４４のスピンドル１５３または個別のキャリア
１５５、および／または６、１２、２４、３６、４８、６０、７２、８４、９６、１２０
、１４４等のスピンドル１５３または個別のキャリア１５５を有するキャリアブレーダー
１５０を含むことができる。織物構造物１５８は、バルブ形状を付与するようにマンドレ
ル５７１０上で熱処理されてもよく、これにより、２段熱処理に比べて製造工程を低減さ
せることができる。いくつかの実施形態では、上述したように、図１１Ｄに示すように膨
らんだマンドレル５７１０の周りに編組後の単一の熱処理は、マンドレル１７０の周りに
第２の熱処理と同じパラメータを含んでいてもよい。
【０５６２】
  図１１Ｅは、血管治療装置の先端部５９００の例示的な実施形態、例えば、図１１Ｄに
示す編組処理の結果の斜視図である。再び図２Ｂおよび図２Ｃを参照すると、図１１Ｅの
先端部５９００は、複数の織られたバルブ（１１１２、１１１４、１１１６おおび１１１
８）および図２Ｂ、２Ｃの先端部１１００と同様の織りネック部とを備え、可変孔径を有
する修正されているセグメント５８１０、５８２０、５８３０、５８４０。いくつかの実
施形態では、図９Ｃに示す編組搬送機構２６００の設定は、図１１Ｅに示されているよう
な遠位部１５８の編パターンを形成することが可能であり、遠位セグメント５８１０は、
例えば、比較的高いＰＰＩを有し、比較的低い多孔率を有する。遠位セグメント５８１０
編組後に「スタート・ストップ」機能が起動し、一旦垂直プラーまたはリング１６１が停
止されて、空のスピンドル対、例えば、図９Ｄに示す編組搬送機構２６５０の設定の数を
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増やしてフィラメント１５６を含むスプール１５４を対称または非対称のパターン内の１
つのスピンドル１５３と他のスピンドル１５３との間に再配置することができるようにな
ると、中間セグメント５８２０は、比較的低いＰＰＩを有することができ、比較的高い多
孔率を有することができる。
【０５６３】
  いくつかの実施態様においては、中間セグメント５８２０を編組の後に「スタート・ス
トップ」機能が再び起動され、一旦垂直プラーまたはリング１６１が停止されて、フィラ
メント１５６を含むスプール１５４が、他のパターン、例えば、図９Ｃに示す編組搬送機
構２６００の構成において１つのスピンドル１５３と別のスピンドル１５３との間に再配
置できるようになると、基端部分５８３０は、比較的高いＰＰＩを有することができ、比
較的低い多孔率を有することができる。より高いＰＰＩは、より小さい孔径を生じ得、こ
れは、動脈瘤の血栓形成または血管奇形に寄与するか、血栓摘出中に放出され得る任意の
デブリ（または塞栓）をフィルタリングするのに役立つことができる動静脈管腔などの血
管奇形への流れを減少させることができる。いくつかの実施形態においては、図９Ｃおよ
び９Ｄに示す編組搬送機構の配列間に交互に繰り返すことで、先端部の低い多孔率および
／または高い多孔率のセグメントを得ることができる。
【０５６４】
  再び図１０Ｌを参照すると、例えば、織物構造物１５８が第２の熱処理後にマンドレル
１７０から除去された後、基端部および先端部を所望のサイズにトリミングすることがで
きる。例えば、正確なまたは近似の近位および遠位ネックは、レーザ切断によって形成し
てもよいし、最基端側または最遠位バルブから一定距離を切断することによって形成して
もよい。いくつかの実施形態では、先端部１００は、約６０ｍｍより大きい全長を有する
。いくつかの実施形態では、フィラメントは、磁極刈り込み機と同様の装置を用いて剪断
される。端部は、長手軸を横断するように（例えば、直交）、または角度をもってトリミ
ングすることができる。フィラメントは個別にトリミングされてもよく、２つ以上のフィ
ラメント（全てまたはフィラメントの実質的に全てを含む）を、実質的に同時にトリミン
グすることができる（例えば、１回の切断ストロークまたは動きで）。フィラメントの端
部の断面は、トリミング点でトリミング角度と編組パターンの角度に少なくとも部分的に
依存してもよい。トリミングされた端部は、さらに処理してもよく、残しておいてもよい
。
【０５６５】
  図１２Ａは、血管治療装置の先端部６０００のフィラメント端部処理の一実施形態の概
略斜視図である。先端部６０００は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１００
であってもよい。図１２Ａに示す先端部６０００の一部は、遠位ネック６５であるが、さ
らにあるいは代替的に、広口先端部、近位ネック、広口近位部などとすることができる。
説明のために、先端部６０００は、１２の織フィラメント１５６を含むが、本明細書で説
明した端部処理は、より高いかまたはより低い量のフィラメント１５６に適したものとす
ることができる。図１２Ｂは図１２Ａのフィラメント端部処置の前部立面図である。図１
２Ａおよび１２Ｂに示すフィラメント端部処理は、フィラメント１５６の端部をそのまま
、またはトリミングされた後に未処理のまま残すことを含む。
【０５６６】
  図１２Ｃは、血管治療装置の先端部６１００のフィラメント端部処理の他の実施形態の
概略斜視図である。先端部６１００は、装置１０、２０、３０、または４０の先端部１０
０であってもよい。図１２Ｃに示す先端部６１００の一部が遠位ネック６５であるが、さ
らにあるいは代替的に、広口先端部、近位ネック、広口近位部などとすることができる。
説明のために、先端部６１００は、１２の織フィラメント１５６を含むが、本明細書で説
明した端部処理は、より高いかまたはより低い量のフィラメント１５６に適したものとす
ることができる。図１２Ｄは、図１２Ｃのフィラメント端部処置の正面図である。図１２
Ｃおよび１２Ｄに示すフィラメント端部処理は、遠位ネック６５をポリマーで浸漬被覆す
るかまたはスプレーコーティングすることを含む。ポリマーは、生体ポリマー、例えば、
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シリコーン、ポリウレタン（例えば、Ｐｏｌｙｓｌｉｘ、カリフォルニア州、サンタクル
ーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能）、ポリエチレン（例えば、Ｒｅｘｅ
ｌｌ（登録商標）、Ｈｕｎｔｓｍａｎから入手可能）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）
、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、および
高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、フッ化エチレンプロピレン等のフッ素系ポリマー、Ｐ
ＦＡ、ＭＦＡ、ＰＶＤＦ、ＴＨＶ、ＥＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、ＥＣＴＦＥ（例えば、テフロ
ン（Ｔｅｆｌｏｎ）（登録商標）ＦＥＰ、ＤｕＰｏｎｔから入手可能）、ポリプロピレン
、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）等のポリエステル、ＰＢＴ、ＰＥＴＧ（例えば
、ハイトレル（登録商標）、ＤｕＰｏｎｔ社製）、ＰＴＦＥを含むポリエステルと、熱可
塑性ポリウレタンおよびポリエーテルブロックなどの組合せの高分子化合物（例えば、Ｐ
ｕｔｎａｍ、コネティカット州のＦｏｓｔｅｒ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能な
Ｐｒｏｐｅｌｌ（登録商標））、ポリエーテルブロックアミド（例えば、フランス、Ａｒ
ｋｅｍａ  ｏｆ  Ｃｏｌｏｍｂｅｓから入手可能なＰｅｂａｘ（登録商標）、カリフォル
ニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能なＰｅｂａｓｌｉ
ｘ）の組合せの高分子化合物と、ＰＶＣ、ＰＶＤＣ、ポリイミド（例えば、Ｏｌｄｓｍａ
ｒ、フロリダのＭｉｃｒｏ  Ｌｕｍｅｎから市販されているポリイミド）のようなポリエ
ステルハードブロックと組み合わされたポリエーテル軟質ブロック、ポリアミド（例えば
、Ｂａｙｅｒから入手可能なＤｕｒｅｔｈａｎ、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤ
ｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能なナイロン１２）と、ポリカーボネート（例え
ば、フロリダ州、マイアミのＣｏｒｖｉｔａ  Ｃｏｒｐから入手可能なＣｏｒｅｔｈａｎ
ｅ（商標））ＰＳ、ＳＡＮ樹脂、ＡＢＳ樹脂、ＨＩＰＳなどのスチレン系誘導体と、コポ
リマーまたはホモポリマー、ＰＬＡ、ＰＧＡ、ＰＬＧＡ、ＰＣＬ、ポリオルトエステル、
ポリ無水物、およびそれらの共重合体などのアセタールと、ＰＥＥＫ、ＰＥＳ、ＰＰＳ、
ＰＳＵ、ＬＣＰ、それらの組合せなどのような高温性能ポリマーを含むことができる。い
くつかの実施形態では、ポリマーは、放射線不透過性材料を含んでもよい（例えば、ポリ
マー中に分散された放射線不透過性材料の粒子）。いくつかの実施形態では、ディップコ
ーティングまたはスプレーコーティング中の、先端部６１００の端部の一部をマスクする
ことにより、マスキングした領域でのポリマーの堆積を阻害することができる。例えば、
先端部６１００が浸漬コーティングまたはスプレーコーティングされ、マンドレル１７０
上にある場合、ポリマーは、末端部６１００の内部に堆積することを抑制することができ
、これにより、内腔を維持し、先端部６１００の内径を維持することができる。いくつか
の実施形態では、フィラメント１５６の端部をトリミングする前に浸漬コーティングまた
はスプレーコーティングも可能である。いくつかのそのような実施形態では、ポリマーは
、ほつれないようにフィラメント１５６の位置を維持することができる。被覆された端部
は次に、さらにトリミングされてそのまま残されるか、またはさらにコーティングされて
もよい。例えば、端部は、マンドレル１７０上にスプレーコーティングされ、トリミング
され、そしてディップコーティングされ得る。
【０５６７】
  いくつかの実施形態では、コーティングは、コーティング放射線不透過性材料（例えば
、イリジウム、白金、タンタル、金、パラジウム、タングステン、スズ、銀、チタン、ニ
ッケル、ジルコニウム、レニウム、ビスマス、モリブデン、およびこれらの組合せなどの
粒子、および／または硫酸バリウム、タングステン粉末、次炭酸ビスマス、オキシ塩化ビ
スマス、ヨウ素化イオヘキソールなどのヨウ素含有剤（例えば、Ｏｍｎｉｐａｑｕｅ（商
標）、ＧＥ  Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅの一部門であるＡｍｅｒｓｈａｍ  Ｈｅａｌｔｈから
入手可能）などを含むことができる。放射線不透過性材料は、ポリマーの後に塗布し、ポ
リマーと共に塗布し、および／またはポリマーの被覆と散在させてもよい。ほつれたフィ
ラメント１５６のコーティングは、コーティングされているが、依然としてほつれたフィ
ラメント１５６を引き起こしかねないため、フィラメント１５６は、ほつれを減少させる
ように切断（例えば、レーザカット）することができる。
【０５６８】
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  再び図１２Ｃおよび図１２Ｄを参照すると、少なくとも遠位ネック６５の遠位端は、ポ
リマー６１１０で被覆される。いくつかの実施形態では、ポリマー６１１０は、遠位ネッ
ク６５の長さの約１０％～約７５％（例えば、約２５％～約５０％）を覆っている。いく
つかの実施形態では、ポリマー６１１０は、遠位ネック６５の長さの約０．５ｍｍ～約３
ｍｍ（例えば、約１ｍｍ～約２ｍｍ）を覆っている。先端部６１００および／または遠位
ネック６５の大きさに応じて、より多くのまたはより少ないポリマー６１１０を使用する
ことができる。
【０５６９】
  図１２Ｅは、血管治療装置の先端部６２００のフィラメント端部処理のさらに他の例示
的な実施形態の概略斜視図である。先端部６２００は、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００であってもよい。図１２Ｅに示す先端部６２００の一部が遠位ネック６
５であるが、さらにあるいは代替的に、広口先端部、近位ネック、広口近位部などとする
ことができる。図１２Ｅに示すフィラメント端部処理は、放射線不透過性マーカバンド６
２１０を遠位ネック６５の遠位端に連結することを含む。いくつかの実施形態では、放射
線不透過性マーカバンドの材料は、限定されないが、イリジウム、白金、タンタル、金、
パラジウム、タングステン、スズ、銀、チタン、ニッケル、ジルコニウム、レニウム、ビ
スマス、モリブデン、これらの組合せなどを含む金属または合金を含むことができる。
【０５７０】
  図１２Ｆは、血管治療装置の先端部６３００のフィラメント端部処理のさらに他の例示
的な実施形態の概略斜視図である。先端部６３００は、装置１０、２０、３０、または４
０の先端部１００であってもよい。図１２Ｆに示す先端部６３００の一部が遠位ネック６
５であるが、さらにあるいは代替的に、広口先端部、近位ネック、広口近位部などとする
ことができる。図１２Ｆに示すフィラメント端部処理は、遠位ネックの少なくとも遠位端
をポリマー６１１０で浸漬コーティングまたはスプレーコーティング（例えば、図１２Ｃ
および図１２Ｄに関して説明されたように）し、放射線不透過性のマーカバンド６２１０
を遠位ネック６５の遠位端に連結する（例えば、図１２Ｅに関して説明されたように）こ
とを含む。
【０５７１】
  先端部１００の端部への塗工は、端部のほつれを阻害し、および／またはほつれた端部
が体組織を穿刺することを抑制することができる。先端部の両端は、例えば、フィラメン
トのサイズが小さいことにより、組織を穿刺し難くするのに十分な柔軟性を有することが
できる実施形態では、解けたままでよい。（例えば、何も処理を行わない、例えば、ポリ
マーなしに放射線不透過性マーカバンドを結合することによって）ポリマー先端を省略す
ることにより、先端部１００は、ポリウレタンなどのポリマーを損傷する可能性があり、
エチレンオキシド滅菌のような化学的な滅菌技法よりも一般的に安価なγ放射線を使用し
て滅菌することができる。
【０５７２】
  いくつかの実施形態では、先端部１００は、編組構造（例えば、２つ以上のフィラメン
トを対角に絡み合いまたはインターレースすること、または先端部１００の長手方向また
は製造軸に対してある角度で製造された）を含む。織構造は、フィラメントが互いに約９
０°の角度で配向しているものに限定されない。
【０５７３】
  いくつかの実施形態では、先端部１００は、編構造（例えば、先端部１００を作成する
ために一連のフィラメントのループを連動させることにより生成された）を含む。図１３
Ａは、例示的な生物医学織物構造物１１８２５に織り込まれた複数のフィラメント１１８
３０の例示的な実施形態を例示する模式的斜視図である。本明細書に記載したいくつかの
織物構造１５８とは対照的に、図１３Ａに示されている構造１１８２５は、長軸方向軸を
横断する（例えば、直交する）１本またはそれ以上のフィラメント１１８３０を含み、こ
れは、悪いフィルタリング能力（例えば、低多孔率に起因して）を有するとともに乏しい
半径方向の力、乏しい壁付着、乏しい血餅捕捉を生じ得るが、長手方向の集中を可能にし
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、展開時に様々にばらついた孔径を可能にすることができる。織物構造物１１８２５の孔
の大きさは、広い面積にわたって実質的に均一であってもよい。いくつかの実施形態では
、先端部１００の少なくとも１つのセグメントは、編物を含む。
【０５７４】
  図１３Ｂは、他の例示的な生物医学織物構造物１１８３５に編み込まれたフィラメント
１１８４５の例示的な実施形態を例示する模式的斜視図である。本明細書に記載した他の
織物構造物１５８とは対照的に、図１３Ｂに示す構造体１１８３５は、円筒状に形成され
ておらず、連動ループによって特徴付けられるシートとして編み込まれる。シート１１８
３５は、次いで円筒形状に丸められて、熱処理、機械的固定等を経て筒状構造を持たせる
ことができ、図１０Ｄに関して説明したように、この筒状構造は、球根状のマンドレルの
周りに巻付けられ得る。シートは、球根状マンドレル（例えば、最初に筒状に形成されな
い）の周囲に直接巻き付けられ、製造工程を低減することができる。巻かれたシートは、
先端部１００の全長に沿って浮遊フィラメントを含み得、これはプラークを掻き取る、ま
たは他のこのような用途ため有利であり得る。織物の構造体１１８３５の孔１１８４０の
大きさは、広い面積にわたって実質的に均一であってもよい。筒状に織り込むことも可能
である（例えば、横編）。
【０５７５】
  いくつかの実施形態では、球根状マンドレルから除去された後、先端部１００は、ネッ
クの周囲またはバルブ間に圧接素子を備えていない。いくつかの実施形態では、球根状マ
ンドレルから除去した後、先端部１００は、形状セット織物構造物を形成するために使用
されるフィラメント以外に、操作部材などの中央ワイヤまたは任意の他のインナー部材を
含んでいない（例えば、バルブおよびネック部は中空状である（例えば、完全に中空））
。いくつかの実施形態では、先端部１００は、放射線不透過性のマーカ（例えば、マーカ
バンド）を含まず、これにより、先端部１００の収縮プロファイルを減少させることがで
きる。いくつかの実施形態では、先端部１００の少なくとも１つのバルブ（例えば、最遠
位バルブ）が動脈瘤および／または動脈瘤の口部よりも大きくなっている（例えば、動脈
瘤に挿入する目的のためだけに織られたボールとは対照的に）。いくつかの実施形態では
、先端部１００の内部容積（例えば、ネックとバルブの径方向内側）は、血栓を受けるよ
うに構成されないように、先端部は、起伏部間（例えば、バルブおよびネック部によって
形成された山部と谷部との間および／または交差するフィラメント間）に血栓を捕捉する
ように構成される。
【０５７６】
  先端部１００は、一般に、同一のフィラメントが、全てのバルブおよびネック部を形成
する一体型構造体としてここに記載されている。いくつかの実施形態では、先端部１００
は、互いに連結された織布繊維構造物を含むことができる。例えば、各織物構造物は、１
つのバルブ、同一あるいは異なったサイズを有する複数のバルブ、同じ形状または異なる
形状を有する複数のバルブ等を含むことができる。ある種のそのような実施形態は、一度
に複数の織布繊維構造物の製造を可能にすることができ、後で選択された織布繊維構造物
から先端部１００の組立を可能にすることができる。
【０５７７】
  先端部１００は、編組フィラメントにより形成された織物構造物であるとして本明細書
のある部分に記載されている。いくつかの実施形態では、先端部１００は、切断ハイポチ
ューブまたはシートから形成された構造を含むことができる。例えば、ハイポチューブを
カット（例えば、メッシュパターン、開放セルを含むセルパターン、クローズドセル（ｃ
ｌｏｓｅｄ  ｃｅｌｌ）、これらの組合せなど、ストラット、離間した支持骨格は、起伏
部などを形成）してもよく、次いで形状をセットして球状マンドレル（例えば、マンドレ
ル１７０）を用いてバルブおよびネック部を有するようにしてもよい。他の例では、シー
トを切断（例えば、メッシュパターン、開放セルを含むセルパターン、クローズドセル（
ｃｌｏｓｅｄ  ｃｅｌｌ）、これらの組合せなど、ストラット、離間した支持骨格、起伏
部などを形成）することができ、次いで形状をセットして球状マンドレル（例えば、マン



(192) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

ドレル１７０）を用いてバルブおよびネック部を有するようにしてもよい。いくつかの実
施形態では、先端部１００は、ポリマーチューブ腔状構造体を含むことができる。例えば
、ポリマーチューブは、押出し成形されてバルブおよびネック部を有するものとすること
ができる。別の例として、ポリマーチューブは、球根状マンドレル（例えば、マンドレル
１７０）の周囲に圧縮することができる。さらに別の例として、ポリマーチューブは、バ
ルブを形成するように、外側に溶断することができる（例えば、マンドレル１７０に対向
する形状を有する金型またはダイを使用して）。さらに別の例として、ポリマーシートは
、球根状マンドレル（例えば、マンドレル１７０）の周囲に、または金型またはダイに圧
縮してもよい（例えば、マンドレル１７０とは反対の形状を有する）。別の例として、球
根状マンドレル（例えば、マンドレル１７０）のポリマーディップコーティングは、ポリ
マーから作られたバルブおよびネック部を形成することができる。ポリマーは、場合によ
り、形状設定の前および／または後に切断することができる。先端部１００の形成は、本
明細書で説明される技法のいくつか、または全部を含むことができる。１つの非限定的な
例として、先端部の形成は、織物構造物を形成し、織物構造物を切断されたハイポチュー
ブメッシュに連結することを含むことができ、それらのうちの１つまたは両方は、バルブ
を備える。
【０５７８】
  上記の先端部は、血管または他の体内管腔治療装置の全体を構成することもできる。例
えば、遠位端部分は、展開可能な体内人工器官またはステント、中間または近位部などの
血管治療装置の一部などであってもよい。体内人工器官は、着脱可能な関節（例えば、Ｇ
ｕｇｌｉｅｌｍｉ電解剥離、機械的剥離（例えば、本明細書で説明するような）など）に
よって基部２００または他の装置に結合することができる。
【０５７９】
  先端部１００は、本明細書でさらに詳細に説明するように、接合部３００で基部２００
に結合することができる。いくつかの実施形態では、先端部１００の遠位端のみが、接合
部３００の近位部に結合されている。いくつかの実施形態では、先端部１００の近位端部
は、基部２００に結合、接合、固定、接着、結合などされていない。
【０５８０】
  図１４Ａは、血管治療装置の基部２００の例示的な実施形態のセグメントの一例を示す
概略斜視図である。図１４Ｂは、血管治療装置の基部２００の例示的な実施形態のセグメ
ントの他の例の概略斜視図である。写真から導出された図１４Ｂは、背景に、例示的な先
端部２００とその切り溝２０４を示す概略的な、非限定的な寸法を提供するために、米国
ペニー（０．０１ドルまたは１セント）上の日付の部分を含む。基部２００は、管状構造
２０２と、複数の開口部（スリット、切り溝、切れ目、切込み等）２０４を具備している
。図１４Ａは、図１７Ｂに関連して説明するように、熱衝撃パドル２０７を示している。
本明細書で使用する場合、用語切り溝はその通常の意味を付与され、壁（例えば、側壁）
を完全に貫通して延びるスリット、スロット、および他の開口部を含むものとするが、部
分的に壁（例えば、ノッチ、溝等）内に延びることもできる。いくつかの実施形態におい
て、管状構造２０２は、ハイポチューブ（例えば、ステンレス鋼を含む）から構成されて
いる。いくつかの実施形態では、基部２００は、例えば、白金、チタン、ニッケル、クロ
ム、コバルト、タンタル、タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、およびこれらの合
金、例えば、ニッケルチタン（例えば、ニチノール）、ニッケルチタンニオブ、クロムコ
バルト、銅－アルミニウム－ニッケル、鉄マンガン・シリコン、銀カドミウム、金－カド
ミウム、銅－錫、銅－亜鉛、銅－亜鉛－珪素、銅－亜鉛－アルミニウム、銅－亜鉛－スズ
、鉄白金、マンガン銅、白金合金、コバルトニッケルアルミニウム、コバルトニッケルガ
リウム、ニッケル鉄ガリウム、チタンパラジウム、ニッケルマンガンガリウム、ステンレ
ス鋼、形状記憶合金等、例えば、シリコーンのようなポリマー、ポリウレタン（例えば、
Ｐｏｌｙｓｌｉｘ、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎ
から入手可能）、ポリエチレン（例えば、Ｒｅｘｅｌｌ（登録商標）、Ｈｕｎｔｓｍａｎ
から入手可能）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤ
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ＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、および高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、フ
ッ化エチレンプロピレン等のフッ素系ポリマー、ＰＦＡ、ＭＦＡ、ＰＶＤＦ、ＴＨＶ、Ｅ
ＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、ＥＣＴＦＥ（例えば、テフロン（Ｔｅｆｌｏｎ）（登録商標）ＦＥ
Ｐ、ＤｕＰｏｎｔから入手可能）、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）等のポリエステル、ＰＢＴ、ＰＥＴＧ（例えば、ハイトレル（登録商標）、ＤｕＰｏ
ｎｔ社製）、ＰＴＦＥを含むポリエステルと、熱可塑性ポリウレタンおよびポリエーテル
ブロックなどの組合せの高分子化合物（例えば、Ｐｕｔｎａｍ、コネティカット州のＦｏ
ｓｔｅｒ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＰｒｏｐｅｌｌ（登録商標））、ポリ
エーテルブロックアミド（例えば、フランス、Ａｒｋｅｍａ  ｏｆ  Ｃｏｌｏｍｂｅｓか
ら入手可能なＰｅｂａｘ（登録商標）、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  
Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能なＰｅｂａｓｌｉｘ）の組合せの高分子化合物と、ＰＶ
Ｃ、ＰＶＤＣ等のポリエステル硬質ブロックビニル類に結合されたポリエーテル軟質ブロ
ックと、ＰＶＣ、ＰＶＤＣ、ポリイミド（例えば、Ｏｌｄｓｍａｒ、フロリダのＭｉｃｒ
ｏＬｕｍｅｎから市販されているポリイミド）、ポリアミド（例えば、Ｂａｙｅｒから入
手可能なＤｕｒｅｔｈａｎ、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕ
ｓｉｏｎから入手可能なナイロン１２）と、ポリカーボネート（例えば、フロリダ州、マ
イアミのＣｏｒｖｉｔａ  Ｃｏｒｐから入手可能なＣｏｒｅｔｈａｎｅ（商標））スチレ
ン類、例えば、ＰＳ、ＳＡＮ、ＡＢＳ、およびＨＩＰＳ、コポリマーまたはホモポリマー
などのアセタール、ＰＬＡ、ＰＧＡ、ＰＬＧＡ、ＰＣＬ、ポリオルトエステル、ポリ無水
物、およびこれらの共重合体、ＰＥＥＫ、ＰＥＳ、ＰＰＳ、ＰＳＵ、ＬＣＰ、それらの組
合せなどのような高温性能ポリマーを含むことができる。
【０５８１】
  いくつかの実施形態において、管状構造２０２は、約０．３５ｍｍ～約０．６５ｍｍ（
例えば、約０．４ｍｍ～約０．４５ｍｍとの間）、約０．１ｍｍ～約０．５ｍｍの間（例
えば、約０．２５ｍｍ～約０．３３ｍｍの間（例えば、約０．０１２５インチ（約０．３
１８ｍｍ）））の外径を有する。いくつかの実施形態では、例えば、末梢血管系で使用す
るために、管状構造２０２は、約０．５ｍｍ～約１０ｍｍとの間の外径を有している。い
くつかの実施形態では、管状構造２０２は、約０．２ｍｍ～約０．４ｍｍとの間（例えば
、約０．２５ｍｍ）の内径を有する。いくつかの実施形態において、管状構造２０２は、
壁厚ｔｗまたは外径（ＯＤ）と内径（ＩＤ）との差（ＯＤ－ＩＤ＝ｔｗ）約０．００１イ
ンチ（約０．０２５ｍｍ）～約０．０２インチ（約０．５ｍｍ）を有している。
【０５８２】
  いくつかの実施形態において、管状構造２０２は、約２フィート（約６１ｃｍ）から約
１０フィート（約３０５ｃｍ）（例えば、約７フィート（約２１３ｃｍ））の長さを有す
る。いくつかの実施形態において、管状構造２０２は、約８０ｃｍ～約２１０ｃｍ、約８
０ｃｍ～約１２０ｃｍ、約１２０ｃｍ～約１５０ｃｍ、約１５０ｃｍ～約２１０ｃｍ（例
えば、約１８０ｃｍ）の長さを有する。基部２００の長さは、少なくとも処置部位に多少
近い箇所（例えば、少なくとも先端部１００の長さだけ治療部位の近位に）に到達するの
に望ましい長さに少なくとも部分的に依存し得る。例えば、約８０ｃｍ～約１２０ｃｍの
間の長さは、末梢血管系を治療するために有用であり得るが、約１２０ｃｍ～約１５０ｃ
ｍの間の長さは、冠状血管構造を治療するために有用であり得、約１８０ｃｍ～約２１０
ｃｍ（例えば、約１８０ｃｍ）の長さは神経血管を治療するために有用であり得る。いく
つかの実施形態では、管状構造２０２は、約６フィート（約１８３ｃｍ）よりも大きな長
さを有している。
【０５８３】
  スリット２０４の少なくとも一部は、第１のスリット部２０４ａと第２のスリット部２
０４ｂとの間にストラットまたはステムまたはアンカーポイント２０６を介して第１のス
リット部２０４ａおよび第２のスリット部２０４ｂとを有している。図１４Ａおよび図１
４Ｂに示すストラット２０６は、周方向に約１７５°から約１８５°（例えば、約１８０
°）離れ、筒状構造２０２のためのピボットポイントまたはアンカーポイントとして作用
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する。例えば、スリットによって提供される２つの自由度のうちの１つにおいてより柔軟
性を提供するために、その他の円周方向の間隔も可能である。
【０５８４】
  図１４Ａおよび図１４Ｂに示すスリット２０４は、管状構造２０２の長手方向の軸に対
して角度をなしている。いくつかの実施形態では、この角度は約８５°と約１１５°の間
、約９５°から約１１５°の間、または約６５°から約８５°の間である（例えば、スリ
ット２０４が長軸方向軸を横断する（例えば、垂直、または略垂直））。いくつかの実施
形態では、この角度は約９０°である（例えば、スリットが縦軸を横断する（例えば、垂
直、または略垂直））。
【０５８５】
  いくつかの実施形態では、スリット２０４を形成することは、管状構造体２０２をレー
ザ切断することを含む。いくつかのそのような実施形態では、レーザは、管状構造２０２
の壁を貫通して全体を切断するようにプログラムされる。スリット２０４は、レーザが１
回のパスで全スリット２０４を切断することができるように十分に薄いものであってもよ
いし、スリット２０４は、レーザがスリット２０４のアウトラインを形成するのに十分な
厚さとすることができ、これによりアウトライン間の材料を除去することができる。スリ
ット２０４を形成する他の方法も可能である（例えば、機械的切削加工、リソグラフィに
よるパターニングなど）。
【０５８６】
  図１４Ｃは、血管治療装置の近位部６６０５の例示的な一実施形態の模式的な正面図で
ある。本明細書に記載したように、カットパターンのいくつかの特徴は、ピンチ点（ｐｉ
ｎｃｈ  ｐｏｉｎｔ）を抑制または回避することができ、幾つかの実施形態で、ハイポチ
ューブ６５１５の外面がカバーされないままになる。いくつかの実施形態では、ハイポチ
ューブ６５１５は、ポリマー（例えば、約０．０００１インチ～約０．０００２インチ（
約０．００２５ｍｍ～約０．００５１ｍｍ程度）の厚さまで）でコーティングされた（例
えば、浸漬コーティング、スプレーコーティング、ポリマー押出し）外側コーティング６
５２０を含むことができる。いくつかの実施形態では、ハイポチューブ６５１５の内壁に
は、ポリマー（例えば、約０．０００１インチ～約０．０００２インチ（約０．００２５
ｍｍ～約０．００５１ｍｍ程度）の厚さまで）でコーティングされた（例えば、浸漬コー
ティング、スプレーコーティング、ポリマー押出し）コーティング６３１０（例えば、親
水性コーティングまたは疎水性コーティング）を含むことができる。内側コーティング６
５１０は、外側コーティング６５２０と同じか、または異なっていてもよい（例えば、異
なる材料からなる、厚さ、デュロメータなど）。いくつかの実施形態では、コーティング
（例えば、内側コーティングおよび／または外側コーティングの材料、厚み、デュロメー
タ等）のパラメータは異なってもよく、カテーテルの柔軟性を変えることができる。変化
は、代わりにまたはハイポチューブ６５１５におけるカットパターンの変化に代わるもの
でも、それに加えてもよい（例えば、変化に相補的）。ポリマー被覆のパラメータ（例え
ば、材料、厚さ、デュロメータ等）の変化は、切り溝または行のピッチの変化に整合させ
られ得る（例えば、実質的に整合させられる）。カテーテルは、作業管腔６５０５を含む
ことができる。
【０５８７】
  いくつかの実施形態では、本明細書に説明したようなカットパターンを有するハイポチ
ューブ６５１５は、内腔６５０５を含むカテーテル（例えば、マイクロカテーテル、遠位
アクセスマイクロカテーテル、ガイドカテーテル）として使用することができる。いくつ
かの実施形態では、内側コーティングおよび／または外側コーティングなどの他の層の有
無にかかわらず、本明細書で説明したようなカットパターンを有するハイポチューブ６５
１５は、これによって得られる利点から利益を得るかもしれないカテーテルまたは何らか
の他の管状装置の一部に使用することができる。例えば、ハイポチューブ６５１５は、ス
テント展開システムのためのプッシャーワイヤとして用いることができる。他の例では、
ハイポチューブ６５１５は、血管処置システムの外側シースとして使用することができる
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。さらなる例において、ハイポチューブ６５１５は、気管切開チューブ、内視鏡検査チュ
ーブ、大腸内視鏡、腹腔鏡、経食道エコー（ＴＥＥ）プローブ、脳室造瘻術カテーテル、
胸部管（ｃｈｅｓｔ  ｔｕｂｅ）、中心静脈カテーテル、冷却カテーテル等として用いる
ことができる。
【０５８８】
  図１４Ｄは、バルーンカテーテル６５５０の例示的な実施形態の概略側断面図である。
バルーンカテーテル６５５０は、例えば、バルーンガイドカテーテルやバルーンを含む遠
位アクセスマイクロカテーテルであってもよい。バルーンカテーテル６５５０は、例えば
、血管形成術（例えば、プレーン・オールド・バルーン血管形成術（ＰＯＢＡ）、薬物被
覆バルーン（ＤＣＢ、ＤＥＢ）血管形成術）、アテローム切除（例えば、バルーン６５３
０は、切断バルーンを備える場合、移植型内部人工器官（例えば、ステント、バルブ）の
拡張、機械的血栓摘出時の一時的なフロー停止、血栓吸引、近位塞栓予防装置、他の装置
等に用いることができる。
【０５８９】
  バルーンカテーテル６５５０はハイポチューブ６５１５およびバルーン６５３０を備え
る。ハイポチューブ６５１５は、バルーン６５３０を膨張および／または収縮させるよう
に構成された内腔６５０５を有している。ハイポチューブ６５１５の長さの少なくとも一
部は、カットパターン６５２５、例えば、本明細書に記載するように互い違いに配置され
た、オフセット点在カットパターンを含み、これは、バルーンカテーテル６５３０に本明
細書で説明する柔軟性、トルク伝達性等のうちの少なくとも１つを提供する。カットパタ
ーンは、角度付きまたは角度なしとすることができる（例えば、図１４Ｄに示すように）
。本明細書で説明するカットパターンの他の変形も可能である。図１４Ｄに示す実施形態
では、バルーン６５３２の径方向内側のハイポチューブ６５１５の一部が異なるカットパ
ターンを備えており、図では明瞭にするために、バルーン６５３０に近位および遠位のハ
イポチューブ６５１５の一部がカットパターン無しで図示されている。バルーン６５３０
を膨張させるために使用される流体（例えば、空気、水、生理食塩水など）がカットパタ
ーンの切り溝６５４０を介して管腔６５０５とバルーン６５３５の内部容積との間を移動
することができる。いくつかの実施形態において、ハイポチューブ６５１５のバルーン６
５３２の半径方向内側の一部は、異なるカットパターンを備える（例えば、流体を供給す
るように構成される）。
【０５９０】
  図１４Ｄに示す実施形態において、バルーン６５３０に近位および／または遠位のハイ
ポチューブ６５１５の一部は、カットパターン（図示せず）、外側コーティング６５２０
、および内側コーティング６５１０を含む。例えば、バルーン６５２８の基端側部分には
カットパターンを含むことができ、バルーン６５３６の遠位側部分はカットパターンを含
まなくてもよい。内側コーティング６５１０および／または外側コーティング６５２０は
、切り溝６５４０を閉じ、これにより、流体が管腔６５０５を通って、バルーン６５３０
を含む部分に流れることを可能にすることができる。図１４Ｃは、図１４Ｄの線１４Ｃ－
１４Ｃでのバルーンカテーテル６５５０の断面であり得、これは、切り溝を含まないハイ
ポチューブ６５１５に沿った点である。いくつかの実施形態では、ハイポチューブ６５１
５は、内側コーティング６５１０と外側コーティング６５２０のいずれか一方のみを備え
る。いくつかの実施形態では、バルーン６５３０に近位および遠位のハイポチューブ６５
１５の異なる部分は、内側コーティング６５１０と外側コーティング６５２０の一方また
は両方を含む。いくつかの実施形態では、ハイポチューブ６５１５の一部が内側コーティ
ング６５１０または外側コーティング６５２０を含んでいないが、切り溝６５４０はポリ
マーにより閉じられる。例えば、ポリマーは、ハイポチューブ６５１５の内側面および／
または外側面と面一であってもよい。バルーン６５３０が、ハイポチューブ６５１５の遠
位端にある実施形態では、バルーン６５３６の遠位側のハイポチューブ６５１５の一部は
欠乏している、存在しない、および／またはカットパターンを含まない。ある種のそのよ
うな実施形態では、バルーン６５３６の遠位ハイポチューブ６５１５の一部がカットパタ



(196) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

ーン、外側コーティング６５２０、および／または内側コーティング６５１０を含んでい
ない。いくつかの実施形態において、それらの部分は切り溝６５４０を含まないので、カ
ットパターン無しのハイポチューブ６５１５の一部は内側コーティング６５１０または外
側コーティング６５２０を含むものではない。ハイポチューブ６５１５の遠位端は、例え
ば、ポリマー、はんだ、クリンピング（ｃｒｉｍｐｉｎｇ）、プラグ、これらの組合せな
どで閉じられてよい。いくつかの実施形態において、バルーンカテーテル６５３６の遠位
端は、テーパ状の内径を含む非外傷性ポリマー先端６５３８を備える。ある種のそのよう
な実施形態では、第２のカテーテル（例えば、遠位アクセスカテーテルまたはマイクロカ
テーテル）および／または第３のカテーテル（例えば、遠位アクセスカテーテルまたはマ
イクロカテーテル）は、ハイポチューブ６５１５によって生成された作業管腔を介して挿
入することができる。第２のカテーテルおよび／または第３のカテーテルの外径（例えば
、６Ｆｒ）は、ポリマー先端の内径（例えば、６Ｆｒ）と実質的に同じか少なくとも同じ
大きさであり、これにより作業管腔のアーチ形シールを形成し、永久閉塞せずにバルーン
６５３０の膨張を許容することができる。バルーンカテーテル６５５０の操作者によって
印加されるトルクが最大となるハイポチューブ６５１５の近位セグメントは、キンクを低
減するように構成することができ、例えば、ストレインリリーフ（例えば、外側コーティ
ング６５２０と同じまたは異なっていてもよいポリマーシース）、網組構造、およびこれ
らの組合せなどを含む。
【０５９１】
  ハイポチューブ６５１５は、本明細書で説明するハイポチューブ材料、寸法等を含むこ
とができる。バルーンカテーテル６５５０の一部（例えば、バルーン６５３０、内側コー
ティング６５１０、外側コーティング６５２０）は、生体ポリマー、例えば、シリコーン
ポリウレタン（例えば、Ｐｏｌｙｓｌｉｘ、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋ
ｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能）、ポリエチレン（例えば、Ｒｅｘｅｌｌ（登録商
標）、Ｈｕｎｔｓｍａｎから入手可能）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密
度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、および高密度ポリエ
チレン（ＨＤＰＥ）、フッ素化エチレンプロピレン、ＰＦＡ、ＭＦＡ、ＰＶＤＦ、ＴＨＶ
、ＥＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、ＥＣＴＦＥ等のフッ素ポリマー（例えば、テフロン（Ｔｅｆｌ
ｏｎ）（登録商標）ＦＥＰ、ＤｕＰｏｎｔから入手可能）、ポリプロピレン、ポリエステ
ル、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ＰＢＴ、ＰＥＴＧ（例えば、ハイ
トレル（登録商標）、ＤｕＰｏｎｔ社製）、ＰＴＦＥ、熱可塑性ポリウレタンおよびポリ
エーテルブロックなどの組合せの高分子化合物（例えば、Ｐｕｔｎａｍ、コネティカット
州のＦｏｓｔｅｒ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＰｒｏｐｅｌｌ（登録商標）
）、ポリエーテルブロックアミド（例えば、フランス、Ａｒｋｅｍａ  ｏｆ  Ｃｏｌｏｍ
ｂｅｓから入手可能なＰｅｂａｘ（登録商標）、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤ
ｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能なＰｅｂａｓｌｉｘ）の組合せの高分子化合物
と、ＰＶＣ、ＰＶＤＣ、ポリイミド（例えば、Ｏｌｄｓｍａｒ、フロリダのＭｉｃｒｏ  
Ｌｕｍｅｎから市販されているポリイミド）のようなポリエステルハードブロックと組み
合わされたポリエーテル軟質ブロック、ポリアミド（例えば、Ｂａｙｅｒから入手可能な
Ｄｕｒｅｔｈａｎ、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎ
から入手可能なナイロン１２）と、ポリカーボネート（例えば、Ｃｏｒｅｔｈａｎｅ（商
標）、マイアミ、フロリダのＣｏｒｖｉｔａ  Ｃｏｒｐから入手可能）、ＰＳ、ＳＡＮ、
ＡＢＳ、およびＨＩＰＳのようなスチレン類、コポリマーまたはホモポリマー、ＰＬＡ、
ＰＧＡ、ＰＬＧＡ、ＰＣＬ、ポリオルトエステル、ポリ無水物、およびそれらの共重合体
などのアセタールと、ＰＥＥＫ、ＰＥＳ、ＰＰＳ、ＰＳＵ、ＬＣＰ、それらの組合せなど
のような高温性能ポリマーを含むことができる。いくつかの実施形態において、バルーン
カテーテル６５５０は、バルーン６５３０の近位端および遠位端に近接した放射線不透過
性マーカ６５４２、６５４８を含む。例えば、図１４Ｄに示すように、放射線不透過性マ
ーカ６５４２、６５４４、６５４６、６５４８は、充填された切り溝（例えば、図１９Ｂ
を参照してさらに詳細に説明するように）を含む。図１４Ｄに示す実施形態において、バ
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ルーンカテーテル６５３０は、一定間隔で複数の放射線不透過性マーカ６５４９を備え、
これは、機器選択に関する手術中の判断のために血栓の長さ、血管内の狭窄の程度または
長さ、血管の直径、血管に起因した動脈瘤の寸法（例えば、動脈瘤の口）等を測定するの
に役立つことができる。
【０５９２】
  図１５Ａは、カットパターンの例示的な一実施形態を示す概略図である。パターンは、
２つの点在パターン、すなわち斜線を付したブロックで示されるパターンＡ、および網掛
けされていないブロックで示されるパターンＢを備える。図１５Ｂは、カットパターンの
一部の例示的な実施形態、パターンＢ無しの図１５Ａに示すパターンＡを示す概略図であ
る。図１５Ｃは、カットパターンの一部の他の例示的な実施形態、パターンＡ無しの図１
５Ａに示すパターンＢを示す概略図である。
【０５９３】
  パターンＡは、一連の弓形スリット２１０（スリット半体２１０ａ、２１０ｂを含む）
、２１２（スリット半体２１２ａ、２１２ｂを含む）、２１４（スリット半体２１４ａ、
２１４ｂを含む）、２１６（スリット半体２１６ａ、２１６ｂを含む）等を含む。パター
ンＢは、一連の弓形スリット２２０（スリット半体２２０ａ、２２０ｂを含む）、２２２
（スリット半体２２２ａ、２２２ｂを含む）、２２４（スリット半体２２４ａ、２２４ｂ
を含む）、２２６（スリット半体２２６ａ、２２６ｂを含む）、２２８（スリット半部２
２８ａ、２２８ｂを含む）等を含む。スリット２１０、２２０等は、完全に円弧状（３６
０°）ではなく、これにより管状構造２０２を２片に切るが、円弧スリットの２つの半体
によって約１８０°円周方向に間隔を置いた２つのステムまたはストラットまたはアンカ
ーポイント（例えば、スリット半体２２０ａ、２２０ｂの間のステム２１１ａ、２１１ｂ
、スリット半体２１０ａ、２１０ｂの間のステム２２１ａ、２２１ｂ）によって遮断され
る。スリット２１０は、長手軸に対して垂直であると、行は、その円周の周りのスリット
半体２１０ａ、２１０ｂによって規定される。スリット２１０が、長手軸に対して垂直以
外の傾斜をしている場合、行は、管状構造２０２の全周を通り抜けてスリット半体２１０
ａ、２１０ｂ、およびその間のステム２１１ａ、２１１ｂで定義される。
【０５９４】
  矢印３１０は、図面が外側に分解され、あるいはレーザカット紙であれば、示すパター
ンが外周のものであるように、左右両側を折り曲げてページに丸めて管にすることを示し
ている。管状構造２０２の内部は、円周ｃ１＝πｄｈを有し、ここで、ｄｈは管状構造２
０２の内径である。管状構造２０２の外側は、円周ｃｏ＝πｄｏを有し、ここで、ｄｏは
管状構造２０２の外径である。スリット２０４の円周方向長さの円周ｃｏに対する比率を
算出することができる。スリット２０４のパラメータは絶対値（例えば、インチまたはｍ
ｍ）またはｃｉまたはｃｏの百分率として表すことができる。ｃｉとｃｏのとの比が分か
ると、ｃｏについて知られている基部２００に関する値（例えば、製造業者に提供されて
もよいように）をｃｉを参照して計算する、および／または導出することができ、その逆
であってもよい。
【０５９５】
  いくつかの実施形態では、スリット２１０は、例えば、１つのスリットと１つのステム
を有している。いくつかの実施形態では、スリット２１０は、２のスリット部２１０ａ、
２１０ｂを備える（例えば、本明細書に詳細に記載のように）。いくつかの実施形態では
、スリット２１０は、４つのスリット部分（例えば、約９０°間隔を置いたステムを有す
る）を備える。他の数のスリット部とステムも可能である。
【０５９６】
  管状構造２０２の周囲に沿って実質的に直径方向に対向するアンカーポイント（例えば
、約１８０°離れた２つのアンカーポイント２１１ａ、２１１ｂ）は、アンカーポイント
に関する柔軟性の自由度を可能にすることができる。実質的に直径方向に対向していない
アンカーポイントも可能であり、これらは、一方向により高い柔軟性の自由度と、反対方
向により低い柔軟性の自由度を作り出すアンカーポイントに関して不均一な動きの自由度



(198) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

を作り出すことができる。アンカーポイントは、アンカーポイントが伸びる方向への基部
２００の圧縮を抑制または防止することができるが、アンカーポイントの位置、自由度の
方向から９０°方向に離れた移動の自由度を支持することができる。
【０５９７】
  いくつかの実施形態では、長手方向に隣接するステムは、一般に、長手方向に整列して
おらず（管状構造２０２の長手軸に沿って平行）、これは、連続したコイルまたは螺旋状
切込みによる挟み込みと同様に、基部２００に沿った任意のポイントにおいて挟み込みを
もたらし得る。そうではなく、パターンＡの隣接する行のステムは、円周方向距離ＯＡ（
図１５Ｂ）だけオフセットされ、パターンＢの隣接する行のステムは、円周方向距離ＯＢ

（図１５Ｃ）だけ反対方向にオフセットされている。カットパターン全体の隣接する行の
ステムは、周方向距離Ｓだけ互い違いに配置されている。ステムの周方向の位置決めを互
い違いにするおよび／またはオフセットすることは、挟持する可能性を減少または除去す
ることにより動きの程度の数を増加させ、および／または安全性を高めることができる。
２パターン（例えば、パターンＡ、Ｂ）を含む実施形態では、両パターンを時計回り方向
にオフセットすることができ、両パターンは反時計回りの方向にオフセットさせることが
でき、または１つのパターンは時計回り方向にオフセットさせ、もう一方のパターンは反
時計回りの方向に進むことができる（例えば、図１５Ａに示すように）。
【０５９８】
  いくつかの実施形態では、オフセットＯＡ（およびＯＢ）の値は、カーフ幅とも呼ばれ
るステム間のスリットの周長２３０に比例する。スリット半体の周方向長さに対するオフ
セットの比は、ステムが、どれほど迅速に長手方向に配列されているか、または、口語的
には、どれほど迅速に特定のスリットまたは行が管状構造２０２に沿って繰り返すかを決
定することができる。例えば、比が１／８である場合には、第１、第９、第１７などのス
リットは同じであり、第２、第１０、第１８などのスリットは同じである、等である。い
くつかの実施形態では、パターンの列は約２列から約２０列ごとに繰り返してもよい。よ
り高い繰り返しが望まれる可能性があるが、幾何学的形状、製造公差等により制限され得
る。
【０５９９】
  再び図１５Ａを参照すると、パターンＡのステム２１１ａ、２１１ｂおよびパターンＢ
のステム２２１ａ、２２１ｂは、位置合わせを開始せず、値Ｓだけ互い違いに配置されて
いる。いくつかの実施形態では、パターンＡのステム２１１ａ、２１１ｂおよびパターン
Ｂのステム２２１ａ、２２１ｂは、管状構造２０２の長さに沿って位置合わせされること
はない。いくつかの実施形態では、スリット半体の長さ２３０に関連する場合、パターン
Ａの１列目のステム２１１ａ、２１１ｂとパターンＢの１列目のステム２２１ａ、２２１
ｂ間の食違いＳは、パターンＡおよびＢのステムの配向を阻害するのを助けることができ
る。例えば、スリット半体の長さの約４０％である初期スタガＳは、パターンＡおよびＢ
の長手方向に隣接するステムの整列の発生率を減少させるかまたは最小にすることができ
る。
【０６００】
  図１５Ｄは、互い違いに配置された点在カットパターンの例示的な一実施形態を示す概
略図である。パターンＡおよびＢは分散している。パターンＡのスリット２１０ａの右端
は、値ＳだけパターンＢのスリット２２０ａの右端からずれている。パターンＡのスリッ
ト２１０ａの右端は、値ＯＡだけパターンＡのスリット２１２ａの右端からずれている。
パターンＢのスリット２２０ａの左端は値ＯＢだけパターンＢのスリット２２２ａの左端
からオフセットされている。いくつかの実施形態では、散在しているカットパターンの数
は１（例えば、散在のない同じカットパターン）と５（例えば、本明細書で詳細に説明す
るように２）の間である。２つの点在パターンを含む基部２００は、回転または運動の自
由度の数を増加させることができ、これにより、細い血管を通るナビゲーションを補助す
ることができる。散在は、基部２００の全長またはその部分とすることができる。いくつ
かの実施形態では、２つのカットパターンが基部２００の第１の長さだけ間隔をあけ、２
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つのカットパターン（それらのうちの１つまたは両方は、第１の長さに沿う２つのカット
パターンと異なっていてもよい）は基部２００の第２の長さだけ間隔をあけている。
【０６０１】
  図１５Ｅは、互い違いに配置された点在オフセットカットパターンの例示的な一実施形
態を示す概略図である。図１５Ｅの左右の端部が同じカットを示しているが、種々のカッ
トパターンを強調するために、異なる網掛けをつけている。左部には、パターンＡが、網
掛けしていない点線で示され、パターンＢは実線で網掛けつきで示されている。スリット
２１０ａの右側端は、値ＯＡだけスリット２１２ａの右端部からオフセットされている。
スリット２１２ａの右端は、値ＯＡだけスリット２１４ａの右端からオフセットされてい
る。スリット２１４ａの右端は、値ＯＡだけスリット２１６ａの右端からオフセットして
いる。スリット２１０ａの右端は、値２×ＯＡだけスリット２１４ａの右端からオフセッ
トしている。スリット２１０ａの右端は、値３×ＯＡだけスリット２１６ａの右端からオ
フセットしている。オフセット量ＯＡが矢印２４２で示されるように右側のものである。
【０６０２】
  右部には、パターンＢは、網掛けしていない点線で示され、パターンＡは実線で、網掛
けが示されている。スリット２２０ａの左端は、値ＯＢだけスリット２２２ａの左端から
オフセットされている。スリット２２２ａの左端は、値ＯＢだけスリット２２４ａの左端
からオフセットされている。スリット２２４ａの左端は、値ＯＢだけスリット２２６ａの
左端からオフセットされている。スリット２２６ａの左端は、値ＯＢだけスリット２２８
ａの左端からオフセットされている。スリット２２０ａの左端は、値２×ＯＢだけスリッ
ト２２４ａの左端からオフセットされている。スリット２２０ａの左端は、値３×ＯＢだ
けスリット２２６ａの左端からオフセットされている。スリット２２０ａの左端は、値４
×ＯＢだけスリット２２８ａの左端からオフセットされている。矢印２４４で示すように
、オフセットＯＢは左方向である。オフセットＯＢはオフセットＯＡと反対方向であるた
め、オフセットＯＡと比較して負であると考えることができる。
【０６０３】
  オフセットＯＡはオフセットＯＢとは異なり、これは線２４２、２４４の異なる傾斜、
またはパターン内のアンカーポイント食違い角度によって容易に見ることができる。再び
図１５Ｄを併せて参照すると、オフセットＯＡ、オフセットＯＢ、スタガＳは、少なくと
も部分的に長手方向に並んだステムを有する１つの列または列の頻度の繰り返しに影響を
与える場合がある。
【０６０４】
  本明細書に示されるいくつかのパターンは、第１のパターンと第２のパターンの交互の
スリット（例えば、パターンＡのスリット、パターンＢのスリット、パターンＡのスリッ
ト、パターンＢのスリットなど）を有することによって散在しているが、スリットパター
ンは、他の方法で散在させてもよい。例えば、２パターンの各々から２本のスリットを交
互にすることができる（例えば、パターンＡのスリット、パターンＡのスリット、パター
ンＢのスリット、パターンＢのスリット、パターンＡのスリット、パターンＡのスリット
、パターンＢのスリット、パターンＢのスリットなど）。他の例では、第１のパターンの
１つのスリットは、第２のパターンの２本のスリットと交互であってもよい（例えば、パ
ターンＡのスリット、パターンＢのスリット、パターンＢのスリット、パターンＡのスリ
ット、パターンＢのスリット、パターンＢのスリット等）。さらに別の例として、３以上
のパターンからのスリットを間に散らすこともできる（例えば、パターンＡのスリット、
パターンＢのスリット、パターンＣのスリット、パターンＡのスリット等）。
【０６０５】
  いくつかの実施形態では、基部２００は、第１のスリット２２０、第２のスリット２１
０、第３のスリット２２２と第４のスリット２１２を備えた複数の長手方向に離間された
スリット２０４を備える。スリット２２０は、第１のスリット半体２２０ａおよび第２の
スリット半体２２０ｂを有している。第１のステム２２１ａは、第１のスリット半体２２
０ａおよび第２のスリット半体２２０ｂの間に、第２のステム２２１ｂは、第１のスリッ
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ト半体２２０ａおよび第２のスリット半体２２０ｂの間にあり、周方向に第１のステム２
２１ｂから約１８０°である。スリット２１０は、第１のスリット半体２１０ａおよび第
２のスリット半体２１０ｂを有している。第１のステム２１１ａは、第１のスリット半体
２１０ａおよび第２のスリット半体２１０ｂとの間に、第２のステム２１１ｂは、第１の
スリット半体２１０ａおよび第２のスリット半体２１０ｂとの間にあり、第１のステム２
１１ｂから円周方向に約１８０°である。スリット２２２は、第１のスリット半体２２２
ａおよび第２のスリット半体２２２ｂを有している。第１のステム２２３ａは、第１のス
リット半体２２２ａおよび第２のスリット半体２２２ｂとの間に、第２のステム２２３ｂ
は、第１のスリット半体２２２ａおよび第２のスリット半体２２２ｂとの間にあり、周方
向に第１のステム２２３ｂから約１８０°である。スリット２１２は、第１のスリット半
体２１２ａおよび第２のスリット半体２１２ｂを有している。第１のステム２１３ａは、
第１のスリット半体２１２ａおよび第２のスリット半体２１２ｂとの間に、第２のステム
２１３ｂは、第１のスリット半体２１２ａおよび第２のスリット半体２１２ｂとの間にあ
り、周方向に第１のステム２２１ｂから約１８０°である。ステム２２１ａ、２２１ｂは
、ステム２１１ａ、２１１ｂ、ステム２２３ａ、２２３ｂ、およびステム２１３ａ、２１
３ｂからそれぞれ周方向にオフセットされている。ステム２１１ａ、２１１ｂは、ステム
２２１ａ、２２１ｂ、ステム２２３ａ、２２３ｂ、およびステム２１３ａ、２１３ｂから
それぞれ周方向にオフセットされている。ステム２２３ａ、２２３ｂは、ステム２２１ａ
、２２１ｂ、ステム２１１ａ、２１１ｂ、およびステム２１３ａ、２１３ｂからそれぞれ
周方向にオフセットされている。ステム２１３ａ、２１３ｂは、ステム２２１ａ、２２１
ｂｍ、ステム２１１ａ、２１１ｂ、およびステム２２３ａ、２２３ｂからそれぞれ周方向
にオフセットされている。３つのリングウィンドウまたは４つのリングウィンドウ内で、
ステムのいずれもが円周方向に整列されていない。例えば、オフセットとスタガ値によっ
て、周方向ステムの位置合わせを行わない他のより大きなウィンドウも可能である（例え
ば、約３リング～約１００リング、約３リング～５０リング、約３リング～約２５リング
）。
【０６０６】
  図１６Ａは、尖ったエッジを含む傾斜パターンの一例の実施形態を示す模式図である。
パターンは、角度２５０だけ、破線で示される直交から角度が付けられている。角度２５
０は約５°から約２５°であってもよい。角度２５０は、約－５°から約－２５°（例え
ば、逆方向の傾斜）とすることができる。パターン（単数または複数）は、尖ったエッジ
を有したスリット、例えば、９０°の角を有する端部を含んでいる。他の尖った端部も可
能である（例えば、９０°よりも大きいまたは小さい角のある台形のスリット）。鋭い縁
部は、より大きいスリット端堅牢性を提供することができるが、鋭い角部でカッター（例
えば、レーザカッター）を新たなルートで送る過程から生じ得る材料の繊毛、あるいは微
細な毛状包を生成し得る。繊毛は電解研磨のようなプロセスによって除去することができ
るが、コストを上昇させ除去されない繊毛のリスクがあり、ヘルニア化して血管形成に至
ると致命的であり得る。
【０６０７】
  図１６Ｂは、丸みを帯びた角を含む傾斜パターンの一例の実施形態を示す模式図である
。パターンは、角度２５０だけ、破線で示される直交から角度が付けられている。角度２
５０は約５°から約２５°であってもよい。角度２５０は、約－５°から約－２５°（例
えば、逆方向の傾斜）とすることができる。パターン（単数または複数）は、丸められた
端部を有するスリット、例えば、弓形表面または丸形（例えば、半円形、丸い角）端部を
含んでいる。丸みを帯びたスリットは、繊毛の発生を低減または排除することができる。
減少したもしくは除去された繊毛は繊毛除去プロセスを排除することができ、製造コスト
を低減することができる。減少したもしくは除去された繊毛は、血管の中に繊毛ヘルニア
化の機会を減少または除去することにより装置の安全性を高めることができる。丸みを帯
びたスリットは、破断点を減少させるかまたは最小にすることができる。
【０６０８】
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  図１６Ｃは、尖ったエッジを備えた点在オフセット水平パターンの例示的な一実施形態
を示す概略図である。図１６Ｃの左右両側は、同一のカットを示しているが、種々のカッ
トパターンを強調するために、異なる網掛けをつけている。上で詳細に説明した図１５Ｅ
と同様に、図１６Ｃの左側は、第１のオフセットを含む第１のパターンの右側を結ぶ矢印
２４２を示し、図１６Ｃの右側は、第２のオフセットを含む第２のパターンの左側を結ぶ
矢印２４４を示し、第１のパターンと第２のパターンは互いに点在しずれている。例えば
、図１６Ａに示されるように、図１６Ｃのパターンは水平方向に示されているが、傾斜し
ていてもよい。
【０６０９】
  図１６Ｄは、丸みを帯びたエッジを備えた点在オフセット水平パターンの例示的な一実
施形態を示す概略図である。図１６Ｄの左右の端部が同じカットを示しているが、種々の
カットパターンを強調するために、異なる網掛けをつけている。上で詳細に説明した図１
５Ｅと同様に、図１６Ｄの左側は、第１のオフセットを含む第１のパターンの右側を結ぶ
矢印２４２を示し、図１６Ｄの右側は、第２のオフセットを含む第２のパターンの左側を
結ぶ矢印２４４を示し、第１のパターンと第２のパターンは互いに点在しずれている。例
えば、図１６Ｃに示されるように、図１６Ｄのパターンは水平方向に示されているが、傾
斜していてもよい。
【０６１０】
  図１６Ｅは、基端部２７０の一実施形態の長さ方向に沿ってのスリットおよびステムの
例示的な実施形態を示した概略図である。破線上には、番号付けされたスリット列におけ
る第１のパターンの２つのステムのうち一方が、列の繰り返しを容易に視覚化できるよう
に網掛けされている。列１の網掛けステムまたはアンカーポイントが、列１１における網
掛けステムまたはアンカーポイントと同じであり、これにより、ステムは、各第１０の列
ごとに繰り返すことが示される。以上説明したように、スリット半体の周方向長さに対す
るオフセットの比は、ステムが、どれほど迅速に長手方向に配列されているか、または、
口語的には、どれほど迅速に特定のスリットが管状部材に沿って繰り返すかを決定するこ
とができる。例えば、図１６Ｅの上半分に示す例では、第１、第１１等のスリットおよび
ステムが同じで、第２、第１２等のスリットおよびステムが同じなどとなるような比は１
／１０であってもよい。ステムが斜線のパターンが第２のパターンに点在しており、実際
の繰り返し率は、比の約半分である。例えば、第２のパターンの９列は、第１のパターン
の第１および第１１の列の間にあるため、実際には列を繰り返す前には１９列のスリット
とステムがある。
【０６１１】
  図１６Ｅ中破線の下には、番号付けされたスリット列に第２のパターンの２つのステム
のうち一方が、列の繰り返しを容易に視覚化するために網掛けされている。列１の網掛け
ステムは、列１１の網掛けステムと同じであり、ステムは、第１０の列ごとに繰り返すこ
とを示している。以上説明したように、スリット半体の周方向長さに対するオフセットの
比は、ステムが、どれほど迅速に長手方向に配列されているか、または、口語的には、ど
れほど迅速に特定のスリットが管状部材に沿って繰り返すかを決定することができる。例
えば、図１６Ｅの下半分に示す例では、第１、第１１等のスリットおよびステムが同じで
あり、第２、第１２等のスリットおよびステムが同じになるような比は１／１０等であっ
てもよい。ステムが網掛けされているパターンは第１のパターンが点在しており、実際の
繰り返し率は、比の約半分である。例えば、第１のパターンの９列は、第２のパターンの
第１および第１１列の間にあるため、実際には列を繰り返す前にスリットとステムの１９
列がある。
【０６１２】
  図１６Ｆは、基端部２７２の一実施形態の長さ方向に沿ってのスリットおよびステムの
他の例示的な実施形態を示す概略図である。２つの点在し互い違いのオフセットパターン
のステムの１つは、パターンを容易に視覚化するために網掛けされている。矢印は、パタ
ーンを容易に視覚化するためにパターンの類似点を接続するように配置されている。図１
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６Ｆに示す基部２７２の断面において、パターンのいずれも繰り返さず、パターンは一致
する何らの列も有していない。近位部２７２は、２０列を有しており、２０の動きの自由
度を各列に１つずつ有する。対照的に、１つおきの行が一致するように、ステムが９０°
だけオフセットさせられたスロット付きハイポチューブは、ハイポチューブの長さ全体に
沿って２つの自由度のみを有する。より少ない自由度は、一般的により少ない柔軟性およ
び／または操縦性を生じる。
【０６１３】
  基部２００の柔軟性は、１つ以上のパラメータ（例えば、長手方向の軸に対する切込み
の角度、スリット幅、スリット間のピッチまたは間隔、スリット幅ピッチの比、ステムオ
フセット、ステムオフセットのスリット半分の長さとの比、パターンスタガ等）を変化さ
せることによって基部２００の長さの少なくとも一部に沿って変化させることができる。
変化は個別の長手方向のセグメント、緩やかな、またはそれらの組合せとすることができ
る。パラメータ間の緩やかな遷移、例えば、ピッチは、キンク点を抑制または回避するこ
とができる。
【０６１４】
  図１７Ａは、レーザ切断システム１０１００の例示的な一実施形態を示す概略図である
。レーザ切断システム１０１００は、ステントと比較してせいぜい数インチだけ長い、装
置１０、２０、３０、４０の基部２００を形成するために、比較的長い長さにわたって薄
肉チューブの切り溝の列の散在パターンをレーザカットするために使用することができる
カスタム化されたコンポーネントを含むことができる。レーザ切断システム１０１００は
、レーザ励起源１０１１０および／またはレーザ媒体またはレーザ発生媒体１０１２０を
冷却するための冷却システム１０１０５を備える。
【０６１５】
  いくつかの実施形態では、レーザ切断システム１０１００は、基部２００をレーザ切断
するために炭酸ガス（ＣＯ２）レーザ源の代わりにイットリウム・アルミニウム・ガーネ
ット（Ｙ３ＡＩ５Ｏ１２、ＹＡＧ）レーザ励起源１０１１０を含んでいる。ＹＡＧレーザ
は、レーザ切断に１０．６４μｍの波長の赤外波長を利用するＣＯ２レーザに比べて、１
．０６４μｍの波長の赤外波長を利用する。ＣＯ２レーザと比較して、ＹＡＧレーザから
のビームは、散在したより小さいパターンをレーザ切断するのに１０分の１の波長を有し
、より小さい熱衝撃パドルおよび熱影響ゾーンを作り出し、これにより、レーザカットハ
イポチューブのステムにおける亀裂または破損の危険性を低減することができる。熱衝撃
パドルは、レーザ切断プロセス中、ハイポチューブ上のレーザ光の最初の接触点である。
熱影響ゾーンは、レーザ光の接触の初期点を包囲するハイポチューブの基材の領域であり
、レーザ光の熱集中レーザ切断作業のために、その微細構造および特性は変更され得る。
【０６１６】
  いくつかの実施形態では、相対的に小さい熱衝撃パドルおよび熱衝撃ゾーンは、約１．
０６０μｍと約１．０７０μｍとの間の赤外線波長を利用して達成することができ、これ
はより小さいレーザ光を発生させることができ、基部２００上の小さいパターンのレーザ
カット中に亀裂または破損の危険性を低減することができる。いくつかの実施形態では、
イッテルビウム（Ｙｂ３＋）ドープされたＹＡＧレーザやネオジム（Ｎｄ３＋）ドープさ
れたＹＡＧレーザは、エルビウム（Ｅｒ３＋）ドープされたＹＡＧレーザと比較して約１
．０６０μｍと約１．０７０μｍとの間の赤外線波長を生成するのを助けることができる
。
【０６１７】
  図１７Ａに示したレーザカッティング装置１０１００は、レーザ媒体、またはレーザ発
生媒体１０１２０中でレーザ媒体や結晶中のイオンを励起するのを助けることができるレ
ーザ励起源１０１１０を備える。レーザ励起源１０１１０によるＹｂ３＋またはＮｄ３＋

イオンの励起は、Ｙｂ３＋またはＮｄ３＋イオンの比エネルギー準位の遷移をもたらす可
能性があり、得られた高いまたは上位エネルギー準位から低いエネルギー準位への遷移は
、約１．０６０μｍ～約１．０７０μｍの比赤外線波長を生じ得、これは、比較的小さい
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熱衝撃パドルと熱衝撃ゾーンを有する比較的小さいレーザ光を生成することができる。
【０６１８】
  レーザ切断システム１０１００が、イッテルビウム・ドープ・イットリウム・アルミニ
ウム・ガーネット（Ｙｂ：Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２）であるレーザ媒体１０１２０を含むいくつ
かの実施形態では、レーザ励起源１０１１０は、Ｙｂ３＋イオンを励起することができ、
その結果、上位エネルギー準位または上位シュタルク準位マニホールド２Ｆ５／２から低
いエネルギーレベルまたは下位シュタルク準位マニホールド２Ｆ７／２にイッテルビウム
イオンエネルギー準位の遷移が生じることがあり、これは、赤外波長域において約１．０
６０μｍの波長を発生させることができ、その結果、比較的小さな熱衝撃パドルおよび熱
影響ゾーンを生じることができる。
【０６１９】
  レーザ切断システム１０１００が、ネオジウム添加イットリウム－アルミニウム－ガー
ネット（Ｎｄ：Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２）であるレーザ媒体１０１２０を含むいくつかの実施態
様では、レーザ励起源１０１は、Ｎｄ３＋イオンを励起し、これにより上位エネルギー準
位または上位シュタルク準位マニホールド４Ｆ３／２からより低いエネルギーレベルまた
は下位シュタルク準位マニホールド４Ｉ１１／２へのネオジムイオンエネルギー準位の遷
移が起こり得、これは赤外波長域で約１．０６０μｍの波長を発生させることができ、そ
の結果、比較的小さな熱衝撃パドルおよび熱影響ゾーンを生じることができる。
【０６２０】
  再び図１７Ａを参照すると、レーザ媒体１０１２０のイオンを励起することによって生
成される赤外波長のレーザ光は、複数のミラーおよびレンズ、例えば、リアミラー１０１
１５およびフロントミラー１０１２５間で反射される。いくつかの実施形態では、集光さ
れたレーザ光は、レンズ１０１４５を介して基部２００のハイポチューブ上に焦点を合わ
せることができる。
【０６２１】
  熱は、基部２００のハイポチューブに影響を及ぼすレーザ光の処理中に生成されてもよ
い。いくつかの実施形態では、レーザ光の外部の気体（例えば、空気）による冷却システ
ム１０１３０は、熱衝撃パドルと熱影響ゾーンを小さくすることができ、レーザ切断プロ
セスの間に発生した、外部のスラグ回収装置１０１５０に回収してもよい外部スラグ１０
１５５を除去するのを助けることができる。外部ガス冷却システム１０１３０は、１０１
４０で示された方向にレーザノズルに流入することができるガスの供給源を含む。外部ガ
ス流入弁１０１３５は、レーザノズル内に循環するガスを調整して、熱衝撃パドルを小さ
く、および／または、熱衝撃ゾーンを低減することができる。
【０６２２】
  いくつかの実施形態では、レーザ切断されている基部２００のハイポチューブは、注意
深く扱われて、ハイポチューブ２００のねじれまたは破断の可能性を減少させることがで
きる。レーザ切断システム１０１００は、レーザ切断の後に基部２００のハイポチューブ
を巻き取るように構成されたスパイラルコレクタを含むハイポチューブコレクタ装置１０
２００を備え、これはキンク、または他の方法によるレーザカットハイポチューブ２００
へのダメージを抑制することができるか。外部ガス冷却システム１０１３０は、ハイポチ
ューブコレクタ装置１０２００に冷却を提供することができる。外部ガス冷却システム１
０１３０は、ハイポチューブコレクタ装置１０２００内へ流入することができるガスの供
給源を含む。外部ガス流入弁１０２０５は、ハイポチューブコレクタ装置１０２００内に
循環するガスを調整することができ、これによりレーザカットハイポチューブ２００を冷
却し、熱影響ゾーンを減らすことができる。外部冷却システム１０１３０に使用されるガ
スは、例えば、周囲空気および／または不活性ガスを含むことができる。いくつかの実施
形態では、ガスの温度はほぼ周囲温度（例えば、約２０℃から約２５℃）であり、外部ガ
ス冷却は、レーザ切断工程の継続時間の全部または一部分にわたって継続される。
【０６２３】
  図１７Ａに示すレーザ切断システム１０１００Ａにおいては、基部２００のハイポチュ
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ーブは、ハイポチューブ２００に影響を与えるレーザ光の前にハイポチューブ２００の動
きを抑制するように構成されたブッシング１０１６０と、比較的長いハイポチューブ２０
０のたるみを小さくし、および／または、ハイポチューブ２００がレーザ光に向かって前
進しているときに、ハイポチューブ２００に十分な張力Ｆｔを維持するように構成された
１つ以上のコレット１０１６５と、モータ１０１７５の一部であるハイポチューブクラン
プと、ハイポチューブ２００を保持し、ハイポチューブ２００がレーザ光に向かって前進
するのを助けるハイポチューブディスペンサ１０１８０によって、適所に保持される。
【０６２４】
  いくつかの実施形態では、システム１０１００は、一連の水噴射チューブ１０１９５に
水をポンプで送りこむように構成された圧力弁１０１９７と、ハイポチューブ２００の内
腔に水を噴射するように構成された狭窄性の水入口ゲート１０１８７を含む外部水入口制
御装置１０１９０を備える。外部水入口制御装置１０１９０は一定速度でハイポチューブ
２００内に水を噴射し、これは、スラグ１０１５５が沈降してハイポチューブ２００の内
腔に付着する時間を有する前に、スラグ１０１５５を除去することにより、レーザ切断プ
ロセス中に発生するスラグ１０１５５の除去を補助できる。外部水入口制御装置１０１９
０は、レーザ切断プロセス中、ハイポチューブ２００の冷却を補助し、熱衝撃パドルのサ
イズを小さくし、および／または熱影響ゾーンのサイズを小さくすることができる。レー
ザ切断システム１０１００は、レーザ切断システム１０１００内の１つ、いくつか、また
は全ての処理を制御するレーザコントローラボックス１０１７０を含んでいてもよい（例
えば、水入口制御装置１０１９０と連通するように示されている）。
【０６２５】
  いくつかの実施形態では、基部２００は、スリット間の可変ピッチを有する、本明細書
で説明したパターンＡおよびＢを含むハイポチューブを備え、これにより近位から遠位へ
の柔軟性が増す。パターンＡおよびＢは、例えば、例えば、システム１０１００を用いた
レーザ切断によって形成してもよい。各スリットは、約０．００１インチ（約０．０２５
ｍｍ）の長手軸（切り溝の角度を考慮に入れることができる）に沿った幅を有している。
長手方向のスリット幅は、±０．０００２インチ（約０．００５ｍｍ）の許容範囲を有し
ていてもよい。縦の太いおよび細いスリットもまた可能である。例えば、より厚いスリッ
トは、より厚いハイポチューブに柔軟性を提供することができる。他の例では、より薄い
スリットは、より薄いハイポチューブに強度を提供することができる。初期熱衝撃パドル
は切り溝の中間に位置することができ、切り溝を切削仕上げする際除去されるので、切溝
の幅は、切溝を切断するために使用されるレーザ光の幅より大きくてもよく、これにより
切溝の端の初の熱衝撃パドルの形成を抑制することができる。ハイポチューブは、外径が
約０．０１２５インチ（約０．３１８ｍｍ）、内径が約０．００１インチ（約０．０２５
ｍｍ）～約０．００１１インチ（約０．０２８ｍｍ）であってよい。
【０６２６】
  いくつかの実施形態では、長手軸に沿った切り溝の幅と少なくとも部分的に切り溝によ
って規定されたストラットの周方向の幅の比は、約１：１～約２：１である。例えば、切
断溝幅は、約０．００３インチ（約０．０７６ｍｍ）とすることができ、ストラット部の
幅は、比が１：１になるように約０．００３インチ（約０．０７６ｍｍ）とすることがで
きる。
【０６２７】
  図１７Ｂは、スリット６４００の切断設計の例示的な一実施形態を示す概略図である。
熱衝撃パドル６４０５は、レーザによる切断溝６４００の切削加工時の、ハイポチューブ
上のレーザ光の最初の接触点である。レーザ光の経路は、直線６４１５であり、熱衝撃パ
ドル６４０５は、溝６４００の端部に形成されている。熱影響ゾーンは、ハイポチューブ
の基材の微細構造および／または特性がレーザ光によって変更される領域である。熱衝撃
パドル６４０５の周りの熱影響ゾーンが、カットパターンの一部であるように、熱衝撃パ
ドル６４０５の直径６４１０は、溝６４００の幅６４２０よりも大きく、これにより切り
溝の間のストラットは、より破損または亀裂６４３０を生じやすい。切り溝６４００の周
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方向長さ６４４０は、熱衝撃パドル６４０５が切り溝６４００の端部にあることに起因し
て、切り溝６４００の円周方向長さよりも大きくなっている。
【０６２８】
  いくつかの実施形態では、熱衝撃パドル６４０５の直径６４１０は、熱衝撃パドル６４
０５に近接したストラットの構造的な完全性を損なうことなく切り溝６４００の幅６４２
０よりも大きくすることができる。本明細書に記載される特定のパターンは、例えば、レ
ーザカットステントと比較して基部２００の比較的長い長さにわたる薄肉ハイポチューブ
における点在しているレーザカットパターンの複雑さと共に、近接しているストラットと
スリットを含み、レーザ強度とレーザ光角度が、熱衝撃パドル６４０５の直径が溝６４０
０の幅６４２０の約１２０％を超えないように設定されている場合、割れおよび亀裂を抑
制または防止することができる。図１７Ｃは、スリット６４００および熱衝撃パドル６４
０５を含む点在オフセット水平パターン６５００の例示的な一実施形態を示す概略図であ
る。図１７Ｃは、熱衝撃パドル６４０５および亀裂６４３０を有する切り溝６４００の可
能な近傍を示す図である。
【０６２９】
  図１７Ｄは、スリット６６００の切断設計の他の例示的な実施形態を示す概略図である
。いくつかの実施形態では、切り溝６６００の幅６４２０および長さ６４３５は、切り溝
６６００を切断するために使用されるレーザ光の幅より大きくてもよく、これにより切り
溝６６００の端部での熱衝撃パドルの形成を抑制することができる。図１７Ｄに例示され
た実施形態では、レーザ光の経路６４１５は、切り溝６６００の中央または中間または中
央の熱衝撃パドル６４０５で始まり、切り溝６６００の縁まで広がり、そして、熱衝撃パ
ドルと熱影響ゾーンを切断プロセスにより除去または実質的に除去することができるよう
に、切り溝６６００の縁に沿って熱衝撃パドル６４０５を囲む。特定のそのような実施形
態では、熱衝撃パドル６４０５および熱影響ゾーンの除去は、ストラットの構造的完全性
を維持および／または破損または裂け目の形成を抑制または防止することができる。
【０６３０】
  図１７Ｅは、スリット６７００の切断設計のさらに他の例示的な実施形態を示す概略図
である。いくつかの実施形態では、幅６４２０および切り溝６７００の長さ６４３５は、
切り溝６７００を切断するために使用されるレーザ光の幅より大きくてもよく、これによ
り熱衝撃パドル３４０５をスリット６７００の縁内にすることができる。図１７Ｅに示さ
れている実施形態では、レーザ光の経路６４１５は、切り溝６７００の中央または中間ま
たは中央の熱衝撃パドル６４０５で始まり、切断プロセスにより熱衝撃パドルと熱影響ゾ
ーンを除去または実質的に除去することができるように、熱衝撃パドル６４０５を囲んで
、切り溝６７００の左上隅に斜めに進行し、切り溝６７００の縁に沿って進む。特定のそ
のような実施形態では、熱衝撃パドル６４０５および熱影響ゾーンの除去は、ストラット
の構造的一体性を維持しおよび／または破損または裂け目の形成を抑制または防止するこ
とができる。
【０６３１】
  図１７Ｆは、スリット６８００の切断設計のさらに他の例示的な実施形態を示す概略図
である。いくつかの実施形態では、切り溝６８００の幅６４２０および長さ６４３５は、
切り溝６８００を切断するために使用されるレーザ光の幅より大きくてもよく、これによ
り熱衝撃パドル６４０５をスリット６８００の縁の範囲内にすることができる。図１７Ｆ
に示されている実施形態では、レーザ光の経路６４１５は、切り溝６８００の右下の角部
近傍の熱衝撃パドル６４０５で始まるが、スリット６８００の縁部内であり、熱衝撃パド
ルと熱影響ゾーンを切断プロセスにより除去または実質的に除去することができるように
、熱衝撃パドル６４０５を囲んで、切り溝６８００の左上隅に、次いで切り溝６８００の
縁部に沿って斜めに進行する。特定のそのような実施形態では、熱衝撃パドル６４０５お
よび熱影響ゾーンの除去は、ストラットの構造的一体性を維持しおよび／または破損また
は裂け目の形成を抑制または防止することができる。
【０６３２】
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  図１７Ｇは、スリット７２００の切断設計のさらに他の例示的な実施形態を示す概略図
である。いくつかの実施形態では、切り溝７２００の幅６４２０および長さ６４３５は、
切り溝７２００を切断するために使用されるレーザ光の幅より大きくてもよく、これによ
り熱衝撃パドル６４０５がスリット７２００の縁の範囲内にあることができる。図１７Ｆ
に示されている実施形態では、レーザ光の経路６４１５は、切り溝７２００の左下の角部
近傍の熱衝撃パドル６４０５で始まるが、スリット７２００の縁部内にあり、熱衝撃パド
ルと熱影響ゾーンを切断プロセスにより除去または実質的に除去することができるように
、熱衝撃パドル６４０５を囲んで、切り溝７２００の端部内で重ねた螺旋状に移動し、次
に、切り溝７２００の縁に沿って移動する。特定のそのような実施形態では、熱衝撃パド
ル６４０５および熱影響ゾーンの除去は、ストラットの構造的一体性を維持しおよび／ま
たは破損または裂け目の形成を抑制または防止することができる。
【０６３３】
  図１７Ｈは、ブッシング７３００の例示的な実施形態の概略側面図である。図１７Ｉは
線１７Ｉ－１７Ｉに沿った図１７Ｈのブッシング７３００の模式的な断面正面図である。
ブッシング７３００は、レーザ切断プロセス中、ハイポチューブ７３１５の移動を規制す
るために、ハイポチューブ７３１５の固定を補助するために使用することができる。ハイ
ポチューブ７３１５は、例えば、装置１０、２０、３０、または４０の基部２００に切断
することができる。いくつかの実施形態では、ブッシング７３００は、切断されていない
ハイポチューブ７３１５を挿入することができる近位端７３１４と、ハイポチューブ７３
１５が安定化した中間セグメント７３１０と、ハイポチューブ７３１５が現れてレーザに
よって切断される遠位端７３０４を含む（例えば、遠位端７３０４に遠位のハイポチュー
ブ７３１５のスリット７３０５によって示されるように）。図１７Ｉに示すように、ブッ
シング７３００は、ハイポチューブ７３１５が横断するブッシング７３１０の中間セグメ
ント内に円筒形の穴または開口部７４１０を含む。いくつかの実施形態では、開口部７４
１０は、ハイポチューブ７３１５の外径よりも少なくとも約０．００１インチ（約０．０
２５ｍｍ）大きい内径を有し、これは安定化を提供し、摩擦を抑制することが可能である
。ブッシング７３００は、例えば、白金、チタン、ニッケル、クロム、コバルト、タンタ
ル、タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、それらの合金、例えば、ニッケルチタン
（例えば、ニチノール）、ニッケルチタンニオブ、クロムコバルト、銅－アルミニウム－
ニッケル、鉄マンガン・シリコン、銀カドミウム、金－カドミウム、銅－錫、銅－亜鉛、
銅－亜鉛－シリコン、銅－亜鉛－アルミニウム、銅－亜鉛－スズ、鉄白金、マンガン銅、
白金合金、コバルトニッケルアルミニウム、コバルトニッケルガリウム、ニッケル鉄ガリ
ウム、チタンパラジウム、ニッケルマンガンガリウム、ステンレス鋼、形状記憶合金等の
金属を含んでもよい。
【０６３４】
  図１７Ｊは、コレット７５００の例示的な実施形態の概略側面図である。図１７Ｋは、
線１７Ｋ－１７Ｋに沿った図１７Ｊのコレット７５００の模式的な断面正面図である。コ
レット７５００は、把持するハイポチューブ７３１５の周りに内側カラー７５１１を形成
する切り溝を備えた円筒状の内周面を備えた保持装置であり、内側カラー７５１１内に円
筒形の穴または開口７５１０は、例えば、外側カラー７５１２によって締め付けられると
、ハイポチューブ７３１５上に、ニュートンまたはポンドフィートで測定可能なクランプ
力または張力Ｆｔを及ぼす。いくつかの実施形態では、クランプ力またはや張力Ｆｔの大
きさは、張力計７５１３を用いてリアルタイムで測定することができる。コレット７５０
０は、血管治療装置、例えば、装置１０、２０、３０、４０の基部２００を保持し、レー
ザ切断工程中に前進するように基部２００を解放するのを補助するために使用することが
できる。クランプ力または張力Ｆｔ量は、手動または自動化アプローチのいずれかで外側
カラー７５１２を締め付けるか、解除することにより増加または減少させることができる
。
【０６３５】
  いくつかの実施形態では、コレット７５００は、切断されていないハイポチューブ７３
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１５が挿通される近位端７５１４、ハイポチューブが張力Ｆｔで保持されて安定化されて
たわみを低減させる長いセグメント７５１５（例えば、２つのコレット７３００間、コレ
ット７３００とブッシング７５００との間、およびブッシング７５００と別のブッシング
７５００）、およびハイポチューブ７３１５が通過して別のコレット７５００またはブッ
シング７３００に進む遠位端７５０４を備える。コレット７５００は、ハイポチューブ７
３１５が横断し、レーザ切断プロセス中に運動から安定化させることが可能な内側カラー
７５１１内に円筒形の穴または開口部７５１０を含む。いくつかの実施形態では、円筒形
の穴７５１０の内径は、ハイポチューブ７３１５の外径よりも少なくとも約０．００１イ
ンチ（約０．０２５ｍｍ）大きい。いくつかの実施形態では、コレット７５００を２つの
半体に分割することができ、各半体は、約１つの凹所～約２４の凹所の範囲の数の凹所（
例えば、約１つの凹所～約３個の凹所、約５つの凹所～約７つの凹所、約９つの凹所～約
１１個の凹所、約３つの凹所）を有している。いくつかの実施形態において、凹所は、全
厚さ７６１６を有し得、この場合凹所は、内側カラー７５１１の外側面と内側カラー７５
１１内の円筒形の穴または開口部７５１０まで完全にのび、または凹所は部分厚さ７６１
７を有し、この場合凹所は、内側カラー７５１１の外側面から円筒形状の穴または開口部
７５１０に向けて部分的にのびるが、円筒形の穴または開口部７５１０には到達しない。
内側カラー７５１１内の凹所７６１６、７６１７は、外側カラー７５１２が内側カラー７
５１１内の開口部７５１０の直径を減少させることができ、異なるコレット７５００を用
いることなく様々な直径を有するハイポチューブ７３１５を適切に保つことができる。内
側カラー７５１１内の円筒形の穴または開口部７５１０は、張力を増大または減少させる
ようにハイポチューブ７３１５の周囲に締め付けることができ、凹所７６１６および７６
１７は、ハイポチューブ７３１５の張力を調整するのを助ける。
【０６３６】
  いくつかの実施形態では、コレット７５００は、白金、チタン、ニッケル、クロム、コ
バルト、タンタル、タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、それらの合金、例えば、
ニッケルチタン（例えば、ニチノール）、ニッケルチタンニオブ、クロムコバルト、銅－
アルミニウム－ニッケル、鉄マンガン・シリコン、銀カドミウム、金－カドミウム、銅－
錫、銅－亜鉛、銅－亜鉛－シリコン、銅－亜鉛－アルミニウム、銅－亜鉛－スズ、鉄白金
、マンガン銅、白金合金、コバルトニッケルアルミニウム、コバルトニッケルガリウム、
ニッケル鉄ガリウム、チタンパラジウム、ニッケルマンガンガリウム、ステンレス鋼、形
状記憶合金等のような金属を含む。
【０６３７】
  図１７Ｌは、ブッシング１０１６０およびコレット１０１６５の構成の例示的な実施形
態を示す概略図である。配置は、レーザ切断プロセス中、基部２００のハイポチューブを
保持するように構成されている。レーザカット処理の間、レーザ光が、例えば、切り溝の
列の点在パターンでハイポチューブ１０２１０を切断しているとき、ハイポチューブ１０
２１０は、実質的に横運動および／または実質的に水平方向の動き（例えば、望ましくな
いまたは意図しない動き）なしに、前進させられ、所定位置にしっかり保持される。いく
つかの実施形態では、集光されたレーザ光は、レンズ１０１４５を介して基部２００のハ
イポチューブ１０２１０上に集光される。ハイポチューブ１０２１０のあらゆる不都合な
運動は、切断されるスリットまたは他のパターンが誤った形状を有するか、または、誤っ
た場所に置かれるようにさせ得る。図１７Ｌに示される例において、ハイポチューブ１０
２１０は、レーザ光の衝突前にハイポチューブ１０２１０の動きを阻止するように構成さ
れたブッシング１０１６０、およびハイポチューブ１０２１０がレーザ光に向かって前進
しているときに、比較的長いハイポチューブ１０２１０の放物面たるみを低減する、およ
び／またはハイポチューブ１０２１０上に適度な張力Ｆｔを維持することができるように
構成された２つのコレット１０１６５、１０１６７によって所定位置に保持される。例え
ば、ハイポチューブ１０２１０の長さ、剛性、材料などによっては、より多数またはより
少数のコレット１０１６５、１０１６７が使用され得る。配置は、さらに、ハイポチュー
ブディスペンサ１０１８０の一部であるハイポチューブクランプ１０１８５を備える。ハ
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イポチューブクランプ１０１８５はハイポチューブ１０２１０を定位置に保持し、ハイポ
チューブ１０２１０をレーザ光に向かって前進させるように構成される。
【０６３８】
  図１７Ｍは、ブッシングとコレット１０１６２の配置におけるハイポチューブのセージ
の例示的な一実施形態を示す概略図である。例えば、ブッシングとコレット１０１６２は
３個のブッシング１０１６５、１０１６７、１０１６９、３つのコレット１０１６５、１
０１６７、１０１６９、またはブッシングとコレットの組合せを含むことができる。図１
７Ａおよび１７Ｌに戻って、薄肉の比較的長いハイポチューブ（例えば、約７フィート、
約２１０ｃｍ）の取扱い（例えば、操作、制御、管理、処理、修正）は、ステント用のハ
イポチューブ（例えば、約１インチ、約２．５ｃｍ）の取り扱いとは非常に異なり得る。
図１７Ｍに示される例において、ハイポチューブは、完全に直線状にブッシングとコレッ
ト１０１６２との間に配置されず、放物面たるみ１０２２０を有する。ブッシングおよび
コレット１０１６２の配置は、放物面たるみ１０２２０を低減してたるみによる切断の誤
りを低減することができる。
【０６３９】
  放物面たるみ１０２２０は、以下の４つの手順のうちの少なくとも１つによって低減す
ることができる。（１）コレット、ブッシング、ハイポチューブクランプのすべてが正確
なまたはほぼ同じ高さ１０２１５であり、コレット、ブッシング、ハイポチューブクラン
プの全てを同一水平面（例えば、レーザ切断システム１０１００の一部とすることができ
る平坦な台）内または面上に配置することを保証する；（２）コレット、ブッシングとハ
イポチューブクランプとの間の距離１０２１５を最適化する；（３）ハイポチューブクラ
ンプ１０１８５のレベルで可変張力Ｆｔを適用すること；および／または（４）たるみ１
０２２０が高さ１０２１５の約２％～約３％以下であることを保証する。距離１０２１５
が高すぎると、放物面たるみ１０２２０が増大する。距離１０２１５が短すぎると、シス
テム１０１００のコストが過度に高くなり得、レーザ切断装置の周囲のワーク・スペース
領域を乱す傾向がある。放物面たるみｓは、式３を用いて算出することができる。
  ｓ＝ｗｄ２／８Ｆｔ・・・（式３）
  式中、ｓは、ハイポチューブのたるみ１０２２０であり、ｗは、ハイポチューブ１イン
チ当たりの重量であり、ｄはコレット間の距離１０２１５であり、Ｆｔは、ハイポチュー
ブクランプ１０１８５によってハイポチューブに作用する張力である。
【０６４０】
  図１７Ｎは、水入口装置１０３００の一実施形態を示す概略図である。水入口装置１０
３００は狭窄性の水注入口ゲート１０１８７を通したハイポチューブ７３１５への水の流
入速度を調整することができる。水の流れは、レーザ切断中ハイポチューブ７３１５を冷
却し、レーザ切断工程から作成されたスラグを除去するのを助けることができる。エチレ
ングリコール（例えば、熱伝達を増加させるため）、スラリー（例えば、スラグ除去を増
大させる）等を含む水以外の流体を用いることもできる。
【０６４１】
  水入口装置１０３００は、一連の水入口管またはリザーバ１０３７０を含み、これを通
して流体は基部２００の内腔に入る前に流れる。いくつかの実施形態では、水入口装置１
０３００は、４つの水入口管１０３７０を含む。最も高い水入口管１０３２０は、流体速
度ｖ４を有し、距離１０３４０、１０３３５、１０３３０、１０３２５の和である高さｈ

４を介して流れ、次に高い水入口管１０３１５は、流体速度ｖ３を有し、距離１０３３５
、１０３３０、１０３２５の和である高さｈ３を介して流れ、次に高い水入口管１０３１
０は、流体速度ｖ２を有し、距離１０３３０、１０３２５の和である高さｈ２を流れ、最
も低い水入口管１０３０５は、流体速度ｖ１を有し、距離１０３２５である高さｈ１を通
って流れる。
【０６４２】
  地上の高さｈ４で、水入口装置１０３００は、圧力Ｐ４と流体速度ｖ４を有する。地上
からｈ１の高さにある、狭窄性の水注入口ゲート１０１８７を介してハイポチューブ７３
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１５に入る流体は、圧力Ｐ１、流体速度ｖ１を有している。単位体積当たりの運動エネル
ギーの和（１／２ρｖ２）、単位体積あたりの位置エネルギー（ρｇｈ）、および圧力エ
ネルギー（Ｐ）が同じままであるので、流体ρの密度および重力ｇに基づく加速度（９８
０ｃｍ／秒２）は一定のままであり、狭窄性の水入口ゲート１０１８７を介してハイポチ
ューブ７３１５に入る流体速度ｖ１は、式４を用いて算出することができる。
  １／２ρｖ１

２＋ρｇｈ１＋Ｐ１＝１／２ρｖ４
２＋ρｇｈ４＋Ｐ４・・・（式４）

  または、並べ替えると、
  ｖ１＝√［ｖ４

２＋１９６０（ｈ４－ｈ１）＋２（Ｐ４－Ｐ１）／ρ］
【０６４３】
  いくつかの実施形態では、圧力Ｐ１とＰ４が大気圧（Ｐ１＝Ｐ４＝Ｐａｔｍ）と等しい
場合には、狭窄性の水入口ゲート１０１８７の高さｈ１は接地レベル（ｈ１＝０）であり
、流体速度ｖ４は、最初に静止しており（ｖ４＝０）、狭窄性の水入口ゲート１０１８７
を介してハイポチューブ７３１５に流入する流体速度ｖ１は、外部水入口制御装置１０３
００の高さｈ４に比例する。外部水入口制御装置１０３００の高さｈ４を増加させること
により、流体速度ｖ１を大きくすることができ、ｖ１は、式５を用いてｃｍ３／ｓで計算
することができる。
  ｖ１＝√（１９６０×ｈ４）・・・（式５）
【０６４４】
  地上高さｈ３で、水入口装置１０３００は、圧力Ｐ３と流体速度ｖ３を有する。地上高
さｈ２で、水入口装置１０３００は、圧力Ｐ２と流体速度ｖ２を有する。流体がチューブ
１０３１５、１０３０５、１０３０５にあるとき、式４または式５の適応は、流体速度ｖ

１を計算するために使用することができる。
【０６４５】
  基部２００は、例えば、意図される用途に応じて１の縦断面（例えば、同一のカットパ
ターン）～約１００の縦断面、１の縦断面～約５０の縦断面、または約１の縦断面～約２
０の縦断面（例えば、約１５の縦断面）を有することができる。例えば、基部２００の先
端部は、頑強かつトルク供与可能であってもよく、基部２００の先端部は、軟質で柔軟性
であってもよく、１つまたはそれ以上の部分が間にあってもよい。１つ以上の長手方向の
遷移部が、あるパターンを有する縦断面にあることができ、これは直接遷移から生じる可
能性のあるキンクを抑制することができる。遷移部は、カットパターンに線形または非線
形変化を含むことができ、平均的に、それに対して近位および遠位の部分の平均と同様と
することができる。
【０６４６】
  基部２００は、いくつかの実施形態において、遠位から近位に長手の順に、第１部、第
２部、第３部、第４部、第５部、第６部、第７部、第８部、第９部、第１０部、第１１部
、第１２部、および第１３部を含む。第１部は、約１６インチ（約４１ｃｍ）の長さであ
り、約０．００５インチ（約０．１３ｍｍ）のスリット間のピッチを有している。第３部
は、約１０インチ（約２５ｃｍ）の長さであり、約０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）の
スリット間のピッチを有している。第２部は、約２インチ（約５ｃｍ）の長さであり、約
０．００５インチ（約０．１３ｍｍ）～約０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）の段階的に
変化するピッチを有し、平均ピッチは約０．００７５インチ（約０．１９ｍｍ）である。
第５部は、約１０インチ（約２５ｃｍ）の長さであり、約０．０２インチ（約０．５１ｍ
ｍ）のスリット間のピッチを有している。第４部は、約２インチ（約５ｃｍ）の長さであ
り、約０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）～約０．０２インチ（約０．５１ｍｍ）の段階
的に変化するピッチを有し、平均ピッチは約０．０１５インチ（約０．３８ｍｍ）である
。第７部は、約１０インチ（約２５ｃｍ）の長さであり、約０．０４インチ（約１ｍｍ）
のスリット間のピッチを有している。第６部は、約２インチ（約５ｃｍ）の長さであり、
約０．０２インチ（約０．５１ｍｍ）～約０．０４インチ（約１ｍｍ）の段階的に変化す
るピッチを有し、平均ピッチは約０．０３インチ（約０．７６ｍｍ）である。第９部は、
約１０インチ（約２５ｃｍ）の長さであり、約０．０８インチのスリット間のピッチ（約
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２ｍｍ）を有している。第８部は、約２インチ（約５ｃｍ）の長さであり、約０．０４イ
ンチ（約１ｍｍ）～約０．０８インチ（約２ｍｍ）の段階的に変化するピッチを有し、平
均ピッチは約０．０６インチ（約１．５ｍｍ）である。第１１部は、約１０インチ（約２
５ｃｍ）の長さであり、約０．１６インチ（約４．１ｍｍ）のスリット間のピッチを有し
ている。第１０部は、約２インチ（約５ｃｍ）の長さであり、約０．０８インチ（約２ｍ
ｍ）～約０．１６インチ（約４．１ｍｍ）の段階的に変化するピッチを有し、平均ピッチ
は約０．１２インチ（約３ｍｍ）である。第１３部は、約６インチ（約１５ｃｍ）の長さ
であり、スリットを有していない。第１２部は、約２インチ（約５ｃｍ）の長さであり、
約０．１６インチ（約４．１ｍｍ）からスリットなしまで徐々に変化するピッチを有し、
平均ピッチは約０．２４インチ（約６．１ｍｍ）である。ピッチが±０．０００５インチ
（約０．０１３ｍｍ）の許容範囲を有することができる。セクションの長さは±０．２５
インチ（約６．４ｍｍ）の許容範囲を有していてもよい。基部２００は、約８４インチ（
約２１０ｃｍ）の長さを有していてもよい。基部２００の第１の部分（例えば、約２ｍｍ
～約４ｍｍ）より遠位の最遠位部は、接合部３００の先端部１００に結合するための未切
断のままとすることができる。
【０６４７】
  パターンは、管状構造２０２の長手方向の軸にほぼ水平または垂直であるように本明細
書において特定の図に示されているが、スリット２０４は、例えば、管状構造２０２の長
手方向の軸から約９５°～約１１５°傾斜させることができる。いくつかの実施形態では
、９０°よりも大きい角度（約１８０°まで）は、管状構造２０２のステムおよび未切断
部分にわたって広がる力によってラスプ加工（擦り加工）中に基部２００の近位セグメン
トに印加されるトルクを伝達するのに役立つことができる。いくつかの実施形態では、９
０°よりも大きい角度は、管状構造２０２のスリット２０４を切断する時間を短縮させ得
る。
【０６４８】
  いくつかの実施形態では、基部２００はハイポチューブをレーザカッティングすること
により形成されている。例えば、少なくともハイポチューブの近位端部は、所望のパター
ン（例えば、本明細書に記載した互い違いに配置された点在オフセットパターン）でプロ
グラムされたレーザ切断装置での処理のためにクランプすることができる。先端はまた、
いくつかの実施形態でクランプすることができる。レーザは、除去される材料に向けられ
る。いくつかの実施形態では、基部２００の遠位端は、基部２００を先端部１００に連結
するための結合域を形成するために切断されていない。結合域は約１ｍｍと約４ｍｍの間
の長さを有することができる（例えば、約２ｍｍ）。基部２００のその部分は、手技中、
本体の外部に位置するように意図されているため、カットパターンの近位端部の近位側の
基部２００の断面は、例えば、製造工程を減少させるためにトリミングすることができる
（例えば、包装等に適合するように特定の長さの基部２００を提供するために）、または
未切断のままとすることができる。基部２００の近位端は、ユーザによる操作性を高める
ためにハンドルに結合され、コーティング等を行うことができる。
【０６４９】
  中断螺旋カットハイポチューブは９０度交互スロットハイポチューブと同様の問題を生
じるおそれがある。本明細書に記載した特定のストラットパターンと分散パターン（例え
ば、交互オフセットストラットを含むパターンＡおよびＢのストラット）は、ハイポチュ
ーブでスパイラルカットを遮断することによる使用に適合させることができる。ある種の
そのような実施形態では、ハイポチューブは２つの切り溝を含む個別の列を含まず、スト
ラットの所望のパターンに応じて周方向幅を変化させる切り溝を含む。
【０６５０】
  本明細書に記載した特定の実施形態は、管状構造２０２を切断することに関するが、平
坦なシートを切断して筒体に巻くこともできるし、必要に応じて熱セットして管状形状を
保持してもよい。例えば、図１６Ｅ、１６Ｆは、シート上のカットパターンまたは扁平チ
ューブのカットパターンのいずれかの一例を表すことができる。
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【０６５１】
  いくつかの実施形態では、基部２００は、管状部材以外のものまたは管状部材に加えて
別のものを含むことができる。例えば、基部２００は、網組構造または編組構造と筒状部
材の混成を含むことができる。特定のこのような構造は、本明細書で詳細に説明した筒状
部材および／またはここでは先端部１００に関連して詳細に説明した織物構造物（例えば
、フィラメント材料、織パターンなど）１５８と同一または類似の、または異なる特性（
例えば、寸法、柔軟性など）を有することができる。
【０６５２】
  基部２００が均質（例えば、単一のハイポチューブまたは編組構造）である実施形態に
おいて、近位部は、０個の接続点を有している。例えば、近位部は、複数のカットパター
ンを備えた単一の一体のハイポチューブおよび／または長手方向長さに沿って形状設定を
含むことができる。他の例では、近位部は、長手方向の長さに沿って複数の織りパラメー
タおよび／または形状設定を有する単一の一体型織物構造物を含むことができる。均質な
基部２００は、１つの接続点または複数の接続点を含むことができる。例えば、それぞれ
異なるパターン間隔を有するハイポチューブの複数の部分を結合することができる。別の
例として、それぞれ異なる形状の設定（例えば、カットパターンを有する、または有さな
い）を有するハイポチューブの複数の部分を結合することができる。缶は、ピッチを有し
ていない（直線）か、ピッチを有する（円周を完成させる長さ）。ピッチは、それぞれ縦
断面毎に異なるものとすることができ、このことは製造時の熱固定を補助することができ
る。ピッチはまた、Ｘ線測長を補助することができる。縦断面の長さは変えることができ
る。
【０６５３】
  図１８Ａは、複数のフィラメント２８２を備える血管治療装置の近位部２８０の概略斜
視図である。先端部１００の実施形態に関して本明細書に記載するように、フィラメント
２８２は一緒に編組される。図１８Ｂは、基端部２８０の正面斜視図である。いくつかの
実施形態では、例えば、神経血管で使用するために、フィラメントは、約０．３５ｍｍ～
約０．６５ｍｍ（例えば、約０．４ｍｍ～約０．４５ｍｍ）、約０．１ｍｍから約０．３
４ｍｍ（例えば、約０．２５ｍｍ～約０．３３ｍｍ）、約０．００１２５インチ（約０．
３１７ｍｍ）の直径を有することができる。いくつかの実施形態では、例えば、末梢血管
系に使用するために、フィラメントは、約０．５ｍｍ～約１０ｍｍの直径を有することが
できる。フィラメント材料、形状記憶特性、編組パターン、酸化状態などは、先端部１０
０に関して本明細書で説明したものと同一または同様であってもよいし、基部２００に適
合させることもできる。例えば、フィラメントは小さい角度（例えば、約１°～約４５°
（例えば、約１７°））で交差してもよい。他の例において、多孔率が小さくてもよいし
、密度は大きくてもよく（例えば、約５ＰＰＩ～約５０ＰＰＩ（例えば、約３２ＰＰＩ）
）、フィラメントの数は、より多くても少なくてもよく、フィラメントはより厚くても薄
くてもよく、放射線不透過性は異なっていてもよく、形状記憶特性は異なっていてもよく
、以下同様である。
【０６５４】
  図１８Ｃは、複数のフィラメント２８２を含む血管治療装置の近位部７７００の他の例
示的な実施形態の斜視図である。フィラメント２８２は、編まれたものではない。例えば
、フィラメント２８２は、螺旋状に巻かれるか、または螺旋状に一方向（例えば、第１の
方向のねじれラスプ加工（擦り加工）を可能にする）、反対方向（例えば、第２の方向の
ねじれラスプ加工（擦り加工）を可能にする）に巻かれていてよく、全く巻かれていなく
てもよく（例えば、図１８Ｃに示すように長手軸に平行なフィラメント２８２）、および
これらの組合せでもよい（例えば、同軸の螺旋状に巻かれたフィラメント２８２）。いく
つかの実施形態では、複数のフィラメント２８２は、形状記憶フィラメントおよび放射線
不透過性フィラメント、およびこれらの組合せなどを含む。図１８Ｃに示されている実施
形態は、長手軸に平行な１２本のフィラメント２８２を備える。１２本のフィラメント２
８２を有する近位部７７００のいくつかの例は、本明細書中に提供されるが、基部２００
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のいくつかの実施形態は、上述した値に応じて、約６本のフィラメントから約１２０のフ
ィラメントを含むことができ、および／または近位部は約６本のフィラメントから約９６
本のフィラメント、約６本のフィラメントから約７２本のフィラメント、約６本のフィラ
メントから約１２本のフィラメント、および約４８本のフィラメントを含むことができる
。
【０６５５】
  図１８Ｄは、例えば、Ｘ線下での、放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す血
管治療装置の近位部７８００の例示的な実施形態の模式的な側面図である。近位部７８０
０は、装置１０、２０、３０、または４０の基部２００であってもよい。近位部７８００
は、拡張状態においては、１つの方向に巻かれた複数のスパイラル状または螺旋状フィラ
メントを備える。複数のフィラメントが形状記憶フィラメントおよび放射線不透過性フィ
ラメントを含んでいる。いくつかの実施形態において、近位部７８００は、拡張した状態
では、少なくともＸ線下で「二重螺旋」のような二重正弦波形状に交錯した２本の放射線
不透過性フィラメント７８１１、７８１３を含む。放射線不透過のパターンにより、近位
部７８００を備えた装置の操作者は、Ｘ線下で近位部７８００を識別し視覚化することが
できる。いくつかの実施形態では、二重螺旋は、二重螺旋が少なくとも部分的に生成する
近位部７８００の両側に谷とピークを含む。図１８Ｄでは、螺旋の交点７８２５、７８３
５、７８４５、７８５５、７８６５、７８７５の間の距離７８３０、７８４０、７８５０
、７８６０、７８７０は、実質的に均一な寸法を有し、これにより、基端部７８００は、
血管造影測定目盛として機能することができる。例えば、距離７８２０は、血栓、動脈瘤
の頸部、狭窄の長さなどの長さを測定するのを助けることができる。
【０６５６】
  図１８Ｅは、図１８Ｄの基部７８００の模式的な正面図である。図１８Ｅは、フィラメ
ントの材料をシェーディングすることで示している。ここで、シェーディングされていな
いフィラメントは、形状記憶材料を含み、斜線ハッチングがついたフィラメント７８１１
、７８１３は、放射線不透過性材料を含む。図１８Ｅで説明した放射線不透過性フィラメ
ント７８１１、７８１３の設定例は、図１８Ｄに記載されている放射線不透過性のパター
ン、例えば、二重正弦波または二重螺旋パターンを生成することができる。放射線不透過
性フィラメント７８１１、７８１３は、２個の正弦波であり、約１８０°ずれて形成され
、各対の正弦波は他のフィラメントから約３０°だけオフセットされている。１２本のフ
ィラメントを含む近位部分７８００のいくつかの例は、本明細書中に提供されるが、基部
２００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じて約６フィラメントおよび約１２０本
のフィラメントを含むことができる、および／または基部２００は、約６フィラメントか
ら約９６、約６フィラメント～約７２、約６フィラメント～約１２フィラメント、約４８
のフィラメントを含むことができ、上述したように放射線不透過性フィラメントの数およ
び／またはパーセンテージを残すことができる。
【０６５７】
  図１８Ｆは、例えば、Ｘ線での、放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す血管
治療装置の近位部分７９００の他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。基部７９
００は、装置１０、２０、３０、または４０の基部２００であってもよい。近位部分７９
００は、拡張状態においては、１つの方向に巻かれたスパイラル状または螺旋状フィラメ
ントを備える。複数のフィラメントが形状記憶フィラメントおよび放射線不透過性フィラ
メントを含んでいる。いくつかの実施形態では、近位部７９００は、放射線不透過性フィ
ラメント７９１１、７９１３、７９１５、７９１７は、それぞれ、拡張した状態で、２対
７９１０、７９２０を備える。放射線不透過性フィラメント７９１１、７９１３の第１の
対７９１０および放射線不透過性フィラメント７９１５、７９１７の第２の対７９２０が
少なくともＸ線の下で「二重螺旋」のように対になった二重正弦波形状に織り交ぜられる
。放射線不透過のパターンは、近位部分７９００を備えた装置の操作者は、Ｘ線の下方の
近位部分７９００を識別する視覚化することができる。いくつかの実施形態では、二重螺
旋は、少なくとも部分的に生成した近位部分７９００の両側に谷とピークを含む。図１８
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Ｆでは、交差ポイント７９３５、７９４５、７９５５、７９６５、７９７５との間の距離
７９３０、７９４０、７９５０、７９６０は、実質的に均一な寸法は、基端部７９００は
、血管造影測定目盛として機能させることができる。例えば、距離７９７０は、血餅の長
さは、動脈瘤の頸部、狭窄の長さ等を測定するのを助けることができる。
【０６５８】
  図１８Ｇは図１８Ｆの基部７９００の模式的な正面図である。図１８Ｇは、フィラメン
トの材料をシェーディングすることで示している。ここで、シェーディングされていない
フィラメントは、形状記憶材料を含み、斜線ハッチングがついたフィラメント７９１１、
７９１３、７９１５、７９１７は、放射線不透過性材料を含む。図１８Ｇに示された放射
線不透過性フィラメント７９１１、７９１３、７９１５、７９１７の設定例は、図１８Ｆ
を参照して説明した放射線不透過性のパターン、例えば、対になった二重正弦波または二
重二重螺旋パターンを生成することができる。放射線不透過性フィラメント７９１１、７
９１３、７９１５、７９１７は４つの正弦波を生成する。そのうち、対７９１０、７９２
０は約１８０°オフセットされており、各対７９１０、７９２０の正弦波は約３０°オフ
セットされている。１２個のフィラメントを含む基部７９００のいくつかの例は、本明細
書中に提供される。基部２００のいくつかの実施形態は、上述した値に応じて約６個のフ
ィラメントおよび約１２０個のフィラメントを含むことができ、かつ／または基部２００
は、約６個～約９６個のフィラメント、約６個～約７２個のフィラメント、約６個～約１
２個のフィラメント、および約４８個のフィラメントを含むことができ、放射線不透過性
フィラメントの数および／または割合を上述のように残すことができる。
【０６５９】
  図１８Ｈは、例えば、Ｘ線での、放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す血管
治療装置の基部８０００のさらに他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。基部８
０００は、装置１０、２０、３０、または４０の基部２００であってもよい。基部８００
０は、拡張状態においては、１つの方向にスパイラル状または螺旋状に巻かれた複数のフ
ィラメントを備える。複数のフィラメントが形状記憶フィラメントおよび放射線不透過性
フィラメントを含んでいる。いくつかの実施形態では、基部８０００は、拡張した状態で
、放射線不透過性フィラメント８０１１、８０１２、８０１３、８０１５、８０１７、８
０１９の２つの対８０１０、８０２０を含む。放射線不透過性フィラメント８０１１、８
０１２、８０１３の第１の対８０１０および放射線不透過性フィラメント８０１５、８０
１７、８０１９の第２のペア８０２０は、少なくともＸ線の下で「強化二重螺旋」のよう
な一対のトリプル正弦波形状に織り交ぜられる。放射線不透過のパターンにより、基部８
０００を備えた装置の操作者は、Ｘ線の下で基部８０００を視覚的に識別することができ
る。いくつかの実施形態では、強化二重螺旋は、強化二重螺旋が少なくとも部分的に生成
した基部８０００の両側に谷とピークを含む。図１８Ｈでは、交差ポイント８０３５、８
０４５、８０５５との間の距離８０３０、８０４０は、実質的に均一な寸法を有しており
、これにより、基部８０００を、血管造影測定目盛として機能させることができる。例え
ば、距離８０５０は、血餅の長さ、動脈瘤の頸部、狭窄の長さ等を測定するのを助けるこ
とができる。
【０６６０】
  図１８Ｉは図１８Ｈの基端部８０００の正面図を示す概略図である。図１８Ｉは、フィ
ラメントの材料をシェーディングすることで示している。ここで、シェーディングされて
いないフィラメントは、形状記憶材料を含み、斜線ハッチングがついたフィラメント８０
１１、８０１２、８０１３、８０１５、８０１７、８０１９は、放射線不透過性材料を含
む。図１８Ｉに示した放射線不透過性フィラメント８０１１、８０１２、８０１３、８０
１５、８０１７、８０１９の設定例は、図１８Ｈで説明した放射線不透過性のパターン、
例えば、一対の三重正弦波または強化二重螺旋パターンを生成することができる。放射線
不透過性フィラメント８０１１、８０１２、８０１３、８０１５、８０１７、８０１９は
、約１８０°オフセットされた３つの正弦波の対８０１０、８０２０を生成する。各対８
０１０、８０２０の正弦波は、約３０°オフセットされている。１２個のフィラメントを
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含む基部８０００のいくつかの例は、本明細書中に提供される。基部２００のいくつかの
実施形態は、上述した値に応じて約６個のフィラメントおよび約１２０個のフィラメント
を含むことができ、かつ／または基部２００は、約６個～約９６個のフィラメント、約６
個～約７２個のフィラメント、約６個～約１２個のフィラメント、および約４８個のフィ
ラメントを含むことができ、放射線不透過性フィラメントの数および／または割合を条ず
つのように残すことができる。
【０６６１】
  図１８Ｊは、例えば、Ｘ線での、放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す血管
治療装置の基部８１００のさらに他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。基部８
１００は、装置１０、２０、３０、または４０の基部２００であってもよい。基部８１０
０は、拡張した状態においては、直径８１５０で長さ方向中央軸線８１４０に沿って一の
方向にスパイラル状または螺旋状に巻かれた複数のフィラメントを含んでいる。複数のフ
ィラメントが形状記憶フィラメントおよび放射線不透過性フィラメントを含んでいる。い
くつかの実施形態において、基部８１００は、少なくともＸ線の下で「３相螺旋」のよう
な３相正弦波状に織り交ぜられ、拡張された状態では、３つの放射線不透過性フィラメン
ト８１１１、８１１２、８１１３を備える。放射線不透過のパターンにより、基部８１０
０を備えた装置の操作者は、Ｘ線の下で基部８１００を視覚的に識別することができる。
いくつかの実施形態では、３相の螺旋は、３相の螺旋が少なくとも部分的に生成した基部
８１００の両側に谷とピークを含む。
【０６６２】
  いくつかの実施形態では、第１の放射線不透過性フィラメント８１１１、は、Ａ相を有
する正弦波を形成し、第２の放射線不透過性フィラメント８１１２は、Ｂ相を有する正弦
波を形成し、第３の放射線不透過性フィラメント８１１３は、Ｃ相を有する正弦波を形成
する。一部の実施形態では、３相の螺旋は、３つの正弦波が少なくとも部分的に作成した
先端部８１００の両側に谷とピークを含む。３相正弦波を含む実施形態は、以下の３つの
ピッチが挙げられる。放射線不透過性フィラメント８１１１によって形成される正弦波は
、ピッチ８１２１を有している。放射線不透過性フィラメント８１１２によって形成され
た正弦波は、ピッチ８１２２を有している。放射線不透過性フィラメント８１１３によっ
て形成された正弦波は、ピッチ８１２３を有している。図１８Ｊは、各正弦波の下ピーク
間の距離であるピッチ８１２１、８１２２、８１２３を示している。図１８Ｊに示された
実施形態では、放射線不透過性フィラメント８１１１、８１１２、８１１３によって形成
された正弦波のピッチは、実質的に均一な寸法を有する（例えば、ピッチ）が、正弦波は
、異なる寸法（例えば、ピッチ）を有してもよい。
【０６６３】
  いくつかの実施形態では、３相の螺旋の隣接する放射線不透過性フィラメントの別の谷
またはピークを有する放射線不透過性フィラメント８１１１、８１１２、８１１３のそれ
ぞれの谷またはピークの間の距離は、位相シフトと呼ばれている。図１８Ｊでは、位相Ａ
は位相Ｂから約７．５°オフセットされ（距離８１３１で示す）、Ｂ相は位相Ｃから約７
．５°オフセットされ（距離８１３２で示す）、Ａ相がＣ相から約１５°オフセットされ
ている（距離８１３３で示す）。図１８Ｊは、各正弦波の上側ピーク間の距離として位相
シフト８１３１、８１３２、８１３３を示している。放射線不透過のパターンにより、基
部８１００を備えた装置の操作者は、少なくともＸ線の下で基部８１００を視覚的に識別
することができる。図１８Ｊでは、３相二重螺旋に沿った交点が実質的に距離８１４１ま
たは倍数で均等に間隔を置いて配置され、これにより、基端部８１００を、血管造影測定
目盛として機能させることができる。例えば、距離８１４１は、操作者が血栓、動脈瘤の
頸部、狭窄の長さ等の長さを測定するのに役立つことができる。
【０６６４】
  図１８Ｋは、図１８Ｊの基部８１００の模式的な正面図である。図１８Ｋは、フィラメ
ントの材料をシェーディングすることで示している。ここで、シェーディングされていな
いフィラメントは、形状記憶材料を含み、斜線ハッチングがついたフィラメント８１１１
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、８１１２、８１１３は、放射線不透過性材料を含む。図１８Ｋに示す放射線不透過性フ
ィラメント８１、１１、８１１２、８１１３の設定例は、図１８Ｊで説明した放射線不透
過性のパターン、例えば、３相の螺旋パターン、または放射線不透過性フィラメント８１
１１、８１１２、８１１３が約１２０°オフセットされた３つの正弦波を形成するような
パターンを生成することができる。
【０６６５】
  図１８Ｌは、例えば、Ｘ線での、放射線不透過性フィラメントのパターン例を示す血管
治療装置の基部８２００のさらに他の例示的な実施形態の模式的な側面図である。基部８
２００は、装置１０、２０、３０、または４０の基部２００であってもよい。基部８２０
０は形状記憶フィラメントおよび放射線不透過性フィラメントを含む織物構造を含む。基
部８２００は、少なくともＸ線で一対の３相の螺旋状に交錯し拡張した状態で、放射線不
透過性フィラメント８２１１、８２１２、８２１３を備える。フィラメント８２１１は、
第２の放射線不透過性フィラメントで補強されている、基部８２００は、非強化された追
加の放射線不透過性フィラメントを含んでいてもよい。放射線不透過のパターンにより、
少なくともＸ線基部８２００は基部８２００を識別する可視化することを特徴とする装置
の操作可能にすることができる。いくつかの実施形態では、一対の３相の螺旋は一対の３
相の螺旋は少なくとも部分的に作成した基部８２００の両側に谷とピークを含む。一対の
３相の螺旋が各補強フィラメント（例えば、フィラメント８２１１により生成された正弦
波のピッチ８２２１）および非強化フィラメントのピッチ（例えば、フィラメント８２１
２によって生成された正弦波のピッチ８２２２と、フィラメント８２１３によって生成さ
れた正弦波のピッチ８２２３）を備える。図１８Ｌ、一対の三重螺旋に沿った交点が実質
的に均等に間隔を置いて配置され、これにより、基端部８２００を、血管造影測定目盛と
して機能させることができる。例えば、交点間の距離は、操作者が血栓、動脈瘤の頸部、
狭窄の長さなどの長さを測定するのに役立つことができる。
【０６６６】
  図１８Ｍは、図１８Ｌの基部８２００の模式的な正面図である。図１８Ｍフィラメント
の材料をシェーディングすることで示している。ここで、シェーディングされていないフ
ィラメントは、形状記憶材料を含み、斜線ハッチングがついたフィラメント８２１１、８
２１２、８２１３は、放射線不透過性材料を含む。図１８Ｍに示す放射線不透過性フィラ
メント８２１１、８２１２、８２１３の設定例は、図１８Ｌに記載されている放射線不透
過性のパターン、例えば、補強された３相の螺旋、または放射線不透過性フィラメントが
約１２０°オフセットされ、強化正弦波内の放射線不透過性フィラメント８２１１が約３
０°オフセットされたパターンを生成する。
【０６６７】
  図１８Ｎは、均一な編角および細孔サイズとともに、編組された複数のフィラメント１
５６を備える脈管治療装置の基部８４００の他の例示的な実施形態の概略側面図である。
いくつかの実施形態では、編組角、ＰＰＩと、細孔径は均一であってもよく、また、基部
８４００の長さに沿って可変であってもよい。
【０６６８】
  いくつかの実施形態では、基部２００は複数のフィラメントを含み、先端部１００の先
端部（例えば、放射線不透過性粒子を浸漬コーティングされたポリマー）に関して上述し
たように、放射線不透過性のマーカを放射線不透過性マーカバンド２５の代わりにまたは
これに加えて使用することができる。
【０６６９】
  上述したように、編構造（例えば、横配線を含む）は、織物構造より剛直性であり、そ
して基部２００により適している。いくつかのそのような実施形態において、織物または
編物基部２００と織物先端部１００は同一のフィラメントを少なくとも一部を、基部２０
０および先端部１００の間で変化する１以上のパラメータ（例えば、横フィラメントの有
無、織りパターン等）を有しおよび／または基部２００の長さに沿って含んでもよい（例
えば、長手方向の柔軟性を変化させる）。
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【０６７０】
  いくつかの実施形態において、基部２００は編組式構造と、パターニングされたハイポ
チューブのハイブリッドを含む。いくつかのそのような実施形態では、基部の異なるセク
ションとの間の結合点の数は少なくとも１つである。いくつかの実施形態では、基部２０
０のハイポチューブ区間の長さは、約０．１ｃｍ～約６０ｃｍの間（例えば、約３０ｃｍ
～約６０ｃｍの間）であり、基部２００の編組部の長さは、約２０ｃｍ～約２０９．９ｃ
ｍの間（例えば、約１５０ｃｍ～約１８０ｃｍ）である。実施形態では、ハイポチューブ
部の長さは、約１ｍｍから約１０ｍｍであり、ハイポチューブ部は、先端部１００および
基部２００との間のブリッジとして作用することができる。いくつかのそのような実施形
態では、例えば、短い長さは、該当の部分における十分な柔軟性を提供する可能性がある
ので、ハイポチューブは切り出されればよい。
【０６７１】
  いくつかの実施形態では、基部２００は、本明細書で説明するように、切断した管状体
で構成されており、先端部１００は、均一または一体的に切断（例えば、同じ管もしくは
シートから）され、または別個に切断され、基部２００に取付けられた血管治療装置等の
装置を備える。
【０６７２】
  図１９Ａは、基部２６０の例示的な一実施形態の長さ方向に沿ってスリットの変形例の
実施形態を示す模式図である。図１９Ａの概略は、例えば、不完全（スリット半分のみを
示す）と実質的に整列されたステムを有するスリットを示す図であることが明らかである
。基部２６０は、スリット２６３を含む第１の長手方向部２６２、スリット２６５を含む
第２の縦部２６４、スリット２６７を含む第３の長手部２６６、スリット２６９を含む第
４の縦断面２６８を備える。第１の縦断面２６２では、スリット２６３は、距離ｄ１ｉだ
け離れて配置されている。第２の長手方向部２６４では、スリット２６５は、距離ｄ２だ
け離間している。第３の長手方向部２６６では、スリット２６７は、距離ｄ３だけ離れて
配置されている。第４の長手方向部２６８では、スリット２６９は、距離ｄ４だけ離間し
ている。距離ｄ４は、距離ｄ３より大きく、距離ｄ２より大きく、距離ｄ１よりも大きい
。距離ｄ１、ｄ２、ｄ３、ｄ４のばらつきは、基部２６０の柔軟性に影響を与える可能性
がある。ここで、より短い距離はより高いフレキシビリティを提供し、より長い距離は、
可撓性を提供する。長手部２６２は、第２の縦部２６４よりも柔軟であり、第３の縦部２
６６よりも柔軟であり、第４の長手方向部分２６６よりも柔軟である。４縦断面を有する
基部２００のいくつかの例は、本明細書中に提供されるが、基部２００のいくつかの実施
形態では、約１縦断面～約１５縦断面を、上述の値に応じて有し、かつ／または基部は約
２縦断面～約４縦断面、約６縦断面～約８縦断面、約１０縦断面～約１２縦断面、および
約１３縦断面を含むことができる。
【０６７３】
  再び図２Ａ、図２Ｂ、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、図４Ｂ、図５Ｄ～図５Ｇを参照すると
、いくつかの実施形態では、放射線不透過性マーカバンド２５を溶接（例えば、突合せ溶
接、レーザ溶接）、接着、および／または基部２００の先端部にはんだ付けされる。マー
カバンド２５は、基部２００の先端部と先端部１００の基部を区別するのを助けることが
できるおよび／または接合部３００を識別することができる。いくつかの実施形態では、
複数のリベットを用いて基部２００の先端部にリング（例えば、白金および／または他の
放射線不透過性材料を含む）が溶接（例えば、レーザ溶接）されている。例えば、リング
は、周方向に約１８０°離間して設けられた２個のリベットを用いて溶接することができ
る。
【０６７４】
  図１９Ｂは、血管治療装置の基部８５００の例示的な実施形態の長さに沿ったスリット
および放射線不透過性のマーカのばらつきの一実施形態を説明する模式図である。基部８
５００は、装置１０、２０、３０、または４０の基部２００であってもよい。いくつかの
実施形態では、放射線不透過性マーカバンドは、溶接され（例えば、突合せ溶接、レーザ
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溶接）、接着され、基部２００に規則的な間隔ではんだ付けされ、これにより、血餅長さ
を測定するのに役立つことができる（例えば、先端部１００の長さは既知であるため）。
いくつかの実施形態では、図１９Ｂに示すように、放射線不透過性材料は、定期的に基部
８５００のスリット８５３５に「リベット」のように取り付けられ（例えば、レーザ溶接
）、放射線不透過性材料もしくはリベットが充填されないスリット８５４５に織り交ぜら
れ、これにより、血餅の長さ（例えば、先端部１００の長さは既知であるため）を測定す
るか、あるいは血管の狭窄の程度または長さを測定するか、血管の直径を測定するためか
、例えば、血管から生じる動脈瘤の寸法を測定するのを助けることができ、機器選択する
手術中の判定のために動脈瘤の頸部を測定する。再び図１９Ａを参照すると、基部８５０
０の第４縦部８５４０のスリットｄ４間の距離が基部８５００の第３の長手方向部分８５
３０よりも長く、基部８５００の第２の長手方向８５２０の距離ｄ２よりも長く、基部８
５００の第１の長手方向部８５１０の距離ｄ１よりも大きい距離ｄ３よりも大きい。規則
的－間隔放射線不透過性材料は、バンドまたは付着物であるか、放射線不透過性のマーカ
は、約０．１ｍｍ～約５０ｍｍの距離で分断され、該距離は、約０．５ｍｍ～約１ｍｍ、
約１ｍｍ～約２ｍｍ、約２ｍｍ～約３ｍｍ、約３ｍｍ～約４ｍｍ、約４ｍｍ～約５ｍｍ、
約５ｍｍ～約８ｍｍ、約８～約１０ｍｍ、約１０～約１２ｍｍ、約１２～約１５ｍｍ、約
１５～約２５ｍｍ、約２５ｍｍ～約３５ｍｍ、約３５ｍｍ～約５０ｍｍ、を含むがこれに
限定されず、上記範囲に重なる部分を有している。いくつかの実施形態において、表示（
例えば、数字、異なる寸法の放射線不透過性材料等）は、全てまたは一部のマーカに関す
るさらなる情報を提供するために使用することができる。４つの縦断面を有する基端部８
５００のいくつかの例は、本明細書中に提供されるが、基部２００のいくつかの実施形態
では、約１縦断面～約１５縦断面を、上述の値に応じて有し、かつ／または基部２００は
、約２縦断面～約４縦断面、約６縦断面～約８縦断面、約１０縦断面～約１２縦断面、お
よび約１３縦断面を含むことができる。
【０６７５】
  いくつかの実施形態において、管状構造体２０２は、冷間加工されており、または熱処
理が施されていない。いくつかの実施形態において、管状構造体２０２は、例えば、パタ
ーン形成の前または後に直線的な配置において、直線アニールされるか、または熱処理が
施される。特定材料を熱処理することは、形状記憶性を付与することができ、この結果、
基部２００は、外力のない所定形状（例えば、直線、曲線部分を含む等）を有している。
【０６７６】
  いくつかの実施形態では、基部２００は、温度に特に変更せずに、例えば、応力誘起マ
ルテンサイト（ＳＩＭ）による折り曲げ後の一定の形状に戻ることができる少なくともい
くつかの超弾性材料を含む。折り曲げる力を除去すると（例えば、異なる血管系への移行
によって）、超弾性材料は、実質的に瞬時に真っ直ぐにする（または、形状が曲面である
場合は、その曲線に戻る）ことができる。いくつかの実施形態では、基部２００を真っ直
ぐにすることは、少なくとも部分的である。これは、基部２００が、例えば、熱活性化さ
れたオーステナイト変態（例えば、室温（約２５℃）以上、おおよそ体温（約３７℃）等
のような温度の変化時）による折り曲げ後の一定の形状に戻ることができる少なくともい
くつかの形状記憶材料を含むためである。形状記憶材料は、暖かい流体（例えば、体温で
血液、生理食塩水）と接触すると緩やかに真っ直ぐになる。
【０６７７】
  いくつかの実施態様では、形状記憶効果は、一方向（例えば、形状のストレスに起因す
る変化は、加熱時に基準形状に戻り、冷却時に更に変更されていない状態）である。材料
は一方向形状記憶効果、高温で形状の１つの形状を記憶している。いくつかの実施態様で
は、形状記憶効果を２方向とすることができる（例えば、形状のストレスに起因する変化
は、加熱されるとベースライン形状に近く、第２の形状は、冷却時に達成することができ
る）。材料は、２方向性形状記憶効果を有する２つの形状、つまり、高温での第１の形状
および低温での第２の形状を記憶している。
【０６７８】
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  図１９Ｃは、血管治療装置の基部８６００のさらに他の例示的な実施形態を示す概略図
である。基部８６００は、装置１０、２０、３０、または４０の基部２００であってもよ
い。いくつかの実施形態では、基部８６００の異なる縦断面は、異なるオーステナイト温
度の異なる材料および／または形状設定を含むことができる。例えば、先端部分が、血管
の力が作用しない場合に直線形状に戻るように、基端部８６００に結合された先端部は、
真っ直ぐな形状に設定されている形状であってもよい。別の例として、縦断面８６１０、
８６２０、８６３０、８６４０の各々は、異なる形状を有することができる。いくつかの
実施形態では、基部８６００の最先端部８６１０、８６２０は大幅にマルテンサイトであ
ってもよいし、先端の柔軟性を可能にすることができる。基部８６３０、８６４０がすな
わち大幅にオーステナイト系であってもよく、堅牢および／または回転モーメント（ｔｏ
ｒｑｕａｂｉｌｉｔｙ）を提供することができる。いくつかの実施形態では、基部８６０
０の長さの少なくとも約２５％、少なくとも約５０％、少なくとも約７５％がマルテンサ
イトである。４つの縦断面を有する基端部８６００のいくつかの例は、本明細書中に提供
される。基部２００のいくつかの実施形態では、約１縦断面～約１５縦断面を、上述の値
に応じて有し、かつ／または基部は約２縦断面～約４縦断面、約６縦断面～約８縦断面、
約１０縦断面～約１２縦断面、および約１３縦断面を含むことができる。
【０６７９】
  図１９Ｄは、熱処理装置５４０１の他の実施形態の概略切断側面図である。いくつかの
実施形態では、熱処理装置５４０１は、図１０Ｍに関して説明した熱処理装置５４００と
同様とすることができる。例えば、本明細書で説明するように、加熱処理装置５４０１は
、着脱自在なフランジ５４０５を備えた流動砂浴を備える。熱処理される装置５４８５は
、例えば、装置１０、２０、３０、４０の基部２００を含むことができる。熱処理装置５
４０１は、部リール・トゥ・リール装置またはスパイラルディスペンサ５４９０、５４９
５を備える。スパイラルディスペンサ５４９０、５４９５は、例えば、バスケット５４７
０内の装置５４３５と比較して、装置５４８５を流動型サンドバス５４０１に配置して、
装置５４８５の縦断面を、選択的に加熱するように構成されている。基部２００は、バス
ケット５４７０内で熱処理を施してもよく、先端部１００は、リール・トゥ・リール装置
５４９０、５４９５を介して送り出されることで熱処理してもよい。
【０６８０】
  図１９Ｅは、図１９Ｄの加熱処理装置５４０１の一部分の模式的な部分切り欠き側面図
である。いくつかの実施形態では、基部５４８５の材料（例えば、ハイポチューブ、織物
構造、電線）は、リール・トゥ・リール装置５４９０に入れられ、基部５４８５の自由端
部は、中空管路５４７５を通って流動砂浴５４０１内の縦断面ループを露出し、中空の導
管５４７７を通過し、リール・トゥ・リール装置５４９５に入れられる。いくつかの実施
形態では、リール・トゥ・リール装置５４９０、５４９５は、手動または自動化されたア
プローチを使用して回転することができ、これにより、リール・トゥ・リール装置５４９
０の動きの方向が方向５４９２にあり、リール・トゥ・リール装置５４９５の運動の方向
は、方向５４９６となる。リール・トゥ・リール装置５４９０は、手動または自動化され
たアプローチを用いていずれかの方向５４９２にリール・トゥ・リール５４９０を回転さ
せる回転ハンドルまたはギヤ５４９３を含む。リール・トゥ・リール装置５４９５は、手
動または自動化されたアプローチを用いていずれかの方向５４９８にリール・トゥ・リー
ル５４９５を回転させる回転ハンドルまたはギヤ５４９８を含む。
【０６８１】
  いくつかの実施形態では、取り外し可能なフランジ５４０５は、フランジ５４０５の外
側面、フランジ５４０５の内表面または外表面とフランジ５４０５の内側面に着脱可能な
空気シール材リベット５４８０を備える。空気シーラントリベット５４８０中空導管５４
７５、５４７７への可逆性付着点は、ルアーロック機構、ボールおよびソケット機構、ワ
イヤおよびフック機構、Ｃ字形金具およびフック機構、およびこれらの組合せ等を含むこ
とができる。着脱可能なフランジ５４０５およびエアシール材リベット５４８０は、流動
砂浴５４０１において熱処理装置５４８５の縦断面を測定し、と流動砂浴５４０１から、
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例えば、熱処理後の冷却浴内に配置するための装置５４８５の安全な除去を可能にするこ
とができる。
【０６８２】
  いくつかの実施形態では、リール・トゥ・リール装置５４９０、５４９５により、装置
５４８５の異なる縦断面が、異なるオーステナイト温度が設定された形状となる。例えば
、いくつかの実施形態において、基部２００の最先端部が大幅にマルテンサイト系であっ
てもよいし、先端の柔軟性を可能にすることができる、近位区域を著しくオーステナイト
でき、堅牢および／または回転モーメント（ｔｏｒｑｕａｂｉｌｉｔｙ）を提供すること
ができる。他の例では、基部のいくつかの部分は、冷却の際に特定の形状に設定されてい
る形状とすることができる（例えば、室温以下水浴にストレートな形状）。
【０６８３】
  図１９Ｆは、さらに血管治療装置の基部８７００の他の例示的な実施形態は、例えば、
装置１０、２０、３０、４０の基部２００を示す概略図である。接合部３００に関して説
明したように基部８７００は、接合部８７１０で結合されており、例えば、固定されるワ
イヤ８７１５およびハイポチューブ８７０５を備える。いくつかの実施形態では、ジョイ
ント８７１０は、以下の処理により形成することができる。本処理は、マイクロワイヤ８
７１５の先端部をハイポチューブ８７０５の基端部にレーザ溶接する、複数のリベットを
用いてハイポチューブ８７０５の基端にマイクロワイヤ８７１５の先端を連結する、マイ
クロワイヤ８７１５の先端をハイポチューブ８７０５の基端に突き合わせ溶接する、マイ
クロワイヤ８７１５は、ハイポチューブ８７０５の基端の内腔にインレイ形成（ｉｎｌａ
ｙｅｄ）した後に溶接することができるようにマイクロワイヤ８７１５の先端をセンタレ
ス研磨する等を有する。いくつかの実施形態では、ハイポチューブ８７０５は、基部２０
０の先端を有しており、ワイヤ８７１５は、基部２００の基端を有している。いくつかの
実施形態では、基部８７００の長さは、約８０ｃｍ～約２１０ｃｍ、約０．１ｃｍ～約６
０ｃｍ（例えば、約３０ｃｍ、約６０ｃｍ）の範囲のハイポチューブ８７０５の長さと、
約２０ｃｍ～約２０９．９ｃｍ（例えば、約１５０ｃｍ、約１８０ｃｍ）の範囲のワイヤ
の長さを含む範囲であってよい。いくつかの実施形態では、ハイポチューブ８７０５とワ
イヤ８７１５とは、約０．３５ｍｍ～約０．６５ｍｍ（例えば、約０．４ｍｍ～約０．４
５ｍｍ）、約０．１ｍｍ～約０．５ｍｍ（例えば、約０．２５ｍｍ～約０．３３ｍｍ（約
０．０１２５インチ（０．３１８ｍｍ）））の外径を有している。いくつかの実施形態で
は、例えば、末梢脈管構造と共に使用するための、ハイポチューブ８７０５とワイヤ８７
１５とは、約０．５ｍｍから約１０ｍｍの外径を有している。実質的にハイポチューブ８
７０５の全長および部分は、例えば、本明細書に記載された散在切り溝パターンによりレ
ーザ切断されてもよく、またはいずれも、レーザ切断されなくてもよい。編まれた管状構
造体は、いくつかまたはハイポチューブ８７０５の全ての代わりに用いてもよい。
【０６８４】
　図１９Ｆ－２は、図１９Ｆに示す血管治療装置の近位部分８７００、例えば装置１０、
２０、３０、または４０の近位部分２００の別の例示的な実施形態を示す概略図である。
近位部分は、近位から遠位までの４つのセグメント：セグメントＡ８７０８、セグメント
Ｂ８７０４、セグメントＣ８７０３、およびセグメントＤ８７０２を有するセンタレス・
グラウンド・マイクロワイヤを備える。例えば、図１９Ｆに関して説明したように、近位
部分は、セグメントＤ８７０２（例えば、少なくとも部分的にハイポチューブの管腔内に
あるセグメントＤ８７０２）上でこれに連結されるハイポチューブ（図示せず）をさらに
備える。マイクロワイヤが完全にハイポチューブを通って延びる場合、近位部分の長さは
マイクロワイヤの長さと同じである。装置の遠位部分１００は、ハイポチューブに連結さ
れてもよい。
【０６８５】
　セグメントＡ８７０８は、約０．１５ｍｍから約０．３ｍｍの間（例えば、約０．００
６インチ（約０．１５ｍｍ）、約０．００８インチ（約０．２ｍｍ）、約０．０１インチ
（約０．２５ｍｍ）、約０．０１２インチ（約０．３ｍｍ）、そのような値間の範囲など
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）の範囲の近位外径から、約０．４ｍｍから約０．５ｍｍの間（例えば、約０．０１６イ
ンチ（約０．４１ｍｍ）、約０．０１７インチ（約０．４３ｍｍ）、約０．０１８インチ
（約０．４６ｍｍ）、約０．０１９インチ（約０．４８ｍｍ）、そのような値間の範囲な
ど）の範囲の遠位外径までテーパ状にされる。セグメントＡ８７０８のテーパは、展開お
よび回収の試みの後に、導入シースをマイクロワイヤ上に再装填し易いようにオペレータ
を助けることができる。セグメントＡ８７０８の長さは、約２０ｍｍから約３０ｍｍの間
（例えば、約０．８インチ（約２０ｍｍ）、約０．８５インチ（約２２ｍｍ）、約１イン
チ（約２５ｍｍ）、約１．１５インチ（約２９ｍｍ）、約１．２インチ（約３０ｍｍ）、
そのような値間の範囲など）の範囲である。
【０６８６】
　セグメントＢ８７０４は、非テーパ状または実質的に円筒形であり、約０．４ｍｍから
約０．５ｍｍの間（例えば、約０．０１６インチ（約０．４１ｍｍ）、約０．０１７イン
チ（約０．４３ｍｍ）、約０．０１８インチ（約０．４６ｍｍ）、０．０１９インチ（約
０．４８ｍｍ、そのような値間の範囲など）の範囲の外径を有する。セグメントＢ８７０
４の長さは、約１ｍから約１．１ｍの間（例えば、約１ｍ、約１．０１ｍ、約１．０２ｍ
、約１．０３ｍ、約１．０４ｍ、約１．０５ｍ、約１．０６ｍ、約１．０８ｍ、約１．１
ｍ、そのような値間の範囲など）の範囲である。非テーパ状のセグメントＢは、近位部分
の展開および回収中に近位支持を提供することができる。セグメントＢ８７０４は、第２
の複数の酸化物被覆マーカーバンドセグメントの間に散在している第１の複数の酸化物を
含まないマーカーバンドセグメント８７０７を含む複数のマーカーバンドを含む。各セグ
メント８７０７および各酸化物被覆マーカーバンドセグメントは、約７ｃｍの全マーカ領
域長に対して約１ｃｍの長さを有する（例えば、３つの酸化物を含まないマーカーバンド
セグメント８７０７が４つの酸化物被覆マーカーバンドセグメント間に散在している場合
、この長さは、いくつかの実施形態では、各マーカーバンドが血管治療装置の遠位部分の
１つのバルブに対応するように、折り畳まれた構成の血管治療装置の遠位部分の長さとほ
ぼ相関する。マーカーバンドの遠位端からマイクロワイヤの遠位先端（したがって近位部
分の遠位先端）までのセンタレス・グラウンド・マイクロワイヤの長さは、約１４３ｃｍ
であり得、マーカーバンドの全長とともに、約１５０ｃｍであり得、これは、標準的なマ
イクロカテーテルの長さである。近位部分の遠位先端部からの長さを標準的なマイクロワ
イヤの長さに合わせることにより、オペレータが、血管治療装置の近位部分を、標準マイ
クロカテーテルを通して、マーカーバンドがマイクロカテーテルのハブに近接するまで、
血管治療装置の遠位部分を展開せずに前進させることを可能にし得る。その時点で、血管
治療装置の遠位部分の遠位端部は、全体的にマイクロカテーテルの遠位端部に近接してい
る。次いで、標準マイクロカテーテルを約１ｃｍの増分（約１つのマーカーバンド）で引
き出されると、遠位部分の約１つのバルブがマイクロカテーテルの遠位端部から展開され
得る。標準マイクロカテーテルが約３ｃｍ（約３つのマーカーバンド、すなわち２つの酸
化物被覆マーカーバンドセグメントおよび１つの酸化物を有さないマーカーバンドセグメ
ント８７０７）引き出される場合、遠位部分の約３つのバルブがマイクロカテーテルの遠
位端部から展開され得る。Ｘ線画像品質が低くてよい場合、遠位部分が放射線不透過性で
ないかまたは放射線不透過性が制限されている場合、（例えば、健康上の理由、ユーザの
好みなど）低減されたＸ線が望まれ得るなどの場合、この方法は、蛍光透視法を使用しな
い、または蛍光透視法の使用が限定される低リスクの展開および回収システムを提供する
ことができる（例えば、マイクロカテーテルからのガイドワイヤの後退と、マイクロカテ
ーテルの遠位端部に近接する治療装置の前進との間に、蛍光透視法を使用しないことが可
能である）。このような方法は依然として血餅の長さに基づいてバルブの選択的展開を用
いてカスタマイズされた長さを可能にする。
【０６８７】
　セグメントＣ８７０３は、約０．４ｍｍから約０．５ｍｍの間（例えば、約０．０１６
インチ（約０．４１ｍｍ）、約０．０１７インチ（約０．４３ｍｍ）、約０．０１８イン
チ（約０．４６ｍｍ）、約０．０１９インチ（約０．４８ｍｍ）、そのような値間の範囲
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など）の範囲の近位外径から、約０．１５ｍｍから約０．３ｍｍの間（例えば、約０．０
０６インチ（約０．１５ｍｍ）、約０．００８インチ（約０．２ｍｍ）、約０．０１イン
チ（約０．２５ｍｍ）、約０．０１２インチ（約０．３ｍｍ）、そのような値間の範囲な
ど）の範囲の遠位外径までテーパ状にされる。セグメントＣ８７０３のテーパは、例えば
、同じ材料のより小さい直径が、通常、より大きい直径よりも可撓性であるため、展開お
よび回収中、近位部分の可撓性をもたらすことができる。セグメントＣ８７０３の長さは
、約４００ｍｍから約５００ｍｍの間（例えば、約４００ｍｍ、約４２５ｍｍ、約４５０
ｍｍ、約４６０ｍｍ、約４７５ｍｍ、約５００ｍｍ、そのような値間の範囲など）の範囲
である。
【０６８８】
　セグメントＤ８７０２は、約０．１５ｍｍから約０．３ｍｍの間（例えば、約０．００
６インチ（約０．１５ｍｍ）、約０．００８インチ（約０．２ｍｍ）、約０．０１インチ
（約０．２５ｍｍ）、約０．０１２インチ（約０．３ｍｍ）、そのような値間の範囲など
）の範囲の近位外径から、約０．１ｍｍから約０．１５ｍｍの間（例えば、約０．００４
インチ（約０．１ｍｍ）、約０．００４５インチ（約０．１１ｍｍ）、約０．００５イン
チ（約０．１３ｍｍ）、約０．００６インチ（約０．１５ｍｍ）、そのような値間の範囲
など）の範囲の遠位外径までテーパ状にされる。セグメントＤ８７０２のテーパにより、
セグメントＤは、ハイポチューブの近位端部および／または実質的に全長の内腔に嵌入さ
れ、次にハイポチューブに半田付けされ、溶接されるなどが可能になる。セグメントＤの
長さは、約２５０ｍｍから３５０ｍｍの間（例えば、約２５０ｍｍ、約２７５ｍｍ、約３
００ｍｍ、約３１５ｍｍ、約３２５ｍｍ、約３５０ｍｍ、そのような値間の範囲など）の
範囲である。マイクロワイヤがハイポチューブの内腔内に部分的に嵌入される実施形態で
は、ハイポチューブの長さは、上述したバルブ展開システムを依然として使用できるよう
に、マーカーバンドの位置決めに関して考慮され得る。
【０６８９】
  いくつかの実施形態では、ハイポチューブ８７０５および／またはワイヤ８７１５は、
異なる縦断面上に設定された、異なる（例えば、異なるオーステナイト温度および形状等
）形状を有する形状記憶材料を含むことができる。いくつかの実施形態では、ハイポチュ
ーブ８７０５および／またはワイヤを均一に超弾性であってもよい。いくつかの実施形態
では、ハイポチューブ８７０５および／またはワイヤは非形状記憶材料を含むことができ
る。いくつかの実施形態では、ハイポチューブ８７０５とワイヤ８７１５とは、同じ材料
または異なる材料を含むことができる。ハイポチューブ８７０５およびワイヤ８７１５に
適した材料としては、例えば、白金、チタン、ニッケル、クロム、コバルト、タンタル、
タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、およびそれらの合金、ニッケルチタン（例え
ば、ニチノール）、ニッケルチタンニオブ、クロム、コバルト、銅－アルミニウム－ニッ
ケル、鉄・マンガン・シリコン、銀、カドミウム、金－カドミウム、銅－錫、銅－亜鉛、
銅－亜鉛－シリコン、銅－亜鉛－アルミニウム、銅－亜鉛－スズ、白金、鉄、マンガン、
銅、白金合金、コバルト、ニッケル、アルミニウム、コバルト、ニッケル、ガリウム、ニ
ッケル鉄、ガリウム、チタン、パラジウム、ニッケル、マンガン、ガリウム、ステンレス
鋼、形状記憶合金等を含むことができる。ハイポチューブ８７０５およびワイヤ８７１５
に適した材料は、例えば、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）、ポリ乳酸
共グリコール酸（ＰＬＧＡ）、ポリカプロラクトン（ＰＣＬ）、ポリオルトエステル、ポ
リ無水物、およびこれらの共重合体等のポリマーを含むことができる。適切な材料は、合
金（例えば、ニチノール、クロム－コバルト、白金タングステン等）または材料の組合せ
（例えば、異なる材料のクラッドあるいはコアと組み合わせて放射線不透過性のコアまた
はクラッドを有するフィラメント、複数の異なる材料を含むフィラメントなど）を含むこ
とができる。
【０６９０】
  基部２００は、接合部３００の遠位部分２００に結合することができ、本明細書でさら
に詳細に説明する。
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【０６９１】
  先端部１００および基部２００は、接合部３００で結合することができる。いくつかの
実施形態では、継手は、はんだまたはエポキシのような接着材料を含んでいる。はんだは
、エポキシよりも製造工程中の制御が容易である。これは、はんだの流動性が極めて温度
に左右されるからである。エポキシではなくはんだの使用により、ガンマ放射線を用いて
接合部３００を備えた装置を滅菌処理することができる。ガンマ放射線は、エポキシ等の
ポリマーを損傷する可能性があり、エチレンオキシド滅菌のような化学殺菌技術よりも概
して安価である。
【０６９２】
  先端部１００の基端は、インレイ結合を用いた基部２００の先端（例えば、ハイポチュ
ーブの内側に結合されたフィラメント）内で結合することができる。いくつかの実施形態
では、インレイ結合は、先端部１００または基部２００の直径または厚さを超える直径ま
たは厚さを増加させない。いくつかの実施形態では、インレイ結合は、先端部１００また
は基部２００の先端部の柔軟性よりも柔軟性を低下させない。先端部１００の基端は、オ
ーバーレイ結合を用いた基部２００（例えば、ハイポチューブの外部に接続されたフィラ
メント）の先端の外側に結合することができる。インレイ結合とオーバーレイ結合の組合
せであってもよい（例えば、ハイポチューブの内側に結合されたいくつかのフィラメント
とハイポチューブの外部に接続されたいくつかのフィラメント、または内部とハイポチュ
ーブの外側の両方に結合された少なくともいくつかのフィラメント）。インレイ接合は、
はんだまたはエポキシのような接合材料が剥がれ落ちることを防ぐことができる。オーバ
ーレイ結合を含むいくつかの実施形態において、熱収縮管（例えば、ＰＴＦＥ、ＰＶＣ等
の熱収縮ポリマーを含む）は剥離の危険性を減らすことができ、外面をより均一にするこ
とができる（例えば、円形ハイポチューブ上に円形のフィラメントと比較して）が、装置
の外径を増加させ、および／またはγ線殺菌の利用可能性を減らすことができる。
【０６９３】
  図２０Ａは、基部２００および先端部１００とのジョイント３０００の構成例を示した
図である。先端部１００は、複数の織フィラメントおよび近位バルブ１１０を備え、基部
２００は、管状構造体２０２と、複数のスリット２０４と、放射線不透過マーカバンド２
５を含むが、他の先端部１００および／または基部２００（例えば、本明細書で説明する
ように）も可能である。図２０Ｂは２０Ｂ－２０Ｂ’線に沿って図２０Ａの接合の概略断
面図である。図示２０Ａは、先端部１００および基部２００との間の接合部３０００では
んだ３０２を含むインレイ結合の実施形態例を示す。図２０Ｄ～図２０Ｆは、編組チュー
ブを連結するハイポチューブする方法を模式的に示す。
【０６９４】
  インレイ結合を用いたいくつかの実施形態では、基部２００の先端（例えば、張り出し
た先端）は、先端部１００のインレイ基部の周りに機械的に圧着してもよい。
【０６９５】
  いくつかの実施形態では、はんだは、約９６．５％のスズおよび約２．５％の銀を含む
銀系の鉛フリーはんだから構成されている。はんだは、はんだが液体（ＴＳ＝ＴＬ）に完
全に溶融する液相線温度ＴＬと実質的に同一の固相線温度Ｔｓ（例えば、約２２１℃（約
４３０°Ｆ））を有する共晶はんだを含むことができる（例えば、インダロイ＃１２１、
ニューヨーク州クリントンのＩｎｄｉｕｍ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能）。共
晶銀系の鉛フリーはんだは、ゆっくりと液相温度ＴＬまで約１７１℃から１秒当たり約１
℃と約２℃の間（例えば、約５０秒の持続時間）の速度で溶融する。液相線温度ＴＬに達
すると、溶解速度は、例えば、約２４６℃と約２７１℃の間の融解ピーク温度Ｔｍまで約
２２１℃から１秒当たり（例えば、約２０秒間）約２．５℃から約３℃の間で上昇する。
液相線温度ＴＬからピーク融解温度Ｔｍまでの銀系の鉛フリーはんだの融点の持続時間は
約４５秒未満であってもよい。例えば、図２０Ａ～２０Ｆに関して説明したように、液体
はんだを、精密注射器を用いて注入してもよい。溶融はんだは、ピーク融解温度Ｔｍから
冷却温度Ｔｃ（約１７１℃であってもよい）まで１秒当たり約４℃未満の速度で冷却し（
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例えば、約５０秒の持続時間の間、１秒当たり約２℃）、結果として微細結晶粒組織を形
成するため、強いはんだ接合が得られる。強いはんだ接合は、はんだ接合部に歪を印加す
ることができる手順、例えば、ねじりラスプ加工するのに有用である。また冷却温度Ｔｃ

未満の冷却は、１秒当たり４度以上の極めて高速で行う事ができる（約３５秒の持続時間
の間、１秒当たり約５度）。急冷は、約３０秒～約１２０秒の持続時間の間、水浴（例え
ば、約２０℃～約２５℃程度の温度で）を用いて行うことができる。水浴は、はんだ付け
工程で使用したフラックスを除去することができる。銀系の鉛フリーはんだを用いて達成
可能なジョイントの引張強度は、約５，８００ｐｓｉ（約４０，０００ｋＰａ）で高くな
っている。液相線温度ＴＬまで１秒当たり（例えば、２５秒未満の持続時間）約１７１℃
から約２℃を超える速度で共晶銀系鉛フリーはんだは急速に溶融した場合、はんだの接合
強度が、例えば、はんだボールまたはビーズの形成により犠牲となる可能性がある。いく
つかの実施形態において、はんだ付けはピーク融解温度Ｔｍを下回るもしくは上回る温度
としようとする場合、および／または液相線温度ＴＬからピーク融解温度Ｔｍまでの銀系
鉛フリーはんだの溶融の持続時間は、約４５秒より大きい場合には、はんだの接合強度が
、例えば、金属間化合物の形成により犠牲となる可能性がある。
【０６９６】
  いくつかの実施形態では、共晶銀系の鉛フリーはんだがピーク融解温度Ｔｍから冷却温
度Ｔｃまで１秒当たり（例えば、約２０秒の持続時間の間、１秒当たり約５℃）約４℃を
超える速度で急速に冷却した場合には、はんだの接合強度は、例えば、粗大粒組織が形成
されることにより、例えば、約２７００ｐｓｉ未満（約１８，６００ｋＰａ）の引張強度
を有する接合部が形成され、損なわれる可能性がある。本明細書で説明するように、機械
的引き離しは２７００ｐｓｉ（約１８，６００ＫＰａ）よりも大きい剪断強度を達成する
ことができ、先端部１００が接合部３００の基部２００に着脱可能であり、例えば、気流
方向転換装置または流れ分断器にある血管治療装置において有用であり得る。
【０６９７】
  いくつかの実施形態では、はんだは、約８０％の金と約２０％のスズを含む金系の鉛フ
リーはんだから構成されている。はんだは、はんだが液体（ＴＳ＝ＴＬ）に完全に溶融す
る液相線温度ＴＬと実質的に同一の固相線温度Ｔｓ例えば、約２８０℃（約５３５°Ｆ）
）を有する共晶はんだを含むことができる（例えば、インダロイ＃１８２、クリントン・
ニューヨークのインジウム社から市販されている）。共融合金系鉛フリーはんだは、ゆっ
くりと液相温度ＴＬまで約２３０℃から１秒当たり約１℃と約２℃の間（例えば、約５０
秒の持続時間）の速度で溶融する。液相線温度ＴＬに到達すると、溶融速度は、約３０５
℃と約３３０℃の間の融解ピーク温度Ｔｍまで約２８０℃から１秒当たり（例えば、約２
０秒間）約２．５℃から約３℃の間まで上昇する。液相線温度ＴＬからピーク融解温度Ｔ

ｍまでの金系の鉛フリーはんだの融点の持続時間は約４５秒未満であってもよい。例えば
、図２０Ａ～図２０Ｆに関して説明したように、液体はんだを、精密注射器を用いて注入
してもよい。溶融はんだは、ピーク融解温度Ｔｍから冷却温度Ｔｃ（約２３０℃であって
もよい）まで１秒当たり約４℃未満の速度で冷却し（例えば、約５０秒の持続時間の間、
１秒当たり約２℃）、結果として微細結晶粒組織を形成するため、強いはんだ接合が得ら
れる。強いはんだ接合は、はんだ接合部に歪を印加することができる手順、例えば、ねじ
りラスプ加工するのに有用である。また冷却温度Ｔｃ未満の冷却は、１秒当たり４度以上
の極めて高速で行う事ができる（約３５秒の持続時間の間、１秒当たり約５度）。急冷は
、約３０秒～約１２０秒の持続時間の間、水浴（例えば、約２０℃～約２５℃程度の温度
で）を用いて行うことができる。水浴は、はんだ付け工程で使用したフラックスを除去す
ることができる。銀系の鉛フリーはんだを用いて達成可能なジョイントの引張強度は、約
４０，０００ｐｓｉ（約２７６，０００ｋＰａ）で相対的に極めて高い。液相線温度ＴＬ
まで１秒当たり（例えば、２５秒未満の持続時間）約２３０℃から約２℃を超える速度で
共晶金系鉛フリーはんだは急速に溶融した場合、はんだの接合強度が、例えば、はんだボ
ールまたはビーズの形成により犠牲となる可能性がある。いくつかの実施形態において、
はんだ付けはピーク融解温度Ｔｍを下回るもしくは上回る温度としようとする場合、およ
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び／または液相線温度ＴＬからピーク融解温度Ｔｍまでの金系鉛フリーはんだの溶融の持
続時間は、約４５秒より大きい場合には、はんだの接合強度が、例えば、金属間化合物の
形成により犠牲となる可能性がある。
【０６９８】
  いくつかの実施形態では、結合に先立って、先端部１００の先端および／または基部２
００の基端は、少なくとも部分的にまたは完全に酸化物を除去するために処理される。例
えば、基部２００の先端は、実質的にバリを含まない、および／または実質的に非酸化と
することができ、先端部１００の基端は、エッチング（例えば、酸に浸漬して）され、実
質的に非酸化されている。
【０６９９】
  いくつかの実施形態では、ニッケルチタン（例えば、ニチノール）の合金をニチノール
または異なる材料（例えば、ステンレス鋼）にはんだ付けする前に、フラックス（例えば
、インダロイフラックス＃３またはインダロイフラックス＃２、共にニューヨーク州クリ
ントンのＩｎｄｉｕｍ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能）は、ニッケルチタン表面
酸化物を減少させるために使用することができる。フラックス＃３は、約９６℃と約３４
３℃の間の活性化温度を有し、塩化物が含まれている。フラックス＃２は、約１００℃と
約３７１℃の間の活性化温度を有し、亜鉛、重金属塩化物を含まない。適切なフラックス
は、ブラシ、綿棒、スプレー、これらの組合せ等を用いて適用することができる。ハンダ
付け処理の後、フラックス残渣は、本明細書に記載の水浴中ではんだ接合部を冷却しおよ
び洗浄し、水浴にクエン酸を加え、水超音波処理、機械的スクラビング、およびこれらの
組合せ等により、除去することができる。
【０７００】
  ニッケルチタンの表面酸化物がフラックスを使用して先端部１００から適切に除去する
ことができないいくつかの実施形態では、（例えば、白金、タングステン等からなる）先
端部１００内の放射線不透過性フィラメントを基部２００（例えば、ステンレス鋼を含む
）にはんだ付けすることにより、接合部３００のはんだ付けを、先端部１００および異な
る材料（例えば、ステンレス鋼）を備える基部２００の間で行うことができる。先端部１
００（例えば、フィラメントの総数の約２５％と約５０％との間）の放射線不透過性フィ
ラメントの数を増やすことにより、強いはんだ接合をもたらすことができ、本明細書で説
明するように、先端部の放射線不透過性フィラメントの数を減少させること（例えば、フ
ィラメントの約５％から約２５％の間）は、弱はんだ接合をもたらすことができる。ここ
で、血管治療器具の先端部１００は、ジョイント３００の基部２００に対して着脱可能な
、例えば、気流方向転換装置または流れ分断器であることを特徴とする装置においても有
用である。
【０７０１】
  先端部１００および／または基部２００のフィラメントは、ニッケル（例えば、ニチノ
ールストランドを含む）を含む、いくつかの実施形態において、ストランドが、例えば、
大気等の酸素を含むガス中で熱処理されると、酸化ニッケルが形成されてもよい。酸化ニ
ッケルは、先端部１００および基部２００が異なる材料を含むときには、基部２００と先
端部１００のはんだ付けを阻害することができる。はんだ付け後に、酸化されたニチノー
ルフィラメントを有する先端部１００を異なる材料からなる基部２００に接合する処理は
、フィラメントを弱める可能性がある、後処理、研磨、および／またはサンドブラストを
含んでもよい。非酸化フィラメント（例えば、アルゴンや窒素等の不活性雰囲気中で熱処
理することにより）は、一般に、このような後処理、研磨、および／またはサンドブラス
トすることなく異種材料に接合することができる。他の酸化物（例えば、酸化チタン）を
含むフィラメントはまた、このような後処理、研磨、および／またはサンドブラストする
ことなく異なる材料に接合することができる。
【０７０２】
  再び図２０Ａおよび図２０Ｄ～図２０Ｆを参照すると、先端部１００の基端は、基部２
００の先端の中に挿入されている。いくつかの実施形態では、はんだ３０２および必要に
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応じてフラックスは、送出装置８８１０（例えば、基部２００の最遠位スリット２０４を
通して挿入することができるＪ字形管８８１５を含む）から出力される。第１の位置（例
えば、図２０Ｅにおけるはんだ８８２０と図２０Ｂにおけるはんだ３０２ｂにて示す）の
基部２００の先端部１００、および、管状構造体２０２のフィラメント間の隙間にはそし
て送出装置は、約９０度回転される。そしてはんだ３０２および必要に応じて磁束が第２
の位置（例えば、図２０Ｂにおけるはんだ３０２ｃにて示す）に供給される。そして送出
装置は、約９０度回転される。そしてはんだ３０２および必要に応じて磁束が第３の位置
（例えば、図２０Ｆにおけるはんだ８８２０と図２０Ｂにおけるはんだ３０２ｄにて示す
）に供給される。そして送出装置は、約９０度回転される。そしてはんだ３０２と磁束が
第４の位置（例えば、図２０Ｂにおけるはんだ３０２ａにて示す）に供給される。そして
送出装置８８１０を外して、はんだ３０２が冷却される。いくつかの実施形態では、はん
だ３０２および必要に応じ束は、送出装置８８１０（例えば、精密注射器として機能する
ように、基部２００の最遠位スリット２０４を通して挿入することができるＪ字形管８８
１５を含む）から出力される。第１の位置（例えば、図２０Ｅにおけるはんだ８８２０と
図２０Ｂにおけるはんだ３０２ｂにて示す）の基部２００の先端部１００、および、管状
構造体２０２のフィラメント間の隙間にはそして送出装置は、約１８０度回転される。そ
してはんだ３０２および必要に応じてフラックスが第２の位置（例えば、図２０Ｆにおけ
るはんだ８８２０と図２０Ｂにおけるはんだ３０２ｄにて示す）に送出される。そして送
出装置は、約９０°回転させ、そのはんだ３０２および必要に応じてフラックスが第３の
位置（例えば、図２０Ｂにおけるはんだ３０２ａにて示す）に送出される。そして送出装
置は、約１８０度回転される。そしてはんだ３０２とフラックスが第４の位置（例えば、
図２０Ｂにおけるはんだ３０２ｃにて示す）に送出される。そして送出装置８８１０を外
して、はんだ３０２が冷却される。図２０Ｂは、先端部１００および基部２００との間に
９０°離間して設けられたはんだ３０２ａ、３０２ｂ、３０２ｃ、３０２ｄを示す。これ
らは、本明細書で述べた方法等により形成することができる。装置が、はんだ３０２が最
先端スリット２０４をふさがないように、はんだ付け時に傾斜していてもよい。最先端ス
リット２０４をふさぐことは、一般的に柔軟性が求められている領域における柔軟性を低
下させる可能性がある。
【０７０３】
  他のはんだ量および位置も可能である。はんだは、例えば、完全に円弧状またはより多
くのまたはより少ない位置（例えば、約１２０℃離れて３箇所、約７２°離れて５箇所等
）であってもよいが、図２０Ｂに示したような実施形態は、製造の複雑さ（例えば、約１
／４周または約９０°間隔が直感的な測定値であるため）を低減することができる。実質
的に等しい間隔が、例えば、使用中に接合部３００を壊してしまう不均一強度および応力
の形成を抑制することができる。位置の数を増加させることが、スペーシングエラー（例
えば、より多くの箇所は、いずれか１つの不正確な位置の影響を低減させる）に起因する
欠陥を減少させるが、製造上の複雑さ（例えば、より小さい角度を利用することで、送出
毎のはんだを減らし、より正確なスペーシングが可能となる）を増大させることとなる。
はんだの量および配置は、強度（例えば、より多くのはんだは、一般的に強度を増大し、
捩りラスプ加工（擦り加工）等の用途に有益であり得る）および／または柔軟性（例えば
、複数のはんだは、一般に柔軟性を低減し、操作性の不利を招く）に影響を及ぼすことが
ある。局所接着剤３０２（例えば、図２０Ａおよび２０Ｂに示すように）を含む実施形態
は、強度を損なうことなく、良好な柔軟性を有することが見出された。
【０７０４】
  図２０Ｃは、管状構造体２０２領域と比較したフィラメント１５６を例示する模式的断
面図と実施形態である。先端部１００のフィラメント１５６は、各領域πｄｆ

２／４を有
する。ここで、ｄｆは、フィラメント１５６の直径である。基部２００の内側は、領域π
ｄｈ

２／４を有している。ここで、ｄｈは、管状体２０２の内径である。フィラメント１
５６によって占有されていない管状構造体２０２の内部の面積は約π（ｄｈ

２－ｎｄｆ
２

）／４である。ここで、ｎは、フィラメント１５６の数である。例えば、先端部１００が
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、０．００１インチ（約０．０２５ｍｍ）の直径を有する４８個のフィラメント１５６を
含み、基部２００が内径０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）の管状構造体２０２を備える
場合、フィラメント１５６によって占有されていない領域は、π（０．２５２－４８×０
．０２５２）／４＝０．０２６ｍｍ２である。フィラメント１５６が占める領域の管状構
造２０２の内側に対する割合は、ｎｄＦ２／ｄｈ２である。例えば、先端部１００が、０
．００１インチ（約０．０２５ｍｍ）の直径を有する４８個のフィラメント１５６を含み
、基部２００が内径０．０１（約０．２５ｍｍ）インチの管状構造体２０２を備える場合
、割合が４８×０．０２５２／０．２５２＝０．４８または４８％である。
【０７０５】
  接合部３０００の長さおよびフィラメント１５６に利用可能な領域を利用して、ボリュ
ームの接合材（例えば、はんだ３０２）を決定することができる。フィラメント１５６の
外側と管状構造体２０２の内側との間にのみに接着剤が塗布された場合、小さい面積が利
用可能となり、先端部１００の近位ネックの領域が減少される。いくつかの実施形態では
、先端部１００および基部２００との間の断面積の約４５％～約６０％（例えば、約５１
％～約５５％）は、接着剤である。フィラメント１５６は、異なる形状および／または寸
法を有する場合、一般式は、適宜調整することができる。
【０７０６】
  図２１Ａは、基部２００および先端部１００とのジョイント３１００の他の例示的な実
施形態を示す概略図である。先端部１００は、織フィラメント１５６および近位バルブ１
１０を有し、基部２００は、管状構造体２０２および複数のスリット２０４を含むが、他
の先端部１００および／または基部２００（例えば、本明細書で説明するように）も可能
である。図２１Ｂは、線２１Ｂ－２１Ｂに沿った図２１Ａのジョイント３１００の概略断
面図である。図２１は、先端部１００および基部２００とのジョイント３１００のエポキ
シ３０４を含むインレイ結合の例示的な実施形態を示す。
【０７０７】
  先端部１００の近位端は、基部２００の先端の中に挿入されている。いくつかの実施形
態では、エポキシは、第１の位置では、先端部１００のフィラメントおよび基部２００の
管状構造体２０２との間の隙間の送出装置（例えば、基部２００の最遠位スリット２０４
に挿通されたＪ字型管）から送出され、そして送出装置は、約１８０°回転させ、そのエ
ポキシ３０４が第２の位置に送られ、送出装置が除去され、エポキシ３０４が乾燥される
。図２１Ｂは、先端部１００および基部２００との間に約１８０°離間して設けられたエ
ポキシ３０４ａ、３０４ｂおよび、フィラメント間のエポキシ３０４ｃを、エポキシが流
れやすいように示す。図２１Ａはまた、先端部１００の基端の周りに流れたエポキシ３０
４を示している。余剰エポキシ３０４は、必要に応じて、孔等を用いて除去することがで
きる。図２１Ｃは、図２１Ａのインレイ結合手法を例示する概略側面図である。
【０７０８】
  図２２Ａは、基部２００および先端部１００とのジョイント３２００の更に他の例示的
な実施形態を示す模式図である。先端部１００は、複数の織フィラメントおよび近位バル
ブ１１０を備え、基部２００は、管状構造体２０２と、複数のスリット２０４と、放射線
不透過マーカバンド２５を含むが、他の先端部１００および／または基部２００（例えば
、本明細書で説明するように）も可能である。図２２Ｂは、線２２Ｂ－２２Ｂに沿った図
２２Ａのジョイント３２００の概略断面図である。図２２Ａは、先端部１００および基部
２００との間のジョイント３２００での結合剤（例えば、はんだ（および必要に応じてフ
ラックス）またはエポキシ）３０６を含むインレイ結合の実施形態例を示す。
【０７０９】
  先端部１００の先端のフィラメント１５６がスリーブまたはチューブまたはピンチシリ
ンダ３０８に挿入されている。スリーブ３０８は、金属（例えば、ハイポチューブの一部
（例えば、ステンレス鋼を含む）、白金、チタン、ニッケル、クロム、コバルト、タンタ
ル、タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、それらの合金（例えば、ニチノール、ク
ロム－コバルト、ステンレス鋼等）、およびこれらの組合せ（例えば、クラッディング、
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バンディング等）、ポリマー（例えば、熱収縮チューブ）、これらの組合せ等を含むこと
ができる。いくつかの実施形態では、スリーブ３０８は、約１ｍｍ～約５ｍｍの長さを有
している。いくつかの実施形態では、スリーブ３０８は、壁厚さまたは外径および内径の
、約０．００１インチ（約０．０２５ｍｍ）～約０．００２インチ（約０．５１ｍｍ）と
の間の差を有している。いくつかの実施形態では、金属製スリーブ３０８は、ガンマ放射
線の使用を阻害することはない。フィラメント１５６はスリーブ３０８に圧入されてもよ
く、またはスリーブ３０８に緩く挿入されてもよい。いくつかの実施形態では、スリーブ
３０８は、フィラメント１５６を挿入した後にクランプされる。いくつかの実施形態にお
いて、フィラメント１５６の少なくともいくつかは、スリーブ３０８に溶接（例えば、レ
ーザ溶接、レーザ突き合わせ溶接、リベット溶接等）されてもよい。
【０７１０】
  先端部１００の基部は（スリーブ３０８を含む）、基部２００の先端の中に挿入されて
いる。いくつかの実施形態において、結合剤３０６は、基部２００のスリーブ３０８と管
状構造体２０２との間の隙間の送出装置（例えば、基部２００の最遠位スリット２０４に
挿通されたＪ字型管）から吐出装置を回転させながら送出され、送出装置が除去され、結
合剤３０６を設定することができる。図２２Ｂは、スリーブ３０８と管状構造体２０２と
の間の結合剤３０６を示している。上で論じたように結合剤３０６は、円弧状のものとし
て示されているが、一般的に別個のスポットにすることができる。図２２Ａおよび図２２
Ｂに示される実施形態は、強固な結合を有することが見出され、ある程度自由度が制限さ
れている。
【０７１１】
  再び図２２Ａを参照すると、いくつかの実施形態では、結合剤３０６は、スリーブ３０
８と管状構造体２０２との間、およびフィラメント１５６とスリーブ３０８との間、およ
び／またはフィラメント１５６と管状構造２０２の間である。スリーブ３０８の遠位端部
に結合剤３０６は、スリーブ３０８および／または相互にフィラメント１５６を固定する
のを助けることができる。
【０７１２】
  結合剤３０６は、エポキシを含む、いくつかの実施形態では、いくつかの結合剤は、ス
リーブ３０８の下方であってもよいし、エポキシが流れやすい。図示２２Ａはまた、先端
部１００の基端の周りに流れたいくつかの結合剤３０６の一例を示す図である。余分な結
合剤３０６は、必要に応じて、孔等を用いて除去することができる。いくつかの実施形態
では結合剤３０６は、はんだであり、装置が、はんだ３０６が最先端スリット２０４をふ
さがないように、はんだ付け時に傾斜していてもよい。最先端スリット２０４をふさぐこ
とは、一般的に柔軟性が求められている領域における柔軟性を低下させる可能性がある
【０７１３】
  図２３Ａは、基部２００および先端部１００とのジョイント３３００の更に他の例示的
な実施形態を示す概略図である。先端部１００は、織フィラメント１５６および近位バル
ブ１１０を有し、基部２００は、管状構造体２０２と、複数のスリット２０４と、放射線
不透過性マーカバンド２５を含むが、他の先端部１００および／または基部２００（例え
ば、本明細書で説明するように）も可能である。図２３Ｂは、線２３Ｂ－２３Ｂに沿った
図２３Ａのジョイント３３００の概略断面図である。図２３Ｃは、線２３Ｃ－２３Ｃに沿
った図２３Ａのジョイント３３００の概略断面図である。図２３Ａは、先端部１００およ
び基部２００との間のジョイント３３００での結合剤（例えば、はんだ（および必要に応
じてフラックス）またはエポキシ）３１０を含むインレイ結合の実施形態を示す。
【０７１４】
  先端部１００の基端におけるフィラメント１５６は、リングまたはピンチリング３１２
に挿入されている。リング３１２は、金属（例えば、ハイポチューブ（例えば、ステンレ
ス鋼を含む）の一部）、ポリマー（例えば、熱収縮チューブ）、およびこれらの組合せ等
を含むことができる。いくつかの実施形態では、金属リング３１２は、ガンマ放射線の使
用を阻害することはない。フィラメント１５６は、リング３１２に圧入されてもよく、ま
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たはリング３１２に緩く挿入されてもよい。いくつかの実施形態では、リング３１２は、
フィラメント１５６を挿入した後にクランプされる。いくつかの実施形態において、フィ
ラメント１５６の少なくともいくつかは、リング３１２に溶接（例えば、レーザ溶接、レ
ーザ突き合わせ溶接、リベット溶接等）されてもよい。フィラメント１５６は、リング３
１２の基端に近位して外側にほつれ、リング３１２内にフィラメント１５６を固定するの
を助けることができる。
【０７１５】
  先端部１００の基端（リング３１２とフィラメント１５６のほつれ基端部を含む）は、
基部２００の先端の中に挿入されている。いくつかの実施形態において、結合剤３１０は
、基部２００のリング３１２と管状構造２０２との間の隙間に送出装置（例えば、基部２
００の最遠位スリット２０４に挿通されたＪ字型管）から吐出され、吐出装置を回転させ
ながら、送出装置を除去した結合剤３１０を設定することができる。図２３ｂは、リング
３１２と管状構造２０２との間に結合剤３１０を示している。上で論じたように結合剤３
１０は、円弧状のものとして示されているが、一般的に別個のスポットにすることができ
る。図２３に示す実施形態は、図２２Ａおよび図２２Ｂに示す実施形態よりも柔軟である
ことが分かっており、図２２Ｂおよび２３Ｂに示されている断面図において結合は本質的
に同様あるいは同一であるため結合はほぼ同じ強さである。
【０７１６】
  再び図２３Ａを参照すると、いくつかの実施形態では、結合剤３１０は、リング３１２
と管状構造体２０２との間、およびフィラメント１５６とリング３１２との間、および／
またはフィラメント１５６と管状構造体２０２の間にある。基端で結合剤３１０および／
またはリング３１２の先端は、リング３１２および／または相互にフィラメント１５６を
固定するのを助けることができる。
【０７１７】
  結合剤３１０がエポキシを含むいくつかの実施形態では、エポキシが流れやすいように
、いくつかの結合剤は、リング３１２の下方であってもよい。図２３Ａおよび図２３Ｃは
また、先端部１００の基端の周りに流れたいくつかの結合剤３１０の一例を示す図である
。図２３Ｃでは、フィラメント１５６のほつれ端部は結合剤３１０中に分散される。余分
な結合剤３１０は、必要に応じて、孔等を用いて除去することができる。いくつかの実施
形態では結合剤３１０は、はんだであり、装置が、はんだ３１０が最先端スリット２０４
をふさがないように、はんだ付け時に傾斜していてもよい。最先端スリット２０４をふさ
ぐことは、一般的に柔軟性が求められている領域における柔軟性を低下させる可能性があ
る。
【０７１８】
  図２４Ａは、基部２００および先端部１００とのジョイント３４００の他の例示的な実
施形態を示す概略図である。先端部１００は、複数の織フィラメントおより近位バルブ１
１０を備え、基部２００は、管状構造体２０２と、複数のスリット２０４を含むが、他の
先端部１００および／または基部２００（例えば、本明細書で説明するように）も可能で
ある。図示２４Ａは、先端部１００および基部２００との間のジョイント３４００で結合
剤３２０を含むオーバーレイ・ボンドの例示的な実施形態を示す図である。基部２００の
遠位端部は、先端部１００の基端に挿入される。いくつか実施形態では、先端部１００の
近位ネックは、基部２００の先端を受け入れるのに十分な幅を有しており、例えば、が十
分に大径の外基フレア等を備えた管状である。先端部１００のネックの直径を調整するこ
とは、例えば、上述したような形状設定処理中のハイポチューブを使用することを含む。
先端部１００が結合した基部２００の先端は、スロット２０４を欠くことができる。
【０７１９】
  図２４Ｂは、基部２００および先端部１００とのジョイント３５００の更に他の例示的
な実施形態を示す模式図である。先端部１００は、複数のフィラメントを備え、基部２０
０は、管状構造体２０２と、複数のスリット２０４を含むが、他の先端部１００および／
または基部２００（例えば、本明細書で説明するように）も可能である。図２４Ｂは、先
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端部１００および基部２００との間のジョイント３４００で結合剤３２０を含むオーバー
レイ・ボンドの他の実施形態を示す図である。基部２００の遠位端部は、先端部１００の
基端に挿入される。いくつか実施形態では、先端部１００の近位ネックは、基部２００の
先端を受け入れるのに十分な幅を有しており、例えば、十分に大径の外基フレア等を備え
た管状である。先端部１００のネックの直径を調整することは、例えば、上述したような
形状設定処理中のハイポチューブを使用することを含む。先端部１００が結合した基部２
００の先端は、スロット２０４を欠くことができる。
【０７２０】
  いくつかの実施形態では、例えば、図２４Ａに示す実施形態および／または図２４Ｂに
示す実施形態は、結合剤（例えば、はんだおよび必要に応じて、および／またはエポキシ
）３２０は、先端部１００のフィラメントおよび基部２００の管状構造体２０２との間の
隙間の送出装置から送出される。結合剤３２０を、１つの位置または複数の位置において
完全に弧状とすることができる。オーバーレイ結合は、先端部１００のフィラメントを少
なくとも部分的に貫通することができるので、結合剤３２０の制御は、インレイ結合アプ
ローチよりも大きくてもよい。結合材３２０の量および配置は、強度（例えば、より多く
の結合剤３２０は、一般的に強度を増大し、捩りラスプ加工（擦り加工）等の用途に有益
であり得る）および／または可撓性（例えば、より結合剤３２０は、一般に柔軟性を低減
し、操作性の不利を招く）に影響を及ぼすことがある。
【０７２１】
  図２４Ｃは、図２４Ａおよび２４Ｂのジョイント３４００、３５００を示す模式図であ
る。ジョイント３４００の長さは３２２であり、ジョイント３５００の長さは３２４であ
り、ジョイント３４００とジョイント３５００の長さの差は３２６である。ジョイント３
００の長さは、結合剤に少なくとも部分的に基づいて使用することができる。例えば、少
量かつ短いはんだが使用されるよう、はんだがエポキシよりも強くてもよい。いくつかの
実施形態では、ジョイント３４００は、はんだを有し、３５００は、エポキシを含み、図
２４Ｃは、エポキシの弱い結合に基づく使用長さの模式的な比較を提供している。いくつ
かの実施形態では、はんだからなるジョイント３００の長さは、エポキシを含むことを特
徴とするジョイント３００の長さよりも約２５％～約５０％小さい（例えば、長さ３２２
は、長さ３２４よりも約２５％～約５０％短く、および／または長さ３２６は、長さ３２
４よりも約２５％～約５０％短い）。ジョイント３００の短い長さは、柔軟性を与えられ
たスロット２０４および／または柔軟なフィラメントなしに、装置の面積を縮小すること
により、柔軟性を増大させることができる。
【０７２２】
  図２４Ｄは、基部２００および先端部１００とのジョイント３６００の更に他の例示的
な実施形態を示す模式図である。先端部１００は、複数のフィラメントを備え、基部２０
０は、管状構造体２０２と、複数のスリット２０４を含むが、他の先端部１００および／
または基部２００（例えば、本明細書で説明するように）も可能である。図２４Ｄは、先
端部１００および基部２００との間のジョイント３６００における結合剤３２０を含むオ
ーバーレイ・ボンドのさらに他の例示的な実施形態を示している。基部２００の遠位端部
は、先端部１００の基端に挿入される。いくつか実施形態では、先端部１００の近位ネッ
クは、基部２００の先端を受け入れるのに十分な幅を有しており、例えば、十分に大径の
外基フレア等を備えた管状である。先端部１００のネックの直径を調整することは、例え
ば、上述したような形状設定処理中のハイポチューブを使用することを含む。先端部１０
０が結合した基部２００の先端は、スロット２０４を欠くことができる。
【０７２３】
  いくつかの実施形態では、例えば、図２４Ｄに示す実施形態は、結合剤（例えば、はん
だおよび必要に応じて、および／またはエポキシ）３２０は、先端部１００のフィラメン
トおよび基部２００の管状構造体２０２との間の隙間で送出装置から送出される。結合剤
３２０を、１つの位置または複数の位置において完全に弧状とすることができる。オーバ
ーレイ結合は、先端部１００のフィラメントを少なくとも部分的に貫通することができる
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ので、結合剤３２０の制御は、インレイ結合アプローチよりも大きくてもよい。結合材３
２０の量および配置は、強度（例えば、より多くの結合剤３２０は、一般的に強度を増大
し、捩りラスプ加工（擦り加工）等の用途に有益であり得る）および／または可撓性（例
えば、より結合剤３２０は、一般に柔軟性を低減し、操作性の不利を招く）に影響を及ぼ
すことがある。
【０７２４】
  ジョイント３６００はさらに、スリーブ３３０を備える。スリーブ３３０は、金属（例
えば、ハイポチューブ（例えば、ステンレス鋼を含む）の一部）、ポリマー（例えば、熱
収縮チューブ（例えば、ＰＥＴ、フルオロポリマー（例えば、ＰＴＦＥ、バイトン、ポリ
フッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、フッ化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）等）、シリコーン
ゴム、ポリオレフィン（たとえば、イリジウム（商標）、カリフォルニア州のＣｌｏｖｅ
ｒｄａｌｅのＣｏｂａｌｔ  Ｐｏｌｙｍｅｒｓから入手可能）、ＰＶＣ、Ｐｅｂａｘ（登
録商標）（例えば、パラジウム、カリフォルニア州のＣｌｏｖｅｒｄａｌｅのＣｏｂａｌ
ｔ  Ｐｏｌｙｍｅｒｓから入手可能）を含む）、これらの組合せ等を含むことができる。
いくつかの実施形態では、スリーブ３３０は、約１ｍｍ～約５ｍｍの長さを有している。
いくつかの実施形態では、スリーブ３３０は、内径および外径が約０．０００２５インチ
（約０．００６ｍｍ）～約０．００１２５インチ（約０．０３ｍｍ）との間の肉厚または
差を有する（例えば、約０．０００５インチ（約０．０１３ｍｍ）、約０．００１インチ
（約０．０２５ｍｍ））。いくつかの実施形態では、金属製スリーブ３３０は、ガンマ放
射線の使用を阻害することはない。いくつかの実施形態では、スリーブ３３０は先端部１
００の近位端部の周りに配置された後にクランプされる。スリーブ３３０は、結合剤３２
０が剥がれ落ちるのを防止し、および／またはジョイント３６００の外径をより均一に行
うことができるが、装置の直径を増大させることができる。いくつかの実施形態では、ス
リーブ３３０は、結合剤３２０なしに使用可能である。
【０７２５】
  図２５Ａ－１は、機械的着脱システム１０５５０の例示的な一実施形態を示す概略図で
ある。図２５Ａ－２は図２５Ａ－１の機械的着脱システム１０５５０の構成要素の例示的
な一実施形態を示す概略図である。機械的着脱システム１０５５０は、例えば、先端部１
００（例えば、織りバルブ１１０を含むことができる織り生地構造１５８を備える）を基
部２００に解放可能に結合するのに使用することができる（たとえば、スリット２０４お
よび放射線不透過性マーカバンド２５を含むことができる管状部材２０２を備える）。着
脱システム１０５５０は、複数の隆起部１１７３２、１１７３４、１１７３６、１１７３
８からなるワイヤ１１７３０を備える。複数の隆起部は、水平または傾斜したパターンは
、互い違いに配置された点在パターン、およびこれらの組合せ等（例えば、ねじのねじ山
またはルアーロックのねじ山等）であってもよい。隆起部１１７３２、１１７３４、１１
７３６、１１７３８は、レーザカットすることができる（例えば、これらの基部および先
端部を除去することにより）。いくつか実施形態では、先端部１００の基端は、種々の編
みパターン、例えば、１オーバー１アンダー１、１オーバー１アンダー２、１オーバー２
アンダー２、２オーバー１アンダー１、２オーバー１アンダー２、３オーバー１アンダー
１、３オーバー１アンダー２、３オーバー１アンダー３、３オーバー２アンダー１、３オ
ーバー２アンダー２、３オーバー３アンダー１、３オーバー３アンダー２、３オーバー３
アンダー３、２オーバー２アンダー１、２オーバー２アンダー２等を備えた織り生地の構
造を具備する。図２５Ａ－２に示されている実施形態では、先端部１００は、１オーバー
１アンダー１の編組パターンおよび可変孔サイズを有している。フィラメント１１７０５
、１１７１０との間の気孔が、リッジ１１７３２、が機械的に補強可能な溝１１７０２を
作成し、フィラメント１１７１０と上部フィラメント１１７１５との間の気孔が、リッジ
１１７３４が機械的に補強可能な溝１１７０４を形成し、下部フィラメント１１７１５と
フィラメント１１７２０との間の気孔が、リッジ１１７３６が機械的に補強可能な溝１１
７０６を形成し、フィラメント１１７２０で細孔が、リッジ１１７３８が機械的に補強可
能な溝１１７０８を形成する。所望の取り付け時に、作業者は、ワイヤ１１７３０を回転
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させる（例えば、反時計方向）。ワイヤ１１７３０がほぐれる（例えば、ルアーロックか
ら緩む）と、隆起部１１７３２、１１７３４、１１７３６、１１７３８は、溝１１７０２
、１１７０４、１１７０６、１１７０８から離れまたはほどかれ、これにより、先端部１
００が、基部２００を出ることを可能にする。
【０７２６】
  いくつかの実施形態では、ワイヤ１１７３０に好適な材料は、例えば、白金、チタン、
ニッケル、クロム、コバルト、タンタル、タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、お
よびそれらの合金、ニッケルチタン（例えば、ニチノール）、ニッケルチタンニオブ、ク
ロム、コバルト、銅－アルミニウム－ニッケル、鉄・マンガン・シリコン、銀、カドミウ
ム、金－カドミウム、銅－錫、銅－亜鉛、銅－亜鉛－シリコン、銅－亜鉛－アルミニウム
、銅－亜鉛－スズ、白金、鉄、マンガン、銅、白金合金、コバルト、ニッケル、アルミニ
ウム、コバルト、ニッケル、ガリウム、ニッケル鉄、ガリウム、チタン、パラジウム、ニ
ッケル、マンガン、ガリウム、ステンレス鋼、形状記憶合金等を含むことができる。適切
な材料は、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）、ポリ乳酸共グリコール酸
（ＰＬＧＡ）、ポリカプロラクトン（ＰＣＬ）、ポリオルトエステル、ポリ無水物、およ
びこれらの共重合体などのポリマーを含むことができる。適切な材料は、合金（例えば、
ニチノール、クロム、コバルト、白金、タングステン等）または材料の組合せ（例えば、
異なる材料のクラッドあるいはコアと組み合わせて放射線不透過性のコアまたはクラッド
を有するフィラメント、異なる材料を含む複数のフィラメントの等）を含むことができる
。
【０７２７】
  図２５ｂは、機械的着脱システム１０６００の例示的な一実施形態の部分断面図の模式
図である。機械的着脱システム１０６００は、例えば、先端部１００（例えば、織布繊維
構造物１５８を含む）を結合する基部２００（たとえば、管状部材２０２を含む）に取り
外し可能に使用することができるである。着脱システム１０６００は、１以上の形状１０
６０５に形成された形状記憶ワイヤ１０５５５および必要に応じてコイル１０６１０を備
える。形状１０６０５は、球体、長円形、卵形、オーバル、楕円形、スパイラル、ねじれ
た、８の字形、螺旋状、三角形、長方形、平行四辺形、菱形、正方形、菱形、五角形、六
角形、七角形、八角形、９角形、１０角形、四葉形、台形、不等辺四辺、他の多角形、こ
れらおよび他の形状の曲線状または膨出バージョン、およびこれらの組合せ等のうちの１
つまたは複数を含むことができる。ワイヤ１０５５５は操作者に保持または先端部１００
と近位した構造体に機械的に係止される。着脱システム１０７００が、第１の温度（例え
ば、約２５℃）である場合は、先端部の基部が、基部２００の先端に実質的に固定的に位
置されるように、形状１０６０５が先端部１００のフィラメントの交点に係合するまたは
からむ。着脱システム１０６００が、第２の温度（例えば、約３７℃）である場合は、形
状１０６０５は、Ａｆに達した際に非形状（例えば、略直線状の）の形状を呈するよう熱
処理されたワイヤ１０５５５の形状記憶特性により、真っ直ぐになり始める。形状１０６
０５が変形するにつれて、ワイヤ１０５５５は、先端部１００のフィラメントの交点から
離れまたはほどけ、これにより、先端部１００は、基部２００を出ることが可能となる。
着脱システム１０６００が、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合は、任意のコイ
ル１０６１０は、コイル状の状態にある（例えば、図２５Ｂに示すように）。着脱システ
ム１０６００が、第２の温度（例えば、約３７℃）である場合には、コイル１０６１０は
、Ａｆに達した際に非コイル（例えば、略直線状の）の形状を呈するよう熱処理されたワ
イヤ１０５５５の形状記憶特性により、真っ直ぐになり始める。コイル１０６１０が真っ
直ぐになると、ワイヤ１０５５５が方向１０６５０に移動し、これにより、例えば、一方
向形状記憶特性が効果をもたらされていることをユーザに示すことができる。
【０７２８】
  いくつかの実施形態では、着脱システム１０６００は、１以上の形状１０６０５に形成
された形状記憶ワイヤ１０５５５および必要に応じてコイル１０６１０を備える。ワイヤ
１０５５５は操作者に保持または先端部１００と近位した構造体に機械的に係止される。
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着脱システム１０６００が、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合は、先端部の基
端ｇａ、基部２００の先端に実質的に固定的に位置されるように、形状１０６０５が先端
部１００のフィラメントの交点に係合するまたはからむ。着脱システム１０６００が、体
温で血液と接触される第２の温度（例えば、約３７℃）である場合は、先端部１００は、
拡張した形態まで拡張し、先端部の基端が、基部２００の先端に実質的に固定的に位置さ
れるように、形状１０６０５がさらに拡張して、先端部１００のフィラメントの交点に係
合するまたはからむ。着脱システム１０６００が、マイクロカテーテルまたはガイドカテ
ーテルを介して冷塩水を手動で注入することによって達成される第３の温度（例えば、約
１８℃で）である場合は、形状１０６０５は、Ａｆ（例えば、約１０℃から約１８℃の間
）に達した際に非形状（例えば、略直線状の）の形状を呈するよう熱処理されたワイヤ１
０５５５の二方向形状記憶特性により、真っ直ぐになり始める。形状１０６０５がほぐれ
ると、ワイヤ１０５５５は、先端部１００のフィラメントの交点から離脱またはほどけ、
これにより、先端部１００は、基部２００を出ることが可能となる。着脱システム１０６
００が、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合は、任意のコイル１０６１０は、コ
イル状の状態にある（例えば、図２５Ｃに示すように）。着脱システム１０６００が、第
２の温度（例えば、約３７℃）である場合は、任意のコイル１０６１０が伸びたコイル状
の状態にある（例えば、図２５Ｃに示すように）。着脱システム１０６００が、第３の温
度（例えば、約１８℃）である場合は、コイル１０６１０は、Ａｆ（例えば、約１０℃か
ら約１８℃の間）に達した際に非コイル（例えば、略直線状の）の形状を呈するよう熱処
理されたワイヤ１０５５５の形状記憶特性により、真っ直ぐになり始める。コイル１０６
１０が真っ直ぐになると、ワイヤ１０５５５が方向１０６５０に移動し、これにより、例
えば、二方向形状記憶特性が効果をもたらされていることをユーザに示すことができる。
【０７２９】
  図２５Ｃは、機械的着脱システム１０７００の他の実施形態の部分断面図の模式図であ
る。機械的着脱システム１０７００は、例えば、先端部１００（例えば、織布繊維構造物
１５８を含む）を基部２００（たとえば、管状部材２０２を含む）に取り外し可能に結合
するために使用することができる。着脱システム１０７００は、１以上のボール１０６１
５に形成された形状記憶ワイヤ１０５５７および必要に応じてコイル１０６１０を備える
。ワイヤ１０５５７は操作者に保持され、または先端部１００に近位した構造体に機械的
に係止される。着脱システム１０７００が、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合
は、先端部の基部が、基部２００の先端に実質的に固定的に位置されるように、ボール１
０６１５が先端部１００のフィラメントの交点に係合するまたはからむ。着脱システム１
０７００は、第２の温度（例えば、約３７℃）である場合には、ボール１０６１５は、Ａ

ｆに達した際に非ボール（例えば、略直線状の）の形状を呈するよう熱処理されたワイヤ
１０５５７の形状記憶特性により、真っ直ぐになり始める。ボール１０６１５がほぐれる
と、ワイヤ１０５５７は、先端部１００のフィラメントの交点から離脱またはほどけ、こ
れにより、先端部１００は、基部２００を出ることが可能となる。着脱システム１０７０
０が、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合は、任意のコイル１０６１０は、コイ
ル状の状態にある（例えば、図２５Ｃに示すように）。着脱システム１０７００が、第２
の温度（例えば、約３７℃）である場合は、コイル１０６１０は、Ａｆに達した際に非コ
イル（例えば、略直線状の）の形状を呈するよう熱処理されたワイヤ１０５５７の形状記
憶特性により、真っ直ぐになり始める。コイル１０６１０が真っ直ぐになると、ワイヤ１
０５５７が方向１０６５０に移動し、これにより、例えば、二方向形状記憶特性が効果を
もたらされていることをユーザに示すことができる。
【０７３０】
  いくつかの実施形態では、着脱システム１０７００は、１以上の形状１０６０５に形成
された形状記憶ワイヤ１０５５７および必要に応じてコイル１０６１０を備える。ワイヤ
１０５５７は操作者に保持され、または先端部１００に近位した構造体に機械的に係止さ
れる。着脱システム１０７００は、が、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合は、
先端部の基部が、基部２００の先端に実質的に固定的に位置されるように、ボール１０６
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１５が先端部１００のフィラメントの交点に係合するまたはからむ。着脱システム１０７
００が、体温で血液と接触される第２の温度（例えば、約３７℃）である場合は、先端部
１００は、拡張した形態まで拡張し、先端部の基端が、基部２００の先端に実質的に固定
的に位置されるように、ぼる１０６１５がさらに拡張して、先端部１００のフィラメント
の交点に係合するまたはからむ。着脱システム１０７００が、マイクロカテーテルまたは
ガイドカテーテルを介して冷塩水を手動で注入することによって達成される第３の温度（
例えば、約１８℃で）である場合は、ボール１０６１５は、Ａｆ（例えば、約１０℃から
約１８℃の間）に達した際に非形状（例えば、略直線状の）の形状を呈するよう熱処理さ
れたワイヤ１０５５７の二方向形状記憶特性により、真っ直ぐになり始める。ボール１０
６１５がほぐれると、ワイヤ１０５５７は、先端部１００のフィラメントの交点から離脱
またはほどけ、これにより、先端部１００は、基部２００を出ることが可能となる。着脱
システム１０７００が、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合は、任意のコイル１
０６１０は、コイル状の状態にある（例えば、図２５Ｃに示すように）。着脱システム１
０７００が、第２の温度（例えば、約３７℃）である場合は、任意のコイル１０６１０が
伸びたコイル状の状態にある（例えば、図２５Ｃに示すように）。着脱システム１０７０
０が、第３の温度（例えば、約１８℃）である場合は、コイル１０６１０は、Ａｆ（例え
ば、約１０℃から約１８℃の間）に達した際に非コイル（例えば、略直線状の）の形状を
呈するよう熱処理されたワイヤ１０５５７の形状記憶特性により、真っ直ぐになり始める
。コイル１０６１０が真っ直ぐになると、ワイヤ１０５５７が方向１０６５０に移動し、
これにより、例えば、二方向形状記憶特性が効果をもたらされていることをユーザに示す
ことができる。
【０７３１】
  図２５Ｄは、機械的着脱システム１０８００のさらに他の実施形態の部分断面図の模式
図である。機械的着脱システム１０８００は、例えば、先端部１００（例えば、織布繊維
構造物１５８を含む）を基部２００（たとえば、管状部材２０２を含む）に取り外し可能
に結合するために使用することができる。着脱システム１０８００は、先端部１００およ
び基部２００の部分を含む。基部２００の先端は、スリット１０８１５、１０８１８、凹
部、半径方向外向きのディンプル、およびこれらの組合せ等を含む。先端部１００の基端
の部分１０８０５、１０８１０は、基部２００のスリット１０８１５、１０８１８へ向け
て機械的に押し付けられている。以上説明したように、先端部１００は、特定の温度に達
すると形状を呈するように構成された形状記憶のフィラメントを含むことができる。着脱
システム１０８００が、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合は、先端部１００の
部分１０８０５、１０８１０は、基部２００のスリット１０８１５、１０８１８のままで
ある。着脱システム１０８００は、第２の温度（例えば、約３７℃）である場合、部品１
０８０５、１０８１０を含む先端部１００の部分は、Ａｆに達した際に非機械的圧入（例
えば、略円柱状の）の形状を呈するよう熱処理された先端部１００の形状記憶特性により
、真っ直ぐになり始める。先端部１００が真っ直ぐになると、部品１０８０５、１０８１
０は、スリット１０８１５、１０８１８の外に移動し、これにより、先端部１００は、基
部２００を出ることが可能となる。先端部１００のいくつかの例は、本明細書中に提供さ
れるが、先端部１００の端部の一部の実施形態について、実施形態は、装置１０、２０、
３０または４０の先端部１００を参照するか否かに基づいて中から外へまたは外から中へ
スリットに機械的に圧入してもよい。
【０７３２】
  いくつかの実施形態では、本明細書に記載されているように剥離システム１０８００は
、装置１０、２０、３０、４０の先端部１００および基部２００の部分を含む。基部２０
０の先端は、スリット１０８１５、１０８１８を備えており、かつ凹部、半径方向外向の
ディンプル、およびこれらの組合せ等を含む。先端部１００の基端の部分１０８０５、１
０８１０は、基部２００のスリット１０８１５、１０８１８へ向けて機械的に押し付けら
れている。以上説明したように、先端部１００は、特定の温度に達すると形状を呈するよ
うに構成された形状記憶のフィラメントを含むことができる。着脱システム１０８００が
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、第１の温度（例えば、約２５℃）である場合は、先端部１００の部分１０８０５、１０
８１０は、基部２００のスリット１０８１５、１０８１８のままである。着脱システム１
０８００は、体温で血液と接触される第２の温度（例えば、約３７℃）である場合は、先
端部１００の部品１０８０５、１０８１０はさらに基部２００のスリット１０８１５およ
び１０８１８内に拡張する。着脱システム１０８００が、マイクロカテーテルまたはガイ
ドカテーテルを介して冷塩水を手動で注入することによって達成される第３の温度（例え
ば、約１８℃で）である場合は、部分１０８０５、１０８１０を備える先端部１００の部
分は、Ａｆ（例えば、約１０℃から約１８℃の間）に達した際に非機械的圧入（例えば、
略直線状の）の形状を呈するよう熱処理された先端部１００の二方向形状記憶特性により
、真っ直ぐになり始める。先端部１００が真っ直ぐになると、部品１０８０５、１０８１
０は、スリット１０８１５、１０８１８の外に移動し、これにより、先端部１００は、基
部２００を出ることが可能となる。
【０７３３】
  先端部１００のいくつかの例は、本明細書中に提供されるが、先端部１００の端部の一
部の実施形態について、実施形態は、装置１０、２０、３０または４０の先端部１００を
参照するか否かに基づいて中から外へまたは外から中へスリットに機械的に圧入してもよ
い。基部２００のいくつかの例をここに提供するが、装置１０、２０、３０、４０の基部
２００の端部の一部の実施形態は、水平または傾斜したレーザカットパターン、互い違い
に配置された点在パターン、球体の１つを含む異なる形状のレーザ切断パターンのスリッ
トまたは溝を含むことができる。異なる形状は、長円形、卵形、卵形、楕円形、スパイラ
ル、ねじれた、８の字形、螺旋状、三角形、長方形、平行四辺形、菱形、正方形、菱形、
五角形、六角形、七角形、八角形、９角形、１０角形、四葉形、台形、不等辺四辺、他の
多角形、これらおよび他の形状の曲線状または膨出バージョン、およびこれらの組合せ等
を含む。
【０７３４】
  図２５Ｅは、機械的着脱システム１０９００の例示的な一実施形態の部分断面図の模式
図である。機械的着脱システム１０９００は、例えば、先端部１００（例えば、織布繊維
構造物１５８を含む）を結合する基部２００（たとえば、管状部材２０２を含む）に取り
外し可能に使用することができるである。着脱システム１０９００は、実質的に線状に形
成されるか、または１つまたは複数の形状１０６２５に形成された形状記憶ワイヤ１０５
５０および必要に応じてコイル１０６１０を備える。形状１０６２５は、直鎖状、球状、
卵形、オーバル、楕円形、スパイラル、ねじれた、８の字形、螺旋状、三角形、長方形、
平行四辺形、菱形、正方形、菱形、五角形、六角形、七角形、八角形、９角形、１０角形
、四葉形、台形、不等辺四辺、他の多角形、これらおよび他の形状の曲線状または膨出バ
ージョン、およびこれらの組合せ等のうちの１つを含むことができる。先端部１００の近
位端は、はんだ（例えば、共晶銀系鉛フリーはんだ）によってワイヤ１０５５０に係止さ
れる。いくつかの実施形態では、共晶銀系の鉛フリーはんだがピーク融解温度Ｔｍ（約２
４６℃から約２７１℃）から冷却温度Ｔｃ（約１７１℃）まで１秒当たり（例えば、約２
０秒の持続時間の間、１秒当たり約５℃）約４℃を超える速度で急速に冷却した場合には
、例えば、粗粒構造の形成により、約２７００ｐｓｉ未満（約１８，６００ｋＰａ）の引
張強度を有する、比較的弱い接合強度となる。ワイヤ１０５５０は操作者に保持または先
端部１００に近位した構造体に機械的に係止される。取り外し時には、操作者は、ジョイ
ントの引張り強度（例えば、約２７００ｐｓｉより大きい（約１８，６００ｋＰａ））よ
りも大きくなるような配線１０５５０のせん断強度により、先端部１００を基部２００か
ら脱着する。本明細書で説明するような脱着は、例えば、血管治療装置の先端部１００が
、気流方向転換装置または流れ分断器では、例えば、ジョイント３００の基部２００から
脱着することが望ましい装置で使用されてもよい。
【０７３５】
  いくつかの実施形態では、ワイヤ１０５５０に適した材料は、例えば、白金、チタン、
ニッケル、クロム、コバルト、タンタル、タングステン、鉄、マンガン、モリブデン、お
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よびそれらの合金、ニッケルチタン（例えば、ニチノール）、ニッケルチタンニオブ、ク
ロム、コバルト、銅－アルミニウム－ニッケル、鉄・マンガン・シリコン、銀、カドミウ
ム、金－カドミウム、銅－錫、銅－亜鉛、銅－亜鉛－シリコン、銅－亜鉛－アルミニウム
、銅－亜鉛－スズ、白金、鉄、マンガン、銅、白金合金、コバルト、ニッケル、アルミニ
ウム、コバルト、ニッケル、ガリウム、ニッケル鉄、ガリウム、チタン、パラジウム、ニ
ッケル、マンガン、ガリウム、ステンレス鋼、形状記憶合金等を含むことができる。適切
な材料は、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）、ポリ乳酸共グリコール酸
（ＰＬＧＡ）、ポリカプロラクトン（ＰＣＬ）、ポリオルトエステル、ポリ無水物、およ
びこれらの共重合体などのポリマーを含むことができる。適切な材料は、合金（例えば、
ニチノール、クロム、コバルト、白金、タングステン等）または材料の組合せ（例えば、
異なる材料のクラッドあるいはコアと組み合わせて放射線不透過性のコアまたはクラッド
を有するフィラメント、異なる材料を含む複数のフィラメントの等）を含むことができる
。
【０７３６】
  図２６Ａは、基部２００および先端部１００とのジョイント３７００の更に他の例示的
な実施形態を示す概略図である。この結合により、例えば、図１Ｂに模式的に示す装置２
０を製造できる。係合部３４００、３５００、３６００が、先端部１００の基端および基
部２００の先端（例えば、図１Ａに模式的に示す装置１０を生成する）を含んでいる、図
２４Ａ、２４Ｂ、２４Ｄとは対照的に、ジョイント３７００は、先端部１００の先端と基
部２００の先端を含む。基部２００は先端部１００の織フィラメントにより作成された中
空部を貫通している。基部が、先端部１００に近位して連続するために、基部２００は、
近位として特徴付けることができる。ジョイント３７００は、ジョイント３４００、３５
００、３６００の特徴を含むことができる（例えば、結合剤３２０および／またはスリー
ブ３３０）。
【０７３７】
  いくつかの実施形態では、先端部１００のフィラメントの先端は、基部１００の先端に
位置されるように構成してもよい（例えば、半径方向内向きにカールさせることによって
）。いくつかのそのような実施形態では、ジョイント３７００は、ジョイント３０００、
３１００、３２００、３３００の特徴を含むことができる（例えば、結合剤、圧縮スリー
ブ、圧縮リング等）。
【０７３８】
  いくつか実施形態では、先端部１００の基端は、基部２００に結合されていない（例え
ば、先端部１００の基端が基部２００に沿って長手方向に自由に移動する）。いくつか実
施形態では、先端部１００の近位ネック部は処理中に先端部１００全体の露出を防ぐため
に長い（例えば、約５ｍｍよりも大きい）。いくつかの実施形態では、例えば、本明細書
に記載されているように、先端部１００の基部は、放射線不透過性マーカバンド１７２０
を備え、これにより、処理中に先端部１００全体の露出に対する警告および／または露出
を防ぐのを助けることができる。
【０７３９】
  いくつかの実施形態では、装置２０の基部２００は、本明細書に記載されたのと同じ他
の基部２００である。いくつかの実施形態では、装置２０の基部２００は、先端部１００
の長さを考慮するために長い最遠位部を含む（例えば、基部２００の４１ｍｍの最遠位部
は、約１０１ｍｍとすることができる）。
【０７４０】
  先端部１００の長手方向全体の長さは、基部２００の強度で補強されており、かつ／ま
たは基部２００は、装置１０の基部２００から離れるに従って先端部１００の長さに沿っ
て希釈されるトルクよりむしろ、先端部１００の全長に対して直接的なねじりラスプ加工
を提供することができるため、装置２０は、硬い餅、古くなった血餅、および／または埋
め込まれたプラークを含む血餅に有用であってもよい。装置１０は、比較的新しい鋭角血
餅および／または血餅に有用であり得る。



(236) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

【０７４１】
  図２６Ｂは、基端部１００および先端部２００とのジョイント３７５０の更に他の構成
例を示した図である。この接合により、例えば、図１に模式的に示す装置３０を製造でき
る。係合部３４００、３５００、３６００が、先端部１００の基端および基部２００の先
端（例えば、図１Ａに模式的に示す装置１０を生成する）を含んでいる、図２４Ａ、２４
Ｂ、２４Ｄとは対照的に、ジョイント３７５０は、先端部１００の中間部と基部２００の
先端を含む。基部２００は、ジョイント３７５０に近位する先端部１００の織フィラメン
トにより作成された中空部を貫通している。基部が、先端部１００に近位して連続するた
めに、基部２００は、近位として特徴付けることができる。すなわちジョイント３７５０
の遠位先端部１００は、中空とみなされてもよい（例えば、完全に中空）。ジョイント３
７５０は、ジョイント３４００、３５００、３６００の特徴（例えば、結合剤３２０およ
び／またはスリーブ３３０）と、本明細書に記載した他のジョイントを含むことができる
。
【０７４２】
  いくつか実施形態では、先端部１００の基端は、基部２００に結合されていない（例え
ば、先端部１００の基端が基部２００に沿って長手方向に自由に移動する）。いくつか実
施形態では、先端部１００の近位ネック部は処理中に先端部１００全体の露出を防ぐため
に長い（例えば、約５ｍｍよりも大きい）。いくつかの実施形態では、例えば、本明細書
に記載されているように、先端部１００の基部は、放射線不透過性マーカバンド１７２０
を備え、これにより、処理中に先端部１００全体の露出に対する警告および／または露出
を防ぐのを助けることができる。いくつかの実施形態では、基部２００は、基部１００が
延在する先端部分１００の長さを考慮するために長い最遠位部を含む（例えば、基部２０
０の４１ｍｍ最も遠位の切断面は８１ｍｍ程度とすることができる）。
【０７４３】
  図２６Ｃは、基部１００および遠位部分２００とのジョイント３７７５の他の例示的な
実施形態を示す概略図である。この接合は、例えば、図面１Ｄに模式的に示す装置４０が
できる。係合部３４００、３５００、３６００が、先端部１００の基端および基部２００
の先端（例えば、図１Ａに模式的に示す装置１０を生成する）を含んでいる、図２４Ａ、
２４Ｂ、２４Ｄとは対照的に、ジョイント３７００は、先端部１００の先端と基部２００
の中間部を含む。基部２００は先端部１００の織フィラメントから作成され、先端部１０
０の先端部の遠位側の中空領域を貫通している。基部が、先端部１００に近位して連続す
るために、基部２００は、近位として特徴付けることができる。ジョイント３７７５は、
ジョイント３４００、３５００、３６００の特徴（例えば、結合剤３２０および／または
スリーブ３３０）と、本明細書に記載した他の関節を含むことができる。
【０７４４】
  いくつか実施形態では、先端部１００の基端は、基部２００に結合されていない（例え
ば、先端部１００の基端が基部２００に沿って長手方向に自由に移動する）。いくつか実
施形態では、先端部１００の近位ネック部は処理中に先端部１００全体の露出を防ぐため
に長い（例えば、約５ｍｍよりも大きい）。いくつかの実施形態では、例えば、本明細書
に記載されているように、先端部１００の基部は、放射線不透過性マーカバンド１７２０
を備え、これにより、処理中に先端部１００全体の露出に対する警告および／または露出
を防ぐのを助けることができる。いくつかの実施形態では、基部２００は、先端部２００
を越えて先端部１００の長さと基部１００の拡張を考慮するために長い最遠位部を含む（
例えば、基部２００の４１ｍｍの最遠位部は約１４１ｍｍとすることができる）。
【０７４５】
  いくつかの実施形態では、先端部１００は先端部１００の基端および先端部１００の先
端との基部２００に結合することができる。例えば、ジョイント３００は、最遠位バルブ
と次の最遠位バルブとの間のネック部に沿っていてもよい。いくつかのそのような実施形
態は、装置２０の利点と、別個の遠位塞栓予防装置を除いた塞栓保護を提供することがで
きる遠位バルブを提供することができる。他の例では、ジョイント３００は、先端部１０
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０の中間部に設けてもよく、これにより、先端部１００の遠位部に小さい直径を提供する
ことができ（例えば、より小さい血管に横切るに有用）、塞栓フィルタリングを提供する
ことができ、かつ／または、先端部１００の基端の構造的補強を提供することができる。
【０７４６】
  先端部１００および基部２００を接合した後、先端部１００の全体および基部１００の
約５０％が導入器シース内に配置することができる。導入器シースは、先端部１００を収
縮または拘束位置に維持し、包囲する基部２００の先端がもつれるのを抑制することがで
きる。いくつかの実施形態において、導入器シースは、以下のものを具備している。生体
ポリマー、例えば、シリコーン、ポリウレタン（例えば、Ｐｏｌｙｓｌｉｘ、カリフォル
ニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能）、ポリエチレン
（例えば、Ｒｅｘｅｌｌ（登録商標）、Ｈｕｎｔｓｍａｎから入手可能）、低密度ポリエ
チレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（
ＭＤＰＥ）、および高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、フッ素化エチレンプロピレンのよ
うなフルオロポリマーＰＦＡ、ＭＦＡ、ＰＶＤＦ、ＴＨＶ、ＥＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、ＥＣ
ＴＦＥ（例えば、テフロン（Ｔｅｆｌｏｎ）（登録商標）ＦＥＰ、ＤｕＰｏｎｔから入手
可能）、ポリプロピレン、ポリエステル、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）、ＰＢ
Ｔ、ＰＥＴＧ（例えば、Ｈｙｔｒｅｌ（登録商標）、ＤｕＰｏｎｔ社製）ＰＴＦＥを含む
ポリエステルと、熱可塑性ポリウレタン、ポリエーテルブロックアミド等の組合せの高分
子化合物（例えば、Ｐｒｏｐｅｌｌ（商標）、コネティカット州の、Ｐｕｔｎａｍ、Ｆｏ
ｓｔｅｒ社製）ポリエーテルブロックアミド（例えば、Ｐｅｂａｘ（登録商標）（フラン
スのコロンブのアルケマから入手可能）、Ｐｅｂａｓｌｉｘ（カリフォルニア州、サンタ
クルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能）。ＰＶＣ、ＰＶＤＣ、ポリイミ
ド（例えば、Ｏｌｄｓｍａｒ、フロリダのＭｉｃｒｏ  Ｌｕｍｅｎから市販されているポ
リイミド）のようなポリエステルハードブロックと組み合わされたポリエーテル軟質ブロ
ック、ポリアミド（例えば、Ｂａｙｅｒから入手可能なＤｕｒｅｔｈａｎ、カリフォルニ
ア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能なナイロン１２）と
、ポリカーボネート（例えば、フロリダ州、マイアミのＣｏｒｖｉｔａ  Ｃｏｒｐから入
手可能なＣｏｒｅｔｈａｎｅ（商標））ＰＳ、ＳＡＮ樹脂、ＡＢＳ樹脂、ＨＩＰＳなどの
スチレン系誘導体と、コポリマーまたはホモポリマーアセタールＰＥＥＫ、ＰＥＳ、ＰＰ
Ｓ、ＰＳＵ、ＬＣＰ、それらの組合せなどのような高温性能ポリマーを含むことができる
。導入器シースは、先細り状の先端部または先端部を有していてもよい。
【０７４７】
  いくつかの実施形態では、キットは、少なくとも部分的に導入器シース内における脈管
処理装置を備える。血管治療装置は、先端部１００および基部２００を含む。先端部１０
０は、導入器シース内で半径方向に圧縮された状態であってもよい。先端部１００および
基部２００は、ジョイント３００で結合されている。ジョイントは、可逆性または非可逆
性であってもよい。キットは、導入器シースおよび／または血栓測定ガイド（例えば、図
２７ｎに示すように）を含むように構成された螺旋状に管を含むことができる。血栓測定
ガイドは、平面内で渦巻き状パターンに管材料を保持するように構成された下地上にあっ
てもよい。複数面が長い血管治療装置および／または面積の小さいキットについて可能で
ある。
【０７４８】
  いくつかの実施形態において、導入器シースは、基部２００の長さの約１０％と約５０
％との間の長さを有する。いくつかの実施形態において、導入器シースは、約３０ｃｍか
ら約１２０ｃｍの間（例えば、約３０ｃｍ、約５０ｃｍ、約７５ｃｍ、約８５ｃｍ、約９
５ｃｍ、約１０５ｃｍ、約１２０ｃｍ、そのような値間の範囲など）の長さを有する。い
くつかの実施形態において、導入器シースが、少なくとも約０．５ｍｍと約０．５ｍｍと
の間の内径を有する（例えば、約０．０１６５インチ（約０．４２ｍｍ））。いくつかの
実施形態では、導入シースは、約０．５ｍｍから約０．６ｍｍの間（例えば、約０．０２
３インチ（約０．５８ｍｍ））の内径を有する。いくつかの実施形態において、導入器シ
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ースは、約０．５ｍｍから約０．７５ｍｍの間の外径を有する（例えば、約０．０２４イ
ンチ（約０．６１ｍｍ））。いくつかの実施形態では、導入シースは、約０．７５ｍｍか
ら約１ｍｍの間（例えば、約０．０３５インチ（約０．８９ｍｍ））の外径を有する。い
くつかの実施形態において、導入器シースは、折り畳まれた形態における基部２００およ
び／または先端部１００の外径よりも少なくとも約０．００２インチ（約０．０５ｍｍ）
大きい内径を有しており、これにより、先端部１００の早過ぎる展開を防止および／また
は先端部１００の進行を容易にすることが可能である。いくつかの実施形態において、導
入器シースは、折り畳まれた形態における基部２００および／または先端部１００の外径
よりも少なくとも約０．００２インチ（約０．０５ｍｍ）大きい内径を有しており、これ
により、先端部１００の早過ぎる展開を防止および／または折り畳まれた構成での先端部
１００の進行を容易にすることができることが可能である。いくつかの実施形態において
、導入器シースは、送出カテーテルまたはマイクロカテーテルの内径よりも約０．００２
インチ（約０．０５ｍｍ）大きい内径を有しており、これにより導入器シースからマイク
ロカテーテルまで折り畳まれた構成での先端部１００の円滑な進行を可能である。いくつ
かの実施形態において、導入器シースは、約０．００２インチ（約０．０５ｍｍ）～約０
．００６インチ（約０．１５ｍｍ）の間の壁厚さを有しており、導入器シースのもつれを
防止し、かつ／または先端部１００を保護することが可能である。
【０７４９】
  装置（先端部１００および基部２００）と導入器シースは、装置の任意の部分をもつれ
から抑制する保護渦巻きループに設置し、袋（例えば、高密度ポリエチレンを含む）に密
封される。ポーチおよびその内容物は、ガンマ放射線および／または化学的処理（例えば
、エチレンオキサイドガス）滅菌処理した後、出荷用のボックス内に配置することができ
る。
【０７５０】
  いくつかの実施形態では、ボックスは、長さスケールを備える。手続きの後、ユーザは
、血餅の長さを測定するためのスケールの隣に血餅をすることが可能になる。この測定は
排除された血餅の長さは、除去処置の前に測定された血餅の長さと少なくとも同じ長さで
あることを確認するのを助けることができる。測度血餅の長さが予測されるよりも少ない
ならば、ユーザは、付加的な血餅の吸引シリンジを調べることができる。ねじりラスプ加
工等の特定のプロセスは、正確な測定のために血餅の長さを実質的に維持することができ
、例えば、血塊が細かく砕いた、他のプロセスでは、このような測定の可能性を排除する
か、またはユーザが、不正確な複数種類の除去された血餅積層させることができる。
【０７５１】
  本明細書に記載の装置１０、２０、３０、４０は、血栓摘出用に、例えば、以下に説明
する手順に従って使用することができるが、例えば、血管形成術、吸引、ステント、また
は他の血管手順（例えば、流迂回または流れの中断）の間に、塞栓フィルタとして使用す
ることができる（例えば、本明細書で説明するように）。
【０７５２】
  血栓摘出手順を実行する前に、凝固を有する被写体が識別される。ストロークの１０症
状の少なくとも１つを示す被写体は、コンピュータ化された断層撮影（ＣＡＴ）スキャン
を受ける。ＣＡＴ走査は、出血または出血がない場合を示している。出血がある場合には
、血管系の外側の領域は、ハイパーデンスとしてまたは明るく現れる。出血が無い場合、
血餅または閉塞がハイパーデンスとしてまたは明るく現れる。
【０７５３】
  血餅があれば、血餅の長さは、例えば、以下の測定の少なくとも１つによってすること
ができる。（１）ＣＡＴ走査プリントおよびスケール、または、デジタル画像計測（ＰＡ
ＣＳ）、（２）ヨウ素（例えば、イオヘキソール、イオジキサノール等）を含む５０ｃｍ
３に約１００ｃｍ３程度の色素が前腕の静脈ＩＶに注入され、神経血管の画像を撮像した
ＣＡＴスキャン血管造影図、（３）２０ｃｍ３～約４０ｃｍ３のガドリニウムが前腕の静
脈ＩＶに注入され、画像が、神経血管からのものであり、脳組織の健康状態の画像を得る
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ことができる磁気共鳴イメージング（ＭＲＩ）血管造影図と、（４）カテーテル血管造影
であって、ガイドカテーテル（例えば、長さ約８０～約９５ｃｍ）および外径約１．８２
９ｍｍ（約５Ｆｒに約９Ｆｒ（約１．６７～３ｍｍ））が、大腿動脈から頸動脈または椎
骨動脈にわたってルーティングされ、（例えば、イオヘキソール、イオジキサノール等）
を含むヨウ素が、血餅の場所を直接撮像するために注注され、一般的に上記４つの方法の
中で最も正確であるとされるカテーテル血管造影。その他の測定方法も可能である。
【０７５４】
  周辺（例えば、脚）閉塞用のカテーテル血管造影図を用いる場合には、ガイドカテーテ
ルは、影響のない脚から影響を受けている脚にルーティングしてもよく（例えば、ｃｏｎ
ｔｒａｆｅｍｏｒａｌ  Ａｃｃｅｓｓ）、これにより、頭の方向への穿刺を可能にして血
流が血管の切開を治癒することができる。いくつかの実施形態では、カテーテル血管造影
図のガイドカテーテルは、処置手順のために使用され、診断および治療の間の一般的な連
続性を提供することができる。
【０７５５】
  神経脈管構造内の血餅は一般的に約５ｍｍ～約５５ｍｍであり、他の血餅の長さも可能
である。周辺（例えば、脚）血管の凝固は、一般的に約２５ｍｍ～約９０ｍｍであるが、
他の血餅の長さも可能である。
【０７５６】
  測定後、患者が正常とみなされた最後の時間（例えば、１２時間未満前の除去候補）、
国立保健研究機構の脳卒中スケール（１０時間以上前の除去候補）が、判断基準として使
用され、画像が、大脈管が閉塞されている（例えば、大脈管が閉塞され、枝分かれした血
管に悪影響を与える除去候補）ことを示し、かつ、画像が、治療可能である小さな領域の
組織の損失および／または大きな領域の組織を示す。除去の候補となっている血塊を除去
することができる。
【０７５７】
  大腿動脈を経皮エントリポイントとして作用することができる。カテーテル血管造影図
に関連して上述したように、神経血管の血栓の除去のために、脚部は、両方が頭の方向を
向いているため、いずれも使用することができ、周辺クロットを除去するために、影響さ
れない脚を用いることができる。ガイドカテーテルは、エントリポイントに部分的に挿入
される。いくつかの実施形態では、ガイドカテーテルは、約８０ｃｍ～約９５ｃｍの長さ
、約５Ｆｒと約９Ｆｒ（約１．６７ｍｍ～約３ｍｍ）の内径、および約６Ｆｒと約１０Ｆ
ｒ（約２ｍｍ～約３．３ｍｍ）の間の外径を有していてもよい。容易なナビゲーションの
ために、テーパ拡張器をガイドカテーテルの先端から約１インチから約１．５インチ（約
２．５ｃｍ～約３．８ｃｍ）を延ばすことができる。
【０７５８】
  第１の操作可能なガイドワイヤ（例えば、約１５０ｃｍ～約１８０ｃｍの長さを有する
）は、ガイドカテーテルおよび拡張器に挿入され、拡張器の遠位端からいくらかの距離（
例えば、約２インチ（約５ｃｍ））延出する。ガイドカテーテルおよび拡張器を、ガイド
ワイヤ上に進入させた後、操作可能なガイドワイヤをいくらかの距離を進入させ、操作す
ることができる。ガイドワイヤとガイドカテーテルを順次脈管構造中の所望の位置（例え
ば、下行大動脈）まで進入させることができる。拡張器およびガイドワイヤは除去される
が、ガイドカテーテルが適所に残される。進入が停止する血管系の所望の点は、拡張器の
さらなる進入が脈管構造を貫通した点であってもよい。
【０７５９】
  ガイドカテーテルの内径（例えば、ガイドカテーテルは、内径が約５Ｆｒと約９Ｆｒ（
約１．６７ｍｍ～約３ｍｍ）の場合には約５Ｆｒ（約１．６７ｍｍ）より小さい外径と、
操作可能なガイドワイヤ（例えば、直径約０．０３５インチ（約０．９ｍｍ）を有するガ
イドワイヤ）（例えば、約３Ｆｒ（約１ｍｍ）～約４Ｆｒ（約１．３３ｍｍ））を受け入
れることができる内径を有する診断用カテーテル（例えば、約１００ｃｍ～約１２５ｃｍ
（例えば、約１０～約２０ｃｍガイドカテーテルよりも長い）との間の長さを有する）は
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、ガイドカテーテル内に挿入される。
【０７６０】
  第１の操作可能なガイドワイヤまたは異なる操作可能なガイドワイヤと同じであり、第
２の操作可能なガイドワイヤ（例えば、約１５０ｃｍから約１８０ｃｍの間の長さを有す
る）は、診断カテーテル内に挿入され、診断用カテーテルの先端からいくらかの距離（例
えば、約２インチ（約５ｃｍ）延出している。診断用カテーテルを、ガイドワイヤ上に進
入させた後、操作可能なガイドワイヤをいくらかの距離を進入させ、操作することができ
る。ガイドワイヤおよび診断カテーテルは順次脈管構造（例えば、頸動脈、椎骨動脈）内
の所望の点まで進入させることができ、ガイドカテーテルの先端の遠位に約３インチ（約
７．６ｃｍ）であってもよい。拡張器およびガイドワイヤは除去されるが、ガイドカテー
テルが適所に残される。ガイドカテーテルは、診断カテーテル上を所望の位置（例えば、
診断カテーテルの先端に僅かに近位する）まで進入される。診断カテーテルおよびガイド
ワイヤは除去されるが、ガイドカテーテルを再び所定位置に残される。ガイドカテーテル
は、実質的に手順の残りのために、この位置に維持される。
【０７６１】
  図２７Ａは、脈管構造（例えば、右中大脳動脈の血栓５００と右内頸動脈のガイドカテ
ーテル５０２）の血栓（血餅）５００に近位するガイドカテーテル５０２の模式図であり
、例えば、上述のように、その位置にルーティングされた例を示す。血栓５００は、例え
ば、右内頸動脈内において、ガイドカテーテル５０２または他のカテーテル（例えば、シ
ャトルまたはバルーンガイドカテーテル）と血管造影法を行う間に、注意されたい。ガイ
ドカテーテル５０２を位置決めした後に、カテーテル血管造影図は、ガイドカテーテル５
０２を用いて行うことができる。
【０７６２】
  いくつかの実施形態では、ガイドカテーテル５０２は、約４５ｃｍ～約１２５ｃｍ、約
４５ｃｍ～約８０ｃｍ（例えば、５５ｃｍ）の間（例えば、末梢脈管構造に用いられる）
、約８０ｃｍ～約１００ｃｍ（例えば、約１００ｃｍ）の間（例えば、冠状血管構造に使
用される）、約８０ｃｍ～約１２５ｃｍ（例えば、約９５ｃｍ）の間の長さを有すること
ができる（例えば、神経血管に用いられる）。ガイドカテーテル５０２は、約０．００２
インチ（約０．０５ｍｍ）～約０．０４インチ（約１ｍｍ）の間の壁厚さを有し、これに
より、ガイドカテーテル５０２の壁内に基部２００を組み込むことができる。ガイドカテ
ーテル５０２を含むことができる。生体ポリマー、例えば、シリコーン、ポリウレタン（
例えば、Ｐｏｌｙｓｌｉｘ、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕ
ｓｉｏｎから入手可能）、ポリエチレン（例えば、Ｒｅｘｅｌｌ（登録商標）、Ｈｕｎｔ
ｓｍａｎから入手可能）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン
（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、および高密度ポリエチレン（ＨＤＰ
Ｅ）、フッ素化エチレンプロピレンのようなフルオロポリマーＰＦＡ、ＭＦＡ、ＰＶＤＦ
、ＴＨＶ、ＥＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、ＥＣＴＦＥ（例えば、テフロン（Ｔｅｆｌｏｎ）（登
録商標）ＦＥＰ、ＤｕＰｏｎｔから入手可能）、ポリプロピレンと、ポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）等のポリエステルＰＢＴＰＥＴＧ（例えば、ＤｕＰｏｎｔ社製のハイ
トレル（登録商標））ＰＴＦＥを含むポリエステルと、熱可塑性ポリウレタン、ポリエー
テルブロックアミド等の組合せの高分子化合物（例えば、Ｐｒｏｐｅｌｌ（商標）、コネ
ティカット州のＰｕｔｎａｍ、Ｆｏｓｔｅｒ社製）ポリエーテルブロックアミド（例えば
、Ｐｅｂａｘ（登録商標）（フランスのコロンブのアルケマから入手可能）、Ｐｅｂａｓ
ｌｉｘ（カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可
能）。ＰＶＣ、ＰＶＤＣ、ポリイミド（例えば、ｏｌｄｓｍａｒ、フロリダのｍｉｃｒｏ
ｌｕｍｅｎ社から入手できるポリイミド）のようなポリエステルハードブロックビニル類
に結合されたポリエーテル軟質ブロックポリアミド（例えば、Ｂａｙｅｒから入手可能な
Ｄｕｒｅｔｈａｎ、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎ
から入手可能なナイロン１２）と、ポリカーボネート（例えば、フロリダ州、マイアミの
Ｃｏｒｖｉｔａ  Ｃｏｒｐから入手可能なＣｏｒｅｔｈａｎｅ（商標））ＰＳ、ＳＡＮ樹
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脂、ＡＢＳ樹脂、ＨＩＰＳなどのスチレン系誘導体と、コポリマーまたはホモポリマーア
セタールＰＥＥＫ、ＰＥＳ、ＰＰＳ、ＰＳＵ、ＬＣＰ、それらの組合せなどのような高温
性能ポリマーを含むことができる。
【０７６３】
  ガイドカテーテル５０２は、補強材として、ハイポチューブ（例えば、切断されていな
いハイポチューブおよび／または本明細書で説明するように複数の点在するオフセットパ
ターンで切断されたハイポチューブ）および／または複数のフィラメント（例えば、織布
、編布、螺旋等）を、例えば、ポリマーを内側および／または外側に組み合わせて含むこ
とができる。本明細書で説明するように、特定のカットパターンは、ポリマーを省略する
ことができる程度に挟み込みを妨げる可能性がある。いくつかの実施形態では、ガイドカ
テーテル５０２は、長尺状のシース、シャトル、および／またはバルーンガイドカテーテ
ルを含むことができる。
【０７６４】
  いくつかの実施形態では、ガイドカテーテル５０２は、例えば、基部２００によって提
供することができる操作性の効果を受けるために（例えば、近位支持部と遠位自由度を容
易にするために）、基部２００および基部２００を備えたカテーテルに関連して本明細書
において説明したように切断パターンを含むハイポチューブを備える。いくつかの実施形
態では、ガイドカテーテル５０２は、先端側から基端側に異なるパラメータ（例えば、ス
ロットピッチ）を備える。例えば、螺旋のスロットおよび／または巻線間のピッチは、基
端部から先端部までが、約０．００５インチ（約０．１３ｍｍ）、約０．０１インチ（約
０．２５ｍｍ）、約０．０２インチ（約０．５１ｍｍ）、約０．０４インチ（約１ｍｍ）
、約０．０８インチ（約２ｍｍ）、約０．１６インチ（４ｍｍ）である。他の例では、螺
旋状のスロットおよび／または巻線間のピッチは、基端部から先端部までが、以下の通り
に変化する：約２０％最遠位の約０．００５インチ（約０．１３ｍｍ）、次の約１５％が
約０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）、次の約１５％で約０．０２インチ（約０．５１ｍ
ｍ）、次の約１５％で約０．０４インチ（１ｍｍ）、次の約１５％で約０．０８インチ（
約２ｍｍ）、次の（または最も近位の）約２０％で約０．１６インチ（約４ｍｍ）である
。
【０７６５】
  ガイドカテーテル５０２は、先端におよび／または規則的な間隔で（例えば、約０．１
ｍｍ～約５０ｍｍ、約０．５ｍｍ～約１ｍｍ、約１ｍｍ～約２ｍｍ、約２ｍｍ～約３ｍｍ
、約３ｍｍ～約４ｍｍ、約４ｍｍ～約５ｍｍ、約５ｍｍ～８ｍｍ、約８ｍｍ～約１０ｍｍ
、約１０ｍｍ～約１２ｍｍ、約１２ｍｍ～約１５ｍｍ、約１５ｍｍ～約２５ｍｍ、約２５
ｍｍ～約３５ｍｍ、約３５ｍｍ～約５０ｍｍの間隔であり、上記範囲に重複する範囲を含
む）放射線不透過性マーカ（例えば、本明細書で説明するように放射線不透過性マーカバ
ンド）を備え、これにより、ガイドカテーテル５０２を視覚化するのを助け、血餅の長さ
や管径、または病変長の測定を支援する。また、ガイドカテーテル５０２は、放射線不透
過性マーカを、測定ツール用のサロゲートマーカとして含むことができる。
【０７６６】
  図２７Ｂは、血管内の血栓（血餅）５００の遠位側のマイクロワイヤ５０６とマイクロ
ワイヤ５０６を介したマイクロカテーテル５０４の概略図である。図２７Ｃは血栓５００
の領域における図２７Ｂの拡大図である。ガイドカテーテル５０２の内径よりも小さい外
径と、操作可能なマイクロワイヤ５０６（例えば、直径約０．０１４インチ（約０．３６
ｍｍ）を有するガイドワイヤ）（例えば、約０．０１６５インチ（約０．４２ｍｍ）～約
０．０１７インチ（約０．４３ｍｍ））を受け入れることができる内径とを有するマイク
ロカテーテル５０４は、ガイドカテーテル５０２に挿入される。他の血栓摘出装置に使用
されるマイクロカテーテルは、一般的に０．０２１インチの内径を有する（約０．５３ｍ
ｍ）が、他の内径も可能である（例えば、約０．０１７インチ（約０．０１４インチ（約
０．３６ｍｍ）（約０．４３ｍｍ）、約０．０２７インチ（約０．６９ｍｍ））。マイク
ロカテーテル５０４は、約０．０００７５インチ（約０．０２ｍｍ）～約０．０４インチ
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（約１ｍｍ）の間の壁厚さを有してもよく、これにより、マイクロカテーテル５０４の壁
内に基部２００を組み込むことを可能となる。小径マイクロカテーテル５０４は、マイク
ロワイヤ５０６上でより容易かつ早くルーティングすることが可能であり、これにより、
処理時間を短縮できる。マイクロカテーテル５０４は、約８０ｃｍから約２１０ｃｍ、約
８０ｃｍから約１２０ｃｍの間（例えば、末梢脈管構造に用いられる）、約１２０ｃｍか
ら約１５０ｃｍの間（例えば、冠状血管構造に使用される）、約１５０ｃｍから約２１０
ｃｍの間（例えば、約１８０ｃｍ）の長さを有していてもよい（例えば、神経血管に用い
られる）。
【０７６７】
  マイクロカテーテル５０４は以下を含むことができる。生体ポリマー、例えば、シリコ
ーン、ポリウレタン（例えば、Ｐｏｌｙｓｌｉｘ（カリフォルニア州、サンタクルーズの
Ｄｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能））ポリエチレン（例えば、ｒｅｘｅｌｌ（
登録商標）（Ｈｕｎｔｓｍａｎから入手可能））低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）を含む
。直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、および
高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、フッ素化エチレンプロピレンのようなフルオロポリマ
ーＰＦＡ、ＭＦＡ、ＰＶＤＦ、ＴＨＶ、ＥＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、ＥＣＴＦＥ（例えば、テ
フロン（Ｔｅｆｌｏｎ）（登録商標）ＦＥＰ、ＤｕＰｏｎｔから入手可能）、ポリプロピ
レンと、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）等のポリエステルＰＢＴ、ＰＥＴＧ（例
えば、ハイトレル（登録商標）、ＤｕＰｏｎｔ社製）、ＰＴＦＥを含むポリエステルと、
熱可塑性ポリウレタン等の組合せの高分子化合物。ポリエーテルブロックアミド（例えば
、ｐｒｏｐｅｌｌ（商標）、ｐｕｔｎａｍ、コネティカット州のＦｏｓｔｅｒ社製）ポリ
エーテルブロックアミド（例えば、Ｐｅｂａｘ（登録商標）（フランスのコロンブのアル
ケマから入手可能）、Ｐｅｂａｓｌｉｘ（カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ
  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能）。ＰＶＣ、ＰＶＤＣ、ポリイミド（例えば、ｏｌｄ
ｓｍａｒ、フロリダのｍｉｃｒｏｌｕｍｅｎ社から入手できるポリイミド）のようなポリ
エステルハードブロックビニル類に結合されたポリエーテル軟質ブロックポリアミド（例
えば、Ｂａｙｅｒから入手可能なＤｕｒｅｔｈａｎ、カリフォルニア州、サンタクルーズ
のＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能なナイロン１２）と、ポリカーボネート（
例えば、フロリダ州、マイアミのＣｏｒｖｉｔａ  Ｃｏｒｐから入手可能なＣｏｒｅｔｈ
ａｎｅ（商標））ＰＳ、ＳＡＮ、ＡＢＳ等のスチレン類ＨＩＰＳ、コポリマーまたはホモ
ポリマーアセタールＰＥＥＫ、ＰＥＳ、ＰＰＳ、ＰＳＵ、ＬＣＰ、それらの組合せなどの
ような高温性能ポリマーを含むことができる。
【０７６８】
  マイクロカテーテル５０４は、補強材として、ハイポチューブ（例えば、切断されてい
ないハイポチューブおよび／または本明細書で説明するように複数の点在するオフセット
パターンで切断されたハイポチューブ）および／または複数のフィラメント（例えば、織
布、編布、螺旋等）を、例えば、ポリマーを内側および／または外側に組み合わせて含む
ことができる。本明細書で説明するように、特定のカットパターンは、ポリマーを省略す
ることができる程度に挟み込みを妨げる可能性がある。
【０７６９】
  マイクロカテーテル５０４は、先端におよび／または規則的な間隔で（例えば、約０．
１ｍｍ～約５０ｍｍ、約０．５ｍｍ～約１ｍｍ、約１ｍｍ～約２ｍｍ、約２ｍｍ～約３ｍ
ｍ、約３ｍｍ～約４ｍｍ、約４ｍｍ～約５ｍｍ、約５ｍｍ～８ｍｍ、約８ｍｍ～約１０ｍ
ｍ、約１０ｍｍ～約１２ｍｍ、約１２ｍｍ～約１５ｍｍ、約１５ｍｍ～約２５ｍｍ、約２
５ｍｍ～約３５ｍｍ、約３５ｍｍ～約５０ｍｍの間隔であり、上記範囲に重複する範囲を
含む）放射線不透過性マーカ（例えば、本明細書で説明するように放射線不透過性マーカ
バンド）を備え、これにより、マイクロカテーテル５０４を視覚化するのを助け、血餅の
長さや管径、または病変長の測定を支援する。また、ガイドカテーテル５０２は、放射線
不透過性マーカを、測定ツール用のサロゲートマーカとして含むことができる。
【０７７０】
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  操作可能なマイクロワイヤ５０６（例えば、外径が約０．０１４インチ（約０．３６ｍ
ｍ）は、マイクロカテーテル５０４内に挿入され、マイクロカテーテル５０４の先端から
いくらかの距離（例えば、約２ｃｍ～約４ｃｍ）延出している。ワイヤ５０６を介してマ
イクロカテーテル５０４を進入させた後、マイクロワイヤ５０６をいくらかの距離を進入
させ、操作することができる。マイクロワイヤ５０６およびカテーテル５０４が順次脈管
構造（例えば、約０．５ｍｍ～約５ｍｍで血餅の遠位方向にある）内の所望の点まで進入
させることができる。図示２７Ｄは、血管内の血栓（血餅）５００（例えば、右中大脳動
脈の血栓５００）に対して遠位であるマイクロカテーテル５０４の概略図である。
【０７７１】
  いくつかの態様において、マイクロワイヤ５０６は、血餅の中間部を介してスライスし
て血栓を横断することができる。血餅を、マイクロワイヤ５０６が横断するのが困難また
は難しい場合は、マイクロワイヤ５０６は、血餅とマイクロワイヤ５０６を越えてマイク
ロカテーテル５０４を案内するために発射パッドとして使用してもよい。いくつかのその
ような実施形態において、マイクロカテーテル５０４は、血餅を横断しない。実施形態に
よっては、マイクロカテーテル５０４は、硬い血餅を横切るように構成された先端を有し
ていてもよい（例えば、一般的には剛性シリンダ）。例えば、病変が灰化（例えば、重度
に石灰化）いくつかの実施形態では、血栓溶解および／または交差装置が凝血塊を横切っ
てマイクロワイヤ５０６および／またはマイクロカテーテル５０４を支援することができ
る。
【０７７２】
  図示２７Ｄは、血管内の血栓（血餅）５００に対して遠位のマイクロカテーテル５０４
の概略図である。マイクロカテーテル５０４は血栓５００から遠いと、マイクロワイヤ５
０６を除去するまたは格納し、マイクロカテーテル５０４は、所定の位置に残す。ここで
、マイクロカテーテル５０４の先端部が血栓５００の先端から遠い。
【０７７３】
  ヨウ素（たとえば、イオヘキソール、イオジキサノール等）を含む色素は、マイクロカ
テーテル５０４および／またはガイドカテーテルおよびマイクロカテーテル５０４の間に
注入され、例えば、噴射血栓５００の基端および先端を構成するのを助けることができる
。血栓５００の長さおよび直径を測定することができ、そこから血栓５００のボリューム
または血餅負担を算出することができる。
【０７７４】
  マイクロカテーテル（例えば、０．０２１インチ（約０．５３ｍｍ）の内径を有するマ
イクロカテーテル）を用いたいくつかのシステムでは、血栓摘出装置は、例えば、この目
的のためにレーザ切断されるか、または適用されたレーザ切断ステントであり、設定され
た長さを有しており、血餅を少しずつ除去するように進行する。例えば、血栓摘出装置の
長さは、５ｍｍであり、血餅の長さが１５ｍｍであれば、少なくとも３つの除去手順が必
要とされる。血栓摘出装置は、一般に、取り込まれた血餅を除くために完全に体から取り
はずされなくてはならず、各血餅片の除去は約４０分を要することになる。神経血管では
、血餅１，９００，０００脳細胞は一分間に死滅する。各除去に４０分間かかる３部分除
去工程においては、２２８，０００，０００脳細胞が死滅する。脈管構造の直径が変化す
る場合、または１つの血栓摘出装置が、血栓のそれぞれを取り除くのに適当なではない場
合、複数の血栓摘出装置を使用することができ、これは処置のコストを大幅に増加させる
。ユーザは全血餅未満を除去して、手続き時間および／または使用される血栓摘出装置の
数を減少させることを選択することもある、場合によっては複数の除去反復および／また
は血栓摘出装置が必要とされるという知識から何ら血餅を検索しないことを選択すること
ができる。このような実施方法は、患者、医者、病院の許容できない結果をもたらすこと
ができる。
【０７７５】
  図２７Ｅは、導入器シース５４０を通ってマイクロカテーテル５０４のハブ５９０に導
入される血管治療装置の先端部１００の例示的な一実施形態を示す概略図である。本明細
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書に記載の装置１０、２０、３０、４０を参照すると、導入器シース５４０は、ガイドカ
テーテル５０２内のマイクロカテーテル５０４の漏斗状の近位端５９０に配置されている
。実施形態によっては、マイクロカテーテル５０４の基部５９０は、弁（例えば、回転止
血弁）を有するＹ字型コネクタ５９２の基端内に配置され、これにより、フラッシング（
例えば、生理食塩水）を装置１０、２０、３０、４０の進入の前、最中、および／または
後において可能とする。Ｙコネクタ５９２の先端がガイドカテーテル５０２の基端に取り
付けることができる。先端部１００が制限された状態で、基部２００を押して、マイクロ
カテーテル５０４を介して装置１０、２０、３０、４０を進入させる。導入器シース５４
０は、この挿入中に基部２００のもつれを抑制することができる。導入器シース５４０は
、基部２００に対して後退して、基部２００を露出することができる。いくつかの実施形
態では、放射線不透過性マーカ（例えば、本明細書に記載された放射線不透過性マーカバ
ンド２５、１７２０）は、装置１０、２０、３０、４０の進行および／またはその一部の
進行を追跡するために使用することができる。例えば、いくつかの実施形態において、マ
イクロカテーテル５０４は、遠位先端に放射線不透過性マーカ（例えば、マーカバンド）
を含んでもよく、装置１０、２０、３０、４０の放射線不透過性のマーカの位置を比較す
ることができる。
【０７７６】
  いくつかの実施形態によっては、例えば、基部２００の操作感の効果を受けるために（
例えば、近位支持部と遠位自由度を容易にするために）、マイクロカテーテル５０４は、
基部２００で補強される。いくつかの実施形態では、マイクロカテーテル５０４は、先端
側から基端側に異なるパラメータ（例えば、スロットピッチ）を備える。例えば、螺旋の
スロットおよび／または巻線間のピッチは、基端部から先端部までが、約０．００５イン
チ（約０．１３ｍｍ）、約０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）、約０．０２インチ（約０
．５１ｍｍ）、約０．０４インチ（約１ｍｍ）、約０．０８インチ（約２ｍｍ）、約０．
１６インチ（４ｍｍ）である。他の例では、螺旋状のスロットおよび／または巻線間のピ
ッチは、基端部から先端部までにおいて以下の様に変化する。最も遠位の２０％を約０．
００５インチ（約０．１３ｍｍ）、次の１５％を約０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）、
次の１５％を約０．０２インチ（約０．５１ｍｍ）、次の１５％で約０．０４インチ（１
ｍｍ）、次の１５％については約０．０８インチ（約２ｍｍ）、次の（または最も近位）
２０％で約０．１６インチ（約４ｍｍ）である。
【０７７７】
  図２７Ｆは、導入器シース５４０内の脈管治療装置の先端部１００の一実施形態の模式
的な一部断面図である。導入器シースは、マイクロカテーテル５０４の近位端５９０の漏
斗状部分と係合するように構成されたテーパ状の遠位端部５４５を含む。先端部１００が
、導入器シース５４０内にある場合、および先端部１００が、マイクロカテーテル５０４
内にある場合には、先端部１００が縮んだ状態にある（例えば、バルブがなく、管状の状
態）。
【０７７８】
  装置１０、２０、３０、４０は、血栓５００の先端より遠位である、マイクロカテーテ
ル５０４の先端部に先端部１００の先端が近接するまで進入する。装置１０、２０、３０
、４０の長手方向の位置が維持されるように基部２００を保持したまま、マイクロカテー
テル５０４を後退させる（例えば、露わになった、露出した）。図２７Ｇは、脈管構造内
での血栓（血餅）５００よりも先端側に配置された血管治療装置１０、２０、３０、４０
の先端部１００の一部の模式図である。マイクロカテーテル５０４の後退により、先端背
部より先端部１００が露出し、これにより、先端部１００の露出部分が自己拡張する。例
えば、遠位ネック部６５と最遠位バルブを拡張することができる。
【０７７９】
  いくつかの実施形態では、先端部１００の露出部分の自己拡張は少なくとも部分的であ
る。これは、特に温度の変化がなく、例えば、応力誘起マルテンサイト（ＳＩＭ）による
自己拡張することができる少なくともいくつかの超弾性フィラメントを、先端部１００が
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含むためである。超弾性材料は、露出した時に、拡張した形態まで圧縮した形態から実質
的に瞬時に拡大することができる。いくつかの実施形態では、先端部１００の露出部分の
自己拡張は、少なくとも部分的である。これは、先端部１００は、例えば、熱活性化され
たオーステナイト変態（例えば、室温（約２５℃）、約体温（約３７℃）等のような温度
の変化時）により自己拡張することができる少なくともいくつかの形状記憶フィラメント
を備えるためである。暖かい流体（例えば、体温で血液、生理食塩水）と露出部が接触す
ると、形状記憶材料が圧縮した形態から拡張した形態まで拡張できる。
【０７８０】
  いくつかの実施態様では、形状記憶フィラメントの形状記憶効果は、一方向である（例
えば、形状のストレスに起因する変化は、加熱時に基準形状に戻り、冷却時に更に変更さ
れることのない状態）。材料は一方向形状記憶効果、高温で形状の１つの形状を記憶して
いる。いくつかの実施態様では、形状記憶の形状記憶効果は、２方向とすることができる
（例えば、形状のストレスに起因する変化は、加熱されるとベースライン形状に近い形状
となり、第２の形状は、冷却時に達成することができる）。材料は、２方向性形状記憶効
果を有する２つの形状、つまり、高温での第１の形状および低温での第２の形状を記憶し
ている。
【０７８１】
  いくつかの実施形態では、上述のように測定したマイクロカテーテル５０４の後退の長
さ、および露出した先端部１００の量は、血栓５００の長さに関係することができる。例
えば、バルブが血栓５００の基端に近位するまでマイクロカテーテル５０４を後退させる
ことができる。
【０７８２】
  先端部１００の長さおよび／または血栓（血餅）５００を治療するために露出すること
ができるバルブの数は、各血栓５００にカスタマイズが可能である。例えば、上述した先
端部１１００を用いて１０ｍｍの血栓５００を処理する場合、最も遠位のバルブ１１１２
は、血栓５００、遠位に配置することがで、次に２つのバルブ１１１２および遠位バルブ
１１１４は、血栓５００よりも近位に配置することができるが、他の２バルブ１１１４、
バルブ１１１６、１１１８は、マイクロカテーテル５０４内のままである。別の例として
、前述した先端部１１００を用いて、４０ｍｍの血栓５００、を治療すると、最も遠位の
バルブ１１１２は、血栓５００の遠位に配置することができ、次の５バルブ１１１２、１
１１４、１１１６および遠位バルブ１１１８は、血栓５００よりも近位に配置することが
できるのが、最近位バルブ１１１８は、マイクロカテーテル５０４内のままである。この
カスタマイザビリティは、上述の他の血栓摘出装置により血餅５００を治療する上での欠
点の少なくとも１つを改善させることができる（例えば、処理時間、コスト、ユーザの抵
抗感等）。
【０７８３】
  いくつかの実施形態では、１つのバルブが、血栓（血餅）５００を捕捉できない場合に
は、他のバルブ（同一またはサイズおよび／または形状が異なるか否か）および／または
複数のバルブが、血栓５００を捕捉することができる。いくつかの実施形態では、起伏部
（例えば、バルブおよび／または編組パターンでマイクロ・レベルにおいて作成される凹
凸）は、血栓５００の挟み込みを容易にする。凹凸および／または二重の起伏部は、側壁
の削れおよび血栓５００の挟み込みを向上させることができる。血栓５００は、一旦バル
ブによって捕捉または撮影されると、血栓摘出装置１０、２０、３０、４０が被検者から
除去される際に除去することができる。血餅（例えば、塞栓）から剥がれた粒子は、少な
くとも１つのバルブ（がこれらに限定されない、最も遠位のバルブ（単数または複数）を
含む）によって補足することができる。
【０７８４】
  ここに説明される手順は、初期血栓（血餅）サイズ測定に基づいた先端部１００の展開
部に限定されない。いくつかの実施形態において、血栓５００の長さは、測定されない。
いくつか実施形態では、配置されているバルブの数は、処置が発生する度に、血栓５００
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の長さを測定するのを助けることができる（例えば、放射線不透過性のマーカを用いて、
放射線不透過性のストランド螺旋交差点等を用いて等）。
【０７８５】
  先端部１００は、半径方向外向きに拡張すると、血栓（血餅）５００のいくつかの部分
は、血管側壁に向かって押し込まれ、血栓５００のいくつかの部分は、先端部１００のバ
ルブの間に捕捉される。血栓５００のいくつかの部分は、先端部１００のフィラメントの
交差点の間に捕捉される。図２７Ｈは、血管内の血栓５００にわたって配置された血管治
療装置の先端部１００の模式図である。
【０７８６】
  図２７Ｉ－１は、血栓吸引と関連して使用される、血管治療装置の先端部１００の例示
的な実施形態を示す概略図である。いくつかの実施形態では、再び図２７Ａを参照すると
、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０および遠位アクセスマイクロカテーテル５３０
内に挿入されたカテーテル５０４が操作可能なマイクロワイヤ５０６上および血栓５００
に近位して位置決めされたガイドカテーテル５０２を通って進めることができる。操作可
能なマイクロワイヤ５０６（例えば、外径が約０．０１４インチ（約０．３６ｍｍ）は、
マイクロカテーテル５０４内に挿入され、マイクロカテーテル５０４の先端からいくらか
の距離（例えば、約２ｃｍ～約４ｃｍ）延出している。マイクロワイヤ５０６上をマイク
ロカテーテル５０４を進入させ、マイクロカテーテル５０４上を遠位アクセスマイクロカ
テーテル５３０進入させた後に、マイクロワイヤ５０６を、いくらかの距離を進入させ、
操作することができる。マイクロワイヤ５０６、マイクロカテーテル５０４、および遠位
アクセスマイクロカテーテル５３０を、脈管構造（例えば、マイクロカテーテル５０４で
は約０．５ｍｍから約５ｍｍだけ血餅または病変部の遠位に、および遠位アクセスマイク
ロカテーテル５３０の約０．５ｍｍ～約１５ｃｍだけ血餅または病変に近位）内の所望の
点まで順次進入させることができる。図２７Ｉ－１は模式的に脈管構造内での血栓（血餅
）５００に近位の遠位アクセスマイクロカテーテル５３０が示されている（すなわち、右
中大脳動脈）。マイクロカテーテル５０４は血栓５００よりも近位にあり、装置１０、２
０、３０または４０の先端部１００は、血栓５００の全長にわたって配置されている。
【０７８７】
  遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は、マイクロカテーテル５０４および／または
吸引に近位支持を提供することができる。いくつか実施形態では、遠位アクセスマイクロ
カテーテル５３０の先端は、バルーンを含み、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は
、例えば、一時的な流れの停止を提供し、および／または血栓吸引中の付属装置としてバ
ルーンガイドカテーテル等のように用いることができる。いくつか実施形態では、遠位ア
クセスマイクロカテーテル５３０は、約４５ｃｍ～約１５０ｃｍ、約４５ｃｍ～約８０ｃ
ｍ（例えば、７５ｃｍ）の間（例えば、末梢脈管構造に用いられる）、約８０ｃｍ～約１
００ｃｍの間（例えば、約１００ｃｍ）（例えば、冠状血管構造に使用される）、約８０
ｃｍ～約１５０ｃｍの間（例えば、約１２５ｃｍ）の長さを有することができる（例えば
、神経血管に用いられる）。遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は、約０．０００７
５インチ（約０．０２ｍｍ）～約０．０４インチ（約１ｍｍ）の間の壁厚を有し、これに
より、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０の壁内に基部２００を組み込むことが可能
となる。いくつか実施形態では、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は約４Ｆｒ（１
．３３ｍｍ程度）、例えば、約７ｆｒ（約２．３３ｍｍ）、約５ｆｒ（約１．６７ｍｍ）
～約５ｆｒ（約１．６７ｍｍ）の外径、例えば、約９ｆｒ（約３ｍｍ）、約６ｆｒ（約２
ｍｍ）の内径を有していてもよい。
【０７８８】
  遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は含むことができる。生体ポリマー、例えば、
シリコーン、ポリウレタン（例えば、Ｐｏｌｙｓｌｉｘ（カリフォルニア州、サンタクル
ーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎから入手可能））ポリエチレン（例えば、ｒｅｘｅ
ｌｌ（登録商標）、Ｈｕｎｔｓｍａｎから入手可能）低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）直
鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、および高密
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度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、フッ化エチレンプロピレン等のフッ素系ポリマー、ＰＦＡ
、ＭＦＡ、ＰＶＤＦ、ＴＨＶ、ＥＴＦＥ、ＰＣＴＦＥＥＣＴＦＥ（たとえば、テフロン（
Ｔｅｆｌｏｎ）（登録商標）ＦＥＰ、ＤｕＰｏｎｔから入手可能）ポリプロピレン、ポリ
エステル、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）、ＰＢＴ、ＰＥＴＧ（例えば、Ｈｙｔ
ｒｅｌ（登録商標）、ＤｕＰｏｎｔ社製）ＰＴＦＥ、熱可塑性ポリウレタン、ポリエーテ
ルブロックアミド等の組合せの高分子化合物（例えば、Ｐｒｏｐｅｌｌ（商標）（コネテ
ィカット州のＰｕｔｎａｍのＦｏｓｔｅｒ社から入手可能））ポリエーテルブロックアミ
ド（例えば、Ｐｅｂａｘ（登録商標）（フランスのコロンブのアルケマから入手可能）、
Ｐｅｂａｓｌｉｘ（カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎ
から入手可能）。ＰＶＣ、ＰＶＤＣ等のポリエステルハードブロックビニル類に結合され
たポリエーテル軟質ブロックポリイミド（例えば、Ｏｌｄｓｍａｒ、フロリダのＭｉｃｒ
ｏＬｕｍｅｎから市販されているポリイミド）、ポリアミド（例えば、Ｂａｙｅｒから入
手可能なＤｕｒｅｔｈａｎ、カリフォルニア州、サンタクルーズのＤｕｋｅ  Ｅｘｔｒｕ
ｓｉｏｎから入手可能なナイロン１２）と、ポリカーボネート（例えば、フロリダ州、マ
イアミのＣｏｒｖｉｔａ  Ｃｏｒｐから入手可能なＣｏｒｅｔｈａｎｅ（商標））ＰＳ、
ＳＡＮ樹脂、ＡＢＳ樹脂、ＨＩＰＳなどのスチレン系誘導体と、コポリマーまたはホモポ
リマーアセタールＰＥＥＫ、ＰＥＳ、ＰＰＳ、ＰＳＵ、ＬＣＰ、それらの組合せなどのよ
うな高温性能ポリマーを含むことができる。
【０７８９】
  遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は、補強材として、ハイポチューブ（例えば、
切断されていないハイポチューブおよび／または本明細書で説明するように複数の点在す
るオフセットパターンで切断されたハイポチューブ）および／または複数のフィラメント
（例えば、織布、編布、螺旋等）を、例えば、ポリマーを内側および／または外側に組み
合わせて含むことができる。本明細書で説明するように、特定のカットパターンは、ポリ
マーを省略することができる程度に挟み込みを妨げる可能性がある。いくつか実施形態で
は、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は、近位支持体および／または血栓吸引装置
のアクセス装置を提供することができる。
【０７９０】
  いくつか実施形態では、例えば、基部２００の操作感の効果を受けるために（例えば、
近位支持部と遠位自由度を容易にするために）、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０
は、基部２００で補強される。いくつかの実施形態では、遠位アクセスマイクロカテーテ
ル５３０は、先端側から基端側に異なるパラメータ（例えば、スロットピッチ）を備える
。例えば、螺旋のスロットおよび／または巻線間のピッチは、基端部から先端部までが、
約０．００５インチ（約０．１３ｍｍ）、約０．０１インチ（約０．２５ｍｍ）、約０．
０２インチ（約０．５１ｍｍ）、約０．０４インチ（約１ｍｍ）、約０．０８インチ（約
２ｍｍ）、約０．１６インチ（４ｍｍ）である。他の例では、螺旋状のスロットおよび／
または巻線間のピッチは、基端部から先端部までが、以下の通りに変化する：約２０％最
遠位の約０．００５インチ（約０．１３ｍｍ）、次の約１５％が約０．０１インチ（約０
．２５ｍｍ）、次の約１５％で約０．０２インチ（約０．５１ｍｍ）、次の約１５％で約
０．０４インチ（１ｍｍ）、次の約１５％で約０．０８インチ（約２ｍｍ）、次の（また
は最も近位の）約２０％で約０．１６インチ（約４ｍｍ）である。
【０７９１】
  遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は、先端におよび／または規則的な間隔で（例
えば、約０．１ｍｍ～約５０ｍｍ、約０．５ｍｍ～約１ｍｍ、約１ｍｍ～約２ｍｍ、約２
ｍｍ～約３ｍｍ、約３ｍｍ～約４ｍｍ、約４ｍｍ～約５ｍｍ、約５ｍｍ～８ｍｍ、約８ｍ
ｍ～約１０ｍｍ、約１０ｍｍ～約１２ｍｍ、約１２ｍｍ～約１５ｍｍ、約１５ｍｍ～約２
５ｍｍ、約２５ｍｍ～約３５ｍｍ、約３５ｍｍ～約５０ｍｍの間隔であり、上記範囲に重
複する範囲を含む）放射線不透過性マーカ（例えば、本明細書で説明するように放射線不
透過性マーカバンド）を備え、これにより、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０の操
作者が遠位アクセスマイクロカテーテル５３０を視覚化するのを助け、血餅の長さや管径
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、または病変長の測定を支援し、また、測定ツール用のサロゲートマーカとして機能する
ことができる。
【０７９２】
  実施形態によっては、血栓吸引は、血餅の負担の程度に応じて、マイクロカテーテル５
０４、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０および／またはガイドカテーテル５０２を
介して行うことができる。実施形態によっては、血栓吸引は、血栓（血餅）５００に最も
近接したカテーテルまたはマイクロカテーテルを介して行ってもよい。実施形態によって
は、血栓吸引は、血流停止を使用して行ってもよい。ここで、バルーンガイドカテーテル
５０２の一部または遠位アクセスマイクロカテーテル５３０の一部としてのバルーン等の
バルーンは、血栓５００よりも基端側に拡張し、血栓吸引が行われている間は血栓５００
に近位の順行性順流が一旦停止される。実施形態によっては、血栓吸引は、バルーン膨張
または一時的流れ停止せずに実行することができる。
【０７９３】
  実施形態によっては、血栓吸引が手動の負圧の間欠的な吸引（例えば、注射器によって
提供される）を使用して、または自動化された負圧吸引装置（たとえば真空ポンプにより
供給される）を用いて行うことができる。吸引装置は、マイクロカテーテル５０４、遠位
アクセスマイクロカテーテル５３０および／またはガイドカテーテル５０２のハブ５９０
へのルアーロックを備えた吸引チューブを介して、または、マイクロカテーテル５０４、
遠位アクセスマイクロカテーテル５３０および／またはガイドカテーテル５０２のハブ５
９０に接続されたＹ字型コネクタ５９２の側ポートに装着された止め栓を介して、接続す
ることができる。吸引チューブは、約１５ｃｍ～約１５０ｃｍの範囲の長さを有していて
もよい（例えば、約９０ｃｍ）である。吸引チューブは、例えば、本明細書に記載した生
体高分子を含むことができる。
【０７９４】
  マイクロカテーテル５０４またはガイドカテーテル５０２の内側ルーメンが実質的に均
一である場合、マイクロカテーテル５０４あるいはガイドカテーテル５０２の断面積は、
実質的に均一な断面積ｋ＝πｒ２、体積Ｖ＝πｒ２Ｌを有するシリンダと考えることがで
きる。吸引開始前のマイクロカテーテル５０４またはガイドカテーテル５０２のルーメン
内のデッドスペースの体積が初期吸引圧Ｐｏを有するシリンダ（Ｖ０＝πｒ２Ｌ０）と考
えることができる。吸着後のマイクロカテーテル５０４またはガイドカテーテル５０２の
ルーメン内のデッドスペースの体積も吸入室圧Ｐｉを有するシリンダ（Ｖ１＝πｒ２Ｌ１

）と考えることができる。等温処理と考えられる吸引処理と、吸入圧力は、式６～式８を
用いて計算することができる。
  Ｐ０Ｖ０＝Ｐ１Ｖ１・・・（式６）
  Ｐ０Ｋ０Ｌ０＝Ｐ１ｋ１Ｌ１・・・（式７）
  Ｐ０ｒ０

２Ｌ０＝Ｐ１ｒ１
２Ｌ１・・・（式８）

【０７９５】
  マイクロカテーテル５０４またはガイドカテーテル５０２の内腔が実質的に均一である
場合、吸気負圧の量は、マイクロカテーテル５０４あるいはガイドカテーテル５０２内の
吸引負カラムの長さに正比例する。吸入圧力（ΔＰ）の変化は、式（９）を用いて算出す
ることができる。
  ΔＰαΔＬ・・・（式９）
【０７９６】
  カテーテルの内側ルーメンの直径または断面積が実質的に均一である場合、カテーテル
の長さの増加が圧力を増加させ、所望の吸引を達成する。実質的に均一なカテーテルにお
ける血栓吸引用の高い吸引圧力は、臨床的意味を有することができる。（１）より高い吸
入圧力は、血管壁の崩壊をもたらすことがある、（２）高い吸引圧力は、高分子マイクロ
カテーテルまたはカテーテルの崩壊やよじれをもたらすことがある、および／または（３
）より高い吸引圧力は、血管の内皮内壁に安全機構の存在を有し、脈管損傷、部分的また
は完全な容器破れ、および／または血管破裂の危険性を高めることがある。
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【０７９７】
  遠位アクセスマイクロカテーテル５３０、マイクロカテーテル５０４、またはガイドカ
テーテル５０２の断面積は、内側ルーメン（例えば、図１７Ｎに示す入口装置１０３００
と同様に模式的にテーパ形状を有する）全体にわたって実質的に均一ではない場合がある
。図１７Ｎを参照すると、いくつかの実施形態では、チューブ１０３０５、１０３１０、
１０３１５、１０３２０に関して説明したようにマイクロカテーテル５０４、遠位アクセ
スマイクロカテーテル５３０、またはガイドカテーテル５０２が内腔直径または断面積を
、近位から遠位に徐々にテーパリングすることを含む。ここで、例えば、小さい直径のチ
ューブ１０３０５は、血栓（血餅）５００に近接した先端にされ、大径配管１０３２０が
吸引装置に接続された基端にある。血栓吸引中の血液の流れの方向は、図１７Ｎに示す矢
印とは反対の方向にあり、これにより、血栓５００は、先端から、遠位アクセスマイクロ
カテーテル５３０の基端、マイクロカテーテル５０４またはガイドカテーテル５０２の先
端に向けて吸引されるようになっている。
【０７９８】
  図１７Ｎを参照すると、マイクロカテーテル５０４、遠位アクセスマイクロカテーテル
５３０あるいはガイドカテーテル５０２の基端部分１０３２０が、調節可能な高さ１３／
４であってもよく、圧力Ｐ４を有しており、流速ｖ４を有する。マイクロカテーテル５０
４、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０、またはガイドカテーテル５０２の遠位部分
１０３０５における基部２００に流入する血液は、高さｈ１、圧力Ｐｉを有しており、流
体速度Ｖｉを有している。単位体積（１／２ρｂｖ２）、単位体積あたりのエネルギー（
ρｂｇｈ）、圧力エネルギー（Ｐ）当たりの運動エネルギーとの和は同じままである場合
、血液ρｂの密度と重力ｇ（９．８ｍ／秒２）に基づく加速度は一定のままで、マイクロ
カテーテル５０４、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０、またはガイドカテーテル５
０２の先端における基部２００に流入する流体速度Ｖ４は、式１０を使用して計算するこ
とができる。
  １／２ρＶ１

２＋ρｂｇｈ１＋Ｐ１＝１／２ρｂｖ４
２＋ρｂｇｈ４＋Ｐ４・・・（式

１０）
  または、再配置すると、
  Ｖ４＝√［Ｖ１

２＋１９６０（ｈ１－ｈ４）＋２（ρ１－ρ４）／Ｐｂ］
【０７９９】
  吸引が開始（ｖ１＝０）される前のマイクロカテーテル５０４、遠位アクセスマイクロ
カテーテル５３０、ガイドカテーテル５０２と、マイクロカテーテル５０４先端と、遠位
アクセスマイクロカテーテル５３０、またはガイドカテーテル５０２の近位端と遠位端の
高さ（ｈ１＝ｈ４）の先端における流体速度はない。式１０は、式１１に換算しており、
式１２の関係を簡略化することができる。
  （Ｐ１－Ｐ４）＝１／２ρｂｖ４

２・・・（式１１）
  または、再配置すると、
  ｖ４＝√［２（Ｐ１－Ｐ４）／ρｂ］
  ΔＰαｖ４

２・・・（式。１２）
【０８００】
  いくつかの実施形態では、内側ルーメンの直径または断面積が実質的に均一でない場合
（例えば、テーパが付けられている）は、吸入圧力の変化は、血液の速度の２乗で変化し
、これにより、所望の血栓吸引を生じることになる可能性がある。テーパ内管腔または断
面積を有するマイクロカテーテルまたはカテーテルにおける血栓吸引用の制限された吸引
圧力は、例えば、以下のような臨床的意味を有する。（１）制限された吸引圧力が血管壁
の崩壊を抑制することができる、（２）制限された吸引圧力および／または補強用のレー
ザカットハイポチューブの存在は、高分子マイクロカテーテルまたはカテーテルの崩壊や
もつれを抑制することができる、および／または（３）制限された吸引圧力は、血管の内
皮内壁に緩やかな効果を有し、脈管損傷の危険性を低減することができる。
【０８０１】
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  いくつかの実施形態では、シリンジを介して血栓吸引中に吸引をほぼ均一にすることは
できないが、「クレシェンド吸引」パターンを有することができる。図２７Ｉ－２は、吸
引（例えば、血栓吸引）クレッシェンド吸引パターン１１８００、１１８０５、１１８１
０、１１８１５、１１８２０の実施形態を模式的に示す表である。クレッシェンド吸引パ
ターン１１８００、１１８０５、１１８１０、１１８１５、１１８２０の周期は、小さい
強度吸気負圧（Ｓ）、中強度吸気負圧（Ｍ）、大きな強度吸気負圧（Ｌ）等の、クレッシ
ェンドパターンで負の吸気の可変強度を備え、吸引負圧において停止または一時停止し、
図２７Ｉ－２においてドットまたはピリオド（．）によって表される。クレッシェンド吸
着パターン１１８００は、小さな強度吸気負圧（Ｓ）、停止（．）を備え、３回以上（Ｓ
．Ｓ．Ｓ．Ｓ．）繰り返す。パターン１１８００、は、停止（．）に続いて中間の強度吸
気負圧（Ｍ）を備え、３回以上繰り返される（Ｍ．Ｍ．Ｍ．Ｍ．）。パターン１１８００
は、停止（．）に続いて大きな強度吸気負圧（Ｌ）、を備え、３回繰り返される（Ｌ．Ｌ
．Ｌ．Ｌ．）。血栓吸引のいくつかの実施形態では、クレッシェンド吸着パターンは、以
下の構成要素、それらの組合せ等を含むことができる：クレッシェンド吸着パターン１１
８０５（ＳＭＬ．ＳＭＬ．ＳＭＬ）；クレッシェンド吸着パターン１１８１０（Ｓ．Ｍ．
Ｌ．ＳＭＬ）、クレッシェンド吸着パターン１１８１５（Ｓ．Ｌ．Ｓ．Ｌ．Ｓ．Ｌ．）；
および／またはクレッシェンド吸着パターン１１８２０（Ｓ．Ｌ．Ｍ．Ｌ．Ｓ．Ｌ．Ｍ．
Ｌ．）。第３の列は、Ｘ軸に時間をとり、Ｙ軸吸引負圧の大きさをとる、パターン１１８
００、１１８０５、１１８１０、１１８１５、１１８２０を示すグラフである。クレッシ
ェンド吸引パターン１１８００、１１８０５、１１８１０、１１８１５、１１８２０は、
様々な臨床シナリオにおいて有用であり得る。例えば、いくつかの停止一時停止を含むク
レッシェンド吸着パターン１１８１０は、吸気負圧の大きさの漸進的増加が血餅の攪拌を
補助しかつ／または血栓吸引を容易にすることができるので硬い血餅の血栓吸引において
有用であってもよい。別の例として、いくつかの停止一時停止を含むクレッシェンド吸着
パターン１１８０５は、吸気負圧の大きさの漸進的増加が軟らかい血餅の吸引を支援しか
つ／または血栓吸引を容易にすることができるので、軟らかい血餅の血栓吸引において有
用であってもよい。
【０８０２】
  実施形態によっては、血栓吸引中にクレッシェンド吸着パターン１１８００、１１８０
５、１１８１０、１１８１５、１１８２０の構成要素の継続時間は、以下のように変更し
てもよい：小強度負圧吸引（Ｓ）の持続時間は、約１秒～約３０秒の範囲（例えば、約５
秒）、中間の強度吸気負（Ｍ）の持続時間は、約１秒～約３０秒の範囲（例えば、約５秒
）、大きな強度吸気負（Ｌ）の持続時間は、約１秒～約３０秒の範囲（例えば、約５秒）
；および停止または一時停止は、約１秒～１５秒（例えば、約５秒）との間に小さな強度
負圧吸引（Ｓ）の範囲の持続時間である。パターンの複数の反復周期を含むクレッシェン
ド吸着パターンの全持続時間は、約１分～約１５分（例えば、約５分）の範囲とすること
ができる。ある例示の持続時間は、本明細書中に提供されるが、クレシェンド吸引パター
ン１１８００、１１８０５、１１８１０、１１８１５、１１８２０のいくつかの実施形態
は、上述した値に応じたパターンの持続時間、および／または約±５％、約±１０％、約
１５％、または約２０％の任意の値およびこれらの組合せ等である持続時間を含むことが
できる。クレッシェンド吸引パターン１１８００、１１８０５、１１８１０、１１８１５
、１１８２０はクレッシェンド吸着パターンの各構成要素の持続時間が実質的に同じであ
る場合はほぼ均一であるとみなすことができ、クレッシェンド吸着パターンの構成要素の
うちの少なくとも１つ（例えば、一部または全部）の持続時間が異なれば、可変であると
みなすことができる。
【０８０３】
  実施形態によっては、血栓吸引中にクレッシェンド吸着パターン１１８００、１１８０
５、１１８１０、１１８１５、１１８２０の構成要素の強度は、以下のように変更しても
よい。（１）小さな強度負吸引（Ｓ）に対する吸気負圧の強度は、約１００ｍｍＨｇ（約
１３ｋＰａ）～約３５０ｍｍＨｇ（約４７ｋＰａ）（例えば、約２５０ｍｍＨｇ（約３３
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ｋＰａ））である（２）中間強度吸気負（Ｍ）の強度が約３５１ｍｍＨｇ（約４７ｋＰａ
）から約５５０ｍｍＨｇ（約７３ｋＰａ）の範囲にある（例えば、約５００ｍｍＨｇ（約
６７ｋＰａ）；および（３）大きな強度吸気負（Ｌ）の強度が約５５１ｍｍＨｇ（約７３
ｋＰａ）～約７６０ｍｍＨｇ（約１ａｔｍの強度である約１０１ｋＰａ）の範囲にある（
例えば、約７５０ｍｍＨｇ（約１００ｋＰａ）である。ある例示の強度は、本明細書中に
提供されるが、クレシェンド吸引パターン１１８００、１１８０５、１１８１０、１、１
８１５、１１８２０のいくつかの実施形態は、上述した値に応じた吸気負圧の強さおよび
／または約±５％、約±１０％、約１５％、または約２０％の任意の値およびこれらの組
合せ等である持続時間を含むことができる。クレッシェンド吸引パターン１１８００、１
１８０５、１１８１０、１１８１５、１１８２０はクレッシェンド吸着パターンの各構成
要素の吸気負圧の強さが実質的に同じである場合はほぼ均一であるとみなすことができ、
クレッシェンド吸着パターンの構成要素のうちの少なくとも１つ（例えば、一部または全
部）の強さが異なれば、可変であるとみなすことができる。
【０８０４】
  図２７Ｉ－３は、吸引用クレッシェンド吸着パターンを発生させるための外部コントロ
ールパネルを有する移動ポンプの一実施形態を説明する模式図である。いくつかの実施形
態では、吸引管１２３４０は、使い捨て可能なキャニスタ１２３３０および蠕動ポンプ１
２３１０および排気部に接続されている。吸引管１２３４０は、オン／オフスイッチまた
は弁を含むことができる。いくつかの実施形態では、吸引管１２３４０は、使い捨てキャ
ニスタ１２３３０からガイドカテーテルの基端、前記遠位アクセスマイクロカテーテル、
または第２のマイクロカテーテル１２３００のハブまたはポートに延出するように構成さ
れてもよい。いくつかの実施形態では、蠕動ポンプ１２３１０は、吸気負圧の所望の強度
および／または持続時間を有するクレッシェンド吸着パターン１１８００、１１８０５、
１１８１０、１１８１５、１１８２０を生成するために、電力用電子回路によって制御さ
れる。電力用電子回路は、カスタマイズされた集積回路基板または集積チップを含むこと
ができ、クレッシェンド吸引パターン１１８００、１１８０５、１１８１０、１１８１５
、１１８２０は、電力用電子回路に記憶することができる。蠕動ポンプ１２３１０は、操
作者用にスイッチや外部コントロールパネル１２３２０を含み、これは、操作者が血栓吸
引手順中にクレッシェンド吸着パターン１１８００、１１８０５、１１８１０、１１８１
５、１１８２０、のいずれかから選択することを可能にするように構成されており、それ
によって、血餅負担に基づいてカスタマイザビリティを提供する。
【０８０５】
　図２７Ｉ－４は、有線または無線のいずれかのスマートデバイスを使用して始動させる
ことができる、吸引のためのカスタマイズ可能な吸引パターン用のカスタマイズされたモ
ータコントローラを備えた吸引ポンプを示す概略図である。図２７Ｉ－４の左側は、血液
、流体、組織、破片または他の吸引物を収集するための真空吸引キャニスタ１２３３０、
およびコネクタ付きまたはコネクタ無しの真空吸引１２３４０チュービングおよびオン／
オフスイッチなどの付属品とともに、ポンプ１２３１０、コントローラおよびスマートデ
バイス１２３２０を備える例示的なハウジング構造１２３５０を示すが、他の構成も可能
である（例えば、スマートデバイス１２３２０は、ポンプ１２３１０および／またはコン
トローラから分離しており、または分離可能である）。図２７Ｉ－４の右側は、スマート
デバイス１２３２０が、ポンプ１２３９０およびモータコントローラ１２３７０を備える
デバイスエンクロージャ１２３６０と無線通信する例を示す。
【０８０６】
　電源（例えば、１１０Ｖ、２２０Ｖ、または２３０Ｖ～２４０Ｖ）、例えば交流（ＡＣ
）は、ＢＩＡＳまたは電源に接続されたオン／オフスイッチ１２４００に接続される。モ
ータコントローラの要素がコンセント直接からの電力供給の定格で機能できない場合、Ｂ
ＩＡＳは高電圧電源をより低い電圧に変換し、および／または直流（ＤＣ）に変換するこ
とができる。ＢＩＡＳは、入力電力の一部をブルートゥース（登録商標）低エネルギー（
ＢＬＥ）ユニットおよび／またはマイクロコントローラなどの構成要素と適合可能になる
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ように変換することができ、入力電力の他のものを交流用三極管（ＴＲＩＡＣ）および／
またはモータと適合可能になるように変換することができる。
【０８０７】
　交流用三極管（ＴＲＩＡＣ）は電流を両方向に流すことができ、吸引ポンプの基礎をな
すＡＣモータまたは可逆ＤＣモータを駆動するように適合可能である。ＴＲＩＡＣは、位
相制御パワーデバイスであり、このデバイスは、ＡＣ電源ライン波形をゲートしてエンド
デバイスへの電力を制限し、それによってＴＲＩＡＣがモータをオン／オフすることを可
能にする。ＴＲＩＡＣは、モータが吸引ポンプの基礎を形成するＤＣモータ（例えば、６
Ｖ、１２Ｖまたは２４Ｖブラシレスモータ、ステッピングモータ、低コストＤＣモータな
ど）である実施形態では、保持され、省略され、および／または他の適合可能な電気スイ
ッチ（例えば、金属酸化物半導体電界効果トランジスタ（ＭＯＳＦＥＴ）または絶縁ゲー
トバイポーラトランジスタ（ＩＧＢＴ））によって置き換えられてよい。
【０８０８】
　いくつかの実施形態では、吸引モータポンプ１２３９０は、約０．２５リットル／分（
Ｌ／分）から約３００リットル／分の間（例えば、約０．２５Ｌ／分、約０．３Ｌ／分、
約１．４Ｌ／分、約２．３Ｌ／分、約３Ｌ／分、４Ｌ／分、約２０Ｌ／分、約２６Ｌ／分
、約２９Ｌ／分、約３０Ｌ／分、約３４Ｌ／分、約４０Ｌ／分、約１１０Ｌ／分、約１７
５Ｌ／分、約２５０Ｌ／分、約２８３Ｌ／分、約３００Ｌ／分、そのような値間の範囲な
ど）の最大流量（例えば開放流における流量）および約０ｍｍＨｇから約－７００ｍｍＨ
ｇの間（例えば、約０ｍｍＨｇ、約－１８．４ｍｍＨｇ、約－２５ｍｍＨｇ、約－３０ｍ
ｍＨｇ、約－３６．８ｍｍＨｇ、約－８０ｍｍＨｇ、約－９０ｍｍＨｇ、約－１２０ｍｍ
Ｈｇ、約－２５０ｍｍＨｇ、約－４００ｍｍＨｇ、約－５５０ｍｍＨｇ、約－５５９ｍｍ
Ｈｇ、約－６３５ｍｍＨｇ、約－６９８ｍｍＨｇ、約－７００ｍｍＨｇ、そのような値間
の範囲など）の高い負真空吸引圧力を有するオイルレス・ドライ・ランニング低振動回転
ベーンポンプを含むことができる。いくつかの実施形態では、回転ベーンポンプ１２３９
０は、以下の表に示すようにとりわけ、流量、負真空吸引、電源などを含む様々なパラメ
ータに基づいて、他の適合可能なポンプ（例えば、リニアポンプ、ダイアフラムポンプ、
蠕動ポンプ、またはピストンポンプなど）によって置き換えられてよく、それにより、吸
引モータポンプは、特定の医療的適応または病理学、例えば虚血性脳卒中および脳静脈洞
血栓症を含む動脈および／または静脈血餅を治療するためなどの神経血管処置、脳膿瘍、
脳腫瘍（例えば軟部腫瘍、線維性腫瘍および硬性腫瘍）、脳出血（例えば、脳内出血、脳
室内出血、硬膜下血腫、硬膜外血腫、他の出血）を治療し、流体を除去するためなどの脳
神経外科手術処置、動脈および／または静脈血餅を治療するためなどの末梢血管バイパス
手術、透析ＡＶグラフトまたは静脈瘻内の血餅を治療するためなどのインターベンショナ
ル放射線処置、腹腔鏡処置、関節鏡処置、ヒステロスコピー処置、内視鏡処置（例えば、
神経内視鏡検査、ＥＮＴ、ＧＩ内視鏡検査、気管支鏡検査）、歯科および他の外科的処置
などに適合可能になる。
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【表２】

【０８０９】
　いくつかの実施形態では、カスタム・モータ・コントローラプリント回路基板（ＰＣＢ
）１２３７０は、アンテナ１２３７６を介してスマートデバイス１２３２０と無線で通信
するように構成されたＢＩＡＳ１２３７１、ＴＲＩＡＣ１２３７２、集積回路またはマイ
クロコントローラ１２３７３、およびブルートゥース（登録商標）低エネルギー（ＢＬＥ
）ユニット１２３７４を備える。アンテナ１２３７６は、スマートデバイス１２３２０か
ら信号を受信するように構成される。いくつかの実施形態では、ＢＬＥユニット１２３７
４（例えばブルートゥース（登録商標）スマート）は、ブルートゥース（登録商標）４．
２コア仕様に基づいており、ブルートゥース（登録商標）チップ１２３７５およびアンテ
ナ１２３７６をモータコントローラＰＣＢ１２３７０内に含むが、他の構成も可能である
（例えば、アンテナ１２３７６は、モータコントローラＰＣＢ１２３７０から分離され、
例えばアンテナ強度および／またはケーシング材料に応じて、スマートデバイス１２３２
０からの信号を受信するために外部に配置されている）。いくつかの実施形態では、ＢＬ
Ｅユニット１２３７４は、約０．１ｍから約１５０ｍの間（例えば、約０．１ｍ、約１ｍ
、約２ｍ、約４ｍ、約５ｍ、約８ｍ、約１０ｍ、約２５ｍ、約５０ｍ、約１００ｍ、約１
５０ｍ、そのような値間の範囲など）の無線範囲を有する。
【０８１０】
　いくつかの実施形態では、カスタム・モータ・コントローラＰＣＢ１２３７０は、ＢＬ
Ｅユニット１２３７４からの入力を受信し、命令に基づいて動作を実行し、その出力を吸
引モータポンプ１２３９０に（例えば、ＴＲＩＡＣを介して）送信する単純化された集積
回路（ＩＣ）またはマイクロコントローラ１２３７３（例えば、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）１２３７７および中央処理ユニット（ＣＰＵ）１２３７８を備えた先進の集積
回路）を備える。いくつかの実施形態では、カスタム・モータ・コントローラＰＣＢ１２
３７０のレイアウトは、ソフトウェアアプリケーション（例えば、ＯｒＣＡＤなど）を使
用して設計され、モータコントローラＰＣＢ１２３７０上に構成要素の物理レイアウトの
結果が表示される（例えば、ガーバー形式のガーバーファイル）。
【０８１１】
　いくつかの実施形態では、スマートデバイスまたはヒューマン・マシン・インターフェ
ース（ＨＭＩ）１２３２０は、オペレータが処置中に使用することができるコンピュータ
、スマートフォン、タブレット、スマートウォッチ、または他のスマートデバイスを含む
ことができる。いくつかの実施形態では、スマートデバイス１２３２０は、図２７Ｉ－５
に関してその一例が提供されるグラフィック・ユーザ・インターフェース（ＧＵＩ）およ
びユーザエクスペリエンス（ＵＸ）の他の要素を含むソフトウェアアプリケーションを含
む。いくつかの実施形態では、スマートデバイスまたはＨＭＩ１２３２０は、無線プロト



(254) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

コル（例えば、ＺｉｇＢｅｅ、Ｗｉｆｉ、Ｄａｓｈ７、ブルートゥース（登録商標）クラ
シック、ブルートゥース（登録商標）低エネルギーなど）を使用して無線式に、および／
またはプロトコル（例えば、ＵＳＢ、ＲＳ２３２、ＲＳ４８５、ＣＡＮ－バス技術など）
を使用して有線接続によってカスタム・モータ・コントローラＰＣＢ１２３７０と通信す
ることができる。
【０８１２】
　本明細書で開示する実施形態に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、プロセス、方法、およびアルゴリズムは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、またはその両方の組み合わせとして実装され得る。ハードウェアおよびソフトウ
ェアのこの互換性を明確に説明するために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュ
ール、作動、およびステップを、全般的にそれらの機能性の点で説明してきた。そのよう
な機能性がハードウェアまたはソフトウェアとして実装されるかどうかは、特定のアプリ
ケーションおよびシステム全体に課される設計制約に依存する。説明した機能は、特定の
アプリケーションごとに様々な方法で実施することができるが、そのような実装の決定は
、開示の範囲から逸脱するものと解釈されるべきではない。
【０８１３】
　本明細書で開示する実施形態に関連して説明した様々な例示的な論理ブロックおよびモ
ジュールは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、または他
のプログラマブル・ロジック・デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジ
ック、ディスクリートハードウェア構成要素、または本明細書で説明する機能を実行する
ように設計されたそれらの任意の組み合わせなどのマシンによって実装または実行され得
る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサとすることができるが、代替的には、プロセッ
サは、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシン、それらの組み合わ
せなどとすることもできる。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組み合わせ、
例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳ
Ｐコアと組み合わせた１つ以上のマイクロプロセッサ、または他の任意のそのような構成
として実装することもできる。
【０８１４】
　本明細書で開示する実施形態に関連して説明した方法、プロセス、またはアルゴリズム
のブロック、作動、またはステップは、ハードウェア内、プロセッサによって実行される
ソフトウェアモジュール内、またはその２つの組み合わせで直接的に具体化され得る。ソ
フトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭ
メモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、光デ
ィスク（例えば、ＣＤ－ＲＯＭまたはＤＶＤ）、または当技術分野で知られている任意の
他の形態の揮発性または不揮発性コンピュータ可読記憶媒体内に駐在することができる。
記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むこと
ができるように、プロセッサに連結することができる。あるいは、記憶媒体は、プロセッ
サに一体化することができる。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内に駐在すること
ができる。ＡＳＩＣはユーザ端末内に駐在することができる。あるいは、プロセッサおよ
び記憶媒体は、ユーザ端末に個別のコンポーネントとして駐在することができる。
【０８１５】
　図２７Ｉ－５は、吸引のためのカスタマイズ可能な吸引パターンを始動させるように構
成されたスマートデバイス１２３２０上のＧＵＩ１２４１０の例示的な実施形態を示す概
略図である。図２７Ｉ－２を参照すると、パターン１１８０５、１１８１５は、標準また
は軟質血餅（ＳＣ）を吸引するのを助けることができ、パターン１１８１０、１１８２０
は硬質または頑固な血餅（ＨＣ）を吸引するのを助けることができ、パターン１１８００
は軟部腫瘍、膿瘍、または脳出血を脳神経外科的アプローチ（ＢＲ）によって吸引するの
を助けることができる。例えば、ＳＣ、ＨＣ、および／またはＢＲの新しいパターンを作
成するため、および／またはスマートデバイス１２３２０上のユーザインターフェース仮
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想ボタン１２４２２を使用して、ＳＣ、ＨＣ、およびＢＲ以外の表示を支援するために、
新しいカスタマイズされたパターンをスマートデバイス１２３２０上のユーザインターフ
ェース仮想ボタン１２４２０を使用して作り出すこともできる。図２７Ｉ－５に神経内視
鏡の例が示されているが、より多くまたはより少ない適応および病理学、例えば、虚血性
脳卒中および脳静脈洞血栓症を含む動脈および／または静脈血餅を治療するためなどの神
経血管処置、脳膿瘍、脳腫瘍（例えば軟部腫瘍、線維性腫瘍および硬性腫瘍）、脳出血（
例えば、脳内出血、脳室内出血、硬膜下血腫、硬膜外血腫、他の出血）を治療し、流体を
除去するためなどの脳神経外科手術処置、動脈および／または静脈血餅を治療するためな
どの末梢血管バイパス手術、透析ＡＶグラフトまたは静脈瘻内の血餅を治療するためなど
のインターベンショナル放射線処置、腹腔鏡処置、関節鏡処置、ヒステロスコピー処置、
内視鏡処置（例えば、神経内視鏡検査、ＥＮＴ、ＧＩ内視鏡検査、気管支鏡検査）、歯科
および他の外科的処置などを予めプログラムすることができ、および／またはプログラム
可能とすることができる。
　いくつかの実施形態では、オプションとして、連続的な吸引パターン（例えば、任意選
択で複数の圧力の１つにおける直線）を提供することができる。
【０８１６】
　図２７Ｉ－６は、吸引カニューレを用いて脳出血を吸引するためのカスタマイズ可能な
吸引パターンのためのモータコントローラおよびコントロールパネルまたはヒューマン・
マシン・インターフェース（ＨＭＩ）１２３２０を備えた吸引ポンプ１２３１０の例示的
な実施形態１２４３０を示す概略図であるが、他の構成も可能である（例えば、スマート
デバイスまたはＨＭＩ１２３２０がポンプ１２３１０および／またはコントローラから分
離している）。血液、流体、組織、破片、または他の吸引物を収集するための真空吸引キ
ャニスタ１２３３０、生理食塩水、薬剤または神経外科処置の間注入チュービング１２５
１０を介して吸引カニューレ１２４６０または３ポートまたは４ポート神経内視鏡の注入
管腔に注入される他の流体を含む注入バッグ１２５００を吊るすための流体注入ポール１
２４９０、および真空吸引チューブ１２３４０などのオプションの付属物を有する吸引ポ
ンプ１２３１０は、図２７Ｉ－６に示すようなコネクタ１２４８０およびオン／オフスイ
ッチ１２４７０を有することができ、または真空吸引または吸引チュービング１２３４０
は、吸引カニューレ１２４６０をキャニスタ１２３３０に直接接続することができる。い
くつかの実施形態では、ＨＭＩ１２３２０は、コンピュータ、スマートフォン、タブレッ
ト、スマートウォッチ、またはオペレータが処置中に使用することができる他のスマート
デバイスを含むことができる。図２７Ｉ－６に示すように、カスタマイズされた単一管腔
吸引用吸引カニューレ１２４６０を使用して、脳内出血、脳膿瘍、脳腫瘍、または他の病
理のような脳内の病変１２４４０の吸引を神経外科バリ穴１２４５０アプローチによって
実行することができ、または真空吸引または吸引チューブ１２３４０は、例えば、３ポー
トまたは４ポート神経内視鏡（例えば、吸引管腔、注入管腔、オーバーフロー管腔、作用
管腔、ライトポートなどを含む）による使用のために標準的な吸引カニューレに接続する
ことができる。カニューレ１２４６０は、鈍い先端または鋭い先端またはテーパ状の先端
を有することができる。カニューレ１２４６０は、有線であっても無線であってもよいオ
ペレータ制御スイッチ１２５２０（例えば、フットペダル、ハンドル上のボタンまたは他
の場所など）と通信することができる。いくつかの実施形態では、先端に連結されたハン
ドル１２５３０は、吸引管腔およびポンプ１２３１０と流体連通する真空ポート１２５４
０を含む。ユーザの手が真空ポート１２５４０を覆う場合、真空回路は完成され、負の吸
引は、脳内のカニューレ１２４６０および病変１２４４０に続く。ユーザの手が真空ポー
ト１２５４０を覆わない場合、真空回路が開き、負圧が脳内のカニューレ１２４６０また
は病変１２４４０に到達しないように、負圧を真空ポート１２５４０を介して逃がすこと
ができる。いくつかの実施形態では、ユーザのグローブは、血液がグローブを過ぎて真空
キャニスタ１２３３０に向かって流れることができるように、真空ポート１２５４０を直
接覆うことができる。いくつかの実施形態では、血液がユーザに接触しないように、ばね
懸架式機械的連結機構および／または多孔質膜を使用することができる。吸引はまた、心



(256) JP 2019-508201 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

室内出血または心室内出血に関連する脳内出血のために余剰心室排液を用いて実行するこ
とができる。
【０８１７】
  いくつかの実施形態では、先端部１００は、半径方向外向きに拡張すると、血管壁の部
分は僅かに拡張する。拡張量は、例えば、編組パラメータ、フィラメント材料、フィラメ
ントの大きさ等に依存する。血管の拡張は、血栓５００を除去する前であっても、血流を
少なくとも部分的に復元するために、血栓（血餅）５００の側面に通路を作成することが
できる。以上説明したように、血液を供給しないと、約１，９００，０００の脳細胞が１
分毎に死亡するので、この復元によって生存できる脳細胞が、多くなる。電流血栓摘出装
置が、拡張時に通路をまた作成することができる程度に、遠位組織が血流を持たないよう
に、通路は血栓５００の一部分にのみ沿っていてもよい。サイズに敏感ではないため、い
くつかの現在の血栓摘出（例えば、レーザカット）装置はまた、容器側壁に応力を引き起
こす可能性があるので、このような血管の拡張は、遠位破片を破壊および／または生成さ
せる可能性がある。対照的に、本明細書に記載した先端部１００のいくつかの実施形態は
、血管のサイズに比例した、サイズブラインド拡張よりも緩やかで安全なサイズの通路を
作成可能であり、遠位管は、遠位デブリを補足し得る。
【０８１８】
  いくつか実施形態では、先端部１００の一部（例えば、バルブである血栓５００の近位
端部の近位側に十分な）を露出させると、装置１０、２０、３０、４０は、必要に応じて
、回転方向に捩じりラスプ加工してもよい。被検体外部基部２００の部分がユーザによっ
て回転される。先端部１００は、基部２００に結合され、回転する。いくつかの実施形態
では、先端部１００の一部は、容器の側壁を並置しかつ回転に抵抗する。回転力は、先端
部１００の長さに沿って基端側から先端側に一般的に作用し、その結果、容器の側壁を並
置する最も遠位部が、最後に回転する可能性が最も高い。いくつかの実施形態では、先端
部１００の最遠位バルブは血栓５００の遠位側に容器の側壁を並置する。いくつかのその
ような実施形態では、最遠位バルブに近位する先端部１００の拡張部が、少なくとも部分
的に回転するまで、先端部１００の最遠位バルブは、実質的に回転位置を維持する。先端
部１００の回転は、血餅を捕捉し、あらゆるデブリを収集する。先端部１００は、回転容
器の側壁を掻き、内皮細胞壁に取り付けられた血餅の部分を除去し、これにより自由浮動
以上のデブリを除去することができる。電球の非レーザカット編組された性質は、容器を
貫通せずに血餅の緩やかな捕捉を容易にすることができる。
【０８１９】
  本明細書で使用されるように、捩じりラスプ加工は、通常の意味を与えられており、ひ
ねりおよび捩じりを含むものとする。捩じりラスプ加工の不完全な類似性は、タオルを絞
り出すことであり、ここで、人はタオルの一方の端部を一方の手で把持し、他方の端部を
他方の手で把持し、第１の端部を保持したまま、第２の端部を回転させる。タオルは、物
理的な力はさらに回転を阻害するまで、捻じり、一般的に直径が収縮する。タオルの端部
ではなく、先端部１００の端部は把持され、先端は側壁を並置することにより、かつ基端
は基部によって把持される。図２７Ｊは、捩じりラスプ加工をほどこした血管治療装置の
先端部１００の概略図である。図２７Ｊでは、先端部１００の最も近位の拡張バルブの最
初の回転が示されている。タオルは、血餅挟み込みを通知しないので類似性は不完全であ
る。本明細書で説明するように、先端部１００の編組された性質は、バルブ間の凹凸の間
および／または織ワイヤの凹凸の間の血餅を捕捉することができる。図２７Ｋは、捩じり
ラスプ加工をほどこした血管治療装置の先端部１００の概略図である。先端部を拡張した
バルブは、血栓（血餅）５００に巻き付けられている。
【０８２０】
  張力を、基部２００を回転し続けることにより、または少なくとも基部２００が反対方
向に回転しないようにすることにより捩じりラスプ加工全体に適用してもよい。タオルの
類似性を参照して、張力を解放することにより、先端部１００は少なくとも広がって、補
足された血塊および／または塞栓が漏出することを許容するが、そのような漏れ血栓は、
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先端部１００の他の部分により捕捉されてもよい。
【０８２１】
  いくつかの実施形態では、血餅検索処理（例えば、先端部１００の拡張のおよび／また
は先端部１００のねじりラスプ加工間に生成される塞栓のような塞栓を補足する等））中
にバルブ（例えば、血管の側壁を並置した先端部１００の最遠位バルブ）の１つは、塞栓
フィルタとして作用することができる。これにより、別個のまたは付加的な塞栓フィルタ
を使用しないようになっている。本明細書で説明する血栓摘出手順は塞栓フィルタとは異
なっている。例えば、装置１０、２０、３０、４０は、受動的に収集塞栓のではなく、例
えば、本明細書に記載された手順によれば、血餅を能動的に回収することができる。
【０８２２】
  一部の処置において、本明細書に記載の装置１０、２０、３０、４０は、他のタイプの
カテーテルベースまたは有線ベースのシステム（例えば、血管形成、アテローム切除、吸
引、ステント、塞栓コイル挿入、内動脈血栓溶解、バイパス等のようなもう１つの脈管処
置の実行中）、またはさらなる付加的な血栓摘出装置（例えば、装置１０と装置２０）を
組み合わせて塞栓フィルタとして使用することができる。例えば、先端部１００の最遠位
バルブは、処置の場所の遠位側に配置することができる。いくつかの実施形態では、先端
部１００の追加部品には、処置の実行中および／または後に配置することができる。いく
つかのそのような実施形態では、先端部１００に捩じりラスプ加工をしてもよい（例えば
、プラークが血管形成術またはアテレクトミーで緩められ、ステントの内側を回転して掻
き落とし、先端部１００の最遠位バルブに近位のデブリを捕捉等した後に容器の側壁を回
転して掻き落とす）。いくつかのそのような実施形態において、マイクロカテーテル５０
４は、僅かに遠位に進入し、これにより、他のシステムが血餅に少なくとも部分的に遠位
となるようにすることができる。基部２００および必要に応じて先端部１００のルーメン
は、他の装置のための作業チャネルとして使用することができる。
【０８２３】
  回転方向が時計回りまたは反時計回りであってもよい。例えば、ユーザの利き手（左利
きまたは右利き）は、特定の回転方向をより快適に行うようにしてもよい（例えば、基部
２００をユーザの身体に向けて）。いくつかの実施形態では回転方向が基部２００の設計
に少なくとも部分的に基づいてもよい。例えば、再び図１６Ａおよび図１６Ｂを参照する
と、基部２００は、正の角度２５０とスリットを含み、反時計回りの回転は、回転力をよ
りよく転送し、基部２００が、負の角度２５０を有するスリットを含む場合には、時計回
りの回転は、回転力をよりよく転送する。
【０８２４】
  いくつかの実施形態では、先端部１００の回転は、基端部分２００の回転よりも小さい
。例えば、いくつかの実施形態では、基部２００の３６０度回転は、先端部１００の３６
０°未満回転させる（例えば、約９０°から約３５９°の間、約９０°と約２７０°の間
、約９０°～約１８０°の間等の先端部の回転）。いくつかの実施形態では、基部１００
および遠位部分２００の回転力の比は、１：１ではない。例えば、比が１：１未満であっ
てもよい（例えば、１：０．７５、１：０．５、１：０．２５等）。いくつかの実施形態
において、比が１：１でないことは、緩やかな回転を提供し、これが血管が回転し、変位
し、破壊され、穴が開くおそれを低減する。血管の側壁を並置する先端部１００の最遠位
バルブまたは他のバルブの抵抗は、先端部１００の減速回転に寄与することができる。
【０８２５】
  いくつかの実施形態では、ワイヤトルク装置、ハンドル等が、基部２００の回転を補助
するために利用できる。いくつかの実施形態では、基部は約９０°～約３，０００°、約
３６０°～約２，５００°の間、または約７２０°から約１，４４０°との間で回転され
る。いくつかの実施形態では、基部は、少なくとも３回回転させる（例えば、約１，０８
０°より大きい）。いくつかの実施形態では、基部は、少なくとも６回回転させる（例え
ば、約２，１６０°より大きい）。回転量の上限値は、装置によって、血餅によって変化
させることができる。いくつかの実施形態では、物理的な力はさらに回転を禁止してもよ
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い（例えば、先端部１００および／または血餅のワイヤは、半径方向に圧縮されない）。
いくつか実施形態では、先端部１００の直径は、先端部１００を回転させるさらなる回転
がねじりラスプ加工に影響を及ぼさないように十分に低減することができる。
【０８２６】
  ねじりラスプ加工が、軟らかい血餅上で実行されるいくつかの実施形態では、装置１０
、２０、３０、４０の先端部１００は、収縮状態から拡張状態に実質的に瞬間的に拡張す
るように構成されたバルブ（例えば、超弾性材料を含む）を備えており、血餅が凹凸にバ
ルブに巻き付けてあってもよい。
【０８２７】
  ねじりラスプ加工が、硬い血餅上で実行されるいくつかの実施形態では、装置１０、２
０、３０、４０の先端部１００は、収縮状態から拡張状態に時間遅延された拡張により拡
張するように構成されたバルブ（例えば、形状記憶材料を含む）を備えており、先端部１
００が、ねじれたまたは螺旋形状（例えば、体温および／または暖色生理食塩水で血液と
の接触により発生する）等の二次形状であるねじりラスプ加工を行ってもよいし、血餅は
、二次形状に巻き付けてあってもよい。
【０８２８】
  図２７Ｌは、血管治療装置の先端部１００の２方向形状記憶効果、例えば、装置１０、
２０、３０、４０の先端部１００の実施形態を示した図である。先端部１００は、周囲の
室温（例えば、約２５℃）のような第１の温度であるとき、図２７Ｆに示すように先端部
１００が収縮した形状である。先端部１００が第２の温度（例えば、約３７℃）（体温で
血液と接触したときに達成することができる）であれば、先端部１００は、マイクロカテ
ーテル５０４の引き込みの長さに依存して、更に図２７Ｇおよび図２７Ｈに示すように拡
張した形態まで拡張する。先端部１００は、第３の温度（例えば、約１８℃）（マイクロ
カテーテル５０４、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０、またはガイドカテーテル５
０２を介して冷塩水を注入することによって達成することができる）であれば、図２７Ｋ
および図２７Ｌに示すように先端部１００が収縮して、ねじれ螺旋状に血栓（血餅）５０
０を良好に把持する。いくつかの実施形態では、このねじり把持は、基部２００を回転さ
せずに行うことができる。
【０８２９】
  血栓（血餅）５００を適切に把握していない場合、例えば、血管造影中に明らかなよう
に、マイクロカテーテル５０４、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０あるいはガイド
カテーテル５０２を介したコールド生理食塩水の注入を停止させた後、先端部１００は、
体温で血液との連続した当接の第２の温度（例えば、約３７℃）に戻り、図２７Ｇ、図２
７Ｈに示すように先端部１００が拡張した形態まで再び拡張する。先端部１００は、再び
第３の温度（例えば、約３７℃）（再びマイクロカテーテル５０４と、遠位アクセスマイ
クロカテーテル５３０、またはガイドカテーテル５０２を介して冷塩水を注入することに
よって達成することができる）に曝されると、図２７Ｋおよび図２７Ｌに示すように先端
部１００が再び収縮してねじれ螺旋状に血栓５００を把握する。いくつかの実施形態では
、このねじり把持は、基部２００を回転させずに行うことができる。いくつかの実施形態
では、第２のねじれは、第１のねじれより、血栓５００をよりよく捕捉できる。
【０８３０】
  図２７Ｍは、血管治療装置および血栓５００の先端部１００の退避を例示する模式図で
ある。いくつかの実施形態では、基部２００およびカテーテル５０４は、ガイドカテーテ
ルを通じ、そして処置される被験体の体外にされるまで、例えば、基部２００およびマイ
クロカテーテル５０４（例えば、同時におよび／または同様の速度でほぼ）を後退させる
ことにより、装置１０、２０、３０、４０は、近位に後退することができる（例えば、ね
じりラスプ加工後やねじりラスピンプ加工なしで）。この後退時には、拡張された先端部
１００の一部が拡張されたままとなり、拡張されなかった先端部１００の一部は、収縮し
た状態のままである。先端部１００および血餅がガイドカテーテルから外れるまで、基部
２００およびカテーテル５０４が後退し続けることができる。
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【０８３１】
  近位に後退する時のガイドカテーテル５０２を介して、吸引負圧が与えられる（例えば
、クレッシェンド吸着パターン（例えば、図２７Ｉ－２に関して説明されたように）を用
いて）。血液は吸引を停止させた後に出ない場合には、ユーザは、血餅のような何かがガ
イドカテーテル５０２をブロックしていることを知ることができる。本明細書で説明する
ように、詰まりが出るまで、ユーザは血栓吸引を行ってもよい。血液が出た場合、ユーザ
は、例えば、流体（例えば、ヘパリン化生理食塩水）と同一面となり、血栓摘出血管造影
等を実行し得る。
【０８３２】
  いくつかの実施形態では、除去された血栓（血餅）５００は、装置１０、２０、３０、
４０または別の定規を含んでいる容器上に定規５２０の隣に配置することができる。ユー
ザは、除去血栓（血餅）５０１の測定された長さを、推定された（例えば、処置の前）お
よび／または公知の（例えば、放射線不透過性の交差を用いて処置中に測定された）長さ
と比較してもよい。図２７Ｎは、定規５２０に対して血栓５０１の長さを比較した例示的
な実施形態を示す。血栓５０１は約２インチ（約５．１ｃｍ）を測定する。除去血栓５０
１の長さが、推定されたおよび／または既知の長さよりも実質的に小さい場合、ユーザは
全体の血栓５００は除去されなかったことを推定することができる。ユーザは、任意の付
加的な長さ血餅用に、吸引シリンジまたは他の装置を調べることができる。血栓５００の
一部が除去されていないという知識により、ユーザがさらなる処理戦略を把握することが
できる。以上説明したように、このような比較および除去検証は、血栓５００の一部分を
除去する時間（例えば、固定された限られた作業長による）装置と一般的に可能ではない
。
【０８３３】
  図２７Ｏはフィルタ装置として機能する血栓摘出装置の先端部１００の概略図である。
いくつかの実施形態では、拡張時に、最も遠位のバルブ（単数または複数）は、血栓（血
餅）５００の遠位側の血液の側壁を並置することができ、最遠位バルブ（単数または複数
）は、血栓摘出、血管形成術、吸引、ステント、または他の脈管処置中に分離する場合が
ある血栓（例えば、塞栓）５００を捕獲または収集できる遠位フィルタまたは挟み込み機
構として作用することができる。
【０８３４】
  図２７Ｐは、血栓摘出装置の基部９７００の２方向形状記憶効果、例えば、装置１０の
基部２００、２０、３０、４０の構成例を示した図である。基部９７００は、周囲室温（
例えば、約２５℃）のような第１の温度であるときに、基部９７００は、実質的に直線的
な形状である。基部９７００は、第２の温度（例えば、約３７℃）、体温で血液と接触し
たときに達成することができるのであれば、いくつかまたは全ての基部９７００が緩やか
なＳ字状となり、血管の解剖学的構造の曲線を模倣できるような形状とし、容器への応力
を緩和することができる。基部９７００が、血管処置、例えば、血栓摘出手順後の成形体
から除去する際に、部分または基部９７００の全てが形状を保持することができる。
【０８３５】
  血管造影中に例えば、証拠として、第１の血栓摘出試行後に、血栓（血餅）５００が完
全には除去されなかった場合、マイクロカテーテル５０４のハブ５９０を介して基端部９
７００の再導入が困難となることがある。基部９７００は、第３の温度（例えば、約１８
℃）に露出していてもよい（例えば、冷生理食塩水を含有する無菌ボウル内に配置するこ
とによって）。第３の温度に到達すると、基部９７００は、実質的に直線的な形状に戻る
。基部９７００の２方向性形状記憶効果は、複数の試みを利用することができる血管手順
において、例えば、有用であり得る。
【０８３６】
  基部が、曲がりくねった血管で折り曲がった際に、超弾性および実質的に直線的な形状
の形状セットを有する基部２００は、実質的に直線的な形状に復帰しようとする。これに
より、曲がりくねった血管による穿孔器の血管の破断を引き起こすこととなる可能性があ
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る。いくつかの実施形態では、超弾性を有する基部２００よりも血管に緩やかな２方向性
形状記憶効果を有する基部２００が設けられている。
【０８３７】
  マイクロカテーテル５０４、および、使用されれば、遠位アクセスマイクロカテーテル
５３０、装置１０、２０、３０、４０は、被写体から抜けていて、更なる処理を行わない
場合、ガイドカテーテル５０２を除去してもよく、対象が封止される（例えば、エントリ
ポイントを縫い付ける、または３Ｍから入手可能なＴｅｇａｄｅｒｍ（登録商標）のよう
な包帯や外傷用医薬材料を用いて）。上述した方法は全て記載された順番で実施または実
行する必要がある。他の工程を行うこともできる。例えば、一般的に明瞭にするために省
略されている血管アクセス、薬物処理等の工程。
【０８３８】
  態様によっては、本明細書に記載された装置１０、２０、３０、４０は、脳に用いるこ
とができる。いくつかの実施形態では、周囲の脈管構造は、本明細書に記載の装置１０、
２０、３０、４０を使用して処理することができる。いくつかの実施形態では、冠状血管
は、本明細書に記載の装置１０、２０、３０、４０を用いて処理することができる。いく
つかの実施形態では、腹部大動脈およびブランチは、本明細書に記載の装置１０、２０、
３０、４０を使用して処理することができる。
【０８３９】
  図２８Ａは、脈管内における動脈瘤５０３に近接したガイドカテーテル５０２の模式図
である。図２８Ａに示されている動脈瘤５０３は右中大脳動脈にあるが、側壁動脈瘤と分
岐動脈瘤を含む、他の動脈瘤５０３も処理されてもよい。例えば、ガイドカテーテル５０
２は、右内頸動脈にその上述した位置にルーティングされる。動脈瘤５０３は、例えば、
右内頸動脈内において、ガイドカテーテル５０２または他のカテーテル（例えば、シャト
ルまたはバルーンガイドカテーテル）を使用してＣＴスキャン血管造影やＭＲＩアンジオ
グラフィまたは血管造影法を行う間に、注意されたい。ガイドカテーテル５０２を位置決
めした後に、カテーテル血管造影図は、ガイドカテーテル５０２を用いて行うことができ
る。
【０８４０】
  図２８Ｂおよび図２８Ｃは、脈管構造内の動脈瘤５０３の遠位側のマイクロワイヤ５０
６およびワイヤ５０６を介したマイクロカテーテル５０４の模式図である。いくつかの実
施形態では、再度図２７Ｉ－１を参照すると、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０内
に挿入されたマイクロカテーテル５０４を有する遠位アクセスマイクロカテーテル５３０
が、ガイドカテーテル５０２を通り、動脈瘤５０３の基端側に右内頸動脈内に配置されて
、操作可能なマイクロワイヤ５０６上にある。操作可能なマイクロワイヤ５０６（例えば
、外径が約０．０１４インチ（約０．３６ｍｍ）は、マイクロカテーテル５０４内に挿入
され、マイクロカテーテル５０４の先端からいくらかの距離（例えば、約２ｃｍ～約４ｃ
ｍ）延出している。いくつか実施形態では、遠位アクセスマイクロカテーテル５３０は使
用されず、マイクロカテーテル５０４は、マイクロワイヤ５０６上で進入される。ワイヤ
５０６を介してマイクロカテーテル５０４を進入させた後、右内頸動脈の錐体と空洞セグ
メント内に、マイクロワイヤ５０６をいくらかの距離を進入させ、操作することができる
。例えば、約０．５ｍｍ～約５ｍｍ（例えば、中大脳動脈の上のＭ２セグメントまたは下
のＭ２セグメント）、マイクロワイヤ５０６およびカテーテル５０４が順次右内頸動脈の
床突起上セグメントに進入し、動脈瘤５０３や病変に遠位の血管系内の所望の点まで右中
大脳動脈内に進入する。動脈瘤５０３の他の場所には、それだけには限定されないが、右
内頸動脈の床突起上セグメントおよび前交通動脈を、前大脳動脈のＡ１セグメントおよび
Ａ２セグメントの接合部に含む。
【０８４１】
  図２８Ｄは、脈管内における動脈瘤５０３の遠位側のマイクロカテーテル５０４の概略
図である。マイクロワイヤ５０６は、マイクロカテーテル５０４から除去され、動脈瘤５
０３の遠位側にマイクロカテーテル５０４を残した。マイクロカテーテル５０４の先端は
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、動脈瘤５０３や病変（例えば、右中大脳動脈のセグメントまたは右中大脳動脈の下のセ
グメント）に対して遠位に約５ｍｍ～４５ｍｍ（例えば、約１５ｍｍ）の範囲であり得る
。遠位アクセスマイクロカテーテル５３０を使用するいくつかの実施形態では、遠位アク
セスマイクロカテーテル５３０の先端が動脈瘤５０３または血管系の病変よりも基端側に
約５ｍｍから５０ｍｍ（例えば、２５ｍｍ程度）の範囲とすることができる（例えば、近
位中大脳動脈、床突起上右内頸動脈または右中大脳動脈における動脈瘤５０３の右内頸動
脈の空洞セグメント内）。
【０８４２】
  再び図２７Ｅを参照すると、血管治療装置（例えば、フロー・ダイバータ）の先端部１
００は、拘束状態の先端部１００を有する導入器シース５４０を介して、マイクロカテー
テル５０４のハブ５９０に導入されることができる。血管治療装置の基部２００が押され
て、マイクロカテーテル５０４を介して装置を進入させる。先端部１００の先端が、動脈
瘤５０３の先端に遠位な、マイクロカテーテル５０４の先端が近接するまで装置を進入さ
せる。基部２００を保持したままマイクロカテーテル５０４を後退させ（例えば、露わに
なった、露出した）、装置の長手方向の位置が維持される。
【０８４３】
  図２８Ｅは、脈管内における動脈瘤５０３の遠位側に配備される血管治療装置の先端部
１００の例示的な実施形態の概略図である。マイクロカテーテル５０４の後退により、先
端背部より先端部１００が露出し、これにより、先端部１００の露出部が自己拡張可能す
る。例えば、先端部１００は、動脈瘤５０３の遠位側の脈管構造の側壁を並置するように
拡張可能な広口遠位ネック部および／または最先端バルブ９８５０を含むことができる。
【０８４４】
  いくつかの実施形態では、先端部１００は、例えば、温度に特に変更しない応力誘発マ
ルテンサイト（ＳＩＭ）により、自己拡張するように構成された少なくともいくつかの超
弾性フィラメントを有しているので、先端部１００の露出部は、自己拡張することができ
る。超弾性材料は、露出した時に、拡張した形態まで圧縮した形態から実質的に瞬時に拡
大することができる。いくつかの実施形態では、先端部１００は、例えば、温度活性化オ
ーステナイト変態（例えば、室温（約２５℃）（例えば、体温（約３７℃）より大きい、
より小さい室温（例えば、約１８℃まで）等の温度変化）に起因して自己拡張するように
構成された少なくともいくつかの形状記憶フィラメントを備えるため、先端部１００の露
出部は、自己拡張することができる。暖かい流体（例えば、体温で血液、生理食塩水）お
よび／または冷却流体（例えば、生理食塩水）と接触した時に露出すると、形状記憶材料
は、圧縮した形態から拡張した形態まで緩やかに拡張させることができる。
【０８４５】
  いくつかの実施態様では、形状記憶フィラメントの形状記憶効果は一方向とすることが
できる（例えば、形状の応力誘導変化は、加熱時に基準形状に戻り、冷却時に変化しない
）。一方向形状記憶効果とは、ある温度以上に１つの形状を記憶している。いくつかの実
施態様では、形状記憶フィラメントの形状記憶効果は、２方向とすることができる（例え
ば、形状の応力誘導変化は、加熱時に基準形状に近接して戻り、第２の形状は、冷却され
たときに実現することができる）。２方向性形状記憶効果により、材料は、第１の温度よ
り高い第１の形状と、第２の温度より低い第２の形状を記憶している。
【０８４６】
  図２８Ｆは、血管内の動脈瘤５０３にわたって配置される血管治療装置の先端部１００
の例示的な実施形態の概略図である。管状保護具とは対照的に、例えば、動脈瘤の口にわ
たってバルブおよび広口ネック部９８５０を持つ先端部１００の配置により、良好な壁並
着を可能し、かつ／またはエンドリークの危険性を低減することができる。
【０８４７】
  図２８Ｇは、血管系の動脈瘤９６４５を横切って図６Ｇの基部９６００の例示的な実施
形態の概略図である。再び図６Ｇを参照すると、先端部９６００は、例えば、血管分岐部
に近接する動脈瘤９６４５において、中大脳動脈９６４０と前大脳動脈９６３０の原点近
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傍の内頸動脈分岐における中大脳動脈９６４０および高細孔径中間バルブ９６０５の近位
ＭＩセグメント内の高い細孔サイズ遠位バルブ９６０３の配置のために利用することがで
きる。これにより、動脈９６３０、９６４０および動脈瘤９６４５に対して遠位の穿孔器
内への血流を可能にすることができ、生命を脅かす卒中をもたらし得る動脈９６３０、９
６４０への血流の閉塞を抑制または防止することができる。いくつかの実施形態では、内
頸動脈の分岐を伴わない図示の例では、床突起上内頸動脈９６３５内に配置された動脈瘤
９６４５を横切る小細孔寸法の近位セグメント９６０４の配置が動脈瘤９６４５の血栓症
を助けることができる。バルブ９６０３、９６０５、９６０７、バルブ９６１４および９
６１６の間の広口ネック部、広口近位ネック部９６１８および遠位ネック部９６１２によ
り、血管分岐部位を含む良好な壁の並置を提供でき、これにより、動脈瘤９６４５へのエ
ンドリークの危険性を抑制または防止することができる。いくつかの実施形態では、バル
ブおよび／またはネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管（単数または
複数）を約０％～約３０％の範囲で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、バルブおよび
ネック部の形状は、少なくとも部分的に保持される。いくつかの実施形態では、バルブお
よび／またはネック部の半径方向力は、血管の側壁を並置して、エンドリークを抑制また
は防止するには十分な範囲にあるが、血管を拡張するのに不十分な範囲にある。バルブお
よびネック部の形状は長く保持されず、その結果、目標の血管に基づいて、テーパ状であ
ろうと非テーパ状であろうと、先端部９６００の形状は実質的に管状である。
【０８４８】
  図２８Ｈは、血管内の動脈瘤１１１５０を横切って配置された図７Ｂの先端部１１１０
０の例示的な実施形態の概略図である。先端部１１１００は、図２８Ｈに示されている腹
大動脈瘤（ＡＡＡ）１１１５０等の血管分岐点で紡錘状の動脈瘤内で配置させるために、
例えば、有用であり得る。いくつかの実施形態において、この手順は、１動脈アクセス、
例えば、左総大腿動脈および左総腸骨動脈１１１４０を通して経皮的に、完全に実行する
ことができる。例えば、左総腸骨動脈１１１４０に大きな孔サイズの近位側ネック部１１
１２０および右総腸骨動脈１１１６０に大きな孔サイズの近位中間ネック部１１１２５の
配置により、動脈への血流を可能とし、これにより動脈の閉塞を防止し、さもなければ、
腎不全または生命を脅かす肢の虚血をもたらし得る。いくつかの実施形態において、この
腎上部または腎下部腹部大動脈に大きな孔サイズの遠位ネック部１１１３０を配置するこ
とにより、血流の腎動脈１１１４５への流れを可能とし、これにより、血流の閉塞を抑制
または防止し、さもなければ、腎不全に繋がる可能性がある。実施形態によっては、腎下
部腹部大動脈内の腹部大動脈において、動脈瘤１１１５０を挟んで、バルブ１１１０５、
１１１１０の間の小さな細孔サイズの球状近位バルブ１１１０５と、細長い遠位バルブ１
１１１０と、首部１１１１５を配置することにより、動脈瘤１１１５０の血栓症を助ける
ことができる。大細孔サイズの近位側ネック部１１１２０、は左右の総腸骨動脈１１１４
０内に配置することができる。近位医療ネック部１１１２５の比較的短い長さおよび大き
な孔径を考慮すると、ネック部１１１２５が左右の総腸骨動脈１１１６０の原点に配置す
ることができるが、近位側ネック部１１１２０が左右の総腸骨動脈１１１４０に配置され
、これにより、動脈への血流を可能にすることができ、これらの動脈への血流の閉塞を抑
制または防止することができる。さもなければ、腎不全または生命を脅かす肢の虚血をも
たらし得る。いくつかの実施形態では、バルブおよび／またはネック部の力／抵抗（例え
ば、半径方向の力）が目標血管（単数または複数）を約０％～約３０％の範囲で僅かに拡
張するのに十分な範囲にあり、バルブおよびネック部の形状は、少なくとも部分的に保持
される。いくつかの実施形態では、バルブおよび／またはネック部の半径方向力は、容器
の側壁を並置して、エンドリークを抑制または防止するには十分であるが、血管を拡張す
るのに不十分な範囲にある。バルブおよびネック部の形状は長く保持されず、その結果、
目標の血管に基づいて、テーパ状であろうと非テーパ状であろうと、遠位部分１１１００
の形状は実質的に管状である。
【０８４９】
  図２８Ｉは脈管内における動脈瘤９０５０を横切って配置された図６Ａの遠位部分９０
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００の例示的な実施形態の概略図である。遠位部分９０００は、内頸動脈９０３０の床突
起上セグメントに配置された広口後交通動脈脳動脈瘤９０５０を横切って、小さな孔径中
間セグメント９００２の配置に、例えば、有用であり得、動脈瘤９０５０の血栓症を助け
ることができる。動脈瘤９０５０の両側の高細孔径の基端部分９００６と高細孔径遠位セ
グメント９００４の配置は、動脈瘤９０５０に近位および遠位の動脈への血流、例えば、
近位眼動脈９０４０および遠位前方脈絡膜動脈９０４５および上位下垂体動脈遠位９０３
５に近位および遠位の動脈への血流を可能とし、これにより、動脈９０３５、９０４０、
９０４５の閉塞および／または得られた機能不全（例えば、眼科動脈９０４０の閉塞は、
失明を引き起こす可能性があり、前脈絡膜動脈９０４５の閉塞が手足麻痺を引き起こすこ
とができる）を抑制または防止することができる。遠位部９０００のバルブおよび広口ネ
ック部は、脈管分岐部位を含み、良好な壁並着を提供し、これにより、動脈瘤９０５０へ
のエンドリークの危険性を阻止または防止することができる。いくつかの実施形態では、
バルブおよび／またはネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管（単数ま
たは複数）を約０％～約３０％の範囲で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、バルブお
よびネック部の形状は、少なくとも部分的に保持される。いくつかの実施形態では、バル
ブおよび／またはネック部の半径方向力は、血液の側壁を並置し、エンドリークを抑制ま
たは防止するには十分であるが、血管を拡張するのに不十分な範囲にある。バルブおよび
ネック部の形状が長く保持されず、その結果、目標の血管に基づいて、テーパ状であろう
と非テーパ状であろうと、先端部９０００の形状は実質的に管状である。
【０８５０】
  図２８Ｊは、脈管内における動脈瘤９１３５を横切って展開図６Ｂの先端部９１００の
例示的な実施形態の概略図である。先端部９１００は、中大脳動脈９１３０の遠位ｍｌセ
グメントの近くに配置された近位中大脳動脈Ｍ２セグメント脳動脈瘤９１３５を横切って
小細孔寸法の遠位セグメント９１１０を配置するのに有用であり、動脈瘤９１３５の血栓
症を助けることができる。中大脳動脈９１３０の遠位Ｍｌセグメントを横切ったに高細孔
径の基端部分９１２０の配置により、中大脳動脈９１３０の遠位ｍｌセグメントから生じ
る穿孔器（例えば、近位側レンズ型線条穿孔動脈９１４０、９１４５）への血流を可能と
し、穿孔器９１４０、９１４５の閉塞のおよび／または得られた機能不全（例えば、レン
ズ型線条穿孔器９１４０、９１４５の閉塞が手足麻痺を引き起こすことがある）を抑制ま
たは防止することができる。先端部９１００のバルブおよび広口ネック部は、脈管分岐部
位を含み、良好な壁付着を提供し、これにより、動脈瘤９１３５へのエンドリークの危険
性を阻止または防止することができる。いくつかの実施形態では、バルブおよび／または
ネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管（単数または複数）を約０％～
約３０％の範囲で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、バルブおよびネック部の形状は
、少なくとも部分的に保持される。いくつかの実施形態では、バルブおよび／またはネッ
ク部の半径方向力は、血管の側壁を並置して、エンドリークを抑制または防止するには十
分な範囲にあるが、血管を拡張するのに不十分な範囲にある。バルブおよびネック部の形
状は長く保持されず、その結果、目標の血管に基づいて、テーパ状であろうと非テーパ状
であろうと、先端部９１００の形状は実質的に管状である。
【０８５１】
  図２８Ｋは、血管内の動脈瘤９２４０を横切って配置した図６Ｃの先端部９２００の例
示的な実施形態の概略図である。先端部９２００は、空洞の動脈瘤９２４０に遠位側の内
頸動脈９２３０に高細孔径先端セグメント９２１０の配置に有用であり、これにより、動
脈９２３５（例えば、眼動脈）への血流を可能とし、動脈９２３５の閉塞および／または
得られた機能不全（例えば、眼科動脈９２３５の閉塞は、失明の原因となり得る）を抑制
または防止することができる。内頸動脈９２３０の遠位空洞セグメント内に配置された脳
動脈瘤９２４０を横切って小細孔寸法の近位セグメント９２２０の配置により、動脈瘤９
２４０の血栓症を助けることができる。遠位部９２００のバルブおよび広口ネック部）は
、脈管分岐部位を含み、良好な壁並着を提供し、これにより、動脈瘤９２４０へのエンド
リークの危険性を阻止または防止することができる。いくつかの実施形態では、バルブお
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よび／またはネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管（単数または複数
）を約０％～約３０％の範囲で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、バルブおよびネッ
ク部の形状は、少なくとも部分的に保持される。いくつかの実施形態では、バルブおよび
／またはネック部の半径方向力は、容器の側壁を並置して、エンドリークを抑制または防
止するには十分であるが、血管を拡張するのに不十分な範囲にある。バルブおよびネック
部の形状は長く保持されず、その結果、目標の血管に基づいて、テーパ状であろうと非テ
ーパ状であろうと、先端部９２００の形状は実質的に管状である。
【０８５２】
  図２８Ｌは、脈管内における動脈瘤９３３５および９３４０を横切って配置された図６
Ｄの先端部９３００の例示的な実施形態の概略図である。例えば、血管９３３０に沿った
２つの動脈瘤９３３５、９３４０は、分枝血管９３５０を含むセグメントによって分離さ
れている場合、遠位部９３００は有用であり得る。内頸動脈９３３０の床突起上セグメン
トの後通信動脈（Ｐ－Ｃｏｍｍ）脳動脈瘤９３３５を挟んだ小細孔寸法の遠位セグメント
９３０４の配置および内頸動脈９３３０の遠位空洞内頸動脈の動脈瘤９３４０を挟んだ小
細孔寸法の近位セグメント９３０６の配置は、動脈瘤９３３５、９３４０の血栓症を補助
することが可能であり、Ｐ－Ｃｏｍｍ動脈瘤９３３５および遠位空洞内頸動脈瘤９３４０
との間の高い細孔径中間セグメント９３２０の配置が、眼動脈９３５０への血流を可能と
し、これにより、眼動脈９３５０の閉塞を抑制または防止し、そうでなければ、失明の原
因となる。遠位部９２００のバルブおよび広口ネック部は、脈管分岐部位を含み、良好な
壁並着を提供し、これにより、動脈瘤９３３５、９３４０へのエンドリークの危険性を阻
止または防止するができる。いくつかの実施形態では、バルブおよび／またはネック部の
力／抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管（単数または複数）を約０％～約３０％の
範囲で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、バルブおよびネック部の形状は、少なくと
も部分的に保持される。いくつかの実施形態では、バルブおよび／またはネック部の半径
方向力は、容器の側壁を並置し、エンドリークを抑制または防止するには十分であるが、
血管を拡張するのに不十分な範囲にある。バルブおよびネック部の形状が長く保持されず
、その結果、目標の血管に基づいて、テーパ状であろうと非テーパ状であろうと先端部９
３００の形状は実質的に管状である。
【０８５３】
  図２８Ｍは、脈管内における動脈瘤９４３５を横切って配置された図６Ｅの先端部９４
００の例示的な実施形態の概略図である。動脈瘤９４３５は、いくつかの動脈および／ま
たは穿孔器の間にあるときに先端部９４００は、例えば、有用であり得る。例えば、椎骨
動脈９４４５のＶ４セグメントに切除用擬似動脈瘤９４３５を挟んで小細孔寸法の中間セ
グメント９４３０を配置により、動脈瘤９４３５の血栓症を助けることができ、動脈瘤９
４３５に近位および遠位の動脈を挟んで高細孔径の基端部分９４０４および高細孔径先端
セグメント９４０２の配置によりは、動脈（例えば、近位後方下方小脳動脈（ＰＩＣＡ）
９４７０および遠位脳底動脈９４４０およびその穿孔器９４６０、９４６５）への血流を
可能とし動脈の閉塞および／または得られた機能不全（例えば、ＰＩＣＡ９４７０の閉塞
が歩行中にバランスの問題を引き起こす可能性があり、脳底動脈９４４０またはその穿孔
器の閉塞が生命を脅かす卒中をもたらし得る等）を抑制または防止することができる。媒
体編み込み角度セグメント９４０６、９４０８は、中細孔サイズはばらつきを有しており
、先端部９４００を配置しながら誤差を考慮することが可能であり、これにより、動脈ま
たはその穿孔器の閉塞を抑制または防止することができる。椎骨動脈９４５０の対側Ｖ４
セグメントは高細孔径先端セグメント９４０２の織りネック部とバルブを介して対側ＰＩ
ＣＡ９４５５および脳底動脈９４４０を供給することができる。遠位部９４００のバルブ
および広口ネック部は、脈管分岐部位を含み、良好な壁並着を提供し、これにより、動脈
瘤９４３５へのエンドリークの危険性を阻止または防止するができる。いくつかの実施形
態では、バルブおよび／またはネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管
（単数または複数）を約０％～約３０％の範囲で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、
バルブおよびネック部の形状は、少なくとも部分的に保持される。いくつかの実施形態で
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は、バルブおよび／またはネック部の半径方向力は、容器の側壁を並置し、エンドリーク
を抑制または防止するには十分であるが、血管を拡張するのには十分な範囲にある。バル
ブおよびネック部の形状が長く保持されず、その結果、目標の血管に基づいて、テーパ状
であろうと非テーパ状であろうと先端部９４００の形状は実質的に管状である。
【０８５４】
  図２８Ｎは、脈管内における動脈瘤９５４０および９５５０を挟んで配置した図６Ｆの
先端部９５００の例示的な実施形態の概略図である。先端部９５００は、例えば、腎下部
腹部大動脈９５３０内に配置された紡錘形の大動脈の動脈瘤部分９５４０、９５５０を挟
んで（大動脈－腸骨分枝部分を含まず）小細孔寸法の中間セグメント９５０４を配置する
のに有用であり、動脈瘤９５４０、９９５０の血栓症を助けることができる。動脈瘤９５
４０、９５５０に近位および遠位の動脈を挟んだ高細孔径の基端部分９５０６と高細孔径
先端セグメント９５０２の配置により、これらの動脈（例えば、遠位バイラテラル腎動脈
９５３５、９５４５および近位の肋間および腰動脈）への血流が可能となり、閉塞および
／または得られた機能不全（例えば、腎臓への血流の欠如は、腎不全につながる可能性が
ある、肋間および腰動脈の閉塞は、腸および膀胱機能不全につながる等）を抑制または防
止することができる。先端部９５００のバルブ９５０３、９５０５、９５０７、バルブ９
５０３、９５０５との間の広口ネック部９５１４、バルブ９５０５、９５０７間の広口ネ
ック部９５１６、広口近位ネック部９５１８、広口遠位ネック部９５１２は、良好な壁並
着を提供し、これにより、動脈瘤９５４０、９５５０へのエンドリークの危険性を阻止ま
たは防止するができる。いくつかの実施形態では、バルブおよび／またはネック部の力／
抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管（単数または複数）を約０％～約３０％の範囲
で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、バルブおよびネック部の形状は、少なくとも部
分的に保持される。いくつかの実施形態では、バルブおよび／またはネック部の半径方向
力は、血液の側壁を並置し、エンドリークを抑制または防止するには十分であるが、血管
を拡張するのに不十分な範囲にある。バルブおよびネック部の形状が長く保持されず、そ
の結果、目標の血管に基づいて、テーパ状であろうと非テーパ状であろうと先端部９５０
０の形状は実質的に管状である。
【０８５５】
  図２８Ｏは、血管系の分岐動脈瘤１１００５を横切って配置された図７Ａの先端部１１
０００の例示的な実施形態の概略図である。先端部１１０００は、脈管の分岐部における
動脈瘤において、中大脳動脈１１０１５の近位Ｍｌセグメントの大細孔サイズの遠位横ネ
ック部１１０１９および前大脳動脈１１０２５のＡｌセグメントの大細孔サイズの遠位中
間ネック部１１０１８の配置に有用であり、動脈への血流を可能にすることができ、これ
らの動脈への血流の閉塞を抑制または防止することができ、そうでなければ、生命を脅か
す卒中をもたらし得る。いくつかの実施形態では、遠位の側の内頸動脈１１０３５分岐部
における一定の動脈瘤１１００５を挟んだ小さな細孔サイズの球状先端球１１０１２の配
置が動脈瘤１１００５の血栓症を助けることができる。いくつか実施形態では、遠位前出
床突起内頸動脈１１０３５は、広口ネック部１１０１６、近位細長いバルブ１１０１４、
および近位ネック部１１０１７を含む先端部１１０００の大きな孔サイズの基端部分の配
置は、遠位前出床突起動脈から生じる分岐への血流を可能とし、動脈への血流の閉塞を抑
制または防止することができ、そうでなければ、生命を脅かす卒中をもたらし得る。いく
つかの実施形態では、バルブおよび／またはネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力
）が目標血管（単数または複数）を約０％～約３０％の範囲で僅かに拡張するのに十分な
範囲にあり、バルブおよびネック部の形状は、少なくとも部分的に保持される。いくつか
の実施形態では、バルブおよび／またはネック部の半径方向力は、容器の側壁を並置して
、エンドリークを抑制または防止するには十分な範囲にあるが、血管を拡張するのに不十
分な範囲にある。バルブおよびネック部の形状が長くは長く保持されず、その結果、目標
の血管に基づいて、テーパ状であろうと非テーパ状であろうと、先端部１１０００の形状
は実質的に管状である。
【０８５６】
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  図２８Ｐは、脈管構造内側壁動脈瘤５０３を横切って配置された図６Ｈの先端部１１３
００の第１の例示的な実施形態の概略図である。先端部１１３００は、例えば、側壁脳底
動脈、脳動脈瘤５０３を横切って中央セグメント１１３１０の小細孔寸法の第２の部分１
１３１２の配置に有用であり、動脈瘤５０３の血栓症を助けることができる。動脈瘤５０
３に近位および遠位する遠位動脈９４６０、９４６５を横切って中央セグメント１１３１
０の孔径の基端部分１１３１５、高細孔径遠位セグメント１１３０５、高い細孔サイズの
第１の部分１１３１１の配置は、動脈（例えば、近位前劣小脳動脈、脳底穿孔器、および
／または遠位優小脳動脈）への血流を可能とし、脳底穿孔器および他のブランチ９４６０
、９４６５の閉塞および／または得られた機能不全を抑制または防止するこが可能であり
、そうでなければ、手足麻痺を伴う脳卒中を引き起こす可能性がある。いくつかの実施形
態では、バルブおよび／またはネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管
（単数または複数）を約０％～約３０％の範囲で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、
バルブおよびネック部の形状は、少なくとも部分的に保持される。いくつかの実施形態で
は、バルブおよび／またはネック部の半径方向力は、血管の側壁を並置して、エンドリー
クを抑制または防止するには十分な範囲にあるが、血管を拡張するのに不十分な範囲にあ
る。バルブおよびネック部の形状は長く保持されず、その結果、目標の血管に基づいて、
テーパ状であろうと非テーパ状であろうと、先端部１１３００の形状は実質的に管状であ
る。
【０８５７】
  図２８Ｑは、脈管構造中の血管奇形５０７を横切って配置された図６Ｊの先端部９９０
０の例示的な実施形態の概略図である。先端部９９００は、例えば、動静脈管腔５０７の
ような脈管奇形であってもよい。例えば、横脳静脈洞に高い細孔サイズのセグメント９９
０２および互いの基部付近に内頸静脈で高い細孔径の基端部分９９０６を配置することに
より、これらの静脈に通常の静脈排水をもたらし、静脈洞（例えば、Ｌａｂｂｅ９９３１
の静脈、優れたＰｅｒｔｒｏｓａｌ洞９９３２、劣るＰｅｔｒｏｓａｌ静脈洞９９３４等
）から静脈排水の閉塞を抑制または防止する。この不用意な閉塞は、生命を脅かす卒中を
もたらし得る。Ｓ字状の脳静脈洞に動静脈－静脈管腔排水の部位９９３３を挟んで小細孔
寸法の中間セグメント９９０４を配置することにより、動静脈－静脈管腔５０７の血栓症
を助けることができる。遠位部９９００のバルブおよび広口近位および遠位ネック部は脳
静脈洞および静脈内で良好な壁並着を提供することができる。いくつかの実施形態では、
バルブおよび／またはネック部の力／抵抗（例えば、半径方向の力）が目標血管（単数ま
たは複数）を約０％～約３０％の範囲で僅かに拡張するのに十分な範囲にあり、バルブお
よびネック部の形状は、少なくとも部分的に保持される。いくつかの実施形態では、バル
ブおよび／またはネック部（６、１０、１４）の半径方向力は、血管の側壁を並置して、
エンドリークを抑制または防止するには十分な範囲にあるが、血管を拡張するのに不十分
な範囲にある。バルブおよびネック部の形状は長く保持されず、その結果、目標の血管に
基づいて、テーパ状であろうと非テーパ状であろうと、先端部９９００の形状は実質的に
管状である。
【０８５８】
  図２９Ａは、管腔を横切って配置された図７Ｃの先端部１１４００の例示的な実施形態
の概略図である。図２４Ｂの先端部１２２００は、管腔を横切って配置されてもよい。処
理をせずに、血液は第１の空洞洞１１４５０から、管腔を通って、第２の空洞洞１１４５
５に流入してもよく、および／またはその逆にしてもよい。管腔を通る流れは、高い圧力
で血液が低い圧力で空洞副鼻腔内に管腔を通過可能な噴射作用によって特徴付けることが
できる。圧力が管腔の閉塞または治癒を可能にするように血栓が所定の位置に形成された
り、または残されたりすることを抑制または防止をすることができるので、このジェット
作用は、管腔のサイズを維持することができる。
【０８５９】
  先端部１１４００、１２２００は、ここに記載されているように配置される。ガイドカ
テーテルおよび拡張器は、エントリポイントに部分的に挿入される。大腿静脈アプローチ
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は、頸動脈空洞管腔等の動静脈管腔を治療するのに使用することができる。大腿静脈は、
経皮的エントリポイントとして働くことができる。カテーテル血管造影図に関して上述し
たように、脚部は、両方が頭の方向を向いているため、いずれも使用することができ、脚
部の１つに周辺病変には、影響されない脚を用いることができる。操作可能なガイドワイ
ヤ（例えば、約１５０ｃｍ～約１８０ｃｍの長さを有する）は、ガイドカテーテルおよび
拡張器に挿入され、拡張器の遠位端からいくらかの距離（例えば、約２インチ（約５ｃｍ
））を拡張する。ガイドカテーテルおよび拡張器を、ガイドワイヤ上に進入させた後、操
作可能なガイドワイヤをいくらかの距離を進入させ、操作することができる。拡張器が除
去される。操作可能なガイドワイヤとガイドカテーテルを順次心臓の右心房、腕頭静脈内
を通って下大静脈内に進入して、脈管構造（例えば、頭蓋骨の基部に内頸静脈）内の所望
の点まで進められる。操作可能なガイドワイヤを除去した後に、ガイドカテーテルが適所
に残される。進入が停止する血管系の所望の点は、拡張器のさらなる進入が脈管構造を貫
通した点であってもよい。
【０８６０】
  いくつかの実施形態では、再度図２７Ａを参照すると、マイクロカテーテル５０４は、
操舵可能なマイクロワイヤ５０６の上部および動静脈管腔に近接した頭蓋骨の基部に内頸
静脈に配置された案内カテーテル５０２を通って進入することができる。操作可能なマイ
クロワイヤ５０６（例えば、外径が約０．０１４インチ（約０．３６ｍｍ）は、マイクロ
カテーテル５０４内に挿入され、マイクロカテーテル５０４の先端からいくらかの距離（
例えば、約２ｃｍ～約４ｃｍ）延出している。いくつか実施形態では、遠位アクセスマイ
クロカテーテル５３０を使用することであり、マイクロカテーテル５０４は、マイクロワ
イヤ５０６上でこれに沿って進入される。ワイヤ５０６を介してマイクロカテーテル５０
４を進入させた後、マイクロワイヤ５０６は、シグモイドと横脳静脈洞にいくらかの距離
だけ進入させ、操作することができる。マイクロワイヤ５０６およびカテーテル５０４が
順次脈管構造（例えば、空洞副鼻腔内に）内の所望の点まで進入させることができる。マ
イクロカテーテル５０４が定位置にある一方で、マイクロワイヤ５０６は除去または格納
される。
【０８６１】
  先端部１１４００は、例えば、管腔は、２つの中空キャビティ間の異常通信の流れ分断
器であってもよい。例えば、低孔径バルブ１１４３５、１１４２５は、左空洞静脈洞１１
４５５になるように先端部１１４００が、空洞静脈洞内で行われる場合には、細孔径バル
ブは右空洞静脈洞１１４５０中の１１４０５、１１４１５であり、高い細孔径ネック部１
１４２４が２空洞静脈洞１１４５０、１１４５５との間であり、低い細孔径セグメントは
、他の空洞静脈洞の流れを減少させることによって流れの中断を引き起こす可能性があり
、頸動脈空洞フィステルの血栓症を助けることができる。他の例では、バルブ１１４３５
、１１４２５は、左空洞静脈洞１１４５５になるように先端部１２２００が、空洞静脈洞
内で行われる場合には、バルブは１１４０５、右空洞静脈洞１１４５０に１１４１５であ
り、高い細孔径ネック部１１４２４が２つの空洞静脈洞１１４５０、１１４５５との間で
あり、低い細孔径セグメント（例えば、バルブ１１４０５、１１４３５）は、他の空洞静
脈洞への流れを減少させることによって流れの中断を引き起こす可能性があり、頸動脈空
洞フィステルの血栓症を助けることができる。２つの空洞静脈洞１１４５０、１１４５５
の間に高細孔径広口首部１１４２４を配置することが、２つの空洞静脈洞１１４５０、１
１４５５の間のソフト足場としての役割を果たすことができ、頸動脈空洞フィステルの血
栓症を助けることができる。
【０８６２】
  本明細書で説明するように、図７Ｃ－２は、遠位ネック部１１４２８が、長手方向の極
軸から半径方向にオフセットされ、かつ／または近位のネック部１１４２０に長手方向に
整列されていない先端部１２２００を示す。流体は、遠位ネック部１１４２８を介して左
空洞静脈洞１１４５５から先端部１２２００に入ることができる。近位ネック部１１４２
０、は、長手方向の極軸から半径方向にオフセットされ、かつ／または遠位首部１１４２
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８に長手方向に整列されないので噴射作用が中断される。流体は、近位ネック部１１４２
０を介して右空洞静脈洞１１４５０から先端部１２２００に入ることがある。遠位ネック
部１１４２８、は、長手方向の極軸から半径方向にオフセットされかつ／または近位ネッ
ク部１１４２０に長手方向に整列されないので噴射作用が妨害されることがある。ジェッ
ト効果は、さらにまたは代替として２つの外側バルブ１１４０５、１１４３５によって分
断される。２つの外側バルブ１１４０５、１１４３５では、比較的高い編角および／また
は低多孔率は、先端部１１４００、１２２００を通って軸方向に流れる血液の量を低減す
ることができる。ジェット効果の破壊は、血栓形成を促進し、管腔の閉塞を促進ができる
。血栓は２つの内部バルブ１１４１５、１１４２５により捕捉することができる。管腔を
介していくつかの潅流を可能にして、基部１１４００および先端部１２２００により可能
なように、２個のインナーバルブ１１４１５、１１４２５内で血栓を捕捉することにより
、管腔の完全閉塞よりも良好な治癒を促進することができ、例えば、血栓の形成および管
腔閉塞を防止することができる。本明細書に記載したいくつかの実施形態において、細胞
は少なくとも２つの内管１１４１５、１１４２５および管腔内で成長し、管腔を閉塞させ
ることができる。
【０８６３】
  本明細書に記載したように、図７Ｃは、２本の内側バルブ１１４１５、１１４２５は、
比較的高い編角を有する先端部１１４００を示している。高い編角により、２つの内部バ
ルブ１１４１５、１１４２５が、例えば、２の外側バルブ１１４０５、１１４３５を通っ
て灌流の血液のジェット効果を破壊するのに役立つことを可能にする。本明細書で説明す
るように、図７Ｃ－２は、２つのインナーバルブ１１４１５、１１４２５を含む、中間セ
グメントが、比較的低い編角を有する先端部１２２００を示している。低編角により、２
つの内部バルブ１１４１５、１１４２５が空洞洞１１４５０、１１４５５との間の壁に密
着して沿うことができる。
【０８６４】
  図２９Ｂは、心臓壁の動脈瘤１１６５０内に配置された図７Ｄの先端部１１６００の例
示的な実施形態の概略図である。大腿動脈のアプローチは、心室壁の動脈瘤のような心臓
壁の動脈瘤１１６５０を治療するために使用することができる。大腿動脈を経皮エントリ
ポイントとして作用することができる。カテーテル血管造影図に関連して上述したように
、いずれの脚は、心臓に向けて両方の点から使用することができる。
【０８６５】
  先端部１１６００は、ここに記載されているように配置される。ガイドカテーテルおよ
び拡張器は、エントリポイントに部分的に挿入される。操作可能なガイドワイヤ（例えば
、約１５０ｃｍ～約１８０ｃｍの長さを有する）は、ガイドカテーテルおよび拡張器に挿
入され、拡張器の遠位端からいくらかの距離（例えば、約２インチ（約５ｃｍ））を拡張
する。ガイドカテーテルおよび拡張器を、ガイドワイヤ上に進入させた後、操作可能なガ
イドワイヤをいくらかの距離を進入させ、操作することができる。拡張器が除去される。
操作可能なガイドワイヤとガイドカテーテルが順次大動脈弓１１６６０を介して、脈管構
造（例えば、心臓の左心室１１６６５）内の所望の点まで下降腹部大動脈１１６５５に進
入することができる。操作可能なガイドワイヤを除去した後に、ガイドカテーテルが適所
に残される。進入が停止する血管系の所望の点は、拡張器のさらなる進入が脈管構造を貫
通した点であってもよい。心臓の室造影は、ガイドカテーテルを通って進入した、４  Ｆ
ｒ（例えば、約１．３３ｍｍ）または５  Ｆｒ（例えば、約１．６７ｍｍ）豚の尻尾の形
状の診断用カテーテルを使用して実行することができ、これは左室１１６６５内の安定な
位置にある。ヨウ素（たとえば、イオヘキソール、イオジキサノール等）を含む色素は心
室壁の動脈瘤１１１６０の直描の豚の尻尾の形状の診断用カテーテルを通して噴射される
。豚の尻尾の形状のカテーテルは、左心室１１６６５内に安定した位置にガイドカテーテ
ルを用いて除去する。
【０８６６】
  いくつかの実施形態では、再度図２７Ａを参照すると、マイクロカテーテル５０４は、
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操舵可能なマイクロワイヤ５０６の上部および心室壁動脈瘤１１１６０に近接した左室１
１６６５内に配置されたガイドカテーテル５０２を通って進入させてもよい。操作可能な
マイクロワイヤ５０６（例えば、約０．０１４インチ（約０．３６ｍｍ）の外径を有する
）は、マイクロカテーテル５０４内に挿入され、マイクロカテーテル５０４の遠位端から
いくらかの距離（例えば、約２ｃｍ～約４ｃｍ）延びている。いくつか実施形態では、遠
位アクセスマイクロカテーテル５３０を使用することができ、マイクロカテーテル５０４
は、マイクロワイヤ５０６の上部および遠位アクセスマイクロカテーテル５３０を通って
進入される。ワイヤ５０６を介してマイクロカテーテル５０４を進入させた後、マイクロ
ワイヤ５０６は、心室壁の動脈瘤１１６５０にいくらかの距離だけ進入させ、操作するこ
とができる。マイクロワイヤ５０６およびマイクロカテーテル５０４は心室壁の動脈瘤１
１６５０のドーム内に順次進入するようにしてもよい。マイクロカテーテル５０４が定位
置にある一方で、マイクロワイヤ５０６は除去または格納される。
【０８６７】
  先端部１１６００は、例えば、有用な心室壁の動脈瘤１１６５０であってもよい。例え
ば、心室壁の動脈瘤１１６５０の口の両端に小さな孔径近位バルブ１１６０５を配置する
ことにより、心室壁の動脈瘤１１６５０への流れを減少させることによって流れの中断を
引き起こす可能性があり、心室壁の動脈瘤１１６５０の血栓症を助けることができる。心
室壁の動脈瘤１１６５０のドームに、高細孔径中間バルブ１１６１５および高細孔径先端
球１１６２５を配置することにより、動脈瘤１１６５０内の軟らかい足場を形成すること
により、動脈瘤１１６５０内の流れの中断を引き起こす可能性があり、動脈瘤１１６５０
の血栓症を助けることができる。遠位ネック部１１６０６は短く、低編角を有しているた
め、動脈瘤１１６５０のドーム内の遠位部１１６００のソフト配置を提供することが可能
である。遠位部１１６００のバルブ１１６０５、１１６１５、１１６２５、ネック部１１
６０２、１１６０４および遠位ネック部１１６０６は、心室壁の動脈瘤１１６５０内に壁
面並着を提供することができる。
【０８６８】
  遠位ネック部１１６０６は、長手方向の極軸から半径方向にずれている、および／また
は近位ネック部または開口部に長手方向に整列されていない実施形態では、流体は、近位
ネック部または開口部を通って先端部１１６００に流入することができる。近位ネック部
または開口部および遠位ネック部１１６０６が、高圧での血液の流れを抑制または防止す
るため、流体の流れが中断することがあり、これにより、動脈瘤１１６５０の血栓の形成
および閉鎖性を高めることができる。血栓は、バルブ１１６１５、１１６２５によって捕
捉することができる。動脈瘤１１６５０へのいくつかの潅流を可能にして、先端部１１６
００により可能なように、バルブ１１６１５、１１６２５内で血栓を捕捉することにより
、動脈瘤１１６５０完全閉塞よりも良好な治癒を促進することができる。
【０８６９】
  図２９Ｃは、心臓の左心房の付属器１１５３０内に配置された図７Ｅの先端部１１５０
０の第１の例示的な実施形態の概略図である。大腿静脈アプローチは、左心房の付属器１
１５３０を閉塞するために使用することができる。大腿静脈は、経皮的エントリポイント
として働くことができる。カテーテル血管造影図に関連して上述したように、いずれの脚
は、心臓に向けて両方の点から使用することができる。
【０８７０】
　図２９Ｄは、血管系内の動脈瘤１２７６０内に展開された血管治療装置の例示的な実施
形態の概略図である。この装置は、近位バルブ１２８９０と、遠位バルブ１２９００と、
近位バルブ１２８９０に近接する近位ネック部１２８７０と、遠位バルブ１２９００の遠
位の遠位ネック部１２８８０と、近位バルブ１２８９０と遠位バルブ１２８９５との間の
中間ネック部１２８９５とを備える。動脈瘤１２７６０を閉塞するために、大腿動脈、肝
動脈アプローチを使用することができる。この装置は、嚢内流れかく乱器として機能する
ことができるので、脳動脈瘤、末梢動脈瘤、内臓動脈瘤、および体内の他の場所の動脈瘤
を含む破裂した動脈瘤を有する患者に使用することができる。動脈瘤１２７６０の口の流
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入領域に近い近位バルブ１２８９０は、遠位バルブ１２９００よりも低い気孔率を有し、
それによって（例えば、流れの崩壊などによって）動脈瘤１２７６０内に生成された血餅
が親血管に入ることを抑制または防止することができる。遠位バルブ１２９００は、近位
バルブ１２８９０より高い気孔率、および小さい半径方向の力を有し、それによって動脈
瘤１２７６０の壁上で穏やかになり得る。いくつかの実施形態では、近位ネック部１２８
７０および中間ネック部１２８９５および遠位ネック部１２８８０の少なくとも１つがず
らされており、それによって、親血管から動脈瘤１２７６０への流れのジェット効果を回
避することができ、動脈瘤破裂のリスクを低減することができる。いくつかの実施形態で
は、近位バルブ１２８９０および遠位バルブ１２９００は、（例えば、ずれたネック部の
有無にかかわらず）同じ気孔率を有してもよい。
【０８７１】
　図２９Ｅは、血管系内の動脈瘤１２７６０に展開された血管治療装置の別の例示的な実
施形態の概略図である。この装置は、近位バルブ１２９１０と、遠位バルブ１２９００と
、近位バルブ１２９１０と遠位バルブ１２９００との間の中間バルブ１２９２０と、近位
バルブ１２９１０に近接する近位ネック部１２８７０と、遠位バルブ１２９００の遠位の
遠位ネック部１２８８０と、近位バルブ１２９１０と中間バルブ１２９２０との間の第１
の中間ネック部１２９３０と、中間バルブ１２９２０と遠位バルブ１２９００との間の第
２の中間ネック部１２９４０とを備える。この装置は、嚢内流れかく乱器として機能する
ことができるので、脳動脈瘤、末梢動脈瘤、内臓動脈瘤、および体内の他の場所の動脈瘤
を含む破裂した動脈瘤を有する患者に使用することができる。バルブ１２９００、１２９
１０、１２９２０間の可変の気孔率は、動脈瘤１２７６０を血栓処理し、血餅を生成する
足場を作りだすことができる。バルブ１２９００、１２９１０、１２９２０の間の可変の
気孔率は、動脈瘤１２７６０内の血餅を区画化するように働くことができ、それによって
血餅の脱落または塞栓を抑制または防止することができる。動脈瘤の口の流入領域に近い
近位のバルブ１２９１０は、遠位バルブ１２９００よりも低い気孔率を有することができ
、それによって（例えば、流れの崩壊などによって）動脈瘤１２７６０内で生成された血
餅が親血管に入ることを抑制または防止することができる。中間バルブ１２９２０は、遠
位バルブ１２９００よりも低い気孔率を有することができ、それによって（例えば、流れ
の崩壊などによって）動脈瘤１２７６０内で生成された血餅が親血管に入ることを抑制ま
たは防止することができる。いくつかの実施形態では、遠位バルブ１２９００は、高い気
孔率と、近位バルブ１２９１０および中間バルブ１２９２０の少なくとも１つよりも小さ
い半径方向の力とを有し、それによって動脈瘤１２７６０の壁上で穏やかになり得る。い
くつかの実施形態では、近位ネック部１２８７０は、第１の中間ネック部１２９３０、第
２の中間ネック部１２９４０、遠位ネック部１２８８０の少なくとも１つからずらされて
もよく、それによって親血管から動脈瘤１２７６０への流れのジェット効果を回避するこ
とができ、動脈瘤破裂のリスクを低減することができる。いくつかの実施形態では、近位
バルブ１２９１０、中間バルブ１２９２０、および遠位バルブ１２９００は、（例えば、
ずれたネック部の有無にかかわらず）同じ気孔率を有してもよい。
【０８７２】
  先端部１１５００は、ここに記載されているように配置される。ガイドカテーテルおよ
び拡張器は、エントリポイントに部分的に挿入される。操作可能なガイドワイヤ（例えば
、約１５０ｃｍ～約１８０ｃｍの長さを有する）は、ガイドカテーテルおよび拡張器に挿
入され、拡張器の遠位端からいくらかの距離（例えば、約２インチ（約５ｃｍ））を拡張
する。ガイドカテーテルおよび拡張器を、ガイドワイヤ上に進入させた後、操作可能なガ
イドワイヤをいくらかの距離を進入させ、操作することができる。拡張器は、遠位下大静
脈から除去される。操作可能なガイドワイヤとガイドカテーテルを順次、心臓の右心房を
通って下大静脈内に進入させることができ、卵円孔は特許である場合には、脈管構造内の
所望の点まで（例えば、左心房の付属器１１５３０に近接した心臓の左心房）、ガイドカ
テーテルを右心房から左心房まで操作可能なガイドワイヤ上で進入させる。操作可能なガ
イドワイヤを除去した後に、ガイドカテーテルが適所に残される。既存卵円孔が特許され
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ない場合には、上大静脈内に経皮的な入力を行うことができる。針およびスタイレットを
使用して、医療上の穴または貫通孔が、心房中隔壁の卵円窩付近に作られる。
【０８７３】
  いくつかの実施形態では、再度図２７Ａを参照すると、マイクロカテーテル５０４は、
操作可能なマイクロワイヤ５０６の上部および左心房の付属器１１５３０の開口部の近位
側左心房内に配置されたガイドカテーテル５０２を通して進入させてもよい。操作可能な
マイクロワイヤ５０６（例えば、約０．０１４インチ（約０．３６ｍｍ）の外径を有する
）は、マイクロカテーテル５０４内に挿入され、マイクロカテーテル５０４の遠位端から
いくらかの距離（例えば、約２ｃｍ～約４ｃｍ）延びている。いくつか実施形態では、遠
位アクセスマイクロカテーテル５３０を使用することができ、マイクロカテーテル５０４
は、マイクロワイヤ５０６の上部および遠位アクセスマイクロカテーテル５３０を通って
進入される。マイクロワイヤ５０６は、左心房の付属器１１５３０の口にいくらかの距離
だけ進入され、操作されることができる。マイクロワイヤ５０６と、マイクロカテーテル
５０４は、左心房の付属器１１５３０のドームを進入するようにしてもよい。マイクロカ
テーテル５０４が定位置にある一方で、マイクロワイヤ５０６は除去または格納される。
【０８７４】
  先端部１１５００は、例えば、心臓内の左心房の付属器１１５３０において流れ分断器
であってもよい。例えば、左心房の付属器１１５３０の口の両端に小さな孔径近位バルブ
１１５１２、１１５１４を配置することにより、左心房の付属器１１５３０への血流を減
少させることで、流れの中断を引き起こす可能性があり、左心房の付属器１１５３０の血
栓症を支援することができ、心房細動患者では卒中のリスクを低減および／または長期の
固着防止の必要性を低減または排除することができる。左心房の付属器１１５３０のドー
ム内に細孔径遠位バルブ１１５１６、１１５１８を配置することは、左心房の付属器１１
５３０内のソフト足場を形成することにより、左心房の付属器１１５３０内の流れの中断
を引き起こす可能性があり、左心房の付属器１１５３０の血栓症を助けることができる遠
位ネック部６５が短く、低編角を有しているため、左心房の付属器１１５３０のドーム部
内で先端部１１５００のソフト配置を提供することが可能である。近位ネック部１１５２
２は短く、高い編角は、左心房の付属器１１５３０のドームへの血流を抑制または防止す
ることが可能である。遠位部１１５００のバルブ間のバルブ、広口ネック部は、左心房の
付属器１１５３０内に良好な壁並着を提供することができる。
【０８７５】
  遠位ネック部６５が、長手方向の極軸から半径方向にオフセットされており、および／
または近位ネック部１１５２２に長手方向に整列されていない実施形態では、流体は、近
位ネック部１１５２２を通って遠位部１１５００に流入することができる。近位ネック部
１１５２２および遠位首部６５が高圧での血液の流れを抑制および防止するため、流体の
流れが中断することがあり、動脈瘤の左心房の付属器１１５３０の血栓の形成および閉鎖
性を高めることができる。血栓は、少なくともバルブ１１５１６、１１５１８によって捕
捉することができる。左心房の付属器１１５３０へのいくつかの潅流を可能にし、遠位部
１１５００により可能なように、少なくともバルブ１１５１６、１１５１８内の血栓を捕
捉することにより、左心房の付属器１１５３０の完全閉塞よりも良好な治癒を促進するこ
とができる。
【０８７６】
  脈管構造内に配置される本明細書に記載した先端部１００は、基部２００に取外し可能
に結合または係脱不能にされてもよい。例えば、脈管構造の部位に位置決めした後、先端
部１００は、機械的に、電解化学等解除内部人工器官として機能させることができる。他
の例では、血管系の部位に位置決めした後、先端部１００は、処置が行われる限りのみ残
留し、これを除去することができる。いくつかのそのような実施形態では、例えば、先端
部１００は、コイルまたは他の塞栓材料の挿入またはパッキン（例えば、ｏｎｙｘ（登録
商標）のような流体、Ｃｏｖｉｄｉｅｎ）動脈瘤への中に足場として機能することができ
る。
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【０８７７】
  本明細書に記載の装置１０、２０、３０、４０は、壊れやすい人間の血管状で緩やかで
安全であり、血餅または血栓負担の長さによってユーザによりカスタマイズ可能であり、
Ｘ線透視下で見ることができ、人間の最小の血管に到達し、血餅のねじりラスプ加工と互
換性があり、任意の破断点の危険性を回避するために、異種の金属または合金との間にも
強い接合部または取付点を有しており、および／または良好な近位支持および良好な遠位
の柔軟性を提供する基部２００を含むことができる。いくつかの実施形態は、本明細書に
記載の利点のうちの１つまたは複数または全てを提供することができる。
【０８７８】
  血管に関して詳細に説明されているが、本明細書に記載する装置および方法は、身体の
任意の適切な部分に使用される、例えば、内腔（例えば、血管（例えば、心臓、周辺装置
、ニューロ）、胆管、消化または胃腸管、肺管等）を有することができる。
【０８７９】
  態様によっては、本明細書に説明された装置および方法は、薬物療法と組み合わせて使
用することができる。例えば、薬物または作用物質（例えば、ｒ－ｔｐＡ、ヘパリン、タ
キソール、等）は、マイクロカテーテルを介して、基部２００の内孔部および／または先
端部１００の繊維構造物１５８によって作成された管腔を通って、または前に別途、先端
部１００の少なくとも１つのセグメントの配置の間または後に、注入してもよい。
【０８８０】
  以下の参考文献は、その全体が本明細書に参考として援用される。（１）ＳＡＲＴＩら
、Ｉｎｔ’ｌ  ｔｒｅｎｄｓ  ｉｎ  ｍｏｒｔａｌｉｔｙ  ｆｒｏｍ  ｓｔｒｏｋｅ，１
９６８－１９９４，Ｓｔｒｏｋｅ，２０００；ｖｏｌ．３１，ｐｐ．１５８８－１６０１
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２０１１
【０８８１】
  本発明は種々の変更や別の形態が可能であるが、その具体的例が図面に示され、本明細
書に詳細に記載されている。もっとも、当然のことながら、本発明は開示された特定の形
態または方法に限定されるものではないが、逆に、本発明は、すべての変更、等価物、お
よび説明される様々な実施形態の精神および範囲および添付の特許請求の範囲内に含まれ
る代替形態に及ぶものである。本明細書で開示された方法は、記載された順序で実行され
る必要はない。本明細書で開示された方法は、医療従事者によって撮影された特定のアク
ションが挙げられるが、これらのアクションのいずれも明示的に、または暗黙によりのい
ずれかで第３者の指示を含むことができる。例えば、「血栓摘出装置の先端部は、ねじり
ラスプ加工」等のアクションは、「血栓摘出装置の先端部のねじりラスプ加工を指示する
」である。本明細書で開示された範囲は、任意のおよび全ての重複、部分範囲、およびこ
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れらの組合せが挙げられる。「まで」、「少なくとも」、「～より大きい」、「より小さ
い」、「の間」等の数を含む。「約」または「およそ」のような用語の前に数字は、記載
された番号が含まれる。例えば、「約３ｍｍ」、「３ｍｍ」を含む。
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